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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

二

九

九 

第

三

節 

ま

と

め

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

〇

六 

終

章

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

〇

九 

参

考

文

献

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

一

七 
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凡

例

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

二

五 
表

１ 
上

代

語

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

三

三 

表

２ 
上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

三

六 

表

３ 

上

代

語

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

比

較

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

三

九 

表

４ 

『

日

葡

辞

書

』

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

四

〇 

表

５ 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典

上

代

編

』

『

日

葡

辞

書

』

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

比

較

・

・

・

三

四

六 

表

６ 

『

日

葡

辞

書

』

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

四

七 

表

７ 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典

上

代

編

』

『

日

葡

辞

書

』

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

比

較

・

・

三

五

二 

表

８ 

平

安

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

五

三 

表

９ 

鎌

倉

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

五

六 

表

1 0 

室

町

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

五

七 

表

1 1 

中

古

・

中

世

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

語

構

成

の

時

代

別

比

較

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

六

三 

表

1 2 

江

戸

時

代

新

出

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

六

五 

表

1 3 

明

治

時

代

新

出

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

七

一 

表

1 4 

大

正

時

代

以

降

新

出

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

語

構

成

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

七

四 



7 

 

表

1 5 

近

代

語

新

出

「

し

い

」

型

形

容

詞

語

構

成

の

時

代

別

比

較

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

七

六 
表

1 6 
シ

ク

活

用

形

容

詞

の

出

現

時

期

の

時

代

別

表

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

三

七

九 

表

1 7 
シ

ク

活

用

形

容

詞

語

構

成

の

歴

史

的

変

化

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

〇

一 

表

1 8 

各

資

料

に

お

け

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

収

録

語

彙

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

〇

三 

表

1 9 

逆

引

き

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

「

し

い

」

型

形

容

詞

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

二

六 

表

2 0 

『

分

類

語

彙

表

』

か

ら

み

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

傾

向

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

四

二 

表

2 1 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

四

三 

表

2 2 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

の

時

代

別

比

較

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

六

三 

表

2 3 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

六

四 

表

2 4 

分

類

か

ら

み

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

遷

傾

向

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

四

六

九 



 

1 

 

序
章 

 
第
一
節 

研
究
の
目
的 

 

古

代

日

本

語

の

形

容

詞

は

、

形

態

的

特

徴

に

よ

っ

て

「

ク

活

用

」

と

「

シ

ク

活

用

」

の

二

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

分

け

ら

れ

る

。

「

ク

活

用

」

の

形

容

詞

に

は

、

「

多

し

、

清

し

、

遠

し

」

な

ど

物

事

の

客

観

的

な

属

性

を

表

す

言

葉

が

多

い

の

に

対

し

て

、

「

シ

ク

活

用

」

の

形

容

詞

に

は

「

嬉

し

、

苦

し

、

寂

し

」

な

ど

主

観

的

な

情

意

を

表

す

言

葉

が

多

い

。

そ

れ

故

、

現

代

日

本

語

の

感

情

・

感

覚

を

表

す

表

現

に

は

、

「

し

い

」

型

の

形

容

詞

が

多

く

存

在

し

て

い

る

。

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

は

八

九

七

語

で

あ

る

（

「

じ

い

」

型

十

語

を

含

む

）

。

上

代

か

ら

用

い

ら

れ

る

も

の

も

あ

れ

ば

、

中

世

や

近

代

に

新

出

し

て

き

た

も

の

も

あ

る

。

ま

た

、

歴

史

の

流

れ

の

中

で

姿

が

消

え

た

語

も

少

な

く

な

い

。 

こ

ち

ら

の

感

情

・

感

覚

を

表

す

語

彙

は

各

時

代

に

ど

の

よ

う

に

つ

く

ら

れ

、

ま

た

意

味

変

化

し

て

き

た

か

は

興

味

深

い

問

題

で

あ

る

。

本

研

究

は

、

主

に

語

構

成

論

と

意

味

論

の

視

点

か

ら

、

古

代

語

か

ら

形

態

と

意

味

の

上

に

お

い

て

特

徴

が

あ

る

「

シ

ク

活

用

形

容

詞

」

の

歴

史

的

変

化

を

明

ら

か

に

す

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。 

 

第
二
節 

先
行
研
究 

 

日

本

語

の

形

容

詞

は

古

く

か

ら

形

態

的

特

徴

が

あ

り

、

さ

ま

ざ

ま

に

研

究

さ

れ

て

き

た

。

形

容

詞

全

体

を

扱

い

、

分

類

を

試

み

る

論

も

あ

れ

ば

、

個

別

の

語

彙

に

対

す

る

考

察

や

、

一

つ

の

意

味

や

形

態

の

カ

テ



 

2 

 

ゴ

リ

ー

を

取

上

げ

る

研

究

も

あ

る

。

本

研

究

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

全

体

像

を

扱

う

も

の

で

あ

る

。

主

に

形

容

詞

の

語

構

成

、

活

用

、

意

味

の

特

徴

及

び

歴

史

的

変

遷

に

つ

い

て

考

察

を

行

い

、

「

人

称

制

限

」

な

ど

文

法

や

構

文

上

の

問

題

は

扱

わ

な

い

。 

 

二

―

一 
語

構

成

論

的

研

究 

語

構

成

論

的

研

究

は

、

言

語

研

究

に

お

い

て

非

常

に

重

要

な

視

点

で

あ

る

。 

(

１)

阪

倉

篤

義

『

語

構

成

の

研

究

』

（

一

九

六

六

） 

「

語

構

成

論

」

に

つ

い

て

定

義

し

、

さ

ら

に

「

語

形

成

論

（w
o
r
d
-
b
u
i
l
d
i
n
g
,
 
w
o
r
d
-
m
a
k
i
n
g

）

」

と

い

う

実

践

的

な

立

場

か

ら

、

ａ

「

語

根

創

造

」

、

ｂ

「

借

用

」

、

ｃ

「

変

形

」

、

ｄ

「

合

成

」

と

い

っ

た

方

式

を

挙

げ

、

そ

れ

に

対

応

す

る

問

題

を

「

語

構

造

論

（w
o
r
d
-
f
o
r
m
a
t
i
o
n

）

」

と

い

う

観

察

的

立

場

か

ら

検

討

し

た

。

ま

た

、

語

構

成

の

歴

史

的

変

遷

研

究

の

可

能

性

を

示

し

た

。 

 

語

構

成

論

と

い

ふ

の

は

、

一

言

語

に

お

い

て

、

「

語

」

と

い

ふ

單

位

が

構

成

さ

れ

る

、

そ

の

方

式

（p
a
t
t
e
r
n

）

を

考

究

す

る

、

言

語

研

究

の

一

分

野

で

あ

る

。 
 

 

（

『

語

構

成

の

研

究

』p
.
5

） 

 （

ａ

）

命

名

に

あ

た

つ

て

、

一

つ

の

言

語

記

號

を

創

造

す

る

、

そ

の

も

つ

と

も

根

本

的

な

手

段

は

、

あ

る

あ

た

ら

し

い

事

物

の

概

念

に

對

應

す

べ

き

記

號

と

し

て

、

音

韻

の

、

當

の

言

語

體

系

に

は

そ

れ

ま

で

存

在

し

な

か

つ

た

、

あ

た

ら

し

い

組

合

せ

を

こ

こ

ろ

み

る

こ

と

に

よ

つ

て

、

ま

つ

た

く

新

規

な

形

式

を

創

造

し

、

設

定

す

る

こ

と

、

す

な

は

ち

「

語

根

創

造

」

と

い

ふ

方

法

で

あ

る

。 



 

3 

 

（

ｂ

）

命

名

に

あ

た

っ

て

、

他

の

言

語

體

系

に

す

で

に

存

在

し

て

ゐ

る

記

號

を

、

そ

の

ま

ま

に

、

あ

る

い

は

多

少

の

修

正

を

く

は

へ

て

、

當

方

の

言

語

體

系

中

に

か

り

も

ち

ゐ

る

こ

と

、

す

な

は

ち

「

借

用

」

と

よ

ば

れ

る

方

法

で

あ

る

。 
（

ｃ

）

「

造

語

」

と

い

ふ

中

心

を

な

す

も

の

は

、

や

は

り

、

當

の

言

語

體

系

内

に

す

で

に

存

在

す

る

形

式

に

も

と

づ

き

、

あ

る

い

は

ま

た

、

こ

れ

を

利

用

し

て

、

あ

た

ら

し

い

記

號

を

創

造

す

る

方

法

で

あ

る

。

も

つ

と

も

、

そ

の

な

か

に

は

、

か

な

ら

ず

し

も

意

圖

的

な

新

造

語

と

は

い

ひ

に

く

く

、

音

韻

の

轉

倒

・

脱

落

・

縮

約

・

同

化

・

添

加

な

ど

に

よ

っ

て

、

新

形

が

う

ま

れ

で

た

と

見

る

べ

き

も

の

は

お

ほ

い

。 

（

ｄ

）

造

語

法

全

體

の

中

心

を

な

す

と

い

ふ

べ

き

も

の

は

、

既

存

の

、

二

つ

（

以

上

）

の

要

素

を

あ

た

ら

し

く

結

合

す

る

こ

と

に

よ

つ

て

、

一

つ

の

あ

た

ら

し

い

形

式

を

創

造

す

る

と

い

ふ

方

法

で

あ

る

。

も

つ

と

も

し

ば

し

ば

お

こ

な

は

れ

る

の

は

、

複

合

法

―

―

す

な

は

ち

、

本

來

自

立

の

用

法

を

有

す

る

二

つ

以

上

の

單

語

（

ま

た

は

、

こ

れ

に

準

ず

る

言

語

單

位

）

を

結

合

し

て

、

形

態

上

一

つ

の

單

語

に

相

當

す

る

形

式

（

「

複

合

語

」

、

ま

た

「

熟

語

」

）

を

創

造

す

る

と

い

ふ

方

法

で

あ

り

、

そ

し

て

い

ま

一

つ

は

、

派

生

法

―

―

す

な

は

ち

、

本

來

自

立

の

用

法

を

有

す

る

一

つ

の

單

語

に

、

一

つ

以

上

の

非

自

立

的

要

素

（

い

は

ゆ

る

接

辭

）

を

接

合

し

て

、

お

な

じ

く

形

態

上

一

單

語

に

相

當

す

る

形

式

（

「

派

生

語

」

、

ま

た

「

由

生

語

」

）

を

創

造

す

る

と

い

ふ

方

法

で

あ

る

。

「

疊

語

」

は

、

特

に

同

一

の

單

語

（

ま

た

は

、

こ

れ

に

準

ず

る

言

語

單

位

）

を

二

つ

結

合

さ

せ

る

、

特

殊

な

複

合

法

に

よ

る

も

の

で

あ

り

、

（

中

略

）

複

合

語

（

複

合

法

）

と

、

派

生

語

（

派

生

法

）

と

を

あ

は

せ

て

、

合

成

語

（

合

成

法

）

と

よ

ぶ

こ

と

に

す

る

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

『

語

構

成

の

研

究

』p
p
.
6
-
1
4

） 



 

4 

 

 
 

 

ま

づ

そ

の

や

う

な

、

各

共

時

態

に

お

け

る

語

構

成

法

を

あ

き

ら

か

に

す

る

こ

と

が

で

き

た

う

へ

で

、

さ

ら

に

、

こ

れ

を

通

時

的

に

見

る

こ

と

に

よ

つ

て

、

そ

こ

に

日

本

語

に

お

け

る

語

構

成

様

式

の

變

遷

を

歴

史

的

に

た

ど

る

こ

と

も

可

能

に

な

る

道

理

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

い

は

ば

語

構

成

意

識

の

變

遷

を

あ

と

づ

け

る

こ

と

に

な

る

で

あ

ら

う

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

『

語

構

成

の

研

究

』p
.
3
0

） 

 (

２)

蜂

矢

真

郷

『

国

語

重

複

語

の

語

構

成

論

的

研

究

』

（

一

九

九

八

） 

国

語

重

複

語

の

語

構

成

を

考

察

し

、

重

複

形

容

詞

を

言

及

し

た

。

ま

ず

、

形

状

言

の

重

複

、

名

詞

の

重

複

、

動

詞

連

用

形

の

重

複

、

副

詞

の

重

複

に

分

け

て

重

複

形

容

詞

の

重

複

素

を

考

察

し

た

。

そ

し

て

、

「

セ

ハ

セ

ハ

シ

」

の

よ

う

な

具

体

的

な

語

例

を

挙

げ

、

重

複

形

容

詞

と

そ

れ

に

対

す

る

単

独

の

形

容

詞

に

関

す

る

種

々

の

問

題

点

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

さ

ら

に

、

「

ス

ス

ド

シ

」

の

よ

う

な

重

複

形

状

言

が

形

容

詞

を

伴

っ

て

形

成

す

る

複

合

形

容

詞

に

つ

い

て

も

考

察

し

た

。 

  
 

和

語

の

重

複

形

容

詞

に

つ

い

て

見

る

と

、

全

体

と

し

て

相

当

の

例

が

あ

り

、

⑴

形

状

言

の

重

複

の

も

の

は

基

本

的

に

ア

列

・

ウ

列

・

オ

列

の

も

の

で

あ

る

が

、

イ

列

・

エ

列

の

も

の

も

若

干

あ

り

、

⑵

名

詞

の

重

複

の

も

の

は

ア

列

・

ウ

列

・

オ

列

の

も

の

も

イ

列

・

エ

列

の

も

の

も

あ

る

が

、

前

者

の

方

が

多

く

、

⑶

動

詞

連

用

形

の

重

複

の

も

の

は

当

然

の

こ

と

な

が

ら

イ

列

・

エ

列

の

も

の

ば

か

り

で

あ

る

。

重

複

素

の

音

節

数

に

つ

い

て

は

、

や

は

り

二

音

節

の

も

の

が

多

い

。 

（

『

国

語

重

複

語

の

語

構

成

論

的

研

究

』p
p
.
2
5
4
-
2
5
5

） 

 (

３)

村

田

菜

穂

子

『

形

容

詞

・

形

容

動

詞

の

語

彙

論

的

研

究

』

（

二

〇

〇

五

） 



 

5 

 

上

代

資

料

・

八

代

集

・

中

古

散

文

作

品

か

ら

採

取

さ

れ

た

千

二

百

余

り

の

形

容

詞

を

対

象

と

し

て

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

結

合

タ

イ

プ

（

三

八

種

類

）

と

造

語

形

式

（

九

種

類

）

を

徹

底

的

に

分

析

し

、

形

容

詞

の

語

構

成

に

お

け

る

「

階

層

構

造

」

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

ま

た

、

「

イ

カ

メ

イ

」

「

う

た

て

し

」

を

は

じ

め

中

世

語

に

お

け

る

両

活

用

形

容

詞

を

論

じ

た

。

さ

ら

に

、

各

作

品

に

お

け

る

量

的

構

成

や

単

語

の

運

用

の

在

り

方

を

分

析

・

考

察

す

る

こ

と

（

計

量

的

分

析

）

を

目

指

し

、

形

容

詞

の

語

彙

論

的

研

究

を

行

っ

た

。

上

代

か

ら

院

政

期

を

含

む

中

古

に

至

る

古

代

語

形

容

詞

の

語

構

成

上

の

特

性

に

つ

い

て

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

  
 

要

す

る

に

、

中

古

に

お

い

て

、

形

容

詞

は

、

ク

活

用

に

つ

い

て

は

『

複

合

形

容

詞

』

の

産

出

を

主

と

し

た

二

次

的

（

乃

至

三

次

的

）

な

自

己

増

殖

を

か

な

り

の

規

模

で

行

い

、

そ

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

つ

い

て

は

既

存

の

動

詞

を

派

生

源

に

し

た

増

殖

を

展

開

す

る

と

い

う

二

方

向

か

ら

造

語

を

推

し

進

め

て

い

た

の

で

あ

る

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

『

形

容

詞

・

形

容

動

詞

の

語

彙

論

的

研

究

』p
.
3
5
8

） 

 

蜂

矢

真

郷

（

一

九

九

八

）

と

村

田

菜

穂

子

（

二

〇

〇

五

）

は

、

阪

倉

篤

義

（

一

九

六

六

）

の

語

構

成

理

論

を

継

承

し

、

語

基

の

品

詞

性

を

意

識

し

、

語

構

成

と

い

う

観

点

か

ら

古

代

語

形

容

詞

の

具

体

的

な

分

析

方

法

を

示

し

た

。

語

構

成

と

意

味

の

関

わ

り

を

解

き

明

か

す

試

み

が

見

ら

れ

る

が

、

な

お

進

め

て

い

く

べ

き

重

要

な

課

題

で

あ

る

。 

 
 二

―

二 

意

味

論

的

研

究 

 

ま

ず

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

形

態

と

意

味

の

違

い

に

つ

い

て

の

研

究

が

見

ら

れ

る

。 
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(

１)

山

本

俊

英

「

形

容

詞

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

意

味

上

の

相

違

に

つ

い

て

」 

『

国

語

学

』

二

三

号

（

一

九

五

五

） 
ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

上

の

対

立

関

係

を

見

出

し

た

。 

 
ク

活

用

に

属

す

る

語

と

、

シ

ク

活

用

に

属

す

る

語

と

の

間

に

は

、

そ

れ

ら

が

表

わ

す

概

念

の

上

で

確

か

に

大

き

な

相

違

が

あ

る

。

即

ち

ク

活

は

「

重

し

」

「

白

し

」

「

高

し

」

「

長

し

」

「

深

し

」

等

の

状

態

的

な

概

念

を

表

わ

す

語

が

大

部

分

で

あ

る

に

反

し

て

シ

ク

活

は

「

う

れ

し

」

「

恨

め

し

」

「

悲

し

」

「

楽

し

」

「

恋

ほ

し

」

等

の

心

的

な

、

情

意

的

な

面

を

表

わ

す

語

が

大

部

分

で

あ

る

。

相

互

の

例

外

は

無

い

で

は

な

い

が

、

極

め

て

僅

少

で

あ

る

。

奈

良

時

代

に

お

け

る

例

外

の

率

は

約

二

十

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る

。

こ

の

例

外

は

時

代

が

た

つ

と

と

も

に

増

加

す

る

が

、

そ

れ

は

形

容

詞

の

意

味

が

し

だ

い

に

転

用

さ

れ

て

、

本

来

あ

っ

た

活

用

形

と

意

味

と

の

密

接

な

関

係

が

次

第

に

薄

く

な

っ

て

行

っ

た

結

果

で

あ

ろ

う

と

思

わ

れ

る

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

『

国

語

学

』

二

三

号

p
.
7
1

） 

 

（

２

）

橋

本

四

郎

「

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

」
『

女

子

大

国

文

』

第

五

号

（

一

九

五

七

） 

い

ろ

い

ろ

な

文

法

的

環

境

に

立

つ

形

容

詞

語

幹

を

、

接

続

要

素

に

対

す

る

依

存

度

の

強

弱

に

よ

っ

て

分

類

し

、

依

存

度

の

弱

い

す

な

わ

ち

独

立

性

の

強

い

修

飾

要

素

に

ク

活

形

容

詞

語

幹

が

多

く

位

置

し

、

反

対

に

接

続

要

素

に

対

す

る

依

存

度

の

強

い

す

な

わ

ち

独

立

性

の

弱

い

修

飾

要

素

に

シ

ク

活

形

容

詞

語

幹

が

多

く

位

置

す

る

と

し

た

上

で

、

前

者

が

状

態

的

な

意

味

を

表

示

し

、

後

者

が

情

意

的

な

意

味

を

表

示

す

る

と

指

摘

し

た

。 
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ま

た

、

以

上

の

形

容

詞

の

活

用

と

情

意

性

に

関

連

し

て

、

属

性

形

容

詞

と

感

情

形

容

詞

な

ど

の

意

味

分

類

が

行

わ

れ

る

。

語

源

や

意

味

、

統

語

的

振

舞

に

よ

っ

て

、

い

く

つ

か

の

分

類

法

が

提

案

さ

れ

る

。 

 

（

３

）

西

尾

寅

弥

『

形

容

詞

の

意

味

・

用

法

の

記

述

的

研

究

』

（

一

九

七

二

） 

感

情

形

容

詞

と

属

性

形

容

詞

の

生

起

す

る

環

境

に

つ

い

て

考

察

す

る

ほ

か

に

、

「

主

語

の

制

限

」

問

題

や

、

属

性

形

容

詞

の

感

情

形

容

詞

的

用

法

、

感

情

形

容

詞

の

属

性

的

用

法

、

感

情

と

属

性

の

両

面

を

も

つ

語

な

ど

の

「

属

性

形

容

詞

と

感

情

形

容

詞

の

交

渉

」

問

題

を

論

じ

た

。 

ま

た

、

形

容

詞

の

属

性

と

内

容

に

関

し

て

、

「

広

汎

な

も

の

ご

と

の

属

性

」

「

も

の

に

関

す

る

属

性

」

「

人

に

関

す

る

属

性

」

「

こ

と

の

属

性

」

と

分

類

し

て

記

述

し

た

。

主

に

、

「

感

情

形

容

詞

と

属

性

形

容

詞

」

「

属

性

の

主

体

と

内

容

」

「

程

度

」

「

形

容

詞

の

意

味

に

お

け

る

主

観

的

な

側

面

」

な

ど

形

容

詞

の

意

味

の

諸

側

面

に

つ

い

て

、

具

体

的

な

語

彙

の

分

析

例

に

よ

っ

て

、

形

容

詞

の

意

味

・

用

法

記

述

の

方

法

論

を

提

示

し

た

。 

ち

な

み

に

、

「

主

語

の

制

限

」

（

あ

る

い

は

「

人

称

制

限

」

）

問

題

は

、

日

本

語

の

感

情

・

感

覚

を

表

す

形

容

詞

の

特

徴

と

し

て

多

く

議

論

さ

れ

る

。

そ

の

定

義

と

原

因

に

つ

い

て

西

尾

寅

弥

は

『

「

ぼ

く

は

悲

し

い

」

け

れ

ど

「

彼

女

は

悲

し

が

る

」

―

感

情

・

感

覚

形

容

詞

の

特

色

―

』

『

新

・

日

本

語

講

座

２ 

日

本

文

法

の

見

え

て

く

る

本

』

（

一

九

七

五

）

で

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

  
 

す

な

わ

ち

感

情

形

容

詞

が

、

そ

の

ま

ま

の

形

で

平

叙

文

の

言

い

切

り

の

述

語

に

な

る

ば

あ

い

は

、

普

通

は

話

し

手

自

身

の

感

情

・

感

覚

し

か

表

さ

な

い

、

と

い

う

制

約

で

す

。

（

中

略

）

人

間

が

直

接

に

経

験

で

き

る

の

は

、

自

分

自

身

の

喜

怒

哀

楽

や

痛

さ

・

く

す

ぐ

っ

た

さ

、

ま

ぶ

し

さ

等

だ

け

で

、
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自

分

以

外

の

人

の

気

持

や

感

覚

は

、

そ

の

人

の

言

葉

に

よ

っ

て

知

っ

た

り

、

表

情

・

態

度

・

行

為

な

ど

を

通

じ

て

推

測

で

き

る

に

す

ぎ

ま

せ

ん

。

ど

ん

な

に

親

密

な

間

柄

で

あ

ろ

う

と

も

、

深

い

感

情

移

入

が

で

き

る

に

止

ま

り

ま

す

。

日

本

語

の

感

情

形

容

詞

が

、

そ

の

瞬

間

に

お

け

る

感

情

・

感

覚

に

関

す

る

か

ぎ

り

、

話

し

手

自

身

に

つ

い

て

し

か

断

定

的

に

用

い

る

こ

と

が

で

き

な

い

の

は

、

こ

の

根

本

的

な

事

実

と

相

応

じ

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

ま

す

。 

（

『

新

日

本

語

講

座

２ 

日

本

文

法

の

見

え

て

く

る

本

』p
p
.
8
2
-
8
3

） 

 

（

４

）

山

崎

馨

「

形

容

詞

と

は

何

か

」

『

研

究

資

料

日

本

文

法

』

（

一

九

八

四

） 

形

容

詞

の

起

源

発

生

の

観

点

か

ら

、

名

詞

系

形

容

詞

と

動

詞

系

形

容

詞

と

に

二

分

類

し

、

さ

ら

に

、

名

詞

系

形

容

詞

に

つ

い

て

四

分

類

を

試

み

た

。

語

幹

の

安

定

度

に

着

目

し

、

Ａ

群

は

高

く

、

Ｂ

群

は

低

く

、

Ｃ

群

に

お

け

る

語

幹

の

安

定

度

は

Ａ

群

と

Ｂ

群

と

の

中

間

に

あ

り

、

Ｄ

群

は

濁

音

語

尾

を

有

す

る

特

異

な

一

群

で

、

語

幹

の

名

詞

と

し

て

の

安

定

度

が

高

い

こ

と

に

お

い

て

Ａ

群

に

近

く

、

ま

た

、

不

安

全

な

が

ら

も

シ

ク

活

用

を

す

る

点

に

お

い

て

Ｃ

群

に

近

い

と

述

べ

て

い

る

。

ま

た

、

動

詞

系

形

容

詞

に

つ

い

て

、

形

容

詞

を

派

生

さ

せ

る

動

詞

は

四

段

活

用

、

上

一

段

活

用

、

上

二

段

活

用

、

下

二

段

活

用

の

動

詞

に

限

ら

れ

、

形

容

詞

を

派

生

さ

せ

る

動

詞

と

し

て

は

四

段

活

用

が

最

も

多

い

と

指

摘

し

た

。 

 

名

詞

系

形

容

詞 

Ａ

群 

あ

か

し 

か

し

こ

し 

き

よ

し 

な

し 
よ

し 

Ｂ

群 

か

そ

け

し 

さ

や

け

し 

た

ひ

ら

け

し 

は

る

け

し 

ゆ

た

け

し 
 

Ｃ

群 

あ

し 

い

や

し 

す

が

し 

は

し 

ひ

さ

し 
を

し 
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Ｄ

群 

い

ぬ

（

犬

）

じ 

い

へ

（

家

）

じ 

う

ま

（

馬

）

じ 

お

な

（

己

）

じ 

お

も

（

母

）

じ 

お

や

（

親

）

じ 

か

こ

（

鹿

子

）

じ 

か

も

（

鴨

）

じ 

し

し

（

猪

）

じ 

と

き

（

時

）

じ 

ゆ

き

（

雪

）

じ 

わ

れ

（

我

）

じ 

を

と

こ

（

男

）

じ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

『

研

究

資

料

日

本

文

法

』p
.
4

） 

動

詞

系

形

容

詞 

四

段

活

用 

あ

た

ら

し 

い

き

づ

か

し 

ゑ

ま

は

し 

あ

さ

ま

し 

い

そ

が

し 

い

た

ま

し 

お

も

は

し 

さ

わ

が

し 

な

げ

か

し 

な

や

ま

し 

の

ぞ

ま

し 

ほ

こ

ら

し 

を

か

し 
 

（

母

音

の

交

替

）

い

き

ど

ほ

ろ

し 

た

の

も

し 

よ

ろ

し 

上

一

段 

う

ら

め

し 

上

二

段 

く

や

し 

下

二

段 

や

さ

し 
 

 
 
 （

『

研

究

資

料

日

本

文

法

』p
p
.
1
1
-
1
5

の

記

述

か

ら

ま

と

め

た

語

例

） 

 

（

５

）

八

亀

裕

美

『

日

本

語

形

容

詞

の

記

述

的

研

究

―

類

型

論

的

視

点

か

ら

―

』
（

二

〇

〇

八

） 

時

間

的

限

定

性

の

有

無

に

注

目

し

、
「

時

間

的

限

定

性

」

と

「

評

価

」

を

軸

と

し

て

、

形

容

詞

を

五

つ

の

タ

イ

プ

に

分

類

し

た

。

ま

た

、
〈

特

性

〉
〈

状

態

〉
〈

存

在

〉
〈

関

係

〉

を

表

す

形

容

詞

述

語

文

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

た

だ

し

、

こ

の

分

類

は

本

来

動

詞

分

類

で

よ

く

用

い

る

「

時

間

性

」

を

形

容

詞

に

導

入

す

る

た

め

、

属

性

形

容

詞

と

感

情

形

容

詞

の

分

類

と

は

大

き

く

異

な

る

。 

 

 

そ

し

て

、

歴

史

的

変

化

の

観

点

か

ら

、

形

容

詞

の

意

味

変

遷

や

語

の

消

長

を

論

じ

る

研

究

も

あ

る

。 
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（

６

）

山

口

仲

美

「

感

覚

・

感

情

語

彙

の

歴

史

」
『

講

座

日

本

語

学 

四

語

彙

史

』
（

一

九

八

二

） 

意

味

の

歴

史

と

い

う

観

点

か

ら

、

感

覚

・

感

情

語

彙

の

全

体

的

推

移

の

傾

向

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

感

覚

語

彙

と

感

情

語

彙

の

差

異

点

と

し

て

、
「

感

覚

語

は

、

刺

激

に

対

す

る

生

理

的

な

反

応

を

あ

ら

わ

し

、

直

接

的

、

具

体

的

な

性

質

を

も

つ

の

に

対

し

、

感

情

語

は

、

刺

激

に

対

す

る

精

神

的

反

応

を

あ

ら

わ

し

、

間

接

的

、

抽

象

的

な

性

質

を

も

つ

」
（
『

講

座

日

本

語

学

四

語

彙

史

』p
.
2
0
7

）

と

指

摘

し

、

ま

た

、

語

彙

の

意

味

推

移

を

辿

り

、

感

覚

語

彙

の

永

続

性

と

意

味

の

不

変

性

に

対

し

て

、

感

情

語

彙

の

意

味

の

可

変

性

を

述

べ

た

。

さ

ら

に

、
「

感

覚

語

か

ら

感

情

語

へ

」
「

感

情

語

彙

の

意

味

変

化

」
「

状

態

語

か

ら

感

情

語

へ

」

な

ど

感

情

語

彙

に

関

す

る

意

味

変

化

の

パ

タ

ー

ン

を

提

示

し

た

。 

 

 

こ

れ

ま

で

の

研

究

は

、

形

容

詞

の

形

態

的

特

徴

に

注

目

す

る

語

構

成

の

研

究

が

多

い

。

し

か

し

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

上

の

対

立

関

係

や

、

語

幹

の

品

性

論

的

区

別

な

ど

、

形

容

詞

の

語

構

成

と

意

味

と

の

関

連

性

に

着

目

す

る

研

究

が

行

わ

れ

て

い

る

が

、

研

究

対

象

の

範

囲

を

さ

ら

に

広

げ

て

考

察

を

進

め

て

い

く

べ

き

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

形

容

詞

の

意

味

に

関

し

て

、

体

系

的

な

研

究

は

極

め

て

少

な

く

、

特

に

、

形

容

詞

の

歴

史

的

変

遷

の

研

究

は

、

「

か

な

し

」

「

ね

た

し

」

な

ど

の

語

彙

を

個

別

的

に

取

り

上

げ

る

も

の

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る

。

歴

史

的

変

化

の

観

点

か

ら

、

形

容

詞

の

語

構

成

、

特

に

意

味

に

関

す

る

体

系

的

研

究

は

非

常

に

重

要

な

課

題

で

あ

る

と

思

う

。 
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第
三
節 

研
究
の
方
法 

三

―

一 

語

彙

概

数

と

研

究

対

象 

 
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

『

日

葡

辞

書

』

（

『

邦

訳

日

葡

辞

書

』

に

よ

る

）

『

大

辞

林

』

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

な

ど

の

辞

書

か

ら

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

取

り

出

し

、

そ

の

意

味

記

述

と

用

例

を

分

析

し

、

形

容

詞

の

語

構

成

、

活

用

及

び

意

味

を

考

察

す

る

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

形

態

と

意

味

の

特

徴

及

び

そ

の

歴

史

的

変

化

を

よ

り

全

面

的

、

体

系

的

に

把

握

し

た

い

。

調

査

し

た

資

料

に

お

け

る

形

容

詞

の

語

彙

概

数

は

次

の

よ

う

で

あ

っ

た

。 

 

○

ク

活

用

形

容

詞 

『

万

葉

集

索

引

』

（

二

〇

〇

三

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一

二

三

語 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 
上

代

編

』

（

一

九

六

七

） 
 

 
 

 
 

 
 

一

五

六

語 

『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』

（

一

九

八

九

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二

七

五

語 

○

シ

ク

活

用

形

容

詞 

『

万

葉

集

索

引

』

（

二

〇

〇

三

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八

六

語 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

） 
 

 
 

 
 

 
 

一

四

二

語 

『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』

（

一

九

八

九

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二

二

二

語 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

） 

四

八

四

語 

『

大

辞

林

』

（

第

二

版

）

（

二

〇

〇

六

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

九

六

語 

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

第

二

版

）

（

二

〇

〇

一

） 
 

 
 

 
 

 
 

八

九

七

語 
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歴

史

的

変

化

の

観

点

か

ら

、

日

本

語

の

発

達

変

遷

の

全

容

を

考

察

す

る

に

は

、

奈

良

・

平

安

・

鎌

倉

・

室

町

・

江

戸

・

明

治

以

降

の

六

期

に

区

分

す

る

の

が

望

ま

し

い

が

、

資

料

も

限

ら

れ

る

こ

と

か

ら

、

古

代

語

と

近

代

語

の

過

渡

期

と

言

わ

れ

る

室

町

時

代

を

境

目

に

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

歴

史

的

変

化

を

考

察

す

る

こ

と

に

し

た

。

つ

ま

り

、

上

代

（

主

と

し

て

奈

良

時

代

）

、

室

町

時

代

、

近

代

（

江

戸

・

明

治

・

大

正

以

降

）

の

三

つ

の

時

期

を

取

り

出

し

て

考

察

を

行

う

こ

と

と

し

、

中

古

・

中

世

に

つ

い

て

は

適

宜

必

要

に

応

じ

て

考

察

対

象

と

す

る

こ

と

と

し

た

。

次

に

、

時

代

別

に

語

構

成

を

考

察

す

る

際

、

研

究

対

象

と

な

る

形

容

詞

を

確

認

し

て

お

く

。 

 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

は

昭

和

一

六

年

に

着

手

し

た

斯

界

最

高

の

編

修

陣

に

よ

る

時

代

別

国

語

大

辞

典

の

首

巻

で

あ

り

、

文

献

的

に

知

り

う

る

上

代

語

の

全

貌

を

と

ら

え

，

そ

の

科

学

的

、

歴

史

的

位

置

づ

け

と

，

体

系

化

を

め

ざ

し

た

本

格

的

言

語

辞

典

で

あ

る

。 

上

代

形

容

詞

の

数

は

少

な

い

。

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

形

容

詞

の

語

彙

数

は

、

ク

活

用

形

容

詞

一

五

六

語

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

二

語

で

あ

る

。

日

本

現

存

最

古

の

和

歌

集

『

万

葉

集

』

（

七

世

紀

後

半

～

八

世

紀

後

半

頃

）

で

は

、

八

六

語

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

用

い

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

う

ち

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

見

出

し

語

と

し

て

収

録

さ

れ

て

い

な

い

、

あ

る

い

は

収

録

さ

れ

て

い

る

が

、

品

詞

を

シ

ク

活

用

と

明

記

し

て

い

な

い

の

は

次

の

九

語

で

あ

っ

た

。 

○

あ

た

し

【

他

・

異

】

他

の

。

別

個

の

。

形

容

詞

語

幹

の

連

体

用

法

の

よ

う

な

も

の

が

大

部

分

で

あ

り

、

そ

の

点

「

同

ジ

」

に

似

て

い

る

。 

○

あ

り

が

ほ

し

（

形

）

あ

り

た

い

。

住

み

つ

づ

け

た

い

。

在

り

＝

ガ

＝

欲

シ

の

意

。

こ

れ

と

同

じ

構

成

を

持

つ

も

の

に

ミ

ガ

ホ

シ

が

あ

る

。

「

聞

き

の

か

な

し

も

」

（

万

四

〇

八

九

）

「

着

の

宜
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し

も

よ

」

（

神

楽

歌

）

の

よ

う

に

、

名

詞

形

＝

ノ

（

対

象

格

助

詞

）

＝

情

意

性

形

容

詞

と

い

う

形

が

固

定

す

る

に

し

た

が

っ

て

、

ノ

が

ガ

に

代

わ

っ

た

も

の

で

あ

ろ

う

。 
○

う

ま

し

【

味

・

可

美

】

（

形

ク

）

①

う

ま

い

。

味

が

よ

い

。

②

よ

い

。

美

し

い

。

結

構

で

あ

る

。

こ

の

意

に

用

い

ら

れ

る

と

き

は

、

シ

ク

活

用

を

し

た

形

跡

が

あ

る

。 

○

ゑ

ま

し 
見

出

し

語

で

は

な

い

。

「

ゑ

ま

は

し

」

は

ほ

ほ

え

ま

し

く

感

じ

ら

れ

る

、

嬉

し

い

意

。 

○

つ

き

よ

ら

し

【

着

宜

】

見

出

し

語

で

は

な

い

。

「

着

の

宜

し

も

よ

」

（

神

楽

歌

）

か

ら

。 

○

と

こ

め

づ

ら

し

【

常

珍

】

見

出

し

語

で

は

な

い

。

複

合

形

容

詞

。 

○

ま

う

ら

が

な

し 
見

出

し

語

で

は

な

い

。

接

頭

語

「

マ

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

。 

○

ま

か

な

し 

見

出

し

語

で

は

な

い

。

接

頭

語

「

マ

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

。 

○

ゆ

き

あ

し

【

行

悪

】

見

出

し

語

で

は

な

い

。

複

合

形

容

詞

。 

  

ま

た

、

「

軽

軽

し

い

」

「

香

ば

し

い

」

「

心

愛

し

」

「

騒

が

し

い

」

「

凄

ま

じ

い

」

「

ま

き

ら

わ

し

」

の

六

語

は

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

は

上

代

の

用

例

が

示

さ

れ

て

い

る

が

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

は

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

し

て

収

録

さ

れ

て

い

な

い

。

「

ま

き

ら

わ

し

」

は

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

で

活

用

不

明

と

記

述

さ

れ

、

「

霞

む

意

の

動

詞

キ

ル

に

動

詞

語

尾

フ

の

接

し

た

キ

ラ

フ

か

ら

の

発

生

の

場

合

に

は

、

シ

ク

活

用

と

考

え

ら

れ

」

と

記

さ

れ

る

。

他

の

五

語

は

見

出

し

語

に

現

れ

な

い

。 

 

上

代

形

容

詞

の

活

用

の

種

類

や

、

複

合

語

を

一

語

と

し

て

扱

う

べ

き

か

ど

う

か

の

判

断

に

難

点

が

あ

る

た

め

、

各

資

料

の

収

録

語

数

は

多

少

の

差

異

が

見

ら

れ

る

が

、

考

察

に

は

基

本

影

響

を

及

ば

な

い

。

上

代

ク

活

用

形

容

詞

と

の

比

較

を

考

慮

し

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

活

用

の

種
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類

を

明

記

し

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

二

語

、

ク

活

用

形

容

詞

一

五

六

語

を

上

代

語

と

し

て

の

研

究

対

象

と

す

る

。 

 
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

は

、

室

町

期

か

ら

織

豊

期

（

安

土

桃

山

時

代

）

に

及

ぶ

約

二

百

年

間

の

言

葉

を

取

扱

っ

た

も

の

で

あ

る

。

収

録

し

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

四

八

四

語

で

あ

る

。

ま

た

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

た

「

し

い

」

型

形

容

詞

は

八

九

七

語

で

あ

る

。

年

代

の

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

江

戸

時

代

以

前

に

現

れ

た

も

の

を

取

り

出

し

た

。

さ

ら

に

、

上

代

か

ら

生

き

残

っ

た

も

の

を

除

き

、

合

わ

せ

て

四

九

二

語

は

平

安

時

代

か

ら

室

町

時

代

末

ま

で

の

八

百

年

の

間

に

現

れ

た

も

の

だ

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

中

で

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

最

も

古

い

挙

例

は

平

安

時

代

に

遡

れ

る

も

の

は

一

四

六

語

、

鎌

倉

時

代

で

あ

る

も

の

は

四

五

語

、

そ

れ

以

降

の

も

の

は

一

七

八

語

で

あ

る

。

残

り

一

二

三

語

は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

用

例

が

な

く

、

具

体

的

な

出

現

時

期

が

確

定

で

き

な

か

っ

た

。

語

彙

収

集

や

出

現

時

期

の

確

定

な

ど

、

調

査

は

不

十

分

で

あ

る

が

、

一

応

、

室

町

時

代

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

考

察

す

る

際

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

と

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

か

ら

得

た

四

九

二

語

を

研

究

対

象

と

す

る

。 

ち

な

み

に

、

上

記

の

両

辞

書

に

収

録

さ

れ

ず

、

『

邦

訳

日

葡

辞

書

』

（

一

九

八

〇

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

の

は

「

あ

な

浅

し

い

」

「

あ

な

囂

し

い

」

「

事

よ

り

し

い

」

「

正

直

ら

し

い

」

「

す

さ

ま

し

い

」

「

ま

ほ

し

い

」

「

め

さ

ま

し

い

」

の

七

語

で

あ

っ

た

。 

「

あ

な

」

は

何

ご

と

か

に

感

動

し

た

り

驚

い

た

り

し

た

と

き

に

発

す

る

言

葉

で

、

「

あ

な

恥

づ

か

し

、

あ

な

ふ

し

ぎ

、

あ

な

哀

れ

」

な

ど

、

上

代

か

ら

用

い

ら

れ

た

感

動

詞

で

あ

り

、

「

あ

な

浅

し

い

」

「

あ

な

囂

し

い

」

も

こ

の

類

で

あ

る

。

ま

た

「

正

直

ら

し

い

」

は

形

容

動

詞

語

幹

に

接

尾

語

「

ら

し

」

が

付

い

た
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も

の

で

あ

る

。

「

事

よ

り

し

い

」

は

「

事

宜

し

」

の

音

便

で

、

「

す

さ

ま

し

い

」

「

ま

ほ

し

い

」

「

め

さ

ま

し

い

」

は

そ

れ

ぞ

れ

濁

音

形

の

ほ

う

が

収

録

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

た

め

、

こ

の

七

語

を

考

察

の

対

象

外

に

し

て

お

く

。 
『

日

本

国

語

大

辞

典

』

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

は

八

九

七

語

で

あ

る

。

そ

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

上

代

と

室

町

時

代

の

研

究

対

象

と

扱

う

べ

き

も

の

を

除

い

て

、

残

り

の

五

二

二

語

を

近

代

語

の

研

究

対

象

と

す

る

。

『

大

辞

林

』

の

収

録

語

は

す

べ

て

各

時

代

の

研

究

対

象

に

含

ま

れ

て

い

る

。 

 

三

―

二 

用

語

と

表

記 

阪

倉

篤

義

は

『

語

構

成

の

研

究

』

（

一

九

六

六

）

で

、

「

語

根

」

「

語

幹

」

「

接

辞

」

な

ど

の

語

構

成

要

素

に

つ

い

て

言

及

し

た

。

ま

た

、

厳

密

な

定

義

を

見

当

た

ら

な

い

が

、

動

詞

を

派

生

す

る

接

尾

語

を

考

察

し

や

す

い

た

め

、

語

基

を

五

種

に

分

類

し

た

。 

 

分

解

を

そ

れ

以

上

に

す

す

め

得

な

い

、

單

語

の

基

體

を

な

す

最

小

の

意

義

的

單

位

で

あ

り

、

意

義

お

よ

び

形

の

う

へ

で

類

似

し

た

一

類

の

語

に

共

通

す

る

や

う

な

要

素

と

し

て

の

「

語

根

」

、

ま

た

、

語

根

に

接

尾

語

（

ゼ

ロ

の

場

合

も

あ

り

得

る

）

が

つ

い

て

、

な

ほ

自

立

の

単

語

と

な

る

に

い

た

ら

ず

、

活

用

に

際

し

て

變

化

し

な

い

語

の

基

幹

部

を

な

す

も

の

と

し

て

の

「

語

幹

」

、

お

よ

び

、

そ

れ

に

接

着

さ

れ

る

「

語

尾

」

あ

る

い

は

「

接

辭

」

、

な

ど

の

語

構

成

要

素

が

理

論

的

に

設

定

さ

れ

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ

る

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

『

語

構

成

の

研

究

』p
.
2
3
-
2
4

） 

 
 

 

ま

づ

語

基

の

種

類

と

し

て

は

、

か

り

に

、

つ

ぎ

の

五

つ

を

た

て

る

。 

一

＝

名

詞 
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二

＝

「

さ

や

」

「

し

づ

」

の

ご

と

き

、

い

は

ゆ

る

語

根

。

「

た

を

」

「

き

ら

」

の

ご

と

き

象

徴

辭

（

擬

聲

語

・

擬

態

語

）

を

ふ

く

む

。 

 
三

＝

「

す

ず

ろ

」

「

あ

き

ら

」

「

た

ひ

ら

」

「

た

し

か

」

の

ご

と

き

、

形

容

動

詞

語

幹

乃

至

は

副

詞

の

類

。

み

ぎ

の

（

二

）

に

比

し

て

、

そ

の

あ

ら

は

す

概

念

は

さ

ら

に

明

確

で

、

獨

立

性

が

つ

よ

い

。 

 

四

＝

形

容

詞

。

語

基

と

し

て

あ

ら

は

れ

る

の

は

、

「

い

た

」

「

ひ

ろ

」

の

ご

と

き

語

幹

部

分

で

あ

り

、

し

た

が

つ

て

、

み

ぎ

の

（

二

）

と

本

質

的

に

は

同

性

格

の

も

の

で

あ

ら

う

が

、

形

容

詞

語

幹

に

な

り

得

る

點

で

、

そ

れ

ら

と

は

概

念

内

容

に

差

が

あ

ら

う

と

考

へ

て

、

別

に

た

て

る

。 

五

＝

動

詞 

こ

の

五

種

の

分

類

は

、

や

や

、

便

宜

的

な

も

の

で

あ

つ

て

、

嚴

密

な

意

味

論

的

範

疇

に

も

と

づ

く

も

の

で

は

な

い

。

し

か

し

な

が

ら

、

か

う

し

た

、

語

基

の

品

詞

論

的

な

區

別

が

、

あ

る

程

度

は

、

そ

の

概

念

の

性

格

の

差

異

に

も

平

行

し

得

る

こ

と

を

考

へ

る

な

ら

ば

、

こ

れ

に

よ

つ

て

も

大

勢

を

う

か

が

ふ

こ

と

は

可

能

で

あ

ら

う

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（

『

語

構

成

の

研

究

』p
.
1
3
0

） 

 

形

容

詞

の

語

構

成

に

関

す

る

研

究

で

は

、

「

語

基

」

「

語

根

」

「

語

幹

」

な

ど

の

用

語

は

必

ず

厳

密

に

区

別

し

て

用

い

ら

れ

る

わ

け

で

は

な

い

。

本

研

究

は

、

語

基

を

品

詞

論

的

な

区

別

を

す

る

た

め

、

便

宜

的

に

阪

倉

篤

義

『

語

構

成

の

研

究

』

（

一

九

六

六

）

が

挙

げ

た

五

種

の

語

基

に

つ

い

て

次

の

よ

う

に

表

記

す

る

。 

一

の

場

合 

「

名

詞

」

あ

る

い

は

「

名

詞

被

覆

形

」

で

示

す

。 

二

の

場

合 

「

語

根

」

の

使

用

を

避

け

る

。

「

語

基

」

で

示

す

。 

三

の

場

合 

「

形

容

動

詞

語

幹

」

あ

る

い

は

「

副

詞

」

で

示

す

。 
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四

の

場

合 

「

形

容

詞

語

幹

」

で

示

す

。 

五

の

場

合 

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

」

あ

る

い

は

「

動

詞

連

用

形

」

で

示

す

。 

 な

お

、

品

詞

性

が

判

明

で

き

な

い

語

構

成

要

素

に

つ

い

て

は

、

か

り

に

「

語

基

」

と

表

記

す

る

。

「

語

根

」

は

、

「

分

解

を

そ

れ

以

上

に

す

す

め

得

な

い

、

単

語

の

基

体

を

な

す

最

小

の

意

義

的

単

位

」

と

厳

密

に

定

義

さ

る

が

、

そ

の

判

断

は

難

し

い

。

本

研

究

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

の

特

徴

と

歴

史

的

変

化

を

傾

向

と

し

て

把

握

す

る

こ

と

が

目

的

で

あ

る

の

で

、

「

最

小

の

意

義

的

単

位

」

ま

で

解

明

す

る

必

要

は

な

く

、

「

語

根

」

の

使

用

を

避

け

る

。

「

語

幹

」

は

「

活

用

に

際

し

て

変

化

し

な

い

語

の

基

幹

部

」

で

、

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

は

当

然

接

尾

語

を

除

い

た

部

分

で

あ

る

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

「

し

」

に

つ

い

て

は

、

従

来

語

幹

の

一

部

分

で

あ

る

と

接

尾

語

「

し

」

で

あ

る

と

の

二

つ

の

考

え

が

あ

り

、

後

者

が

妥

当

だ

と

思

わ

れ

る

。

た

だ

し

、

形

容

詞

語

構

成

を

分

析

す

る

際

、

便

宜

的

に

「

し

」

を

除

い

た

部

分

を

語

幹

と

し

て

扱

う

こ

と

に

す

る

。 

 

語

構

成

か

ら

日

本

語

を

分

類

す

る

場

合

、

単

純

語

と

合

成

語

の

二

分

類

法

、

あ

る

い

は

後

者

を

派

生

語

と

複

合

語

に

分

け

る

三

分

類

法

が

一

般

的

で

あ

る

。

こ

れ

に

従

い

、

形

容

詞

は

大

き

く

「

単

純

形

容

詞

」

と

「

合

成

形

容

詞

」

の

二

分

類

、

あ

る

い

は

「

単

純

形

容

詞

」

、

「

派

生

形

容

詞

」

と

「

複

合

形

容

詞

」

の

三

分

類

で

き

る

と

思

わ

れ

る

。

こ

の

中

で

、

派

生

形

容

詞

は

接

辞

に

よ

る

派

生

に

限

ら

れ

、

動

詞

か

ら

の

派

生

は

含

め

な

い

。

ま

た

、

「

疊

語

」

は

「

特

殊

な

複

合

法

に

よ

る

も

の

」

で

あ

る

た

め

、

畳

語

形

容

詞

（

重

複

形

容

詞

）

を

複

合

形

容

詞

に

分

類

す

る

。

阪

倉

篤

義

（

一

九

六

六

）
、

蜂

矢

真

郷

（

一

九

九

八

）
、

村

田

菜

穂

子

（

二

〇

〇

五

）

が

提

示

し

た

語

構

成

の

分

析

方

法

を

参

考

に

し

て

、

品

詞

別

に

形

容

詞

語

構

成

の

構

造

を

次

の

よ

う

に

分

類

し

た

。 
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⑴ 

単

純

形

容

詞 

主

に

接

辞

「

し

」

（

「

は

し

」

な

ど

の

肥

大

形

を

含

む

）

の

添

加

に

よ

る

も

の

。 

「

名

詞

＋

し

」

「

語

基

＋

し

」

「

副

詞

＋

し

」

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

（

は

し

）

」

「

形

容

詞

語

幹

＋

し

」

「

形

容

動

詞

語

幹

＋

し

」

な

ど 
⑵ 
派

生

形

容

詞 

「

し

」

以

外

の

接

辞

（

接

頭

語

・

接

尾

語

）

の

添

加

に

よ

る

も

の

。 

接

頭

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

場

合 

 
 

 
 

 
 

 
 

「

も

の

＋

形

容

詞

」

「

あ

な

＋

形

容

詞

」

「

こ

＋

形

容

詞

」

な

ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

場

合 

 
 

 
 

 
 

 
 

「

名

詞

＋

ぐ

ま

し

」

「

動

詞

連

用

形

＋

が

ま

し

」

「

形

容

動

詞

語

幹

＋

ら

し

」

な

ど 

⑶

複

合

形

容

詞 

実

質

的

意

味

を

持

つ

単

語

と

形

容

詞

を

合

わ

せ

た

も

の

。

な

お

、

畳

語

形

容

詞

を

特

殊

な

複

合

形

容

詞

と

し

て

扱

う

。 

「

前

項

（

実

質

的

意

味

を

持

つ

）

＋

形

容

詞

」

の

場

合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

「

語

基

＋

形

容

詞

」

「

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞

」

「

副

詞

＋

形

容

詞

」

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

「

形

容

動

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

畳

語

形

容

詞

（

重

複

形

容

詞

）

の

場

合 

 
 

 
 

 
 

 
 

「

名

詞

の

重

複

＋

し

」

「

語

基

の

重

複

＋

し

」

「

形

容

詞

語

幹

の

重

複

＋

し

」

「

動

詞

連

用

形

の

重

複

＋

」

「

形

容

動

詞

語

幹

の

重

複

＋

し

」

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

の

重

複

＋

し

」

「

副

詞

の

重

複

＋

し

」 

 

先

行

研

究

を

踏

ま

え

て

、

上

代

、

室

町

時

代

、

近

代

の

三

つ

の

時

期

に

分

け

、

よ

り

全

面

的

、

体

系

的

に

考

察

を

行

い

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

全

容

と

歴

史

的

変

遷

を

把

握

す

る

こ

と

を

目

指

す

。 
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第
一
章 

上
代
語
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
つ
い
て 

 
第
一
節 

上
代
語
形
容
詞
の
概
観 

日

本

語

の

歴

史

は

、

五

世

紀

か

ら

七

世

紀

に

か

け

て

は

じ

ま

る

が

、

そ

れ

か

ら

奈

良

時

代

の

終

わ

り

ま

で

を

「

上

代

」

と

呼

ぶ

こ

と

と

す

る

。

文

献

上

で

た

ど

り

う

る

最

古

の

時

代

で

あ

る

。

そ

の

時

代

に

続

く

の

が

平

安

時

代

で

あ

り

、

こ

れ

を

「

中

古

」

と

呼

ぶ

こ

と

と

す

る

。 

形

容

詞

は

、

性

質

・

情

態

、

感

覚

・

感

情

な

ど

を

表

し

、

独

自

の

活

用

を

有

す

る

品

詞

で

あ

る

。

そ

の

種

類

に

は

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

が

あ

り

、

シ

ク

活

用

は

、

ク

活

用

と

比

べ

て

、

そ

の

発

生

・

発

達

が

遅

れ

た

と

見

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

点

に

つ

い

て

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』(

一

九

六

七)

の

序

文

に

は

、

語

幹

の

用

法

を

分

類

し

た

上

で

、

次

の

よ

う

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

 

 

こ

れ

ら

の

用

法

の

う

ち

、

名

詞

・

副

詞

・

形

容

詞

と

し

て

働

く

語

と

し

て

の

位

置

に

は

、

シ

ク

活

用

は

現

れ

な

い

。

こ

の

点

、

シ

ク

活

用

の

方

が

独

立

性

に

乏

し

い

。

ク

・

シ

ク

両

活

用

語

が

現

れ

る

用

法

の

際

は

、

シ

ク

活

用

は

シ

を

伴

っ

た

形

で

ク

活

用

語

幹

と

同

じ

用

法

に

立

っ

て

い

る

。

こ

の

点

か

ら

、

シ

ク

活

用

の

シ

は

、

実

は

語

幹

部

分

に

属

す

る

も

の

と

み

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

語

幹

を

重

ね

た

畳

語

に

よ

っ

て

で

き

る

形

容

詞

、

動

詞

か

ら

派

生

す

る

形

容

詞

（

悔

ヤ

シ

・

愛

ヅ

ラ

シ

・

恋

ホ

シ

・

サ

ブ

シ

・

ワ

ビ

シ

・

恨

メ

シ

な

ど

）

が

シ

ク

活

用

を

す

る

点

や

、

上

記

の

語

幹

用

法

、

意

義

の

差

、

次

代

に

は

シ

ク

活

用

が

増

加

す

る

な

ど

、

シ

ク

活

用

は

二

次

的

な

も

の

で

あ

る

こ

と

を

推

察

さ

せ

る

根

拠

は

、

い

く

つ

か

あ

る

。 
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こ

の

よ

う

に

、

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

の

差

は

形

容

詞

と

い

う

品

詞

、

お

よ

び

形

容

詞

型

活

用

の

成

立

と

不

可

分

の

関

係

に

あ

る

。

中

古

以

降

の

形

容

詞

に

つ

い

て

も

意

味

的

な

側

面

か

ら

考

察

す

べ

き

点

は

あ

る

も

の

の

、

形

容

詞

の

成

立

を

め

ぐ

っ

て

は

上

代

語

に

お

け

る

問

題

と

し

て

扱

っ

て

取

り

敢

え

ず

は

問

題

な

か

ろ

う

。

そ

こ

で

、

本

章

で

は

、

形

容

詞

の

成

立

、

語

構

成

、

意

味

に

つ

い

て

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

の

違

い

を

め

ぐ

っ

て

考

察

し

た

い

と

思

う

。 

ち

な

み

に

、

意

味

的

に

は

、

ク

活

用

を

す

る

語

は

情

態

的

な

属

性

概

念

を

表

す

こ

と

が

多

く

、

シ

ク

活

用

は

情

意

的

な

意

味

を

含

む

傾

向

が

あ

る

こ

と

が

ほ

と

ん

ど

に

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

「

ク

活

用

に

属

す

る

語

は

、

状

態

的

な

属

性

概

念

を

あ

ら

わ

し

、

シ

ク

活

用

に

属

す

る

も

の

は

、

情

意

的

な

面

を

あ

ら

わ

す

の

が

、

大

部

分

で

あ

る

と

す

る

」

と

い

う

傾

向

に

つ

い

て

は

、

山

本

俊

英

「

形

容

詞

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

意

味

上

の

相

違

に

つ

い

て

」

（

一

九

五

五

）

に

明

ら

か

に

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

、

意

味

と

活

用

形

式

の

対

応

関

係

を

考

え

る

と

、

形

容

詞

を

分

析

す

る

際

、

そ

の

両

者

を

切

り

離

し

て

扱

う

こ

と

は

適

当

で

な

い

と

言

え

る

。 

 

第
二
節 

上
代
語
形
容
詞
の
語
構
成 

二

―

一 

上

代

語

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成 

 

主

に

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』(
一

九

六

七)

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

し

て

収

録

さ

れ

て

い

る

一

四

二

語

を

研

究

対

象

と

し

て

、

一

五

六

語

の

ク

活

用

形

容

詞

と

比

較

し

な

が

ら

、

上

代

語

に

お

け

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

と

語

幹

の

性

質

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

ク

活

用

形

容

詞

は

一

五

六

語

で

あ

る

。

そ

の

語

構

成

か

ら

見

る

と

、

次

の

よ

う

で

あ

る

。 
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１ 

接

辞

「

し

」

の

添

加

に

よ

る

も

の 
① 

語

基

に

「

し

」

が

つ

い

た

も

の 

 
ク

活

用

を

す

る

も

の

は

、

外

形

的

・

状

態

的

属

性

を

表

す

語

基

に

シ

が

つ

い

た

も

の

が

多

い

。 

例 

熱

・

厚

・

青

・

薄

・

遅

・

多

・

重

・

堅

・

軽

・

狭さ

・

寒

・

茂

・

白

・

近

・

小

・

強

・

遠

・

長

・

柔に

こ

・

早

・

広

・

太

・

細

・

短

・

脆

・

安

・

緩

・

弱

・

若 

な

ど 

ま

た

、

次

の

語

基

は

形

容

詞

の

ほ

か

に

、

動

詞

に

も

用

い

ら

れ

た

。 

例 

あ

か

し(

あ

か

す

・

あ

か

る)
 

い

た

し

（

い

た

む

） 

い

ぶ

せ

し

（

い

ぶ

せ

む

） 

う

と

し

（

う

と

ぶ

） 

か

し

こ

し

（

か

し

こ

む

） 

か

た

し

（

か

た

む

） 

き

よ

し

（

き

よ

む

） 

く

さ

し

（

く

さ

る

） 

し

げ

し

（

し

げ

る

） 

せ

ば

し

（

せ

む

・

せ

ま

る

） 

た

し

な

し

（

た

し

な

む

） 

た

ふ

と

し

（

た

ふ

と

ぶ

・

た

ふ

と

む

） 

た

ゆ

し

（

た

ゆ

む

） 

な

ほ

し

（

な

ほ

す

） 

に

く

し

（

に

く

む

） 

ね

た

し

（

ね

た

む

） 

は

や

し

（

は

や

る

） 

ひ

ろ

し

（

ひ

ろ

る

・

ひ

ろ

む

・

ひ

ろ

ぐ

） 

め

ぐ

し

（

め

ぐ

む

） 

や

す

し

（

や

す

む

） 

ゆ

る

し

（

ゆ

る

ふ

） 

よ

わ

し

（

よ

わ

る

） 

な

ど 

ち

な

み

に

、

同

源

の

動

詞

を

持

つ

ク

活

用

形

容

詞

二

二

語

の

う

ち

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の

は

八

語

あ

っ

た

（

下

線

部

）

。 

② 

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の 

例 

あ

か

し(

あ

く)
 

あ

さ

し

（

あ

す

） 

あ

ら

し

（

あ

る

） 

く

ら

し

（

く

る

） 

く

ろ

し

（

く

る

）

ふ

か

し

（

ふ

く

） 

ふ

る

し

（

ふ

る

） 

 

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

は

極

め

て

少

な

い

。 

 

２ 

「

し

」

以

外

の

接

辞

の

添

加

に

よ

る

も

の 
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① 

接

頭

語

「

か

・

さ

・

た

」

の

添

加

に

よ

る

も

の 
例 

か

ぐ

ろ

し 

か

や

す

し 

さ

ど

ほ

し 

さ

ま

ね

し 

た

ど

ほ

し 

た

や

す

し 

な

ど 
② 
接

尾

語

「

な

し

」

の

添

加

に

よ

る

も

の 

例 

あ

ぢ

き

な

し

（

あ

づ

き

な

し

） 

い

ら

な

し 

う

つ

な

し 

う

や

な

し

（

ゐ

や

な

し

） 

う

ら

も

と

な

し 
お

ぎ

ろ

な

し 

こ

こ

ろ

な

し 

こ

と

な

し 

さ

が

な

し 

す

べ

な

し 

つ

つ

が

な

し 

つ

ね

な

し 

み

つ

な

し 

を

め

な

し 

な

ど 

こ

の

う

ち

、

「

い

ら

な

し

」

と

「

お

ぎ

ろ

な

し

」

の

「

な

し

」

は

「

無

」

と

理

解

す

る

こ

と

は

で

き

ず

、

他

の

語

と

区

別

す

る

。

「

い

ら

な

し

」

の

イ

ラ

は

、

尖

鋭

な

る

も

の

を

い

う

語

か

と

推

測

で

き

る

が

、

確

定

で

き

な

い

。

形

容

詞

「

無

し

」

と

関

係

づ

け

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

と

、

単

純

に

否

定

の

意

と

は

考

え

に

く

い

も

の

と

が

あ

る

が

、

こ

こ

で

区

別

せ

ず

に

接

尾

語

と

し

て

扱

う

。 

③ 

接

尾

語

「

け

し

」

の

添

加

に

よ

る

も

の 

例 

あ

か

ら

け

し 

あ

き

ら

け

し 
あ

ざ

ら

け

し 

あ

た

た

け

し 

い

さ

さ

け

し 

け

や

け

し 

さ

や

け

し 

し

づ

け

し 

す

む

や

け

し 
た

し

け

し 

た

ひ

ら

け

し 

つ

ば

ひ

ら

け

し 

や

す

ら

け

し 

ゆ

た

け

し 

な

ど 

 

「

け

し

」

が

つ

い

た

も

の

は

普

通

「

カ

」

を

伴

う

こ

と

が

で

き

る

。

た

と

え

ば

、

「

あ

き

ら

か

・

あ

ざ

ら

か

・

い

さ

さ

か

・

け

や

か

・

さ

や

か

・

し

づ

か

・

す

み

や

か

・

た

し

か

・

や

す

ら

か

・

ゆ

た

か

」

な

ど

で

あ

る

。 

 

３ 

単

語

と

単

語

と

を

合

わ

せ

た

も

の 

① 

名

詞

＋

形

容

詞 
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例 

う

ら

わ

か

し 

お

と

だ

か

し

【

音

高

】 

か

ほ

よ

し

【

端

正

】 

く

さ

ぶ

か

し

【

草

深

】 

こ

こ

ろ

い

た

し

【

情

哀

】 

こ

だ

か

し

【

木

高

】 

こ

ち

た

し

【

言

痛

】 

こ

と

と

し

【

言

急

】 
② 
動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞 

き

き

よ

し

【

聞

吉

】 

こ

ひ

た

し

【

恋

痛

】 

③ 

語

基

＋

形

容

詞 

と

ほ

な

が

し

【

遠

長

】 

 

二

―

二 
上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

に

収

録

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

一

四

二

語

で

あ

る

。

そ

の

語

構

成

か

ら

見

る

と

、

次

の

よ

う

な

で

あ

る

。 

１ 

接

辞

「

し

」

の

添

加

に

よ

る

も

の 

① 

語

基

に

「

し

」

が

つ

い

た

も

の 

周

知

の

よ

う

に

、

ク

活

用

形

容

詞

と

比

べ

て

、

シ

ク

活

用

を

す

る

も

の

に

は

、

情

意

を

表

す

語

基

が

多

い

。 

例 

懇
あ
か
ら
し

・

惜
あ
た
ら
し

・

労
い
た
は
し

・

嬉
う
れ
し

・

悲
か
な
し

・

苦
く
る
し

・

不

楽

さ

ぶ

し

・

親
し
た
し

・

快
た
く
ま
し

・

楽
た
の
し

・

愛は

し

・

幸
む
が
し 

な

ど 

ま

た

、

形

容

詞

か

ら

動

詞

を

派

生

す

る

も

の

、

或

は

動

詞

と

同

源

で

あ

る

も

の

も

少

な

く

な

い

。 

例 

あ

か

ら

し

（

あ

か

ら

し

ぶ

） 

あ

た

ら

し

（

あ

た

ら

し

ぶ

） 

あ

や

し

（

あ

や

し

ぶ

・

あ

や

し

む

）

い

そ

し

（

い

そ

ふ

） 

い

た

は

し

（

い

た

は

る

） 

い

ふ

か

し

（

い

ふ

か

る

） 

う

つ

し

（

う

つ

す

） 

う

れ

し

（

う

れ

し

ぶ

・

う

れ

し

む

） 
お

ほ

ほ

し

（

お

ほ

と

る

） 

か

な

し

（

か

な

し

ぶ

・

か

な

し

む

） 

く

し

（

く

し

ぶ

） 

く

る

し

（

く

る

し

ぶ

・

く

る

し

む

） 

さ

だ

し

（

さ

だ

む

） 

さ

ぶ

し

（

さ

ぶ

） 

す

ず

し

（

す

ず

む

） 

た

く

ま

し

（

た

く

ま

し

ぶ

） 

は

げ

し

（

は

げ

む

） 

ほ

し

（

ほ

る

） 

や

は

し

（

や

は

す

） 

を

し

（

を

し

む

） 

な

ど 
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ち

な

み

に

、

形

容

詞

が

動

詞

を

派

生

す

る

場

合

、

マ

行

四

段

活

用

は

完

全

な

も

の

が

少

な

く

、

「

あ

ら

か

し

ぶ

・

あ

や

し

ぶ

・

う

れ

し

ぶ

」

の

よ

う

な

バ

行

上

二

段

活

用

が

多

い

。 
② 
動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の 

例 

あ

さ

ま

し

（

あ

さ

む

） 

い

き

ど

ほ

ろ

し

（

い

き

ど

ほ

る

） 

い

た

ぶ

ら

し

（

い

た

ぶ

る

） 

い

つ

く

し

（

い

つ

く

） 

い

と

は

し

（

い

と

ふ

） 

い

と

ほ

し

（

い

と

ふ

） 

う

た

が

は

し

（

う

た

が

ふ

） 

う

ら

ご

ひ

し

（

う

ら

ご

ふ

） 

う

ら

ご

ほ

し

（

う

ら

ご

ふ

） 

う

ら

め

し

（

う

ら

む

） 

う

ら

や

ま

し

（

う

ら

や

む

） 

う

る

は

し

（

う

る

ふ

） 

お

も

ほ

し

（

お

も

ふ

） 

お

よ

し

（

お

ゆ

） 

か

か

ら

は

し

（

か

か

ら

ふ

） 
か

た

ま

し

（

か

た

む

） 

く

す

ば

し

（

く

し

ぶ

） 

く

や

し

（

く

ゆ

） 

こ

ひ

し

（

こ

ふ

） 

こ

ほ

し

（

こ

ふ

） 

さ

び

し

（

さ

ぶ

） 

し

た

ゑ

ま

し

（

し

た

ゑ

む

） 

た

た

は

し

（

た

た

ふ

） 

た

の

も

し

（

た

の

む

） 

つ

か

ら

し

（

つ

か

る

） 

な

ぐ

し

（

な

ぐ

） 

な

つ

か

し

（

な

つ

く

） 

な

み

だ

ぐ

ま

し

（

な

み

だ

ぐ

む

） 

な

や

ま

し

（

な

や

む

） 

ね

が

は

し

（

ね

が

ふ

） 

は

づ

か

し

（

は

づ

） 

む

つ

ま

し

（

む

つ

む

） 

め

だ

し

（

め

づ

） 

め

づ

ら

し

（

め

づ

） 

や

さ

し

（

や

す

） 

ゆ

る

ほ

し

（

ゆ

る

ふ

） 
よ

ろ

こ

ぼ

し

（

よ

ろ

こ

ぶ

） 

よ

ら

し

（

よ

る

） 

よ

ろ

し

（

よ

る

） 

わ

び

し

（

わ

ぶ

） 

ゑ

ま

し

（

ゑ

む

） 

ゑ

ま

は

し

（

ゑ

ま

ふ

） 

な

ど 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

が

圧

倒

的

に

多

い

。

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

は

ほ

と

ん

ど

シ

ク

活

用

す

る

。 

③ 

畳

語

形

（

語

基

を

重

ね

た

形

）

に

「

し

」

が

つ

い

た

も

の 

例 

い

つ

つ

し 

う

や

う

や

し 

お

こ

お

こ

し 

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し 

お

ほ

ほ

し 

き

ら

き

ら

し 

く

だ

く

だ

し 

く

ま

く

ま

し 

こ

ご

し 

す

が

す

が

し(

そ

が

そ

が

し)
 

た

ぎ

た

ぎ

し 

た

づ

た

づ

し 

と

ほ

と

ほ

し 

な

が

な

が

し 

ひ

ね

ひ

ね

し 

ゆ

ゆ

し 

わ

き

わ

き

し 

を

さ

を

さ

し 

を

を

し 

な

ど 
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こ

れ

は

シ

ク

活

用

形

容

詞

特

有

の

語

構

成

形

式

で

あ

る

。

畳

語

形

に

「

し

」

が

つ

い

た

も

の

、

す

な

わ

ち

畳

語

形

容

詞

（

重

複

形

容

詞

）

は

必

ず

シ

ク

活

用

す

る

。 

 

２ 

「

し

」

以

外

の

接

辞

の

添

加

に

よ

る

も

の 

① 

接

頭

語

の

添

加

に

よ

る

も

の 

も

の

か

な

し 

も

の

こ

ひ

し 

② 

接

尾

語

の

添

加

に

よ

る

も

の 

み

だ

り

か

は

し 

 

「

み

だ

り

が

は

し

」

の

「

が

は

し

」

は

接

尾

語

「

が

は

し

」

が

添

加

し

た

も

の

で

、

中

古

に

は

「

ら

う

が

は

し

」

な

ど

も

見

ら

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

「

し

」

以

外

の

接

辞

の

添

加

に

よ

る

も

の

、

す

な

わ

ち

派

生

形

容

詞

の

数

は

極

め

て

少

な

い

。 

 

３ 

単

語

と

単

語

と

を

合

わ

せ

た

も

の 

① 

名

詞

＋

形

容

詞 
 

例 

う

ら

が

な

し 

う

ら

ぐ

は

し 
う

ろ

ご

ひ

し 

う

ら

ご

ほ

し 

か

ぐ

は

し 

こ

こ

ろ

が

な

し 

こ

こ

ろ

ぐ

る

し 

こ

こ

ろ

こ

ひ

し 

な

ぐ

は

し 

は

な

ぐ

は

し 

ま

ぐ

は

し 

② 

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞 

お

も

ひ

が

な

し 

お

も

ひ

ぐ

る

し 

き

ほ

し 

み

ほ

し 

み

が

ほ

し 

③ 

語

基

＋

形

容

詞 

う

た

だ

ぬ

し 

う

た

だ

の

し 

 

「

う

ら

・

お

も

ひ

・

こ

こ

ろ

・

く

は

し

・

ほ

し

」

な

ど

、

複

合

に

用

い

る

語

彙

は

限

ら

れ

て

い

る

。 

 

二

―

三 

上

代

語

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

比

較 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

ク

活

用

形

容

詞

一

五

六

語

の
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語

構

成

（

表

１

参

照

）

と

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

二

語

の

語

構

成

（

表

２

参

照

）

を

比

較

す

る

。

記

述

し

や

す

い

よ

う

に

、

分

類

を

試

み

た

。

「

単

語

と

単

語

と

を

合

わ

せ

た

も

の

」

は

複

合

形

容

詞

に

分

類

し

、

『

「

し

」

以

外

の

接

辞

の

添

加

に

よ

る

も

の

』

は

派

生

形

容

詞

に

分

類

す

る

の

は

問

題

が

な

い

が

、

『

接

辞

「

し

」

の

添

加

に

よ

る

も

の

』

を

単

純

形

容

詞

に

分

類

す

る

場

合

、

『

畳

語

形

に

「

し

」

が

つ

い

た

も

の

』

す

な

わ

ち

畳

語

形

容

詞

は

そ

れ

に

当

た

る

も

の

と

は

し

が

た

い

。

そ

も

そ

も

、

形

容

詞

そ

の

も

の

も

厳

密

に

言

え

ば

、

接

辞

「

し

」

の

添

加

に

よ

る

派

生

語

で

あ

る

た

め

、

単

純

、

合

成

、

複

合

の

三

分

類

に

は

対

応

し

に

く

い

と

も

言

え

る

。

そ

こ

で

、

畳

語

の

特

殊

な

複

合

法

で

あ

る

性

質

を

考

慮

し

、

語

幹

の

構

成

を

考

察

し

や

す

い

よ

う

に

、

便

宜

的

に

畳

語

形

容

詞

を

特

殊

な

複

合

形

容

詞

と

し

て

扱

う

こ

と

に

す

る

。 

 

次

に

、

単

純

形

容

詞

、

派

生

形

容

詞

、

複

合

形

容

詞

の

分

類

か

ら

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

を

比

較

す

る

（

表

３

参

照

）

。 

１ 

単

純

形

容

詞

の

違

い 

 

語

基

の

情

意

的

意

味

の

違

い

は

別

と

し

て

、

上

代

語

に

お

い

て

は

、

単

純

形

容

詞

の

割

合

は

ク

活

用

形

容

詞

が

五

割

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

七

割

に

達

し

て

い

る

。

そ

の

構

造

を

見

る

と

、

ク

活

用

形

容

詞

の

場

合

、

「

語

基

＋

し

」

と

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

の

二

つ

の

形

式

し

か

見

ら

れ

な

い

。

そ

し

て

、

単

純

形

容

詞

七

四

語

の

う

ち

六

七

語

は

「

語

基

＋

し

」

で

あ

る

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

場

合

、

「

語

基

＋

し

」

と

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

の

ほ

か

に

、

「

名

詞

＋

し

」

と

「

副

詞

＋

し

」

の

構

造

も

見

ら

れ

た

。

シ

ク

活

用

単

純

形

容

詞

九

九

語

の

う

ち

、

「

語

基

＋

し

」

は

約

五

割

の

五

一

語

で

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

（

は

し

）

」

は

四

一

語

も

あ

っ

た

。 

 

概

し

て

言

え

ば

、

単

純

形

容

詞

の

語

構

成

か

ら

見

る

と

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

違

い

は

、

ク

活

用

形

容

詞

が

ほ

と

ん

ど

「

語

基

＋

し

」

の

構

造

を

と

る

の

に

対

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

よ
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り

豊

か

な

構

造

が

見

ら

れ

、

特

に

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

の

ほ

と

ん

ど

は

シ

ク

活

用

す

る

こ

と

で

あ

る

。 

 
形

容

詞

は

動

詞

と

同

源

あ

る

い

は

派

生

の

対

応

関

係

に

あ

る

。

動

詞

と

同

源

の

形

容

詞

は

、

ク

活

用

二

二

語

、

シ

ク

活

用

二

〇

語

で

、

そ

れ

ほ

ど

差

は

な

い

。

な

お

、

ク

活

用

二

二

語

の

う

ち

八

語

は

情

意

的

意

味

を

有

し

て

い

る

。

ま

た

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

は

シ

ク

活

用

す

る

の

が

圧

倒

的

に

多

く

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

四

一

語

も

あ

る

の

に

対

し

て

、

ク

活

用

す

る

の

は

わ

ず

か

七

語

あ

り

、

極

め

て

少

な

い

。

し

た

が

っ

て

、

全

体

か

ら

見

る

と

、

動

詞

と

の

対

応

関

係

の

中

で

、

情

意

的

意

味

要

素

を

持

つ

語

は

よ

り

多

く

見

ら

れ

る

と

言

え

る

。 

 ２ 

派

生

形

容

詞

の

違

い 

ク

活

用

形

容

詞

は

、

接

頭

語

と

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

五

〇

語

も

あ

っ

た

。

こ

れ

に

対

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

接

辞

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

極

め

て

少

な

く

、

「

も

の

か

な

し

」

「

も

の

こ

ひ

し

」

「

な

み

だ

ぐ

ま

し

」

「

み

だ

り

か

は

し

」

の

わ

ず

か

四

語

で

あ

っ

た

。

ま

た

、

接

頭

語

「

も

の

」

は

、

接

辞

で

は

な

く

、

名

詞

と

考

え

て

も

よ

い

。

「

涙

ぐ

ま

し

」

は

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

と

も

考

え

ら

れ

る

。

ほ

か

に

、

『

万

葉

集

索

引

』

（

二

〇

〇

三

）

で

挙

げ

た

考

察

対

象

外

の

「

ま

か

な

し

」

「

ま

う

ら

が

な

し

」

は

接

頭

語

「

ま

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

で

あ

る

が

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

で

は

一

語

と

し

て

認

め

ら

れ

て

い

な

い

。

ク

活

用

形

容

詞

は

「

か

」

「

さ

」

「

た

」

な

ど

の

接

頭

語

、

特

に

優

れ

た

生

産

力

を

持

つ

接

尾

語

「

な

し

」

「

け

し

」

に

よ

く

結

合

す

る

の

に

対

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

接

辞

と

の

結

合

は

未

発

達

の

状

態

で

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。 
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３ 

複

合

形

容

詞

の

違

い 

 
複

合

形

容

詞

か

ら

み

て

、

ク

活

用

形

容

詞

は

三

二

語

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

一

八

語

（

畳

語

形

容

詞

を

除

く

）

あ

り

、

両

方

と

も

上

代

か

ら

よ

く

用

い

ら

れ

る

。

た

だ

、

ク

活

用

形

容

詞

の

場

合

、

よ

り

多

く

の

語

彙

の

複

合

が

見

ら

れ

る

の

に

対

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

場

合

、

複

合

は

い

く

つ

か

の

語

彙

に

限

ら

れ

て

い

る

。 

 

具

体

的

に

言

う

と

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

「

語

基

＋

形

容

詞

」

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

「

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞

」

と

い

う

構

造

が

あ

る

中

で

、

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

だ

け

は

、

シ

ク

活

用

に

は

見

ら

れ

ず

、

ク

活

用

に

は

「

と

ほ

し

ろ

し

」

「

と

ほ

な

が

し

」

の

二

語

が

見

ら

れ

た

。 

 

ま

た

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

二

語

の

中

で

、

畳

語

形

容

詞

は

二

〇

語

も

あ

っ

た

。

「

な

が

な

が

し

」

「

と

ほ

と

ほ

し

」

の

「

形

容

詞

語

幹

の

重

複

＋

し

」

の

場

合

、

ク

活

用

形

容

詞

「

な

が

し

」

「

と

ほ

し

」

と

意

味

の

主

観

性

の

違

い

に

つ

い

て

注

目

さ

れ

る

こ

と

が

多

い

が

、

実

は

「

名

詞

の

重

複

形

＋

し

」

や

、

語

基

の

品

詞

性

が

断

定

で

き

な

い

「

語

基

の

重

複

＋

し

」

は

多

く

存

在

し

て

い

る

。

「

動

詞

連

用

形

の

重

複

＋

し

」

も

「

わ

き

わ

き

し

」

の

一

語

が

あ

っ

た

。

ち

な

み

に

、

語

幹

は

複

合

法

に

よ

る

畳

語

の

た

め

、

便

宜

的

に

特

殊

な

複

合

形

容

詞

と

し

て

扱

う

が

、

畳

語

形

容

詞

の

場

合

、

「

前

項

＋

形

容

詞

」

の

構

造

は

必

ず

し

も

成

立

す

る

わ

け

で

は

な

い

。 

 

本

節

は

、

上

代

語

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

を

考

察

し

、

ま

た

、

単

純

形

容

詞

、

派

生

形

容

詞

、

複

合

形

容

詞

に

分

け

て

両

者

の

違

い

を

比

較

し

て

み

た

。

上

代

語

形

容

詞

は

、

語

基

の

意

味

が

重

視

さ

れ

、

単

純

形

容

詞

の

割

合

が

大

き

い

。

ま

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

、

動

詞

、

名

詞

、

副

詞

か

ら

転

ず

る

も

の

が

多

く

、

畳

語

形

容

詞

が

あ

り

、

派

生

形

容

詞

が

未

発

達

で

あ

る

な

ど

の

点

で

、

確

か

に

ク

活

用

形

容

詞

と

大

き

く

異

な

り

、

そ

の

発

生

・

発

達

が

遅

れ

て

い

る

よ

う

に

見

え

る

。 
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第
三
節 

上
代
語
形
容
詞
の
情
意
性 

山

本

俊

英

（

一

九

五

五

）

が

指

摘

し

た

「

ク

活

用

＝

状

態

的

意

味

、

シ

ク

活

用

＝

情

意

的

意

味

」

と

い

う

、

活

用

と

情

意

性

と

の

相

関

は

お

お

か

た

の

傾

向

と

し

て

認

め

ら

れ

る

が

、

「

憂う

し

・

憎に

く

し

」

（

ク

活

用

＝

感

情

形

容

詞

）

、

「

現う

つ

し

・

険さ

が

し

」

（

シ

ク

活

用

＝

属

性

形

容

詞

）

な

ど

の

例

外

も

か

な

り

あ

っ

て

、

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

の

意

味

の

違

い

は

必

ず

し

も

厳

格

で

は

な

い

。

し

か

し

、

本

節

で

は

、

山

本

俊

英

（

一

九

五

五

）

の

「

ク

活

用

＝

状

態

的

意

味

、

シ

ク

活

用

＝

情

意

的

意

味

」

と

い

う

考

え

に

基

本

的

に

基

づ

き

、

意

味

を

具

体

的

に

分

析

し

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

情

意

性

に

つ

い

て

考

察

し

て

み

る

こ

と

に

す

る

。 

 

三

―

一 

ク

活

用

形

容

詞

の

情

意

性 

一

般

的

に

状

態

を

表

す

と

さ

れ

る

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の

も

少

な

く

な

い

。 

例 

あ

つ

し

【

熱

】 

い

た

し

【

痛

】 

い

ぶ

せ

し

【

欝

】 

い

ら

な

し

【

楚

】 

う

し

【

厭

】 

う

し

ろ

か

る

し

【

後

軽

】 

う

と

し

【

疎

】 

う

ま

し

【

味

】 

う

ら

も

と

な

し 

う

ら

わ

か

し 

う

れ

た

し

【

慨

】 

お

ほ

つ

か

な

し 

か

し

こ

し

【

恐

】 

か

そ

け

し 

か

た

じ

け

な

し

【

辱

・

羞

】 

こ

こ

ろ

い

た

し

【

情

哀

】 

こ

こ

ろ

ぐ

し 
こ

こ

ろ

な

し

【

無

心

】 

こ

こ

ろ

よ

し

【

快

】 

こ

ひ

た

し

【

恋

痛

】 

さ

や

け

し

【

清

】 

す

か

な

し 

に

く

し

【

憎

】 

ね

た

し

【

嫌

】 

ふ

と

し

【

太

】 

め

ぐ

し

【

愍

】 

や

す

し

【

安

】 

な

ど 

 

こ

の

中

で

、

「

い

た

し

・

う

し

・

に

く

し

」

の

よ

う

な

完

全

的

に

情

意

的

意

味

を

も

つ

も

の

も

あ

れ

ば

、

状

態

的

意

味

と

情

意

的

意

味

の

両

面

を

も

つ

語

も

あ

る

。

後

者

に

は

「

あ

つ

し

・

う

と

し

・

ふ

と

し

・

や

す

し

」

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

。 
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○

あ

つ

し

【

熱

】 

あ

つ

い

。

気

温

や

、

も

の

の

温

度

や

、

心

・

思

い

な

ど

に

つ

い

て

い

う

。 

＊

「

千

思

千

腸

熱
あ
つ
し

」

（

遊

仙

窟

） 
○

う

と

し

【

疎

】 

疎

遠

だ

。

親

し

く

な

い

。

お

ろ

そ

か

だ

。 
＊

「

汝

若

以

国

神

為

妻

、

吾

猶

謂

汝

有

疏
う
と
き

心

。

」

（

神

代

記

下

） 

○

ふ

と

し

【

太

】 

ふ

と

い

。

し

っ

か

り

し

て

い

る

。

物

に

動

じ

な

い

。

物

の

形

状

に

関

し

て

用

い

る

ほ

か

に

精

神

の

状

態

に

つ

い

て

用

い

る

こ

と

も

あ

る

。 

＊

「

真

木

柱

太
ふ
と
き

心

は

あ

り

し

か

ど

こ

の

吾

が

心

し

づ

め

か

ね

つ

も

」

（

万

一

九

〇

） 

○

や

す

し

【

安

】 
安

ら

か

で

あ

る

。

お

だ

や

か

で

あ

る

。

平

穏

で

あ

る

。

心

の

状

態

に

つ

い

て

い

う

こ

と

が

多

い

。

ク

ル

シ

の

対

。 

＊

「

さ

寝

る

夜

は

多

く

あ

れ

ど

も

物

思モ

は

ず

夜

須

や

す

久く

寝

る

夜

は

さ

ね

な

き

も

の

を

」

（

万

三

七

六

〇

） 

普

通

、

各

語

の

持

つ

状

態

性

と

情

意

性

の

比

重

は

あ

る

程

度

決

ま

っ

て

い

る

。

た

と

え

ば

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

の

記

述

か

ら

見

る

と

、

「

や

す

し

」

は

心

の

状

態

に

つ

い

て

い

う

こ

と

が

多

い

。

「

き

よ

し

」

と

比

べ

て

、

「

さ

や

け

し

」

は

情

意

的

意

味

が

強

く

、

ま

た

、

「

き

よ

し

」

が

対

象

の

汚

れ

の

な

い

状

態

を

い

う

こ

と

が

多

い

の

に

対

し

て

、

「

さ

や

け

し

」

は

そ

の

対

象

か

ら

受

け

た

主

体

の

情

意

・

感

覚

に

つ

い

て

い

う

こ

と

が

多

い

。 

＊

「

大

滝

を

過

ぎ

て

夏

実

に

沿

ほ

り

ゐ

て

浄キ

ヨ

き

河

瀬

を

見

る

が

明さ

や

け

さ

」

（

万

一

七

三

七

） 

 

以

上

、

ク

活

用

形

容

詞

の

中

に

も

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の

が

存

在

し

て

い

る

。

ち

な

み

に

、

両

方

の

活

用

を

す

る

語

も

あ

る

。

『

時

代

別

国

字

大

辞

典 
上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

は

、

ク

活

用

形

容

詞

「

う

ま

し

」

は

「

よ

い

。

美

し

い

。

結

構

で

あ

る

」

の

意

に

用

い

ら

れ

る

と

き

、

「

シ

ク

活

用

を

し

た

形

跡

が

あ

る

」

と

記

述

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

「

『

う

ま

し

』

が

複

合

名

詞

の

前

項

に

な

る

に

つ

い

て

、
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『

ウ

マ

酒

・

ウ

マ

国

』

の

よ

う

な

二

通

り

の

形

式

を

も

つ

こ

と

か

ら

も

、

上

代

に

も

ク

活

用

も

シ

ク

活

用

も

存

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。

ク

活

用

形

容

詞

は

状

態

的

意

義

を

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

情

意

的

意

義

を

も

つ

傾

向

が

あ

る

と

の

見

方

に

従

え

ば

、

『

ウ

マ

寝

・

ウ

マ

人

』

な

ど

『

ウ

マ

～

』

の

複

合

語

に

あ

ら

わ

れ

る

意

味

も

含

め

て

、

ウ

マ

シ

（

ク

活

用

）

は

対

象

自

身

に

備

わ

る

性

質

、

ウ

マ

シ

（

シ

ク

活

用

）

は

対

象

に

対

す

る

主

観

的

な

価

値

評

価

と

い

う

よ

う

に

、

こ

の

活

用

の

対

立

を

理

解

す

る

こ

と

が

で

き

る

」

と

述

べ

ら

れ

て

い

る

。

調

査

し

た

範

囲

で

、

上

代

に

お

い

て

、

両

方

の

活

用

を

す

る

語

は

「

う

ま

し

」

だ

け

で

あ

っ

た

が

、

中

世

に

な

る

と

、

両

活

用

形

容

詞

が

多

く

現

れ

る

（

後

述

参

照

）

。 

  

三

―

二 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

情

意

性 

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

に

は

状

態

性

が

強

く

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

に

は

情

意

性

が

強

い

と

い

う

傾

向

に

、

か

な

り

の

例

外

が

伴

う

こ

と

も

一

つ

の

事

実

で

あ

る

。

他

方

、

状

態

的

意

味

を

持

つ

シ

ク

活

用

形

容

詞

も

少

な

く

な

く

、

次

の

よ

う

に

六

二

語

を

挙

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

例 

あ

し

【

悪

】 

あ

ら

た

し

【

新

】 

い

か

し

【

厳

】 

い

さ

を

し

【

功 

勤

】 

い

す

か

し

【

傲

恨

】 

い

そ

し

【

勤

】 

い

つ

く

し

【

厳

】 

い

つ

つ

し 

う

つ

し

【

現

】 

う

や

う

や

し

【

恭

】 

お

こ

こ

し

【

沈

毅

】 

お

だ

ひ

し

【

穏

】 

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し 

お

な

じ

（

お

や

じ

）

【

同

】 

お

よ

し 

か

か

ら

は

し 

か

ぐ

は

し 

か

た

ま

し 
き

ら

き

ら

し 

く

だ

く

だ

し 

く

は

し 

く

ま

く

ま

し 

け

が

ら

は

し 

け

し

【

異

】 

こ

き

だ

し 

こ

ご

し 

さ

か

し

【

賢

】 

さ

が

し

【

険

】 

さ

だ

し

【

貞

】 

し

け

し

【

穢

】 

た

ぎ

た

ぎ

し 

た

だ

し

【

正

】 

た

た

は

し

【

偉

】 

と

き

じ

【

不

時

】 

な

が

な

が

し

【

長

永

】 

な

ぐ

し

【

和

】 

な

ぐ

は

し

【

名

細

】 

な

ま

し

【

生

】 

に

た

し 

に

は

し 

に

ひ

し

【

新

】 

は

げ

し

【

烈

】 

は

な

ぐ

は

し

【

花

細

】 

は

な

は

だ

し

【

甚

】 

ひ

さ

し
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【

久

】 

ひ

と

し

【

等

】 

ひ

ね

ひ

ね

し 

ほ

か

し

【

他

】 

ま

さ

し

【

正

】 

ま

だ

し 

ま

づ

し

【

貧

】 

み

だ

り

か

は

し 

む

な

し

【

空

】 

ゆ

る

ほ

し

【

縦

】 

よ

ろ

し(

よ

ら

し)
 

め

だ

し 

ま

ぐ

は

し 

わ

き

わ

き

し

【

分

明

】 

わ

れ

じ 

を

さ

を

さ

し

【

幹

了

】 

を

を

し

【

雄

】 

な

ど 

 

こ

の

う

ち

、

下

線

を

引

い

た

も

の

を

グ

ル

ー

プ

（

１

）

、

そ

の

他

の

語

を

グ

ル

ー

プ

（

２

）

と

す

る

と

、

グ

ル

ー

プ

（

１

）

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

で

あ

り

な

が

ら

、

状

態

的

意

味

の

意

味

だ

け

を

有

す

る

、

情

意

と

は

ほ

ぼ

無

関

係

の

も

の

と

見

ら

れ

る

。

グ

ル

ー

プ

（

２

）

は

、

価

値

判

断

や

、

好

悪

、

感

覚

な

ど

の

情

意

的

意

味

合

い

を

帯

び

て

い

る

も

の

の

、

あ

く

ま

で

も

事

物

そ

の

も

の

の

属

性

や

特

質

を

表

す

の

で

、

状

態

的

意

味

が

強

い

も

の

で

あ

る

。 

ま

た

、

語

構

成

か

ら

考

え

る

と

、

前

節

の

論

述

で

も

少

し

触

れ

た

よ

う

に

、

状

態

的

意

味

を

持

つ

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

は

、

「

ひ

さ

・

む

な

・

な

ま

」

な

ど

の

よ

う

な

語

幹

の

独

立

性

が

高

い

も

の

が

多

い

。

グ

ル

ー

プ

（

１

）

の

大

部

分

は

こ

の

類

で

あ

る

。

ま

た

、

形

容

詞

の

語

幹

な

ど

を

重

ね

た

も

の

や

、

評

価

的

意

味

の

あ

る

「

く

は

し

」

が

つ

い

た

も

の

も

、

多

く

状

態

的

意

味

を

有

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

の

語

を

グ

ル

ー

プ

（

１

）

（

２

）

に

分

類

さ

せ

る

に

は

、

判

断

し

が

た

い

と

こ

ろ

が

あ

る

。

意

味

の

上

で

は

、

「

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

・

な

が

な

が

し

・

く

だ

く

だ

し

・

ま

ぐ

は

し

」

な

ど

は

情

意

的

意

味

が

よ

り

強

く

、

「

き

ら

き

ら

し

・

く

ま

く

ま

し

・

わ

き

わ

き

し

・

な

ぐ

は

し

」

な

ど

は

状

態

的

意

味

が

よ

り

強

い

と

も

言

え

る

。 

 

次

に

、

情

意

的

意

味

の

強

い

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

七

九

語

）

を

あ

げ

る

。 

例 

あ

か

ら

し

【

懇

】 

あ

さ

ま

し 

あ

た

ら

し

【

惜

】 

あ

や

し 

い

き

づ

か

し

（

い

き

づ

く

し

）

【

気

衝

】 

い

き

ど

ほ

ろ

し 

い

た

は

し

【

労

】 
い

た

ぶ

ら

し 

い

と

は

し 

い

と

は

し

【

厭

】 

い

と

ほ

し

【

労

】 

い

ふ

か

し

【

不

審

】 

い

や

し

【

賎

】 

う

た

が

は

し

【

疑

】 

う

た

だ

の

し

（

う

た

だ

ぬ

し

） 

う

つ

く

し

【

愛

】 

う

む

が

し 
う

ら

が

な

し 

う

ら

ぐ

は

し 

う

ら

ご

ひ

し
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（

う

ら

ご

ほ

し

）

 

う

ら

め

し

【

恨

】

 

う

ら

や

ま

し

【

妬

忌

】 

う

る

は

し

【

愛

】 

う

れ

し

【

歓

】 

お

ほ

ほ

し

【

鬱

】 

お

む

が

し

【

欣

感

】 

お

も

ひ

が

な

し 

お

も

ひ

ぐ

る

し 

お

も

ほ

し 
か

な

し

【

悲

】 

き

ほ

し

【

欲

服

】 

く

し

（

く

す

し

）

【

奇

】 

く

す

ば

し 

く

ふ

し 

く

や

し

【

悔

】 

く

る

し

【

苦

】 

こ

こ

ろ

が

な

し

【

情

悲

】 

こ

こ

ろ

ぐ

る

し

【

情

苦

】 

こ

こ

ろ

こ

ひ

し

【

心

恋

】 

こ

ひ

し

（

こ

ほ

し

）

【

恋

】 

さ

び

し 

さ

ぶ

し

【

不

楽

】 

し

た

し

【

親

】 

し

た

ゑ

ま

し

【

下

咲

】 

し

り

ひ

か

し 

す

が

し 

す

が

す

が

し 

す

ず

し

【

冷

】 

た

く

ま

し

【

快

】 

た

づ

た

づ

し 
た

の

し

【

楽

】 

た

の

も

し

【

頼

】 

つ

か

ら

し

【

疲

】 

と

も

し

【

乏

】 

な

つ

か

し 

な

み

だ

ぐ

ま

し 
な

や

ま

し 

ね

が

は

し

【

願

】 

は

し

【

愛

】 

は

づ

か

し

【

恥

】 

ほ

し

【

欲

】 

み

が

ほ

し

（

み

ほ

し

）

【

欲

見

】 

む

つ

ま

し

【

親

】 

め

づ

ら

し 

も

の

が

な

し

【

物

悲

】 

も

の

こ

ひ

し

【

物

恋

】 

や

さ

し 

や

は

し

【

飢

】 

ゆ

ゆ

し

【

斎

忌

】 

よ

ろ

こ

ぼ

し

【

悦

】 

わ

び

し 

ゑ

ま

は

し 

を

し

【

惜

】 

山

本

俊

英

（

一

九

五

五

）

が

示

す

、

奈

良

時

代

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

大

部

分

は

こ

の

類

の

語

で

あ

る

。

感

覚

を

表

す

「

す

ず

し

【

冷

】

・

や

は

し

【

飢

】

・

つ

か

ら

し

【

疲

】

」

の

三

語

以

外

は

、

情

意

形

容

詞

あ

る

い

は

感

情

形

容

詞

と

呼

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。

先

に

挙

げ

た

「

状

態

的

意

味

を

も

つ

シ

ク

活

用

形

容

詞

」

と

異

な

り

、

こ

の

類

の

語

の

多

く

は

時

代

と

と

も

に

変

化

し

て

、

「

～

し

い

」

の

形

で

現

代

語

に

お

い

て

も

形

容

詞

と

し

て

そ

の

姿

が

見

ら

れ

る

。

情

意

的

意

味

の

強

い

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

み

る

と

、

対

応

の

動

詞

型

が

あ

る

の

が

大

部

分

で

あ

る

。 

右

の

う

ち

、

線

を

引

い

て

い

な

い

も

の

を

グ

ル

ー

プ

（

３

）

と

呼

び

、

線

を

引

い

た

も

の

を

グ

ル

ー

プ

（

４

）

と

す

る

と

、

グ

ル

ー

プ

（

４

）

は

、

よ

り

純

粋

に

心

の

動

き

や

感

情

状

態

を

表

し

て

い

る

。

そ

の

感

情

に

何

と

な

く

陥

っ

た

状

態

を

表

し

、

特

に

そ

の

感

情

を

引

き

起

こ

す

誘

因

や

対

象

が

な

く

て

も

成

り
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立

つ

。

こ

れ

ら

の

語

に

は

、

「

こ

こ

ろ

・

う

ら

・

お

も

ひ

・

も

の

」

な

ど

の

複

合

語

を

除

い

て

、

多

く

は

同

源

の

動

詞

型

が

見

ら

れ

る

。

語

基

は

情

意

の

意

味

を

表

す

も

の

が

多

い

。 
こ

れ

に

対

し

て

、

グ

ル

ー

プ

（

３

）

は

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

が

多

く

、

主

観

的

評

価

や

特

定

対

象

に

対

す

る

感

情

を

表

す

。

な

お

、

情

意

性

と

の

具

体

的

な

関

係

に

は

多

様

性

が

見

ら

れ

る

。

た

と

え

ば

、

「

あ

さ

ま

し

・

う

た

が

は

し

・

た

の

も

し

」

な

ど

は

客

観

性

が

強

く

、

心

の

感

情

状

態

に

用

い

る

こ

と

は

あ

ま

り

な

い

。

「

い

と

ほ

し

・

は

づ

か

し

・

あ

や

し

」

な

ど

は

感

情

状

態

と

主

観

的

評

価

の

両

面

に

用

い

ら

れ

る

。

「

い

と

ほ

し

」

を

例

と

し

て

、

自

己

に

関

し

て

は

、

苦

痛

だ

と

い

う

意

に

な

り

、

他

に

比

重

が

あ

る

と

き

は

、

か

わ

い

そ

う

だ

、

気

の

毒

だ

の

意

に

な

る

。

感

情

に

か

か

わ

る

形

容

詞

の

意

味

の

多

様

性

は

非

常

に

興

味

深

い

。 

＊

「

遠

つ

あ

ふ

み

引

佐

イ

ナ

サ

細

江

の

み

を

つ

く

し

我

を

頼

め

て

安

佐

麻

之

あ

さ

ま

し

も

の

を

」

（

万

三

四

二

九

） 

＊

「

汝

守

志

待

命

、

徒

過

盛

年

、

是

甚

イ

ト

愛

悲

い

と

ほ

し

」

（

記

雄

略

） 

ま

た

、

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

考

察

す

る

と

き

、

心

理

状

態

以

外

の

感

覚

を

表

す

語

は

「

す

ず

し

【

冷

】

・

や

は

し

【

飢

】

・

つ

か

ら

し

【

疲

】

」

の

三

語

が

見

ら

れ

た

。

「

さ

む

し

【

寒

】

・

い

た

し

【

痛

】

・

か

ゆ

し

【

癢

】

」

な

ど

の

同

じ

く

感

覚

を

表

す

形

容

詞

は

ク

活

用

で

あ

る

。

こ

こ

ま

で

見

て

き

た

よ

う

に

、

状

態

性

、

情

意

性

と

活

用

の

対

応

関

係

は

傾

向

と

し

て

認

め

ら

れ

る

も

の

の

、

す

べ

て

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

当

て

は

ま

る

わ

け

で

は

な

い

。

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

特

徴

を

把

握

す

る

に

は

、

さ

ら

に

具

体

的

な

分

析

を

行

う

必

要

が

あ

る

。 

 

第
四
節 

シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
の
性
質 

 

こ

れ

ま

で

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

を

比

較

し

、

ま

た

活

用

と

情

意

性

と

の

関
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連

性

か

ら

考

察

し

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

情

意

性

の

有

無

、

強

弱

に

よ

っ

て

分

類

を

試

み

た

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

状

態

的

意

味

を

持

つ

も

の

も

存

在

し

て

い

る

。

ま

た

、

形

容

詞

の

持

つ

情

意

性

も

語

に

よ

っ

て

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

。

上

代

に

お

い

て

、

ど

の

種

類

の

語

彙

が

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

な

り

や

す

い

の

か

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

の

性

質

に

つ

い

て

、

さ

ら

に

詳

し

く

考

察

す

る

。 

  

四

―

一 
単

純

形

式

の

語

幹

の

性

質 

１ 

名

詞 

例 

い

さ

を

し 

と

き

じ 

ほ

か

し 

わ

れ

じ 

○

い

さ

を

【

傑

】

（

名

）

勇

ま

し

い

男

。

気

力

の

す

ぐ

れ

た

男

。

勇イ

サ

＝

男ヲ

。

「

天

穂

日

命

是

神

之

傑
い
さ
を

也ナ

リ

」

（

神

代

紀

下

） 

○

い

さ

を

し

【

功

・

勤

】

①

勇

ま

し

く

雄

々

し

い

。

「

伊

佐

袁

い

さ

を

志し

久く

正

し

き

道

の

お

む

か

し

さ

と

て

ぞ

わ

が

名

も

君

は

賜

ひ

し

」

（

日

本

紀

竟

宴

歌

）

②

勤

勉

で

あ

る

。

「

今

よ

り

往

前

も

伊

佐

袁

い

さ

を

志し

久く

仕

へ

奉

ら

ば

益

々

マ

ス

マ

ス

治

め

賜

ふ

も

の

ぞ

と

宣

ふ

大

命

」

（

後

紀

延

暦

一

一

年

）

③

て

が

ら

が

あ

る

。

「

天

皇

厚

賞
二

野

見

宿

禰

之

功
い
さ
を
し
き

一

」

（

垂

仁

紀

三

二

年

） 

○

ほ

か

【

外

】

（

名

）

外

側

。

あ

る

境

界

の

外

部

。 

○

ほ

か

し

【

他

】

普

通

と

異

な

る

。

外ホ

カ

を

形

容

詞

化

し

た

も

の

。

「

他

形

者 

倭

言

保ほ

可か

之し

伎き

可カ

多タ

知チ

、

又

異

形

」

（

華

厳

音

義

私

記

） 

○

と

き

【

時

・

期

】

（

名

）

②

機

会

。

そ

れ

に

ふ

さ

わ

し

い

時

期

。

そ

れ

ら

し

い

季

節

。

複

合

語

中

の

ト

キ

や

、

ト

キ

ナ

ラ

ズ

・

ト

キ

ト

ナ

ク

な

ど

の

慣

用

句

中

の

ト

キ

は

こ

の

意

の

も

の

が

多

い

。 

○

と

き

じ

【

不

時

・

非

時

】

時ト

キ

が

形

容

詞

語

尾

ジ

を

と

っ

た

も

の

。(
a
)

時

を

選

ば

な

い

。

絶

え

ま

な

い

。
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「

山

越

し

の

風

を

時と

き

自じ

み

寝

る

夜

お

ち

ず

家

な

る

妹

を

か

け

て

偲

ひ

つ

」

（

万

六

）

（b

）

時

な

ら

ず

。

そ

の

時

で

な

い

。

時

節

は

ず

れ

で

あ

る

。

「

正

月

立

つ

春

の

初

に

斯

く

し

つ

つ

あ

ひ

し

笑

み

て

ば

等

枳

と

き

自

家

じ

け

め

や

も

」

（

万

四

一

三

七

） 

○

わ

れ

【

吾

・

我

】

（

代

名

）

一

人

称

。

ワ

に

同

じ

。 

○

わ

れ

じ 
わ

が

こ

と

で

あ

る

か

の

よ

う

だ

。

反

射

指

示

の

代

名

詞

ワ

レ

に

、

形

容

詞

構

成

の

語

尾

ジ

が

接

し

た

も

の

。

「

立

ち

別

れ

君

が

い

ま

さ

ば

し

き

島

の

人

は

和

礼

わ

れ

自

久

じ

く

斎イ

ハ

ひ

て

待

た

む

」

（

万

四

二

八

〇

） 

 

名

詞

か

ら

形

容

詞

を

形

成

す

る

場

合

、

意

味

の

成

立

は

二

通

り

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

一

つ

は

、

名

詞

の

備

え

て

い

る

性

質

を

強

調

的

に

抽

出

し

た

も

の

で

、

そ

の

名

詞

は

象

徴

的

な

存

在

で

あ

る

。

も

う

一

つ

は

、

名

詞

が

表

す

概

念

と

類

似

す

る

か

異

な

る

か

の

判

断

か

ら

き

た

も

の

で

、

そ

の

名

詞

は

標

準

的

な

存

在

で

あ

る

。

前

者

（

抽

出

）

の

場

合

、

評

価

的

情

意

性

を

帯

び

る

傾

向

が

見

ら

れ

る

に

対

し

て

、

後

者

（

類

似

）

の

場

合

、

状

態

性

の

形

容

が

多

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

 

「

じ

」

は

、

体

言

に

接

し

て

、

「

～

ら

し

い

さ

ま

、

～

の

よ

う

な

さ

ま

」

の

意

の

形

容

詞

を

作

る

語

尾

で

あ

る

。

山

崎

馨

（

一

九

八

四

）

が

挙

げ

た

名

詞

系

形

容

詞

の

Ｄ

群

と

し

て

、

「

名

詞

＋

じ

」

の

形

容

詞

は

十

数

語

挙

げ

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

種

類

の

語

と

「

じ

」

の

意

味

に

つ

い

て

、

山

崎

馨

（

一

九

八

四

）

は

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

  
 

 

こ

の

一

群

の

語

は

、

紛

れ

も

な

く

名

詞

が

濁

音

語

尾

ジ

を

伴

っ

た

シ

ク

活

用

の

形

容

詞

で

あ

る

が

、

形

容

詞

と

し

て

は

十

分

な

発

達

、

継

続

を

見

せ

な

い

ま

ま

に

衰

亡

し

て

、

平

安

時

代

以

降

に

は

ほ

と

ん

ど

そ

の

痕

跡

を

残

さ

な

か

っ

た

。

（

中

略

）

そ

の

特

異

な

濁

音

語

尾

ジ

は

、

助

動

詞

「

じ

」

「

ま
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し

じ

」

な

ど

の

「

じ

」

と

本

来

は

同

一

の

も

の

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

、

否

定

的

状

態

を

指

定

す

る

接

辞

と

し

て

「

そ

れ

で

は

な

い

が

、

そ

の

よ

う

だ

」

と

い

う

意

味

を

表

わ

し

て

い

る

。 

（

『

研

究

資

料

日

本

文

法

』p
p
.
9
-
1
0

） 

 

２ 

副

詞 

例 

こ

き

だ

し 

は

な

は

だ

し 

ま

だ

し 

○

こ

き

だ

（

副

）

多

く

。

沢

山

。

程

度

の

は

な

は

だ

し

さ

を

意

味

す

る

用

い

方

も

あ

っ

た

か

。

「

後

妻

ウ

ハ

ナ

リ

が

肴ナ

乞

は

さ

ば

柃
イ
チ
サ
カ
キ

実

の

多

け

く

を

許

紀

陀

こ

き

だ

ひ

ゑ

ね

」

（

記

神

武

） 

○

こ

き

だ

し 

重

大

で

あ

る

。

き

わ

め

て

大

切

で

あ

る

。

「

許こ

貴き

太だ

斯し

伎き

お

ほ

き

天

の

下

の

事

を

や

た

や

す

く

行

な

は

む

」

（

七

詔

） 

○

は

な

は

だ

【

甚

・

太

】

（

副

）

は

な

は

だ

。

非

常

に

。 

○

は

な

は

だ

し

【

甚

】

は

な

は

だ

し

い

。

極

度

に

異

常

だ

。

ハ

ナ

ハ

ダ

か

ら

の

派

生

。

「

寒

之

雷

雨

已

甚

は

な

は

だ

し

、

従

駕

者

衣

裳

湿

以

不

堪

寒

」

（

天

武

紀

元

年

） 

○

ま

だ 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

の

見

出

し

語

に

見

当

た

ら

な

い

。 

○

ま

だ

し 

時

節

が

ま

だ

そ

こ

ま

で

至

ら

な

い

。

時

期

尚

早

で

あ

る

。

「

わ

が

や

ど

の

植

木

橘

花

に

散

る

時

を

麻ま

大

之

だ

し

み

来

鳴

か

な

く

そ

こ

は

怨

み

ず

」

（

万

四

二

〇

七

） 

 

数

量

、

程

度

、

時

間

を

表

す

副

詞

は

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

た

。

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

収

録

さ

れ

て

い

な

い

が

、

ほ

か

に

「

い

ま

だ

し

（

未

）

」

「

ほ

と

ほ

と

し

（

殆

・

幾

）

」

も

あ

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

「

ま

だ

し

」

に

つ

い

て

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

で

「

ク

活

用

の

マ

ダ

シ

も

あ

っ

た

よ

う

に

み

え

る

が

、

連

体

形

に

相

当

す

る

か

と
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思

わ

れ

る

形

し

か

見

ら

れ

ず

、

多

く

は

そ

れ

も

体

言

的

に

用

い

ら

れ

て

、

形

容

詞

と

認

め

て

よ

い

も

の

で

あ

っ

た

か

ど

う

か

は

疑

わ

し

い

」

と

記

述

さ

れ

て

い

る

。

実

は

、

副

詞

か

ら

き

た

形

容

詞

の

多

く

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

は

定

着

せ

ず

、

本

来

の

副

詞

に

戻

っ

て

し

ま

っ

た

。

ま

た

、

中

世

語

に

お

い

て

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

の

両

活

用

が

あ

る

形

容

詞

に

「

は

な

は

だ

し

」

「

う

て

た

し

」

が

あ

る

。

意

味

か

ら

見

る

と

、

形

容

詞

化

し

た

と

言

っ

て

も

、

基

本

的

に

は

副

詞

と

ほ

ぼ

同

じ

意

味

を

表

す

。

形

式

の

上

だ

け

は

形

容

詞

的

に

整

え

ら

れ

る

必

要

が

あ

っ

た

た

め

、

副

詞

の

語

幹

と

な

っ

た

も

の

で

、

「

シ

ク

活

用

」

と

な

る

こ

と

が

絶

対

的

に

必

要

な

条

件

で

は

な

か

っ

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

 

３ 

動

詞 

①  

心

的

状

態

や

心

理

活

動

を

表

す

動

詞 

例 

あ

さ

ま

し 

い

き

ど

ほ

ろ

し 

い

つ

く

し 

い

と

は

し 

い

と

ほ

し 

う

ら

め

し 

う

ら

や

ま

し 

く

や

し 

こ

ひ

し 

こ

ほ

し 
さ

び

し 

し

た

ゑ

ま

し 

な

ぐ

し 

な

つ

か

し 

な

や

ま

し 

は

づ

か

し 

む

つ

ま

し 

め

づ

ら

し 

め

だ

し 

よ

ろ

こ

ぼ

し 

わ

び

し 

○

あ

さ

む 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 
上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

の

見

出

し

語

に

見

当

た

ら

な

い

。 

○

あ

さ

ま

し 

未

詳

。

浅

マ

シ

で

、

冷

淡

・

意

外

だ

、

な

ど

の

意

か

。

「

遠

づ

あ

ふ

み

引

佐

イ

ナ

サ

細

江

の

み

を

つ

く

し

我

を

頼

め

て

安

佐

麻

之

あ

さ

ま

し

も

の

を

」

（

万

三

四

二

九

） 

○

い

き

ど

ほ

る

【

懐

悒

】

（

動

四

）

心

中

に

不

満

や

憤

懣

が

ふ

す

ぶ

る

。

心

が

晴

れ

な

い

。

「

伊

伎

騰

い

き

ど

保

流

ほ

る

心

の

う

ち

を

思

ひ

延

べ

」

（

万

四

一

五

四

） 

○

い

き

ど

ほ

ろ

し 

心

が

晴

れ

な

い

。

憂

鬱

で

あ

る

。

「

淡

海

ア

フ

ミ

の

海ミ

瀬

田

の

渡

り

に

潜

く

鳥

目

に

し

見

え

ね

ば

異

枳

廼

倍

呂

之

い

き

ど

ほ

ろ

し

も

」

（

神

功

紀

元

年

） 
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○

い

つ

く

【

斎

】

（

動

四

）

①

け

が

れ

を

忌

み

、

清

浄

に

祭

り

仕

え

る

。

「

吾

 

ヲ
バ

者モ

伊

都

岐

い

つ

き

奉

 

レ

」

（

記

神

代

）

②

大

切

に

す

る

。

愛

護

す

る

。

「

さ

ぶ

る

子

が

伊

都

い

つ

伎き

し

殿

に

」

（

万

四

一

一

〇

） 
○

い

つ

く

し

【

厳

】

厳

然

と

し

て

い

る

。

威

厳

が

あ

る

。

「

そ

ら

み

つ

倭

の

国

は

皇ス

メ

神カ

ミ

の

伊い

都つ

久

志

く

し

吉き

国

」

（

万

八

九

四

） 

○

い

と

ふ

【

厭

】

（

動

四

）

厭

う

。

嫌

う

。

忌い

ま

わ

し

く

思

う

。

「

向

ひ

居

て

一

日

も

落

ち

ず

見

し

か

ど

も

伊い

等

波

と

は

ぬ

妹

を

月

渡

る

ま

で

」

（

万

三

七

五

六

） 

○

い

と

は

し

【

厭

】

厭

わ

し

い

。

い

や

に

思

う

。

「

生

死

の

二

つ

の

海

を

厭
い
と
は
し

み

潮

干

の

山

を

偲

ひ

つ

る

か

も

」

（

万

三

八

四

九

） 

○

い

と

ほ

し 

苦

痛

・

煩

悶

な

ど

に

た

え

ら

れ

な

い

、

つ

ら

く

て

た

ま

ら

な

い

気

持

を

あ

ら

わ

す

。

イ

ト

フ

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

。

「

朕

が

劣ヲ

ヂ

な

き

に

依

り

て

し

、

か

く

言

ふ

ら

し

と

念

ほ

し

召

せ

ば

愧
ハ
ヅ
カ

し

み

伊い

等と

保ほ

自し

み

な

も

念

ほ

す

」

（

二

七

詔

） 

○

う

ら

む

【

怨

・

恨

】

（

動

上

二

）

う

ら

む

。

不

満

を

持

ち

憎

く

思

う

。

心ウ

ラ

が

活

用

し

た

語

で

あ

ろ

う

。

「

逢

は

ず

と

も

吾

は

怨
う
ら
み

じ

」

（

万

二

六

二

九

） 

○

う

ら

め

し

【

恨

・

悕

】

恨

め

し

い

。

う

ら

み

に

思

わ

れ

る

。

残

念

で

あ

る

。

「

宇

良

売

之

久

う

ら

め

し

く

君

は

も

あ

る

か

」

（

万

四

四

九

六

） 

○

う

ら

や

む

【

嫉

妬

】

（

動

四

）

そ

ね

む

。

に

た

む

。

「

有
テ

二

嫉

妬

う

ら

や

む

〈
ウ

ラ

ヤ

ミ

〉

人
一

、

讒
テ

二

天

皇
ニ

一

奏
ヌ

」

（

霊

異

記

中

一

話

） 

○

う

ら

や

ま

し

【

妬

忌

】

ね

た

ま

し

い

。

「

時
ニ

兄

妬

忌

う
ら
や
ま
し

〈

于う

良ら

ヤ

マ

シ

や

ま

し

〉

殺
レ

吾

取
レ

銀
ヲ

」

（

霊

異

記

上

一

二

話

） 

○

く

ゆ

【

悔

】

（

動

上

二

）

後

悔

す

る

。

残

念

が

る

。

「

君

が

久

由

く

ゆ

べ

き

心

は

持

た

じ

」

（

万

三

三

六
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五

） 
○

く

や

し

【

悔

】

残

念

だ

。

心

残

り

だ

。

く

や

し

い

。

「

わ

が

心

し

ぞ

い

や

愚ヲ

コ

に

し

て

今

ぞ

久

夜

斯

岐

く

や

し

き

」

（

記

応

神

） 

○

こ

ふ

【

恋

】

（

動

上

二

）

思

い

慕

う

。

眼

前

に

な

い

も

の

に

心

惹

か

れ

る

こ

と

を

い

う

。

特

に

異

性

を

思

う

場

合

に

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

く

、

通

常

、

格

助

詞

ニ

に

導

か

れ

る

文

節

を

受

け

る

。

「

後

れ

た

る

我ア

レ

や

悲

し

き

旅

に

行

く

君

か

も

孤こ

悲ひ

む

」

（

万

四

〇

〇

八

） 

○

こ

ひ

し

【

恋

】

こ

い

し

い

。

慕

わ

し

い

。

コ

ホ

シ

と

も

。

「

今

の

ご

と

古

非

之

久

こ

ひ

し

く

君

が

思

え

ば

」

（

万

三

九

二

八

） 

○

こ

ほ

し 

こ

い

し

い

。

心

惹

か

れ

る

。

「

君

が

目

の

姑

裒

之

枳

こ

ほ

し

き

か

ら

に

泊ハ

て

て

居

て

か

く

や

恋

ひ

む

も

君

が

目

を

欲

り

」

（

斉

明

紀

七

年

） 

○

さ

ぶ

（

動

上

二

）

あ

る

状

態

が

勢

い

の

赴

く

ま

ま

に

、

と

め

ど

も

な

く

ひ

た

む

き

に

進

む

こ

と

を

い

う

。

①

感

情

が

荒

れ

す

さ

ん

で

い

く

。

「

ま

そ

鏡

見

あ

か

ぬ

君

に

後オ

ク

れ

て

や

朝

夕

に

左

備

さ

び

つ

つ

居

ら

む

」

（

万

五

七

二

）

②

静

か

に

奥

ゆ

か

し

く

振

舞

う

。

「

彼

妻

着
二

紅

襴

染

裳
一

而

窈

窕

さ
び

〈

佐

備

さ
び

〉

裳

襴

引

逝

也

」

（

霊

異

記

上

二

話

） 

○

さ

び

し 

サ

ブ

シ

の

転

か

。

「

遠

き

山

関

も

越

え

来

ぬ

今

更

に

逢

ふ

べ

き

よ

し

の

無

き

が

補 

佐

夫

之

佐

サ

ブ

シ

サ

、
一

云

、

左

必

之

佐

サ

ブ

シ

サ

」

（

万

三

七

三

四

） 

○

し

た

ゑ

む

（

動

四

）

心

の

う

ち

に

喜

び

が

満

ち

溢

れ

る

こ

と

。

「

忍

咲ト
し
た
ゑ
み

」

（

遊

仙

窟

真

福

寺

本

） 

○

し

た

ゑ

ま

し

【

下

咲

】

心

中

に

喜

び

が

溢

れ

る

さ

ま

。

「

明

石

潟

潮

干

の

道

を

明

日

よ

り

は

下

咲

し

た

ゑ

ま

異し

け

む

家

近

づ

け

ば

」

（

万

九

四

一

） 

○

な

ぐ

（

動

上

二

）

①

心

や

恋

が

静

ま

る

。

お

さ

ま

る

。

や

わ

ら

ぐ

。

穏

や

か

に

な

る

。

「

あ

ひ

見

て

ば
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し

ま

し

く

恋

は

奈

木

な

ぎ

む

か

と

思

へ

ど

い

よ

よ

」

（

万

七

五

三

）

②

海

が

穏

や

か

に

静

ま

る

。

「

海

つ

路

の

名

木

な

ぎ

な

む

時

も

渡

ら

な

む

か

く

立

つ

波

に

船

出

す

べ

し

や

」

（

万

三

九

八

五

） 
○

な

ぐ

し

【

和

】

穏

や

か

で

あ

る

。

平

穏

で

あ

る

。

和

グ

か

ら

の

派

生

か

。
「

復

至
二

竹

野

郡

船

木

里

奈な

具ぐ

村
一

、

即

謂
二

村

人

等
一

云

、

此

処

我

心

成
二

奈な

具ぐ

志し

久く

一

古

事

、

平

善

者

云
二

奈な

具ぐ

志し

一

、

乃

留
二

居

此

村
一

」
（

逸

文

丹

後

風

土

記

） 

○

な

つ

く

【

馴

】

（

動

四

）

馴

れ

親

し

む

。

親

し

み

近

づ

く

。

「

時

曠

野

中

遇
二

於

姝
ウ
ル
ハ
シ
キ

女
一

、

其

女

媚コ

ビ 
レ

壮
ヲ
ト
コ

馴
な
つ
き

〈
奈な

ツ

支

つ

き

〉

之

」

（

霊

異

記

上

二

話

） 

○

な

つ

か

し 

心

ひ

か

れ

て

離

れ

が

た

い

。

「

百

鳥

の

声

名な

束

敷

つ

か

し

き

あ

り

が

ほ

し

住

み

よ

き

里

の

荒

る

ら

く

惜

し

も

」

（

万

一

〇

五

九

） 

○

な

や

む

【

悩

】

（

動

四

）

な

や

む

。

苦

労

す

る

。

精

神

的

な

こ

と

に

も

い

う

が

、

本

来

病

気

に

よ

る

肉

体

的

な

苦

痛

を

い

う

か

。

病

む

。

わ

ず

ら

う

。

「

金

か

も

足

し

け

く

あ

ら

む

と

思

ほ

し

て

心

奈

夜

麻

す

に

」

（

万

四

〇

九

四

） 

○

な

や

ま

し

【

不

平

・

阻

】

①

苦

し

い

。

障

害

に

あ

っ

た

り

、

病

気

に

か

か

っ

た

り

し

て

苦

し

む

の

に

い

う

。

「

吾

父

先

王

雖
二

是

天

皇

之

子
一

、

遭
二

遇

迍

邅

な
や
ま
し
き
ニ

一

、

不
レ

登
二

天

位
一

」

（

顕

宗

紀

二

年

）

②

官

能

を

刺

激

し

て

心

を

悩

ま

せ

る

。

「

奈

夜

麻

思

家

な

や

ま

し

け

人

妻

か

も

よ

漕

ぐ

舟

の

忘

れ

は

せ

な

な

い

や

思

ひ

益

す

に

」

（

万

三

五

五

七

） 

○

は

づ

【

恥

・

羞

】

（

動

上

二

）

恥

じ

る

。

恥

ず

か

し

が

る

。

「

神

八

井

耳

命

懣は

ぢ

然テ

自

服

」

〈

懣

然
ハ

チ

テ

〉

（

綏

靖

前

紀

・

私

記

甲

本

） 

○

は

づ

か

し

【

恥

じ

】

恥

ず

か

し

い

。

き

ま

り

が

わ

る

い

。

「

里

人

の

見

る

目

波

豆

可

之

は

づ

か

し

さ

ぶ

る

子

に

さ

ど

は

す

君

が

宮ミ

ヤ

出デ

後

姿

シ

リ

ブ

リ

」

（

万

四

一

〇

八

） 
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○

む

つ

ぶ

【

親

・

睦

】

睦

ぶ

。

親

し

む

。

仲

よ

く

す

る

。

【

考

】

ム

ツ

ム

の

形

も

あ

る

。

「

篤
む
つ
ぶ
る

二

於
ト
キ
ハ

親

族
一

、

則

民

興
レ

仁

」

（

顕

宗

前

紀

） 
○

む

つ

ま

し

【

親

・

睦

】

睦

ま

じ

い

。

親

密

な

。

親

し

い

。

仲

が

よ

い

。

「

熊

が

爪

六ム

爪ツ

マ

ろ

か

も

し

鹿カ

が

爪

八ヤ

爪ツ

マ

ろ

か

も

し

无

都

万

之

む

つ

ま

し

み

わ

れ

こ

そ

此

処

に

出

で

て

居

れ

」

（

琴

歌

譜

） 

○

め

づ

【

奇

】

（

動

下

二

）

感

心

す

る

。

心

ひ

か

れ

る

。

愛

す

る

。

「

花

妙グ

ハ

し

桜

の

め

で

こ

と

梅

涅

め

で

ば

早

く

は

梅

涅

め

で

ず

わ

が

梅

豆

留

め

づ

る

子

ら

」

（

允

恭

紀

八

年

） 

○

め

づ

ら

し

【

珍

・

希

見

】

①

心

ひ

か

れ

る

。

可

愛

ら

し

い

。

「

朝

に

け

に

常

に

見

れ

ど

も

目め

頬づ

ら

四し

吾

が

君

」

（

万

三

七

七

）

②

珍

し

い

。

た

ぐ

い

ま

れ

で

あ

る

。

「

大

宮

の

内

に

も

外ト

に

も

米

都

良

之

め

づ

ら

し

久く

ふ

れ

る

大

雪

な

踏

み

そ

ね

」

（

万

四

二

八

五

） 

○

め

だ

し 

愛

す

べ

き

だ

。

ほ

め

る

べ

き

だ

。

「

薬
ク
ス
リ

師シ

は

常

の

も

あ

れ

ど

賓

客

マ

ラ

ヒ

ト

の

今

の

薬

師

貴

か

り

け

り

米

太

志

加

利

め

だ

し

か

り

け

り

」

（

仏

足

石

歌

） 

○

よ

ろ

こ

ぶ

【

喜

・

歓

・

悦

】

（

動

上

二

）

喜

ぶ

。

快

く

感

じ

る

。

「

蟋

蟀

コ

ホ

ロ

ギ

の

待

ち

歓
よ
ろ
こ
ぶ
る

秋

の

夜

を

寝ヌ

る

し

る

し

無

し

」

（

万

二

二

六

四

） 

○

よ

ろ

こ

ぼ

し

【

悦

】

喜

ば

し

い

。

「

う

れ

し

与

呂

許

保

志

よ

ろ

こ

ぼ

し

と

な

も

見

る

」

（

四

六

詔

） 

○

わ

ぶ

【

侘

】

（

動

上

二

）

①

困

惑

す

る

。

迷

惑

す

る

。

「

又

其

神

之

嫡

后

、

須

勢

理

毘

売

命

、

甚

為
二

嫉

妬
一

、

故

其

曰

子

ヒ

コ

遅ヂ
ノ

神

和わ

び

備

弓テ

自
二

出

雲
一

将
レ

上
二

坐

倭

国
ニ

一

而

」

（

記

神

代

）

②

あ

る

事

柄

が

思

い

通

り

に

な

ら

な

い

で

落

胆

す

る

。

心

情

に

つ

い

て

い

う

場

合

。

「

ま

す

ら

を

の

思

ひ

和

備

わ

び

つ

つ

た

び

ま

ね

く

歎

く

歎

き

を

」

（

万

六

四

六

） 

○

わ

び

し 

わ

び

し

い

。

が

っ

か

り

し

て

い

る

。

「

君

は

来

ず

吾

は

故

無

み

立

つ

浪

の

し

く

し

く

和

備

思

か

く

て

来

じ

と

や

」

（

万

三

〇

二

六

） 
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動

詞

の

場

合

、

心

的

状

態

や

心

理

活

動

を

表

す

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

が

多

い

。

「

い

と

ふ

―

い

と

は

し

」

の

よ

う

に

、

形

容

詞

は

そ

の

心

理

状

態

を

引

き

起

こ

す

対

象

に

つ

い

て

用

い

ら

れ

る

場

合

も

あ

れ

ば

、

「

は

づ

―

は

づ

か

し

」

の

よ

う

に

、

両

方

主

体

の

情

意

を

表

す

場

合

も

あ

る

。

ま

た

、

「

あ

さ

む

―

あ

さ

ま

し

」

「

い

き

ど

ほ

る

―

い

き

ど

ほ

ろ

し

」

「

い

と

ふ

―

い

と

は

し

」

「

く

ゆ

―

く

や

し

」

「

こ

ふ

―

こ

ひ

し

（

こ

ほ

し

）

」

「

う

ら

む

―

う

ら

め

し

」

「

う

ら

や

む

―

う

ら

や

ま

し

」

「

し

た

ゑ

む

―

し

た

ゑ

ま

し

」

「

な

ぐ

―

な

ぐ

し

」

「

は

づ

ー

は

づ

か

し

」

「

む

つ

む

―

む

つ

ま

し

」

「

め

づ

―

め

だ

し

」

「

よ

ろ

こ

ぶ

―

よ

ろ

こ

ぼ

し

」

の

よ

う

に

、

意

味

が

完

全

に

対

応

し

て

い

る

も

の

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る

が

、

形

容

詞

の

意

味

は

動

詞

の

そ

れ

と

少

し

ず

れ

が

生

じ

て

い

る

こ

と

も

あ

る

。 

 

② 

思

考

・

願

望

な

ど

の

精

神

活

動

を

表

す

動

詞 

例 

う

た

が

は

し 

お

も

ほ

し 

く

す

ば

し 

た

の

も

し 

ね

が

は

し 
 

喜

怒

哀

楽

な

ど

の

心

理

状

態

を

表

す

動

詞

の

ほ

か

に

、

外

部

世

界

に

対

す

る

思

考

や

願

望

な

ど

、

精

神

活

動

を

表

す

動

詞

も

見

ら

れ

る

。 

〔

思

考

を

表

す

も

の

〕 

○

う

た

が

ふ

【

疑

】

（

動

四

）

疑

う

。

あ

や

し

む

。

「

是

時

天

照

大

神

疑
う
た
が
ひ

三

弟

有
二

悪

心
一

」

（

神

代

紀

上

） 

○

う

た

が

は

し

【

疑

】

疑

わ

し

い

。

あ

や

し

い

。

「

赤

鯛

、

疑
う
た
が
は
し

是

之

呑

乎

」

〈

疑
宇

太

加

波

之

う

た

が

は

し

〉

（

神

代

紀

下

・

私

記

乙

本

） 

○

お

も

ふ

【

思

・

念

・

憶

】

（

動

四

）

（a

）

思

う

。

「

争

は

ず

寝

し

く

を

し

ぞ

も

愛
ウ
ル
ハ

し

み

意

母

布

お

も

ふ

」

（

記

応

神

）

（b

）

欲

す

る

。

（c

）

心

配

す

る

。

気

に

や

む

。

お

も

ん

ぱ

か

る

。

（d

）

な
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つ

か

し

む

。

恋

し

い

と

思

う

。

（e

）

予

想

す

る

。

推

量

す

る

。

（f

）

気

が

合

う

。

親

し

む

。 
○

お

も

ほ

し 

心

に

考

え

望

ん

で

い

る

。

望

ま

し

い

。

「

於

母

保

之

伎

お

も

ほ

し

き

言

伝ツ

テ

や

ら

ず

」

（

万

三

九

六

二

） 

○

く

し

ぶ

（

動

上

二

）

霊

妙

の

し

る

し

が

あ

ら

わ

れ

る

。

神

秘

的

な

力

を

持

っ

て

い

る

。

「

是

、

太

玉

命

久

志

備

く

し

び

所
レ

生

神

」

（

古

語

拾

遺

） 

○

く

す

ば

し 
ふ

し

ぎ

で

あ

る

。

珍

し

い

。

「

古
イ
ニ
シ

へ

に

あ

り

け

る

わ

ざ

の

久

須

婆

之

伎

く

す

ば

し

き

事

と

言

ひ

つ

ぐ

」

（

万

四

二

一

一

） 

〔

願

望

を

表

す

も

の

〕 

○

た

の

む

【

慿

・

恃

】

（

動

四

）

頼

り

に

思

う

。

「

大

船

の

思

ひ

多

能

無

た

の

む

に

」

（

万

九

〇

四

） 

○

た

の

も

し

【

頼

】

頼

み

に

な

る

。

頼

み

と

し

う

る

。

「

欵イ

ソ

し

み

明

み

お

だ

ひ

し

み

多

能

母

志

た

の

も

し

み

思

ほ

し

つ

つ

大

坐

し

坐

す

間

に

」

（

五

一

詔

） 

○

ね

が

ふ

【

願

・

望

】

（

動

四

）

心

に

願

う

。

希

望

す

る

。

「

な

ほ

し

禰

可

比

ね

が

ひ

つ

千

年

の

命
イ
ノ
チ

を

」

（

万

四

四

七

〇

） 

○

ね

が

は

し

【

願

】

望

ま

し

い

。

願

う

と

こ

ろ

だ

。

「

欲
レ

帰
二

汝

国
一

耶

、

対

諮

、

甚

望
ね
が
は
し

也

」 

 

思

考

や

願

望

を

表

す

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

は

、

動

詞

本

来

の

意

味

か

ら

、

あ

る

程

度

の

評

価

的

意

味

を

持

つ

よ

う

に

な

っ

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

 

③ 

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

動

詞 

例 

い

き

づ

か

し 

い

た

ぶ

ら

し 

う

る

は

し 

ゑ

ま

は

し 

お

よ

し 

か

か

ら

は

し 

か

た

む 

け

が

ら

は

し 

た

た

は

し 

つ

か

ら

し 

や

さ

し 

ゆ

る

ほ

し 
よ

ら

し 

よ

ろ

し 
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〔

状

態

を

表

す

も

の

〕 
○

う

る

ふ

【

湿

】

（

動

四

）

ぬ

れ

る

。

う

る

お

う

。

し

め

る

。

「

牽
レ

馬

就
レ

前

遊

牝

、

観
二

女

不

浄
一

、

沾う

る

湿ヘ

ル

者

殺

、

不
レ

湿
う
る
は

者

没

為
二

官

婢
一

」

（

武

烈

紀

八

年

） 

○

う

る

は

し

【

愛

・

麗

】

①

風

景

な

ど

が

美

し

い

。

壮

麗

で

あ

る

。

「

た

た

な

づ

く

青

垣

山

ご

も

れ

る

大

和

し

宇

流

波

斯

う

る

は

し

」

（

記

景

行

）

②

容

姿

な

ど

が

端

麗

・

端

正

で

あ

る

。

「

宇

流

波

斯

う

る

は

し

と

さ

寝

し

さ

寝

て

ば

」

（

記

允

恭

）

③

心

が

う

つ

く

し

。

誠

実

で

あ

る

。

「

あ

ら

そ

は

ず

寝

し

く

を

し

ぞ

も

宇

流

波

志

う

る

は

し

み

思

ふ

」

（

記

応

神

） 

○

け

が

る

【

穢

】

（

動

下

二

）

よ

ご

れ

る

。

け

が

れ

る

、

「

于
レ

時

河

際
仁

志

天

、

倭

姫

命

御

裳モ

裔ス

ソ

長

計

加

礼

け

が

れ

侍
ハ
ベ
リ

介

留

於

洗

給
倍

利

」

（

倭

姫

世

記

） 

○

け

が

ら

は

し

【

汙

穢

・

穢

】

よ

ご

れ

て

い

る

。

不

浄

で

あ

る

。

「

汝

是

躬

行

ミ
ノ
シ
ワ
ザ

濁

悪

け
が
ら
は
し

」

〈

濁

悪

介

加

良

波

之

け

が

ら

は

し

〉

（

神

代

紀

上

・

私

記

乙

本

） 

○

た

た

ふ

【

溢

・

盈

】

（

動

四

）

充

満

す

る

。

満

ち

て

ふ

く

れ

あ

が

る

。

「

時
二

伊

弉

冉

尊

脹ハ

満レ

太た

た

高ヘ

リ

」

〈

脹

満

太

高
波ハ

礼レ

多た

た々

倍ヘ

利リ

〉

（

神

代

紀

上

・

私

記

乙

本

） 

○

た

た

は

し

【

偉

】

満

ち

足

り

た

。

偉

大

な

。

「

吾

が

大

君

皇

子

の

命

の

天

の

下

知

ら

し

め

し

せ

ば

春

花

の

貴

か

ら

む

と

望

月

の

満た

た

波は

之し

計け

む

と

」

（

万

一

六

七

） 

○

つ

か

る

【

疲

・

労

】

（

動

下

二

）

疲

れ

る

。

「

其

鬼

走

疲
つ
か
れ

〈

都

加

礼

つ

か

れ

尓

弓

ニ

テ

〉

」

（

霊

異

記

中

二

五

話

） 

○

つ

か

ら

し

【

疲

】

疲

れ

た

状

態

に

あ

る

。

「

朕

は

御

身

都

可

良

つ

か

ら

之

久

し

く

お

ほ

ま

し

ま

す

に

依

り

て

太

子

に

天

つ

日

嗣

高

御

座

の

継
ツ
ギ
テ

は

授

け

ま

つ

る

と

命
ノ
タ
マ

ひ

て

」

（

四

五

詔

） 

○

や

す

【

痩

】

（

動

下

二

）

肥コ

ユ

の

対

。

①

や

せ

る

。

身

体

が

細

る

。

肉

が

落

ち

る

。

「

吾

が

君

に

戯

奴

ワ

ケ
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は

恋

ふ

ら

し

賜タ

バ

り

た

る

茅ツ

花バ

ナ

を

喫ハ

め

ど

い

や

痩や

せ

に

夜

須

や

す

」

（

万

一

四

六

二

） 
○

や

さ

し 

恥

ず

か

し

い

。

肩

身

が

狭

い

。

「

世

の

中

を

憂ウ

し

と

夜

佐

之

や

さ

し

と

思

へ

ど

も

飛

立

ち

か

ね

つ

鳥

に

し

あ

ら

ね

ば

」

（

万

八

九

三

） 

〔

動

作

を

表

す

も

の

〕 

○

い

き

づ

く

【

気

衝

・

息

衝

】

（

動

四

）

①

息

を

つ

く

。

息

を

す

る

。

「

鳰ミ

ホ

鳥

の

潜カ

ヅ

き

伊

岐

豆

岐

い

き

づ

き

し

な

だ

ゆ

ふ

さ

さ

な

み

路

を

す

く

す

く

と

我

が

い

ま

せ

ば

や

」

（

記

応

神

）

②

苦

し

い

息

を

す

る

。

嘆

息

す

る

。

あ

え

ぐ

。

「

か

く

の

み

や

伊

岐

都

枳

い

き

づ

き

居

ら

む

か

く

の

み

や

恋

ひ

つ

つ

あ

ら

む

」

（

万

一

五

二

〇

） 

○

い

き

づ

か

し

【

気

衝

】

た

め

息

が

出

る

ほ

ど

苦

し

い

。

嘆

か

わ

し

い

。

「

あ

な

伊

伎

豆

加

思

い

き

づ

か

し

見

久

に

し

て

」

（

万

三

五

四

七

） 

○

ゑ

ま

ふ

【

咲

】

（

動

四

）

笑

う

。

ほ

ほ

え

む

。

「

心

に

は

思

ひ

誇

り

て

恵

麻

比

ゑ

ま

ひ

つ

つ

渡

る

間

に

」

（

万

四

〇

一

一

） 

○

ゑ

ま

は

し 

ほ

ほ

え

ま

し

く

感

じ

ら

れ

る

。

嬉

し

い

。

「

あ

ぶ

ら

火

の

光

に

見

ゆ

る

わ

が

蘰
カ
ヅ
ラ

さ

百

合

ユ

リ

の

花

の

恵

麻

波

之

伎

ゑ

ま

は

し

き

か

も

」

（

万

四

〇

八

六

） 

○

か

た

む

【

姧

】

人

を

あ

ざ

む

く

。

い

つ

わ

る

。

お

か

す

。

「

雄

鳥

…

、

求
レ

食

養
二

抱
レ

児

之

妻
一

、

求

レ

食

行

之

頃

、

他

鳥

逓

来

婚

姧
か
た
み

〈
可

陀

弥

か

た

み

〉

」

（

霊

異

記

中

二

話

） 

○

か

た

ま

し

【

姦

・

姧

】

心

が

よ

く

な

い

。

心

が

ね

じ

け

て

い

る

。

「

悪

く

姧
か
た
ま
し

岐き

奴

」

（

二

八

詔

） 

○

よ

る

【

縁

・

依

】

（

動

四

）

①

近

寄

る

。

あ

る

も

の

の

傍

へ

近

づ

く

。

寄

っ

て

く

る

。

「

予

屢

よ

る

ま

し

じ

き

川

の

隅

隅

ク

マ

グ

マ

寄

ろ

ほ

ひ

行

く

か

も

末

桑

の

木

」

（

仁

徳

紀

三

〇

年

）

②

心

を

寄

せ

て

人

に

た

よ

る

。

あ

る

人

の

意

の

ま

ま

に

な

る

。

③

も

と

づ

く

。 
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○

よ

ら

し 

よ

ろ

し

い

。

ふ

さ

わ

し

い

。

好

ま

し

い

。

「

み

つ

み

つ

し

久

米

の

子

ら

が

頭

椎

ク

ブ

ツ

ツ

い

石

椎

イ

シ

ツ

ツ

い

も

ち

今

撃

た

ば

余

良

斯

よ

ら

し

」

（

記

神

武

） 
○

よ

ろ

し 

よ

ろ

し

い

。

ふ

さ

わ

し

く

て

よ

い

。

好

ま

し

く

立

派

で

あ

る

。

ヨ

ラ

シ

と

も

。

「

宮

人

の

袖

つ

け

衣

秋

萩

に

に

ほ

ひ

与

呂

之

伎

よ

ろ

し

き

高

円

タ

カ

マ

ト

の

宮

」

（

万

四

三

一

五

） 

〔

作

用

を

表

す

も

の

〕 

○

い

た

ぶ

る

【

甚

振

】

（

動

四

）

激

し

く

揺

れ

る

。

「

風

を

い

た

み

甚

振

い

た

ぶ

る

浪

の

間

無

く

吾

が

思

ふ

君

は

相

思

ふ

ら

む

か

」

（

万

二

七

三

六

） 

○

い

た

ぶ

ら

し 

ひ

ど

く

動

揺

し

て

お

ち

つ

か

な

い

。

「

お

し

て

否

と

稲

は

つ

か

ね

ど

波

の

穂

の

伊い

多た

夫ぶ

良ら

思し

も

よ

昨

夜

キ

ソ

一

人

ね

て

」

（

万

三

五

五

〇

） 

○

お

ゆ

【

老

】

（

動

上

二

）

老

い

る

。

年

よ

る

。

「

引ヒ

ケ

田

の

若

栗ク

ル

栖ス

原

若

く

へ

に

率

寝

て

ま

し

も

の

淤

伊

お

い

に

け

る

か

も

」

（

記

雄

略

） 

○

お

よ

し 

年

を

と

っ

た

。

老

い

こ

ぼ

れ

た

状

態

に

あ

る

。

ワ

カ

シ

の

対

。

「

か

行

け

ば

人

に

厭

は

え

か

く

行

け

ば

人

に

悪ニ

ク

ま

え

意

余

斯

お

よ

し

を

は

か

く

の

み

な

ら

し

」

（

万

八

〇

四

） 

○

か

か

る

【

懸

】

（

動

四

）

①

か

か

っ

て

い

る

。

と

り

つ

い

て

い

る

。

「

ま

な

か

ひ

に

も

と

な

可

可

利

か

か

り

て

う

や

す

い

し

な

さ

ぬ

」

（

万

八

〇

二

）

②

か

か

り

あ

い

に

な

る

。

病

気

に

か

か

る

こ

と

や

罪

に

連

座

す

る

こ

と

に

い

う

。

③

よ

り

か

か

る

。

た

よ

る

。

④

神

が

人

間

に

よ

り

つ

く

。 

○

か

か

ら

は

し 

離

れ

が

た

い

。

関

係

を

断

ち

に

く

い

。

互

い

に

か

か

り

合

う

。

「

黐モ

チ

鳥ド

リ

の

可

可

か

か

良

波

ら

は

志し

も

よ

行

方

知

ら

ね

ば

」

（

万

八

〇

〇

） 

○

ゆ

る

ふ

【

緩

・

縦

】

（

動

四

）

①

ゆ

る

や

か

に

な

る

。

ゆ

る

む

。

「

瑞

垣

の

久

し

き

時

ゆ

恋

す

れ

ば

吾

が

帯

緩
ゆ
る
ふ

朝

夕ヨ

ヒ

毎

に

」

（

万

三

二

六

二

）

②

心

が

た

る

む

。

油

断

す

る

。 
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○

ゆ

る

ほ

し

【

縦

】

ゆ

る

や

か

で

あ

る

。

「

抑

縦
上

倭

言

於

之

布

須

オ

シ

フ

ス

、

縦

、

由

流

保

之

ゆ

る

ほ

し

」

（

華

厳

音

義

私

記

） 「

い

き

づ

く

」

「

ゑ

ま

ふ

」

の

よ

う

な

息

を

す

る

、

笑

う

な

ど

、

心

理

状

態

と

関

係

づ

け

ら

れ

る

類

の

も

の

も

あ

れ

ば

、

「

か

か

る

」

「

い

た

ぶ

る

」

の

よ

う

な

感

情

と

無

関

係

の

よ

う

な

も

の

も

あ

る

。

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

の

中

に

は

、

「

ゆ

る

ほ

し

」

な

ど

動

詞

と

同

じ

状

態

を

表

す

も

の

の

ほ

か

に

、

「

か

か

ら

は

し

」

「

い

た

ぶ

ら

し

」

の

よ

う

に

感

情

と

は

無

関

係

の

動

詞

か

ら

派

生

し

て

感

情

・

心

的

状

態

を

表

す

形

容

詞

も

見

ら

れ

る

。 

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

派

生

し

た

動

詞

の

中

に

、

情

意

や

心

的

状

態

以

外

を

表

す

も

の

が

存

在

し

な

い

わ

け

で

も

な

い

。

た

だ

、

そ

の

場

合

で

も

、

派

生

し

た

形

容

詞

は

思

っ

た

通

り

、

願

っ

た

通

り

に

な

れ

る

か

ど

う

か

と

評

価

し

た

り

、

外

面

の

状

態

を

内

面

の

心

的

状

態

に

用

い

た

り

す

る

な

ど

、

情

意

的

意

味

を

帯

び

る

こ

と

が

多

い

。

ち

な

み

に

、

「

か

か

ら

は

し

」

と

「

け

が

ら

は

し

」

が

「

し

」

で

は

な

く

、

本

来

は

「

か

か

る

」

「

け

が

る

」

に

存

続

の

意

を

表

す

接

尾

語

「

ふ

」

が

付

い

た

も

の

に

、

接

辞

「

し

」

が

添

加

し

た

も

の

と

見

ら

れ

る

が

、

こ

こ

で

は

拡

張

形

の

接

辞

「

は

し

」

が

付

い

た

も

の

と

し

て

扱

う

こ

と

に

す

る

。

こ

れ

ら

の

例

も

動

詞

の

状

態

性

の

強

さ

と

関

係

あ

る

か

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

点

に

つ

い

て

、

阪

倉

篤

義

『

語

構

成

の

研

究

』

（

一

九

九

五

）

で

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 

 
 

 

そ

の

か

は

り

シ

②

は

、

「

は

し

」

と

い

ふ

拡

張

形

を

と

つ

て

、 

○

イ

タ

ツ

カ

ハ

シ

〔

莫

レ

煩

イ
タ
ツ
カ
ハ
シ
ク
ナ

二

餝

語
イ
ヒ
ソ

一

（

一

九

・9
7

）

〕

 

○

ケ

ガ

ラ

ハ

シ

〔

躬

行

濁

悪

ケ
ガ
ラ
ハ
シ
ク

（

一

・3
8

）

〕 

の

ご

と

く

、

動

作

・

作

用

を

意

味

す

る

外

形

的

情

態

性

の

語

基

か

ら

も

、

情

意

的

な

情

態

を

意

味

す
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る

語

を

派

生

す

る

こ

と

が

可

能

で

あ

つ

た

。 
 

 
 

 
 

 
 

（

『

語

構

成

の

研

究

』p
.
3
8
6

） 

 
動

詞

の

活

用

か

ら

見

る

と

、

四

段

活

用

が

最

も

多

く

、

上

二

段

活

用

と

下

二

段

活

用

も

見

ら

れ

る

。

「

う

ら

む

」

の

活

用

に

つ

い

て

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

で

「

ウ

ラ

ム

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

ウ

ラ

メ

シ

の

メ

が

甲

類

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

古

く

は

上

一

段

で

は

な

か

っ

た

か

と

推

定

す

る

説

が

あ

る

」

と

記

述

さ

れ

て

い

る

。

上

一

段

活

用

動

詞

の

派

生

は

こ

の

一

語

の

み

で

あ

る

。 

四

段

活

用

（

一

八

語

）

い

き

ど

ほ

る 

い

つ

く 

い

と

ふ 

う

ら

や

む 

し

た

ゑ

む 

な

つ

く 

な

や

む 

う

た

が

ふ 

お

も

ふ 

た

の

む 

ね

が

ふ 

た

た

ふ 

い

き

づ

く 

ゑ

ま

ふ 

よ

る 

い

た

ぶ

る 

か

か

る 

ゆ

る

ふ 

上

二

段

活

用

（

九

語

）

こ

ふ 

く

ゆ 

さ

ぶ 

な

ぐ 

は

づ 

よ

ろ

こ

ぶ 

わ

ぶ 

く

し

ぶ 

お

ゆ 

上

一

段

活

用

（

一

語

）

う

ら

む 

下

二

段

活

用

（

四

語

）

め

づ 

け

が

る 

つ

か

る 

や

す 

 

ほ

か

に

、

「

あ

さ

ま

し

」

「

う

る

は

し

」

「

う

つ

く

し

」

を

派

生

し

た

動

詞

に

は

少

し

疑

問

が

残

る

。

上

代

文

献

に

動

詞

「

浅

む

」

の

存

在

が

確

認

で

き

ず

、

そ

こ

で

、

ア

サ

は

浅ア

ス

（

四

段

）

の

未

然

形

で

、

マ

シ

は

推

量

の

助

動

詞

と

す

る

説

も

あ

る

。

「

う

る

は

し

」

は

四

段

活

用

動

詞

「

う

る

ふ

（

湿

）

」

の

派

生

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

が

、

両

者

の

意

味

は

関

係

づ

け

に

く

い

よ

う

で

あ

る

。

イ

ツ

ク

―

イ

ツ

ク

シ

と

同

様

に

、

「

う

つ

く

し

」

の

派

生

動

詞

は

「

う

つ

く

」

で

は

な

い

か

と

も

考

え

ら

れ

る

が

、

こ

の

動

詞

は

見

当

た

ら

な

か

っ

た

。 

 

４ 

そ

の

他

の

語

基 
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① 

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の 
〔

心

理

状

態

〕 
○

あ

か

ら

し

【

懇

】

痛

切

で

あ

る

。

い

た

ま

し

い

。

「

懇
ネ

ム

コ

ロ

、

ネ

モ

コ

ロ

、

カ

ナ

シ

フ

、

ア

カ

ラ

シ

」

（

名

義

抄

）

派

生

動

詞

→

あ

か

ら

し

ぶ 

○

あ

た

ら

し

【

惜

】

惜

し

い

。

大

切

で

あ

る

。

も

っ

た

い

な

い

。

【

考

】

「

あ

た

ら

（

可

惜

・

恡

）

」

形

状

言

。

惜

し

む

べ

き

。

も

っ

た

い

な

い

。

「

可

惜
ア

タ

ラ

」

（

名

義

抄

）

派

生

動

詞

→

あ

た

ら

し

ぶ 

○

い

た

は

し

【

労

】

苦

痛

で

あ

る

。

骨

折

っ

て

苦

し

い

。

「

劬

・

労
イ

タ

ハ

シ

、

イ

タ

ハ

ル

」

（

名

義

抄

）

「

労

・

勤

・

惓

・

劬

・

憂
イ

タ

ハ

シ

」

（

色

葉

）

同

源

動

詞

→

い

た

は

る 

○

う

む

が

し 

う

れ

し

い

。

喜

ば

し

い

。 

○

う

れ

し

【

歓

】

嬉

し

い

。

よ

ろ

こ

ば

し

い

。

す

べ

て

心

に

か

な

い

満

足

す

る

こ

と

を

あ

ら

わ

す

。

「

偉

慶
説

也

、

奇

也

、

賀

也

、

幸

也

、

宇

礼

志

う

れ

し

」

（

新

撰

字

鏡

）

「

忉

・

怡
ウ

レ

シ

」

（

名

義

抄

）

派

生

動

詞

→

う

れ

し

ぶ

・

う

れ

し

む 

○

を

し

【

惜

・

愛

】

①

惜

し

い

。

手

放

し

が

た

い

。

思

い

切

っ

て

捨

て

る

こ

と

が

む

ず

か

し

い

。

②

名

残

り

惜

し

い

。

心

残

り

で

あ

る

。

③

い

と

し

い

。

→

を

し

む 

○

お

む

が

し

【

欣

感

】

喜

ば

し

い

。

う

れ

し

い

。

あ

り

が

た

い

。

ウ

ム

ガ

シ

・

ム

ガ

シ

、

あ

る

い

は

「

偉

慶
説

也

、

奇

也

、

賀

也

、

幸

也

、

福

也

、

於

毛

加

志

オ

モ

ガ

シ

、

又

宇

礼

志

ウ

レ

シ

」

（

新

撰

字

鏡

）

の

よ

う

に

オ

モ

ガ

シ

と

い

う

形

も

あ

る

。 

○

か

な

し

【

悲

・

哀

・

憐

】

①

心

を

う

た

れ

る

。

痛

切

に

心

が

動

か

さ

れ

る

。

身

に

し

み

て

感

じ

る

。

悲

し

い

。

②

い

と

し

い

。

派

生

動

詞

→

か

な

し

ぶ 
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○

く

る

し

【

苦

】

苦

し

い

。

つ

ら

い

。

肉

体

的

に

も

精

神

的

に

も

用

い

る

。

派

生

動

詞

→

く

る

し

む

・ 
○

さ

ぶ

し

【

不

楽

】

さ

び

し

い

。

心

が

鬱

々

と

し

て

楽

し

ま

な

い

。

サ

ビ

シ

と

も

。

同

源

動

詞

→

さ

ぶ 
○

し

た

し

【

親

】

親

し

い

。

「

適

・

身

・

党

・

昵
シ

タ

シ

」

（

名

義

抄

） 

○

た

く

ま

し

【

快

】

気

持

が

よ

い

。

う

れ

し

い

。

「

泰

然
太

久

万

志

久

た

く

ま

し

く

」

（

新

撰

字

鏡

）

「

快
ヨ

シ

、

タ

ク

マ

シ

」

（

名

義

抄

）

派

生

動

詞

→

た

く

ま

し

ぶ 

○

た

の

し

【

楽

】

楽

し

い

。

快

い

。

「

阿

波

礼

ア

ハ

レ

、

阿

那

於

茂

志

呂

ア

ナ

オ

モ

シ

ロ

、

阿

那

多

能

志

ア

ナ

た

の

し

言

、

伸
レ

手

而

舞

、

今

指

二

楽

事
一

、

謂
二

之

多

能

志

た

の

し

一

、

此

意

也

、

阿

那

佐

夜

憩

ア

ナ

サ

ヤ

ケ

、

飫

憩

オ

ケ

」

（

古

語

拾

遺

）

「

倡
楽

也

、

太

乃

之

た

の

し

」

（

新

撰

字

鏡

）

【

考

】

古

語

拾

遺

の

「

言

伸
レ

手

而

舞

」

は

当

時

の

語

源

俗

解

に

よ

る

も

の

。

タ

ノ

シ

は

行

動

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

生

ず

る

快

適

の

感

情

を

表

す

。 

○

は

し

【

愛

】

い

と

お

し

い

。

か

わ

い

ら

し

い

。

【

考

】

同

じ

愛

情

の

深

さ

を

い

う

形

容

詞

で

も

、

カ

ナ

シ

が

切

な

さ

を

伴

っ

て

、

ど

う

に

も

な

ら

な

い

気

持

を

表

わ

し

、

悲

哀

を

表

す

方

向

に

向

か

う

の

に

対

し

て

、

ハ

シ

は

讃

美

の

気

持

を

伴

う

も

の

と

思

わ

れ

る

。 

○

む

が

し

【

幸

】

好

都

合

で

あ

る

。

心

に

か

な

う

。

喜

ば

し

い

。

オ

ム

ガ

シ

・

ウ

ム

ガ

シ

と

も

。 

〔

思

考

・

願

望

〕 

○

あ

や

し

【

恠

・

霊

異

】

①

霊

妙

で

あ

る

。

②

不

思

議

で

あ

る

。

奇

怪

で

あ

る

。

め

ず

ら

し

い

。

【

考

】

感

動

詞

と

し

て

の

ア

ヤ

は

「

中

大

兄

、

見
下

子

麻

呂

等

畏
二

入

鹿

威
一

、

便

旋

不
上

レ

進

曰
二

咄

嗟

ア

ヤ

一

」

（

皇

極

訶

紀

四

年

）

に

見

え

、

神

名

の

「

阿

夜

訶

志

古

泥

神

」

（

記

神

代

）

の

ア

ヤ

も

同

じ

語

と

思

わ

れ

る

。

ク

ス

シ

は

霊

妙

・

神

秘

の

意

に

、

ア

ヤ

シ

は

よ

り

多

く

奇

怪

・

不

審

の

意

に

傾

く

よ

う

で

あ

る

。

派

生

動

詞

→

あ

や

し

ぶ

・

同

源

副

詞

→

あ

や

に

（

奇

妙

に

。

む

り

ょ

う

に

。

非

常

に

） 
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○

い

ふ

か

し

【

不

審

】

様

子

が

知

れ

ず

気

が

か

り

で

あ

る

。

心

も

と

な

い

。

「

鬱

・

不

審

・

未

審
イ

フ

カ

シ

・

訝
イ

ブ

カ

シ

、

イ

ブ

カ

ル

」

同

源

動

詞

→

い

ふ

か

る 
○

く

し

【

奇

】

不

思

議

で

あ

る

。

霊

妙

で

あ

る

。

ク

ス

シ

と

も

。

派

生

動

詞

→

く

し

ぶ 

○

く

す

し

【

奇

】

ふ

し

ぎ

で

あ

る

。

霊

妙

で

あ

る

。

「

神
ク

ス

シ

」

（

名

義

抄

） 

○

ほ

し

【

欲

】

欲

し

い

。

動

詞

の

名

詞

形

に

ガ

の

つ

い

た

形

、

ま

た

は

接

尾

語

ク

を

う

け

て

用

い

る

こ

と

が

多

い

。

同

源

動

詞

―

ほ

る 

〔

価

値

評

価

〕 

○

あ

し

【

悪

】

悪

い

。

ひ

ろ

く

、

不

快

・

拙

劣

・

邪

悪

・

醜

悪

・

卑

賤

・

強

暴

な

さ

ま

に

い

う

。

ヨ

シ

の

対

。 

○

い

や

し

【

賤

】

卑

し

い

。

賤

視

、

あ

る

い

は

卑

下

す

べ

き

も

の

に

対

し

て

い

う

。

「

鄙

野

也

、

伊

也

志

い

や

し

」

（

新

撰

字

鏡

）

「

侮
賤

也

、

伊

也

志

い

や

し

」

（

新

撰

字

鏡

享

和

本

）

「

野

・

卑

・

賤

・

鄙
イ

ヤ

シ

」

（

名

義

抄

） 

○

く

は

し

【

妙

・

細

】

こ

ま

や

か

に

う

る

わ

し

く

、

す

ぐ

れ

て

い

る

こ

と

。

ウ

ラ

グ

ハ

シ

・

マ

グ

ハ

シ

等

、

複

合

形

容

詞

と

し

て

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

。 

〔

人

の

性

質

〕 

○

い

す

か

し

【

傲

佷

】

性

質

や

、

や

り

方

が

曲

が

っ

て

い

る

。

【

考

】

「

愎

」

や

「

佷

」

は

曲

が

る

意

で

あ

る

。 

○

い

そ

し

【

勤

】

よ

く

勤

め

る

。

勤

勉

だ

。

同

源

動

詞

→

い

そ

ぐ

・

い

そ

ふ 

○

お

だ

ひ

し

【

穏

】

お

だ

や

か

で

あ

る

。

安

ら

か

で

あ

る

。

の

ど

か

で

あ

る

。

【

考

】

「

お

だ

ひ

（

穏

）

」

形

状

言

。

お

だ

や

か

な

さ

ま

。

や

す

ら

か

な

さ

ま

。

し

ず

か

。

「

穏
ヲ

ダ

ヒ

ニ

、
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ヲ

ダ

ヒ

カ

ナ

リ

、

ヤ

ス

シ

・

雅
ミ

ヤ

ビ

カ

ナ

リ

、

オ

ダ

ヒ

カ

ナ

リ

」

（

名

義

抄

） 
○

さ

か

し

【

賢

】

賢

明

で

あ

る

。 
○

さ

だ

し

【

貞

】

貞

節

で

あ

る

。

実

直

で

あ

る

。

「

貞
サ

タ

」

（

岩

崎

文

庫

本

法

華

経

音

訓

）

「

貞
サ

ダ

シ

」

（

名

義

抄

）

【

考

】

「

さ

だ

か

（

貞

）

」

形

状

言

。

た

し

か

な

こ

と

。

確

実

な

こ

と

。

サ

ダ

は

サ

ダ

ム

・

サ

ダ

マ

ル

・

サ

ダ

シ

の

サ

ダ

に

同

じ

。 

○

た

だ

し

【

正

】

正

し

い

。

ま

っ

す

ぐ

で

あ

る

。

同

源

動

詞

→

た

だ

す 

 

② 

状

態

的

意

味

を

持

つ

も

の 

〔

存

在

状

態

〕 

○

う

つ

し

【

現

・

顕

】

う

つ

つ

で

あ

る

。

目

の

前

に

顕

在

し

て

い

る

。

こ

の

世

に

生

き

て

い

る

。

心

持

が

正

気

で

あ

る

。

【

考

】

形

状

言

ウ

ツ

が

形

容

詞

に

活

用

し

た

も

の

。 

○

お

な

じ

【

同

】

同

一

で

あ

る

。

変

わ

ら

な

い

。 

○

お

や

じ

【

同

】

同

じ

。 

○

け

し

【

異

】

普

通

で

な

い

。

心
コ
コ
ロ

と

い

う

語

を

連

体

修

飾

し

て

用

い

ら

れ

る

例

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る

。 

○

ひ

と

し

【

等

】

ひ

と

し

い

。

同

等

で

あ

る

。 

○

ま

さ

し

【

正

】

は

っ

き

り

し

て

い

る

。

た

し

か

で

あ

る

。

ま

こ

と

で

あ

る

。

【

考

】

「

ま

さ

（

正

）

」

形

状

言

。

正

し

い

さ

ま

。

条

理

に

か

な

っ

た

さ

ま

。

確

か

な

さ

ま

。

「

多

年

風

声

為
レ

行

、

自

悟

塩ま

さ

醤
ナ
ル
コ
ト
ヲ

〈｛

末

佐

奈

留

己

止

乎

ま

さ

ナ

ル

コ

ト

ヲ

〉

存
レ

心

」

（

霊

異

記

上

一

三

話

興

福

寺

本

）

「

実
マ

サ

・

理
タ

ダ

シ

、

マ

サ

」

（

名

義

抄

）

同

源

副

詞

→

ま

さ

に 

○

む

な

し

【

空

】

①

空

虚

で

あ

る

。

か

ら

で

あ

る

。

②

無

益

で

あ

る

。

何

も

し

な

い

。

【

考

】

「

む

な
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（

空

）

」

形

状

言

。

空

虚

な

さ

ま

。

内

容

の

な

い

さ

ま

。

む

な

し

い

さ

ま

。

「

お

ほ

ろ

か

に

心

思

ひ

て

牟

奈

言

も

祖

の

名

断

つ

な

」

（

万

四

四

六

五

） 
〔

時

間

や

量

〕 

○

あ

ら

た

し

【

新

】

新

し

い

。

「

新
ア

タ

ラ

シ

、

ア

ラ

タ

シ

キ

、

ア

ラ

タ

ム

」

（

名

義

抄

）

【

考

】

「

あ

ら

た

し

き

年

の

始

め

」

の

例

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る

。

上

代

に

お

い

て

、

ア

タ

ラ

を

語

根

と

す

る

語

は

す

べ

て

可

惜

の

意

。

新

の

意

は

、

ア

ラ

タ

を

語

根

と

し

た

が

、

や

が

て

形

容

詞

ア

ラ

タ

シ

の

み

音

の

転

換

を

起

こ

し

ア

タ

ラ

シ

と

な

る

。 

○

に

ひ

し

【

新

】

新

し

い

。

【

考

】

「

に

ひ

（

新

）

」

形

状

言

。

新

し

い

さ

ま

。

初

め

て

で

あ

る

こ

と

。

初

々

し

い

こ

と

。

「

尓

比

に

ひ

嘗ナ

ヘ

屋ヤ

に

生

ひ

立

て

る

」

（

記

雄

略

） 

○

な

ま

し

【

生

】

生

で

あ

る

。

鮮

度

が

落

ち

た

り

、

枯

れ

た

り

し

て

い

な

い

。

【

考

】

「

な

ま

（

生

）

」

形

状

言

。

生

き

て

い

る

こ

と

。

生

な

こ

と

。

ま

た

未

熟

な

・

中

途

半

端

な

意

に

も

用

い

る

。

単

独

の

用

例

は

な

い

。

ま

た

、

後

世

に

は

、

薪

な

ど

が

十

分

乾

燥

せ

ず

燃

え

に

く

い

こ

と

を

ナ

マ

シ

と

い

う

。 

○

に

は

し 

に

わ

か

で

あ

る

。

あ

わ

た

だ

し

い

。

同

源

副

詞

→

に

は

か

に

【

急

・

俄

】

（

急

に

。

に

わ

か

に

。

病

気

に

用

い

ら

れ

た

と

き

は

危

篤

状

態

を

い

う

。

） 

○

ひ

さ

し

【

久

】

久

し

い

。

時

間

が

長

い

。

【

考

】

「

ひ

さ

（

久

）

」

形

状

言

。

形

容

詞

久

シ

の

語

幹

。

長

い

間

。

長

ら

く

。

「

良

久

玉

篇

曰

、

良

猶
レ

長

也

、

長

対
二

於

促
一

、

非
二

暫

時
一

也

、

夜

々

比

佐

尓

安

利

天

ヤ

ヤ

ひ

さ

ニ

ア

リ

テ

」

（

華

厳

音

義

私

記

） 

○

と

も

し

【

乏

】

①

少

な

い

。

と

ぼ

し

い

。

貧

し

い

。

「

匱

乏
止

毛

之

と

も

し

」

（

最

勝

王

経

音

義

）

「

微
ト

モ

シ

、

ス

ク

ナ

シ

・

乏
ト

モ

シ

」

（

名

義

抄

）

②

心

が

惹

か

れ

る

。

③

羨

ま

し

い

。 
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○

は

げ

し

【

烈

】

は

げ

し

い

。

勢

い

が

強

い

。

「

悍
勇

也

、

猛

也

、

波

介

之

は

げ

し

也

」

（

新

撰

字

鏡

）

同

源

動

詞

→

は

げ

む 
〔

生

活

な

ど

の

状

況

〕 

○

し

け

し

【

穢

・

蕪

】

き

た

な

い

意

か

。

「

蕪
穢

也

、

荒

也

、

志

介

志

し

け

し

」 

○

す

が

し 
清

ら

か

で

あ

る

。

す

が

す

が

し

い

。

【

考

】

「

す

が

（

菅

）

」

菅ス

ゲ

の

交

替

形

。

直

接

、

も

し

く

は

助

詞

ノ

を

介

し

て

、

複

合

語

を

作

る

場

合

に

用

い

ら

れ

て

い

る

。

「

須

賀

す

が

畳

い

や

さ

や

敷

き

て

」

（

記

神

武

） 

○

ま

づ

し

【

貧

・

貧

窮

】

貧

乏

な

。

貧

し

い

。

【

考

】

語

幹

マ

ヅ

は

貧マ

ヂ

と

同

源

で

あ

ろ

う

。 

○

や

は

し

【

飢

】

飢

え

て

い

る

。

ひ

も

じ

い

。 

〔

自

然

環

境

〕 

○

す

ず

し

【

冷

・

涼

】

す

ず

し

い

。

さ

わ

や

か

な

。

同

源

動

詞

→

す

ず

む 

○

い

か

し

【

厳

】

①

勢

い

が

盛

ん

で

あ

る

。

穀

物

の

稔

り

や

、

樹

木

の

繁

茂

や

世

の

繁

栄

し

て

い

る

状

態

に

対

し

て

い

う

。

②

い

か

め

し

い

。

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

③

重

大

で

あ

る

。 

○

さ

が

し

【

険

・

峻

】

け

わ

し

い

。

山

や

坂

に

つ

い

て

い

う

こ

と

が

多

い

が

、

浪

が

高

く

は

げ

し

い

さ

ま

に

い

う

こ

と

も

あ

る

。 

○

に

た

し 

水

気

が

多

く

じ

め

じ

め

し

て

い

る

。

【

考

】

「

に

た

」

①

（

名

）

湿

地

。

②

が

地

形

名

と

し

て

名

詞

化

し

た

も

の

。

②

形

状

言

。

柔

ら

か

く

ど

ろ

ど

ろ

な

さ

ま

。

水

気

が

多

く

湿

潤

な

さ

ま

。 

 

以

上

、

単

純

形

式

の

語

幹

の

性

質

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

ま

と

め

て

見

る

と

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

語

基

は

、

よ

く

派

生

あ

る

い

は

同

源

の

動

詞

が

存

在

し

て

い

る

。

前

述

し

た

よ

う

に

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た
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形

容

詞

の

場

合

、

両

者

は

意

味

的

に

違

い

が

生

じ

る

こ

と

も

し

ば

し

ば

見

ら

れ

る

。

こ

れ

に

対

し

て

、

形

容

詞

と

同

源

の

動

詞

は

も

ち

ろ

ん

、

形

容

詞

か

ら

派

生

し

た

動

詞

は

基

本

的

に

ほ

ぼ

同

じ

意

味

を

表

し

て

い

る

。

ま

た

、

形

容

詞

の

語

幹

は

「

形

状

言

あ
り
か
た
こ
と
ば

」

か

ら

く

る

も

の

、

あ

る

い

は

形

容

詞

の

語

幹

が

「

形

状

言

あ
り
か
た
こ
と
ば

」

に

な

る

こ

と

も

あ

る

。

こ

の

場

合

、

さ

ら

に

多

く

の

複

合

語

を

形

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

状

態

的

意

味

を

持

つ

語

基

は

、

シ

ク

活

用

す

る

も

の

も

見

ら

れ

た

。

人

間

は

自

分

の

感

覚

に

基

づ

き

、

そ

れ

を

基

準

と

し

て

事

物

の

性

質

を

捉

え

る

場

合

に

シ

ク

活

用

す

る

傾

向

が

見

ら

れ

る

。

事

物

の

価

値

、

他

人

に

対

す

る

印

象

、

時

間

、

空

間

、

量

、

程

度

な

ど

の

判

断

は

個

人

の

感

覚

に

よ

っ

て

左

右

さ

れ

る

場

合

が

あ

る

か

ら

で

あ

る

。 

以

上

で

示

し

た

よ

う

に

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の

が

約

三

〇

語

、

状

態

的

意

味

を

持

つ

も

の

が

約

二

〇

語

で

、

そ

の

差

は

思

っ

た

ほ

ど

大

き

く

な

か

っ

た

。

し

か

し

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

多

く

は

情

意

的

意

味

を

表

す

た

め

、

特

に

ク

活

用

形

容

詞

と

比

べ

る

と

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

情

意

性

が

強

い

と

い

う

印

象

が

与

え

ら

れ

る

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

は

非

常

に

重

要

な

位

置

を

占

め

て

い

る

と

言

え

る

。 

 
 

 

 

四

―

二 

合

成

形

式

の

語

幹

の

性

質 

１ 

畳

語

形

式

の

語

幹 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

に

は

、

形

容

詞

語

幹

や

擬

声

語

な

ど

を

重

ね

た

形

を

語

幹

と

す

る

も

の

も

か

な

り

あ

る

。

い

わ

ゆ

る

畳

語

形

容

詞

あ

る

い

は

重

複

形

容

詞

で

あ

る

。

畳

語

形

容

詞

は

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

し

か

見

ら

れ

な

い

。

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

見

出

し

語

と

し

て

収

録

さ

れ

た

畳

語

形

容

詞

は

二

〇

語

あ

り

、

そ

の

重

複

要

素

は

次

の

よ

う

で

あ

る

。 
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名

詞

の

重

複 

う

や

う

や

し 
 

「

ヱ

ヤ

」

は

「

礼

」

で

あ

る

。

「

う

や

な

し

（

無

礼

）

」

と

い

う

語

も

あ

る

。 
く

だ

く

だ

し 
 

「

ク

ダ

」

は

「

管

」

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 
く

ま

く

ま

し 
 

「

ク

マ

」

は

「

隈

」

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

ひ

ね

ひ

ね

し 
 

「

ヒ

ネ

」

は

「

干

稲

（

倉

に

積

み

あ

げ

て

古

く

な

っ

た

稲

）

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

を

さ

を

さ

し 
 

「

ヲ

サ

」

は

「

長

」

で

あ

る

。

頭

を

意

味

す

る

名

詞

で

あ

る

。 

を

を

し 
 

 
 

「

ヲ

」

は

「

雄

」

で

あ

る

。

「

め

め

し

」

も

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。 

語

基

の

重

複 

い

つ

つ

し 
 

 

「

イ

ツ

」

は

「

厳

」

で

あ

る

。 

お

こ

こ

し 
 

 

「

お

こ

し

」

と

い

う

形

容

詞

の

存

在

が

推

測

で

き

る

が

、

語

基

不

明

。 

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

「

オ

ド

ロ

」

は

「

驚

」

で

あ

り

、

語

基

不

明

。

擬

声

語

か

。 

お

ほ

ほ

し 
 

 

「

お

ほ

し

」

と

い

う

形

容

詞

の

存

在

が

推

測

で

き

る

が

、

語

基

不

明

。

擬

声

語

か

。 

き

ら

き

ら

し 
 

「

キ

ラ

」

は

情

態

的

意

義

を

も

っ

た

擬

声

語

で

あ

る

。 

こ

ご

し 
 

 
 

「

コ

ゴ

」

は

重

複

に

よ

っ

て

構

成

さ

れ

た

擬

声

語

で

あ

る

。 

す

が

す

が

し 
 

「

ス

ガ

」

は

「

清

」

で

あ

り

、

「

す

が

し

」

と

い

う

形

容

詞

も

あ

る

。 

そ

が

そ

が

し 
 

「

す

が

す

が

し

」

に

同

じ

。 

た

ぎ

た

ぎ

し 
 

「

た

ぎ

し

」

と

い

う

形

容

詞

の

存

在

が

推

測

で

き

る

が

、

語

基

不

明

。 

た

づ

た

づ

し 
 

「

た

づ

が

な

い

」

と

い

う

語

と

関

係

が

あ

る

な

ら

、

名

詞

の

可

能

性

が

あ

る

が

、

擬

声

語

も

考

え

ら

れ

る

。 

ゆ

ゆ

し 
 

 
 

「

ユ

」

は

「

斎

」

か

「

忌

」

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 
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形

容

詞

語

幹

の

重

複 

と

ほ

と

ほ

し 
 

「

ト

ホ

」

は

ク

活

用

形

容

詞

「

と

ほ

し

」

の

語

幹

で

あ

る

。 
な

が

な

が

し 
 

「

ナ

ガ

」

は

ク

活

用

形

容

詞

「

な

が

し

」

の

語

幹

で

あ

る

。 

動

詞

連

用

形

の

重

複 

わ

き

わ

き

し 
 

「

ワ

キ

」

は

動

詞

「

別

く

」

の

連

用

形

で

あ

る

。 

 

よ

く

言

わ

れ

る

の

は

、

ク

活

用

形

容

詞

と

、

そ

の

語

幹

が

重

複

す

る

も

の

の

、

両

者

の

意

味

的

差

異

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

「

ナ

ガ

シ

」

の

も

つ

客

観

性

に

対

し

て

、

「

ナ

ガ

ナ

ガ

シ

」

は

主

観

に

お

い

て

必

要

以

上

に

長

い

と

判

断

す

る

気

持

を

表

し

、

ま

た

、

「

ト

ホ

シ

」

に

対

し

て

、

「

ト

ホ

ト

ホ

シ

」

は

そ

の

距

離

を

眺

め

た

り

す

る

心

理

状

態

を

伴

っ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

そ

の

意

味

で

、

畳

語

形

容

詞

の

機

能

は

強

調

と

も

考

え

ら

れ

る

。

凹

凸

・

高

低

・

深

浅

な

ど

の

状

態

を

表

す

語

基

を

重

複

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

そ

の

状

態

の

特

徴

を

意

識

さ

せ

、

も

し

く

は

心

理

状

態

を

伴

っ

て

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

よ

う

に

な

る

。 

○

な

が

な

が

し

【

長

永

】

い

か

に

も

長

い

。

長

っ

た

ら

し

い

。 

＊

「

あ

し

ひ

き

の

山

鳥

の

尾

の

長

永

な
が
な
が
し

夜

を

ひ

と

り

か

も

ね

む

」

（

万

二

八

〇

二

） 

○

と

ほ

と

ほ

し 

遠

い

。

非

常

に

遠

い

。 

＊

「

八

千

矛

の

神

の

命

は

八

島

国

妻

枕

き

か

ね

て

登

富

登

富

斯

と

ほ

と

ほ

し

高

志

コ

シ

の

国

に

賢サ

カ

し

女メ

を

有

り

と

聞

か

し 

て

」

（

記

神

代

） 

 

次

に

、

重

複

要

素

が

名

詞

で

あ

る

六

語

に

つ

い

て

見

て

み

る

。

普

通

、

「

山

々

」

の

よ

う

な

名

詞

が

重

複

す

る

場

合

、

「

山

が

沢

山

あ

る

」

と

い

う

複

数

を

意

味

す

る

。

し

か

し

、

こ

れ

は

語

幹

の

本

来

の

意

味

に

は

な

る

が

、

畳

語

形

容

詞

が

成

り

立

つ

場

合

、

別

の

抽

象

的

意

味

も

新

し

く

成

立

す

る

。

し

た

が

っ

て

、

「

山

々

」

の

よ

う

な

単

な

る

複

数

を

表

す

畳

語

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

は

な

り

に

く

い

と

思

わ

れ

る

。 
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○

う

や

う

や

し

【

恭

】

礼

儀

正

し

い

。

「

今

の

帝

と

立

て

て

す

ま

ひ

く

る

間

に

宇

夜

宇

夜

う

や

う

や

自

久

し

く

相

従

ふ

事

は

無

く

し

て

と

ひ

と

の

仇ア

タ

の

在

る

言

の

ご

と

く

言

ふ

ま

し

じ

き

辞コ

ト

も

言

ひ

ぬ

為

ま

し

じ

き

行ワ

ザ

も

為

ぬ

」

（

二

七

詔

） 
 

 

○

く

だ

く

だ

し

【

細

砕

】

こ

ま

ご

ま

し

て

、

わ

ず

ら

わ

し

い

。

く

ど

い

。

「

阿

利

斯

等

知
テ

二

其

細

砕

く
だ
く
だ
し
き
コ
ト
ヲ

為
レ

事
ワ
ザ
ト

、

不ル
ヲ

一

レ

務
メ

レ

所
ヲ

レ

期リ
シ

、

頻

勧
二

帰

朝
一

」

（

継

体

紀

二

四

年

） 

○

く

ま

く

ま

し 

奥

が

深

く

て

暗

い

よ

う

な

さ

ま

。
「

爾

時

到
二

来

此

処
一

詔

、

甚

久

麻

々

々

志

枳

く

ま

く

ま

し

き

谷

在

、

故

云
二

熊

谷
一

」
（

出

雲

風

土

記

飯

石

郡

） 

○

ひ

ね

ひ

ね

し 

久

し

く

古

い

。

古

く

ひ

か

ら

び

た

さ

ま

を

い

う

。

「

新ア

ラ

墾キ

田

の

し

し

田

の

稲

を

倉

に

挙

げ

て

あ

な

干

稲

干

稲

志

ひ

ね

ひ

ね

し

我

が

恋

ふ

ら

く

は

」

（

万

三

八

四

八

） 

○

を

さ

を

さ

し

【

幹

了

・

直

・

卓

】

す

ぐ

れ

て

い

る

。

は

っ

き

り

し

て

い

て

さ

と

い

。

整

っ

て

き

ち

ん

と

し

て

い

る

。

「

取
二

当

国

之

幹

了

を

さ
を

さ

し

き

者ヒ

ト

一

任
二

其

国

郡

之

首

長
一

」

（

成

務

紀

四

年

） 

○

を

を

し

【

雄

】

お

お

し

い

。

勇

ま

し

い

。

男

性

的

だ

。

「

香

具

山

は

畝

火

雄

男

志

と

耳

成

と

あ

ひ

あ

ら

そ

ひ

き

」

（

万

一

三

） 

 

「

を

さ

（

長

）

」

は

一

群

の

人

々

の

上

に

立

っ

て

い

る

統

御

、

支

配

す

る

人

で

あ

る

。

そ

の

す

ぐ

れ

た

統

御

力

や

判

断

力

な

ど

の

よ

い

性

質

か

ら

、

「

を

さ

を

さ

し

」

の

意

味

が

成

り

立

つ

。

「

を

（

雄

・

男

・

夫

）

」

は

男

、

男

子

の

こ

と

で

あ

る

。

男

性

の

持

つ

属

性

と

し

て

、

「

を

を

し

」

は

勇

ま

し

い

さ

ま

、

男

ら

し

い

さ

ま

を

表

す

。

こ

の

二

語

の

意

味

の

成

立

は

、

前

述

し

た

「

名

詞

＋

し

」

の

構

造

を

と

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

「

い

さ

を

し

」

と

同

じ

パ

タ

ー

ン

で

あ

る

。 

「

ひ

ね

」

は

干

稲

、

「

く

ま

（

隈

）

」

は

曲

が

り

角

、

「

く

だ

（

管

）

」

は

記

載

が

な

い

が

、

同

じ

く

具

体

名

詞

と

考

え

る

。

こ

の

両

者

も

複

数

と

い

う

よ

り

、

「

ひ

ね

」

の

古

く

な

っ

て

干

か

ら

び

た

さ

ま

、
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「

く

ま

（

隈

）

」

の

入

り

く

ん

で

見

え

に

く

い

さ

ま

、

「

く

だ

（

管

）

」

の

直

接

で

は

な

い

な

ど

の

性

質

を

抽

出

し

て

、

畳

語

形

容

詞

の

意

味

が

成

立

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。

「

う

や

（

礼

）

」

は

礼

儀

の

意

味

で

、

具

体

名

詞

で

は

な

い

が

、

「

う

や

う

や

し

」

は

そ

れ

を

重

ね

て

状

態

の

表

現

と

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

そ

の

他

の

語

基

の

重

複

の

場

合

、

重

複

要

素

が

不

明

で

あ

る

も

の

が

多

い

た

め

、

畳

語

形

容

詞

の

意

味

と

語

基

と

の

関

連

性

は

断

定

で

き

な

い

。

「

す

が

す

が

し

」

「

お

こ

こ

し

」

な

ど

の

場

合

、

畳

語

形

で

は

な

い

「

す

が

し

」

「

お

こ

し

」

も

シ

ク

活

用

形

容

詞

で

あ

り

、

そ

し

て

両

者

の

意

味

は

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る

。

こ

の

点

は

、

「

な

が

な

が

し

」

の

よ

う

な

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

の

重

複

に

よ

る

主

観

性

の

介

入

と

は

異

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

語

基

が

擬

声

語

の

場

合

、

畳

語

形

容

詞

の

意

味

は

当

然

そ

の

聴

覚

か

ら

変

化

し

た

も

の

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

「

こ

ご

」

は

物

を

す

り

あ

わ

せ

る

音

を

表

す

擬

声

語

で

あ

り

、

そ

れ

は

聴

覚

か

ら

視

覚

に

転

用

さ

れ

、

「

岩

が

ご

つ

ご

つ

し

て

け

わ

し

い

」

状

態

を

表

す

。

「

き

ら

」

は

擬

声

語

で

あ

る

か

は

疑

問

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

聴

覚

あ

る

い

は

視

覚

か

ら

、

「

姿

や

顔

が

と

と

の

っ

て

美

し

い

」

と

い

う

評

価

的

意

味

を

表

す

よ

う

に

な

る

の

は

確

か

で

あ

る

。

「

お

ど

ろ

」

も

聴

覚

か

ら

驚

き

の

情

意

的

意

味

を

持

つ

よ

う

に

な

っ

た

。

ほ

か

の

語

は

基

本

的

に

強

調

と

考

え

て

よ

い

で

あ

ろ

う

。 

○

い

つ

つ

し 

未

詳

。

勢

力

の

あ

る

さ

ま

を

い

う

か

。

「

御ミ

床ユ

カ

つ

ひ

の

佐

夜

伎

サ

ヤ

ギ

、

夜

女

の

伊

須

々

伎

イ

ス

ス

キ

、

伊

豆

都

志

伎

い

つ

つ

し

き

事

な

く

平

ら

け

く

安

ら

け

く

護

り

奉

る

神

」

（

祝

詞

大

殿

祭

） 

○

お

こ

こ

し

【

沈

毅

】

力

強

く

い

か

め

し

い

。

沈

着

豪

毅

で

あ

る

。

オ

コ

オ

コ

シ

・

オ

コ

シ

と

も

。

「

武

芸

過
レ

人

、

而

志

尚

沈

毅

お

こ

こ

し

」

〈

沈

毅
於

己

々

々

之

お

こ

お

こ

し

〉

（

綏

靖

前

紀

・

私

記

丙

本

） 

○

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し 

ぎ

ょ

う

ぎ

ょ

う

し

い

。

物

々

し

い

。

驚

く

べ

き

で

あ

る

。

「

其

人

等

の

和ニ

キ

み

安

み

為

べ

く

相

言

へ

、

驚お

ど

呂ろ

驚お

ど

呂

之

岐

ろ

し

き

事

行

コ

ト

ワ

ザ

な

せ

そ

」

（

五

六

詔

） 

○

お

ほ

ほ

し

【

鬱

】

①

も

の

の

形

が

お

ぼ

ろ

で

あ

る

。

ぼ

ん

や

り

し

て

い

る

。

「

海

人

処

女

漁

り

焚

く

火
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の

於

煩

保

之

久

お

ほ

ほ

し

く

」

（

万

三

八

九

九

）

②

心

が

ぼ

ん

や

り

と

し

て

晴

れ

な

い

。

心

が

結

ぼ

れ

て

物

悲

し

い

。

③

お

ろ

か

で

あ

る

。

ば

か

げ

て

い

る

。 
○

き

ら

き

ら

し

【

端

正

】

姿

や

顔

が

と

と

の

っ

て

美

し

い

。

「

漸

随
二

長

大
一

、

面

容

端

正

き
ら
き
ら
し

〈
岐

良

支

良

シ

き

ら

き

ら

し

〉

」

（

霊

異

記

中

三

一

話

） 

○

こ

ご

し 
岩

な

ど

が

ご

つ

ご

つ

し

て

け

わ

し

い

。

「

許

其

志

こ

ご

し

か

も

岩

の

神

さ

び

た

ま

き

は

る

幾

代

経

に

け

む

」

（

万

四

〇

〇

三

） 

○

す

が

す

が

し

【

清

清

】

清

々

し

い

。

さ

わ

や

か

で

快

い

。

ソ

ガ

ソ

ガ

シ

と

も

。

「

求
二

出

雲

国
一

、

爾

到
二

坐

須

賀

ス

ガ

地
一

而

詔

之

、

吾

来
二

此

地
一

、

我

御

心

須

賀

須

賀

斯

す

が

す

が

し

而

、

其

地

作
レ

宮

坐

、

故

、

其

地

者

於
レ

今

云
二

須

賀

ス

ガ

一

也

」

（

記

神

代

） 

○

そ

が

そ

が

し 

す

が

す

が

し

い

。

ス

ガ

ス

ガ

シ

と

も

。

「

菅ス

ガ

生フ

、

一

云

品

太

天

皇

巡

行

之

時

、

闢
二

井

此

岡
一

、

水

甚

清

寒

、

於
レ

是

勅

曰

、

由
二

水

清

寒
一

、

吾

意

宗

々

我

々

志

そ

が

そ

が

し

、

故

曰
二

宗

我

富

ソ

ガ

フ

一

」

（

播

磨

風

土

記

揖

保

郡

） 

○

た

ぎ

た

ぎ

し 

凹

凸

・

高

底

・

深

浅

の

あ

る

状

態

を

い

う

。

「

即

幸
二

屋

形

野

之

帳ノ

宮
一

、

車

駕

ミ

ク

ル

マ

所
レ

経

之

、

道

狭

地

深

浅

、

取
二

悪

路

之

義
一

、

謂
二

之

当

麻

タ

ギ

マ

一

俗

云
二

多

支

多

支

斯

た

ぎ

た

ぎ

し

一

」

（

常

陸

風

土

記

行

方

郡

） 

○

た

づ

た

づ

し 

①

た

よ

り

な

い

。

心

細

い

。

「

草

香

江

の

入

江

に

あ

さ

る

蘆

鶴

の

あ

な

多

豆

多

頭

思

友

無

し

に

し

て

」

（

万

五

七

五

）

②

あ

ぶ

な

っ

か

し

い

。

確

か

で

な

い

。 

○

ゆ

ゆ

し

【

斎

忌

・

忌

】

忌

み

慎

し

ま

れ

る

。

憚

ら

れ

る

。

神

聖

な

も

の

・

恐

れ

多

い

こ

と

に

触

れ

る

の

を

遠

慮

す

る

心

持

を

あ

ら

わ

す

。

「

い

つ

白

檮

カ

シ

が

も

と

白

檮

が

も

と

由

由

斯

伎

ゆ

ゆ

し

き

か

も

白

檮

原

を

と

め

」

（

記

雄

略

） 
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上

代

語

の

畳

語

形

容

詞

の

中

で

、

唯

一

動

詞

連

用

形

の

重

複

に

よ

る

も

の

は

、

「

わ

き

わ

き

し

」

で

あ

る

。

動

詞

「

わ

く

」

は

「

わ

け

る

、

区

別

す

る

」

と

い

う

意

味

を

表

し

、

そ

の

連

用

形

で

あ

る

名

詞

「

わ

き

」

は

「

区

別

、

け

じ

め

」

の

意

味

を

表

す

。

前

述

し

た

よ

う

に

、

語

基

が

名

詞

で

あ

る

場

合

、

「

ほ

か

し

」

の

よ

う

な

異

同

を

表

す

も

の

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

す

る

傾

向

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。

こ

の

「

わ

き

わ

き

し

」

は

上

代

早

く

も

成

立

し

た

の

は

、

そ

の

「

区

別

す

る

」

と

い

う

意

味

と

大

き

く

関

係

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。 

○

わ

き

わ

き

し

【

分

明

】

は

っ

き

り

し

て

い

る

。

き

わ

だ

っ

て

い

る

。

「

雖
レ

撿
二

挍

其

国

之

神

宝
一

、

無
二

分

明

わ
き
わ
き
し
く

申

言

者
一

」

（

垂

仁

紀

二

六

年

） 

 

２ 

そ

の

他

の

合

成

形

式

の

語

幹 

名

詞

／

語

基

＋

形

容

詞 

○

う

ら

が

な

し 

心

が

な

し

い

。 

○

う

ら

ぐ

は

し 

心

に

う

つ

く

し

く

感

じ

ら

れ

る

。

ク

ハ

シ

は

美

妙

・

美

麗

・

楽

の

意

で

、

す

べ

て

美

的

な

快

感

を

お

ぼ

え

た

も

の

に

つ

い

て

い

う

語

。 

○

う

ら

ご

ひ

し

【

裏

恋

】

心

恋

し

い

。

ウ

ラ

ゴ

ホ

シ

と

も

。 

○

う

ら

ご

ほ

し 

心

恋

し

い

。 

○

こ

こ

ろ

が

な

し

【

情

悲

】

そ

ぞ

ろ

に

悲

し

い

。

は

っ

き

り

し

た

理

由

も

な

く

悲

し

い

。 

○

こ

こ

ろ

ぐ

る

し 

気

が

か

り

だ

。

心

配

だ

。

「

あ

し

ひ

き

の

荒

山

中

に

送

り

置

き

て

帰

ら

ふ

見

れ

ば

情

苦

も

」

（

万

一

八

〇

六

） 

○

こ

こ

ろ

こ

ひ

し

【

心

恋

】

心

ひ

か

れ

る

。 
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○

う

た

だ

ぬ

し 

た

だ

た

だ

楽

し

い

。 
○

う

た

だ

の

し 

た

だ

た

だ

楽

し

い

。 
○

も

の

か

な

し

【

物

悲

】

何

と

な

く

悲

し

い

。

う

ら

悲

し

い

。 

○

も

の

こ

ひ

し 

何

と

な

く

恋

し

い

。

モ

ノ

コ

ホ

シ

と

も

訓

め

る

。 

○

か

ぐ

は

し 

①

に

お

い

が

よ

い

。

香

り

が

高

い

。

か

ん

ば

し

い

。

②

な

つ

か

し

い

。

心

惹

か

れ

る

。

香

り

の

高

い

も

の

に

心

が

ひ

き

つ

け

ら

れ

る

と

こ

と

か

ら

生

じ

た

も

の

で

あ

ろ

う

。

「

見

ま

く

ほ

り

思

ひ

し

な

へ

に

蘰
カ
ヅ
ラ

蘿カ

ゲ

香

具

波

之

か

ぐ

は

し

君

を

相

見

つ

る

か

も

」

（

万

四

一

二

〇

） 

○

な

ぐ

は

し

【

名

細

】

名

が

す

ぐ

れ

て

い

る

。 

○

は

な

ぐ

は

し

【

花

細

】

花

が

美

し

い

。

そ

の

も

の

の

美

し

さ

が

特

に

花

に

お

い

て

目

立

っ

て

い

る

と

い

う

意

。

「

は

な

ぐ

は

し

」

枕

詞

。

花

の

美

し

い

意

で

、

桜

・

葦

な

ど

の

植

物

名

に

か

か

る

。 

○

ま

ぐ

は

し

【

目

細

】

う

る

わ

し

い

。

見

て

う

つ

く

し

く

思

う

。 

 

右

の

よ

う

に

、

「

う

ら

」

「

こ

こ

ろ

」

「

う

た

」

「

も

の

」

「

く

は

し

」

の

五

語

に

よ

る

複

合

や

派

生

が

多

く

見

ら

れ

る

。

こ

の

う

ち

、

「

こ

こ

ろ

く

る

し

」

と

「

か

ぐ

は

し

」

の

二

語

だ

け

は

、

単

独

の

語

の

意

味

の

プ

ラ

ス

よ

り

少

し

意

味

の

違

い

が

生

じ

て

い

る

。

「

う

ら

」

「

こ

こ

ろ

」

「

も

の

」

は

接

頭

語

で

あ

る

が

、

名

詞

と

し

て

扱

っ

て

も

よ

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

○

う

ら

【

裏

】

（

名

）

②

心

。

思

い

。

心

は

内

に

こ

も

っ

て

い

る

も

の

と

し

て

裏

と

い

う

の

で

あ

ろ

う

。

下

・

奥

・

底

・

根

な

ど

も

、

心

の

意

に

用

い

ら

れ

る

。

独

立

の

用

法

は

慣

用

的

な

ウ

ラ

モ

ナ

ク

の

み

で

、

他

は

接

頭

語

的

に

使

わ

れ

、

そ

れ

も

モ

ノ

悲

シ

と

同

様

に

、

何

と

な

く

の

意

を

示

す

こ

と

が

多

い

。 
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○

こ

こ

ろ

【

心

・

情

】

（

名

）

⑥

接

頭

語

と

し

て

用

い

、

形

容

詞

に

冠

す

る

。

表

面

に

現

わ

れ

ず

、

内

面

だ

け

に

生

ず

る

感

情

を

示

す

。

ウ

ラ

に

も

同

様

の

用

法

が

あ

る

。 
○

う

た 

形

状

言

。

形

容

詞

な

ど

に

上

接

し

て

、

何

と

な

く

・

む

し

ょ

う

に

等

の

副

詞

的

な

意

味

を

添

え

、

ま

た

副

詞

ウ

タ

タ

・

ウ

タ

テ

な

ど

の

語

基

と

な

っ

て

い

る

。 

○

も

の

【

物

・

者

・

鬼

】

（

名

）

⑥

形

容

詞

に

冠

し

て

用

い

、

何

と

な

く

そ

の

感

じ

が

生

じ

る

こ

と

を

表

す

。 

○

く

は

し

【

妙

・

細

】

（

形

シ

ク

）

こ

ま

や

か

に

う

る

わ

し

く

、

す

ぐ

れ

て

い

る

こ

と

。

ウ

ラ

グ

ハ

シ

・

マ

グ

ハ

シ

等

、

複

合

形

容

詞

と

し

て

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

い

。 

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞 

○

お

も

ひ

が

な

し 

こ

こ

ろ

か

な

し

い

。

心

が

傷

む

。 

○

お

も

ひ

ぐ

る

し 

心

苦

し

い

。

思

い

に

堪

え

か

ね

る

。 

○

き

ほ

し

【

欲

服

】

着

た

い

。 

○

み

が

ほ

し

【

欲

見

】

見

た

い

。

心

ひ

か

れ

て

み

た

く

思

う

。

ミ

ホ

シ

と

も

。 

○

み

ほ

し

【

欲

見

】

見

た

い

。 

 

動

詞

連

用

形

は

「

お

も

ひ

」

「

き

る

」

「

み

る

」

の

よ

う

に

極

め

て

少

な

い

。

こ

こ

で

の

「

お

も

ふ

（

思

・

念

・

憶

）

」

は

「

～

を

～

と

思

う

」

の

思

考

を

表

す

も

の

で

は

な

く

、

心

配

す

る

な

ど

の

意

で

あ

る

。

「

ほ

し

」

に

よ

る

複

合

語

は

、

ほ

か

に

「

有

り

が

ほ

し

」

が

挙

げ

ら

れ

る

。 

そ

の

他 

○

し

り

ひ

か

し 

未

詳

。

気

が

か

り

で

後

よ

り

引

っ

ぱ

ら

れ

る

。

後

髪

が

引

か

れ

る

思

い

で

あ

る

の

意

か

。 

○

な

み

だ

ぐ

ま

し 

涙

ぐ

ま

し

い

。

ひ

と

り

で

に

涙

が

出

て

く

る

よ

う

な

気

持

ち

を

い

う

。

動

詞

ナ

ミ

タ
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グ

ム

の

形

容

詞

化

し

た

も

の

。

た

だ

し

動

詞

の

例

は

見

え

な

い

。 
○

み

だ

り

か

は

し

【

妄

・

闌

】

乱

雑

だ

。

無

秩

序

だ

。 

 
「

し

り

ひ

か

し

」

は

「

い

き

づ

か

し

」

と

同

じ

く

複

合

動

詞

か

ら

の

派

生

と

も

考

え

ら

れ

る

が

、

「

し

り

ひ

く

」

と

い

う

複

合

動

詞

は

見

当

た

ら

な

い

。

ま

た

、

「

ひ

か

し

」

は

形

容

詞

で

は

な

い

点

で

、

他

の

複

合

形

容

詞

と

異

な

っ

て

い

る

。

「

な

み

だ

ぐ

ま

し

」

は

接

尾

語

「

ぐ

ま

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

、

あ

る

い

は

複

合

動

詞

「

涙

ぐ

む

」

か

ら

の

派

生

で

あ

る

。

「

み

だ

り

か

は

し

」

の

「

か

は

し

」

も

接

尾

語

と

言

わ

れ

る

が

、

い

ず

れ

も

生

産

力

が

乏

し

い

。

上

代

に

お

い

て

接

辞

に

よ

る

派

生

は

極

め

て

少

な

い

。 

 

第
五
節 

ま
と
め 

 

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

ク

活

用

形

容

詞

は

、

活

用

形

式

だ

け

で

な

く

、

語

構

成

と

意

味

の

上

で

も

大

き

く

異

な

っ

て

い

る

。 

ま

ず

、

語

構

成

か

ら

み

る

と

、

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

は

独

立

性

が

高

く

、

「

し

」

は

付

属

的

な

存

在

で

あ

る

。

そ

れ

故

、

「

語

基

＋

し

」

の

造

語

形

式

を

一

般

的

に

用

い

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

が

多

く

見

ら

れ

、

接

辞

と

の

結

合

性

も

よ

い

。

こ

れ

に

対

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

、

情

意

性

を

表

す

語

基

が

多

く

、

独

立

性

に

乏

し

い

た

め

、

「

し

」

と

の

結

合

が

よ

り

緊

密

的

で

あ

り

、

「

し

」

は

語

幹

の

一

部

と

見

る

ほ

う

が

妥

当

で

あ

る

。

シ

ク

活

用

の

発

生

・

発

達

は

ク

活

用

形

容

詞

よ

り

遅

れ

た

と

言

わ

れ

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

と

い

っ

た

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

と

、

「

な

が

な

が

し

」

「

と

ほ

と

ほ

し

」

の

よ

う

な

ク

活

用

語

幹

を

重

ね

て

用

い

る

畳

語

形

容

詞

な

ど

の

存

在

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

二

次

的

な

も

の

と

見

る

べ

き

根

拠

と

な

る

。

し

た

が

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

上

代

に

お

い

て

、

接

辞

と

の

結

合

は

ほ

と

ん

ど

見

ら

れ

ず

、

複

合

形

容

詞

に

用

い

る

語

彙

も

、

か

な

り

限

ら

れ

て

い

る

。 
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意

味

か

ら

見

る

と

、

ク

活

用

形

容

詞

に

は

属

性

を

表

す

も

の

が

多

く

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

は

情

意

を

表

す

も

の

が

多

い

と

い

う

傾

向

が

認

め

ら

れ

る

。

し

か

し

、

具

体

的

に

分

析

し

て

み

る

と

、

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

も

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の

が

あ

り

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

も

、

状

態

的

意

味

を

持

つ

も

の

が

決

し

て

少

な

く

な

い

。

そ

れ

は

、

事

物

の

属

性

と

い

う

も

の

は

、

一

定

の

客

観

的

な

基

準

が

あ

る

一

方

、

個

人

に

よ

る

主

観

的

な

判

断

基

準

で

も

成

り

立

つ

た

め

で

あ

る

。

時

間

や

空

間

、

事

物

の

質

や

量

の

判

断

、

人

の

行

為

に

対

す

る

評

価

な

ど

、

個

人

の

主

観

が

認

識

に

影

響

を

与

え

う

る

。

し

た

が

っ

て

、

シ

ク

活

用

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

こ

の

主

観

性

が

よ

く

伝

わ

る

と

も

言

え

る

。 

 

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

、

そ

の

語

幹

か

ら

見

る

と

、

動

詞

か

ら

の

派

生

で

あ

る

場

合

に

最

大

の

特

徴

が

あ

る

。

そ

の

動

詞

は

心

理

活

動

を

表

す

も

の

が

最

も

多

い

が

、

そ

れ

以

外

に

、

思

考

や

願

望

を

表

す

も

の

、

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

も

の

も

見

ら

れ

た

。

後

者

に

は

、

「

息

づ

く

・

微

笑

む

・

涙

ぐ

む

」

な

ど

感

情

と

関

係

あ

る

も

の

も

あ

れ

ば

、

「

い

た

ぶ

る

・

け

が

る

」

の

よ

う

な

感

情

と

無

関

係

の

も

の

も

あ

る

。

次

に

は

情

意

的

意

味

を

持

つ

語

基

が

多

く

存

在

し

て

い

る

点

で

あ

る

。

ク

活

用

形

容

詞

と

比

べ

た

場

合

の

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

の

特

徴

の

一

つ

で

あ

る

。

し

か

し

、

実

際

に

は

状

態

的

意

味

を

持

つ

語

基

も

少

な

く

な

か

っ

た

。

時

間

・

空

間

、

質

・

量

・

程

度

、

美

し

さ

・

汚

さ

と

、

人

柄

・

品

行

・

性

格

な

ど

の

人

の

性

質

、

人

間

は

こ

れ

ら

の

状

態

を

表

す

概

念

を

認

識

す

る

と

き

、

判

断

側

の

主

観

性

も

介

入

し

う

る

。

た

だ

し

、

心

理

状

態

を

表

す

情

意

性

の

高

い

も

の

と

比

べ

て

、

こ

の

類

の

シ

ク

活

用

は

不

安

定

な

一

面

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

「

ほ

か

し

」

「

わ

れ

じ

」

「

し

り

ひ

か

し

」

の

よ

う

な

、

一

時

的

に

シ

ク

活

用

さ

れ

る

も

の

も

歴

史

の

流

れ

の

中

で

は

少

な

く

な

い

。

ま

た

、

畳

語

形

容

詞

も

シ

ク

活

用

形

容

詞

独

特

の

存

在

で

あ

る

。

そ

の

機

能

は

基

本

的

に

強

調

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

、

重

複

要

素

で

あ

る

語

基

と

の

情

意

性

の

違

い

は

、

語

に

よ

っ

て

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

。 
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上

代

に

お

い

て

、

も

う

一

つ

注

目

す

る

の

は

、

自

然

状

況

と

関

係

あ

る

語

幹

の

存

在

で

あ

る

。

自

然

環

境

は

人

の

生

活

に

大

き

く

影

響

し

て

い

る

た

め

、

道

の

険

し

さ

な

ど

、

本

来

ク

活

用

す

べ

き

も

の

を

シ

ク

活

用

す

る

傾

向

が

見

ら

れ

た

。

畳

語

形

容

詞

の

中

で

、

「

お

ほ

ほ

し

」

「

く

ま

く

ま

し

」

「

こ

ご

し

」

「

た

ぎ

た

ぎ

し

」

「

た

づ

た

づ

し

」

「

と

ほ

と

ほ

し

」

な

ど

の

存

在

も

こ

の

よ

う

な

古

代

に

人

の

生

活

状

況

と

関

係

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

畳

語

形

容

詞

や

動

詞

か

ら

の

派

生

形

容

詞

の

存

在

は

、

上

代

シ

ク

活

用

形

容

詞

語

構

成

の

特

徴

で

あ

る

と

見

ら

れ

る

が

、

そ

の

意

味

表

現

か

ら

す

る

と

、

当

然

の

こ

と

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

は

そ

の

語

の

持

つ

意

味

お

よ

び

機

能

と

深

く

連

関

す

る

。

平

安

時

代

以

降

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

語

構

成

及

び

意

味

上

に

ど

ん

な

変

化

を

生

じ

る

の

か

、

引

き

続

き

考

察

す

る

。 
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第
二
章 

中
古
中
世
シ
ク
活
用
形
容
詞
に
つ
い
て 

  

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

の

序

文

で

、

「

日

本

語

の

歴

史

に

お

い

て

、

古

代

か

ら

近

代

へ

推

移

す

る

過

渡

期

に

当

り

、

古

代

語

の

継

承

と

近

代

語

の

生

成

発

展

と

い

う

二

面

が

交

錯

し

て

複

雑

な

様

相

を

呈

し

つ

つ

、

次

第

に

近

代

語

の

輪

郭

を

現

わ

す

に

至

る

の

が

室

町

期

で

あ

る

」

と

述

べ

て

い

る

。

こ

こ

で

は

、

大

き

く

古

代

語

と

近

代

語

と

を

分

け

る

室

町

時

代

を

境

目

と

し

て

、

平

安

時

代

の

古

代

後

期

か

ら

室

町

時

代

ま

で

の

流

れ

を

大

き

く

「

中

古

・

中

世

」

と

し

て

捉

え

、

そ

の

時

代

に

お

け

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

変

遷

を

考

察

す

る

。 

 

平

安

時

代

（

七

九

四

～

一

一

九

二

年

）

末

期

に

な

る

と

、

連

体

形

の

終

止

用

法

が

広

ま

り

、

古

代

語

の

終

止

形

は

次

第

に

消

滅

し

て

い

く

。

こ

う

し

て

、

古

代

語

の

連

体

形

が

終

止

連

体

形

と

な

り

、

「

～

き

」

か

ら

「

～

い

」

ヘ

と

転

化

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

の

区

別

の

消

滅

と

い

う

大

き

な

変

化

が

生

じ

た

。

そ

の

活

用

に

お

け

る

変

化

と

は

別

に

、

平

安

時

代

か

ら

室

町

時

代

ま

で

の

八

百

年

の

間

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

お

よ

び

意

味

に

は

、

ど

の

よ

う

な

変

化

が

あ

っ

た

の

か

、

本

章

で

は

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

第

二

版

）

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

三

省

堂

）

、

『

日

葡

辞

書

』

（

『

邦

訳

日

葡

辞

書

』

岩

波

書

店

に

よ

る

）

な

ど

を

中

心

に

、

各

時

代

の

新

出

語

を

収

集

す

る

と

と

も

に

、

形

容

詞

語

彙

の

諸

相

を

考

察

す

る

こ

と

に

す

る

。 

 

第
一
節 

『
日
葡
辞
書
』
に
見
る
形
容
詞
語
構
成
の
変
化 

『

日

葡

辞

書

』

は

、

一

六

〇

三

年

イ

エ

ズ

ス

会

宣

教

師

ら

が

編

纂

し

た

日

本

語

と

ポ

ル

ト

ガ

ル

語

の

対
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訳

辞

書

で

、

京

都

の

話

し

言

葉

を

中

心

と

し

て

，

雅

語

・

俗

語

・

方

言

・

婦

人

語

な

ど

を

含

め

約

三

万

二

千

語

を

採

録

し

、

語

義

・

用

例

を

示

す

ほ

か

、

語

法

・

発

音

ま

で

説

明

が

及

ぶ

と

い

う

、

日

本

語

史

を

考

察

す

る

上

で

不

可

欠

の

、

第

一

級

の

資

料

で

あ

る

。

以

下

、

『

日

葡

辞

書

』

は

『

邦

訳

日

葡

辞

書

』

（

一

九

八

〇

）

を

用

い

る

こ

と

に

す

る

。 

 

一

―

一 
ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

の

変

化 

 

『

日

葡

辞

書

』

（

一

九

八

〇

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

ク

活

用

形

容

詞

は

二

七

五

語

で

あ

る

。

そ

の

語

構

成

を

分

析

し

、

上

代

語

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

と

比

較

す

る

と

、

次

の

よ

う

な

変

化

が

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

（

表

４

・

表

５

参

照

）

。 

 

ま

ず

、

上

代

語

ク

活

用

一

五

六

語

の

中

で

、

単

純

形

容

詞

、

派

生

形

容

詞

、

複

合

形

容

詞

は

そ

れ

ぞ

れ

四

七

％

、

三

二

％

、

二

一

％

を

占

め

て

い

る

。

こ

れ

に

対

し

て

、

『

日

葡

辞

書

』

（

一

九

八

〇

）

収

録

の

二

七

五

語

の

中

で

、

三

者

の

比

重

は

、

三

七

％

、

二

三

％

、

四

〇

％

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

単

純

形

容

詞

と

派

生

形

容

詞

の

比

重

は

そ

れ

ぞ

れ

一

〇

％

ほ

ど

減

少

し

、

複

合

形

容

詞

は

二

〇

％

ほ

ど

増

加

し

て

い

る

。

特

に

、

複

合

形

容

詞

の

増

加

は

注

目

さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。 

 

ま

た

、

語

構

造

を

見

る

と

、

単

純

形

容

詞

の

中

で

、

「

語

基

＋

し

」

と

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

に

は

あ

ま

り

増

加

は

見

え

な

か

っ

た

が

、

動

詞

連

用

形

、

形

容

動

詞

語

幹

、

名

詞

と

副

詞

に

「

し

」

を

付

け

て

作

ら

れ

た

も

の

が

現

れ

て

い

る

。

派

生

形

容

詞

に

は

新

し

い

接

頭

語

が

い

く

つ

か

現

れ

る

が

、

生

産

性

は

持

っ

て

い

な

い

。

ま

た

、

上

代

か

ら

の

接

尾

語

「

な

し

」

は

依

然

と

し

て

造

語

力

を

発

揮

し

て

い

る

が

、

「

け

し

」

は

消

滅

し

、

新

し

い

接

尾

語

も

現

れ

て

い

な

い

。

複

合

形

容

詞

の

中

で

は

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

の

増

加

が

著

し

く

、

ま

た

、

「

副

詞

＋

形

容

詞

」

も

一

語

現

れ

た

。 
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一

―

二 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

の

変

化 

 
『

日

葡

辞

書

』

（

一

九

八

〇

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

二

二

二

語

で

あ

る

。

そ

の

語

構

成

に

つ

い

て

、

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

比

較

す

る

と

、

次

の

よ

う

な

変

化

が

あ

っ

た

こ

と

が

わ

か

る

（

表

６

・

表

７

参

照

）

。 

ま

ず

、

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

二

語

で

は

、

単

純

形

容

詞

は

七

〇

％

、

複

合

形

容

詞

は

二

七

％

（

畳

語

形

容

詞

は

一

四

％

、

「

前

項

＋

形

容

詞

」

は

一

三

％

）

を

占

め

、

派

生

形

容

詞

は

極

め

て

少

な

い

。

こ

れ

に

対

し

て

、

『

日

葡

辞

書

』

収

録

の

二

二

二

語

は

、

単

純

形

容

詞

は

四

六

％

、

複

合

形

容

詞

は

二

七

％

（

畳

語

形

容

詞

は

一

九

％

、

「

前

項

＋

形

容

詞

」

は

八

％

）

を

占

め

て

い

る

が

、

な

か

で

も

全

体

の

二

一

％

を

占

め

る

よ

う

に

な

っ

た

派

生

形

容

詞

は

最

も

注

目

さ

れ

る

（

そ

の

他

は

六

％

あ

る

）

。 

  

語

構

造

か

ら

見

る

と

、

単

純

形

容

詞

の

中

で

は

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

が

依

然

と

し

て

優

勢

を

持

ち

、

従

来

の

名

詞

や

副

詞

以

外

に

「

い

み

じ

い

」

「

お

さ

な

し

い

」

「

す

ぐ

し

い

」

の

よ

う

な

動

詞

連

用

形

・

形

容

詞

語

幹

・

形

容

動

詞

語

幹

に

「

し

」

を

付

く

も

の

も

現

れ

た

。

複

合

形

容

詞

の

中

で

は

、

畳

語

形

容

詞

の

語

数

は

か

な

り

増

え

た

が

、

そ

の

他

の

複

合

形

容

詞

は

そ

れ

ほ

ど

変

わ

り

が

な

い

。

す

ぐ

れ

た

生

産

性

を

持

つ

接

尾

語

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

の

出

現

は

派

生

形

容

詞

の

大

量

増

加

の

原

因

と

も

な

っ

て

い

る

。 

 

第
二
節 

中
古
中
世
新
出
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
構
成 

 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

四

八

四

語

で

あ

る

。

ま

た

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

し
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い

」

型

形

容

詞

は

八

九

七

語

で

あ

る

。

そ

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

合

わ

せ

て

四

九

二

語

は

平

安

時

代

か

ら

室

町

時

代

末

ま

で

の

八

百

年

の

間

に

現

れ

た

と

見

ら

れ

る

。

そ

の

中

で

、

最

も

古

い

挙

例

が

平

安

時

代

に

遡

れ

る

も

の

は

一

四

六

語

、

鎌

倉

時

代

に

遡

れ

る

も

の

は

四

五

語

、

室

町

時

代

以

降

の

も

の

は

一

七

九

語

で

あ

る

。

残

り

一

二

二

語

は

用

例

の

記

載

が

な

い

た

め

、

具

体

的

な

出

現

時

期

が

確

認

で

き

な

か

っ

た

。

出

現

時

期

が

確

認

で

き

る

も

の

を

挙

げ

て

、

そ

の

時

代

に

お

け

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

特

徴

を

把

握

し

て

み

る

（

表

８

・

表

９

・

表

10
・

表

11
参

照

）

。 

 

二

―

一 

平

安

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成 

ま

ず

、

平

安

時

代

の

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

七

語

の

語

構

成

か

ら

見

て

み

る

。 

 

一

四

七

語

の

う

ち

、

単

純

形

容

詞

は

四

七

語

、

畳

語

形

容

詞

の

四

四

語

を

含

め

複

合

形

容

詞

は

六

一

語

で

あ

る

。

ま

た

、

派

生

形

容

詞

は

、

接

頭

語

に

よ

る

一

二

語

と

、

接

尾

語

に

よ

る

一

六

語

を

合

わ

せ

て

二

八

語

も

あ

る

。

『

日

葡

辞

書

』

（

一

九

八

〇

）

か

ら

見

た

室

町

時

代

に

お

け

る

合

成

形

容

詞

の

発

展

は

、

早

く

も

平

安

時

代

か

ら

始

ま

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

具

体

的

に

見

る

と

、

単

純

形

容

詞

の

中

で

、

特

に

注

目

す

る

の

は

、

情

意

性

の

高

い

語

基

の

減

少

で

あ

る

。

「

語

基

＋

し

」

は

わ

ず

か

一

一

語

で

あ

り

、

そ

し

て

、

そ

の

中

で

情

意

を

表

す

語

基

は

「

む

つ

か

し

」

の

一

語

だ

け

で

あ

る

。

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

は

二

八

語

で

あ

り

、

上

代

と

同

じ

く

心

理

状

態

や

思

考

な

ど

多

様

な

動

詞

か

ら

形

容

詞

を

派

生

さ

せ

て

い

る

。 

 

ま

た

、

上

代

か

ら

存

在

し

た

畳

語

形

容

詞

も

多

く

現

れ

た

。

こ

の

語

構

造

は

平

安

時

代

に

入

る

と

、

よ

り

広

い

語

彙

範

囲

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

た

と

え

ば

、

上

代

「

わ

き

わ

き

し

」

の

一

語

し

か

な

か

っ

た

「

動

詞

の

重

複

＋

し

」

も

七

語

に

増

加

し

た

。

こ

の

ほ

か

、

名

詞

と

形

容

詞

語

幹

の

重

複

も

そ

れ
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ぞ

れ

一

六

語

と

九

語

の

新

出

語

が

見

ら

れ

た

。

畳

語

形

容

詞

と

比

べ

て

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

は

そ

れ

ほ

ど

目

立

た

な

か

っ

た

が

、

「

う

ら

」

と

「

く

は

し

」

の

衰

弱

に

伴

い

、

よ

り

多

く

の

語

の

複

合

が

現

れ

た

。 
そ

し

て

、

最

も

注

目

さ

れ

る

の

は

、

上

代

に

は

ほ

と

ん

ど

見

ら

れ

な

か

っ

た

、

接

辞

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

大

量

出

現

で

あ

る

。

上

代

か

ら

存

在

し

た

接

頭

語

「

も

の

」

も

造

語

力

を

発

揮

す

る

ほ

か

に

、

今

ま

で

に

な

か

っ

た

接

尾

語

「

め

か

し

」

、

特

に

「

が

ま

し

」

の

出

現

は

重

要

で

あ

る

。 

 

二

―

二 

鎌

倉

・

室

町

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成 

 

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

鎌

倉

時

代

と

確

認

で

き

た

の

は

四

五

語

で

あ

る

。

平

安

時

代

や

室

町

時

代

と

比

べ

て

、

語

数

は

か

な

り

少

な

い

よ

う

で

あ

る

。

単

純

形

容

詞

一

四

語

の

中

で

、

「

語

基

＋

し

」

は

「

い

し

」

と

「

は

ば

し

」

の

二

語

の

み

で

、

八

語

は

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

で

あ

る

。

動

詞

は

「

痛

む

」

「

苛

立

つ

」

「

慕

う

」

「

嘆

く

」

「

妬

む

」

「

忌

む

」

の

よ

う

な

情

意

的

意

味

を

表

す

も

の

が

多

い

。

畳

語

形

容

詞

は

一

三

語

あ

り

、

形

容

詞

語

幹

の

重

複

が

多

く

、

名

詞

の

重

複

は

三

語

だ

け

で

あ

る

が

、

「

愛

愛

し

」

と

「

福

福

し

」

の

よ

う

に

字

音

の

重

複

に

よ

る

形

容

詞

が

出

現

す

る

と

と

も

に

、

「

げ

に

げ

に

し

」

の

よ

う

な

副

詞

の

重

複

も

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 

 

派

生

形

容

詞

で

は

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

が

引

き

続

き

多

く

用

い

ら

れ

る

。

ま

た

、

鎌

倉

時

代

に

お

い

て

、

接

尾

語

「

ら

し

」

は

「

愛

ら

し

」

の

一

語

の

み

が

見

ら

れ

た

。

た

だ

し

、

接

尾

語

「

ら

し

」

は

室

町

時

代

に

入

っ

て

か

ら

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

接

尾

語

「

ら

し

い

」

の

項

目

に

最

も

古

い

挙

例

は

一

四

七

七

年

で

あ

る

。

個

別

的

に

早

く

出

現

し

た

「

愛

ら

し

」

の

「

ら

し

」

が

接

尾

語

と

し

て

の

存

在

が

認

め

ら

れ

る

べ

き

か

ど

う

か

は

少

し

疑

問

に

思

わ

れ

る

。 
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『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

室

町

時

代

（

安

土

桃

山

時

代

を

含

む

）

に

特

定

で

き

る

の

は

一

七

九

語

で

あ

る

。

室

町

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

に

つ

い

て

、

ま

ず

、

単

純

形

容

詞

か

ら

み

る

と

、

そ

れ

ま

で

多

用

さ

れ

た

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

と

い

っ

た

語

構

造

の

割

合

が

少

な

く

な

っ

た

。

「

あ

や

う

し

い

」

「

お

お

し

い

」

「

ち

か

し

い

」

「

ふ

か

し

い

」

「

ふ

る

し

い

」

の

よ

う

な

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

転

ず

る

も

の

、

「

い

よ

し

」

「

き

っ

と

し

い

」

「

な

に

と

や

ら

し

い

」

「

よ

た

た

し

」

の

よ

う

な

副

詞

か

ら

転

成

し

た

も

の

が

前

代

よ

り

も

多

く

見

ら

れ

た

。

そ

し

て

、

単

純

形

容

詞

全

体

の

割

合

も

少

な

く

、

五

分

の

一

近

く

の

三

五

語

で

あ

る

。 

 

ま

た

、

畳

語

形

容

詞

は

二

七

語

が

あ

り

、

和

語

が

多

く

用

い

ら

れ

る

が

、

「

ど

く

ど

く

し

」

「

そ

う

ぞ

う

し

」

「

て

ふ

て

ふ

し

」

「

ぎ

ゃ

う

ぎ

ゃ

う

し

」

「

ぞ

う

ぞ

う

し

」

な

ど

、

漢

語

に

よ

る

も

の

も

見

え

る

。

そ

し

て

、

「

う

れ

し

が

な

し

」

「

お

も

し

ろ

を

か

し

」

の

よ

う

な

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

が

現

れ

始

め

た

こ

と

も

注

意

さ

れ

る

。 

 

派

生

形

容

詞

を

見

る

と

、

接

頭

語

は

「

も

の

」

に

よ

る

も

の

は

見

当

た

ら

ず

、

「

こ

」

に

よ

る

も

の

は

四

語

あ

っ

た

。

そ

し

て

、

「

う

そ

恥

づ

か

し

」

「

真

新

し

い

」

な

ど

が

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

程

度

を

表

す

接

頭

語

の

結

合

も

見

え

る

よ

う

に

な

っ

た

。

接

尾

語

「

が

ま

し

」

を

付

く

名

詞

に

は

、

「

愛

敬

」

「

意

見

」

「

隔

心

」

「

分

別

」

「

油

断

」

な

ど

の

漢

語

が

見

ら

れ

る

。

そ

し

て

、

接

尾

語

「

ら

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

三

二

語

も

あ

り

、

「

が

ま

し

」

に

劣

ら

な

い

造

語

力

を

持

っ

て

い

る

。

た

だ

し

、

「

ば

け

ら

し

い

」

の

よ

う

な

動

詞

に

接

続

す

る

の

は

極

め

て

少

な

い

。

「

ら

し

」

の

ほ

か

に

、

「

く

ろ

し

」

と

「

ら

か

し

」

も

現

れ

た

が

、

そ

れ

ほ

ど

の

造

語

力

を

持

た

な

か

っ

た

。 

 

こ

れ

ま

で

述

べ

た

よ

う

に

、

平

安

時

代

か

ら

室

町

時

代

ま

で

、

「

語

基

＋

し

」

と

い

っ

た

基

本

造

語

形

式

は

優

勢

を

失

い

、

特

に

情

意

を

表

す

語

基

が

激

減

し

た

。

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

は

依

然
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多

く

用

い

ら

れ

、

ま

た

、

名

詞

、

副

詞

な

い

し

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

じ

る

も

の

も

多

く

な

っ

た

。

「

な

が

な

が

し

」

の

よ

う

な

畳

語

形

容

詞

は

そ

の

ま

ま

命

脈

を

保

ち

、

上

代

か

ら

広

い

範

囲

で

使

わ

れ

、

名

詞

、

形

容

詞

語

幹

、

動

詞

連

用

形

を

は

じ

め

、

副

詞

も

用

い

ら

れ

た

。

上

代

で

は

、

限

ら

れ

た

語

彙

に

用

い

る

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

と

い

う

語

彙

の

複

合

も

多

く

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

室

町

時

代

に

は

「

う

れ

し

が

な

し

」

「

お

も

し

ろ

を

か

し

」

の

よ

う

な

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

も

現

れ

た

。 

 

上

代

シ

ク

活

用

形

容

詞

で

は

、

接

辞

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

極

め

て

少

な

か

っ

た

。

上

代

以

降

、

情

意

を

表

す

語

基

に

よ

る

単

純

形

容

詞

の

語

構

成

は

少

な

く

な

る

一

方

、

複

合

や

派

生

に

よ

っ

て

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

彙

を

豊

か

に

す

る

傾

向

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

の

際

、

接

辞

に

よ

る

派

生

形

容

詞

が

大

量

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

平

安

時

代

に

入

っ

て

、

「

も

の

」

は

接

頭

語

と

し

て

定

着

し

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

が

現

れ

、

そ

し

て

そ

の

後

も

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

て

い

っ

た

。

室

町

時

代

に

「

こ

」

な

ど

の

程

度

を

表

す

接

頭

語

は

い

く

つ

か

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

用

い

ら

れ

、

接

尾

語

「

ら

し

」

が

現

れ

、

「

が

ま

し

」

に

劣

ら

な

い

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

造

語

力

は

そ

れ

ほ

ど

で

は

な

い

が

、

「

か

ま

し

」

「

が

は

し

」

「

く

ま

し

」

「

め

か

し

」

「

ら

か

し

」

「

く

る

し

」

「

く

ら

う

し

／

く

ら

は

し

」

「

く

ろ

し

」

な

ど

の

接

尾

語

も

用

い

ら

れ

る

な

ど

、

合

成

形

容

詞

が

発

展

し

た

傾

向

が

伺

え

る

。

ま

た

、

鎌

倉

時

代

か

ら

、

漢

語

も

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

造

語

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 

 

第
三
節 

中
古
中
世
新
出
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
幹
の
性
質 

平

安

時

代

に

入

っ

て

王

朝

文

化

が

盛

ん

に

な

り

、

文

学

の

発

展

に

伴

っ

て

、

形

容

詞

に

は

一

段

と

豊

か

な

表

現

力

と

柔

軟

性

が

要

求

さ

れ

た

と

見

ら

れ

る

。

本

節

で

は

、

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

の

性

質

を

考

察

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

形

容

詞

が

発

展

し

て

い

く

中

で

、

平

安

時

代

以

降

、

古

代

語

の

近

代

語

と



75 

 

の

境

目

で

あ

る

室

町

時

代

ま

で

の

語

幹

の

性

質

を

探

っ

て

み

る

。 

  
三

―

一 

単

純

形

式

の

語

幹

の

性

質 

１ 

名

詞

と

副

詞 

〔

名

詞

〕 

例 

お

と

な

し 

ま

こ

と

し 

げ

す

し 

か

た

は

し 

じ

や

う

ら

ふ

し 

は

か

し 

ひ

と

し 

ま

た

う

ど

し 

わ

ら

う

べ

し 

か

ど

ま

し 

○

お

と

な

し

【

大

人

】

一

族

の

長

ら

し

い

、

ま

た

、

年

長

者

ら

し

い

思

慮

、

分

別

が

あ

る

。

お

も

だ

っ

て

い

る

。

年

配

で

あ

る

。 

○

ま

こ

と

し

【

実

】

①

あ

く

ま

で

も

誠

実

な

さ

ま

で

あ

る

。

②

そ

の

こ

と

が

あ

く

ま

で

も

真

実

で

あ

っ

て

、

疑

う

余

地

が

な

い

と

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

③

そ

の

も

の

本

来

の

、

あ

る

べ

き

正

し

い

す

が

た

で

あ

る

。 

○

げ

す

し

【

下

衆

】

品

格

が

劣

り

、

い

か

に

も

下

品

な

感

じ

の

す

る

さ

ま

で

あ

る

。

「

げ

す

」

身

分

や

素

姓

の

卑

し

い

人

。

下

賤

げ

せ

ん

の

人

。

下

臈

げ

ろ

う

。

下

手

げ

し

ゅ

。 

○

か

た

は

し

【

片

端

】

事

物

の

一

部

に

何

ら

か

の

欠

陥

や

異

常

が

認

め

ら

れ

て

、

見

苦

し

く

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

「

か

た

は

」

不

完

全

で

あ

る

こ

と

。

欠

点

が

あ

る

さ

ま

。

ま

た

、

不

十

分

な

点

。

欠

点

。 

○

じ

や

う

ら

ふ

し

【

上

臈

】

人

品

や

言

動

に

、

い

か

に

も

高

貴

な

出

ら

し

い

趣

が

見

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

「

じ

や

う

ら

ふ

」

①

修

行

の

年

数

を

多

く

積

ん

だ

僧

。

年

功

を

積

ん

だ

高

僧

。

②

上

位

に

着

座

す

べ

き

官

位

の

高

い

人

。

身

分

の

高

貴

な

人

。

上

流

の

人

。

上

席

。 



76 

 

○

は

か

し 

打

消

の

言

い

方

を

伴

っ

て

用

い

ら

れ

、

こ

れ

と

い

っ

て

ぱ

っ

と

し

な

い

さ

ま

で

あ

る

意

を

表

す

。

は

か

ば

か

し

い

。

「

は

か

」

は

か

目

あ

て

。

あ

て

ど

。

は

か

り

。 
○

ひ

と

し

【

人

】 

一

人

前

の

も

の

と

し

て

恥

ず

か

し

く

な

い

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ま

た

う

ど

し

【

真

人

】

直

実

で

生

真

面

目

な

さ

ま

で

あ

る

。 

○

わ

ら

う

べ

し

【

童

】

そ

の

言

行

な

ど

が

い

か

に

も

こ

ど

も

じ

み

て

い

て

、

お

と

な

が

な

い

さ

ま

で

あ

る

。 

○

か

ど

ま

し 
物

が

と

ば

っ

て

い

る

状

態

で

あ

る

。 

こ

の

十

語

の

う

ち

、

「

お

と

な

し

」

「

ま

こ

と

し

」

の

二

語

は

、

平

安

時

代

に

出

現

し

た

と

見

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。

「

お

と

な

し

」

は

「

い

さ

を

し

」

と

同

じ

く

、

「

大

人

」

の

「

年

長

者

ら

し

い

思

慮

、

分

別

が

あ

る

」

性

質

を

抽

出

し

た

表

現

で

あ

る

。

「

ま

こ

と

し

」

は

「

ほ

か

し

」

と

同

じ

く

、

「

実

」

で

あ

る

か

ど

う

か

、

異

同

に

基

づ

く

判

断

か

ら

く

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

二

語

は

上

代

の

語

構

造

意

識

を

継

承

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

「

げ

す

し

」

「

じ

ゃ

う

ら

ふ

し

」

は

そ

れ

ぞ

れ

鎌

倉

時

代

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

語

で

、

語

幹

「

下

衆

」

「

上

臈

」

は

そ

れ

ぞ

れ

地

位

身

分

を

表

す

反

対

語

で

あ

り

、

と

も

に

漢

語

で

あ

る

。

こ

こ

に

、

漢

語

の

浸

透

を

う

か

が

う

こ

と

も

で

き

よ

う

。

地

位

身

分

を

表

す

語

を

形

容

詞

化

し

て

い

る

も

の

と

し

て

は

、

「

わ

ら

う

べ

し

（

童

）

」

「

ま

た

う

ど

し

」

も

あ

げ

ら

れ

よ

う

。

さ

ら

に

、

「

か

た

は

し

」

「

は

か

し

」

「

か

ど

ま

し

」

の

よ

う

な

象

徴

性

や

区

別

基

準

の

含

意

が

な

く

、

た

だ

状

態

を

表

す

名

詞

も

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

用

い

ら

れ

た

。 

〔

副

詞

〕 

例 

い

と

ど

し 

い

ま

だ

し 

う

た

て

し 

い

よ

し 

き

っ

と

し

い 

な

に

と

や

ら

し

い 

よ

た

た

し 

○

い

と

ど

し 

①

ま

す

ま

す

は

な

は

だ

し

い

。

②

そ

う

で

な

く

て

も

ひ

ど

い

。 



77 

 

○

い

と

ど 

副

詞

「

い

と

」

の

重

な

っ

た

「

い

と

い

と

」

が

変

化

し

た

も

の

。

①

程

度

が

更

に

は

な

は

だ

し

い

さ

ま

。

ま

す

ま

す

。

い

よ

い

よ

。

ひ

と

し

お

。

一

段

と

。

②

事

態

が

い

っ

そ

う

ひ

ど

い

こ

と

へ

の

否

定

的

な

感

情

。

そ

の

上

さ

ら

に

（

…

の

よ

う

な

事

さ

え

加

わ

り

）

。

た

だ

で

さ

え

…

な

の

に

さ

ら

に

。

こ

れ

以

上

（

…

で

あ

り

た

く

な

い

）

。 

○

い

ま

だ

し

【

未

】

現

在

ま

た

は

過

去

の

あ

る

時

点

を

基

準

と

し

て

、

そ

の

時

ま

で

に

、

当

然

そ

の

実

現

が

期

待

さ

れ

る

事

態

が

実

現

し

て

い

な

い

状

態

で

あ

る

。 

○

う

た

て

し

【

転

】

事

態

の

程

度

や

あ

る

傾

向

が

異

常

な

ま

で

に

甚

だ

し

く

て

、

同

感

で

き

な

い

状

態

で

あ

る

。 

○

う

た

て 

物

事

の

度

合

が

異

常

に

進

ん

で

は

な

は

だ

し

い

意

を

表

す

。

な

ぜ

か

非

常

に

。

ま

す

ま

す

ひ

ど

く

。

い

よ

い

よ

た

だ

な

ら

ず

。 

○

い

よ

し

【

弥

】

「

い

や

（

弥

）

」

の

交

替

形

「

い

よ

」

を

形

容

詞

と

し

て

活

用

さ

せ

た

も

の

で

、

事

態

が

以

前

よ

り

も

一

段

と

す

ぐ

れ

た

段

階

に

進

ん

で

、

そ

の

価

値

を

高

め

る

状

態

に

あ

る

意

を

表

す

か

。 

○

い

よ 

事

柄

や

状

態

が

だ

ん

だ

ん

は

な

は

だ

し

く

な

る

さ

ま

を

表

す

。

い

よ

い

よ

。

ま

す

ま

す

。 

○

き

っ

と

し

い

【

急

度

】

か

た

苦

し

い

。

き

び

し

い

。

一

説

に

、

現

金

で

あ

る

。

せ

わ

し

い

。 

○

き

っ

と

【

急

度

・

屹

度

】

動

作

、

行

為

が

、

物

理

的

、

心

理

的

に

ゆ

る

み

の

な

い

状

態

で

行

な

わ

れ

る

時

の

、

そ

の

ゆ

る

み

の

な

い

さ

ま

。 

○

な

に

と

や

ら

し

い

【

何

】

何

だ

か

は

っ

き

り

と

は

わ

か

ら

な

い

が

、

何

か

い

わ

く

あ

り

げ

で

あ

る

。 

○

よ

た

た

【

夜

】

夜

の

間

ひ

た

す

ら

。

夜

中

じ

ゅ

う

ず

っ

と

。 

○

よ

た

た

し

【

夜

多

多

】

夜

通

し

ね

な

い

で

ば

た

ば

た

す

る

さ

ま

で

あ

る

。 
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副

詞

「

う

た

て

」

の

意

味

は

い

く

つ

か

あ

る

が

、

基

本

は

程

度

を

表

す

も

の

と

考

え

て

よ

い

。

後

述

す

る

が

、

こ

の

語

は

ク

活

用

形

容

詞

の

用

法

も

あ

る

。

ほ

か

に

、

「

い

よ

し

」

は

程

度

、

「

き

っ

と

し

い

」

「

よ

た

た

し

」

は

時

間

と

考

え

て

よ

い

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

前

述

し

た

よ

う

に

、

副

詞

を

形

容

詞

化

し

た

場

合

、

形

式

上

だ

け

は

形

容

詞

的

に

整

え

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

基

本

的

に

意

味

変

化

は

生

じ

な

い

。

ま

た

、

形

容

詞

の

形

を

し

て

い

て

も

、

述

語

の

位

置

に

立

ち

に

く

い

。

た

だ

、

「

な

に

と

や

ら

し

い

」

だ

け

は

別

の

よ

う

で

あ

る

。 

＊

玉

塵

抄

〔

１

５

６

３

〕

三

九

「

色

を

揉

と

よ

ま

う

か

。

色

を

も

む

は

な

に

と

や

ら

し

い

ぞ

」 

 

２ 

動

詞 

［

平

安

時

代

に

新

出

し

た

形

容

詞

］ 

平

安

時

代

に

現

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

七

語

の

中

で

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

は

次

の

二

八

語

で

あ

る

。 

① 

心

的

状

態

や

心

理

活

動

を

表

す

動

詞 

例 

い

そ

が

し 

い

そ

が

は

し 

う

と

ま

し 

お

そ

ろ

し 

こ

の

ま

し 

こ

の

も

し 

し

の

ば

し 

そ

ね

ま

し 

つ

つ

ま

し 

は

ら

だ

た

し 

ほ

こ

ら

し

い 

わ

づ

ら

は

し 

○

い

そ

ぐ

【

急

】

（

自

四

）

早

く

目

的

を

果

た

そ

う

と

心

掛

け

る

。 

○

い

そ

が

し

【

忙

】

早

く

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

用

事

に

追

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

ま

た

、

用

事

が

多

く

重

な

っ

た

り

し

て

暇

が

な

い

。

多

忙

で

あ

る

。 

○

い

そ

が

は

し

【

忙

】

（

第

三

者

的

な

立

場

か

ら

見

て

）

い

そ

が

し

い

。

せ

わ

し

い

感

じ

で

あ

る

。

す

る

べ

き

こ

と

が

た

く

さ

ん

あ

っ

て

落

ち

つ

か

な

い

様

子

で

あ

る

。

ま

た

、

目

的

を

で

き

る
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だ

け

早

い

時

期

に

短

時

間

で

達

成

し

よ

う

と

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。 
○

う

と

む

【

疎

】

（

他

四

）

い

や

だ

と

思

う

。

親

し

く

し

な

い

で

遠

ざ

け

る

。

お

ろ

そ

か

に

す

る

。

う

と

ん

ず

る

。

う

と

ぶ

。 

○

う

と

ま

し

【

疎

】

あ

る

事

態

に

対

す

る

嫌

悪

の

気

持

を

表

す

。 

○

お

そ

る

【

恐

・

畏

・

怖

・

懼

】

（

自

下

二

）

恐

怖

を

感

ず

る

。

身

に

危

険

を

感

じ

た

り

し

て

び

く

び

く

す

る

。

心

が

ひ

る

む

。 

○

お

そ

ろ

し

【

恐

・

畏

】

身

に

危

険

が

感

じ

ら

れ

て

、

不

気

味

で

あ

る

、

不

安

で

あ

る

。

こ

わ

い

。

お

っ

か

な

い

。 

○

こ

の

む

【

好

】

（

他

四

）

他

と

く

ら

べ

て

特

に

そ

れ

を

好

き

に

な

る

。

気

に

入

る

。

興

味

を

も

つ

。

愛

す

る

。 

○

こ

の

ま

し

【

好

】

好

き

で

あ

る

。

気

に

入

っ

て

い

る

。

こ

の

も

し

い

。 

○

こ

の

も

し

【

好

】

「

こ

の

ま

し

（

好

）

」

に

同

じ

。 

○

し

の

ぶ

【

偲

・

慕

】

（

他

四

）

過

去

の

こ

と

や

離

れ

て

い

る

人

の

こ

と

な

ど

を

ひ

そ

か

に

思

い

慕

う

。

思

い

出

し

て

な

つ

か

し

む

。

し

ぬ

ぶ

。 

○

し

の

ば

し

【

偲

】

し

た

わ

し

い

。

恋

し

い

。

忘

れ

が

た

い

。 

○

そ

そ

く

（

自

四

）

①

事

を

急

ぐ

。

と

り

急

ぎ

事

を

す

る

。

②

そ

わ

そ

わ

す

る

。

落

ち

着

か

な

い

で

い

る

。 

○

そ

そ

か

し

い 

態

度

、

行

動

に

落

ち

着

き

が

な

い

。

軽

率

で

不

注

意

で

あ

る

。

軽

は

ず

み

で

あ

る

。

あ

わ

て

者

で

あ

る

。 

○

そ

ね

む

【

嫉

・

妬

・

猜

・

嫌

】

（

他

四

）

自

分

よ

り

す

ぐ

れ

て

い

る

も

の

運

の

よ

い

も

の

を

う

ら

や

み

ね

た

む

。

嫉

妬

す

る

。

そ

ね

ぶ

。 
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○

そ

ね

ま

し

【

嫉

】

そ

ね

み

た

い

さ

ま

で

あ

る

。

ね

た

ま

し

い

。 
○

つ

つ

む

【

包

・

裹

・

慎

】

（

他

四

）

①

あ

る

物

を

別

の

物

で

覆

っ

た

り

囲

ん

だ

り

す

る

。

②

（

慎

）

人

の

感

情

や

表

情

を

内

に

お

さ

え

て

、

外

に

表

れ

な

い

よ

う

に

す

る

。 

○

つ

つ

ま

し

【

慎

】

①

他

に

対

し

て

心

が

置

か

れ

気

恥

ず

か

し

い

。

気

が

ひ

け

る

感

じ

で

あ

る

。

き

ま

り

が

悪

い

。

②

自

ら

の

挙

動

が

重

々

し

く

控

え

め

で

あ

る

さ

ま

。

表

だ

た

な

い

で

控

え

め

で

あ

る

。

思

慮

深

い

。 

○

は

ら

だ

つ

【

腹

立

】

（

自

四

）

怒

り

の

た

め

に

腹

の

中

が

燃

え

る

よ

う

に

な

る

。

怒

る

。

い

き

ど

お

る

。

立

腹

す

る

。 

○

は

ら

だ

た

し

【

腹

立

】

そ

ば

で

見

て

い

て

腹

が

立

つ

よ

う

な

物

事

の

さ

ま

で

あ

る

。

癪

で

あ

る

。 

○

ほ

こ

る

【

誇

・

矜

】

（

自

四

）

す

ぐ

れ

て

い

る

と

思

う

気

持

を

態

度

に

表

す

。

意

気

揚

々

と

す

る

。

得

意

に

な

る

。

自

慢

す

る

。 

○

ほ

こ

ら

し

い

【

誇

】

得

意

で

人

に

自

慢

し

た

い

気

持

で

あ

る

。 

○

わ

づ

ら

ふ

【

煩

・

患

】

（

自

四

）

①

そ

の

こ

と

に

心

が

と

ら

わ

れ

て

思

い

苦

し

む

。

悩

む

。

心

配

す

る

。

②

難

渋

す

る

。

苦

労

す

る

。

骨

を

折

る

。 

○

わ

づ

ら

は

し

【

煩

】

①

め

ん

ど

う

な

こ

と

な

ど

に

か

か

ず

ら

っ

て

い

や

だ

と

い

う

感

じ

で

あ

る

。

い

と

わ

し

い

。

う

る

さ

い

。

め

ん

ど

う

で

あ

る

。

厄

介

で

あ

る

。

②

物

事

が

入

り

く

ん

で

い

る

。

繁

雑

で

あ

る

。

こ

み

入

っ

て

い

て

複

雑

で

あ

る

。

な

ど

の

意

味

。 

② 

思

考

・

願

望

な

ど

の

精

神

活

動

を

表

す

動

詞 

例 

い

さ

ま

し 

お

も

は

し 

そ

そ

か

し 

○

い

さ

む

【

勇

】

（

自

四

）

心

が

奮

い

勇

気

が

わ

く

。

気

負

っ

て

は

や

り

立

つ

。

勢

い

込

む

。 
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○

い

さ

ま

し

【

勇

】

気

乗

り

が

し

て

い

る

。

気

が

進

ん

で

い

る

。 
○

お

も

ふ

【

思

・

想

・

憶

・

懐

】

（

他

四

）

何

か

具

体

的

な

考

え

や

感

情

を

心

に

い

だ

く

。 
○

お

も

は

し

【

思

】

①

心

に

何

か

を

思

っ

て

い

る

状

態

で

あ

る

。

②

好

ま

し

い

と

感

じ

る

。

よ

い

と

考

え

る

。

ま

た

、

あ

る

人

を

い

と

お

し

く

感

じ

る

。 

③ 

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

動

詞 

例 

あ

わ

た

た

し 

を

か

し 

お

も

だ

た

し 

か

が

や

か

し

い 

く

る

お

し

い 

な

ず

ま

し

い 

に

お

わ

し

い 

ふ

さ

わ

し

い 

め

ざ

ま

し 

も

ど

か

し

い 

ゆ

か

し

い 

な

げ

か

は

し 

に

つ

か

は

し 

〔

状

態

を

表

す

も

の

〕 

○

お

も

た

つ

【

重

立

】

（

自

四

）

集

団

の

中

で

主

要

な

人

物

で

あ

る

。

中

心

に

な

る

。

か

し

ら

だ

つ

。 

○

お

も

だ

た

し

【

面

立

】

身

の

光

栄

に

思

う

。

名

誉

で

あ

る

。

面

目

が

立

つ

。

は

れ

が

ま

し

い

。 

○

く

る

ふ

【

狂

】

（

自

四

）

精

神

、

動

作

、

状

態

な

ど

が

正

常

、

通

常

と

違

う

よ

う

に

な

る

。 

○

く

る

お

し

い

【

狂

】

今

に

も

気

が

狂

っ

て

し

ま

い

そ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

常

軌

を

逸

し

て

い

て

ま

と

も

で

な

い

。

く

る

わ

し

い

。 

○

な

ず

む

【

泥

・

滞

】

（

自

四

）

人

や

馬

が

前

へ

進

も

う

と

し

て

も

、

障

害

と

な

る

も

の

が

あ

っ

て

、

な

か

な

か

進

め

な

い

で

い

る

。

進

ま

な

い

で

難

渋

す

る

。

②

物

事

が

な

か

な

か

う

ま

く

進

行

し

な

く

な

る

。 

○

な

ず

ま

し

い

【

泥

】

物

事

が

は

か

ば

か

し

く

進

行

し

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

難

渋

し

て

い

る

状

態

で

あ

る

。 

○

に

ほ

ふ

【

匂

】

（

自

四

）

①

色

が

き

わ

だ

つ

、

ま

た

は

美

し

く

映

え

る

。

ま

た

、

何

や

ら

発

散

す

る

も

の

、

た

だ

よ

い

出

る

も

の

が

感

じ

取

ら

れ

る

。

②

（

「

臭

」

と

も

書

く

）

嗅

覚

を

刺

激

す

る

気

が

た

だ

よ

い

出

る

。

香

り

、

臭

み

な

ど

が

感

じ

ら

れ

る

。 
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○

に

お

わ

し

い

【

匂

】

に

お

い

や

か

で

あ

る

。

つ

や

や

か

に

美

し

い

。 
〔

動

作

を

表

す

も

の

〕 
○

を

く

【

招

】

（

他

四

）

ま

ね

き

よ

せ

る

。

よ

び

よ

せ

る

。 

○

を

か

し

【

可

笑

】

①

普

通

と

違

っ

て

、

笑

う

べ

き

さ

ま

で

あ

る

。

②

普

通

と

違

っ

て

格

別

な

趣

が

あ

る

さ

ま

。

賞

す

べ

き

さ

ま

で

あ

る

。

魅

力

の

あ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

め

ざ

む

【

目

覚

】

（

自

下

二

）

眠

り

か

ら

目

が

さ

め

る

。

起

き

る

。 

○

め

ざ

ま

し

【

目

覚

】

物

事

が

心

外

で

あ

り

目

も

さ

め

る

思

い

が

す

る

。

驚

き

あ

き

れ

た

り

、

不

快

に

思

っ

た

り

す

る

ほ

ど

で

あ

る

。

目

ざ

わ

り

で

あ

る

。

気

に

く

わ

ぬ

。 

○

も

ど

く

【

擬

・

抵

牾

・

牴

牾

】

（

他

四

）

①

他

と

対

抗

し

て

張

り

合

っ

て

事

を

行

な

う

。

他

の

も

の

に

似

せ

て

作

っ

た

り

、

振

舞

っ

た

り

す

る

。

ま

が

え

る

。

②

さ

か

ら

っ

て

非

難

ま

た

は

批

評

す

る

。

ま

た

、

そ

む

く

。

反

対

し

て

従

わ

な

い

態

度

を

見

せ

る

。

さ

か

ら

う

。 

○

も

ど

か

し

い

【

擬

】

①

非

難

す

べ

き

で

あ

る

。

気

に

く

わ

な

い

。

②

思

う

よ

う

に

な

ら

な

い

で

心

が

い

ら

だ

っ

て

い

る

。

は

が

ゆ

い

。

じ

れ

っ

た

い

。 

○

ゆ

く

【

行

】

（

自

四

）

今

い

る

所

か

ら

向

こ

う

の

方

へ

進

み

動

く

。 

○

ゆ

か

し

い

【

床

・

懐

】

心

ひ

か

れ

、

そ

こ

に

行

き

た

い

と

思

う

意

。 

○

な

げ

く

【

嘆

・

歎

】

（

自

四

）

①

気

持

が

満

た

さ

れ

な

い

で

、

た

め

息

を

つ

く

。

嘆

息

す

る

。

②

か

な

し

み

に

ひ

た

る

。

か

な

し

ん

で

泣

く

。

悲

嘆

す

る

。 

○

な

げ

か

は

し

【

歎

】

気

持

が

満

た

さ

れ

な

い

で

、

思

わ

ず

た

め

息

が

出

る

よ

う

な

さ

ま

で

あ

る

。

な

げ

か

し

い

。

ま

た

、

腹

が

立

つ

ほ

ど

な

さ

け

な

い

。 

〔

作

用

を

表

す

も

の

〕 
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○

あ

わ

た

つ 

【

泡

立

】

（

自

五

）

泡

が

で

き

る

。

泡

が

立

つ

。 
○

あ

わ

た

た

し

【

慌

】

物

事

を

急

い

で

し

よ

う

と

し

て

慌

て

る

さ

ま

で

あ

る

。

心

が

せ

わ

し

な

く

落

ち

着

か

な

い

。 

○

か

が

や

く

【

輝

・

耀

】

（

自

四

）

ま

ぶ

し

い

ほ

ど

四

方

に

光

を

発

す

る

。

き

ら

き

ら

と

美

し

く

光

る

。

ま

た

、

つ

や

や

か

な

美

し

さ

を

発

す

る

。 

○

か

が

や

か

し

い

【

輝

・

耀

】

①

四

方

に

光

を

発

し

て

ま

ぶ

し

い

ほ

ど

で

あ

る

。

美

し

く

き

ら

き

ら

光

っ

て

い

る

。

②

顔

が

赤

く

な

る

ほ

ど

恥

ず

か

し

い

。

お

も

は

ゆ

い

。

て

れ

く

さ

い

。 

○

ふ

さ

ふ

【

相

応

】

（

自

四

）

よ

く

合

う

。

適

合

す

る

。

似

合

う

。

つ

り

あ

う

。

ま

た

、

心

に

か

な

う

。

気

に

入

る

。 

○

ふ

さ

わ

し

い

【

相

応

】

似

つ

か

わ

し

い

。

似

合

っ

て

い

る

。

つ

り

あ

っ

て

い

る

。

心

に

適

っ

て

い

る

。 

○

に

つ

く

【

似

付

】

（

自

四

）

よ

く

似

合

う

。

よ

く

調

和

す

る

。 

○

に

つ

か

は

し

【

似

付

】

似

合

っ

て

見

え

る

。

い

か

に

も

そ

れ

相

応

で

ふ

さ

わ

し

い

。

つ

り

あ

っ

て

い

る

。

似

合

わ

し

い

。 

 

平

安

時

代

に

現

れ

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

一

四

七

語

で

、

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

二

語

と

ほ

ぼ

同

数

で

あ

る

の

で

、

数

量

的

に

比

較

し

や

す

い

。

語

幹

の

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

は

三

〇

語

弱

で

、

上

代

の

四

〇

語

よ

り

は

減

少

し

て

い

る

。

ま

た

、

上

代

で

は

、

心

的

状

態

や

心

理

活

動

を

表

す

動

詞

が

圧

倒

的

に

多

か

っ

た

の

に

対

し

て

、

平

安

時

代

で

は

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

動

詞

と

の

差

が

そ

れ

ほ

ど

見

ら

れ

な

い

。 

 

動

詞

と

形

容

詞

の

意

味

的

対

応

関

係

は

、

語

に

よ

っ

て

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

が

、

動

詞

に

お

け

る

状

態

性

の

意

味

の

有

無

に

か

か

わ

ら

ず

、

基

本

的

に

形

容

詞

は

感

情

あ

る

い

は

評

価

な

ど

の

情

意

性

を

帯

び

て

い
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る

。

「

な

ず

ま

し

い

（

泥

）

」

だ

け

は

例

外

で

あ

る

が

、

こ

の

語

も

江

戸

時

代

に

は

「

ほ

れ

ぼ

れ

す

る

よ

う

な

さ

ま

」

と

い

う

よ

う

な

情

意

的

意

味

を

持

つ

よ

う

に

な

る

。 

 
動

詞

の

具

体

的

な

意

味

か

ら

見

る

と

、

心

理

状

態

や

心

理

活

動

を

表

す

動

詞

の

中

で

、

「

い

そ

ぐ

―

い

そ

が

し

・

い

そ

が

は

し

」

「

う

と

む

―

う

と

ま

し

」

「

お

そ

る

―

お

そ

ろ

し

」

「

つ

つ

む

―

つ

つ

ま

し

」

「

ほ

こ

る

―

ほ

こ

ら

し

い

」

は

新

し

い

意

味

領

域

を

獲

得

し

た

よ

う

で

、

上

代

に

は

類

義

的

な

も

の

は

確

認

で

き

な

い

。

ま

た

、

心

理

状

態

が

プ

ラ

ス

の

語

と

マ

イ

ナ

ス

の

語

は

上

代

に

お

い

て

ほ

ぼ

量

的

に

均

衡

し

て

い

た

の

に

対

し

て

、

平

安

時

代

に

な

る

と

、

マ

イ

ナ

ス

の

心

理

状

態

に

傾

く

形

容

詞

が

多

く

な

っ

て

い

る

。 

思

考

・

願

望

な

ど

の

精

神

活

動

を

表

す

動

詞

の

場

合

、

上

代

に

お

い

て

、

「

不

審

・

不

思

議

」

の

意

味

を

表

す

も

の

が

多

く

見

ら

れ

る

が

、

平

安

時

代

に

お

い

て

こ

の

意

味

の

語

は

一

語

も

見

ら

れ

な

か

っ

た

。

積

極

的

な

能

動

性

を

表

す

「

い

さ

む

―

い

さ

ま

し

」

と

思

考

を

表

す

「

お

も

ふ

―

お

も

は

し

」

の

僅

か

二

語

が

見

ら

れ

、

平

安

時

代

に

お

い

て

は

思

考

・

願

望

を

表

す

語

は

極

め

て

少

な

い

状

態

で

あ

る

。 

ま

た

、

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

動

詞

は

、

上

代

に

も

平

安

時

代

に

も

十

数

語

見

ら

れ

、

「

な

げ

く

」

の

よ

う

な

情

意

と

関

係

あ

る

も

の

も

あ

れ

ば

、

情

意

と

は

無

関

係

で

何

ら

か

の

連

想

で

情

意

的

意

味

を

持

つ

よ

う

に

な

っ

た

も

の

も

多

い

。

た

と

え

ば

、

上

代

に

お

い

て

、

「

い

た

ぶ

る

―

い

た

ぶ

ら

し

」

「

か

た

む

―

か

た

ま

し

」

「

よ

る

―

よ

ら

し

」

「

い

き

づ

く

―

い

き

づ

か

し

」

「

か

か

る

―

か

か

ら

は

し

」

な

ど

の

語

が

挙

げ

ら

れ

、

平

安

時

代

の

語

例

を

見

る

と

、

「

あ

わ

た

つ

―

あ

わ

た

た

し

」

「

も

ど

く

―

も

ど

か

し

い

」

「

ゆ

く

―

ゆ

か

し

い

」

「

な

げ

く

―

な

げ

か

は

し

」

「

に

つ

く

―

に

つ

か

は

し

」

な

ど

が

挙

げ

ら

れ

る

。 
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［

鎌

倉

時

代

に

新

出

し

た

形

容

詞

］ 

鎌

倉

時

代

に

新

た

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

四

五

語

の

う

ち

で

、

動

詞

語

幹

の

も

の

は

八

語

で

あ

る

。 

① 

心

的

状

態

や

心

理

活

動

を

あ

ら

わ

す

動

詞 

○

い

た

む

【

痛

・

傷

・

悼

】

（

自

四

）

①

傷

や

病

気

な

ど

の

た

め

に

、

か

ら

だ

に

苦

し

み

を

感

じ

る

。

②

心

に

強

い

悲

し

み

を

感

じ

る

。

心

痛

す

る

。 

○

い

た

ま

し

【

痛

・

傷

】

相

手

を

哀

れ

み

、

同

情

し

て

、

心

が

痛

む

。

ま

た

、

心

を

痛

ま

せ

る

よ

う

な

状

態

で

あ

る

。

か

わ

い

そ

う

で

見

る

に

忍

び

な

い

。

ふ

び

ん

だ

。

痛

々

し

い

。

い

た

わ

し

い

。

②

心

身

が

苦

し

み

悩

む

。

つ

ら

い

。

苦

し

い

。

悩

ま

し

い

。 

○

い

ら

だ

つ

【

苛

立

】

①

と

げ

や

毛

が

一

面

に

立

つ

。

②

（

思

う

よ

う

に

い

か

な

か

っ

た

り

、

不

快

な

こ

と

が

あ

っ

た

り

し

て

）

気

持

が

た

か

ぶ

る

。

あ

せ

っ

て

じ

り

じ

り

す

る

。

い

ら

い

ら

す

る

。

じ

れ

る

。

い

ら

つ

。 

○

い

ら

だ

た

し

い

【

苛

立

】

あ

せ

っ

て

心

に

余

裕

が

な

い

感

じ

で

あ

る

。

思

う

よ

う

に

い

か

な

い

事

や

、

不

快

な

事

な

ど

の

た

め

感

情

が

た

か

ぶ

っ

て

い

る

。

ま

た

、

人

の

気

持

を

い

ら

い

ら

さ

せ

る

よ

う

な

物

事

の

さ

ま

で

あ

る

。 

○

し

た

ふ

【

慕

】

（

他

四

）

①

あ

と

を

追

う

。

②

恋

し

く

思

う

。

会

い

た

い

と

思

う

。

離

れ

が

た

く

思

う

。 

○

し

た

は

し

【

慕

】

心

が

ひ

か

れ

て

、

な

つ

か

し

く

、

あ

る

い

は

、

恋

し

く

思

う

。 

○

ね

た

む

【

妬

・

嫉

】

（

他

四

）

う

ら

や

ま

し

く

憎

ら

し

い

と

思

う

。

そ

ね

む

。 

○

ね

た

ま

し

【

妬

】

う

ら

や

ま

し

く

憎

ら

し

い

。

く

や

し

い

。

残

念

だ

。 

○

い

む

【

忌

・

斎

・

諱

】

身

を

浄

め

慎

ん

で

け

が

れ

を

避

け

る

。

禁

忌

と

す

る

。

忌

み

き

ら

う

。 
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○

い

ま

は

し

【

忌

】

よ

く

な

い

事

が

起

こ

る

前

兆

の

よ

う

に

感

じ

ら

れ

て

、

縁

起

が

悪

い

。

不

吉

で

あ

る

。 
② 

状

態

や

作

用

・

動

作

を

表

す

動

詞 
〔

状

態

を

表

す

も

の

〕 

○

め

だ

つ

【

目

立

】

（

自

四

）

特

に

人

目

に

つ

く

。

き

わ

だ

っ

て

見

え

る

。

目

に

立

つ

。 

○

め

た

た

し

【

目

立

】

目

立

っ

て

見

え

る

。

い

ち

じ

る

し

い

。

顕

著

で

あ

る

。

め

だ

た

わ

し

い

。 

〔

動

作

を

表

す

も

の

〕 

○

す

す

む

【

進

】

（

自

四

）

前

方

へ

動

い

て

行

く

。

前

進

す

る

。 

○

す

す

ま

し

【

進

】

気

が

す

す

む

。

勇

み

た

っ

て

い

る

。

乗

り

気

で

あ

る

。 

○

な

げ

く

【

嘆

・

歎

】

気

持

が

満

た

さ

れ

な

い

で

、

た

め

息

を

つ

く

。

嘆

息

す

る

。 

○

な

げ

か

し

【

嘆

】

「

な

げ

か

は

し

（

歎

）

」

に

同

じ

。 

 

こ

の

う

ち

、

五

語

は

心

理

状

態

や

心

理

活

動

を

表

し

て

お

り

、

思

考

・

願

望

を

表

す

も

の

は

一

つ

も

な

い

。

ま

た

、

鎌

倉

時

代

の

「

い

ら

だ

つ

（

苛

立

）

」

「

め

だ

つ

「

目

立

」

」

や

、

平

安

時

代

の

「

お

も

だ

つ

（

重

立

）

」

「

は

ら

だ

つ

（

腹

立

）

」

な

ど

、

こ

の

時

期

に

「

立

つ

」

に

よ

る

複

合

動

詞

の

形

容

詞

化

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

こ

と

も

特

徴

的

で

あ

る

。 

 

［

室

町

時

代

に

新

出

し

た

形

容

詞

］ 

室

町

時

代

に

現

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

三

〇

一

語

（

具

体

的

に

出

現

時

期

が

確

定

で

き

な

い

一

二

二

語

を

含

む

）

の

中

で

、

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

は

次

の

二

三

語

で

あ

る

。 

① 

心

的

状

態

や

心

理

活

動

を

表

す

動

詞 

○

や

む

【

病

む

】

（

自

四

）

①

病

気

に

か

か

る

。

気

分

が

悪

く

な

る

。

わ

ず

ら

う

。

②

精

神

的

に

苦

し

む

。
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心

に

悩

む

。

③

傷

な

ど

が

、

痛

む

。 
○

や

ま

し

【

病

・

疚

】

（

自

四

）

①

病

気

に

か

か

っ

て

い

る

感

じ

で

あ

る

。

気

分

が

す

ぐ

れ

な

い

。

②

思

い

通

り

に

な

ら

な

く

て

、

不

満

・

も

ど

か

し

さ

・

あ

せ

り

な

ど

が

感

じ

ら

れ

る

。

気

に

や

ん

で

い

る

さ

ま

で

あ

る

。

③

良

心

に

恥

じ

る

と

こ

ろ

が

あ

る

。

う

し

ろ

ぐ

ら

い

気

が

す

る

。

気

が

と

が

め

る

。

う

し

ろ

め

た

い

。 

○

あ

や

ぶ

む

【

危

】

（

他

四

）

危

険

だ

と

思

う

。

不

安

で

気

が

か

り

に

思

う

。

ま

た

、

不

確

か

で

実

現

し

そ

う

も

な

い

と

思

う

。 

○

あ

や

ぶ

ま

し

【

危

】

事

態

の

成

行

き

な

ど

を

案

じ

て

、

悪

い

結

果

に

な

り

は

し

な

い

か

と

気

が

か

り

な

さ

ま

で

あ

る

。 

○

う

や

ま

ふ

【

敬

】

（

他

四

）

相

手

を

尊

ん

で

礼

を

つ

く

す

。

つ

つ

し

ん

で

対

す

る

。

尊

敬

す

る

。

い

や

ま

う

。 

○

う

や

ま

わ

し

い

【

敬

】

相

手

を

う

や

ま

い

、

行

動

を

つ

つ

ま

し

く

す

る

さ

ま

に

い

う

。

て

い

ち

ょ

う

で

あ

る

。

う

や

ま

わ

し

い

。 

○

う

ら

む

【

恨

・

怨

・

憾

】

（

他

上

二

）

自

分

に

対

し

て

ひ

ど

い

こ

と

を

し

た

人

、

ま

た

は

、

自

分

の

思

い

通

り

に

な

ら

な

い

物

事

や

そ

の

状

態

な

ど

に

不

満

を

持

ち

、

悲

し

く

思

う

。

ま

た

、

残

念

に

思

い

反

発

す

る

気

持

を

持

つ

。

う

ら

ぶ

。

う

ら

み

る

。 

○

う

ら

ま

し

【

恨

】

相

手

の

心

や

処

置

が

期

待

に

反

す

る

も

の

で

あ

っ

た

り

、

望

ま

し

く

な

い

事

態

が

自

力

で

は

ど

う

に

も

な

ら

な

い

よ

う

な

場

合

、

そ

れ

に

対

す

る

不

満

、

嘆

き

な

ど

が

心

の

内

に

わ

だ

か

ま

っ

て

い

る

。

残

念

で

悲

し

い

。 

○

う

れ

ふ

【

憂

】

（

他

上

二

）

心

を

痛

め

る

。

思

い

な

や

む

。

心

配

す

る

。 
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○

う

れ

は

し

【

憂

】

心

が

晴

れ

ず

、

も

の

悲

し

い

気

分

に

包

ま

れ

る

よ

う

な

状

態

で

あ

る

。 
○

か

な

し

む

【

悲

・

哀

・

愛

】

（

他

四

）

か

な

し

く

思

う

。

な

げ

く

。

あ

わ

れ

む

。

転

じ

て

、

単

に

心

情

を

あ

ら

わ

す

だ

け

で

な

く

、

そ

れ

を

あ

ら

わ

す

行

為

を

も

含

め

た

意

味

で

用

い

ら

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

哀

願

す

る

。 

○

か

な

し

ま

し

い

【

悲

】

悲

し

い

。 

○

き

づ

か

ふ

【

気

遣

】

（

他

四

）

気

を

つ

か

う

。

気

づ

か

わ

し

く

思

う

。

心

配

す

る

。

案

じ

る

。 

○

き

づ

か

は

し

【

気

遣

】

気

が

か

り

で

あ

る

。

心

配

で

あ

る

。

心

も

と

な

い

。

危

い

。 

○

い

た

づ

く

【

労

】

（

自

四

）

①

苦

労

す

る

。

ほ

ね

を

お

る

。

②

疲

れ

る

。

悩

む

。

病

気

す

る

。 

○

い

た

づ

が

は

し

【

労

】

①

つ

と

め

て

骨

折

る

。

ご

苦

労

千

万

だ

。

②

仕

事

な

ど

で

疲

れ

て

い

る

。

疲

れ

な

や

む

。

③

煩

わ

し

い

。

め

ん

ど

う

だ

。

気

苦

労

だ

。 

○

そ

そ

く

（

自

四

）

①

事

を

急

ぐ

。

と

り

急

ぎ

事

を

す

る

。

②

そ

わ

そ

わ

す

る

。

落

ち

着

か

な

い

で

い

る

。 

○

そ

そ

か

は

し 

せ

か

せ

か

と

し

て

、

み

る

か

ら

に

落

ち

着

き

の

な

い

感

じ

の

す

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

も

ど

く

【

擬

】

①

非

難

す

べ

き

で

あ

る

。

気

に

く

わ

な

い

。

②

思

う

よ

う

に

な

ら

な

い

で

心

が

い

ら

だ

っ

て

い

る

。

は

が

ゆ

い

。

じ

れ

っ

た

い

。 

○

も

ど

か

は

し 

い

か

に

も

悠

長

で

じ

っ

れ

た

く

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

き

ら

ふ

【

嫌

】

（

他

四

）

①

捨

て

る

。

除

き

去

る

。

②

い

や

が

る

。

好

ま

な

い

。

忌

み

き

ら

う

。

憎

む

。 

○

き

ら

は

し

【

嫌

】

い

や

で

、

退

け

た

い

と

思

う

気

持

で

あ

る

。 

② 

思

考

・

願

望

な

ど

の

精

神

活

動

を

表

す

動

詞 

○

と

ぼ

く

【

恍

・

惚

】

（

自

下

二

）

わ

ざ

と

し

ら

な

い

ふ

り

を

す

る

。

そ

の

こ

と

に

気

づ

い

て

い

な

い

よ

う

に

ふ

る

ま

う

。

し

ら

ば

く

れ

る

。 
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○

と

ぼ

か

し

【

惚

】

わ

ざ

と

知

ら

ぬ

ふ

り

を

し

て

い

る

よ

う

で

、

う

さ

ん

く

さ

く

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 
○

の

ぞ

む

【

望

】

（

他

四

）

そ

う

あ

り

た

い

と

願

う

。

こ

う

し

て

ほ

し

い

と

思

う

。

こ

い

願

う

。

期

待

す

る

。

ほ

し

が

る

。

希

望

す

る

。

所

望

す

る

。 

○

の

ぞ

ま

し

【

望

】

望

む

と

こ

ろ

で

あ

る

。

願

う

と

こ

ろ

で

あ

る

。

そ

う

あ

っ

て

ほ

し

い

。

こ

の

ま

し

い

。 

③ 

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

動

詞 

〔

状

態

を

表

す

も

の

〕 

○

に

ぎ

は

ふ

【

賑

】

（

自

四

）

①

富

み

栄

え

る

。

豊

か

に

な

る

。

繁

栄

す

る

。

②

に

ぎ

や

か

に

な

る

。

繁

盛

す

る

。

盛

ん

に

な

る

。

活

気

に

満

ち

花

や

か

に

な

る

。 

○

に

ぎ

は

は

し

【

賑

】

繁

盛

し

て

い

る

。

に

ぎ

や

か

で

あ

る

。 

○

い

ま

め

く

【

今

】

（

自

四

）

当

世

風

で

、

は

な

や

か

な

さ

ま

に

な

る

。

目

新

し

く

て

に

ぎ

や

か

で

あ

る

。

気

が

き

い

て

し

ゃ

れ

て

い

る

。 

○

い

ま

め

か

は

し

【

今

】

当

世

風

で

り

っ

ぱ

だ

。

目

新

し

く

て

す

ぐ

れ

て

い

る

。

気

が

き

い

て

し

ゃ

れ

て

い

る

。

現

代

風

で

若

々

し

い

。 

○

く

も

る

【

曇

・

陰

】

①

雲

、

霧

な

ど

で

空

が

お

お

わ

れ

る

。

②

心

が

は

れ

ば

れ

し

な

い

状

態

に

な

る

。

心

が

ふ

さ

ぐ

。 

○

く

も

ら

は

し

【

曇

】

雲

が

か

か

っ

て

、

は

っ

き

り

し

な

い

空

模

様

で

あ

る

。 

〔

動

作

を

表

す

も

の

〕 

○

あ

つ

か

ふ

【

扱

】

（

他

四

）

人

の

相

手

に

な

っ

て

話

を

し

た

り

、

も

て

な

し

た

り

す

る

。

応

対

、

待

遇

す

る

。

ま

た

、

人

を

意

の

ま

ま

に

す

る

。

冷

た

く

あ

し

ら

う

。

冷

遇

す

る

。 
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○

あ

つ

か

は

し

【

扱

】

物

事

を

取

扱

う

の

に

苦

労

す

る

さ

ま

で

あ

る

。

処

置

し

に

く

い

。 
○

い

き

づ

く

【

息

】

（

自

四

）

①

息

を

す

る

。

呼

吸

す

る

。

②

た

め

い

き

を

つ

く

。

嘆

息

す

る

。 
○

い

き

づ

が

は

し

【

息

】

た

め

息

が

出

る

よ

う

な

気

持

だ

。

悲

し

く

嘆

か

わ

し

い

。 

○

あ

り

つ

く

【

有

付

】

（

自

四

）

あ

る

場

所

に

到

着

す

る

。

ま

た

、

住

み

つ

く

。

住

居

が

落

ち

着

く

。

安

住

す

る

。 

○

あ

り

つ

か

は

し

【

有

付

】

①

そ

の

場

所

が

、

そ

こ

に

落

着

い

て

住

む

の

に

適

し

て

い

る

状

態

で

あ

る

。

②

そ

う

あ

る

こ

と

が

、

そ

の

も

の

と

し

て

似

つ

か

わ

し

い

と

是

認

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

す

ず

む

【

涼

】

（

自

四

）

暑

さ

を

避

け

て

、

清

涼

な

空

気

に

あ

た

る

。

涼

し

い

風

に

あ

た

っ

て

、

暑

さ

を

し

の

ぐ

。 

○

す

ず

ま

し

【

涼

】

い

か

に

も

暑

さ

を

忘

れ

さ

せ

る

よ

う

な

、

冷

気

が

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

に

、

心

に

何

の

雑

念

も

な

く

て

、

爽

や

か

な

気

持

で

あ

る

。 

〔

作

用

を

表

す

も

の

〕 

○

に

あ

ふ

【

似

合

】

（

自

四

）

よ

く

釣

り

合

う

。

適

合

す

る

。

相

応

す

る

。

似

つ

く

。 

○

に

あ

は

し

【

似

合

】

似

合

っ

て

見

え

る

。

ふ

さ

わ

し

い

。

相

応

し

て

い

る

。

に

つ

か

わ

し

い

。 

○

ゆ

る

く

【

緩

】

（

自

下

二

）

ゆ

る

く

な

る

。

ゆ

る

む

。 

○

ゆ

る

か

し

い

【

緩

】

ゆ

っ

た

り

と

し

て

い

る

。

ゆ

と

り

が

あ

る

。

寛

大

で

あ

る

。 

○

う

け

る

【

受

】

（

他

下

一

）

他

か

ら

加

え

ら

れ

る

作

用

を

身

に

引

き

取

る

。

ま

た

、

他

の

言

う

こ

と

や

す

る

こ

と

に

応

じ

て

行

な

う

。 

○

う

け

ら

う

し

【

受

】

事

態

が

望

ま

し

い

も

の

で

あ

っ

て

、

そ

れ

を

喜

ん

で

受

け

入

れ

た

い

と

思

う

心

情

で

あ

る

。 



91 

 

 

以

上

、

平

安

時

代

に

お

い

て

心

的

状

態

や

心

理

活

動

を

表

す

動

詞

が

少

し

衰

え

を

見

せ

る

よ

う

で

あ

る

が

、

そ

れ

以

降

も

や

は

り

主

と

し

て

用

い

ら

れ

た

。

ま

た

、

「

い

さ

む

―

い

さ

ま

し

」

「

と

ぼ

く

―

と

ぼ

か

し

」

の

よ

う

な

能

動

性

や

意

図

性

を

帯

び

る

も

の

は

見

ら

れ

る

も

の

の

、

思

考

・

願

望

な

ど

の

精

神

活

動

を

表

す

動

詞

は

あ

ま

り

用

い

ら

れ

な

く

な

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

状

態

や

動

作

・

作

用

を

表

す

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

は

、

基

本

的

に

情

意

的

意

味

を

持

っ

て

い

る

が

、

「

く

も

ら

は

し

」

「

あ

つ

か

は

し

」

「

ゆ

る

か

し

い

」

の

三

語

は

例

外

で

あ

る

。

特

に

、

動

詞

「

く

も

る

（

曇

）

」

は

「

心

が

は

れ

ば

れ

し

な

い

状

態

に

な

る

」

と

い

う

情

意

的

意

味

を

持

っ

て

い

る

が

、

派

生

し

た

形

容

詞

の

方

は

情

意

を

持

っ

て

い

な

い

こ

と

は

注

意

さ

れ

る

。 

 

上

代

と

比

べ

て

、

明

ら

か

に

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

は

し

」

は

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

の

六

〇

語

の

中

で

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

は

し

」

は

一

二

語

も

見

ら

れ

た

。

「

は

し

」

は

「

し

」

の

拡

張

形

で

あ

り

、

「

な

げ

か

は

し

」

「

に

つ

か

は

し

」

「

あ

り

つ

か

は

し

」

「

い

ま

め

か

は

し

」

「

そ

そ

か

は

し

」

「

も

ど

か

は

し

」

な

ど

多

く

の

場

合

、

「

は

し

」

と

「

し

」

は

ほ

ぼ

同

じ

意

味

に

な

る

。

し

か

し

、

「

い

そ

が

し

」

と

「

い

そ

が

は

し

」

の

場

合

、

第

三

者

の

視

点

と

い

う

点

で

使

い

分

け

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

「

く

も

ら

は

し

」

の

意

味

を

考

え

る

と

、

「

は

し

」

は

「

し

」

に

比

べ

て

、

状

態

性

が

強

く

、

観

察

的

な

視

点

が

介

入

し

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

も

考

え

ら

れ

る

。

た

だ

、

語

例

は

少

な

い

の

で

、

詳

し

く

は

わ

か

ら

な

い

。

「

い

そ

が

し

」

と

「

い

そ

が

は

し

」

以

外

に

も

、

「

い

ま

し

」

と

「

い

ま

は

し

」

も

同

様

な

視

点

か

ら

捉

え

て

よ

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

○

い

そ

が

し 

＊

石

山

寺

本

大

般

涅

槃

経

平

安

初

期

点

〔

８

５

０

頃

〕

「

吾

は

今

劇

務

（

イ

ソ

カ

シ

）

」 

○

い

そ

が

は

し 
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＊

徒

然

草

〔

１

３

３

１

頃

〕

七

五

「

走

り

て

い

そ

が

は

し

く

、

ほ

れ

て

わ

す

れ

た

る

事

、

人

皆

か

く

の

ご

と

し

」 
○

い

ま

し

【

忌

】

い

ま

い

ま

し

い

。

忌

み

嫌

う

べ

き

こ

と

で

あ

る

。

腹

立

た

し

い

。

残

念

で

あ

る

。 
＊

仮

名

草

子

・

見

ぬ

京

物

語

〔

１

６

５

９

〕

下

「

い

ま

し

ひ

所

業

を

す

て

て

、

浄

土

専

念

の

宗

旨

を

ひ

ろ

め

給

へ

り

」 

○

い

ま

は

し

【

忌

】

よ

く

な

い

事

が

起

こ

る

前

兆

の

よ

う

に

感

じ

ら

れ

て

、

縁

起

が

悪

い

。

不

吉

で

あ

る

。 

＊

平

家

〔

１

３

Ｃ

前

〕

三

・

医

師

問

答

「

何

と

候

や

ら

む

、

あ

の

御

浄

衣

の

よ

に

い

ま

は

し

き

や

う

に

見

え

さ

せ

お

は

し

ま

し

候

」 

 
 

「

い

ま

は

し

」

は

「

い

ま

ふ

（

忌

）

」

の

形

容

詞

化

と

考

え

ら

れ

る

。

前

章

で

述

べ

た

よ

う

に

、

接

尾

語

「

ふ

」

が

付

い

た

も

の

で

、

上

代

に

お

け

る

「

け

が

ら

は

し

」

「

か

か

ら

は

し

」

と

同

じ

派

生

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

こ

の

ほ

か

、

「

い

み

じ

」

「

あ

ま

り

し

」

の

二

語

の

語

幹

は

動

詞

連

用

形

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

上

代

に

は

動

詞

連

用

形

が

畳

語

形

「

わ

き

わ

き

し

」

し

か

見

当

た

ら

な

か

っ

た

が

、

室

町

時

代

に

は

「

あ

ま

り

し

（

余

）

」

「

お

も

ぶ

せ

し

（

面

伏

）

」

の

よ

う

に

、

畳

語

形

で

な

く

て

も

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

は

銘

記

さ

れ

る

。 

 

３ 

形

容

詞

語

幹

と

形

容

動

詞

語

幹 

単

純

に

形

容

詞

語

幹

そ

の

も

の

で

あ

る

も

の

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 

例 

お

ぞ

ま

し 

あ

ら

ま

し 

あ

や

う

し 

お

お

し

い 

を

さ

な

し 

を

そ

な

し 

ち

か

し 

ふ

か

し 

ふ

る

し 

 

「

お

ぞ

ま

し

（

悍

）

」

「

あ

ら

ま

し

（

荒

）

」

の

二

語

は

平

安

時

代

に

現

れ

た

も

の

で

あ

る

。

「

お

ぞ
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し

」

「

あ

ら

し

」

は

ク

活

用

形

容

詞

で

あ

り

、

そ

の

語

幹

に

情

意

的

意

味

を

も

つ

「

ま

」

が

接

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

成

さ

れ

た

。

上

代

に

お

い

て

、

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

じ

る

場

合

、

畳

語

形

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

た

と

え

ば

、

「

な

が

な

が

し

」

「

と

ほ

と

ほ

し

」

の

よ

う

で

あ

る

。

こ

こ

で

挙

げ

た

「

お

ぞ

ま

し

」

「

あ

ら

ま

し

」

以

外

の

室

町

時

代

に

現

れ

た

七

語

は

、

ク

活

用

形

容

の

語

幹

に

直

接

「

し

」

が

つ

い

た

も

の

で

あ

る

。

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

直

接

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

の

は

注

目

す

べ

き

で

あ

る

。

中

世

に

お

け

る

両

活

用

形

容

詞

に

つ

い

て

、

詳

し

く

は

第

六

節

に

記

述

す

る

。 

次

に

、

形

容

詞

語

幹

が

形

容

動

詞

語

幹

（

も

し

く

は

そ

れ

相

当

）

で

あ

る

も

の

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 

例 

か

た

く

な

し 

お

ろ

か

し

い 

こ

ま

か

し 

あ

や

か

し

い 

あ

は

れ

し 

い

か

が

し 

う

つ

た

う

し 

す

ぐ

し

い 

ま

め

し 
え

せ

わ

し

い 

か

た

く

な

は

し 

そ

ぞ

ろ

は

し 

○

か

た

く

な

【

頑

】

（

形

動

）

①

す

な

お

で

な

く

、

心

が

ね

じ

け

て

い

る

さ

ま

。

ま

ち

が

っ

た

考

え

を

固

執

し

て

い

る

さ

ま

。

ま

た

、

心

が

ひ

ね

く

れ

て

い

て

、

う

ち

と

け

な

い

さ

ま

。

偏

屈

。

片

意

地

。

②

な

か

な

か

考

え

を

変

え

な

い

さ

ま

。

い

ち

ず

に

思

い

込

む

さ

ま

。

頑

固

。

一

徹

。

③

愚

か

で

物

わ

か

り

の

悪

い

さ

ま

。

理

解

が

に

ぶ

く

、

悟

り

が

遅

い

さ

ま

。

④

教

養

が

な

く

、

見

苦

し

い

さ

ま

。

情

趣

に

欠

け

、

ぶ

こ

つ

で

あ

る

さ

ま

。

不

体

裁

な

さ

ま

。

無

風

流

な

さ

ま

。

⑤

手

足

な

ど

が

欠

け

て

い

る

さ

ま

。 

○

お

ろ

か

【

愚─

・

痴─

・

疎─

】

】

〔

名

〕

（

形

動

）

（

「

か

」

は

接

尾

語

）

も

の

ご

と

の

程

度

の

不

十

分

な

さ

ま

、

心

、

気

持

の

ゆ

る

ん

で

い

る

さ

ま

を

表

す

。 

○

こ

ま

か

【

細

】

①

非

常

に

小

さ

い

さ

ま

。

微

細

な

さ

ま

。

②

繊

細

で

美

し

い

さ

ま

。

上

品

で

し

と

や

か

な

さ

ま

。

き

め

こ

ま

か

で

風

情

が

あ

る

さ

ま

。

こ

ま

や

か

。

③

く

わ

し

い

さ

ま

。

こ

と

こ
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ま

か

で

あ

る

さ

ま

。

詳

細

。

④

念

入

り

で

あ

る

さ

ま

。

こ

ま

ご

ま

と

注

意

深

く

す

る

さ

ま

。

丁

寧

。

綿

密

。

ま

た

、

さ

さ

い

な

こ

と

に

、

あ

れ

こ

れ

気

を

と

め

る

さ

ま

。

⑤

こ

ま

ご

ま

と

親

身

に

心

の

行

き

届

い

て

い

る

さ

ま

。

親

切

な

さ

ま

。

ね

ん

ご

ろ

な

さ

ま

。 

○

あ

や

か 

①

美

し

い

さ

ま

。

優

雅

な

さ

ま

。

②

き

ゃ

し

ゃ

な

さ

ま

。

は

か

な

い

さ

ま

。 

○

あ

わ

れ

【

哀

】

〔

名

〕

（

形

動

）

心

の

底

か

ら

の

し

み

じ

み

と

し

た

感

動

や

感

情

、

ま

た

、

そ

う

い

う

感

情

を

起

こ

さ

せ

る

状

況

を

い

う

。

親

愛

、

情

趣

、

感

激

、

哀

憐

、

悲

哀

な

ど

の

詠

嘆

的

感

情

を

広

く

表

す

が

、

近

世

以

降

は

主

と

し

て

哀

憐

、

悲

哀

の

意

に

用

い

ら

れ

る

。 

○

い

か

が

【

如

何

・

奈

何

】

（

形

動

）

ど

う

か

と

思

わ

れ

る

さ

ま

。

考

え

も

の

で

あ

る

こ

と

。

→ 

○

う

つ

た

う

【

鬱

陶

】

（

形

動

タ

リ

）

（─

す

る

）

気

が

ふ

さ

い

で

は

れ

ば

れ

し

な

い

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

さ

ま

。 

○

す

ぐ

【

直

】

（

形

動

）

ま

っ

す

ぐ

で

曲

が

っ

て

い

な

い

さ

ま

。 

○

ま

め

【

忠

実

】

（

形

動

）

ま

じ

め

で

あ

る

さ

ま

。

誠

実

で

う

わ

つ

い

た

と

こ

ろ

の

な

い

さ

ま

。 

○

え

せ

【

似

非

・

似

而

非

】

（

名

）

〔

形

動

〕

①

見

か

け

は

そ

れ

ら

し

く

見

え

る

が

、

実

は

そ

う

で

は

な

い

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

も

の

。

に

せ

。

②

備

え

て

い

る

は

ず

の

、

ま

た

、

備

え

て

い

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

性

質

、

才

能

、

技

量

な

ど

が

欠

け

て

い

る

、

あ

る

い

は

劣

っ

て

い

る

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

も

の

。

と

る

に

た

り

な

い

こ

と

。

ば

か

な

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

も

の

。 

○

そ

ぞ

ろ

【

漫

】

（

形

動

）

そ

の

人

の

思

い

（

認

識

・

意

識

・

願

望

・

良

識

・

思

慮

・

分

別

・

関

心

な

ど

）

を

は

な

れ

、

あ

る

い

は

無

視

し

て

、

あ

る

行

為

を

し

た

り

、

あ

る

状

態

に

な

っ

た

り

す

る

さ

ま

。

す

ず

ろ

。 
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「

か

た

く

な

し

」

は

平

安

時

代

に

現

れ

、

こ

の

中

で

最

も

早

い

よ

う

で

あ

る

。

「

か

た

な

し

」

の

意

味

は

「

い

す

か

し

」

な

ど

の

よ

う

な

人

の

性

質

を

表

す

語

基

と

近

く

、

こ

の

語

だ

け

シ

ク

活

用

と

な

る

の

が

早

い

の

は

そ

の

よ

う

な

語

義

か

ら

の

影

響

で

あ

る

と

見

ら

れ

る

。

鎌

倉

時

代

に

入

っ

て

、

「

お

ろ

か

」

「

こ

ま

か

」

の

よ

う

な

接

尾

語

「

か

」

に

よ

る

形

容

動

詞

が

シ

ク

活

用

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

も

特

徴

的

で

あ

る

。

そ

し

て

、

室

町

時

代

に

入

る

と

、

「

ま

め

し

」

「

あ

や

か

し

い

」

の

よ

う

な

人

の

性

質

や

接

尾

語

「

か

」

に

よ

る

も

の

以

外

に

、

タ

リ

活

用

形

容

動

詞

語

幹

の

漢

語

「

う

つ

た

う

」

な

ど

、

形

容

動

詞

と

の

混

交

は

さ

ら

に

広

が

り

を

見

せ

て

い

く

。 

 

４ 

そ

の

他

の

語

基 

そ

れ

ぞ

れ

の

時

代

に

新

た

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

も

の

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。 

［

平

安

時

代

に

新

出

し

た

形

容

詞

］ 

あ

つ

し 

お

び

た

た

し 

き

び

し 

け

が

し 

け

は

し 

せ

は

し 

た

け

し 

ひ

す

か

し 

い

か

め

し

い 

か

し

ま

し 

む

ず

か

し

い 

［

鎌

倉

時

代

に

新

出

し

た

形

容

詞

］ 

い

し 

は

ば

し 

［

室

町

時

代

に

新

出

し

た

形

容

詞

］ 

 

や

か

ま

し 

お

そ

い

し 

お

そ

し 

お

ど

ろ

し 

け

た

ま

し 

さ

う

ざ

し 

さ

み

し 

す

く

し 

つ

ま

し 

は

つ

し

い 

あ

や

か

し

い 

む

つ

か

し 
す

ず

ま

し 

 

次

に

、

意

味

の

上

か

ら

は

次

の

よ

う

に

分

類

さ

れ

る

。 

① 

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の 
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〔

心

理

状

態

〕 
○

む

つ

か

し

【

難

・

六

借

】

機

嫌

が

悪

い

。

不

快

な

表

情

や

態

度

を

あ

ら

わ

に

見

せ

て

い

る

。 
○

は

ば

し

【

憚

・

幅

】

は

ば

か

ら

れ

る

。

は

ば

か

り

が

あ

る

。

気

が

お

け

る

。

は

ば

か

ら

わ

し

。 

○

お

そ

い

し 

無

気

味

で

非

常

に

恐

ろ

し

く

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

お

そ

し

【

恐

】

強

烈

で

お

そ

ろ

し

い

。 

○

お

ど

ろ

し

【

恐

】

そ

の

物

の

様

子

が

人

間

の

理

解

の

範

囲

を

超

え

て

い

て

、

無

気

味

に

感

じ

ら

れ

、

お

び

え

る

心

地

が

す

る

。 

○

さ

う

ざ

し 

人

気

も

な

く

、

静

か

で

、

や

る

せ

な

い

さ

ま

で

あ

る

。 

〔

評

価

〕 

○

け

が

し 

む

さ

し

く

る

し

い

さ

ま

で

あ

る

。

歌

語

。 

○

ひ

す

か

し 

愚

か

し

く

も

片

意

地

を

は

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

い

し

【

美

】

よ

い

。

好

ま

し

い

。 

○

は

つ

し

い 

危

険

な

さ

ま

で

あ

る

。 

〔

感

覚

〕 

○

か

し

ま

し

【

喧

】

や

か

ま

し

い

。

さ

わ

が

し

い

。

そ

う

ぞ

う

し

い

。

耳

障

り

で

あ

る

。

か

し

が

ま

し

い

。 

○

ま

ぶ

し

【

眩

】

明

る

過

ぎ

て

、

目

を

あ

け

て

い

ら

れ

な

い

。

明

る

く

輝

い

て

い

て

ま

と

も

に

見

ら

れ

な

い

。

ま

ば

ゆ

い

。 

○

や

か

ま

し 

音

や

声

な

ど

が

大

き

か

っ

た

り

、

多

く

入

り

交

じ

っ

た

り

し

て

、

神

経

を

い

ら

だ

た

せ

る

。

騒

が

し

い

。 

○

け

た

ま

し 

あ

ま

り

に

や

か

ま

し

く

て

、

び

っ

く

り

さ

せ

ら

れ

る

ほ

ど

で

あ

る

。

け

た

た

ま

し

い

。 
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②

状

態

的

意

味

を

持

つ

も

の 
〔

生

活

な

ど

の

状

況

〕 
○

あ

つ

し

【

篤

】

病

気

が

ち

で

あ

る

。

病

弱

で

あ

る

。

ま

た

、

病

気

が

重

い

。 

○

せ

は

し

【

忙

】

煩

わ

し

く

感

じ

ら

れ

る

ほ

ど

、

息

つ

く

間

も

な

く

急

き

た

て

ら

れ

た

り

、

次

次

と

用

事

が

出

来

し

た

り

す

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

す

く

し

【

健

】

心

身

と

も

に

、

何

の

障

り

も

な

く

良

好

な

状

態

で

あ

る

。 

〔

時

間

や

量

〕 

○

お

び

た

た

し

【

夥

】

程

度

、

数

量

が

度

を

こ

え

て

は

な

は

だ

し

い

さ

ま

を

表

す

。 

○

つ

ま

し 

余

裕

・

ゆ

と

り

を

い

っ

さ

い

認

め

ず

、

支

出

な

ど

を

最

小

限

に

と

ど

め

る

さ

ま

で

あ

る

。 

〔

自

然

環

境

〕 

○

け

は

し

【

険

】

山

や

坂

な

ど

の

傾

斜

が

急

で

、

登

る

の

に

困

難

で

あ

る

。

道

が

急

峻

で

あ

る

。 

 

ほ

か

に

、

「

き

び

し

（

厳

）

」

と

「

た

け

し

（

猛

）

」

も

あ

る

が

、

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

用

し

た

も

の

で

、

こ

こ

で

触

れ

な

い

こ

と

に

す

る

。

ま

た

、

「

い

か

め

し

」

「

さ

み

し

」

は

上

代

の

「

い

か

し

」

「

さ

び

し

」

の

語

幹

か

ら

転

じ

た

語

で

あ

る

。 

 

以

上

で

示

し

た

よ

う

に

、

平

安

時

代

以

降

、

「

語

基

＋

し

」

の

構

造

は

激

減

し

た

。

特

に

、

心

理

状

態

や

評

価

な

ど

の

情

意

的

意

味

を

持

つ

も

の

と

、

自

然

環

境

を

表

す

も

の

は

、

上

代

よ

り

少

な

く

な

っ

た

。

も

う

一

つ

注

目

さ

れ

る

の

は

、

視

覚

・

聴

覚

な

ど

の

感

覚

を

表

す

形

容

詞

が

平

安

時

代

か

ら

現

れ

た

点

で

あ

る

。

上

代

に

お

い

て

、

「

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

」

「

き

ら

き

ら

し

」

の

よ

う

な

擬

声

語

と

考

え

ら

れ

る

も

の

は

畳

語

形

容

詞

に

見

ら

れ

る

が

、

聴

覚

を

表

す

語

基

を

そ

の

ま

ま

シ

ク

活

用

に

す

る

の

は

見

当

た

ら

な

い

の

で

あ

る

。 
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三

―

二 

合

成

形

式

の

語

幹

の

性

質 
１ 

畳

語

形

式

の

語

幹 

 
語

幹

が

畳

語

形

式

を

有

す

る

形

態

素

に

は

、

名

詞

・

形

容

詞

・

動

詞

・

副

詞

・

形

容

動

詞

な

ど

の

性

質

に

由

来

す

る

も

の

が

あ

る

。

そ

の

そ

れ

ぞ

れ

に

相

当

す

る

も

の

を

次

に

示

す

。 

① 

名

詞

の

重

複 

〔

人

を

表

す

具

体

名

詞

〕 

○

げ

す

げ

す

し 
「

げ

す

（

下

衆

）

」

（

名

）

身

分

や

素

姓

の

卑

し

い

人

。

下

賤

の

人

。 

○

か

う

が

う

し 

「

か

み

（

神

）

」

（

名

）

宗

教

的

、

民

俗

的

信

仰

の

対

象

。 

○

ひ

と

び

と

し 

「

ひ

と

（

人

）

」

生

物

中

の

一

類

と

し

て

の

人

間

。 

○

め

め

し

い 
 

「

め

（

女

）

」

（

名

）

女

。

女

性

。 

○

を

こ

を

こ

し 

「

を

こ

（

痴

）

」

愚

か

な

こ

と

。

ば

か

げ

た

こ

と

。

思

慮

の

足

り

な

い

こ

と

を

行

な

う

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

さ

ま

や

、

そ

の

人

。 

○

み

こ

み

こ

し 

「

み

こ

（

神

）

」

神

に

奉

仕

し

て

、

神

楽

（

か

ぐ

ら

）

な

ど

を

す

る

者

。 

人

を

表

す

名

詞

が

形

容

詞

を

構

成

す

る

場

合

、

そ

の

名

詞

が

情

意

的

意

味

を

持

つ

、

あ

る

い

は

、

本

来

の

意

義

か

ら

情

意

的

意

味

が

抽

出

で

き

る

。

た

と

え

ば

、

「

げ

す

（

下

衆

）

」

は

「

身

分

や

素

姓

の

卑

し

い

人

。

下

賤

の

人

」

の

意

味

を

表

し

、

「

品

性

が

下

劣

で

あ

る

。

下

品

で

あ

る

」

の

よ

う

な

評

価

的

意

味

を

持

つ

た

め

、

畳

語

形

容

詞

を

構

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

「

ひ

と

（

人

）

」

「

め

（

女

）

」

の

場

合

、

本

来

の

意

味

で

は

、

情

意

的

意

味

を

持

っ

て

い

な

い

が

、

「

人

」

と

称

す

る

資

格

、

「

女

」

と

し

て

の

性

質

に

相

応

し

い

か

ど

う

か

、

と

い

う

評

価

的

意

味

を

加

え

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

畳

語

形

容

詞

、

な

い

し

、

そ

の

ま

ま

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

構

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 
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○

げ

す

げ

す

し

【

下

衆

下

衆

】

品

格

が

劣

り

、

い

か

に

も

下

品

な

感

じ

の

す

る

さ

ま

で

あ

る

。 
○

ひ

と

ひ

と

し

【

人

人

】

い

か

に

も

一

人

前

ら

し

い

り

っ

ぱ

な

さ

ま

で

あ

る

。 
○

め

め

し

【

女

女

】

い

か

に

も

女

の

よ

う

で

あ

る

。

女

ら

し

い

。 

 

ま

た

、

「

め

め

し

」

は

、

女

の

性

質

を

十

分

に

備

え

る

と

い

う

評

価

的

意

味

を

表

す

以

外

に

、

女

を

連

想

さ

せ

る

男

に

も

用

い

ら

れ

る

。

「

か

う

が

う

し

」

「

み

こ

み

こ

し

」

の

意

味

は

、

こ

の

連

想

あ

る

い

は

比

喩

な

視

点

か

ら

見

る

の

が

わ

か

り

や

す

く

、

ま

た

、

妥

当

で

あ

ろ

う

、 

○

め

め

し

【

女

女

】

気

持

・

態

度

な

ど

が

柔

弱

で

あ

る

。

未

練

が

ま

し

い

。

い

く

じ

が

な

い

。

ひ

き

ょ

う

で

あ

る

。

主

に

男

性

に

つ

い

て

い

う

。 

＊

栄

花

〔

１

０

２

８

～

９

２

頃

〕

玉

の

村

菊

「

人

中

に

か

や

う

に

物

な

ど

聞

ゆ

る

、

い

と

め

め

し

く

な

ど

あ

る

事

な

れ

ど

」 

○

か

う

が

う

し

【

神

神

】

神

聖

で

、

お

ご

そ

か

に

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

み

こ

み

こ

し

【

神

子

神

子

】

い

か

に

も

神

託

を

告

げ

る

神

子

を

髣

髴

と

さ

せ

る

、

神

が

か

り

的

な

さ

ま

で

あ

る

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

こ

と

を

信

じ

こ

み

や

す

い

さ

ま

で

あ

る

。 

 
 

も

う

一

つ

注

目

さ

れ

る

の

は

、

他

に

対

す

る

評

価

だ

け

で

な

く

、

自

分

に

対

す

る

場

合

に

も

用

い

ら

れ

る

点

で

あ

る 

○

を

こ

を

こ

し

【

痴

痴

】

甚

だ

お

ろ

か

し

い

さ

ま

で

あ

る

意

で

、

自

分

の

行

為

を

面

目

な

い

も

の

と

卑

下

し

て

い

う

の

に

用

い

る

。 

＊

花

鳥

余

情

〔

１

４

７

２

〕

五

「

を

こ

に

な

り

ぬ

。

お

こ

お

こ

し

く

な

る

な

り

。

あ

な

づ

ら

は

し

く

な

る

心

な

り

」 

〔

物

や

現

象

を

表

す

具

体

名

詞

〕 
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○

か

ど

か

ど

し 

「

か

ど

（

角

）

」

（

名

）

物

の

と

が

っ

て

突

き

出

た

部

分

。 
○

そ

ば

そ

ば

し 

「

そ

ば

（

稜

）

」

（

名

）

物

の

か

ど

。

り

ょ

う

。

稜

角

。 
○

は

な

ば

な

し 

「

は

な

（

花

）

」

（

名

）

植

物

の

器

官

の

一

つ

で

、 

○

そ

ら

ぞ

ら

し 

「

そ

ら

（

空

）

」

地

上

の

上

方

で

、

神

の

世

界

と

想

像

し

た

天

よ

り

下

の

空

間

。 

○

あ

わ

あ

わ

し

い

「

あ

わ

（

泡

・

沫

）

」

液

体

の

中

に

空

気

、

ガ

ス

な

ど

の

気

体

を

含

ん

で

、

ま

る

く

ふ

く

れ

た

も

の

。 

○

い

ぼ

い

ぼ

し

い

「

い

ぼ

（

疣

）

」

皮

膚

に

で

き

る

小

さ

な

突

起

物

。 

○

ど

く

ど

く

し 

「

ど

く

（

毒

）

」

毒

薬

。 

○

ほ

ね

ぼ

ね

し 

「

ほ

ね

（

骨

）

」

脊

椎

動

物

の

内

骨

格

を

構

成

す

る

、

支

持

器

官

の

一

つ

。 

○

ゆ

め

ゆ

め

し 

「

ゆ

め

（

夢

）

」

睡

眠

中

に

、

い

ろ

い

ろ

な

物

事

を

現

実

の

こ

と

の

よ

う

に

見

た

り

聞

い

た

り

感

じ

た

り

す

る

現

象

。 

 

物

を

表

す

名

詞

の

場

合

、

そ

の

名

詞

本

来

の

意

味

と

派

生

意

味

は

両

方

と

も

シ

ク

活

用

す

る

よ

う

で

、

前

者

は

多

く

状

態

形

容

を

表

し

、

後

者

は

一

般

的

に

評

価

的

意

味

を

表

す

。

た

と

え

ば

、 

○

か

ど

か

ど

し

【

角

角

】

①

物

が

か

ど

だ

っ

て

い

る

。

か

ど

が

多

い

。

か

ど

ば

っ

て

い

る

。

②

性

格

が

円

満

で

な

く

か

ど

だ

っ

て

い

る

。

と

げ

と

げ

し

い

。

圭

角

が

多

い

。 

○

そ

ば

そ

ば

し

【

稜

稜

】

①

か

ど

ば

っ

て

い

る

。

か

ど

だ

つ

。

②

よ

そ

よ

そ

し

い

。

し

っ

く

り

い

か

な

い

。

親

し

く

な

い

。 

 

ま

た

、

畳

語

形

に

よ

っ

て

、

評

価

な

ど

情

意

的

意

味

の

み

を

表

す

も

の

が

あ

る

。

こ

の

場

合

、

名

詞

の

派

生

義

か

ら

評

価

的

意

味

が

成

り

立

つ

わ

け

で

は

な

く

、

名

詞

の

あ

る

特

徴

に

注

目

し

、

そ

れ

を

畳

語

形

で

強

調

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

評

価

的

意

味

が

成

り

立

つ

の

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

花

の

美

し

い

色

彩

、
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空

の

広

く

物

が

な

さ

、

疣

の

小

さ

さ

、

夢

の

は

か

な

さ

を

強

調

す

る

。 
○

は

な

ば

な

し

【

花

花

】

は

な

や

か

で

あ

る

。

は

で

や

か

で

あ

る

。

み

ご

と

で

あ

る

。 
○

そ

ら

ぞ

ら

し

【

空

空

】

空

虚

で

あ

る

。

う

つ

ろ

で

あ

る

。 

○

い

ぼ

い

ぼ

し

い

【

疣

疣

】

女

性

語

。

小

さ

い

。

少

な

い

。 

○

ゆ

め

ゆ

め

し

【

夢

夢

】

①

夢

の

よ

う

で

あ

る

。

夢

の

よ

う

に

当

て

に

な

ら

な

い

。

②

き

わ

め

て

わ

ず

か

で

あ

る

。

は

な

は

だ

軽

少

で

あ

る

。

（

②

は

女

性

語

で

あ

る

） 

 

「

ゆ

め

ゆ

め

し

」

の

意

味

①

の

よ

う

に

、

物

や

現

象

を

表

す

名

詞

も

、

比

喩

的

な

形

容

に

用

い

ら

れ

る

も

の

が

あ

る

。 

○

あ

わ

あ

わ

し

い

【

沫

沫

】

（

雪

な

ど

が

）

あ

わ

の

よ

う

に

、

い

か

に

も

く

ず

れ

や

す

く

、

消

え

や

す

い

感

じ

で

あ

る

。 

○

ど

く

ど

く

し 

毒

を

含

ん

で

、

い

か

に

も

恐

ろ

し

げ

に

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ほ

ね

ぼ

ね

し 

い

か

に

も

気

骨

が

あ

っ

て

、

か

た

く

る

し

さ

が

目

立

つ

さ

ま

で

あ

る

。 

〔

抽

象

概

念

を

表

す

名

詞

〕 

○

う

ひ

う

ひ

し 

「

う

ひ

（

初

）

」

（

名

）

最

初

。

初

め

。 

○

か

ひ

が

ひ

し 

「

か

ひ

（

甲

斐

）

」

（

名

）

あ

る

行

為

に

値

す

る

だ

け

の

し

る

し

。

き

き

め

。

効

果

。 

○

こ

と

こ

と

し 

「

こ

と

（

事

）

」

（

名

）

時

間

的

事

態

一

般

を

広

く

指

す

語

。 

○

は

か

ば

か

し 

「

は

か

（

果

）

」

（

名

）

目

あ

て

。

あ

て

ど

。

は

か

り

。 

○

も

の

も

の

し 

「

も

の

（

物

）

」

（

名

）

な

ん

ら

か

の

形

を

そ

な

え

た

物

体

一

般

を

い

う

。 

○

ゆ

ゑ

ゆ

ゑ

し 

「

ゆ

ゑ

（

故

）

」

（

名

）

深

い

理

由

や

原

因

。

ま

た

、

由

来

。 

○

よ

し

よ

し

し 

「

よ

し

（

由

）

」

（

名

）

物

事

の

起

こ

っ

た

理

由

。

由

来

。

わ

け

。

い

わ

れ

。 
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○

よ

そ

よ

そ

し 

「

よ

そ

（

余

所

）

」

（

名

）

自

分

と

は

別

の

世

界

に

属

す

る

と

認

識

さ

れ

る

物

事

や

人

。 
○

し

ら

し

ら

し 

「

し

ろ

（

白

）

」

色

の

名

。

雪

、

塩

な

ど

の

色

。 
○

あ

い

あ

い

し 

「

あ

い

（

愛

）

」

親

子

、

兄

弟

な

ど

が

互

い

に

か

わ

い

が

り

、

い

つ

く

し

み

あ

う

心

。 

○

い

し

い

し

い 

「

い

し

（

以

次

）

」

官

位

地

位

な

ど

に

よ

る

席

順

が

、

上

席

の

人

に

次

ぐ

こ

と

。 

○

ふ

く

ふ

く

し 

「

ふ

く

（

福

）

」

さ

い

わ

い

。

し

あ

わ

せ

。

幸

福

。

幸

運

。 

○

き

は

き

は

し 

「

き

は

（

際

）

」

物

と

物

と

の

接

す

る

と

こ

ろ

。

境

目

。

端

。

仕

切

り

。 

○

ら

う

ら

う

し 
「

ら

う

（

良

）

」

よ

い

こ

と

。

す

ぐ

れ

て

い

る

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

も

の

。 

 

抽

象

的

概

念

を

表

す

名

詞

の

場

合

、

名

詞

を

重

ね

て

そ

の

ま

ま

状

態

の

表

現

と

し

た

も

の

が

多

い

。

つ

ま

り

、

多

く

の

場

合

、

単

純

に

物

事

の

状

態

は

そ

の

抽

象

的

概

念

で

あ

る

こ

と

を

意

味

す

る

。 

○

う

ひ

う

ひ

し

【

初

初

】

①

そ

の

人

に

と

っ

て

初

め

て

経

験

す

る

こ

と

な

の

で

、

そ

の

こ

と

に

馴

れ

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

②

あ

る

事

柄

が

実

現

し

始

め

て

、

そ

の

機

能

が

ま

だ

十

分

に

軌

道

に

乗

ら

な

い

状

態

で

あ

る

。

特

に

、

暦

道

関

係

に

言

う

。 

○

か

ひ

が

ひ

し

【

甲

斐

甲

斐

】

物

事

を

行

な

っ

た

り

希

望

し

た

り

す

る

張

り

合

い

の

あ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

か

い

の

あ

る

さ

ま

で

あ

る

。

期

待

の

通

り

で

あ

る

。 

○

こ

と

こ

と

し

【

事

事

】

何

か

特

別

な

事

情

が

あ

り

そ

う

に

思

わ

れ

る

ほ

ど

、

事

態

の

規

模

・

程

度

な

ど

が

並

外

れ

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

は

か

ば

か

し 

期

待

さ

れ

る

だ

け

の

、

目

に

見

え

る

進

手

・

効

果

が

認

め

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

も

の

も

の

し

【

物

物

】

そ

の

外

観

・

装

い

な

ど

に

、

相

手

を

威

圧

す

る

よ

う

な

い

か

め

し

さ

が

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ゆ

ゑ

ゆ

ゑ

し

【

故

故

】

い

か

に

も

由

緒

あ

り

げ

な

格

調

の

高

さ

が

み

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 
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○

よ

し

よ

し

し

【

由

由

】

い

か

に

も

い

わ

く

あ

り

げ

な

さ

ま

で

あ

る

。 
○

よ

そ

よ

そ

し

【

余

所

余

所

】

期

待

に

反

し

て

、

そ

の

言

行

が

、

隔

て

を

お

い

た

、

他

人

行

儀

な

さ

ま

で

あ

る

。 

○

し

ら

し

ら

し

【

白

白

】

本

当

の

と

こ

ろ

が

あ

ま

り

に

も

あ

か

ら

さ

ま

に

見

え

て

気

後

れ

す

る

ば

か

り

で

あ

る

。 

○

あ

い

あ

い

し

【

愛

愛

】

顔

つ

き

・

容

姿

な

ど

が

愛

ら

し

く

魅

力

的

で

あ

る

。 

○

い

し

い

し

い

【

以

次

以

次

】

物

事

が

一

定

の

順

序

に

従

っ

て

、

次

次

と

連

な

り

続

く

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ふ

く

ふ

く

し

【

福

福

】

見

る

か

ら

に

は

贅

を

つ

く

し

て

い

た

り

、

で

っ

ぷ

り

し

て

い

た

り

し

て

、

富

ん

で

豊

か

そ

う

な

印

象

を

与

え

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

き

は

き

は

し

【

際

際

】

物

事

を

水

ぎ

わ

だ

っ

て

あ

ざ

や

か

に

処

理

す

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ら

う

ら

う

し

【

良

良

】

見

る

か

ら

に

上

品

で

美

し

い

さ

ま

で

あ

る

。 

 

ち

な

み

に

、

「

も

の

も

の

し

」

「

は

か

ば

か

し

」

「

こ

と

こ

と

し

」

な

ど

抽

象

的

概

念

を

表

す

名

詞

の

場

合

、

状

態

の

形

容

か

ら

程

度

を

表

す

意

味

を

発

生

す

る

こ

と

も

あ

る

が

、

こ

の

点

は

後

述

す

る

こ

と

と

し

て

、

こ

こ

で

触

れ

な

い

。

「

か

ど

ま

し

」

「

げ

す

し

」

「

は

か

し

」

「

ひ

と

し

」

な

ど

、

畳

語

形

に

た

よ

ら

ず

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

に

な

れ

る

も

の

も

あ

る

。

し

か

し

、

そ

の

多

く

の

場

合

は

、

「

か

ど

か

ど

し

」

「

げ

す

げ

す

し

」

「

は

か

ば

か

し

」

「

ひ

と

び

と

し

」

の

よ

う

に

、

畳

語

形

で

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

て

い

る

。 

 

② 

形

容

詞

語

幹

の

重

複 

 

上

代

に

「

な

が

な

が

し

」

「

と

ほ

と

ほ

し

」

の

よ

う

な

ク

活

用

語

幹

を

重

ね

た

も

の

は

、

平

安

時

代

に
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入

る

と

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

。

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

の

畳

語

形

は

基

本

的

に

強

調

を

表

す

が

、

上

記

二

語

の

よ

う

に

、

主

観

的

感

覚

を

介

入

さ

せ

る

ほ

か

に

、

ク

活

用

形

容

詞

の

持

つ

属

性

を

強

調

し

た

結

果

と

し

て

、

評

価

や

程

度

の

意

味

を

帯

び

る

も

の

も

多

い

。

ま

た

、

形

容

詞

本

来

の

意

味

を

強

調

し

な

い

も

の

も

あ

り

、

た

と

え

ば

「

お

も

お

も

し

」

「

か

る

か

る

し

」

は

、

新

た

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

当

時

に

お

い

て

は

「

重

さ

」

を

強

調

す

る

表

現

で

は

な

か

っ

た

。 

〔

評

価

や

程

度

の

付

加

〕 

○

あ

ら

あ

ら

し

【

荒

荒

】

①

動

き

や

勢

い

が

、

度

は

ず

れ

て

激

し

く

強

い

状

態

で

あ

る

。

特

に

、

自

然

現

象

に

つ

い

て

い

う

こ

と

が

多

い

。

②

人

の

性

情

が

強

烈

で

、

人

並

は

ず

れ

た

乱

暴

な

言

動

を

す

る

さ

ま

で

あ

る

。

③

言

葉

遣

い

な

ど

が

、

適

正

さ

を

欠

い

て

い

て

、

粗

野

で

あ

る

。 

○

あ

ら

あ

ら

し

【

粗

粗

】

①

目

が

ま

ば

ら

で

あ

っ

た

り

、

物

の

形

態

が

適

正

な

細

か

さ

で

な

か

っ

た

り

し

て

、

品

質

が

そ

の

も

の

と

し

て

あ

る

べ

き

基

準

に

達

し

て

い

な

い

と

み

な

さ

れ

る

状

態

で

あ

る

。

②

書

札

で

、

自

分

の

送

っ

た

品

な

ど

に

つ

い

て

、

取

る

に

た

ら

な

い

粗

末

な

も

の

で

あ

る

と

謙

遜

し

て

い

う

の

に

用

い

る

。 

○

あ

は

あ

は

し

【

淡

淡

】

思

慮

が

浅

く

、

軽

軽

し

い

言

動

を

と

る

さ

ま

で

あ

る

。

軽

薄

で

あ

る

。 

○

う

と

う

と

し

【

疎

疎

】

①

人

と

人

と

の

音

信

・

交

際

が

と

だ

え

た

り

、

間

柄

が

親

密

で

な

か

っ

た

り

し

て

、

隔

て

を

お

い

た

感

じ

が

す

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

そ

の

事

柄

に

対

し

て

深

く

は

関

心

を

も

た

ず

、

ひ

と

そ

れ

と

の

関

係

が

縁

遠

い

状

態

で

あ

る

。

③

気

が

ふ

さ

い

で

、

晴

晴

し

な

い

心

情

で

あ

る

。 

○

お

も

お

も

し

【

重

重

】

①

人

の

社

会

的

地

位

や

身

分

が

高

く

て

、

そ

れ

相

応

の

ど

っ

し

り

と

し

た

威

厳
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の

あ

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

言

動

が

軽

率

で

な

く

、

ゆ

っ

た

り

と

落

ち

着

い

て

あ

る

さ

ま

で

あ

る

。

慎

重

で

あ

る

。

③

重

大

な

意

味

を

も

っ

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。

重

要

で

あ

る

。 
○

か

ろ

が

ろ

し

【

軽

軽

】

言

行

な

ど

が

、

そ

の

も

の

に

期

待

さ

れ

る

威

厳

や

慎

重

さ

に

欠

け

る

さ

ま

で

あ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る

。 

○

せ

ば

せ

ば

し

【

狭

狭

】

「

せ

ま

せ

ま

し

」

と

も

。

①

そ

の

場

が

、

い

か

に

も

せ

ま

い

と

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

い

か

に

も

世

間

に

身

の

置

き

所

が

な

い

と

感

じ

ら

れ

る

だ

ま

で

あ

る

。

③

そ

の

人

の

言

行

に

、

視

野

・

度

量

の

小

さ

さ

が

実

感

さ

れ

る

だ

ま

で

あ

る

。 

○

は

や

ば

や

し

【

早

早

】

期

待

す

る

以

上

に

迅

速

に

事

が

な

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

わ

か

わ

か

し

い

【

若

若

】

①

た

い

そ

う

子

ど

も

っ

ぽ

い

。

お

と

な

げ

な

い

。

若

い

が

ゆ

え

に

未

熟

で

あ

る

。

子

ど

も

ら

し

い

。

②

た

い

そ

う

若

い

。

ま

た

、

い

か

に

も

若

く

見

え

る

。 

○

あ

さ

あ

さ

し

【

浅

浅

】

考

え

が

あ

さ

は

か

で

あ

る

。

軽

軽

し

く

、

い

い

か

げ

ん

で

あ

る

。 

○

い

た

い

た

し

【

痛

痛

】

①

他

人

の

悲

惨

な

状

態

に

対

し

て

、

ひ

ど

く

同

情

さ

れ

、

心

が

痛

む

さ

ま

で

あ

る

。

②

い

た

ま

し

く

思

わ

れ

る

ほ

ど

、

手

厳

し

く

取

扱

う

さ

ま

で

あ

る

。

③

事

態

の

程

度

が

、

度

を

過

ぎ

て

甚

だ

し

い

さ

ま

で

あ

る

。 

○

た

け

だ

け

し

【

猛

猛

】

人

を

人

と

も

思

わ

な

い

烈

し

い

気

性

を

も

っ

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ち

か

ぢ

か

し

【

近

近

】

問

題

と

す

る

事

態

の

あ

っ

た

の

が

、

ご

く

最

近

の

こ

と

で

あ

る

。 

○

に

が

に

が

し

【

苦

苦

】

①

当

面

す

る

事

態

が

意

に

反

し

た

も

の

で

あ

っ

て

、

き

わ

め

て

不

快

に

、

ま

た

、

不

本

意

に

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

媚

び

た

と

こ

ろ

が

な

く

、

と

っ

つ

き

の

悪

い

さ

ま

で

あ

る

。 

○

よ

わ

よ

わ

し

【

弱

弱

】

い

か

に

も

力

が

な

い

よ

う

に

見

え

る

さ

ま

で

あ

る

。 



106 

 

○

あ

か

あ

か

し

【

赤

赤

】

物

の

色

が

き

わ

め

て

赤

く

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

ま

っ

か

で

あ

る

。 
○

う

ま

う

ま

し

い 

だ

れ

に

で

も

好

感

を

持

た

れ

る

よ

う

に

じ

ょ

う

ず

に

も

の

を

言

っ

た

り

、

行

な

っ

た

り

す

る

様

子

。 

○

く

ど

く

ど

し 

あ

る

こ

と

を

言

う

の

に

、

そ

の

表

現

が

簡

潔

で

な

く

、

不

費

用

に

同

じ

こ

と

を

繰

返

す

さ

ま

で

あ

る

。 

○

こ

は

ご

は

し

【

強

強

】

①

事

物

の

性

質

が

い

か

に

も

硬

そ

う

で

、

弾

力

性

・

柔

軟

性

に

欠

け

て

い

る

と

か

ん

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

言

葉

づ

か

い

や

振

舞

な

ど

が

、

い

か

に

も

無

骨

な

感

じ

で

あ

る

。

ま

た

、

歌

な

ど

の

表

現

が

粗

野

で

、

繊

細

さ

に

欠

け

る

感

じ

で

あ

る

。

③

勢

い

が

強

く

、

容

易

に

屈

伏

し

な

い

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ふ

か

ぶ

か

し

【

深

深

】

ど

こ

ま

で

も

深

い

さ

ま

で

あ

る

。 

 

③ 

動

詞

の

重

複 

〔

存

在

状

況

と

関

係

あ

る

も

の

〕 

○

あ

り

あ

り

し

【

在

在

】

①

実

際

に

目

前

に

な

い

事

物

に

つ

い

て

、

言

葉

な

ど

で

表

現

さ

れ

た

こ

と

が

、

い

か

に

も

そ

の

と

お

り

に

実

在

す

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

事

物

の

あ

り

方

・

様

子

な

ど

が

、

そ

の

も

の

に

あ

る

べ

き

、

ふ

さ

わ

し

い

も

の

と

し

て

是

認

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

は

え

ば

え

し

【

映

映

】

①

ひ

と

き

わ

は

な

や

か

で

、

人

目

を

ひ

く

さ

ま

で

あ

る

。

②

盛

ん

な

勢

い

が

あ

た

り

を

払

わ

ん

ば

か

り

に

、

顕

著

な

さ

ま

で

あ

る

。 

○

は

れ

ば

れ

し

【

晴

晴

】

①

少

し

の

曇

り

や

か

げ

り

も

な

く

、

ひ

と

き

わ

明

る

く

感

じ

ら

れ

る

雰

囲

気

で
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あ

る

。

②

心

に

何

の

わ

だ

か

ま

り

も

な

く

、

明

る

い

気

分

で

あ

る

。

③

公

の

注

目

が

集

ま

る

、

お

も

て

だ

っ

た

さ

ま

で

あ

る

。 
○

あ

て

あ

て

し

【

当

当

】

①

対

象

と

な

る

物

が

直

接

目

に

入

っ

て

、

強

い

刺

激

を

感

じ

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

当

人

な

り

事

情

を

知

る

第

三

者

な

り

に

た

や

す

く

察

せ

ら

れ

る

よ

う

に

、

い

か

に

も

あ

て

つ

け

が

ま

し

く

人

の

欠

点

や

弱

点

を

指

摘

し

て

言

う

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ば

け

ば

け

し

【

化

化

】

い

か

に

も

つ

く

り

も

の

め

い

て

、

あ

や

し

く

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

う

か

う

か

し 
①

思

慮

・

分

別

が

十

分

で

な

く

、

軽

率

な

言

動

に

は

し

り

が

ち

な

性

情

で

あ

る

。

②

人

の

言

動

な

ど

が

、

確

固

た

る

根

拠

も

な

く

、

い

い

か

げ

ん

に

な

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

③

あ

る

事

に

心

を

奪

わ

れ

て

、

他

の

こ

と

を

考

慮

す

る

余

裕

も

な

く

、

放

心

し

た

状

態

に

あ

る

。 

〔

情

意

と

関

係

あ

る

も

の

〕 

○

お

め

お

め

し 

①

当

面

す

る

事

態

に

気

お

く

れ

し

て

、

引

下

が

る

さ

ま

で

あ

る

。

弱

気

な

不

甲

斐

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

②

あ

る

事

態

に

対

し

て

あ

っ

さ

り

と

思

い

切

る

こ

と

が

で

き

な

く

て

、

未

練

が

ま

し

い

さ

ま

で

あ

る

。 

○

な

れ

な

れ

し

【

馴

馴

】

い

か

に

も

親

し

げ

な

ふ

う

に

、

無

遠

慮

に

ふ

る

ま

う

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ほ

れ

ほ

れ

し

【

惚

惚

】

①

意

識

が

ぼ

ん

や

り

と

し

て

、

物

事

を

き

ち

ん

と

認

識

で

き

な

い

状

態

で

あ

る

。

②

恋

慕

の

情

に

冷

静

さ

を

な

く

し

た

状

態

で

あ

る

。 

○

い

み

い

み

し 

大

変

り

っ

ぱ

で

あ

る

。

す

ば

ら

し

い

。

「

い

ま

い

ま

し

い

（

忌

忌

）

」

に

同

じ

。 

○

い

ま

い

ま

し

【

忌

忌

】

①

あ

る

事

を

言

っ

た

り

し

た

り

す

る

と

、

そ

れ

が

縁

に

な

っ

て

凶

事

が

起

こ

る

と

言

わ

れ

て

い

る

よ

う

な

、

不

吉

な

こ

と

を

連

想

さ

せ

る

状

態

で

あ

る

。

ま

た

、

不

吉



108 

 

な

感

じ

が

す

る

の

で

、

そ

れ

を

さ

け

た

い

気

持

で

あ

る

。

②

事

物

が

人

に

不

快

感

を

与

え

、

受

入

れ

ら

れ

な

い

も

の

と

し

て

強

く

非

難

さ

れ

る

状

態

に

あ

る

。

③

「

あ

な

（

あ

ら

）

い

ま

い

ま

し

」

な

ど

の

言

い

方

で

、

物

事

に

た

い

す

る

嫌

悪

・

反

感

の

情

を

言

い

表

す

。 

○

い

ま

い

ま

は

し 

「

い

ま

い

ま

し

（

忌

忌

）

」

に

同

じ

。 

 

動

詞

の

意

味

か

ら

見

る

と

、

ま

ず

、

動

作

性

や

意

志

性

の

強

い

動

詞

は

見

当

た

ら

な

い

。

状

態

を

表

す

動

詞

の

中

で

、

表

面

化

し

て

察

せ

ら

れ

る

存

在

状

況

と

関

係

あ

る

動

詞

は

、

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

に

な

り

や

す

い

。

ま

た

、

情

意

を

表

す

動

詞

の

中

で

、

自

分

か

ら

他

に

対

す

る

感

情

や

態

度

に

関

係

す

る

動

詞

（

対

他

的

感

情

動

詞

）

も

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

や

す

い

よ

う

で

あ

る

。

動

詞

連

用

形

の

重

複

は

一

般

的

に

認

め

ら

れ

る

が

、

た

だ

「

う

か

う

か

し

」

「

い

ま

い

ま

し

」

の

よ

う

な

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

の

重

複

は

少

な

い

。 

 

④ 

副

詞

の

重

複 

○

げ

に

げ

に

し

【

実

実

】

①

そ

の

人

物

や

言

動

の

実

際

に

接

し

て

み

て

、

そ

れ

を

信

頼

し

う

る

も

の

と

評

価

で

き

る

さ

ま

で

あ

る

意

を

表

す

。

②

内

実

は

ど

う

で

あ

ろ

う

と

、

一

見

い

か

に

も

辻

褄

を

合

せ

て

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

③

行

動

の

実

際

が

、

気

概

に

裏

打

ち

さ

れ

て

い

て

、

他

に

批

判

を

さ

し

は

さ

ま

せ

る

余

地

を

与

え

な

い

さ

ま

で

あ

る

意

を

表

す

。 

○

い

よ

い

よ

し

【

弥

】

事

態

の

程

度

が

あ

る

段

階

に

い

た

っ

て

こ

と

さ

ら

に

甚

だ

し

く

な

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

し

か

し

か

し

【

確

確

】

こ

れ

こ

れ

で

あ

る

と

は

っ

き

り

言

い

立

て

る

こ

と

が

で

き

る

さ

ま

で

あ

る

。

多
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く

打

消

の

言

い

方

に

用

い

ら

れ

、

事

態

が

期

待

さ

れ

る

ほ

ど

は

か

ば

か

し

く

な

い

さ

ま

で

あ

る

意

を

表

す

。 

 
副

詞

の

重

複

は

上

代

に

な

か

っ

た

が

、

鎌

倉

時

代

に

な

る

と

、

「

げ

に

げ

に

し

」

が

現

れ

る

よ

う

に

な

る

。

意

味

の

上

か

ら

見

る

と

、

副

詞

「

げ

に

」

は

「

実

に

」

あ

る

い

は

「

現

に

」

と

考

え

ら

れ

、

重

ね

て

強

調

し

た

も

の

と

い

う

点

で

は

「

げ

に

ま

こ

と

」

と

同

じ

意

味

の

語

で

あ

る

。

「

し

か

」

は

副

詞

「

し

か

（

然

）

」

か

ら

転

じ

た

も

の

と

考

え

ら

れ

、

「

げ

に

（

実

）

」

と

「

し

か

（

確

）

」

は

意

味

的

に

類

似

し

て

い

る

。

「

い

よ

」

は

副

詞

「

い

や

（

弥

）

」

の

交

替

形

で

程

度

を

表

す

も

の

で

あ

り

、

「

い

よ

し

」

の

よ

う

に

、

直

接

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

る

も

の

で

も

あ

る

。 

 

⑤ 

形

容

動

詞

語

幹

の

重

複 

○

あ

だ

あ

だ

し

【

徒

徒

】

移

り

気

で

、

浮

気

っ

ぽ

い

性

質

で

あ

る

。 

○

あ

だ

【

徒

】

（

形

動

）

表

面

だ

け

で

、

実

の

な

い

さ

ま

。 

○

う

つ

う

つ

し

【

鬱

鬱

】

天

気

が

曇

っ

て

い

て

、

陰

気

で

あ

る

。 

○

う

つ

【

鬱

】

（

形

動

タ

リ

）

草

木

の

茂

っ

て

い

る

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

さ

ま

。

転

じ

て

、

物

事

の

盛

ん

な

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

さ

ま

。 

○

ぎ

や

う

ぎ

や

う

し 

お

お

げ

さ

で

あ

る

。

ぎ

ょ

う

さ

ん

で

あ

る

。

た

い

そ

う

で

あ

る

。 

○

ぎ

ょ

う

【

仰

】

程

度

の

は

な

は

だ

し

い

さ

ま

。

お

お

げ

さ

な

さ

ま

。

仰

山

。 

○

こ

ま

ご

ま

し

【

細

細

】

①

ひ

と

と

こ

ろ

に

集

ま

っ

て

い

る

物

の

一

つ

一

つ

が

、

ご

く

小

さ

な

形

状

を

呈

し

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。

②

物

事

の

し

か

た

が

微

に

入

り

細

に

わ

た

っ

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。 
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○

こ

ま

【

細

】

（

形

動

）

小

さ

い

さ

ま

。

こ

ま

か

い

さ

ま

。 
○

け

け

し 

他

人

行

儀

で

堅

苦

し

く

、

親

し

み

に

く

い

さ

ま

で

あ

る

。 
○

け

【

異

】

（

形

動

）

普

通

、

一

般

と

は

違

っ

て

い

る

さ

ま

。

他

の

も

の

と

は

異

な

っ

て

い

る

さ

ま

。 

○

す

ぐ

す

ぐ

し

【

直

直

】

い

か

に

も

正

直

で

あ

る

。 

○

す

ぐ

【

直

】

ま

っ

す

ぐ

で

曲

が

っ

て

い

な

い

さ

ま

。 

○

せ

つ

せ

つ

し

【

切

切

】

つ

ら

さ

や

苦

し

さ

が

、

し

き

り

に

身

に

し

み

て

実

感

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

せ

つ

【

切

】

心

の

状

態

や

程

度

の

は

な

は

だ

し

い

さ

ま

。

せ

ち

。 

○

ぞ

う

ぞ

う

し

い

【

雑

雑

】

卑

し

く

取

る

に

足

り

な

い

。

身

分

が

低

く

下

品

で

あ

る

。

ま

た

、

乱

れ

て

い

る

。 

○

ぞ

う

【

雑

】

〔

名

〕

（

形

動

）

入

り

ま

じ

る

こ

と

。

純

粋

で

な

い

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

も

の

や

そ

の

さ

ま

。

ざ

つ

。 

○

び

び

し

【

美

美

】

装

い

な

ど

が

見

た

目

に

華

麗

で

、

あ

た

り

を

払

う

ば

か

り

の

さ

ま

で

あ

る

。 

○

び

【

美

】

〔

名

〕

（

形

動

）

形

、

色

彩

が

整

っ

て

き

れ

い

で

あ

る

こ

と

。

う

つ

く

し

い

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

さ

ま

。 

○

ま

が

ま

が

し 

不

吉

な

予

感

が

す

る

ほ

ど

に

、

そ

の

言

行

が

常

軌

を

逸

し

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ま

が

【

禍

】

よ

く

な

い

こ

と

。

悪

い

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

さ

ま

。

わ

ざ

わ

い

。 

○

ま

め

ま

め

し 

少

し

も

怠

る

こ

と

な

く

、

こ

ま

ご

ま

と

、

き

ま

じ

め

に

つ

と

め

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

ま

め

【

忠

実

・

実

】

ま

じ

め

で

あ

る

さ

ま

。

誠

実

で

う

わ

つ

い

た

と

こ

ろ

の

な

い

さ

ま

。 

 

⑥ 

そ

の

他

の

語

基

の

重

複 
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〔

語

素

類

〕 
○

い

ら

い

ら

し

【

苛

苛

】

（

語

素

「

い

ら

（

苛

）

」

） 
○

く

せ

ぐ

せ

し

【

曲

曲

】

（

語

素

「

く

せ

（

曲

）

」

） 

○

あ

ざ

あ

ざ

し

【

鮮

鮮

】

（

ア

ザ

は

「

あ

ざ

け

り

」

「

あ

ざ

む

き

」

と

同

根

で

、

心

情

に

関

わ

り

な

く

強

烈

に

あ

ら

わ

れ

る

こ

と

を

い

う

か

。

） 

○

う

ら

う

ら

し

（

名

詞

「

う

ら

（

心

）

」

か

） 

○

せ

き

せ

き

し

【

戚

戚

】 

○

て

ふ

て

ふ

し

【

喋

喋

】 

○

ま

ま

し

【

継

】 

〔

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

成

り

得

る

も

の

〕 

○

な

ま

な

ま

し

【

生

生

】 

○

い

か

い

か

し

【

厳

厳

】 

○

く

や

く

や

し

（

「

悔

し

」

の

「

く

や

」

か

） 

○

さ

び

さ

び

し

【

寂

寂

】 

○

さ

か

ざ

か

し

【

賢

賢

】 

○

せ

は

せ

は

し

【

忙

忙

】 

○

ひ

さ

ひ

さ

し

い

【

久

久

】 

〔

変

形

類

〕 

○

お

ぼ

お

ぼ

し

い

（

形

動

「

お

ぼ

ろ

（

朧

）

」

） 

○

と

が

と

が

し

（

名

詞

「

と

げ

（

棘

）

」

） 
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○

の

ろ

の

ろ

し

【

呪

呪

】

（

動

詞

「

呪

う

」

） 
○

や

つ

や

つ

し

【

寠

寠

】

（

動

詞

の

名

詞

形

「

や

つ

れ

（

寠

）

」

） 
〔

そ

の

他

〕 

○

り

り

し

【

凜

凜

・

律

律

】

（

不

明

、

「

り

り

」

は

タ

リ

形

容

動

詞

） 

○

わ

わ

し

（

大

声

で

騒

ぐ

意

の

動

詞

「

わ

わ

る

」

と

あ

る

い

は

同

根

で

、

擬

声

語

か

） 

○

あ

た

あ

た

し

（

副

詞

の

「

あ

た

」

か

） 

○

あ

た

た

し

（

前

項

の

略

で

、

副

詞

の

「

あ

た

」

か

） 

○

く

れ

ぐ

れ

し

【

呉

呉

】

（

動

詞

「

く

れ

る

」

の

「

く

れ

」

か

） 

○

そ

う

ぞ

う

し

【

忩

忩

】

（

擬

声

語

か

） 

○

つ

べ

つ

べ

し

（

不

明

、

擬

態

語

か

） 

○

て

ば

て

ば

し

（

不

明

、

擬

態

語

か

） 

○

に

ぎ

に

ぎ

し

【

賑

賑

】

（

「

賑

や

か

」

の

同

根

） 

 

畳

語

形

式

の

語

幹

の

場

合

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

の

重

複

」

「

副

詞

の

重

複

」

「

形

容

動

詞

語

幹

の

重

複

」

は

上

代

に

は

見

当

た

ら

な

か

っ

た

。

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

の

重

複

」

と

「

形

容

動

詞

語

幹

の

重

複

」

は

平

安

時

代

か

ら

、

「

副

詞

の

重

複

」

は

鎌

倉

時

代

か

ら

現

れ

た

よ

う

で

あ

る

。 

 

名

詞

の

場

合

、

性

質

の

抽

出

以

外

に

、

類

似

性

か

ら

の

連

想

で

比

喩

的

に

畳

語

形

を

用

い

る

こ

と

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

形

容

詞

語

幹

の

場

合

は

、

主

観

性

の

介

入

だ

け

で

な

く

、

評

価

と

程

度

の

意

味

を

帯

び

る

こ

と

が

多

く

、

動

詞

の

場

合

は

、

存

在

状

況

や

対

他

的

感

情

動

詞

が

畳

語

形

に

な

り

や

す

い

。

ま

た

、

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

の

重

複

も

認

め

ら

れ

る

。

ほ

か

に

副

詞

と

形

容

動

詞

語

幹

の

重

複

も

見

ら

れ

、

さ

ら

に

さ

ま

ざ

ま

な

語

素

類

が

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

て

い

る

。

要

す

る

に

、

平

安

時

代

以
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降

、

畳

語

形

容

詞

の

形

成

は

非

常

に

盛

ん

で

あ

っ

て

、

そ

の

重

複

要

素

の

範

囲

は

か

な

り

の

広

が

り

を

見

せ

た

と

言

え

る

。 

 
こ

の

中

で

、

注

目

す

べ

き

こ

と

は

、

漢

語

の

介

入

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

「

愛

愛

し

」

「

福

福

し

」

「

毒

毒

し

」

「

良

良

し

」

「

戚

戚

し

」

「

喋

喋

し

」

「

美

美

し

」

「

雑

雑

し

」

な

ど

で

あ

る

。

こ

の

う

ち

、

「

美

美

し

」

だ

け

は

早

く

も

平

安

時

代

に

現

れ

、

「

愛

愛

し

」

と

「

福

福

し

」

の

二

語

は

鎌

倉

時

代

に

現

れ

る

。

ち

な

み

に

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

で

は

、

「

び

び

し

（

美

美

）

」

と

名

詞

「

び

（

美

）

」

の

最

も

古

い

挙

例

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。 

＊

蜻

蛉

〔

９

７

４

頃

〕

下

・

天

延

二

年

「

八

月

ま

つ

ほ

ど

は

、

そ

こ

に

ひ

ひ

し

う

も

て

な

し

給

ふ

と

か

、

世

に

い

ふ

め

る

」 

＊

今

昔

〔

１

１

２

０

頃

か

〕

一

・

六

「

形

美

也

と

云

へ

ど

も

、

心

に

无

常

を

念

（

お

も

は

）

ず

、

死

て

必

ず

三

悪

道

の

中

に

可

堕

し

」 

 

つ

ま

り

、

「

び

（

美

）

」

を

認

め

る

時

期

は

「

び

び

し

（

美

）

」

よ

り

も

遅

れ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。

そ

し

て

、

一

音

節

語

「

美

」

に

対

す

る

漢

語

と

し

て

の

認

識

も

さ

ら

に

深

い

検

討

が

必

要

で

あ

る

が

、

平

安

時

代

以

降

、

遅

く

て

も

鎌

倉

時

代

以

降

に

、

形

容

詞

の

語

幹

に

漢

語

と

し

て

現

れ

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

。

ち

な

み

に

、

「

愛

」

「

福

」

「

良

」

の

よ

う

に

、

漢

語

自

体

の

出

現

時

期

は

平

安

時

代

前

に

遡

れ

る

も

の

も

あ

る

が

、

形

容

詞

語

幹

に

用

い

ら

れ

る

の

は

平

安

時

代

以

降

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

「

愛

」

は

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

「

語

誌

」

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

、

古

く

か

ら

用

い

ら

れ

て

い

る

仏

教

語

と

し

て

の

用

法

を

除

く

と

、

ふ

つ

う

に

は

「

う

る

は

し

」

「

め

ぐ

し

」

「

う

つ

く

し

」

な

ど

の

よ

う

に

訓

読

さ

れ

る

こ

と

が

多

く

、

そ

れ

ら

の

語

の

意

味

す

る

と

こ

ろ

は

、

主

と

し

て

親

子

・

夫

婦

な

ど

の

身

近

な

人

へ

の

愛

情

を

表

し

て

い

る

。

中

古

以

降

は

音

読

み

の

「

愛

」

が

漢

語

と

し

て

定

着

し

、
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「

愛

す

る

」

の

動

詞

用

法

と

と

も

に

、

人

に

好

感

を

与

え

る

魅

力

を

表

す

用

法

な

ど

も

生

じ

た

。

こ

の

点

で

は

、

動

詞

の

用

法

は

形

容

詞

に

先

立

つ

よ

う

で

あ

る

。

室

町

時

代

に

な

る

と

、

漢

語

が

一

般

的

に

形

容

詞

語

幹

に

も

用

い

ら

れ

る

が

、

た

だ

畳

語

形

容

詞

や

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

語

幹

に

限

ら

れ

る

よ

う

で

あ

る

。 

 ２ 

そ

の

他

の

合

成

形

式

の

語

幹 

 

平

安

時

代

以

降

、

合

成

形

容

詞

は

発

展

し

、

畳

語

形

容

詞

以

外

に

、

複

合

形

容

詞

や

派

生

形

容

詞

も

大

量

に

形

成

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

。

上

代

の

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

と

「

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞

」

は

よ

り

広

い

範

囲

で

用

い

ら

れ

る

一

方

、

「

副

詞

＋

形

容

詞

」

と

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

の

形

式

が

現

れ

始

め

、

接

辞

に

よ

る

派

生

が

著

し

く

発

展

し

た 

① 

複

合

形

式

の

語

幹 

名

詞

＋

形

容

詞 

〔

体

の

部

位

〕 

 
 

う

ら

さ

び

し

【

心

寂

】 

こ

こ

ろ

さ

わ

が

し

い

【

心

騒

】 

こ

こ

ろ

や

ま

し

い

【

心

疾

】 

こ

こ

ろ

ゆ

か

し

い

【

心

床

】 

み

み

が

し

ま

し

【

耳

喧

】 

こ

こ

ろ

す

ず

し

【

心

涼

】 

め

は

づ

か

し

【

目

恥

】 

こ

こ

ろ

め

づ

ら

し

【

心

珍

】 

お

も

き

ら

は

し

【

面

嫌

】 

お

も

は

づ

か

し

【

面

恥

】 

こ

こ

ろ

い

そ

が

は

し

【

心

忙

】 

こ

こ

ろ

う

れ

し

【

心

嬉

】 

こ

こ

ろ

さ

び

し

い

【

心

寂

】 

こ

こ

ろ

む

つ

か

し

【

心

難

】 

み

す

ぼ

ら

し

【

身

窄

】 
み

み

か

し

ま

し

い

【

耳

囂

】 

〔

主

語

／

対

象

〕 

こ

と

よ

ろ

し

【

事

宜

し

】 

さ

ま

あ

し

【

様

悪

】 

と

し

ひ

さ

し

い

【

年

久

】 

な

か

む

つ

ま

じ

い
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【

仲

睦

】 

は

ら

あ

し

【

腹

悪

】 

ひ

と

さ

わ

が

し

い

【

人

騒

】 

こ

と

あ

た

ら

し

【

事

新

】 

こ

ゑ

め

づ

ら

し

い

【

声

珍

】 

こ

と

あ

し

【

事

悪

】 

こ

と

さ

び

し

【

事

寂

】 

こ

と

す

さ

ま

じ

【

事

凄

】 

こ

と

そ

う

ぞ

う

し

【

事

忩

忩

】 

こ

と

ば

さ

か

し

【

言

葉

賢

】 

こ

と

む

つ

か

し

【

事

難

】 
こ

と

め

づ

ら

し

【

事

珍

】 

は

な

め

づ

ら

し

【

花

珍

】 

ひ

と

お

そ

ろ

し

【

人

恐

】 

ひ

と

こ

ひ

し

【

人

恋

】 

〔

場

所

・

時

間

〕 

お

く

ゆ

か

し

【

奥

床

】 

あ

さ

す

さ

ま

じ

【

朝

冷

】 

お

く

だ

の

も

し

【

奥

頼

】 

か

た

は

ら

さ

び

し

【

傍

寂

】 

〔

原

因

・

理

由

〕 

く

し

を

し

【

口

惜

】 
く

ち

は

づ

か

し

【

口

恥

】 

こ

と

い

そ

が

は

し

【

事

忙

】 

〔

程

度

〕 

ほ

ど

ひ

さ

し

い

【

程

久

】 

複

合

語

の

語

構

成

か

ら

見

る

と

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

は

主

に

「

が

」

格

で

結

ば

れ

る

統

語

構

造

で

あ

る

。

複

合

形

容

詞

の

前

項

は

、

体

の

部

分

を

表

す

名

詞

で

あ

る

場

合

、

基

本

的

に

意

味

に

影

響

が

及

ば

な

い

。

影

響

が

あ

る

の

は

、

「

こ

こ

ろ

い

そ

が

は

し

」

の

よ

う

に

、

形

容

詞

の

表

現

範

囲

を

内

面

化

す

る

働

き

が

あ

る

場

合

だ

け

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

前

項

に

形

容

詞

の

主

語

あ

る

い

は

対

象

を

限

定

す

る

名

詞

が

用

い

ら

れ

る

場

合

が

多

い

。

上

記

の

前

項

を

分

け

た

場

合

、

「

体

の

部

位

」

「

主

語

／

対

象

」

は

基

本

「

が

」

格

で

結

ば

れ

る

と

考

え

ら

れ

る

が

、

「

場

所

・

時

間

」

「

原

因

・

理

由

」

「

程

度

」

は

基

本

「

に

」

格

で

結

ば

れ

る

と

考

え

て

よ

い

だ

ろ

う

。 

ち

な

み

に

、

「

く

ち

を

し

」

と

「

く

ち

は

づ

か

し

」

の

場

合

、

「

く

ち

（

口

）

」

は

体

の

部

位

で

あ

る
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が

、

「

み

み

か

し

ま

し

い

（

耳

囂

）

」

な

ど

感

覚

部

位

を

表

す

も

の

と

異

な

り

、

「

う

わ

さ

」

な

ど

の

抽

象

的

な

意

味

を

表

す

の

で

あ

る

か

ら

、

「

原

因

・

理

由

」

に

分

け

た

方

は

妥

当

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

「

こ

と

い

そ

が

は

し

」

は

「

原

因

・

理

由

」

で

よ

い

だ

ろ

う

。 

○

く

ち

を

し

【

口

惜

】 

相

手

か

ら

不

当

な

仕

打

ち

を

受

け

て

、

屈

辱

感

を

覚

え

、

無

念

に

思

う

気

持

で

あ

る

。 

○

く

ち

は

づ

か

し

【

口

恥

し

】 

他

の

人

に

、

自

分

の

こ

と

を

あ

れ

こ

れ

う

わ

さ

さ

れ

て

、

き

ま

り

悪

く

思

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

こ

と

い

そ

が

は

し

【

事

忙

】

何

か

と

用

事

が

あ

っ

て

そ

の

処

理

に

追

わ

れ

る

状

態

で

あ

る

。 

 

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

は

上

代

と

比

べ

て

平

安

時

代

以

降

増

加

し

、

ま

た

、

副

詞

と

形

容

詞

の

複

合

、

形

容

詞

同

士

の

複

合

も

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

副

詞

と

の

複

合

で

は

「

い

ち

」

「

い

や

」

を

用

い

、

程

度

を

表

し

、

形

容

詞

と

の

複

合

で

は

類

義

あ

る

い

は

対

義

の

並

列

関

係

を

表

す

も

の

が

現

れ

た

。

「

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞

」

は

主

語

を

表

す

統

語

関

係

で

、

「

語

基

＋

形

容

詞

」

の

二

語

は

同

じ

意

味

の

語

基

を

重

ね

た

並

列

関

係

で

あ

る

。 

［

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞

］ 

の

こ

り

を

し

い

【

残

惜

】 

ま

ち

ど

ほ

し

【

待

遠

】 

ま

ち

ひ

さ

し

【

待

久

】 

［

副

詞

＋

形

容

詞

］ 

い

ち

し

る

し

【

著

】 

い

や

け

し

【

弥

怪

】 
い

や

め

づ

ら

し

【

弥

珍

】 

［

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

］ 

う

れ

し

が

な

し

【

嬉

悲

】

お

も

し

ろ

を

か

し

【

面

白

を

か

し

】 

［

語

基

＋

形

容

詞

］ 
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か

し

か

ま

し 

か

ま

び

す

し

【

喧

】 

 
② 
派

生

形

式

の

語

幹 

 

上

代

に

お

い

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

接

辞

の

結

合

は

極

め

て

少

な

か

っ

た

。

平

安

時

代

に

入

る

と

、

ま

ず

、

上

代

に

見

ら

れ

た

「

も

の

」

は

接

頭

語

と

し

て

定

着

し

、

優

れ

た

生

産

性

を

見

せ

た

。

ま

た

、

室

町

時

代

に

入

っ

て

、

程

度

を

表

す

接

頭

語

「

こ

」

も

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

多

く

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

の

ほ

か

、

生

産

性

は

な

い

が

、

「

あ

ひ(

相)

」

「

う

そ

」

な

ど

多

く

の

接

頭

語

が

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

結

合

す

る

例

が

見

ら

れ

る

。

「

な

ん

と

な

く

そ

の

感

じ

が

生

じ

る

こ

と

」

と

「

程

度

」

を

表

す

も

の

が

多

い

よ

う

で

あ

る

。

前

述

し

た

副

詞

「

い

ち

」

「

い

や

」

と

名

詞

「

ほ

ど

」

は

自

立

性

が

あ

る

が

、

基

本

的

に

は

同

じ

く

程

度

を

強

調

す

る

も

の

で

あ

る

。 

〔

原

因

・

理

由

（

「

な

ん

と

な

く

／

ど

こ

か

」

な

ど

の

意

）

〕 

も

の

＋

形

容

詞 

も

の

お

そ

ろ

し

い

【

物

恐

】 

も

の

お

も

わ

し

い

【

物

思

】 

も

の

ぐ

る

は

し

【

物

狂

】 
も

の

さ

び

し

【

物

淋

】 

も

の

さ

わ

が

し

【

物

騒

】 

も

の

す

さ

ま

じ

い 

【

物

凄

】 

も

の

な

つ

か

し

い

【

物

懐

】 

も

の

ほ

し

い

【

物

欲

】 

も

の

わ

び

し

い

【

物

侘

】 

も

の

め

ず

ら

し

い

【

物

珍

】 

う

そ

＋

形

容

詞 

う

そ

が

な

し

【

う

そ

悲

】 

う

そ

す

さ

ま

し

【

う

そ

凄

】 

う

そ

は

づ

か

し

【

う

そ

恥

】 

そ

ら

＋

形

容

詞 

そ

ら

お

そ

ろ

し

い

【

空

恐

】

そ

ら

は

づ

か

し

【

空

恥

】 

な

ま

＋

形

容

詞 

な

ま

は

ず

か

し

い

【

生

恥

】 

う

つ

＋

形

容

詞 

う

つ

ぱ

づ

か

し

【

打

恥

】 
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そ

こ

＋

形

容

詞 

そ

こ

す

さ

ま

じ 
〔

程

度

を

表

す

も

の

〕 

こ

＋

形

容

詞 
 

こ

ざ

か

し

【

小

賢

】 

こ

さ

び

し

【

小

寂

】 

こ

す

さ

ま

じ

【

小

凄

】 

こ

す

ず

し

【

小

涼

】 

こ

た

の

し

【

小

楽

】 

こ

む

ず

か

し

い

【

小

難

】 

こ

む

つ

か

し 

こ

や

さ

し 

い

く

＋

形

容

詞 

い

く

ひ

さ

し

【

幾

久

】 

い

ら

＋

形

容

詞 

い

ら

ひ

ど

し

【

苛

酷

】 

う

す

＋

形

容

詞 
う

す

か

う

ば

し

【

薄

香

】 

お

ほ

＋

形

容

詞 
お

ほ

ひ

さ

し

【

大

久

】 

ま

＋

形

容

詞 
 

ま

あ

た

あ

ら

し

い

【

真

新

】 

〔

関

係

・

時

間

〕 

あ

い

＋

形

容

詞 

あ

い

し

た

し

い

【

相

親

】 

あ

ひ

お

な

じ

【

相

同

】 

す

え

＋

形

容

詞 

す

え

た

の

も

し

い

【

末

頼

】 

〔

美

化

す

る

も

の

〕 

お

＋

形

容

詞 
 

お

い

ぼ

い

ぼ

し

い 

  

以

上

、

平

安

時

代

か

ら

合

成

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

大

量

に

造

ら

れ

、

語

幹

は

多

様

性

を

見

せ

る

よ

う

に

な

る

。

畳

語

形

式

を

含

む

複

合

形

式

の

語

幹

や

、

接

頭

語

の

添

加

に

よ

る

派

生

形

式

の

語

幹

の

ほ

か

に

、

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

な

ど

の

接

尾

語

の

添

加

に

よ

る

も

の

も

注

目

さ

れ

る

。

次

の

節

で

は

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

と

そ

の

派

生

語

に

つ

い

て

考

察

を

行

う

こ

と

と

す

る

。 
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第
四
節 

室
町
時
代
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
接
尾
語
の
性
質 

四

―

一 

接

尾

語

「

が

ま

し

」

と

そ

の

派

生

語 
１ 
接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

辞

書

記

述 
接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

は

次

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る

。 

動

詞

の

連

用

形

、

体

言

、

副

詞

な

ど

に

付

い

て

、

そ

の

状

態

や

物

に

似

て

い

る

意

を

表

す

。

…

ら

し

い

。

…

の

き

ら

い

が

あ

る

。

…

の

傾

向

が

あ

る

。 

＊

枕

〔

１

０

Ｃ

終

〕

一

三

三

・

頭

の

弁

の

御

も

と

よ

り

「

女

の

す

こ

し

我

は

と

思

ひ

た

る

は

、

歌

よ

み

が

ま

し

く

ぞ

あ

る

。

さ

ら

ぬ

こ

そ

語

ら

ひ

よ

け

れ

」 

【

語

誌

】 

(

１)

和

文

系

の

文

脈

に

限

っ

て

現

わ

れ

、

古

代

か

ら

近

代

に

至

る

ま

で

造

語

能

力

を

保

持

し

続

け

て

い

る

。

一

方

、

類

義

語

の

ガ

ハ

シ

は

、

和

文

・

漢

文

訓

読

両

系

の

文

脈

に

現

わ

れ

る

が

、

造

語

能

力

を

十

分

に

発

揮

せ

ず

、

早

く

衰

退

す

る

。 

(

２)

中

世

以

降

、

「

望

ま

し

く

な

い

。

不

快

で

あ

る

」

と

い

っ

た

否

定

的

な

評

価

の

意

味

を

示

す

方

向

へ

傾

い

て

ゆ

く

が

、

中

古

に

は

「

は

れ

が

ま

し

」

「

ひ

と

が

ま

し

」

の

よ

う

に

、

肯

定

的

な

意

味

を

表

す

語

も

あ

り

、

否

定

的

な

評

価

の

意

味

に

偏

っ

て

い

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

。 

 

次

に

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

の

「

が

ま

し

」

〔

接

尾

〕

の

項

目

に

は

次

の

よ

う

な

意

味

記

述

が

見

ら

れ

る

。 

①

い

か

に

も

そ

れ

ら

し

い

様

子

が

、

言

動

に

反

映

さ

れ

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。 

②

形

式

的

に

は

そ

れ

ら

し

く

整

え

ら

れ

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。 

③

ど

の

よ

う

な

観

点

か

ら

し

て

も

、

そ

う

で

あ

る

虞

れ

が

感

じ

ら

れ

る 
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現

代

語

の

「

い

か

に

も

…

の

よ

う

す

だ

」

「

…

ら

し

い

」

と

い

う

意

味

に

当

た

る

接

尾

語

で

あ

る

。 

 
２ 
接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

出

現

時

期 
接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

次

の

よ

う

に

平

安

中

期

か

ら

用

例

が

見

え

始

め

る

。

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

立

項

さ

れ

た

次

の

八

語

の

最

も

古

い

挙

例

を

示

す

。 

〔

名

詞

＋

が

ま

し

〕 

○

を

こ

が

ま

し

【

痴

・

烏

滸

】

ば

か

ば

か

し

く

て

、

笑

い

を

誘

う

よ

う

な

さ

ま

。

ば

か

げ

て

い

る

。

み

っ

と

も

な

い

。

い

い

物

笑

い

に

な

り

そ

う

だ

。 

＊

落

窪

〔

１

０

Ｃ

後

〕

一

「

形

う

ち

ふ

く

れ

て

、

い

と

を

こ

が

ま

し

と

、

少

将

つ

く

づ

く

と

か

い

ば

み

臥

し

た

り

」 

○

か

ご

と

が

ま

し

い

【

託

言

】

何

か

に

こ

と

よ

せ

て

恨

み

ご

と

を

言

っ

て

い

る

よ

う

だ

。

嘆

き

悲

し

ん

で

い

る

よ

う

だ

。

恨

み

が

ま

し

い

。 

＊

源

氏

〔

１

０

０

１

～

１

４

頃

〕

松

風

「

昔

物

語

に

、

み

こ

の

住

み

給

ひ

け

る

あ

り

さ

ま

な

ど

語

ら

せ

給

ふ

に

、

つ

く

ろ

は

れ

た

る

水

の

音

な

ひ

、

か

ご

と

が

ま

し

う

聞

こ

ゆ

」 

○

は

ぢ

が

ま

し

【

恥

】

外

聞

が

悪

い

。

恥

さ

ら

し

だ

。

恥

ず

か

し

い

。 

＊

落

窪

〔

１

０

Ｃ

後

〕

二

「

北

の

方

、

此

度

の

御

婿

取

の

は

ぢ

が

ま

し

き

事

、

宿

世

に

や

お

は

し

け

ん

」 

○

ひ

と

が

ま

し

【

人

】

相

当

の

人

物

ら

し

い

。

人

に

し

ら

れ

る

ほ

ど

で

あ

る

。 

＊

栄

花

〔

１

０

２

８

～

９

２

頃

〕

か

が

や

く

藤

壺

「

世

の

中

に

少

し

人

に

知

ら

れ

、

人

が

ま

し

き

名

僧

な

ど

は

」 
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〔

動

詞

連

用

形

＋

が

ま

し

〕 
○

し

れ

が

ま

し

【

痴

】

お

ろ

か

な

様

子

で

あ

る

。

ば

か

げ

て

い

る

。

ば

か

ら

し

い

。 
＊

落

窪

〔

１

０

Ｃ

後

〕

一

「

と

も

か

く

も

御

心

、

さ

て

つ

か

ひ

よ

し

と

は

し

も

な

の

給

ひ

そ

。

い

と

し

れ

が

ま

し

」 

○

は

れ

が

ま

し

【

晴

】

表

だ

っ

て

い

る

。

公

で

あ

る

。

表

だ

っ

て

派

手

で

あ

る

。 

＊

夜

の

寝

覚

〔

１

０

４

５

～

６

８

頃

〕

二

「

髪

、

か

た

ち

き

よ

ら

に

て

、

君

に

ぐ

し

奉

り

て

、

は

れ

が

ま

し

か

ら

ん

に

」 

○

へ

だ

て

が

ま

し

い

【

隔

】

う

ち

と

け

な

い

様

子

で

あ

る

。

心

に

へ

だ

て

の

あ

る

様

子

で

あ

る

。 

＊

源

氏

〔

１

０

０

１

～

１

４

頃

〕

若

菜

上

「

た

は

ぶ

れ

に

て

も

か

や

う

に

へ

だ

て

が

ま

し

き

事

な

さ

か

し

が

り

聞

え

さ

せ

給

ひ

そ

」 

〔

副

詞

＋

が

ま

し

〕 

○

わ

ざ

と

が

ま

し

【

態

】

こ

と

さ

ら

め

い

て

大

げ

さ

で

あ

る

。

い

か

に

も

意

識

的

な

感

じ

で

あ

る

。 

＊

源

氏

〔

１

０

０

１

～

１

４

頃

〕

梅

枝

「

唐

の

本

な

ど

の

、

い

と

わ

ざ

と

が

ま

し

き

、

沈

の

箱

に

入

れ

て

」 

 

最

も

成

立

の

古

い

資

料

は

『

落

窪

物

語

』

で

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

十

世

紀

頃

に

使

用

が

始

ま

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

同

じ

頃

に

成

立

し

た

『

大

和

物

語

』

に

は

「

こ

と

が

ま

し

」

の

使

用

が

見

え

る

。 

＊

大

和

〔

９

４

７

～

９

５

７

頃

〕

「

い

と

こ

と

が

ま

し

き

物

な

り

け

れ

ば

、

か

か

る

文

通

は

し

け

る

気

色

あ

り

と

見

て

、

は

て

は

文

を

だ

に

え

通

は

さ

ず

、

責

め

ま

も

り

つ

つ

」

（

御

巫

本

附

載

） 

「

こ

と

が

ま

し

」

は

「

口

や

か

ま

し

い

」

の

意

で

、

「

が

ま

し

」

は

形

容

詞

「

か

ま

し

」

（

囂

）

で

あ

る

が

、

意

味

が

形

式

化

し

て

、

程

度

の

は

な

は

だ

し

さ

を

表

す

接

尾

語

と

な

っ

た

と

も

考

え

ら

れ

る

。 
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３ 

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

意

味

特

徴 

『

日

本

古

典

文

学

全

集

』

（

小

学

館

・

ジ

ャ

ッ

パ

ン

ナ

レ

ッ

ジ

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

）

か

ら

平

安

時

代

に

現

れ

た

接

尾

語

「

が

ま

し

」

を

用

い

る

語

例

を

集

め

、

そ

の

上

接

部

分

の

品

詞

性

に

よ

っ

て

ま

と

め

る

と

、

次

の

通

り

で

あ

る

。 

〔

名

詞

＋

が

ま

し

〕 

を

こ

が

ま

し

／

盗

人

が

ま

し

／

恥

が

ま

し

／

歌

が

ま

し

／

塵

が

ま

し

／

か

ご

と

が

ま

し

／

猿

楽

が

ま

し

／

事

が

ま

し

／

人

が

ま

し

／

懸

想

が

ま

し 

＊

「

う

ち

ふ

く

れ

て

、

い

と

を

こ

が

ま

し

」

と

、

少

将

つ

く

づ

く

と

か

い

ば

み

臥

し

た

り

。

（

落

窪

物

語 

） 

【

現

代

語

訳

】

「

身

体

つ

き

は

ぶ

く

ぶ

く

超

え

（

子

）

え

て

い

て

、

ひ

ど

く

愚

劣

だ

」

と

少

将

は

つ

く

づ

く

と

、

機

長

の

隙

間

か

ら

覗

き

見

し

て

い

る

。 

＊

盗

人

が

ま

し

き

童

に

て

、

く

や

つ

が

「

よ

く

な

さ

む

」

と

て

、

し

た

る

に

こ

そ

あ

め

れ

。

（

落

窪

物

語 

） 

【

現

代

語

訳

】

盗

人

根

性

の

女

の

童

で

、

あ

い

つ

が

「

落

窪

の

君

を

よ

い

身

分

に

し

よ

う

」

と

思

っ

て

し

た

こ

と

の

よ

う

だ

。 

＊

北

の

方

、

こ

の

度

の

御

婿

ど

り

の

恥

が

ま

し

き

こ

と

、

宿

世

に

や

お

は

し

け

む

、

い

つ

し

か

と

い

ふ

や

う

に

孕

み

た

ま

へ

れ

ば

、

心

地

よ

げ

に

見

え

た

ま

ひ

し

北

の

方

も

、

思

ひ

ま

つ

は

れ

て

な

む

お

は

す

め

る

。

（

落

窪

物

語 

） 

【

現

代

語

訳

】

北

の

方

が

こ

の

た

び

の

四

の

君

と

面

白

の

駒

（

こ

ま

）

と

の

結

婚

は

、

外

聞

の

悪

い

こ

と

と

思

っ

て

い

ら

っ

し

ゃ

っ

た

の

で

す

が

、

前

世

の

因

縁

が

あ

っ

た

の

で

ご

ざ

い

ま

し

ょ

う

か

、

い

つ
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の

間

に

や

ら

ご

懐

妊

な

さ

っ

た

の

で

、

以

前

は

得

意

げ

に

み

え

て

い

ら

っ

し

ゃ

っ

た

北

の

方

も

思

案

に

く

れ

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

よ

う

で

す 
＊

つ

ゆ

と

り

わ

き

た

る

方

も

な

く

て

、

さ

す

が

に

歌

が

ま

し

う

、

わ

れ

は

と

思

へ

る

さ

ま

に

、

最

初

に

よ

み

出

で

は

べ

ら

む

、

亡

き

人

の

た

め

に

も

い

と

ほ

し

う

は

べ

る

。

（

枕

草

子 

） 

【

現

代

語

訳

】

少

し

も

こ

れ

と

い

っ

た

点

も

な

く

て

、

そ

れ

で

も

い

か

に

も

歌

ら

し

く

、

自

分

こ

そ

は

と

思

っ

て

い

る

ふ

う

に

、

得

意

然

と

し

て

真

っ

先

に

詠

み

出

し

た

り

い

た

し

ま

し

て

は

、

亡

き

人

の

た

め

に

も

気

の

毒

で

ご

ざ

い

ま

す 

＊

は

か

な

き

こ

と

を

聞

こ

え

慰

め

、

泣

き

み

笑

ひ

み

紛

ら

は

し

つ

る

人

さ

へ

な

く

て

、

夜

も

塵

が

ま

し

き

御

帳

の

中

も

か

た

は

ら

さ

び

し

く

も

の

悲

し

く

思

さ

る

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

た

わ

い

の

な

い

話

を

お

聞

か

せ

し

て

お

慰

め

申

し

、

泣

い

た

り

笑

っ

た

り

し

て

お

気

を

紛

ら

わ

し

て

く

れ

た

侍

従

ま

で

が

今

は

い

な

く

な

っ

た

の

だ

か

ら

、

夜

も

、

塵

の

積

る

御

帳

の

中

の

独

り

寝

の

寂

し

さ

に

、

た

だ

何

か

と

悲

し

い

思

い

で

い

ら

っ

し

ゃ

る

。 

＊

昔

物

語

に

、

親

王

の

住

み

た

ま

ひ

け

る

あ

り

さ

ま

な

ど

語

ら

せ

た

ま

ふ

に

、

繕

は

れ

た

る

水

の

音

な

ひ

か

ご

と

が

ま

し

う

聞

こ

ゆ

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

昔

の

思

い

出

話

と

し

て

、

こ

の

お

邸(

や

し

き)

に

中

務

宮(

な

か

つ

か

さ

の

み

や)

が

お

住

ま

い

に

な

っ

て

お

ら

れ

た

こ

ろ

の

様

子

な

ど

を

尼

君

に

語

ら

せ

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

と

、

手

入

れ

の

終

っ

た

遣

水

の

音

が

、

ま

る

で

訴

え

で

も

す

る

か

の

よ

う

に

聞

え

て

く

る

。 

＊

か

し

が

ま

し

う

の

の

し

り

を

る

顔

ど

も

も

、

夜

に

入

り

て

は

、

な

か

な

か

、

い

ま

す

こ

し

掲

焉

な

る

灯

影

に

、

猿

楽

が

ま

し

く

わ

び

し

げ

二

人

わ

ろ

げ

な

る

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

に

、

げ

に

い

と

な

べ

て

な

ら

ず

、

さ

ま

異

な

る

わ

ざ

な

り

け

り

。

（

源

氏

物

語

） 
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【

現

代

語

訳

】

や

か

ま

し

く

大

声

を

立

て

て

い

る

博

士

た

ち

の

顔

も

、

夜

に

な

っ

て

は

、

か

え

っ

て

昼

よ

り

も

一

段

と

明

る

い

灯

の

光

を

受

け

て

、

道

化

じ

み

て

い

た

り

、

み

す

ぼ

ら

し

げ

だ

っ

た

り

、

不

体

裁

で

あ

っ

た

り

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

の

て

い

た

ら

く

で

、

な

る

ほ

ど

常

と

は

異

な

っ

て

、

い

か

に

も

異

様

な

有

様

な

の

で

あ

っ

た

。 

＊

さ

が

な

く

、

事

が

ま

し

き

も

、

し

ば

し

は

な

ま

む

つ

か

し

う

、

わ

づ

ら

は

し

き

や

う

に

憚

ら

る

る

こ

と

あ

れ

ど

、

そ

れ

に

し

も

従

ひ

は

つ

ま

じ

き

わ

ざ

な

れ

ば

、

事

の

乱

れ

出

で

來

ぬ

る

後

、

我

も

人

も

憎

げ

に

あ

き

た

し

や

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

口

や

か

ま

し

く

て

事

を

荒

だ

て

が

ち

な

の

も

、

し

ば

ら

く

の

間

は

何

や

ら

う

る

さ

く

面

倒

な

も

の

で

す

か

ら

、

つ

い

遠

慮

さ

れ

る

も

の

で

す

が

、

い

つ

ま

で

も

言

い

な

り

に

な

っ

て

い

る

わ

け

に

も

い

か

な

い

こ

と

で

す

か

ら

、

何

か

一 

悶

着

で

も

起

る

と

な

る

と

、

こ

ち

ら

も

相

手

も

お

互

い

に

憎

ら

し

く

、

愛

想

も

尽

き

る

も

の

で

す

。 

＊

た

だ

御

祈

り

の

事

を

の

み

ぞ

い

そ

が

せ

た

ま

へ

ど

、

い

さ

や

、

世

の

中

に

す

こ

し

人

に

知

ら

れ

、

人

が

ま

し

き

名

僧

な

ど

は

、

こ

の

わ

た

り

に

親

し

き

さ

ま

な

る

こ

と

は

わ

づ

ら

は

し

き

こ

と

に

思

ひ

て

、

召

し

遣

は

せ

た

ま

へ

ど

、

（

下

略

）

（

栄

花

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

ひ

た

す

ら

御

祈

祷

の

こ

と

ば

か

り

を

お

支

度

に

な

る

け

れ

ど

、

さ

て

何

と

し

た

こ

と

か

、

世

間

に

多

少

と

も

人

に

知

ら

れ

、

一

人

前

に

名

の

通

っ

た

僧

な

ど

は

、

こ

の

一

門

と

親

密

な

様

子

を

見

せ

る

の

を

厄

介

な

こ

と

に

思

い

、

お

呼

び

寄

せ

に

使

者

を

お

出

し

に

な

る

け

れ

ど

、 

＊

ま

た

、

懸

想

が

ま

し

く

ゆ

き

戯

れ

た

る

気

色

、

は

た

ゆ

め

に

な

く

、

大

殿

、

内

裏

の

御

遊

び

な

ど

よ

り

は

こ

と

な

る

夜

離

れ

な

ど

も

し

た

ま

は

ぬ

を

、

（

下

略

）

（

と

り

か

へ

ば

や

物

語 

） 

【

現

代

語

訳

】

そ

れ

に

、

女

性

に

言

い

寄

っ

て

遊

び

歩

く

と

い

っ

た

気

配

は

ま

た

、

ま

っ

た

く

な

く

、



125 

 

関

白

邸

か

宮

中

で

の

管

絃

の

御

遊

び

の

折

以

外

は

、

と

く

に

外

泊

な

ど

も

な

さ

ら

な

い

の

だ

が

、 

 
〔

動

詞

連

用

形

＋

が

ま

し

〕 

 

痴

れ

が

ま

し

／

歌

よ

み

が

ま

し

／

す

き

が

ま

し

／

ね

ぢ

け

が

ま

し

／

く

つ

ろ

ぎ

が

ま

し

／

罪

得

が

ま

し

／

焦

ら

れ

が

ま

し

／

あ

ざ

れ

が

ま

し

／

隔

て

が

ま

し

／

胸

つ

ぶ

れ

が

ま

し

／

晴

れ

が

ま

し

／

乱

れ

が

ま

し

／

見

え

き

こ

え

が

ま

し

／

隔

た

り

が

ま

し

／

紛

れ

が

ま

し

／

か

こ

ち

が

ま

し

／

文

書

き

が

ま

し 

＊

痴

れ

が

ま

し

う

を

か

し

う

て

、

「

や

や

、

起

き

た

ま

へ

。

聞

こ

ゆ

べ

き

こ

と

あ

り

て

な

む

、

申

し

て

き

」

と

の

た

ま

へ

ば

、

足

手

あ

は

せ

て

、

い

と

よ

く

の

び

の

び

し

て

、

か

ら

う

じ

て

起

き

出

で

、

手

洗

ひ

ゐ

た

り

。

（

落

窪

物

語 

） 

【

現

代

語

訳

】

ば

か

ば

か

し

く

お

か

し

い

気

が

し

て

、

少

将

は

、

「

お

い

お

い

、

起

き

な

さ

い

。

お

話

し

申

し

あ

げ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

あ

っ

て

、

あ

な

た

の

父

君

に

先

ほ

ど

ご

挨

拶

申

し

ま

し

た

」

と

お

っ

し

ゃ

る

と

、

少

輔

は

手

足

を

揃

え

て

う

ん

と

気

持

よ

く

の

び

を

し

て

、

や

っ

と

起

き

上

が

っ

て

手

を

洗

っ

て

い

た

。 

＊

女

の

、

す

こ

し

わ

れ

は

と

思

ひ

た

る

は

、

歌

よ

み

が

ま

し

く

ぞ

あ

る

。

（

枕

草

子 

） 

【

現

代

語

訳

】

女

で

、

少

し

自

分

こ

そ

は

と

思

っ

て

い

る

人

は

、

歌

詠

み

め

い

た

ふ

る

ま

い

を

す

る

も

の

で

す

。

そ

う

で

な

い

の

こ

そ

つ

き

あ

い

や

す

い

。 

＊

右

大

臣

の

い

た

は

り

か

し

づ

き

た

ま

ふ

住

み

処

は

、

こ

の

君

も

い

と

も

の

う

く

し

て

、

す

き

が

ま

し

き

あ

だ

人

な

り

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

舅

の

右

大

臣

が

大

事

に

し

て

お

世

話

申

し

あ

げ

ら

れ

る

北

の

方

の

も

と

に

は

、

こ

の

中

将

の

君

も

お

っ

く

う

が

っ

て

寄

り

つ

こ

う

と

も

せ

ず

、

ど

う

も

色

恋

事

に

熱

心

な

好

き

人

で

あ

る

。 
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＊

今

は

、

た

だ

、

品

に

も

よ

ら

じ

、

容

貌

を

ば

さ

ら

に

も

言

は

じ

、

い

と

口

惜

し

く

ね

ぢ

け

が

ま

し

き

お

ぼ

え

だ

に

な

く

は

、

た

だ

ひ

と

へ

に

も

の

ま

め

や

か

に

静

か

な

る

心

の

お

も

む

き

な

ら

む

よ

る

べ

を

ぞ

、

つ

ひ

の

頼

み

ど

こ

ろ

に

は

思

ひ

お

く

べ

か

り

け

る

。 

（

源

氏

物

語

） 
【

現

代

語

訳

】

こ

う

な

っ

て

は

も

う

、

身

分

の

よ

し

あ

し

に

も

よ

り

ま

す

ま

い

し

、

顔

か

た

ち

な

ど

は

な

お

さ

ら

論

外

で

し

ょ

う

し

、

ど

う

に

も

お

話

に

な

ら

ぬ

ひ

ね

く

れ

者

と

い

う

感

じ

さ

え

し

な

い

の

で

し

た

ら

、

た

だ

一

途

に

実

直

で

、

落

ち

着

い

た

と

こ

ろ

の

あ

る

女

を

こ

そ

、

生

涯

の

伴

侶

と

決

め

て

お

く

の

が

よ

い

と

い

う

も

の

で

す

。 

＊

く

つ

ろ

ぎ

が

ま

し

く

歌

誦

じ

が

ち

に

も

あ

る

か

な

、

な

ほ

見

劣

り

は

し

な

む

か

し

と

思

す

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

の

ん

び

り

と

気

楽

そ

う

に

構

え

て

、

何

か

と

い

え

ば

す

ぐ

歌

語

り

を

口

に

す

る

で

は

な

い

か

、

女

主

人

と

て

、

や

は

り

逢

っ

て

み

れ

ば

が

っ

か

り

す

る

の

か

も

し

れ

な

い

、

と

お

思

い

に

な

る

。 

＊

い

と

う

つ

く

し

げ

に

て

、

明

け

暮

れ

見

た

て

ま

つ

る

人

だ

に

、

飽

か

ず

思

ひ

き

こ

ゆ

る

御

あ

り

さ

ま

を

、

今

ま

で

お

ぼ

つ

か

な

き

年

月

の

隔

た

り

け

る

も

、

罪

得

が

ま

し

く

心

苦

し

と

思

す

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

姫

君

は

い

か

に

も

お

か

わ

い

ら

し

く

、

朝

晩

拝

見

し

て

い

る

人

で

さ

え

、

い

つ

ま

で

も

お

見

あ

げ

し

て

い

た

い

く

ら

い

の

ご

容

姿

な

の

だ

か

ら

、

実

の

母

君

が

今

ま

で

別

れ

別

れ

の

ま

ま

年

月

が

た

っ

て

し

ま

っ

た

の

も

、

君

は

、

罪

つ

く

り

な

こ

と

と

、

お

い

た

わ

し

く

お

思

い

に

な

る

。 

＊

兵

部

卿

宮

の

、

ほ

ど

な

く

焦

ら

れ

が

ま

し

き

わ

び

言

ど

も

を

書

き

集

め

た

ま

へ

る

御

文

を

御

覧

じ

つ

け

て

、

こ

ま

や

か

に

笑

ひ

た

ま

ふ

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

兵

部

卿

宮

が

、

ま

だ

間

も

な

い

の

に

、

あ

せ

り

気

味

の

訴

え

言

を

た

く

さ

ん

書

い

て

い

ら

っ

し

ゃ

る

、

そ

の

お

手

紙

を

お

見

つ

け

に

な

っ

て

、

大

臣

は

に

こ

や

か

に

お

笑

い

に

な

る

。 
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＊

す

き

ず

き

し

う

あ

ざ

れ

が

ま

し

き

今

様

の

人

の

、

便

な

い

こ

と

し

出

で

な

ど

す

る

、

男

の

咎

に

し

も

あ

ら

ぬ

こ

と

な

り

。

（

源

氏

物

語

） 
【

現

代

語

訳

】

色

め

か

し

く

浮

つ

い

て

い

る

当

世

の

新

し

好

き

な

女

が

不

都

合

を

し

で

か

し

た

り

な

ど

す

る

の

は

、

何

も

男

の

ほ

う

の

責

任

と

限

っ

た

こ

と

で

は

な

い

。 

＊

現

の

人

に

も

あ

ま

り

け

遠

く

、

も

の

隔

て

が

ま

し

き

な

ど

、

気

高

き

や

う

と

て

も

、

人

憎

く

心

う

つ

く

し

く

は

あ

ら

ぬ

わ

ざ

な

り

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

現

に

付

き

合

っ

て

い

る

人

に

対

し

て

も

、

あ

ま

り

よ

そ

よ

そ

し

く

し

て

、

何

か

仕

切

り

を

お

い

て

い

る

よ

う

な

の

も

、

そ

れ

が

上

品

な

様

子

だ

と

い

っ

た

と

こ

ろ

で

、

ど

う

も

こ

憎

ら

し

く

て

か

わ

い

げ

の

な

い

や

り

か

た

で

す

。 

＊

心

の

う

ち

は

ゆ

る

び

な

く

、

胸

つ

ぶ

れ

が

ま

し

き

折

々

多

か

る

に

、

さ

す

が

ま

た

、

さ

ら

ば

と

心

を

か

は

い

て

、

ひ

と

つ

心

に

な

ら

ざ

ら

む

か

ぎ

り

は

、

せ

め

て

押

し

や

ぶ

り

、

心

よ

り

ほ

か

に

乱

さ

む

と

は

思

ひ

た

ら

ず

。

（

浜

松

中

納

言

物

語 

） 

【

現

代

語

訳

】

だ

か

ら

中

納

言

の

心

の

中

は

気

の

休

ま

る

時

が

な

く

、

胸

が

締

め

つ

け

ら

れ

る

よ

う

な

折

々

は

多

い

が

、

そ

う

は

言

っ

て

も

ま

た

、

そ

れ

な

ら

ば

と

し

め

し

合

わ

せ

て

、

姫

君

が

自

分

に

気

を

許

し

て

く

れ

る

よ

う

に

な

ら

な

い

限

り

は

、

無

理

に

力

ず

く

で

犯

し

、

意

向

に

逆

ら

っ

て

乱

暴

し

よ

う

と

は

思

っ

て

い

な

い

。 

＊

髪

、

か

た

ち

き

よ

ら

に

て

、

君

に

具

し

た

て

ま

つ

り

て

晴

れ

が

ま

し

か

ら

む

に

、

恥

な

く

目

や

す

き

さ

ま

し

た

り

。

（

夜

の

寝

覚

） 

【

現

代

語

訳

】

娘

は

、

髪

と

い

い

、

器

量

と

い

い

、

整

っ

て

い

て

、

姫

君

に

お

付

き

し

て

晴

れ

が

ま

し

い

場

所

に

出

た

と

し

て

も

、

恥

ず

か

し

い

と

こ

ろ

が

な

い

く

ら

い

感

じ

の

よ

い

様

子

を

し

て

い

る

。 
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＊

我

さ

へ

か

き

絶

え

む

も

、

さ

は

い

へ

ど

、

乱

れ

が

ま

し

き

心

の

ま

ま

に

や

あ

ら

む

。

（

夜

の

寝

覚

） 

【

現

代

語

訳

】

そ

う

か

と

い

っ

て

、

こ

ち

ら

ま

で

ま

る

で

遠

の

く

と

い

う

の

も

、

分

別

の

な

い

わ

が

ま

ま

と

い

う

こ

と

に

な

ろ

う

か 

＊

隔

て

な

き

心

を

知

ら

せ

む

と

て

も

、

「

こ

れ

な

む

御

文

」

と

て

た

て

ま

つ

ら

む

も

、

い

と

便

な

く

見

え

き

こ

え

が

ま

し

け

れ

ば

、

い

か

に

も

、

そ

の

こ

と

は

か

け

ず

、

（

下

略

）

（

夜

の

寝

覚 

） 

【

現

代

語

訳

】

い

か

に

異

心

の

な

い

気

持

を

知

ら

せ

よ

う

と

思

う

か

ら

と

い

っ

て

も

、

「

こ

れ

が

帝

の

お

手

紙

で

す

」

と

い

っ

て

さ

し

あ

げ

る

の

も

、

人

の

目

や

耳

に

入

っ

た

時

、

い

か

に

も

不

都

合

な

こ

と

に

受

け

取

ら

れ

そ

う

な

の

で

、

そ

の

点

に

は

一

言

も

触

れ

ず

、 

＊

あ

ま

た

の

こ

の

世

の

契

り

な

が

ら

、

我

は

隔

た

り

が

ま

し

く

、

よ

そ

よ

そ

な

る

折

が

ち

な

る

、

あ

や

し

か

り

け

る

宿

世

な

り

や

。

（

夜

の

寝

覚

） 

【

現

代

語

訳

】

ま

さ

こ

と

姫

君

と

、

二

人

ま

で

子

供

を

も

う

け

た

ほ

ど

の

深

い

契

り

な

の

に

、

私

は

と

か

く

あ

の

人

に

隔

り

が

ち

で

別

々

に

分

れ

て

い

る

折

が

多

い

と

は

、

自

分

で

も

訳

の

わ

か

ら

な

い

宿

世

(

す

く

せ)

と

い

う

ほ

か

は

な

い

。 

＊

暁

に

召

せ

と

言

ひ

し

か

ば

、

心

安

く

て

、

行

ひ

も

紛

れ

が

ま

し

、

人

目

も

い

か

が

な

ど

、

の

ど

か

に

思

ひ

し

も

悔

し

う

、

い

み

じ

と

も

世

の

常

な

り

。

（

狭

衣

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

あ

の

僧

が

暁

に

お

召

し

に

な

る

よ

う

に

と

言

っ

た

の

で

、

安

心

し

て

、

勤

行

の

妨

げ

に

も

な

り

そ

う

だ

、

傍

目(

は

た

め)

も

ど

う

か

な

ど

と

、

の

ん

び

り

構

え

て

い

た

の

が

悔

ま

れ

、

無

念

と

言

う

の

も

あ

り

ふ

れ

て

い

る

。 

＊

ほ

ろ

ほ

ろ

と

こ

ぼ

し

初

め

た

ま

へ

る

涙

は

、

か

こ

ち

が

ま

し

う

い

み

じ

き

に

、

御

送

り

の

人

々

帰

り

参

り

ぬ

れ

ば

、

さ

り

げ

な

く

て

、

眺

め

出

だ

し

た

ま

へ

り

。

（

狭

衣

物

語

） 
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【

現

代

語

訳

】

は

ら

は

ら

と

こ

ぼ

し

始

め

な

さ

っ

た

涙

は

、

い

か

に

も

恨

み

が

ま

し

く

と

め

ど

も

な

く

溢

れ

出

て

い

る

と

こ

ろ

に

、

堀

川

の

上

を

お

見

送

り

し

た

女

房

た

ち

が

帰

参

し

た

の

で

、

君

は

、

素

知

ら

ぬ

ふ

り

を

し

て

、

外

を

眺

め

や

っ

て

お

ら

れ

た

。 

＊

い

と

あ

さ

か

ら

ず

お

ぼ

つ

か

な

げ

に

思

ひ

や

り

げ

に

て

静

心

な

く

、

文

書

き

が

ま

し

く

て

、

さ

ら

に

我

に

も

劣

る

ま

じ

げ

な

る

を

、

（

下

略

）

（

と

り

か

へ

ば

や

物

語 

） 

【

現

代

語

訳

】

大

将

に

は

、

並

々

な

ら

ず

心

配

そ

う

で

四

の

君

を

思

っ

て

落

ち

つ

か

ず

、

早

く

手

紙

を

書

き

た

げ

な

様

子

で

、

自

分

へ

の

愛

情

と

比

べ

て

も

決

し

て

劣

っ

て

い

そ

う

も

な

く

見

え

る

の

で

、 

 

〔

副

詞

＋

が

ま

し

〕 

わ

ざ

と

が

ま

し 

＊

ま

た

内

々

に

も

わ

ざ

と

し

た

ま

ひ

て

、

こ

ま

や

か

に

を

か

し

き

さ

ま

な

る

櫛

、

扇

多

く

し

て

、

幣

な

ど

わ

ざ

と

が

ま

し

く

て

、

か

の

小

袿

も

遣

は

す

。

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

ま

た

、

内

密

に

も

特

別

に

贈

物

を

な

さ

っ

て

、

そ

れ

も

細

工

の

美

し

い

櫛(

く

し)

や

扇

(

お

う

ぎ)

な

ど

を

た

く

さ

ん

用

意

し

、

幣(

ぬ

さ)

な

ど

も

特

別

に

こ

し

ら

え

た

と

分

る

よ

う

に

し

て

、

そ

れ

に

例

の

小

袿(

こ

う

ち

き)

も

お

遣

わ

し

に

な

る

。 
 

 
 

 
 

 
 

 

収

集

で

き

た

平

安

時

代

の

例

文

二

〇

一

例

の

中

で

、

「

盗

人

が

ま

し

」

は

わ

ず

か

一

例

、

「

痴

れ

が

ま

し

」

は

三

例

と

い

う

よ

う

に

使

用

が

少

な

い

の

に

対

し

て

、

「

恥

が

ま

し

」

は

一

一

例

、

そ

し

て

「

を

こ

が

ま

し

」

は

実

に

一

一

二

例

に

も

上

る

。

「

を

こ

が

ま

し

」

は

「

ば

か

の

よ

う

に

み

え

る

、

愚

劣

だ

」

の

意

味

で

、

自

分

自

身

の

こ

と

に

つ

い

て

、

他

人

か

ら

「

ば

か

ば

か

し

い

」

「

な

ま

い

き

だ

」

と

思

わ

れ

そ
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う

だ

と

意

識

す

る

場

合

と

、

他

人

の

行

為

、

状

態

な

ど

に

つ

い

て

批

評

す

る

場

合

と

が

あ

る

。

こ

の

点

に

つ

い

て

は

、

「

恥

が

ま

し

」

も

同

じ

く

他

人

か

ら

ど

う

思

わ

れ

そ

う

で

あ

る

か

と

い

う

他

者

か

ら

の

視

線

を

意

識

す

る

意

味

が

強

い

。

飛

田

・

浅

田

（

一

九

九

一

）

は

「

～

が

ま

し

い

」

に

つ

い

て

、

「

第

三

者

の

視

点

を

中

心

に

す

え

た

、

日

本

文

化

に

特

徴

的

な

語

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

」

と

述

べ

て

い

る

。

も

ち

ろ

ん

、

「

が

ま

し

」

の

意

味

は

複

雑

で

、

「

人

の

目

を

意

識

す

る

」

の

は

そ

の

意

味

特

徴

の

一

つ

に

過

ぎ

な

い

と

も

言

え

る

が

、

「

か

ま

し

」(

囂)

が

語

源

で

あ

る

と

す

れ

ば

、

他

者

の

口

、

他

者

の

見

る

目

が

甚

だ

し

く

感

じ

ら

れ

る

と

い

う

点

で

共

通

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

現

代

語

で

は

、

「

が

ま

し

い

」

は

「

は

れ

が

ま

し

い

」

「

わ

ざ

と

が

ま

し

い

」

の

よ

う

に

よ

く

評

価

に

用

い

ら

れ

、

情

意

よ

り

属

性

を

表

す

場

合

が

多

い

。

し

か

し

、

平

安

時

代

に

お

い

て

「

が

ま

し

」

は

か

な

り

主

観

的

な

表

現

で

あ

り

、

「

胸

つ

ぶ

れ

が

ま

し

」

「

罪

得

が

ま

し

」

の

よ

う

に

、

直

接

に

主

体

の

感

情

を

表

す

こ

と

が

で

き

る

語

で

あ

る

。

辞

書

記

述

で

は

、

共

通

し

て

「

そ

の

状

態

や

物

に

似

て

い

る

」

と

解

釈

し

て

い

る

が

、

そ

れ

ぞ

れ

の

語

幹

の

性

質

を

吟

味

し

て

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

意

味

を

分

析

す

る

必

要

が

あ

る

。 

 

４ 

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

語

幹

と

意

味 

 

接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

主

に

名

詞

と

動

詞

連

用

形

に

付

く

。

次

に

、

平

安

時

代

の

用

例

を

中

心

に

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

語

幹

の

性

質

と

意

味

特

徴

を

考

察

す

る

こ

と

に

す

る

。 

ま

ず

、

名

詞

に

付

く

場

合

に

つ

い

て

考

え

る

。 

①

傾

向

の

意

…

…

塵

が

ま

し

／

事

が

ま

し 

 

塵

が

積

っ

て

い

る

御

帳

の

状

態

を

「

塵

が

ま

し

」

で

表

現

し

、

塵

が

多

い

と

い

う

感

じ

を

伝

え

る

非

常
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に

直

感

的

な

表

現

で

あ

る

。

「

事

が

ま

し

」

は

、

事

を

荒

だ

て

が

ち

と

い

う

傾

向

を

表

し

、

「

事

あ

り

げ

で

あ

る

、

お

お

げ

さ

だ

」

の

意

で

あ

る

。 
②

類

似

の

意

…

…

か

ご

と

が

ま

し

／

猿

楽

が

ま

し 
「

か

ご

と

」

は

、

そ

れ

に

か

こ

つ

け

て

言

う

こ

と

の

意

で

、

例

文

で

は

、

自

分

も

親

王

御

在

世

の

折

の

こ

と

を

知

っ

て

い

る

の

に

、

話

の

仲

間

に

入

れ

て

く

れ

な

い

と

文

句

を

つ

け

る

意

を

表

す

。

「

水

の

音

な

ひ

か

ご

と

が

ま

し

う

聞

こ

ゆ

」

は

擬

人

法

で

あ

る

。

ほ

か

に

、

「

影

見

て

も

憂

き

わ

が

涙

落

ち

そ

ひ

て

か

ご

と

が

ま

し

き

滝

の

音

か

な

」

（

紫

式

部

集

）

な

ど

、

「

か

ご

と

が

ま

し

」

は

多

く

擬

人

法

と

し

て

用

い

ら

れ

る

。 

 

「

猿

楽

」

は

、

当

時

の

滑

稽

な

物

ま

ね

を

主

と

す

る

演

芸

で

、

「

猿

楽

が

ま

し

」

は

「

こ

っ

け

い

な

言

動

を

す

る

、

お

か

し

な

か

っ

こ

う

を

す

る

」

と

い

う

意

で

あ

る

。 

③

性

質

の

意

…

…

盗

人

が

ま

し

／

歌

が

ま

し

／

人

が

ま

し 

 

そ

の

物

の

性

質

を

持

っ

て

い

る

、

あ

る

い

は

、

そ

の

物

と

し

て

の

必

要

な

条

件

を

備

え

て

い

る

意

を

表

す

。

「

盗

人

が

ま

し

き

童

」

は

、

盗

人

の

性

質

を

持

っ

て

い

る

、

盗

人

根

性

の

女

の

童

の

意

で

あ

る

。

「

歌

が

ま

し

う

」

と

「

人

が

ま

し

き

名

僧

」

は

、

「

い

か

に

も

歌

ら

し

く

、

自

分

こ

そ

は

と

思

っ

て

い

る

ふ

う

に

、

得

意

然

と

し

て

真

っ

先

に

詠

み

出

し

た

り

す

る

」

よ

う

す

、

「

一

人

前

に

名

の

通

っ

た

」

僧

侶

と

い

う

よ

う

に

用

い

ら

れ

、

「

立

派

な

、

完

成

し

た

、

と

り

た

て

て

言

う

に

値

す

る

」

と

い

う

意

味

合

い

が

含

ま

れ

る

。 

④

感

情

の

意

…

…

を

こ

が

ま

し

／

恥

が

ま

し 

 

「

恥

が

ま

し

」

は

、

外

聞

が

悪

い

の

意

を

表

し

、

自

分

以

外

の

人

の

感

情

表

現

に

用

い

る

ほ

か

に

、

一

般

的

に

「

恥

ず

か

し

い

」

と

い

う

感

情

を

引

き

起

こ

せ

る

事

柄

や

、

自

分

自

身

の

感

情

の

表

現

に

も

用

い
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ら

れ

る

。

た

だ

し

、

心

の

動

き

を

表

す

「

恥

ず

か

し

い

」

と

比

べ

て

、

「

恥

が

ま

し

」

は

自

分

自

身

の

こ

と

に

つ

い

て

も

、

他

人

か

ら

ど

う

思

わ

れ

そ

う

で

あ

る

か

と

い

う

意

識

が

強

い

。

こ

の

点

で

、

前

述

し

た

よ

う

に

「

を

こ

が

ま

し

」

も

同

じ

で

あ

る

。 

＊

後

に

も

な

ほ

、

「

人

に

恥

ぢ

が

ま

し

き

事

言

ひ

つ

け

た

り

」

と

う

ら

み

て

、

（

下

略

）

（

枕

草

子

） 

【

現

代

語

訳

】

そ

の

あ

と

で

も

や

は

り

、

「

人

に

恥

に

な

る

よ

う

な

こ

と

を

、

事

実

を

曲

げ

て

こ

じ

つ

け

て

言

っ

た

」

と

恨

ん

で

、 

＊

あ

や

し

き

古

人

に

こ

そ

あ

れ

。

か

く

も

の

づ

つ

み

し

た

る

人

は

、

ひ

き

入

り

沈

み

入

り

た

る

こ

そ

よ

け

れ

。

さ

す

が

に

恥

ぢ

が

ま

し

や

」

（

源

氏

物

語

） 

【

現

代

語

訳

】

「

並

は

ず

れ

て

昔

気

質(

か

た

ぎ)

の

人

な

の

で

す

。

あ

あ

し

た

遠

慮

深

い

人

は

、

お

と

な

し

く

引

っ

込

ん

で

い

る

の

が

よ

い

の

で

す

。

さ

す

が

に

こ

の

わ

た

し

ま

で

が

恥

さ

ら

し

と

い

う

も

の

だ

。 

⑤

言

動

の

意

…

…

懸

想

が

ま

し 

「

懸

想

」

は

「

思

い

を

か

け

る

こ

と

、

恋

す

る

こ

と

」

と

い

う

意

を

表

し

、

動

作

性

を

有

す

る

名

詞

で

あ

る

。

「

懸

想

が

ま

し

」

は

恋

し

て

い

る

よ

う

す

を

表

す

。 

 

次

に

、

動

詞

連

用

形

に

付

く

場

合

に

つ

い

て

考

え

る

。 

①

傾

向

の

意

…

…

隔

た

り

が

ま

し

／

見

え

聞

こ

え

が

ま

し

／

紛

れ

が

ま

し 

②

類

似

の

意

…

…

隔

て

が

ま

し

／

胸

つ

ぶ

れ

が

ま

し 

③

性

質

の

意

…

…

歌

よ

み

が

ま

し

／

す

き

が

ま

し

／

ね

ぢ

け

が

ま

し

／

あ

ざ

れ

が

ま

し

／

乱

れ

が

ま

し

／ 

晴

れ

が

ま

し 
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④

感

情

の

意

…

…

痴

れ

が

ま

し

／

罪

得

が

ま

し

／

焦

ら

れ

が

ま

し

／

か

こ

ち

が

ま

し 
⑤

言

動

の

意

…

…

く

つ

ろ

き

が

ま

し

／

文

書

き

が

ま

し 
こ

の

分

類

は

、

厳

密

な

も

の

と

は

言

い

難

い

が

、

こ

れ

に

よ

っ

て

、

あ

る

程

度

「

が

ま

し

」

の

意

味

特

徴

が

理

解

し

や

す

く

な

る

と

思

わ

れ

る

。

発

話

者

個

人

の

主

観

性

を

加

え

る

の

は

「

が

ま

し

」

の

意

味

特

徴

の

一

つ

で

、

具

体

的

に

は

傾

向

・

類

似

・

性

質

・

感

情

・

言

動

の

五

つ

の

方

面

に

現

れ

る

。

し

か

し

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

を

有

す

る

形

容

詞

の

使

用

は

『

日

本

古

典

文

学

全

集

』

（

小

学

館

・

ジ

ャ

ッ

パ

ン

ナ

レ

ッ

ジ

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

）

に

お

け

る

平

安

時

代

の

文

献

か

ら

集

め

た

例

文

二

〇

一

例

の

う

ち

、

「

盗

人

」

「

歌

」

「

塵

」

「

猿

楽

」

「

事

」

「

人

」

「

懸

想

」

「

歌

よ

み

」

「

く

つ

ろ

ぎ

」

「

焦

ら

れ

」

「

胸

つ

ぶ

れ

」

「

乱

れ

」

「

見

え

聞

こ

え

」

「

隔

た

り

」

「

紛

れ

」

「

か

こ

ち

」

「

文

書

き

」

「

晴

れ

」

に

上

接

す

る

語

は

一

例

の

み

で

あ

る

。

ま

た

、

「

あ

ざ

れ

」

「

隔

て

」

は

二

例

、

「

痴

れ

」

は

三

例

に

す

ぎ

な

い

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

発

話

者

は

、

自

分

に

と

っ

て

身

近

な

具

体

的

な

名

詞

や

動

詞

を

用

い

つ

つ

、

真

新

し

い

表

現

を

好

ん

で

使

っ

た

と

い

う

よ

う

に

考

え

ら

れ

る

。

そ

れ

以

外

の

、

用

例

数

が

比

較

的

多

い

形

容

詞

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

。 

恥

が

ま

し

（

一

一

例

） 

か

ご

と

が

ま

し

（

一

〇

例

） 

す

き

が

ま

し

（

九

例

） 

ね

ぢ

け

が

ま

し

（

九

例

） 

罪

得

が

ま

し

（

一

二

例

） 
わ

ざ

と

が

ま

し

（

一

三

例

） 

を

こ

が

ま

し

（

一

一

二

例

） 

平

安

時

代

に

お

け

る

接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

発

話

者

の

主

観

的

な

心

理

状

態

を

表

す

場

合

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

で

あ

る

。 

＊

は

か

な

き

こ

と

を

聞

こ

え

慰

め

、

泣

き

み

笑

ひ

み

紛

ら

は

し

つ

る

人

さ

へ

な

く

て

、

夜

も

塵

が

ま

し

き

御

帳

の

中

も

か

た

は

ら

さ

び

し

く

も

の

悲

し

く

思

さ

る

。 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

源

氏

物

語

） 

こ

こ

で

は

、

「

塵

の

積

る

」

と

は

言

わ

ず

、

「

塵

が

ま

し

き

」

と

い

う

語

を

用

い

た

の

は

、

そ

の

後

に
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続

く

独

り

寝

の

寂

し

さ

を

い

う

「

か

た

は

ら

さ

び

し

く

も

の

悲

し

く

思

さ

る

」

と

と

も

に

、

発

話

者

の

主

観

的

な

感

想

を

表

す

。

ま

た

、

前

文

で

は

、

「

塵

は

積

も

れ

ど

、

紛

る

る

こ

と

な

き

う

る

は

し

き

御

住

ま

ひ

」

と

書

か

れ

て

い

て

、

そ

の

時

よ

り

状

況

が

進

ん

だ

こ

と

、

独

り

寝

の

寂

し

さ

に

悲

し

く

思

っ

て

い

る

と

い

う

心

境

の

変

化

が

「

塵

が

ま

し

」

に

よ

っ

て

表

現

さ

れ

て

い

る

と

解

さ

れ

る

。 

「

が

ま

し

」

の

意

味

は

傾

向

・

類

似

・

性

質

・

感

情

・

言

動

な

ど

、

様

々

な

方

面

か

ら

解

釈

で

き

る

が

、

発

話

者

個

人

の

主

観

性

を

中

心

に

し

た

表

現

で

あ

る

の

に

変

わ

り

が

な

い

。

こ

れ

は

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

根

本

的

な

意

味

特

徴

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

ま

た

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

「

語

誌

」

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

よ

う

に

、

中

古

に

は

「

は

れ

が

ま

し

」

「

ひ

と

が

ま

し

」

の

よ

う

に

、

肯

定

的

な

意

味

を

表

す

語

も

あ

り

、

否

定

的

な

評

価

の

意

味

に

偏

る

も

の

で

は

な

か

っ

た

。

こ

の

点

も

含

め

て

、

時

代

が

下

っ

て

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

語

幹

と

意

味

特

徴

に

は

、

変

化

が

見

ら

れ

る

。 

 

５ 

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

派

生

語 

 

接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

平

安

時

代

に

現

れ

、

鎌

倉

時

代

と

室

町

時

代

に

お

い

て

も

優

れ

た

生

産

力

を

発

揮

す

る

。

次

に

は

鎌

倉

時

代

以

降

の

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

派

生

語

を

示

す

。 

［

鎌

倉

時

代

に

現

れ

る

派

生

語

］ 

①

名

詞

＋

が

ま

し 

口

が

ま

し 

才

覚

が

ま

し 
物

が

ま

し 

夢

が

ま

し 

様よ

う

が

ま

し 

余

所

が

ま

し

い 

②

動

詞

連

用

形

＋

が

ま

し 

限

が

ま

し 

③

形

容

動

詞

語

幹

＋

が

ま

し 

す

ず

ろ

が

ま

し 

［

室

町

時

代

に

現

れ

る

派

生

語

］ 

①

名

詞

＋

が

ま

し 
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愛

敬

が

ま

し 

汗

が

ま

し 

意

見

が

ま

し 

い

た

か

が

ま

し 

嘘

が

ま

し 

大

人

が

ま

し 

思

出

が

ま

し 

角

が

ま

し 

狐

が

ま

し 

隔

心

き
ゃ
く
し
ん

が

ま

し 

故

実

が

ま

し 

骨こ

つ

が

ま

し 

事

が

ま

し 

細

工

が

ま

し 
造

作

が

ま

し 

沙

汰

が

ま

し 

俗

が

ま

し 

手

が

ま

し 

外

様

が

ま

し 

殿

が

ま

し

い 

情
な
さ
け

が

ま

し 
秘

事

が

ま

し 

分

別

が

ま

し 

骨ほ

ね

が

ま

し 

実
ま
こ
と

が

ま

し 

目

垂

め

だ

れ

が

ま

し 

女め

郎ろ

う

が

ま

し 

面

目

が

ま

し 

油

断

が

ま

し

い 

②

動

詞

連

用

形

＋

が

ま

し 

 

恐

が

ま

し 
懸

が

ま

し 

差

出

が

ま

し 

ね

だ

り

が

ま

し 

③

そ

の

他

の

語

基

＋

が

ま

し 

 

幼

が

ま

し 

哀

が

ま

し 

あ

し

あ

ら

が

ま

し 

 

調

査

し

た

範

囲

で

は

、

鎌

倉

時

代

以

降

も

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

語

幹

に

名

詞

が

多

用

さ

れ

て

お

り

、

平

安

時

代

と

比

べ

て

、

抽

象

名

詞

や

漢

語

も

多

く

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

「

幼

が

ま

し

」

「

す

ず

ろ

が

ま

し

」

の

よ

う

な

形

容

詞

語

幹

や

形

容

動

詞

語

幹

に

付

く

も

の

も

現

れ

る

一

方

、

室

町

時

代

末

ま

で

は

、

否

定

的

評

価

に

偏

る

と

い

う

傾

向

は

ま

だ

見

ら

れ

な

い

。 

  

四

―

二 

接

尾

語

「

ら

し

」

と

そ

の

派

生

語 

１ 

接

尾

語

「

ら

し

」

の

辞

書

記

述 

接

尾

語

「

ら

し

」

は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

は

次

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る

。 

形

容

詞

や

形

容

動

詞

の

語

幹

、

名

詞

な

ど

に

付

い

て

、

形

容

詞

を

つ

く

る

。

近

代

で

は

「

わ

ざ

と

ら

し

い

」

な

ど

の

よ

う

に

副

詞

に

付

く

こ

と

も

あ

る

。

い

か

に

も

…

の

様

子

で

あ

る

、

…

に

ふ

さ

わ

し

い

、

…

と

感

じ

ら

れ

る

、

な

ど

の

意

を

表

す

。

「

あ

ほ

う

ら

し

い

」

「

い

と

し

ら

し

い

」

「

男

ら
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し

い

」

「

に

く

ら

し

い

」

な

ど

。 

＊

史

記

抄

〔

１

４

７

７

〕

一

七

・

游

侠

列

伝

「

上

は

な

ん

と

な

い

様

で

内

心

が

毒

ら

し

う

て

人

を

傷

害

す

る

ぞ

」 
【

補

注

】

「

ロ

ド

リ

ゲ

ス

日

本

大

文

典

〈

土

井

忠

生

訳

〉

」

に

は

、

「

助

辞

の

M
e
q
u
i
,
 
m
e
q
u
 

（

め

き

、

め

く

）

、G
a
m
a
x
i
j
 

（

が

ま

し

い

）

、

又

Y
o
n
a
 

（

様

な

）

に

よ

っ

て

言

ひ

換

へ

ら

れ

る

。

例

へ

ば

、Z
o
c
u
r
a
x
i
j
 

（

俗

ら

し

い

）

、Z
o
c
u
n
o
 
y
o
n
a
 

（

俗

の

や

う

な

）

、Z
o
c
u
g
a
m
a
x
i
j
 

（

俗

が

ま

し

い

）

及

び

Z
o
c
u
m
e
i
t
a
 

（

俗

め

い

た

）

は

同

じ

で

あ

る

」

と

あ

る

。

な

お

、

ラ

シ

イ

に

終

わ

る

語

と

し

て

ロ

ド

リ

ゲ

ス

は

「

ア

サ

カ

ラ

シ

イ

、

ヨ

カ

ラ

シ

イ

、

ウ

ス

カ

ラ

シ

イ

、

ヲ

ト

コ

ラ

シ

イ

、

ワ

ラ

ベ

ラ

シ

イ

」

な

ど

を

あ

げ

て

い

る

。 

 

次

に

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

の

「

ら

し

」

〔

接

尾

〕

の

項

目

に

は

次

の

よ

う

な

意

味

記

述

が

見

ら

れ

る

。 

口

語

と

し

て

用

い

ら

れ

る

。

体

言

・

形

容

動

詞

語

幹

な

ど

に

付

き

、

シ

ク

活

用

の

形

容

詞

を

作

る

。

終

止

形

「

ら

し

」

と

も

。

問

題

と

す

る

事

物

や

事

態

に

付

け

て

、

い

か

に

も

そ

れ

に

ふ

さ

わ

し

い

性

質

・

形

態

を

そ

な

え

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

意

を

表

す

。

近

世

に

入

っ

て

、

助

動

詞

「

ら

し

」

の

用

法

を

吸

収

し

助

動

詞

化

す

る

。 

現

代

語

の

「

い

か

に

も

…

の

よ

う

す

で

あ

る

、

…

に

ふ

さ

わ

し

い

」

「

と

い

う

気

持

ち

を

起

こ

さ

せ

る

、

…

と

感

じ

ら

れ

る

」

な

ど

に

相

当

す

る

。 

 
 ２ 

接

尾

語

「

ら

し

」

の

出

現

時

期 

 

村

上

昭

子

「

接

尾

語

ラ

シ

イ

の

成

立

」

（

一

九

八

一

）

で

、

接

尾

語

「

ら

し

」

の

成

立

に

つ

い

て

、 
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①

推

量

の

助

動

詞

ラ

シ

に

由

来

し

た

。 

②

異

分

析

の

結

果

、

接

尾

辞

ラ

シ

イ

が

成

立

し

た

。 

③

名

詞

に

ラ

が

つ

き

、

そ

れ

に

形

容

詞

を

つ

く

る

接

尾

辞

シ

イ

が

つ

い

た

も

の

か

ら

成

立

し

た

。 

の

三

つ

の

見

通

し

を

検

討

し

た

結

果

、

接

尾

語

「

ら

し

」

は

、

名

詞

の

非

反

復

形

を

語

基

と

し

、

そ

れ

に

、

情

態

言

の

形

成

に

関

わ

る

ラ

が

つ

き

、

さ

ら

に

、

形

容

詞

を

つ

く

る

接

尾

辞

シ

が

つ

い

た

、

名

詞

＝

ラ

＝

シ

イ

か

ら

成

立

し

た

と

推

定

し

て

い

る

。 

 

上

代

に

お

い

て

存

在

し

た

接

尾

語

「

ら

」

は

、

た

と

え

ば

、

形

容

詞

「

も

の

が

な

し

」

に

接

続

し

た

副

詞

「

も

の

が

な

し

ら

に

」

に

見

ら

れ

る

。

接

尾

語

「

ら

し

」

の

成

立

に

は

、

こ

の

よ

う

な

上

代

か

ら

存

在

し

た

接

尾

語

「

ら

」

に

影

響

さ

れ

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

＊

小

金

門

に

物

悲

良

尓

思

へ

り

し

吾

が

児

の

刀

自

を

（

万

七

二

三

） 

 

ま

た

、

接

尾

語

「

ら

し

」

の

用

例

は

基

本

的

に

は

室

町

時

代

に

入

っ

て

か

ら

見

ら

れ

、

唯

一

鎌

倉

時

代

に

遡

れ

る

の

は

「

愛

ら

し

」

で

あ

る

。

「

…

と

感

じ

ら

れ

る

」

と

い

う

感

情

的

意

味

は

、

「

い

か

に

も

…

…

の

よ

う

す

で

あ

る

」

と

い

う

状

態

的

意

味

よ

り

も

早

く

に

派

生

し

た

と

考

え

ら

れ

、

こ

の

点

か

ら

見

て

も

、

接

尾

語

「

ら

し

」

の

成

立

は

接

尾

語

「

ら

」

に

影

響

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

疑

い

な

い

。 

＊

わ

ら

は

が

養

ひ

姫

は

、

御

み

め

の

う

つ

く

し

く

お

は

し

て

、

御

目

は

細

々

と

し

て

、

あ

い

ら

し

く

お

は

す

る

ぞ

や

」

（

米

沢

本

沙

石

集 

一

・

一

〇

） 

 
 ３ 

接

尾

語

「

ら

し

」

の

派

生

語 

そ

の

上

接

部

分

の

品

詞

性

に

よ

っ

て

ま

と

め

る

と

、

次

の

通

り

で

あ

る

。 

①

名

詞

＋

ら

し 
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〔

人

を

表

す

名

詞

〕 

 
あ

ほ

う

ら

し

い

【

阿

呆

】 

お

ほ

せ

ら

し

い

【

仰

】 

を

と

こ

ら

し

【

男

】 

を

な

ご

ら

し

【

女

】 
し

ゆ

つ

け

ら

し

【

出

家

】 

ひ

と

ら

し

【

人

】 

わ

ら

べ

ら

し

【

童

】 

〔

そ

の

他

の

名

詞

〕 

 

あ

い

そ

う

ら

し

【

愛

】 

あ

く

ら

し

【

悪

】 

か

い

し

ょ

う

ら

し

い

【

甲

斐

性

】 

し

お

ら

し

い 

じ

ち

ら

し

【

実

】 

し

や

う

ね

ら

し

【

性

根

】 

じ

ん

と

う

ら

し

い

【

実

頭

】 

ぞ

く

ら

し

【

俗

】 

て

う

は

ふ

ら

し

【

調

法

】 

ど

く

ら

し

【

毒

】 

な

さ

け

ら

し

い

【

情

】 

は

か

ら

し 

ぶ

ん

べ

つ

ら

し

【

分

別

】 

ま

こ

と

ら

し

【

実

】 

め

ん

ぼ

く

ら

し

【

面

目

】 

②

動

詞

連

用

形

＋

ら

し 
ば

け

ら

し

い

【

化

】 

③

形

容

動

詞

語

幹

＋

ら

し 

い

た

い

け

ら

し

【

幼

気

】 
ぎ

よ

う

ら

し 

ご

た

い

そ

う

ら

し

い

【

御

大

層

】 

じ

ん

じ

ょ

う

ら

し

い

【

尋

常

】 

す

ぐ

ら

し

い

【

直

】 

④

形

容

詞

語

幹

＋

ら

し 

 

お

さ

な

ら

し

い

【

幼

】 

か

は

ゆ

ら

し 

む

ご

ら

し

い

【

惨

・

酷

】 

む

さ

ら

し 

⑤

副

詞

＋

ラ

シ 
 

げ

に

も

ら

し

【

実

】

さ

も

と

ら

し 

⑥

そ

の

他

の

語

基

＋

ラ

シ 

あ

さ

か

ら

し

【

浅

】

せ

か

ら

し

い 

つ

べ

ら

し 

 

室

町

時

代

に

お

い

て

、

接

尾

語

「

ら

し

」

は

優

れ

た

造

語

力

を

持

っ

て

い

る

。

平

安

時

代

に

現

れ

た

「

お

と

な

し

（

大

人

）

」

「

ま

こ

と

し

（

実

）

」

な

ど

に

類

す

る

場

合

の

、

「

し

」

に

代

わ

っ

て

用

い

ら
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れ

る

よ

う

に

な

っ

た

口

語

的

接

尾

語

と

し

て

考

え

て

も

よ

い

で

あ

ろ

う

。

な

お

、

名

詞

や

形

容

動

詞

語

幹

な

ど

の

語

基

は

直

接

「

し

」

を

付

き

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

な

る

の

は

困

難

で

あ

り

、

畳

語

形

を

介

し

て

シ

ク

活

用

す

る

場

合

も

、

「

お

お

し

い

」

「

め

め

し

い

」

「

げ

に

げ

に

し

」

の

よ

う

に

、

基

本

的

に

二

音

節

以

下

の

も

の

に

限

ら

れ

て

い

る

。

「

を

と

こ

ら

し

」

「

を

な

ご

ら

し

」

「

げ

に

も

ら

し

」

な

ど

長

音

節

の

語

基

が

多

く

存

在

す

る

こ

と

か

ら

見

る

と

、

接

尾

語

「

ら

し

」

に

よ

っ

て

、

畳

語

形

の

音

節

数

の

制

約

か

ら

解

放

さ

れ

る

と

も

考

え

ら

れ

る

。

接

尾

語

「

し

」

と

畳

語

形

に

よ

っ

て

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

形

成

す

る

場

合

、

前

者

は

語

基

に

あ

る

程

度

情

意

的

意

味

を

要

求

さ

れ

、

後

者

に

は

音

節

数

と

い

う

形

態

的

制

限

が

あ

る

。

接

尾

語

「

ら

し

」

は

、

両

者

の

厳

密

な

要

求

を

緩

め

、

ま

た

補

う

働

き

が

あ

る

と

考

え

て

も

よ

い

で

あ

ろ

う

。 

  

四

―

三 

そ

の

他

の

接

尾

語

に

つ

い

て 

 

室

町

時

代

に

お

い

て

、

接

尾

語

は

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

造

語

に

大

き

な

役

割

を

果

た

し

た

。

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

の

よ

う

な

生

産

力

を

持

っ

て

い

な

い

が

、

「

が

は

し

」

「

か

ま

し

」

「

め

か

し

」

「

ら

か

し

」

「

か

は

し

」

「

く

ま

し

」

「

く

ら

う

し

」

「

く

る

し

」

「

く

ろ

し

」

な

ど

の

接

尾

語

に

よ

る

造

語

も

見

ら

れ

た

。 

１ 

接

尾

語

「

め

か

し

」 

接

尾

語

「

め

か

し

」

は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

は

次

の

よ

う

に

記

述

さ

れ

て

い

る

。 

め

か

し

・

い

〔

接

尾

〕

（

接

尾

語

「

め

く

」

か

ら

） 

名

詞

・

形

容

詞

語

幹

な

ど

に

付

い

て

形

容

詞

を

つ

く

り

、

そ

の

よ

う

な

状

態

を

呈

し

て

い

る

意

を

表

す

。

…

ら

し

い

。

…

の

よ

う

で

あ

る

。

「

人

め

か

し

い

」

「

じ

ょ

う

ず

（

上

衆

）

め

か

し

い

」
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「

な

ま

め

か

し

い

」

「

ふ

る

め

か

し

い

」

な

ど

。 

＊ 

源

氏

〔

１

０

０

１

～

１

４

頃

〕

宿

木

「

子

め

か

し

く

言

少

な

な

る

も

の

か

ら

、

を

か

し

か

り

け

る

人

の

御

心

ば

え

か

な

」 

 

一

方

、

接

尾

語

「

め

く

」

の

意

味

記

述

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 
名

詞

や

形

容

詞

・

形

容

動

詞

の

語

幹

、

副

詞

、

擬

声

語

、

語

根

な

ど

に

付

い

て

動

詞

を

つ

く

る

。

そ

の

よ

う

な

状

態

に

な

る

、

そ

れ

に

似

た

よ

う

す

を

示

す

、

な

ど

の

意

を

表

す

。

「

春

め

く

」

「

人

め

く

」

「

罪

人

め

く

」

「

な

ま

め

く

」

「

こ

と

さ

ら

め

く

」

「

わ

ざ

と

め

く

」

「

ざ

わ

め

く

」

「

ほ

の

め

く

」

な

ど

。 

＊

土

左

〔

９

３

５

頃

〕

承

平

五

年

二

月

一

六

日

「

池

め

い

て

く

ぼ

ま

り

、

水

つ

け

る

所

あ

り

」 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 
室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

に

次

の

よ

う

に

記

さ

れ

て

い

る

。 

名

詞

な

ど

に

付

い

て

、

い

か

に

も

そ

れ

に

似

せ

た

体

裁

を

つ

く

ろ

う

さ

ま

で

あ

る

意

を

表

す

形

容

詞

を

つ

く

る

。

「

さ

や

う

め

か

し

」

「

な

ま

め

か

し

」

な

ど

。 

 

接

尾

語

「

め

か

し

」

は

接

尾

語

「

め

く

」

か

ら

変

化

し

た

も

の

で

、

そ

の

派

生

語

は

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

相

当

と

考

え

ら

れ

る

。

動

詞

型

接

尾

語

「

め

く

」

は

多

様

な

語

基

に

接

続

で

き

る

が

、

「

こ

と

さ

ら

め

く

」

「

わ

ざ

と

め

く

」

の

よ

う

な

副

詞

の

場

合

は

、

形

容

詞

化

し

に

く

い

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

「

あ

る

め

か

し

」

「

さ

る

め

か

し

」

の

よ

う

に

、

接

尾

語

「

め

か

し

」

は

直

接

動

詞

に

付

く

こ

と

が

で

き

る

。

平

安

時

代

に

は

、

動

詞

か

ら

形

容

詞

の

派

生

が

多

く

見

ら

れ

、

当

時

は

接

尾

語

「

め

か

し

」

が

多

用

さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う

。

調

査

し

た

中

で

は

、

次

の

よ

う

な

派

生

語

が

挙

げ

ら

れ

る

。 

〔

接

尾

語

「

め

か

し

」

の

派

生

語

〕 

 
 

い

ま

め

か

し

【

今

】 

い

ろ

め

か

し

【

色

】 

な

ま

め

か

し

【

生

】 

ふ

る

め

か

し

【

古

】 

さ

や
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う

め

か

し

【

然

様

】 

あ

る

め

か

し

【

有

】 

さ

る

め

か

し

【

然

】 

 
２ 
接

尾

語

「

ら

か

し

」 
接

尾

語

「

ら

か

し

い

」

は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

は

次

の

よ

う

に

記

述

さ

れ

て

い

る

。 
名

詞

に

付

い

て

、

い

か

に

も

…

の

様

子

で

あ

る

、

…

の

風

で

あ

る

の

意

に

い

う

。

ら

し

い

。

「

性

（

し

ょ

う

）

ら

か

し

い

」

「

情

（

じ

ょ

う

）

ら

か

し

い

」

な

ど

。 

 

調

査

し

た

語

彙

の

中

で

、

接

尾

語

「

ら

か

し

」

の

派

生

語

は

三

語

で

、

そ

の

最

も

古

い

挙

例

は

室

町

時

代

の

も

の

で

あ

る

。

そ

の

由

来

は

不

明

で

あ

る

が

、

「

じ

ち

ら

し

（

実

）

」

「

し

や

う

ね

ら

し

（

性

根

）

」

「

ば

け

ら

し

（

化

）

」

の

よ

う

な

接

尾

語

「

ら

し

」

の

派

生

語

も

ほ

ぼ

同

じ

時

期

に

存

在

し

て

お

り

、

「

ら

か

し

」

の

「

ら

」

は

前

述

し

た

情

態

言

を

形

成

す

る

接

尾

語

「

ら

」

で

あ

る

と

考

え

て

よ

い

で

あ

ろ

う

。 

〔

接

尾

語

「

ら

か

し

」

の

派

生

語

〕 

じ

ち

ら

か

し

【

実

】 

し

や

う

ら

か

し

い

【

性

】 

ば

け

ら

か

し

い

【

化

】 

 

３ 

接

尾

語

「

く

ろ

し

」 

接

尾

語

「

く

ろ

し

い

」

の

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

意

味

記

述

を

次

に

記

す

。 

名

詞

に

付

い

て

、

そ

の

よ

う

な

様

子

で

あ

る

、

そ

の

も

の

ら

し

い

の

意

を

表

す

。 

＊

浄

瑠

璃

・

最

明

寺

殿

百

人

上

臈

〔

１

６

９

９

〕

女

勢

揃

へ

「

息

女

お

百

の

姫

〈

略

〉

よ

め

り

ざ

か

り

の

花

づ

く

し

袖

の

重

ね

に

に

ほ

は

せ

て

お

と

な

く

ろ

し

き

か

け

ゑ

ぼ

し

」 

接

尾

語

「

く

ろ

し

」

の

由

来

に

つ

い

て

確

か

な

記

述

は

見

当

た

ら

な

か

っ

た

。

語

例

か

ら

見

る

と

、
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「

く

る

し

（

苦

）

」

と

関

係

が

あ

る

か

と

思

わ

れ

る

。

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

用

例

な

ど

か

ら

考

え

る

と

、

「

あ

つ

く

る

し

」

は

『

天

元

四

年

斉

敏

君

達

謎

合

』(

九

八

一

年)

に

用

例

が

あ

り

、

平

安

時

代

か

ら

用

い

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

非

常

に

暑

く

て

苦

し

い

意

を

表

す

語

に

は

「

あ

つ

か

は

し

」

（

『

宇

津

保

物

語

』

『

源

氏

物

語

』

）

も

あ

っ

た

。

こ

れ

ら

に

次

い

で

『

僻

連

抄

』

（

一

三

四

五

年

）

に

「

あ

つ

く

ら

は

し

」

、

『

連

理

秘

抄

』

（

一

三

四

九

年

）

に

「

あ

つ

く

ろ

し

」

が

見

え

る

。

さ

ら

に

、

「

あ

つ

く

ら

う

し

」

が

『

両

足

院

本

山

谷

抄

』

（

一

五

〇

〇

年

頃

）

に

見

え

、

江

戸

時

代

の

「

あ

つ

く

ろ

し

い

」

と

な

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

「

あ

つ

く

ろ

し

」

は

「

あ

つ

く

る

し

」

か

ら

転

じ

た

も

の

と

見

ら

れ

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

接

尾

語

「

く

ろ

し

い

」

の

用

例

に

は

『

連

理

秘

抄

』

（

一

三

四

九

年

）

「

細

や

か

な

る

と

こ

ろ

な

く

、

あ

つ

く

ろ

し

き

物

に

き

こ

ゆ

る

也

」

を

ま

ず

は

示

す

べ

き

で

、

接

尾

語

「

く

ろ

し

」

は

一

四

世

紀

に

は

認

め

ら

れ

る

。

そ

し

て

、

お

そ

ら

く

は

「

く

る

し

」

と

「

か

は

し

」

と

が

混

交

す

る

な

ど

し

て

接

尾

語

「

く

ら

は

し

」

と

い

う

強

調

形

が

新

た

に

作

ら

れ

、

そ

れ

が

接

尾

語

「

く

ら

う

し

」

に

転

じ

た

よ

う

に

考

え

ら

れ

る

。

「

へ

た

く

ら

う

し

」

は

『

史

記

抄

』

（

一

四

七

七

）

、

「

こ

ぢ

く

ら

う

す

」

は

『

三

体

詩

幻

雲

抄

』

（

一

五

二

七

年

）

、

「

む

さ

く

ら

う

し

」

は

『

玉

塵

抄

』

（

一

五

六

三

年

）

に

そ

れ

ぞ

れ

見

え

、

接

尾

語

「

く

ら

う

し

」

は

口

頭

語

的

な

性

質

を

持

つ

語

で

あ

っ

た

と

見

ら

れ

る

。 

〔

接

尾

語

「

く

ろ

し

」

の

派

生

語

〕 

あ

つ

く

ろ

し

い

【

暑

】 

む

さ

く

ろ

し

い 

〔

接

尾

語

「

く

ら

は

し

／

く

ら

う

し

」

の

派

生

語

〕 

あ

せ

ぐ

ら

う

し

【

汗

】 

あ

つ

く

ら

は

し

【

暑

】 
あ

つ

く

あ

う

し

【

暑

】 

へ

た

く

ら

う

し

【

下

手

】

む

さ

く

ら

う

し 

こ

ぢ

く

ら

う

し 
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４ 

そ

の

他

の

接

尾

語 
〔

接

尾

語

「

か

は

し

」

の

派

生

語

〕 

あ

つ

か

は

し

【

暑

】 

せ

せ

か

は

し 
〔

接

尾

語

「

が

は

し

」

の

派

生

語

〕 

み

だ

れ

が

は

し

【

乱

】 

は

ぢ

が

は

し

【

恥

】 

〔

接

尾

語

「

か

ま

し

」

の

派

生

語

〕 

あ

つ

か

ま

し

【

厚

】 

あ

ら

か

ま

し

【

荒

】 

せ

せ

か

ま

し 

〔

接

尾

語

「

く

ま

し

」

の

派

生

語

〕 

あ

ら

く

ま

し

【

荒

】 

「

が

わ

し

い

」

は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

次

の

よ

う

に

記

述

さ

れ

て

い

る

。 

体

言

、

動

詞

連

用

形

な

ど

に

付

い

て

、

そ

の

よ

う

な

傾

向

が

あ

る

、

…

の

嫌

い

が

あ

る

、

の

意

を

あ

ら

わ

す

。

批

難

、

嫌

悪

の

気

持

を

含

む

。

が

ま

し

い

。 

＊

霊

異

記

〔

８

１

０

～

８

２

４

〕

中

・

一

「

時

に

一

（

ひ

と

り

）

の

沙

彌

有

り

、

濫

（

み

だ

れ

カ

ハ

シ

く

）

供

養

を

盤

（

も

）

る

処

に

就

き

て

、

鉢

を

捧

げ

て

飯

を

受

く

〈

国

会

図

書

館

本

訓

釈 

濫 

ミ

タ

レ

カ

ハ

シ

〉

」 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

に

も

接

尾

語

「

が

は

し

」

の

項

目

が

あ

る

。 

用

言

の

連

用

形

に

付

い

て

、

ま

さ

に

そ

の

よ

う

な

状

態

を

呈

す

る

さ

ま

で

あ

る

、

の

意

を

添

え

る

。

主

と

し

て

、

よ

く

な

い

こ

と

に

い

う

。 

 

接

尾

語

「

が

は

し

」

は

上

代

か

ら

存

在

し

た

か

と

も

見

ら

れ

、

よ

い

評

価

と

し

て

用

い

ら

れ

る

語

例

は

、

「

甲

斐

が

は

し

」

が

挙

げ

ら

れ

る

。

た

だ

し

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

で

は

こ

の

語

を

「

か

い

が

い

し

い

（

甲

斐

甲

斐

）

」

の

変

化

し

た

語

と

し

て

お

り

、

接

尾

語

「

が

は

し

」

の

派

生

語

と

し

て

扱

っ

て

よ

い

か

ど

う

か

は

疑

問

が

残

る

。 

 

接

尾

語

「

か

は

し

」

「

か

ま

し

」

「

く

ま

し

」

は

辞

書

に

立

項

が

な

い

が

、

語

幹

の

部

分

か

ら

見

る

と

、
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三

者

は

ほ

ぼ

同

じ

意

味

を

表

す

よ

う

で

あ

る

。

接

尾

語

「

が

は

し

」

と

同

じ

く

、

主

と

し

て

よ

く

な

い

評

価

を

伴

う

よ

う

で

あ

る

。 

 
以

上

、

上

代

以

降

、

接

尾

語

に

よ

る

シ

ク

活

用

派

生

形

容

詞

の

発

展

は

著

し

い

。 

 

第
五
節 

室
町
時
代
形
容
詞
活
用
の
変
化 

 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

に

よ

れ

ば

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

両

方

に

活

用

す

る

痕

跡

が

あ

る

形

容

詞

と

し

て

「

う

ま

し

」

が

挙

げ

ら

れ

る

。

上

代

に

お

い

て

は

、

基

本

的

に

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

間

に

は

整

然

と

し

た

対

立

構

造

が

保

た

れ

て

い

た

。

「

な

が

な

が

し

」

「

と

ほ

と

ほ

し

」

の

よ

う

に

、

ク

活

用

形

容

詞

に

用

い

る

語

基

を

重

ね

て

、

畳

語

形

容

詞

と

い

う

形

で

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

じ

る

こ

と

が

あ

る

が

、

直

接

同

一

の

語

基

を

ク

活

用

に

も

シ

ク

活

用

に

も

ま

た

が

っ

て

用

い

る

こ

と

は

一

般

的

に

は

な

い

。

と

こ

ろ

が

、

中

世

に

入

る

と

、

こ

う

し

た

秩

序

あ

る

対

立

構

造

の

緊

張

は

次

第

に

緩

ん

で

く

る

。

鎌

倉

時

代

か

ら

ク

活

用

か

ら

シ

ク

活

用

に

変

化

し

た

語

、

あ

る

い

は

一

時

的

に

両

方

の

活

用

を

す

る

語

が

現

れ

た

。

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

で

明

確

に

活

用

を

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

に

分

け

て

記

述

さ

れ

て

い

る

の

は

、

次

の

十

一

語

で

あ

る

。 

 

い

ち

し

る

し 

う

た

て

し 

か

ま

び

す

し 

き

び

し 

げ

す

し 

し

か

る

べ

し 

た

け

し 

ち

か

し 

ふ

か

し 

ふ

る

し 

を

さ

な

し 

○

い

ち

し

る

し

【

著

し

】 

「

い

ち

」

は

、

程

度

副

詞

イ

ト

と

母

音

交

替

の

関

係

に

あ

っ

た

も

の

、

勢

い

の

盛

ん

な

意

を

表

し

、

「

し

る

し

」

は

、

は

っ

き

り

し

て

い

る

意

を

表

す

。

「

い

ち

し

ろ

し

」

が

古

い

形

と

さ

れ

る

。

シ

ク

活

用

し

た

例

が

見

ら

れ

る

の

は

、

お

お

む

ね

鎌

倉

時

代

頃

か

ら

で

あ

る

。 
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＊

書

紀

〔

７

２

０

〕

孝

徳

即

位

前

（

北

野

本

訓

）

「

皎

（

イ

チ

シ

ル

）

き

こ

と

日

月

の

如

し

」 

＊

源

平

盛

衰

記

〔

１

４

Ｃ

前

〕

三

・

左

右

大

将

事

「

入

道

も

い

ち

じ

る

し

き

人

に

て

、

思

ひ

直

さ

る

る

事

も

有

り

な

ん

」 
意

味

は

次

の

よ

う

に

大

き

く

二

つ

に

分

け

ら

れ

る

。 

①

そ

の

も

の

が

、

他

よ

り

も

い

ち

だ

ん

と

き

わ

だ

っ

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。

ま

た

、

曖

昧

な

と

こ

ろ

が

な

く

、

明

確

な

さ

ま

で

あ

る

。

こ

の

意

味

を

表

す

場

合

、

ク

活

用

も

用

い

ら

れ

る

。 

②

そ

れ

と

は

は

っ

き

り

わ

か

る

ほ

ど

事

態

の

程

度

が

甚

だ

し

い

さ

ま

で

あ

る

。 

①

の

意

味

を

表

す

場

合

は

、

ク

活

用

も

用

い

ら

れ

る

が

、

②

の

「

事

態

の

程

度

が

甚

だ

し

い

さ

ま

」

を

表

す

の

は

シ

ク

活

用

特

有

の

も

の

で

あ

る

。 

○

う

た

て

し

【

転

し

】 

副

詞

「

う

た

て

」

の

形

容

詞

化

し

た

も

の

で

、

平

安

時

代

に

入

っ

て

「

う

た

て

あ

り

」

に

や

や

後

れ

て

ク

活

用

形

容

詞

と

し

て

発

生

し

た

。 

＊

宇

津

保

〔

９

７

０

～

９

９

９

頃

〕

蔵

開

上

「

宮

づ

か

へ

に

と

て

出

し

立

て

た

れ

ど

〈

略

〉

常

に

思

な

げ

く

と

聞

き

侍

れ

ば

、

い

と

う

た

て

く

な

ん

」 

 

そ

し

て

、

中

世

に

入

っ

て

、

シ

ク

活

用

が

現

れ

る

よ

う

に

な

る

。 

＊

撰

集

抄

〔

１

２

５

０

頃

〕

九

・

八

「

女

は

殊

に

罪

深

き

と

う

け

給

は

る

に

此

の

振

舞

を

さ

へ

し

侍

る

事

、

げ

に

前

（

さ

き

）

の

世

の

宿

習

の

程

思

ひ

知

ら

れ

侍

り

て

、

う

た

て

し

く

侍

り

し

が

」 

た

だ

し

、

シ

ク

活

用

と

ク

活

用

の

意

味

上

の

違

い

は

あ

ま

り

見

ら

れ

な

い

。 

①

事

態

の

程

度

や

あ

る

傾

向

が

異

常

な

ま

で

甚

だ

し

く

て

、

同

感

で

き

な

い

状

態

で

あ

る

。 

②

事

態

が

自

分

の

意

に

反

し

て

い

て

、

嫌

悪

の

情

を

催

さ

せ

る

状

態

で

あ

る

。

ま

た

、

そ

れ

に

よ

っ

て
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不

愉

快

で

い

や

だ

と

思

う

心

情

で

あ

る

。 

③

事

態

が

社

会

通

念

と

し

て

穏

当

・

適

正

と

さ

れ

る

と

こ

ろ

に

反

し

て

い

て

、

嘆

か

わ

し

く

非

難

し

た

く

な

る

状

態

で

あ

る

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

心

情

で

あ

る

。 

○

か

ま

び

す

し

【

喧

し

】 

音

や

声

が

や

か

ま

し

い

、

さ

わ

が

し

い

と

い

う

意

で

、

鎌

倉

初

期

ご

ろ

か

ら

シ

ク

活

用

が

現

れ

た

。

本

来

の

ク

活

用

は

漢

文

訓

読

資

料

に

用

い

ら

れ

て

い

た

。 

＊

為

相

本

曾

丹

集

〔

１

１

Ｃ

初

か

〕

「

か

ま

び

す

く

す

だ

き

し

虫

も

声

や

み

て

い

ま

は

嵐

の

音

ぞ

は

げ

し

き

」 

＊

方

丈

記

〔

１

２

１

２

〕

「

波

の

音

、

常

に

か

ま

び

す

し

く

、

し

ほ

風

こ

と

に

は

げ

し

」 

な

お

、

中

古

の

和

文

で

は

「

か

し

が

ま

し

」

が

用

い

ら

れ

た

。 

意

味

は

ク

活

用

と

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る

が

、

シ

ク

活

用

は

多

少

主

観

性

を

帯

び

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。 

①

声

や

物

音

が

、

騒

騒

し

く

入

り

乱

れ

て

響

き

、

耳

ざ

わ

り

で

あ

る

。 

②

そ

れ

に

つ

い

て

、

世

間

に

喧

伝

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

○

き

び

し

【

密

し

・

厳

し

】 

平

安

初

期

に

ク

活

用

の

例

が

見

え

る

が

、

中

期

以

降

は

シ

ク

活

用

が

現

れ

た

。 

＊

西

大

寺

本

金

光

明

最

勝

王

経

平

安

初

期

点

〔

８

３

０

頃

〕

六

「

歯

は

白

き

こ

と

斉

し

く

密

（

キ

ヒ

ク

）

し

て

珂

と

雪

と

の

猶

（

ご

と

）

し

」 

＊

枕

〔

１

０

Ｃ

終

〕

九

二

・

内

裏

は

五

節

の

頃

こ

そ

「

帳

台

の

夜

、

行

事

の

蔵

人

の

い

と

き

び

し

う

も

て

な

し

て

」 

活

用

が

変

化

す

る

も

の

の

な

か

で

、

平

安

時

代

に

す

で

に

変

化

が

見

え

る

の

は

「

き

び

し

」

だ

け

で

あ
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る

。

そ

の

他

の

語

は

す

べ

て

中

世

以

降

に

変

化

が

起

こ

っ

て

い

る

。

こ

の

語

だ

け

が

変

化

の

時

期

が

早

い

の

は

、

従

来

か

ら

史

的

が

あ

る

よ

う

に

、

中

古

に

お

い

て

ク

活

用

の

語

幹

末

に

は

イ

列

音

が

立

ち

に

く

い

と

い

う

こ

と

が

あ

っ

て

、

そ

れ

を

回

避

す

る

策

と

し

て

シ

ク

活

用

に

転

じ

た

と

い

う

よ

う

に

考

え

ら

れ

る

。

し

た

が

っ

て

、

後

世

シ

ク

活

用

に

転

じ

た

「

い

ち

じ

る

し

」

「

か

ま

び

す

し

」

や

「

ま

ち

ど

ほ

し

」

と

は

変

化

を

起

こ

し

た

理

由

が

異

な

る

よ

う

で

あ

る

。 

○

げ

す

し

【

下

衆

し

】 

「

下

衆

」

の

形

容

詞

化

下

語

で

、

品

格

が

劣

り

、

い

か

に

も

下

品

な

感

じ

の

す

る

さ

ま

を

表

す

。 

＊

塵

袋

〔

１

２

６

４

～

８

８

頃

〕

六

「

双

六

は

下

臈

の

し

わ

ざ

に

て

か

み

つ

か

た

に

は

せ

ぬ

こ

と

の

や

う

に

お

も

へ

る

は

ゆ

へ

あ

り

や

、

こ

れ

ら

を

思

ふ

に

は

さ

し

も

、

げ

す

し

き

ゆ

へ

あ

る

べ

し

と

も

お

ぼ

え

ず

」 

＊

時

秀

鄕

聞

書

「

歌

合

な

ど

の

時

も

、

い

づ

れ

に

も

道

理

は

あ

り

と

も

、

歌

の

姿

や

さ

し

く

し

て

下

す

か

ら

ぬ

を

、

よ

く

よ

く

み

て

方

人

に

な

る

べ

き

也

」 

 

こ

の

語

は

鎌

倉

時

代

に

現

れ

、

ほ

か

の

語

よ

り

出

現

時

期

が

遅

れ

て

い

る

。

語

構

成

と

意

味

か

ら

考

え

る

と

、

シ

ク

活

用

の

方

が

本

来

の

も

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

畳

語

形

容

詞

「

げ

す

げ

す

し

」

の

使

用

例

は

平

安

時

代

に

見

え

、

鎌

倉

時

代

に

「

げ

す

し

」

を

用

い

る

際

に

は

、

両

方

の

活

用

が

一

時

混

乱

し

て

用

い

ら

れ

た

の

で

は

な

い

か

と

推

測

さ

れ

る

。 

○

し

か

る

べ

し

【

然

べ

し

】 

動

詞

「

然

る

」

に

助

動

詞

「

べ

し

」

が

接

し

て

一

語

化

し

た

も

の

で

、

本

来

は

ク

活

用

で

あ

る

。

平

安

時

代

に

す

で

に

シ

ク

活

用

に

も

用

い

ら

れ

た

こ

と

が

、

『

日

葡

辞

書

』

の

立

項

に

「

シ

カ

ル

ベ

イ

」

と

と

も

に

「

シ

カ

ル

ベ

シ

イ

」

が

見

ら

れ

る

こ

と

で

わ

か

る

。 
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〔

シ

ク

活

用

の

意

味

〕 
①

提

示

さ

れ

た

事

柄

の

内

容

が

、

そ

の

場

の

状

況

に

照

ら

し

て

妥

当

だ

と

判

断

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 
②

求

め

ら

れ

る

一

定

の

水

準

や

資

格

を

、

十

分

に

備

え

た

も

の

と

認

め

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

 

こ

の

語

は

助

動

詞

「

べ

し

」

と

関

係

あ

り

、

一

応

考

察

の

対

象

外

に

す

る

。 

○

た

け

し

【

猛

し

】 

上

代

か

ら

ク

活

用

で

あ

る

が

、

鎌

倉

時

代

に

な

る

と

シ

ク

活

用

の

「

た

け

だ

け

し

」

が

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

そ

の

影

響

で

、

「

た

け

し

」

も

シ

ク

活

用

を

取

る

よ

う

に

な

っ

た

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

＊

三

百

則

抄

七

「

ヨ

ツ

コ

ヨ

ツ

コ

ト

タ

ダ

ヨ

イ

回

タ

者

ヲ

、

猛

将

ト

ハ

何

ン

ト

テ

云

タ

ゾ

。

是

レ

ハ

霍

去

病

ト

云

者

、

始

ハ

タ

ケ

シ

イ

将

軍

デ

ア

ツ

タ

ガ

、

ヲ

ト

コ

ヱ

タ

ヲ

霍

―

〈

嫖

姚

〉

ト

云

タ

ゾ

」 

意

味

は

ク

活

用

と

同

じ

く

「

何

も

の

を

も

恐

れ

な

い

烈

し

い

気

性

を

も

っ

て

い

る

さ

ま

」

を

表

す

。 

○

ち

か

し

【

近

し

】 

 

本

来

は

ク

活

用

で

あ

る

が

、

江

戸

時

代

に

な

る

と

、

シ

ク

活

用

が

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

。 

＊

浮

世

草

子

・

好

色

五

人

女

〔

１

６

８

６

〕

二

・

三

「

烏

丸

の

ほ

と

り

へ

ち

か

し

き

人

有

て

見

舞

し

う

ち

に

」 

シ

ク

活

用

の

意

味

は

、

ク

活

用

が

客

観

的

な

近

さ

を

表

す

の

に

対

し

て

、

主

観

的

に

、

空

間

的

・

時

間

的

な

隔

り

が

小

さ

い

と

感

じ

る

さ

ま

を

表

す

。

現

代

語

で

も

「

親

し

い

人

」

な

ど

と

い

う

よ

う

に

、

ク

活

用

と

は

別

の

意

味

で

用

い

ら

れ

て

い

る

。 

○

ふ

か

し

【

深

し

】 

本

来

は

ク

活

用

で

あ

る

が

、

室

町

時

代

以

降

シ

ク

活

用

が

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

。

シ

ク

活

用

は

多

く

打

消

の

言

い

方

を

伴

っ

て

用

い

ら

れ

、

事

態

の

程

度

が

た

い

し

た

こ

と

で

は

な

い

、

と

り

た

て

て

問

題
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と

す

る

ほ

ど

重

大

で

は

な

い

と

判

断

す

る

よ

う

す

を

表

す

。

色

の

濃

淡

や

、

時

間

の

経

過

に

つ

い

て

用

い

ら

れ

る

こ

と

は

な

く

、

限

定

さ

れ

た

用

法

し

か

な

い

。 
①

奥

深

い

。

ま

た

、

く

わ

し

い

。 
＊

浄

瑠

璃

・

兼

好

法

師

物

見

車

〔

１

７

１

０

頃

〕

中

「

此

又

五

郎

年

寄

っ

て

、

ふ

か

し

い

事

は

存

ぜ

ぬ

が

」 

②

格

別

で

あ

る

さ

ま

。

た

い

し

た

こ

と

で

あ

る

。

重

大

だ

。 

＊

虎

明

本

狂

言

・

鼻

取

相

撲

〔

室

町

末

～

近

世

初

〕

「

芸

能

と

申

て

ふ

か

し

ひ

事

も

ご

ざ

な

ひ

、

弓

ま

り

鉋

丁

ご

双

六

、

馬

の

ふ

せ

お

こ

し

」 

③

た

く

さ

ん

で

あ

る

さ

ま

。

多

い

。

多

量

だ

。 

＊

謡

曲

・

吉

野

静

〔

１

４

２

３

頃

〕

「

『

十

二

騎

と

こ

そ

承

っ

て

候

へ

』

『

い

や

そ

れ

は

深

し

か

ら

ぬ

こ

と

ぢ

ゃ

ほ

ど

に

〈

略

〉

』

」 

○

ふ

る

し

【

古

し

】 

上

代

か

ら

ク

活

用

で

用

い

ら

れ

る

が

、

「

い

か

に

も

古

い

感

じ

の

す

る

さ

ま

」

の

意

で

シ

ク

活

用

さ

れ

た

例

が

見

え

る

。 

＊

中

華

若

木

詩

抄

〔

１

５

２

０

頃

〕

上

「

詩

は

意

を

新

し

く

、

語

を

ふ

る

し

く

云

こ

と

が

よ

き

也

」

） 

○

を

さ

な

し

【

幼

し

】 

ク

活

用

に

対

し

て

、

シ

ク

活

用

は

「

子

ど

も

じ

み

て

い

る

」

の

意

で

用

い

ら

て

い

れ

る

。 

＊

日

葡

辞

書

〔

１

６

０

３

～

０

４

〕

「V
o
s
a
n
a
x
i
j
 

（

ヲ

サ

ナ

シ

イ

） 

コ

ト

ヲ 

ユ

ウ

」 

主

観

性

の

強

い

語

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 
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こ

の

中

で

、

鎌

倉

時

代

以

前

に

シ

ク

活

用

に

変

わ

る

の

は

「

き

び

し

」

だ

け

で

、

そ

の

他

の

語

は

す

べ

て

中

世

以

降

に

変

化

が

起

こ

っ

て

い

る

。 

 
シ

ク

活

用

が

出

現

し

た

後

、

「

い

ち

し

る

し

」

「

か

ま

び

す

し

」

「

げ

す

し

」

は

シ

ク

活

用

の

方

に

定

着

し

た

が

、

結

局

ク

活

用

へ

戻

っ

て

し

ま

う

も

の

が

多

い

。

た

だ

し

、

「

ち

か

い

」

「

ち

か

し

い

」

の

よ

う

に

活

用

に

よ

っ

て

意

味

が

分

化

し

て

い

る

場

合

も

あ

る

。 

 

意

味

か

ら

考

え

る

と

、

普

通

シ

ク

活

用

す

る

も

の

は

あ

る

程

度

の

主

観

性

を

持

っ

て

い

る

。

「

い

ち

じ

る

し

」

は

程

度

、

「

う

た

て

し

」

「

か

ま

び

す

し

」

は

心

情

、

「

げ

す

し

」

「

た

け

し

」

「

を

さ

な

し

」

は

評

価

、

「

ち

か

し

」

「

ふ

か

し

」

「

ふ

る

し

」

は

主

観

的

判

断

を

表

し

て

い

る

。

ま

た

、

評

価

と

主

観

的

判

断

を

表

す

六

語

の

中

で

、

語

基

が

二

音

節

で

あ

る

五

語

の

う

ち

四

語

は

、

畳

語

形

容

詞

に

も

用

い

ら

れ

る

。

唯

一

畳

語

形

容

詞

を

持

っ

て

い

な

い

「

ふ

る

し

」

は

、

「

詩

は

意

を

新

し

く

、

語

を

ふ

る

し

く

云

こ

と

が

よ

き

也

」

と

い

う

用

例

が

示

す

よ

う

に

、

対

義

語

の

「

あ

た

ら

し

い

」

の

影

響

で

「

ふ

る

し

い

」

と

い

う

よ

う

に

臨

時

的

に

シ

ク

活

用

で

用

い

ら

れ

た

よ

う

に

考

え

ら

れ

る

。 

 

ク

活

用

か

ら

シ

ク

活

用

に

転

じ

る

経

緯

は

、

個

別

に

い

く

つ

か

挙

げ

ら

れ

る

が

、

評

価

や

主

観

的

判

断

を

表

す

た

め

に

シ

ク

活

用

し

た

も

の

が

多

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

こ

れ

は

中

世

以

前

に

個

別

的

に

見

ら

れ

、

鎌

倉

時

代

に

入

っ

て

多

く

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

区

別

が

消

滅

す

る

室

町

時

代

に

な

る

と

さ

ら

に

盛

ん

に

な

っ

て

い

る

。

こ

の

中

で

、

特

に

注

目

さ

れ

る

の

は

、

「

た

け

し

」

「

ち

か

し

」

「

ふ

か

し

」

「

ふ

る

し

」

「

を

さ

な

し

」

の

よ

う

に

、

従

来

ク

活

用

し

た

も

の

を

意

図

的

に

シ

ク

活

用

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

こ

の

点

は

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

区

別

が

消

滅

す

る

過

程

で

、

か

え

っ

て

「

し

」

の

情

意

性

が

意

識

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

た

め

で

あ

る

と

見

ら

れ

る

。 

 

そ

こ

で

、

こ

こ

で

接

辞

「

し

」

の

意

味

を

改

め

て

考

え

て

み

た

い

。

前

述

し

た

よ

う

に

、

語

幹

の

用

法
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か

ら

み

る

と

、

ク

活

用

形

容

詞

の

方

は

独

立

性

が

強

く

、

シ

ク

活

用

の

方

は

独

立

性

に

乏

し

い

と

言

わ

れ

て

い

る

。

形

容

詞

で

語

幹

が

独

立

し

て

用

い

ら

れ

る

の

は

一

般

に

は

ク

活

用

で

あ

る

が

、

「

む

な

し

」

「

あ

ら

た

し

」

な

ど

、

シ

ク

活

用

で

も

語

幹

ム

ナ

・

ア

ラ

タ

が

独

立

し

う

る

例

も

あ

る

。

次

は

、

川

端

善

明

（

一

九

九

七

）

が

挙

げ

た

、

語

幹

の

用

法

が

「

単

独

、

あ

る

い

は

語

尾

ニ

・

ト

を

伴

っ

て

副

詞

乃

至

形

容

動

詞

で

あ

る

場

合

」

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

で

あ

る

。 

あ

や

し

・

あ

た

ら

し

・

い

か

し

・

い

ま

だ

し

・

お

だ

ひ

し

・

お

ほ

ほ

し

・

け

し

・

こ

き

だ

し

・

た

だ

し

・

な

ま

し

・

に

た

し

・

は

な

は

だ

し

・

ひ

さ

し

・

ほ

か

し

・

ま

さ

し 

 

こ

こ

で

注

目

さ

れ

る

の

は

、

語

幹

が

情

意

的

意

味

を

表

す

の

が

「

あ

や

し

・

あ

た

ら

し

・

お

ほ

ほ

し

」

の

三

語

だ

け

で

あ

る

点

で

あ

る

。

橋

本

四

郎

（

一

九

五

七

）

は

、

形

容

詞

語

幹

を

独

立

性

の

強

弱

に

よ

っ

て

十

四

項

目

に

分

類

し

、

「

赤

・

白

・

高

」

な

ど

単

独

で

名

詞

を

構

成

す

る

よ

う

な

独

立

性

の

強

い

位

置

に

シ

ク

活

用

語

幹

に

は

立

た

ず

、

「

速

さ

・

清

ら

・

憎

む

（

苦

し

み

・

楽

し

さ

・

怪

し

む

）

」

の

よ

う

に

接

尾

語

を

伴

う

よ

う

な

独

立

性

の

弱

い

位

置

に

は

シ

ク

活

用

語

幹

も

介

入

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

し

て

、

「

意

義

の

独

立

性

が

高

い

程

、

そ

の

意

義

に

は

客

観

性

が

強

い

」

と

い

う

結

論

を

述

べ

て

い

る

。 

他

方

、

情

意

性

の

高

い

も

の

は

独

立

性

に

乏

し

い

よ

う

に

考

え

ら

れ

る

。

山

本

俊

英

（

一

九

五

五

）

は

、

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

的

相

違

を

見

い

だ

し

た

も

の

の

、

い

か

な

る

原

因

に

よ

っ

て

生

じ

た

も

の

で

あ

る

か

に

つ

い

て

は

言

及

し

て

い

な

い

。

こ

の

点

に

つ

い

て

は

、

山

崎

馨

（

一

九

九

二

）

に

よ

る

形

容

詞

の

派

生

分

析

で

は

、

「

う

ら

や

む

＋a
s
i

（

情

意

を

表

す

接

辞

）

→

う

ら

や

ま

し

」

の

場

合

、

強

い

情

意

性

意

味

は

接

辞

「

ア

シ

」

が

担

っ

て

い

る

と

分

析

し

て

い

る

。

た

だ

し

、

古

代

語

の

文

献

に

「

ア

シ

」

と

い

う

語

は

見

え

な

い

が

、

中

期

朝

鮮

語

の

「a
s
y

」(

物

足

り

な

さ

を

感

じ

な

が

ら

欲

し

さ

を

感

じ

る

意)

の

存

在

が

確

認

さ

れ

て

い

る

な

ど

、

シ

ク

活

用

の

「

し

」

が

ク

活

用

の

「

し

」

と

は

性

質
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が

異

な

る

こ

と

は

確

か

で

あ

る

が

、

そ

の

根

拠

は

い

ま

だ

明

確

に

し

が

た

い

。

た

だ

、

シ

ク

活

用

は

語

幹

に

「

し

」

を

含

ん

で

い

る

点

を

見

る

と

、

そ

の

「

し

」

は

本

来

的

に

は

情

意

性

の

形

態

素

で

は

な

く

、

「

し

」

と

結

合

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

ク

活

用

語

幹

と

同

等

の

独

立

性

を

持

つ

こ

と

が

で

き

た

と

見

る

の

が

穏

当

で

あ

る

。

そ

う

す

る

と

、

情

意

を

表

す

語

基

は

「

し

」

と

の

結

合

は

ク

活

用

語

幹

の

そ

れ

よ

り

も

さ

ら

に

緊

密

で

あ

っ

た

と

も

言

え

る

。 

 

「

し

」

が

本

来

的

に

「

強

い

情

意

性

意

味

を

表

す

接

辞

」

で

は

な

い

と

推

測

す

る

と

、

両

活

用

形

容

詞

か

ら

見

て

、

「

し

」

も

し

く

は

「

し

い

」

を

「

情

意

性

意

味

を

表

す

接

辞

」

と

明

確

に

意

識

す

る

の

は

中

世

以

降

と

も

考

え

ら

れ

る

。

例

外

的

に

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

両

方

が

あ

っ

た

「

う

ま

し

」

も

実

は

シ

ク

活

用

の

確

例

も

『

竹

取

物

語

』

で

、

諸

本

に

よ

っ

て

異

同

が

あ

る

。 

＊

な

で

ふ

心

地

す

れ

ば

か

く

物

を

思

ひ

た

る

さ

ま

に

月

を

見

給

ふ

ぞ

、

う

ま

し

き

世

に

…

…(

下

略)
 

 

上

代

の

例

は

語

幹

の

用

法

し

か

見

え

ず

、

活

用

さ

れ

た

例

が

ま

れ

で

あ

る

点

を

み

る

と

、

後

世

の

シ

ク

活

用

に

転

じ

る

も

の

と

は

区

別

す

べ

き

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん

、

語

幹

「

う

ま

し

」

、

お

よ

び

そ

の

活

用

で

は

対

象

に

対

す

る

「

す

ば

ら

し

い

」

と

い

う

主

観

的

な

情

意

を

表

す

も

の

で

、

ク

活

用

の

場

合

と

意

味

上

で

区

別

さ

れ

た

結

果

で

あ

る

こ

と

は

言

う

ま

で

も

な

い

。 

以

上

、

室

町

時

代

に

お

い

て

、

形

容

詞

を

派

生

す

る

接

尾

辞

が

「

い

」

に

一

本

化

さ

れ

、

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

の

区

別

が

消

滅

す

る

一

方

、

「

し

」

の

情

意

的

意

味

が

改

め

て

意

識

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

し

た

が

っ

て

、

室

町

時

代

か

ら

近

世

に

か

け

て

、

直

接

「

し

」

に

よ

っ

て

臨

時

的

あ

る

い

は

意

図

的

に

シ

ク

活

用

す

る

こ

と

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

次

の

よ

う

な

形

容

詞

が

中

世

の

一

時

期

に

両

活

用

さ

れ

た

の

で

あ

る

。 

あ

つ

し 

あ

た

た

か

し 

あ

は

し 

う

と

し 

お

ほ

し 
お

も

し 

か

は

い

し 

こ

ま

か

し 

さ

と
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し 

さ

む

し 

し

げ

し 

せ

ば

し 

な

め

し 

ね

た

し 

ふ

と

し 

あ

く

ど

し 

あ

や

ふ

し 

う

る

さ

し 

お

さ

な

し 

あ

き

ら

け

し 

む

く

つ

け

し 

ま

ち

ど

ほ

し 

な

ど 

  

第
六
節 

ま
と
め 

 

室

町

時

代

に

は

、

ク

活

用

形

容

詞

で

は

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

が

増

加

し

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

で

は

畳

語

形

容

詞

が

増

加

す

る

と

と

も

に

、

派

生

形

容

詞

が

発

展

し

た

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。

中

古

か

ら

中

世

に

か

け

て

、

形

容

詞

語

構

成

の

特

徴

と

し

て

現

れ

る

の

は

、

複

合

と

派

生

に

よ

っ

て

、

合

成

形

容

詞

が

大

量

に

産

み

出

さ

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

平

安

時

代

か

ら

室

町

時

代

末

ま

で

に

現

れ

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

お

よ

そ

四

九

二

語

で

あ

り

、

そ

の

う

ち

、

接

頭

語

や

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

一

五

〇

語

を

超

え

る

（

上

代

は

四

語

の

み

）

。

ま

た

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

の

構

造

を

と

る

複

合

形

容

詞

と

、

「

あ

ら

あ

ら

し

」

の

よ

う

な

特

殊

複

合

法

に

よ

る

畳

語

形

容

詞

の

語

数

も

、

そ

れ

ぞ

れ

上

代

の

三

倍

と

五

倍

に

な

っ

て

い

る

。

要

す

る

に

、

合

成

形

容

詞

の

発

展

が

と

り

わ

け

注

目

さ

れ

る

の

で

あ

る

。 

 

具

体

的

に

見

る

と

、

平

安

時

代

以

降

「

語

基

＋

し

」

の

構

造

は

優

勢

を

失

っ

た

。

特

に

、

心

理

状

態

や

評

価

な

ど

の

情

意

的

意

味

を

表

す

語

基

が

激

減

し

た

。

ほ

か

に

、

自

然

環

境

を

表

す

も

の

も

上

代

よ

り

少

な

く

な

っ

た

。

一

方

、

「

か

し

ま

し

」

「

ま

ぶ

し

」

「

や

か

ま

し

」

「

け

た

ま

し

」

な

ど

の

「

感

覚

」

を

表

す

も

の

が

平

安

時

代

か

ら

現

れ

始

め

た

。

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

は

依

然

と

し

て

優

勢

を

保

ち

、

ま

た

、

名

詞

、

副

詞

乃

至

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

じ

る

も

の

が

多

く

な

っ

た

。 

畳

語

形

容

詞

は

そ

の

ま

ま

命

脈

を

保

ち

、

上

代

よ

り

も

広

い

範

囲

で

使

わ

れ

、

名

詞

・

形

容

詞

語

幹

・

動

詞

連

用

形

を

は

じ

め

、

副

詞

に

ま

で

用

い

ら

れ

た

。

上

代

に

は

限

ら

れ

た

語

彙

に

し

か

用

い

ら

れ

な

か

っ

た

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

も

、

よ

り

多

く

の

語

彙

の

複

合

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

室

町

時

代

に

は
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「

う

れ

し

が

な

し

」

「

お

も

し

ろ

を

か

し

」

の

よ

う

な

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

も

生

じ

た

。 

上

代

以

降

、

接

辞

に

よ

る

派

生

形

容

詞

が

大

量

に

形

成

さ

れ

た

。

平

安

時

代

に

入

っ

て

、

接

頭

語

「

も

の

」

が

定

着

さ

れ

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

も

現

れ

、

そ

し

て

終

始

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

室

町

時

代

に

な

っ

て

、

「

こ

」

な

ど

の

程

度

を

表

す

接

頭

語

が

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

ま

た

接

尾

語

「

ら

し

」

が

現

れ

、

「

が

ま

し

」

に

劣

ら

な

い

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

「

か

ま

し

」

「

が

は

し

」

「

く

ま

し

」

「

め

か

し

」

「

ら

か

し

」

「

く

る

し

」

「

く

ら

う

し

／

く

ら

は

し

」

「

く

ろ

し

」

な

ど

造

語

力

は

そ

れ

ほ

ど

で

な

い

接

尾

語

も

多

く

用

い

ら

れ

、

合

成

形

容

詞

は

著

し

く

発

展

し

た

。 

上

代

に

お

い

て

、

基

本

的

に

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

間

に

は

整

然

と

し

た

対

立

構

造

が

保

た

れ

て

い

る

。

ク

活

用

形

容

詞

に

用

い

る

語

基

を

重

ね

て

、

畳

語

形

容

詞

と

い

う

形

で

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

じ

る

こ

と

が

あ

る

が

、

直

接

同

一

の

語

基

を

ク

活

用

に

も

シ

ク

活

用

に

も

ま

た

が

っ

て

用

い

る

こ

と

は

基

本

的

に

は

な

か

っ

た

。

名

詞

な

ど

も

同

様

に

、

畳

語

形

に

よ

っ

て

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

な

れ

る

が

、

直

接

「

し

」

を

付

き

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

な

る

も

の

は

少

な

か

っ

た

。

と

こ

ろ

が

、

中

世

に

入

る

と

、

こ

う

し

た

厳

密

な

語

構

造

は

緩

ん

で

く

る

。

名

詞

・

動

詞

・

副

詞

・

形

容

詞

・

形

容

動

詞

な

ど

、

多

く

の

語

基

が

直

接

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

畳

語

形

容

詞

は

一

層

使

用

範

囲

を

広

げ

る

一

方

、

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

な

ど

の

接

尾

語

に

よ

っ

て

、

「

名

詞

＋

し

」

な

ど

の

語

基

の

情

意

性

に

対

す

る

要

求

や

畳

語

形

の

音

節

数

の

制

約

か

ら

解

放

さ

れ

、

更

な

る

多

様

な

語

基

が

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

る

こ

と

が

可

能

と

な

っ

た

。 

そ

こ

で

、

情

意

的

意

味

を

表

す

語

基

の

減

少

、

そ

の

他

の

多

様

な

語

基

の

発

展

、

合

成

形

容

詞

の

大

量

出

現

と

い

う

事

態

に

伴

っ

て

、

形

容

詞

の

活

用

に

お

い

て

変

化

が

生

じ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

上

代

に

お

け

る

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

秩

序

あ

る

対

立

関

係

の

緊

張

は

次

第

に

緩

ん

で

く

る

。

鎌

倉

時
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代

以

降

、

ク

活

用

か

ら

シ

ク

活

用

に

変

化

し

た

語

、

あ

る

い

は

一

時

的

に

両

方

の

活

用

を

す

る

語

が

現

れ

た

。

さ

ら

に

、

室

町

時

代

に

お

い

て

、

連

体

形

の

イ

音

便

形

が

終

止

形

の

機

能

を

兼

ね

る

よ

う

に

な

り

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

区

別

が

消

滅

し

た

の

で

あ

る

。 
も

う

一

つ

注

目

さ

れ

る

の

は

、

主

に

鎌

倉

時

代

か

ら

漢

語

も

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

造

語

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

点

で

あ

る

。

直

接

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

は

現

れ

な

い

が

、

畳

語

形

容

詞

や

接

尾

語

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

に

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 
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第
三
章 

近
代
語
「
し
い
」
型
形
容
詞
に
つ
い
て 

  

本

章

で

は

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

八

九

七

語

の

中

で

、

出

現

時

期

が

江

戸

時

代

以

前

に

遡

れ

る

も

の

を

除

い

た

五

二

一

語

を

対

象

と

し

て

、

近

代

語

、

す

な

わ

ち

江

戸

時

代

以

降

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

つ

い

て

考

察

す

る

。 

  

第
一
節 

近
代
語
「
し
い
」
型
形
容
詞
の
語
構
成 

 

研

究

対

象

と

す

る

五

二

一

語

に

つ

い

て

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

を

確

定

す

る

と

、

江

戸

時

代

が

二

八

九

語

、

明

治

時

代

が

一

二

八

語

、

大

正

時

代

以

降

が

九

〇

語

と

な

る

。

な

お

、

残

り

一

四

語

は

用

例

の

記

載

が

な

い

た

め

、

出

現

時

期

が

断

定

で

き

な

い

。

本

節

は

、

こ

の

一

四

語

を

別

に

し

て

、

考

察

す

る

こ

と

に

す

る

。

ち

な

み

に

、

そ

の

関

連

語

の

出

現

時

期

を

調

べ

て

み

る

と

、

次

の

よ

う

で

あ

る

。 

○

ま

ど

し

い 
 

「

ま

ど

し

さ

」

一

七

二

二

（

江

戸

） 

○

せ

せ

か

し

い 

「

せ

せ

か

ま

し

」

一

六

〇

三

～

〇

四

（

江

戸

） 
 

「

せ

せ

か

し

げ

」

一

三

Ｃ

初

（

鎌

倉

） 

○

黒

黒

し

い 
 

「

く

ろ

ぐ

ろ

し

さ

」

一

九

二

九

～

三

〇

（

大

正

以

降

） 

○

焦

焦

し

い 
 

「

じ

れ

じ

れ

」

一

九

一

〇

（

明

治

） 

「

じ

れ

じ

れ

し

さ

」

一

九

一

六

（

明

治

） 

○

口く

ち

寂さ

び

し

い 
 

「

く

ち

ざ

み

し

い

」

一

七

七

九

（

江

戸

） 

○

小

汚

ら

し

い 

「

こ

ぎ

た

な

ら

し

さ

」

一

九

四

九

（

大

正

以

降

） 
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○

煌

め

か

し

い 

「

き

ら

め

く

」

九

七

〇

～

九

九

九

頃

（

平

安

） 
○

げ

ん

ざ

ら

し

い

「

げ

ん

ざ

」

九

七

〇

～

九

九

九

頃 
 

「

ら

し

い

」

一

四

七

七

（

室

町

） 
○

似

付

に

つ

く

ら

し

い 

「

に

つ

こ

ら

し

い

」

一

六

五

五

（

江

戸

） 

○

自

慢

た

ら

し

い

「

じ

ま

ん

た

ら

た

ら

」

一

七

一

〇

（

江

戸

） 

「

じ

ま

ん

ら

し

い

」

一

六

六

六

頃

（

江

戸

） 

○

息

ど

お

し

い 

「

い

き

ど

う

し

い

」

室

町

末

／

一

六

五

九

～

六

一

頃

（

江

戸

） 

○

い

や

こ

し

い 
「

や

や

こ

し

い

」 

一

八

六

三

～

六

五

頃

（

江

戸

） 

○

似

合

に

や

わ

し

い 
 

「

に

あ

わ

し

い

」 

室

町

末 

○

む

つ

が

か

し

い

「

む

ず

が

か

し

い

」

一

八

〇

九

～

一

三

（

江

戸

） 

  

一

―

一 

近

代

語

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

語

構

成

の

変

化 

 

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

用

例

の

記

載

が

な

い

上

記

の

一

四

語

を

除

い

て

、

近

代

語

に

お

い

て

新

出

「

し

い

」

型

形

容

詞

五

〇

七

語

（

江

戸

時

代

二

九

〇

語

、

明

治

時

代

一

二

八

語

、

大

正

時

代

以

降

九

〇

語

）

の

語

構

成

に

つ

い

て

考

察

を

行

う

こ

と

に

す

る

（

表

12
・

表

13
・

表

14
・

表

15
参

照

）

。 

 

室

町

時

代

に

新

出

し

た

形

容

詞

が

四

九

二

語

、

近

代

以

降

新

出

の

形

容

詞

が

五

〇

七

語

で

、

そ

れ

ほ

ど

大

き

な

差

は

な

く

、

都

合

よ

く

比

較

し

や

す

い

語

数

で

あ

る

。 

単

純

形

容

詞

は

僅

か

五

三

語

で

あ

り

、

室

町

時

代

の

一

二

三

語

に

比

べ

て

半

分

以

下

に

な

っ

て

い

る

。

特

に

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

の

激

減

は

注

目

さ

れ

る

。

室

町

時

代

に

は

四

七

語

も

あ

っ

た

の

に

対

し

て

、

近

代

語

で

は

僅

か

一

〇

語

で

あ

る

。 

複

合

形

容

詞

を

見

る

と

、

ま

ず

、

畳

語

形

容

詞

は

五

六

語

あ

り

、

室

町

時

代

の

一

〇

二

語

に

比

べ

て

半
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分

近

く

に

な

っ

て

い

る

。

「

名

詞

の

重

複

」

と

「

形

容

詞

語

幹

の

重

複

」

が

少

な

く

な

っ

た

。

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

な

ど

の

複

合

形

容

詞

は

七

七

語

あ

り

、

室

町

時

代

の

五

五

語

よ

り

約

二

〇

語

増

え

た

。

最

も

増

加

し

た

の

は

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

で

あ

り

、

室

町

時

代

の

四

二

語

よ

り

三

〇

語

も

多

い

七

二

語

で

、

近

代

畳

語

形

容

詞

以

外

の

複

合

形

容

詞

の

九

割

以

上

を

占

め

て

い

る

。 

派

生

形

容

詞

は

、

室

町

時

代

と

比

べ

て

さ

ら

に

大

量

に

造

ら

れ

た

。

ま

ず

、

接

頭

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

を

見

る

と

、

数

多

く

の

新

出

の

接

頭

語

や

、

既

存

の

接

頭

語

「

こ

」

な

ど

に

よ

っ

て

、

室

町

時

代

よ

り

約

二

〇

語

増

え

た

。

ま

た

、

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

二

一

二

語

で

あ

り

、

室

町

時

代

の

一

一

八

語

よ

り

約

一

〇

〇

語

も

増

え

た

。

接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

造

語

力

を

維

持

し

、

「

ら

し

」

「

く

ろ

し

」

「

く

る

し

」

は

室

町

時

代

よ

り

さ

ら

に

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

ま

た

新

出

の

接

尾

語

「

ら

し

」

も

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

た

。 

割

合

か

ら

見

る

と

、

室

町

時

代

は

単

純

形

容

詞

二

五

％

、

複

合

形

容

詞

三

二

％

、

派

生

形

容

詞

三

一

％

で

あ

り

、

こ

れ

に

対

し

て

、

近

代

語

で

は

そ

れ

ぞ

れ

一

〇

％

、

二

六

％

、

五

二

％

に

な

っ

て

い

る

。

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

と

畳

語

形

容

詞

の

減

少

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

と

派

生

形

容

詞

の

増

加

が

注

目

さ

れ

る

。 

  

一

―

二 

各

時

代

の

新

出

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

語

構

成 

 

江

戸

時

代

、

明

治

時

代

、

大

正

時

代

以

降

の

そ

れ

ぞ

れ

の

語

構

成

は

、

次

の

よ

う

で

あ

る

。 

 

ま

ず

、

江

戸

時

代

に

お

い

て

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

は

わ

ず

か

二

語

で

あ

り

、

室

町

時

代

と

比

べ

て

激

減

し

た

。

「

名

詞

の

重

複

」

は

四

語

で

あ

り

、

畳

語

形

容

詞

も

減

少

し

た

。

な

お

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

は

三

四

語

も

あ

り

、

多

用

さ

れ

て

い

る

。

「

い

け

」

な

ど

の

新

出

接

頭

語

は

い

く

つ

か

現
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れ

、

接

頭

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

が

発

展

し

た

。

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

「

く

ろ

し

」

「

く

る

し

」

な

ど

の

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

も

多

く

造

ら

れ

、

特

に

「

ら

し

」

は

六

七

語

も

あ

り

、

室

町

時

代

よ

り

一

層

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

否

定

的

評

価

を

表

す

接

尾

語

「

た

ら

し

」

も

生

じ

た

。 

 

次

に

、

明

治

時

代

に

お

い

て

は

、

単

純

形

容

詞

は

わ

ず

か

八

語

で

あ

り

、

名

詞

・

副

詞

・

動

詞

・

ク

活

用

形

容

詞

な

ど

か

ら

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

成

す

る

も

の

は

見

え

な

く

な

っ

た

。

畳

語

形

容

詞

は

依

然

少

な

く

、

そ

の

他

の

複

合

形

容

詞

は

「

悪

賢

し

」

以

外

、

す

べ

て

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

の

構

造

で

あ

る

。

江

戸

時

代

と

比

べ

て

、

接

頭

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

と

、

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

な

ど

の

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

依

然

と

し

て

優

勢

を

持

っ

て

い

る

が

、

造

語

力

は

低

下

し

た

よ

う

で

あ

る

。

特

に

「

名

詞

＋

ら

し

」

は

江

戸

時

代

三

一

語

も

あ

っ

た

が

、

明

治

時

代

は

わ

ず

か

二

語

に

ま

で

激

減

し

た

。

そ

の

ほ

か

、

江

戸

時

代

に

増

加

し

た

「

形

容

詞

／

形

容

動

詞

語

幹

＋

し

」

も

明

治

時

代

に

入

っ

て

減

少

し

た

。 

 

大

正

時

代

以

降

で

は

、

単

純

形

容

詞

は

依

然

と

し

て

少

な

い

。

畳

語

形

容

詞

も

多

く

な

く

、

そ

れ

以

外

の

複

合

形

容

詞

は

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

だ

け

が

見

ら

れ

た

。

接

頭

語

と

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

優

勢

を

保

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

接

尾

語

「

く

る

し

」

「

く

ろ

し

」

「

ら

し

」

は

ほ

ぼ

造

語

力

を

失

い

、

「

が

ま

し

」

も

造

語

力

が

低

下

し

た

。

そ

の

代

わ

り

に

接

尾

語

「

た

ら

し

」

が

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 

  

第
二
節 

近
代
語
の
新
出
「
し
い
」
型
形
容
詞
語
幹
の
性
質 

本

節

で

は

、

近

代

語

に

お

い

て

新

た

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

語

幹

に

つ

い

て

考

察

す

る

。 
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二

―

一 

単

純

形

式

の

語

幹

の

性

質 
１ 

名

詞

と

副

詞 
〔

名

詞

の

場

合

〕 

 

あ

じ

ゃ

ら

し

い 

ち

ょ

う

じ

ょ

う

し

い 

て

く

だ

し

い 

よ

く

ど

う

し

い 

よ

く

ど

し

い 

わ

ら

べ

し

い 
し

ら

し

い 

ら

ん

が

し

い 

い

じ

ま

し

い 

あ

い

そ

し

い 

ま

が

し

い 

こ

の

中

で

、

人

を

表

す

名

詞

は

「

ち

ょ

う

じ

ょ

う

（

長

上

）

」

「

わ

ら

べ

（

童

）

」

の

二

語

の

み

で

あ

る

。

こ

の

語

構

成

は

室

町

時

代

に

す

で

に

「

わ

ら

べ

ら

し

い

」

が

見

ら

れ

た

。

「

ち

ょ

う

じ

ょ

う

」

は

「

年

長

、

目

上

」

の

意

を

表

し

、

室

町

時

代

に

生

じ

た

語

で

あ

る

が

、

「

目

上

ら

し

い

さ

ま

で

あ

る

」

と

い

う

よ

う

に

形

容

詞

語

幹

に

用

い

ら

れ

る

の

は

江

戸

時

代

で

あ

る

。 

「

し

ら

」

と

「

ま

が

」

の

場

合

、

畳

語

形

容

詞

「

白

々

し

い

」

「

ま

が

ま

が

し

い

」

は

平

安

時

代

に

す

で

に

現

れ

て

い

る

。

江

戸

時

代

に

な

っ

て

、

直

接

形

容

詞

化

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、

他

の

名

詞

を

見

る

と

、

具

体

名

詞

は

見

当

た

ら

ず

、

抽

象

名

詞

の

中

で

も

、

評

価

な

ど

の

情

意

的

意

味

を

伴

う

も

の

が

ほ

と

ん

ど

で

あ

る

。

そ

の

た

め

、

形

容

詞

語

幹

に

現

れ

や

す

い

と

も

言

え

る

。 

○

あ

じ

ゃ

れ

【

戯

】

（

名

）

ふ

ざ

け

る

こ

と

。

冗

談

。

あ

じ

ゃ

ら

。 

○

て

く

だ

【

手

管

】

（

名

）

人

を

操

り

動

か

す

技

術

。

巧

み

に

だ

ま

す

手

段

、

術

策

。 

○

よ

く

【

欲

】

（

名

）

欲

す

る

こ

と

。

願

う

こ

と

。

ほ

し

が

る

こ

と

。

む

さ

ぼ

り

求

め

る

こ

と

。 

○

ら

ん

【

乱

】

（

名

）

み

だ

れ

る

こ

と

。

弁

別

の

な

く

な

る

こ

と

。

秩

序

を

失

う

こ

と

。 

○

い

じ

【

意

地

】

（

名

）

物

欲

。

食

欲

。 

○

あ

い

そ

【

愛

想

】

（

名

）

人

当

た

り

の

よ

い

さ

ま

を

い

う

。 

 

こ

の

類

の

名

詞

が

形

容

詞

化

し

た

場

合

、

基

本

的

に

そ

の

名

詞

が

表

す

情

意

的

概

念

に

相

応

し

い

性

質
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を

持

っ

て

い

る

と

い

う

意

を

表

す

。

つ

ま

り

、

名

詞

と

形

容

詞

と

は

ほ

ぼ

同

じ

意

味

を

表

す

の

で

あ

る

。

た

だ

し

、

「

よ

く

（

欲

）

」

「

い

じ

（

意

地

）

」

の

よ

う

な

願

望

を

表

す

名

詞

が

形

容

詞

化

し

た

場

合

、

多

少

は

程

度

性

を

帯

び

る

こ

と

が

あ

る

。 
○

よ

く

ど

う

し

い

【

欲

】

欲

が

深

い

。

欲

ば

り

で

あ

る

。

よ

く

ど

し

い

。 

＊

談

義

本

・

檠

下

雑

談

〔

１

７

５

５

〕

二

・

実

名

応

身

「

何

事

に

て

も

欲

（

ヨ

ク

）

ど

う

し

き

事

を

い

は

ず

」 

○

い

じ

ま

し

い

【

意

地

】

意

地

き

た

な

い

。

け

ち

く

さ

い

。

せ

せ

こ

ま

し

い

。 

＊

随

筆

・

皇

都

午

睡

〔

１

８

５

０

〕

三

・

中

「

銭

湯

〈

略

〉

上

方

の

湯

は

上

り

湯

は

夕

方

な

ら

で

は

な

く

い

ぢ

ま

し

く

思

わ

る

」 

〔

副

詞

の

場

合

〕 

あ

ん

ま

り

し

い 

ど

う

や

ら

し

い 

 

副

詞

の

形

容

詞

化

は

江

戸

時

代

に

現

れ

た

二

語

だ

け

で

あ

っ

た

。

こ

の

二

語

が

シ

ク

活

用

形

容

詞

化

し

た

の

は

、

室

町

時

代

に

す

で

に

「

あ

ま

り

し

い

（

余

）

」

「

な

に

と

や

ら

し

い

（

何

）

」

と

い

う

よ

う

に

シ

ク

活

用

化

し

た

形

容

詞

が

あ

っ

た

こ

と

に

影

響

さ

れ

た

か

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

ち

な

み

に

、

上

記

の

名

詞

と

副

詞

を

用

い

る

形

容

詞

の

中

で

、

明

治

時

代

や

大

正

時

代

以

降

に

現

れ

た

の

は

「

あ

い

そ

し

い

」

「

ま

が

し

い

」

の

二

語

だ

け

で

あ

る

。

こ

の

二

語

の

「

愛

想

ら

し

い

」

「

ま

が

ま

が

し

い

」

か

ら

の

影

響

を

考

え

る

と

、

接

尾

語

「

し

」

に

よ

る

名

詞

と

副

詞

の

形

容

詞

化

は

江

戸

時

代

以

降

に

は

衰

退

し

て

い

る

と

言

え

よ

う

。 

 

２ 

動

詞 
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〔

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

の

場

合

〕 

 
 

い

ま

し

い 

め

だ

た

わ

し

い 

き

づ

ま

し

い 

そ

ぐ

わ

し

い 

な

か

し

い 

く

る

わ

し

い 

さ

げ

す

ま

し

い 

の

ろ

わ

し

い 

は

じ

ら

わ

し

い 

ほ

ほ

え

ま

し

い 
こ

の

中

で

、

動

作

動

詞

は

あ

る

に

し

て

も

、

す

べ

て

感

情

や

評

価

な

ど

の

情

意

に

関

係

あ

る

も

の

で

あ

る

。

「

い

ま

し

い

（

忌

）

」

と

「

め

だ

た

わ

し

い

（

目

立

）

」

の

二

語

は

江

戸

時

代

の

出

現

で

あ

る

が

、

鎌

倉

時

代

頃

に

「

い

ま

わ

し

い

」

「

め

だ

た

し

い

」

は

す

で

に

存

在

し

て

い

る

。

そ

の

他

の

語

も

、

江

戸

時

代

ま

で

、

そ

の

類

義

や

対

義

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

多

く

見

ら

れ

た

。

つ

ま

り

、

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

の

場

合

、

こ

れ

ま

で

の

語

構

造

を

継

承

し

た

ま

ま

で

あ

る

と

言

え

る

。

「

き

づ

む

（

気

詰

）

」

「

さ

げ

す

む

（

蔑

）

」

は

江

戸

時

代

に

現

れ

、

明

治

時

代

に

な

っ

て

形

容

詞

化

し

て

い

る

。

な

お

、

「

の

ろ

う

（

呪

）

」

「

な

く

（

泣

）

」

「

く

る

う

（

狂

）

」

は

上

代

に

、

「

ほ

ほ

え

む

（

微

笑

）

」

「

は

じ

ら

う

（

恥

）

」

は

平

安

時

代

に

現

れ

た

動

詞

で

あ

る

。

動

詞

の

出

現

時

期

と

比

べ

て

、

そ

の

形

容

詞

化

が

か

な

り

遅

れ

て

い

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

ち

な

み

に

、

そ

の

形

容

詞

化

は

江

戸

時

代

で

は

な

く

、

明

治

・

大

正

時

代

に

な

る

の

は

、

西

洋

か

ら

言

語

・

文

化

の

移

入

と

関

係

あ

る

か

と

考

え

ら

れ

る

。 

〔

動

詞

連

用

形

の

場

合

〕 

 
 

あ

け

し

い 

い

い

し

い 

 

動

詞

連

用

形

を

用

い

る

二

語

は

、

江

戸

時

代

に

現

れ

て

い

る

。

そ

の

形

容

詞

化

は

動

詞

本

来

の

意

味

と

違

い

が

生

じ

て

い

る

点

か

ら

見

る

と

、

こ

の

場

合

「

シ

」

の

情

意

性

は

強

い

よ

う

で

あ

る

。 

○

あ

け

し

い

【

明

】

（

形

口

）

（

多

く

「

あ

け

し

い

間

（

隙

・

事

）

が

な

い

」

の

形

で

用

い

る

）

晴

れ

晴

れ

と

し

た

気

分

で

あ

る

。

ゆ

と

り

の

あ

る

気

持

に

な

る

。

晴

れ

晴

れ

と

す

が

す

が

し

い

。 
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＊

洒

落

本

・

契

情

買

虎

之

巻

〔

１

７

７

８

〕

一

「

ど

ふ

ら

く

な

夫

の

身

の

う

へ

、

ほ

ん

に

あ

け

し

い

間

は

ご

ざ

り

ま

せ

ぬ

」 
○

い

い

し

い

【

言

】

（

形

口

）

言

い

た

い

。 
＊

狂

言

記

・

八

句

連

歌

〔

１

６

６

０

〕

「

字

さ

へ

あ

ま

り

て

大

事

ご

ざ

ら

ず

は

、

御

め

ん

の

字

は

百

も

二

百

も

い

ひ

し

い

と

こ

ろ

で

ご

ざ

る

」 

 

３ 

形

容

詞

語

幹

と

形

容

動

詞

語

幹 

〔

形

容

詞

語

幹

〕 

 

あ

わ

し

い 

あ

わ

れ

っ

ぽ

し

い 

し

な

っ

こ

し

い 

な

が

し

い 

ま

ど

ろ

し

い 

め

ん

ど

し

い 

お

ぞ

ま

し

い 

あ

ぶ

な

か

し

い 

ま

ど

ろ

か

し

い 

い

た

し

い 

 

室

町

時

代

に

は

形

容

詞

の

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

の

区

別

が

完

全

に

な

く

な

り

、

両

活

用

形

容

詞

が

現

れ

る

よ

う

に

も

な

る

。

江

戸

時

代

に

入

る

と

、

形

容

詞

に

お

け

る

語

基

と

接

辞

の

結

合

法

則

に

緩

み

が

見

え

る

よ

う

で

あ

る

。

す

な

わ

ち

、

一

つ

の

語

基

が

同

時

に

異

な

る

接

尾

語

を

伴

う

こ

と

も

多

く

見

ら

れ

、

た

と

え

ば

、

「

あ

わ

い

、

あ

わ

れ

っ

ぽ

い

、

し

な

っ

こ

い

、

な

が

い

、

ま

ど

ろ

い

、

め

ん

ど

い

、

お

ぞ

い

、

あ

ぶ

な

い

、

い

た

い

」

の

よ

う

に

、

接

尾

語

「

い

」

に

よ

る

形

容

詞

が

あ

る

一

方

、

上

記

の

よ

う

に

接

尾

語

「

し

い

」

を

と

る

も

の

も

生

じ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

こ

の

中

で

、

明

治

時

代

に

現

れ

た

の

は

「

あ

ぶ

な

か

し

い

」

「

ま

ど

ろ

か

し

い

」

の

二

語

で

あ

り

、

「

か

」

を

介

し

て

「

し

い

」

型

形

容

詞

に

な

っ

て

い

る

。

大

正

時

代

以

降

に

現

れ

た

の

は

「

い

た

し

い

」

で

あ

り

、

こ

れ

は

方

言

に

由

来

す

る

臨

時

的

な

用

法

か

と

見

ら

れ

る

。 

○

い

た

し

い

（

形

口

）

か

ら

だ

に

苦

痛

を

感

じ

る

。

苦

し

く

、

つ

ら

い

。 
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＊

夢

声

半

代

記

〔

１

９

２

９

〕

〈

徳

川

夢

声

〉

祖

母

の

死

「

『

暑

い

で

の

う

…

、

い

た

し

い

で

の

う

…

』

と

云

っ

た

ま

ま

、

ま

た

も

ウ

ツ

ラ

ウ

ツ

ラ

と

そ

れ

こ

そ

文

字

通

り

、

い

た

し

気

で

あ

っ

た

」 
〔

形

容

動

詞

語

幹

〕 

 

に

ぎ

や

し

い 

む

や

く

し

い 

め

ん

ど

う

し

い 

に

ぎ

や

か

し

い 

 

形

容

動

詞

語

幹

の

語

数

は

明

ら

か

に

少

な

く

な

っ

た

。 

 

４ 

そ

の

他

の

語

基 

 
 

さ

む

し

い 

す

ば

ら

し

い 

せ

つ

ら

し

い 

せ

つ

ろ

し

い 

ま

ど

し

い 

ま

ぼ

し

い 

あ

ぶ

か

し

い 

せ

せ

か

し

い 

つ

ら

め

し

い 

う

ざ

か

し

い 

ま

ど

か

し

い 

こ

わ

っ

ぱ

し

い 

 

こ

れ

ら

の

語

幹

は

、

主

に

既

存

の

語

基

か

ら

変

化

し

た

も

の

で

あ

る

。

「

す

ば

ら

し

い

」

は

動

詞

に

由

来

す

る

も

の

か

ど

う

か

は

不

明

で

あ

る

。 

 

以

上

、

江

戸

時

代

に

お

い

て

、

単

純

形

式

の

形

容

詞

は

多

少

形

成

さ

れ

た

が

、

明

治

以

降

に

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

以

外

に

は

、

あ

ま

り

用

い

ら

れ

な

く

な

る

よ

う

で

あ

る

。 

  

二

―

二 

合

成

形

式

の

語

幹

の

性

質 

１ 

畳

語

形

式

の

語

幹 

① 

名

詞

の

重

複 

 
 

ぎ

り

ぎ

り

し

い

【

義

理

】 

つ

や

つ

や

し

い

【

艶

】 

ね

ば

ね

ば

し

い

【

粘

】 

は

つ

は

つ

し

い

初

】 

う

ぶ

う

ぶ

し

い

【

生

】 

と

げ

と

げ

し

い

【

棘

】 

ふ

さ

ふ

さ

し

い

【

総

・

房

】 

み

ず

み

ず

し

い

【

瑞

・

水

】 

い

た

ず

ら

い

た

ず

ら

し

い 

ぎ

ぎ

し

い

【

儀

】 

こ

ど

も

こ

ど

も

し

い

【

子
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供

】 

せ

じ

せ

じ

し

い

【

世

辞

】 

 
こ

の

中

で

、

多

く

は

二

音

節

の

も

の

で

あ

る

。

注

目

さ

れ

る

の

は

、

二

音

節

で

は

な

い

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

「

を

を

し

（

雄

）

」

「

め

め

し

（

女

）

」

か

ら

類

推

さ

れ

た

と

見

ら

れ

る

三

音

節

の

「

こ

ど

も

」

と

、

意

味

的

に

関

係

あ

る

四

音

節

の

「

い

た

ず

ら

」

ま

で

用

い

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

挙

例

の

う

ち

最

古

の

用

例

を

見

る

と

、

「

こ

ど

も

こ

ど

も

し

い

」

は

一

九

二

八

年

、

「

い

た

ず

ら

い

た

ず

ら

し

い

」

は

一

九

一

九

年

、

ほ

か

に

形

容

動

詞

の

「

お

ぼ

ろ

お

ぼ

ろ

し

い

」

は

一

九

一

四

年

、

「

ふ

だ

ん

ふ

だ

ん

し

い

」

は

一

九

二

六

年

と

い

う

よ

う

に

、

ほ

ぼ

同

じ

時

期

に

現

れ

て

い

る

。

当

時

、

畳

語

形

容

詞

の

音

節

に

対

す

る

制

約

が

緩

ん

で

き

た

か

と

思

わ

れ

る

。 

 

ま

た

、

「

義

理

」

「

初

」

「

儀

」

な

ど

漢

語

（

或

い

は

漢

音

）

を

用

い

る

も

の

が

あ

る

。 

② 

形

容

詞

語

幹

の

重

複 

 

う

す

う

す

し

い

【

薄

】

 
く

ろ

ぐ

ろ

し

い

【

黒

】 

に

く

に

く

し

い

【

憎

】

 

あ

お

あ

お

し

い

【

青

】 

や

す

や

す

し

い

【

安

】 

あ

ま

あ

ま

し

い

【

甘

】 

さ

む

ざ

む

し

い

【

寒

】 

ほ

そ

ぼ

そ

し

い

【

細

】 

ま

る

ま

る

し

い

【

丸

】 

 

形

容

詞

語

幹

の

重

複

は

、

基

本

的

に

強

調

を

表

し

て

い

る

。

こ

の

中

で

、

「

や

す

や

す

し

い

」

「

ほ

そ

ぼ

そ

し

い

」

な

ど

、

多

少

評

価

性

を

帯

び

る

よ

う

に

な

る

も

の

も

あ

る

。 

③ 

形

容

動

詞

語

幹

の

重

複 

げ

げ

し

い

【

異

】

 

ば

か

ば

か

し

い

【

馬

鹿

】
 

り

こ

り

こ

し

い

【

利

口

】

 

だ

い

だ

い

し

い

【

大

】 

よ

ぼ

よ

ぼ

し

い 

れ

い

れ

い

し

い

【

麗

】 

お

ぼ

ろ

お

ぼ

ろ

し

い

【

朧

】 

は

で

は

で

し

い

【

派

手

】 

ふ

だ

ん

ふ

だ

ん

し

い

【

不

断

】 

 

形

容

動

詞

語

幹

の

重

複

の

場

合

、

「

異

」

「

利

口

」

「

大

」

「

麗

」

「

不

断

」

な

ど

、

漢

語

（

或

い

は
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漢

音

）

が

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 
④ 

動

詞

連

用

形

の

重

複 

さ

え

ざ

え

し

い

【

冴

】

 

じ

れ

じ

れ

し

い

【

焦

】

 

ひ

え

び

え

し

い

【

冷

】

 

い

き

い

き

し

い

【

生

】 

ぬ

け

ぬ

け

し

い

【

抜

】 

 

動

詞

連

用

形

の

語

数

は

少

な

い

。

重

複

し

た

場

合

、

基

本

的

に

動

詞

本

来

の

意

味

を

強

調

す

る

が

、

「

ぬ

け

ぬ

け

し

」

は

評

価

的

な

意

味

が

よ

り

強

い

。 

○

ぬ

け

る

【

抜

】

〔

自

カ

下

一

〕

（

二

）

⑦

知

恵

が

た

り

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

間

抜

け

で

あ

る

。 

○

ぬ

け

ぬ

け

し

い

【

抜

抜

】

（

形

口

）

あ

つ

か

ま

し

い

さ

ま

、

知

っ

て

い

な

が

ら

知

ら

な

い

ふ

り

を

す

る

さ

ま

で

あ

る

。

し

ら

じ

ら

し

い

。 

＊

ガ

ト

フ

・

フ

セ

グ

ダ

ア

〔

１

９

２

８

〕

〈

岩

藤

雪

夫

〉

二

「

『

何

ん

ぢ

ゃ

と

ぬ

け

ぬ

け

し

い

』

と

又

キ

ャ

プ

テ

ン

は

頭

と

同

じ

太

さ

の

首

を

鸚

鵡

（

あ

う

む

）

の

や

う

に

下

げ

た

」 

⑤ 

そ

の

他

の

語

基

の

重

複 

う

だ

う

だ

し

い 

き

ょ

と

き

ょ

と

し

い 

け

ば

け

ば

し

い 

ず

う

ず

う

し

い

【

図

】 

ち

ゃ

わ

ち

ゃ

わ

し

い 

つ

ま

づ

ま

し

い 

ふ

さ

ぶ

さ

し

い 

ふ

て

ぶ

て

し

い 

ふ

と

ぶ

と

し

い 

ま

ざ

ま

ざ

し

い 

も

や

も

や

し

い 

し

た

じ

た

し

い

【

親

】 

ず

ず

し

い

【

図

】 

ず

ぶ

ず

ぶ

し

い

【

図

分

】 

せ

か

せ

か

し

い 

そ

わ

そ

わ

し

い 

に

や

に

や

し

い 

お

ど

お

ど

し

い 

だ

ら

だ

ら

し

い 

 

「

し

た

じ

た

し

い

（

親

）

」

の

よ

う

な

シ

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

の

重

複

が

あ

る

が

、

主

に

擬

声

語

や

擬

態

語

に

集

中

し

て

い

る

。 

 

以

上

、

畳

語

形

式

の

語

幹

に

は

、

漢

語

（

あ

る

い

は

漢

字

音

）

や

擬

声

語

・

擬

態

語

の

多

用

と

、

擬

声

語

「

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

」

以

外

の

三

音

節

以

上

の

重

複

が

現

れ

た

な

ど

の

特

徴

が

見

ら

れ

た

。 
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２ 

そ

の

他

の

合

成

形

式

の

語

幹 
① 

複

合

形

式

の

語

幹 
ま

ず

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

に

つ

い

て

記

す

。

後

項

形

容

詞

の

性

質

に

よ

っ

て

、

次

の

よ

う

に

ま

と

め

ら

れ

る

。 

〔

後

項

形

容

詞

が

感

情

・

感

覚

を

表

す

も

の

〕 

「

鬱

陶

し

い

」 
 

み

み

う

っ

と

う

し

い

【

耳

鬱

陶

】 

「

惜

し

い

」 
 

 

な

ご

り

お

し

い

【

名

残

惜

】 

「

恋

し

い

」 
 

 
お

と

こ

こ

い

し

い

【

男

恋

】 

「

寂

し

い

」 
 

 
く

ち

さ

び

し

い

【

口

寂

】 

く

ち

さ

み

し

い

【

口

寂

】 

く

ち

さ

む

し

い

【

口

寂

】 

こ

こ

ろ

さ

み

し

い

【

心

寂

・

心

淋

】 

こ

こ

ろ

ざ

む

し

い

【

心

寂

・

心

淋

】 
ね

や

さ

び

し

い

【

閨 

寂

】 

う

ら

さ

み

し

い

【

心

寂

】 

は

だ

さ

び

し

い

【

肌

寂

】 

ふ

と

こ

ろ

ざ

み

し

い

【

懐

寂

】 

「

忙

し

い

」 
 

 

き

ぜ

わ

し

い

【

気

忙

】 

い

き

ぜ

わ

し

い

【

息

忙

】 

こ

こ

ろ

せ

わ

し

い

【

心

忙

】 

「

楽

し

い

」 
 

 

こ

こ

ろ

た

の

し

い

【

心

楽

】 

「

頼

も

し

い

」 
 

こ

こ

ろ

だ

の

も

し

い

【

心

頼

】 

「

懐

か

し

い

」 
 

そ

と

な

つ

か

し

い

【

外

懐

】 

ひ

と

な

つ

か

し

い

【

人

懐

】 

む

か

し

な

つ

か

し

い

【

昔

懐

】 

「

恥

ず

か

し

い

」 

う

ら

は

ず

か

し

い

【

心

恥

】 
き

は

ず

か

し

い

【

気

恥

】 

は

な

は

ず

か

し

い

【

花

恥

】 

お

と

こ

は

ず

か

し

い

【

男

恥

】 
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「

も

ど

か

し

い

」 

し

た

も

ど

か

し

い

【

舌

―

】 

「

や

か

ま

し

い

」 

く

ち

や

か

ま

し

い

【

口

喧

】 

み

み

や

か

ま

し

い

【

耳

喧

】 

く

ち

か

し

が

ま

し

い

【

口

喧

】 
「

ゆ

か

し

い

」 
 

 

む

か

し

ゆ

か

し

い

【

昔

床

】 

〔

後

項

形

容

詞

が

評

価

を

表

す

も

の

〕 

「

麗

し

い

」 
 

 

み

め

う

る

わ

し

い

【

眉

目

麗

・

見

目

麗

】 

「

お

か

し

い

」 
 

ち

ゃ

ん

ち

ゃ

ら

お

か

し

い 

「

厳

し

い

」 
 

 
て

き

び

し

い

【

手

厳

】 

「

賢

し

い

」 
 

 
く

ち

さ

か

し

い

【

口

賢

】 

「

正

し

い

」 
 

 

お

り

め

た

だ

し

い

【

折

目

正

】 

ぎ

ょ

う

ぎ

た

だ

し

い

【

行

儀

正

】 

す

じ

め

た

だ

し

い

【

筋

目

正

】 

ゆ

い

し

ょ

た

だ

し

い

【

由

緒

正

】 

れ

い

ぎ

た

だ

し

い

【

礼

儀

正

】 

お

り

み

た

だ

し

い

【

折

身

正

】 

き

そ

く

た

だ

し

い

【

規

則

正

】

き

り

つ

た

だ

し

い

【

規

律

正

】 

じ

ゅ

ん

じ

ょ

た

だ

し

い

【

順

序

正

】 

か

く

ち

ょ

う

た

だ

し

い

【

格

調

正

】 

ぎ

し

き

た

だ

し

い

【

儀

式

正

】 

さ

ほ

う

た

だ

し

い

【

作

法

正

】 
じ

ょ

れ

つ

た

だ

し

い

【

序

列

正

】 

ち

つ

じ

ょ

た

だ

し

い

【

秩

序

正

】 

「

珍

し

い

」 
 

 

い

な

か

め

ず

あ

し

い

【

田

舎

珍

】 

お

と

こ

め

ず

ら

し

い

【

男

珍

】 

お

ん

な

め

ず

ら

し

い

【

女

珍

】 

そ

と

め

ず

ら

し

い

【

外

珍

】 

ひ

な

め

ず

ら

し

い

【

鄙

珍

】 

こ

ど

も

め

ず

ら

し

い

【

子

供

珍

】 

み

み

め

ず

ら

し

い

【

耳

珍

】 

「

優

し

い

」 
 

 

こ

こ

ろ

や

さ

し

い

【

心

優

】 

き

や

さ

し

い

【

気

優

】 
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〔

そ

の

他

の

後

項

形

容

詞

〕 

「

新

し

い

」 
 

 

み

み

あ

た

ら

し

い

【

耳

新

】 

く

ち

あ

た

ら

し

い

【

口

新

】 

め

あ

た

ら

し

い

【

目

新

】 

い

み

あ

た

ら

し

い

【

意

味

新

】 
「

狂

わ

し

い

」 
 

こ

こ

ろ

ぐ

る

わ

し

い

【

心

狂

】 

「

汚

ら

わ

し

い

」 

み

み

け

が

ら

わ

し

い

【

耳

汚

・

耳

穢

】 

「

し

る

し

」 
 

 

げ

ん

じ

ら

し

い

【

験

著

】 

げ

ん

じ

る

し

い

【

験

著

】 

「

高

い

」 
 

 
 

ひ

と

だ

か

し

い

【

人

高

】 

「

賑

わ

し

い

」 
 

こ

こ

ろ

に

ぎ

わ

し

い

【

心

賑

】 

「

紛

ら

わ

し

い

」 
め

ま

ぎ

ら

し

い

（

め

ま

ぐ

ら

し

い

・

め

ま

ぐ

ろ

し

い

）

【

目

紛

】 

「

難

し

い

」 
 

 

き

む

ず

か

し

い

【

気

難

】 

 

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

の

場

合

、

「

寂

し

い

」

「

懐

か

し

い

」

「

恥

ず

か

し

い

」

「

や

か

ま

し

い

」

「

正

し

い

」

「

珍

し

い

」

「

優

し

い

」

「

新

し

い

」

な

ど

の

形

容

詞

に

集

中

し

て

い

る

。

特

に

、

江

戸

時

代

か

ら

「

漢

語

名

詞

＋

正

し

い

」

の

多

用

が

注

目

さ

れ

る

。 

 

江

戸

時

代

に

入

っ

て

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

の

構

造

の

複

合

形

容

詞

は

大

量

に

造

ら

れ

た

が

、

そ

の

他

の

複

合

形

容

詞

の

語

数

は

極

め

て

少

な

い

。

動

詞

連

用

形

、

形

容

詞

・

形

容

動

詞

語

幹

や

副

詞

な

ど

は

あ

ま

り

複

合

形

容

詞

の

造

語

に

用

い

ら

れ

な

く

な

っ

た

。 

動

詞

連

用

形

＋

形

容

詞 
 

ま

け

お

し

い

【

負

惜

】 

ま

ち

わ

び

し

い

【

待

侘

】 

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞 
 

わ

る

ざ

か

し

い

【

悪

賢

】 

形

容

動

詞

語

幹

＋

形

容

詞 

ぎ

ょ

う

た

く

ま

し

い

【

仰

逞

】 

副

詞

＋

形

容

詞 
 

 
 

 

そ

ぞ

ろ

お

そ

ろ

し

い 
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② 

派

生

形

式

の

語

幹 

 
江

戸

時

代

に

入

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

さ

ら

に

数

多

く

の

接

頭

語

と

接

続

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

記

述

か

ら

見

る

と

、

こ

れ

ら

の

新

出

の

接

頭

語

は

、

形

容

詞

に

程

度

の

強

調

や

主

観

を

込

め

て

評

価

す

る

な

ど

の

意

味

要

素

を

加

え

る

も

の

が

多

い

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

唯

一

、

否

定

の

接

頭

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

「

ぶ

た

の

も

し

い

（

不

頼

）

」

は

江

戸

時

代

に

現

れ

た

。 

〔

新

出

の

接

頭

語

に

よ

る

派

生

〕 

「

江

戸

時

代

に

現

れ

た

も

の

」 

「

い

け

」 

近

世

語

。

多

く

好

ま

し

く

な

い

意

味

を

含

む

名

詞

、

形

容

詞

、

形

容

動

詞

な

ど

の

上

に

付

い

て

、

卑

し

め

、

非

難

す

る

気

持

を

表

す

。 

例 

い

け

あ

つ

か

ま

し

い

【

―

厚

】 

い

け

ず

う

ず

う

し

い

【

―

図

図

】 

い

け

そ

う

ぞ

う

し

い

【

―

忩

忩

・

―

騒

騒

】 

い

け

ば

か

ば

か

し

い

【

―

馬

鹿

馬

鹿

】 

い

け

ふ

さ

ふ

さ

し

い 

い

け

や

か

ま

し

い

【

―

喧

】 

「

け

」 
 

動

詞

、

形

容

詞

の

上

に

付

い

て

、

何

と

な

く

、

漠

然

と

し

た

、

な

ど

の

意

を

表

す

。 

例 

け

い

ま

い

ま

し

い

【

―

忌

忌

】 

「

け

ち

」 

語

頭

に

付

け

て

い

ま

い

ま

し

い

気

持

を

表

す

。 

例 

け

ち

い

ま

い

ま

し

い 

「

し

ち

」 

形

容

詞

や

形

容

動

詞

の

上

に

付

い

て

、

程

度

を

強

め

る

と

と

も

に

、

煩

わ

し

く

て

い

や

だ

と

い

う

気

持

を

表

す

。 

例 

し

ち

む

ず

か

し

い

【

―

難

】 

し

ち

や

か

ま

し

い

【

―

喧

】 

「

し

ゃ

」 

多

く

、

体

や

衣

服

、

調

度

な

ど

に

関

す

る

名

詞

、

お

よ

び

、

副

詞

や

動

詞

、

形

容

詞

の

上

に
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付

い

て

、

侮

蔑

の

気

持

を

こ

め

て

い

う

。

し

ゃ

っ

。 

例 

し

ゃ

こ

ざ

か

し

い

【

―

小

賢

】 
「

し

ょ

」 

動

詞

、

形

容

詞

な

ど

に

付

い

て

、

そ

の

意

味

を

強

め

る

の

に

用

い

る

。 

例 

し

ょ

む

ず

か

し

い

【

―

難

】 

「

ひ

ち

」 
主

と

し

て

形

容

詞

・

形

容

動

詞

の

上

に

付

い

て

、

程

度

が

は

な

は

だ

し

く

て

気

に

入

ら

な

い

、

の

意

を

添

え

る

。 
例 
ひ

ち

む

ず

か

し

い

【

―

難

】 

「

明

治

時

代

に

現

れ

た

も

の

」 

「

く

そ

」 

卑

し

め

の

の

し

る

意

を

添

え

る

語

。

ま

た

、

程

度

の

は

な

は

だ

し

い

こ

と

を

の

の

し

る

意

。 

例 

く

そ

い

ま

い

ま

し

い

【

糞

忌

忌

】 

く

そ

や

か

ま

し

い

【

糞

喧

】 

「

す

」 
 

状

態

や

様

子

を

示

す

語

の

上

に

付

け

て

、

そ

の

さ

ま

を

強

調

す

る

意

を

添

え

る

。 

例 

す

な

つ

か

し

い

【

―

懐

】 

「

大

正

時

代

以

降

に

現

れ

た

も

の

」 

「

ど

」

名

詞

・

形

容

詞

・

形

容

動

詞

、

時

に

は

動

詞

の

上

に

も

付

い

て

、

の

の

し

る

気

持

を

こ

め

る

。 

例 

ど

い

や

ら

し

い

【

―

嫌

・

―

厭

】 

〔

そ

の

他

の

新

出

接

頭

語

に

よ

る

派

生

〕 

例 

あ

ぐ

る

し

い 

う

す

ら

か

な

し

い

【

薄

悲

】 

う

す

ら

さ

び

し

い

【

薄

寂

】 

へ

ら

お

か

し

い 

ぶ

た

の

も

し

い

【

不

頼

】 

〔

既

存

の

接

頭

語

に

よ

る

派

生

〕 

「

あ

い

」 

あ

い

ひ

と

し

い

【

相

等

】 
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「

う

す

」 

う

す

さ

び

し

い

【

薄

寂

】 
「

う

そ

」 

う

そ

さ

び

し

い

【

薄

寂

】 

う

そ

さ

み

し

い

【

薄

寂

】 
「

お

」 
 

お

い

し

い

【

美

味

・

旨

味

】 

お

ど

お

ど

お

し

い

【

御

遠

遠

】 

「

こ

」 
 

こ

い

ま

い

ま

し

い

【

小

忌

忌

】 

こ

い

や

ら

し

い

【

小

嫌

】 

こ

ぎ

た

な

ら

し

い

【

小

汚

】

こ

じ

お

ら

し

い 

こ

っ

ぱ

ず

か

し

い

【

小

恥

】 

こ

に

く

て

い

ら

し

い

【

小

憎

体

】 

こ

む

さ

ら

し

い 

こ

む

や

く

し

い

【

小

無

益

】 

こ

や

か

ま

し

い

【

小

喧

】 

こ

ぜ

わ

し

い

【

小

忙

】

 

こ

に

く

ら

し

い

【

小

憎

】

 

こ

は

ず

か

し

い

【

小

恥

】

 

こ

あ

た

ら

し

い

【

小

新

】 

こ

う

れ

し

い

【

小

嬉

】 

こ

な

つ

か

し

い

【

小

懐

】 

「

す

え

」 

す

え

お

そ

ろ

し

い

【

末

恐

】 

「

そ

こ

」 

そ

こ

お

そ

ろ

し

い

【

底

恐

】 

そ

こ

が

な

し

い

【

底

悲

】 

そ

こ

さ

び

し

い

【

底

寂

】 

「

そ

ら

」 

そ

ら

う

つ

く

し

い

【

空

美

】 

「

な

ま

」 

な

ま

い

や

ら

し

い

【

生

嫌

】 

な

ま

や

さ

し

い

【

生

易

・

生

優

】 

な

ま

あ

た

ら

し

い

【

生

新

】 

「

も

の

」 

も

の

さ

み

し

い

【

物

寂

・

物

淋

】 

も

の

せ

わ

し

い

【

物

忙

】 

も

の

や

さ

し

い

【

物

優

】

も

の

あ

た

ら

し

い

【

物

新

】 
も

の

す

ず

し

い

【

物

涼

】 

も

の

お

し

い

【

物

惜

】 

も

の

な

や

ま

し

い

【

物

悩

】 

  

以

上

の

よ

う

に

、

江

戸

時

代

に

入

っ

て

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

の

複

合

形

容

詞

と

接

頭

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

大

量

に

産

み

出

さ

れ

た

。

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

に

つ

い

て

は

、

次

の

節

で

論

述

す

る

。 

 



173 

 

 

第
三
節 

近
代
語
「
し
い
」
型
形
容
詞
接
尾
語
の
性
質 

 
三

―

一 

既

存

の

接

尾

語

の

発

展

に

つ

い

て 
１ 
接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

の

発

展 

 

古

代

語

の

形

容

詞

接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

、

近

代

語

に

お

い

て

は

「

が

ま

し

い

」

と

い

う

形

で

以

下

、

記

す

こ

と

に

す

る

。 

①

名

詞

＋

が

ま

し

い 

「

江

戸

時

代

」 

 

い

い

わ

け

が

ま

し

い

【

言

訳

】 

い

ろ

が

ま

し

い

【

色

】 

え

ん

り

ょ

が

ま

し

い

【

遠

慮

】 

お

ん

が

ま

し

い

【

恩

】 
く

ぜ

つ

が

ま

し

い

【

口

舌

】 

げ

ん

ぎ

ん

が

ま

し

い

【

現

銀

】 

た

に

ん

が

ま

し

い

【

他

人

】 

つ

い

で

が

ま

し

い

【

序

】 

つ

ら

あ

て

が

ま

し

い

【

面

当

】 

り

く

つ

が

ま

し

い

【

理

屈

】 

り

ん

き

が

ま

し

い

【

悋

気

】 

「

明

治

時

代

」 

あ

っ

せ

い

が

ま

し

い

【

圧

制

】 
お

や

が

ま

し

い

【

親

】 

お

ん

ぎ

が

ま

し

い

【

恩

義

・

恩

誼

】 

く

じ

ょ

う

が

ま

し

い

【

苦

情

】 
げ

い

が

ま

し

い

【

芸

】 

さ

い

そ

く

が

ま

し

い

【

催

促

】 

さ

し

ず

が

ま

し

い

【

指

図

】 

せ

ん

さ

く

が

ま

し

い

【

穿

鑿

・

詮

索

】 

な

ん

だ

い

が

ま

し

い

【

難

題

】

よ

う

き

ゅ

う

が

ま

し

い

【

要

求

】 

「

大

正

時

代

以

降

」 

き

ょ

う

は

く

が

ま

し

い

【

脅

迫

】 

そ

う

だ

ん

が

ま

し

い

【

相

談

】 

ひ

な

ん

が

ま

し

い

【

非

難

】

ひ

は

ん

が

ま

し

い

【

批

判

】 

ひ

ひ

ょ

う

が

ま

し

い

【

批

評

】 

べ

ん

か

い

が

ま

し

い

【

弁

解

】 

平

安

時

代

に

お

い

て

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

は

傾

向

・

類

似

・

性

質

・

感

情

・

言

動

な

ど

多

様

な

意

味
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範

囲

に

用

い

ら

れ

て

い

た

。

し

か

し

、

近

代

に

お

い

て

、

「

恥

が

ま

し

い

」

の

よ

う

な

感

情

や

「

猿

が

ま

し

い

」

の

よ

う

な

類

似

を

表

す

も

の

が

見

え

な

く

な

っ

た

。

そ

し

て

、

「

親

が

ま

し

い

」

の

よ

う

な

性

質

を

表

す

も

の

も

少

な

く

な

っ

た

。

こ

れ

に

対

し

て

、

「

理

屈

」

「

悋

気

」

「

苦

情

」

「

難

題

」

の

よ

う

な

判

断

や

評

価

を

表

す

名

詞

や

、

言

語

や

動

作

を

表

す

サ

変

動

詞

類

の

漢

語

名

詞

が

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

つ

ま

り

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

の

意

味

範

囲

は

「

傾

向

」

と

「

言

動

」

に

縮

小

し

た

と

言

え

る

。 

②

動

詞

連

用

形

＋

が

ま

し

い 

「

江

戸

時

代

」 

あ

て

つ

け

が

ま

し

い

【

当

付

】 

あ

な

ず

り

が

ま

し

い

【

侮

】 

い

つ

わ

り

が

ま

し

い

【

偽

】 

う

ち

つ

け

が

ま

し

い

【

打

付

】 

う

ら

み

が

ま

し

い

【

恨

】 

お

ご

り

が

ま

し

い

【

驕

・

奢

】 

お

し

つ

け

が

ま

し

い

【

押

付

】 

な

た

て

が

ま

し

い

【

名

立

】 

「

明

治

時

代

」 

み

だ

り

が

ま

し

い

【

濫

・

猥

】 

ゆ

す

り

が

ま

し

い

【

揺

・

強

請

】 

「

大

正

時

代

以

降

」 

お

ん

き

せ

が

ま

し

い

【

恩

着

】 
ほ

こ

り

が

ま

し

い

【

誇

】 

江

戸

時

代

に

お

い

て

、

「

動

詞

連

用

形

＋

が

ま

し

」

は

多

少

造

ら

れ

た

が

、

そ

れ

以

降

は

あ

ま

り

用

い

ら

れ

な

く

な

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

江

戸

時

代

以

降

の

四

語

の

出

現

に

は

、

「

濫

が

わ

し

い

」

「

強

請

ね

だ

り

が

ま

し

い

」

「

恩

義

が

ま

し

い

」

「

驕お

ご

り

が

ま

し

い

」

の

影

響

が

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

③

形

容

動

詞

語

幹

＋

が

ま

し

い 

い

か

つ

が

ま

し

い

【

厳

】 

じ

ゆ

う

が

ま

し

い

【

自

由

】 

す

い

が

ま

し

い

【

粋

】 

ふ

ぎ

が

ま

し

い

【

不

義

】 

ふ

し

ぎ

が

ま

し

い

【

不

思

議

】 

ふ

し

ん

が

ま

し

い

【

不

審

】 

か

っ

て

が

ま

し

い
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【

勝

手

】 

き

ず

い

が

ま

し

い

【

気

随

】 

ぶ

し

つ

け

が

ま

し

い

【

不

躾

】 

ふ

そ

く

が

ま

し

い

【

不

足

】 

ふ

ふ

く

が

ま

し

い

【

不

服

】 

ふ

へ

い

が

ま

し

い

【

不

平

】 

み

れ

ん

が

ま

し

い

【

未

練

】 

み

だ

ら

が

ま

し

い

【

淫

】 

④

そ

の

他

の

語

基

＋

が

ま

し 

し

か

つ

が

ま

し

い 

さ

わ

が

ま

し

い

【

騒

】 

そ

う

が

ま

し

い

【

騒

】 

そ

う

ぞ

う

が

ま

し

い

【

忩

忩

・

騒

騒

】 

 

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

は

従

来

、

名

詞

と

動

詞

連

用

形

に

接

続

す

る

の

が

一

般

的

で

あ

り

、

江

戸

時

代

ま

で

に

形

容

動

詞

語

幹

に

接

続

す

る

の

は

「

あ

わ

れ

が

ま

し

」

と

「

す

ず

ろ

が

ま

し

」

の

二

語

だ

け

あ

っ

た

。

し

か

し

、

江

戸

時

代

・

明

治

時

代

に

お

い

て

、

「

形

容

動

詞

語

幹

＋

が

ま

し

い

」

が

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

特

に

、

明

治

時

代

に

お

い

て

、

不

満

な

ど

の

意

を

表

す

「

不

躾

」

「

不

足

」

「

不

服

」

「

不

平

」

な

ど

の

語

が

多

く

見

ら

れ

た

。

形

容

動

詞

語

幹

だ

け

で

な

く

、

名

詞

や

動

詞

連

用

形

の

場

合

で

も

否

定

的

意

味

を

表

す

も

の

が

多

い

。

こ

れ

は

、

近

代

に

お

い

て

、

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

の

意

味

範

囲

の

縮

小

と

サ

変

漢

語

名

詞

の

大

量

出

現

に

関

係

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。 

 

２ 

接

尾

語

「

ら

し

い

」

の

発

展 

 

古

代

語

の

形

容

詞

接

尾

語

「

ら

し

」

は

、

近

代

語

に

お

い

て

は

「

ら

し

い

」

と

い

う

形

で

以

下

、

記

す

こ

と

に

す

る

。 

①

名

詞

＋

ら

し

い 

「

江

戸

時

代

」 

〔

人

を

表

す

名

詞

〕 
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あ

ほ

ら

し

い

【

阿

呆

】 

お

ん

な

ら

し

い

【

女

】 

げ

ん

ざ

ら

し

い 

こ

ど

も

ら

し

い

【

子

供

】 

じ

ん

た

い

ら

し

い

【

人

体

・

仁

体

】 

じ

ん

て

ら

し

い

【

人

体

・

仁

体

】 

じ

ん

ぶ

つ

ら

し

い

【

人

物

】 

に

ん

げ

ん

ら

し

い

【

人

間

】 

は

な

げ

ら

し

い

【

鼻

毛

】 

べ

ら

ぼ

う

ら

し

い

【

便

乱

坊

・

箆

棒

】 

〔

そ

の

他

の

名

詞

〕 

あ

い

き

ょ

う

ら

し

い

【

愛

敬

】 

い

じ

ら

し

い 

い

や

み

ら

し

い

【

厭

味

】 

う

そ

ら

し

い

【

嘘

】

う

わ

き

ら

し

い

【

浮

気

】 

え

よ

う

ら

し

い

【

栄

耀

】 

か

い

し

ょ

ら

し

い

【

甲

斐

性

】 

け

ん

ぺ

い

ら

し

い

【

権

柄

】 

こ

と

ら

し

い

【

事

】 

じ

ま

ん

ら

し

い

【

自

慢

】 

し

ろ

え

ら

し

い

【

白

絵

】 

せ

い

ら

し

い

【

勢

】 

ぜ

い

ら

し

い

【

贅

】 

せ

ん

し

ょ

う

ら

し

い

【

僭

上

】 

て

ん

ご

う

ら

し

い 

に

く

て

い

ら

し

い

【

憎

体

】 

に

く

て

ら

し

い

【

憎

体

】 

ひ

と

が

ら

ら

し

い

【

人

柄

】

も

っ

た

い

ら

し

い

【

勿

体

】 

よ

う

た

い

ら

し

い

【

容

体

】 

よ

う

ら

く

ら

し

い

【

瓔

珞

】 

り

く

つ

ら

し

い

【

理

屈

】 

り

ょ

う

け

ん

ら

し

い

【

料

簡

・

了

簡

】 

「

明

治

時

代

」 

い

ん

き

ら

し

い

【

陰

気

】 

し

ょ

う

し

ら

し

い

【

笑

止

】 

「

大

正

時

代

以

降

」 

け

ん

つ

く

ら

し

い

【

剣

突

】 

 

接

尾

語

「

ら

し

い

」

は

室

町

時

代

に

現

れ

、

江

戸

時

代

に

入

っ

て

も

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

人

を

表

す

名

詞

や

、

「

権

柄

」

「

自

慢

」

「

人

柄

」

「

容

体

」

「

瓔

珞

」

な

ど

人

の

性

質

に

関

す

る

名

詞

が

多

く

用

い

ら

れ

る

。

ま

た

、

語

数

は

少

な

い

が

、

接

尾

語

「

ら

し

」

は

「

僭

上

」

「

料

簡

」

の

よ

う

な

サ

変

動

詞

類

の

名

詞

に

付

く

こ

と

が

あ

る

。

江

戸

時

代

以

降

、

「

名

詞

＋

し

い

」

は

あ

ま

り

用

い

ら

れ

な

く
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な

る

よ

う

で

あ

る

。 
②

動

詞

＋

ら

し

い 

う

ぬ

ぼ

れ

ら

し

い

【

自

惚

】 

す

い

た

ら

し

い

【

好

】 

す

か

ん

ら

し

い

【

好

】 

に

つ

く

ら

し

い

（

に

つ

こ

ら

し

い

・

に

や

つ

こ

ら

し

い

）

【

似

付

】 

 

接

尾

語

「

ら

し

い

」

は

従

来

動

詞

に

付

く

場

合

は

極

め

て

少

な

い

。

江

戸

時

代

以

降

も

同

様

で

あ

る

。

そ

し

て

、

「

す

き

ら

し

い

」

の

よ

う

な

動

詞

連

用

形

で

は

な

く

、

「

す

い

た

ら

し

い

」

「

す

か

ん

ら

し

い

」

「

に

つ

く

ら

し

い

」

の

よ

う

な

「

タ

形

」

、

否

定

形

、

辞

書

形

が

現

れ

る

。

こ

の

点

か

ら

、

接

尾

語

「

ら

し

い

」

の

口

語

的

な

性

質

が

伺

え

る

。 

③

形

容

動

詞

語

幹

＋

ら

し

い 

「

江

戸

時

代

」 

い

や

ら

し

い

【

嫌

・

厭

】 

え

よ

う

ら

し

い

【

栄

耀

】 

う

さ

ん

ら

し

い

【

胡

散

】 

き

っ

し

く

ら

し

い 

き

の

ど

く

ら

し

い

【

気

毒

】 

け

い

は

く

ら

し

い

【

軽

薄

】 

し

さ

い

ら

し

い

【

子

細

】 

じ

ゃ

ま

ら

し

い

【

邪

魔

】 

す

い

ら

し

い

【

粋

】 

ぜ

い

ら

し

い

【

贅

】 

そ

こ

つ

ら

し

い

【

粗

忽

】 

た

い

そ

う

ら

し

い

【

大

層

・

大

造

】 

ば

か

ら

し

い

【

馬

鹿

】 

ひ

が

ら

し

い

【

僻

】 

ま

ん

ら

し

い

【

慢

】 

み

ょ

う

も

ん

ら

し

い

【

名

聞

】 

み

れ

ん

ら

し

い

【

未

練

】 

め

ん

ど

う

ら

し

い

【

面

倒

】 

や

ぼ

ら

し

い

【

野

暮

】 

「

明

治

時

代

」 

い

か

が

ら

し

い

【

如

何

】 

い

か

つ

め

ら

し

い

【

厳

】 

お

お

ぎ

ょ

う

ら

し

い

【

大

仰

】 

ぎ

ょ

う

さ

ん

ら

し

い

【

仰

山

】 

け

っ

こ

う

ら

し

い

【

結

構

】 

し

ぜ

ん

ら

し

い

【

自

然

】 

そ

ん

だ

い

ら

し

い

【

尊

大

】 

ま

じ

め

ら

し

い

【

真

面

目

】 
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江

戸

時

代

に

入

っ

て

、

「

形

容

動

詞

語

幹

＋

ら

し

い

」

は

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

そ

し

て

、

「

子

細

ら

し

い

」

以

外

に

、

す

べ

て

否

定

的

な

評

価

に

傾

く

。

「

栄

耀

」

「

粋

」

「

名

聞

」

の

よ

う

な

語

も

、

接

尾

語

「

ら

し

い

」

と

接

続

す

る

場

合

、

形

容

動

詞

の

否

定

的

意

味

で

用

い

ら

れ

て

い

る

。 
○

え

よ

う

ら

し

い

【

栄

耀

】

（

形

口

）

い

か

に

も

ぜ

い

た

く

な

さ

ま

で

あ

る

。

わ

が

ま

ま

勝

手

で

あ

る

。 

＊

浄

瑠

璃

・

出

世

景

清

〔

１

６

８

５

〕

二

「

ゑ

ゑ

、

ゑ

よ

う

ら

し

い

、

か

く

浪

人

の

憂

き

身

と

い

ひ

こ

と

さ

ら

か

た

き

を

持

っ

た

る

身

が

、

せ

め

て

一

年

に

一

度

の

た

よ

り

を

も

し

給

は

ず

」 

○

す

い

ら

し

い

【

粋

】

（

形

口

）

い

か

に

も

芸

事

や

花

柳

界

に

精

通

し

て

い

る

様

子

で

あ

る

。

わ

け

知

り

ら

し

い

。

粋

人

ら

し

い

。 

＊

浮

世

草

子

・

好

色

一

代

男

〔

１

６

８

２

〕

六

・

五

「

し

め

や

か

に

な

れ

ば

笑

は

せ

、

す

い

ら

し

き

男

は

は

ま

ら

せ

、

初

心

な

る

人

に

は

泪

こ

ぼ

さ

せ

て

よ

ろ

こ

ば

し

」 

○

み

ょ

う

も

ん

ら

し

い

【

名

聞

】

（

形

口

）

世

間

の

評

判

を

気

に

す

る

さ

ま

で

あ

る

。

名

誉

を

て

ら

う

よ

う

で

あ

る

。 

＊

雑

俳

・

柳

多

留

‐

初

〔

１

７

６

５

〕

「

草

津

の

湯

め

う

も

ん

ら

し

い

人

は

な

し

」 

な

お

、

明

治

時

代

に

お

い

て

は

、

「

結

構

ら

し

い

」

「

自

然

ら

し

い

」

「

真

面

目

ら

し

い

」

の

よ

う

な

肯

定

的

評

価

に

用

い

る

語

も

見

ら

れ

た

。

こ

れ

も

近

代

小

説

の

発

展

に

伴

い

、

江

戸

時

代

と

違

い

が

生

じ

た

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

大

正

時

代

以

降

に

お

い

て

、

「

形

容

動

詞

語

幹

＋

ら

し

い

」

の

造

語

は

見

当

た

ら

な

い

。 

④

形

容

詞

語

幹

＋

ら

し

い 

「

江

戸

時

代

」 

い

し

こ

ら

し

い 

い

と

し

ぼ

ら

し

い 

い

と

し

ら

し

い

【

愛

】 

お

か

し

ら

し

い 

か

わ

い

ら

し

い
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【

可

愛

】 

き

た

な

ら

し

い

【

汚

】 

く

さ

ら

し

い

【

臭

】 

こ

わ

ら

し

い

【

怖

】 

し

な

っ

こ

ら

し

い 

す

ぼ

ら

し

い 

に

く

ら

し

い 
「

明

治

時

代

」 
い

そ

が

し

ら

し

い

【

忙

】 

こ

わ

ら

し

い

【

強

】 

た

の

し

ら

し

い

【

楽

】 

ま

ず

っ

ぽ

ら

し

い

【

不

味

】 

や

さ

し

ら

し

い

【

優

】 

 

「

形

容

詞

語

幹

＋

ら

し

い

」

も

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

一

つ

注

目

さ

れ

る

の

は

、

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

だ

け

で

な

く

、

「

い

と

し

ら

し

い

」

「

お

か

し

ら

し

い

」

「

い

そ

が

し

ら

し

い

」

「

た

の

し

ら

し

い

」

「

や

さ

し

ら

し

い

」

な

ど

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

も

接

続

し

て

い

る

点

で

あ

る

。

形

容

詞

語

幹

の

多

用

は

、

接

尾

語

「

ら

し

い

」

と

推

量

の

助

動

詞

「

ら

し

い

」

の

混

用

に

関

係

が

あ

る

か

と

思

わ

れ

る

。

大

正

時

代

以

降

に

「

形

容

詞

＋

ら

し

い

」

の

造

語

は

見

当

た

ら

な

い

。 

⑤

副

詞

＋

ら

し

い 

ど

う

や

ら

ら

し

い 

も

っ

と

も

ら

し

い 

い

ま

さ

ら

ら

し

い

【

今

更

】 

す

こ

し

ら

し

い

【

少

】 

わ

ざ

と

ら

し

い

【

態

】 

こ

と

さ

ら

ら

し

い

【

殊

更

】 

「

副

詞

＋

ら

し

い

」

も

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

た

だ

、

「

少

し

ら

し

い

」

の

よ

う

な

数

量

を

表

す

副

詞

に

接

続

す

る

の

は

少

し

違

和

感

が

あ

る

。

こ

れ

も

助

動

詞

「

ら

し

い

」

の

影

響

で

は

な

い

か

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

３ 

そ

の

他

の

接

尾

語

に

つ

い

て 

①

接

尾

語

「

く

ろ

し

い

」

の

派

生

語 

 

あ

い

く

ろ

し

い

【

愛

】 

か

じ

く

ろ

し

い 

ね

ば

く

ろ

し

い

【

粘

】 

く

ん

じ

く

ろ

し

い 

か

た

く
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ろ

し

い

【

堅

】 

せ

ま

く

ろ

し

い

【

狭

】 

へ

た

く

ろ

し

い

【

下

手

】 

す

ね

く

ろ

し

い

【

拗

】 

ほ

て

く

ろ

し

い 

お

も

く

ろ

し

い

【

重

苦

】 
②

接

尾

語

「

く

る

し

い

」

の

派

生

語 

 

あ

い

く

る

し

い

【

愛

】 

せ

ぐ

る

し

い 

む

ね

ぐ

る

し

い

（

む

な

ぐ

る

し

い

）

【

胸

】 

あ

や

く

る

し

い 
お

も

く

る

し

い

【

重

苦

】 

か

た

く

る

し

い

【

堅

苦

】 

む

さ

く

る

し

い 

ね

ぐ

る

し

い

【

寝

苦

】 

ほ

て

く

る

し

い 

ま

せ

く

る

し

い 

い

き

く

る

し

い

【

息

苦

】 

ご

ら

ん

ぐ

る

し

い

【

御

覧

苦

】 

み

み

ぐ

る

し

い

【

耳

】 

あ

つ

く

る

し

い

【

厚

苦

】 

せ

ば

く

る

し

い

（

せ

ば

く

る

し

い

）

【

狭

】 
む

し

く

る

し

い

【

蒸

苦

】 

③

そ

の

他

の

接

尾

語

に

よ

る

派

生

語 

じ

ょ

う

ら

か

し

い

【

情

】 

せ

せ

こ

ま

し

い 

や

や

こ

し

い 

へ

た

く

あ

し

い

【

下

手

】 

ま

だ

る

こ

し

い

【

間

怠

】 

ざ

わ

め

か

し

い 

ふ

ゆ

め

か

し

い

【

冬

】 

ま

ど

ろ

こ

し

い 

 

接

尾

語

「

く

ろ

し

い

」

は

室

町

時

代

に

現

れ

、

主

に

江

戸

時

代

に

用

い

ら

れ

た

。

「

あ

い

く

ろ

し

い

（

愛

）

、

あ

つ

く

ろ

し

い

（

暑

）

、

お

も

く

ろ

し

い

（

重

）

、

か

た

く

ろ

し

い

（

堅

）

、

せ

ま

く

ろ

し

い

（

狭

）

」

な

ど

、

対

応

の

「

―

く

る

し

い

」

も

存

在

し

て

い

る

点

か

ら

見

る

と

、

語

源

的

に

は

同

じ

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

で

は

「

名

詞

に

付

い

て

、

そ

の

よ

う

な

様

子

で

あ

る

、

そ

の

も

の

ら

し

い

の

意

を

表

す

」

と

記

述

さ

れ

て

い

る

が

、

名

詞

以

外

に

も

形

容

詞

語

幹

や

動

詞

連

用

形

に

付

く

も

の

も

あ

る

の

で

、

「

く

る

し

い

」

の

変

形

と

考

え

た

方

は

妥

当

で

あ

ろ

う

。

接

尾

語

「

く

る

し

い

」

は

、

平

安

時

代

か

ら

現

れ

、

明

治

時

代

に

も

用

い

ら

れ

た

が

、

大

正

時

代

以

降

に

入

っ

て

新

出

語

は

あ

ま

り

見

ら

れ

な

い

。

ち

な

み

に

、

「

く

ろ

し

」

「

く

ら

は

し

・

く

ら

う

し

」

と

の

関

係

を

考

慮

し

、

接

尾

語

と

し

て

扱

う

が

、

「

苦

し

い

」

と

い

う

本

来

の

意

味

が

残

っ

て

い

る

た

め

、

複

合

形

容

詞

と

見

て

も

よ

い

。
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そ

の

他

の

接

尾

語

に

よ

る

派

生

語

は

少

な

い

。

近

代

に

お

い

て

、

既

存

の

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

「

ら

し

い

」

「

く

ろ

し

い

」

「

く

る

し

い

」

は

引

き

続

き

造

語

力

を

発

揮

し

て

い

る

が

、

時

代

に

つ

れ

て

変

化

し

、

消

滅

し

つ

つ

あ

る

。

大

正

時

代

以

降

は

、

「

脅

迫

が

ま

し

い

」

「

批

判

が

ま

し

い

」

の

よ

う

な

「

サ

変

漢

語

名

詞

＋

が

ま

し

い

」

だ

け

が

あ

る

程

度

量

産

が

見

え

る

。

次

は

、

近

代

唯

一

の

生

産

性

持

つ

新

出

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

に

つ

い

て

考

察

す

る

。 

 

三

―

二 

新

出

の

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

に

つ

い

て 

１ 

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

の

辞

書

記

述 

 

形

容

詞

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

は

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

次

の

よ

う

に

意

味

が

記

述

さ

れ

て

い

る 

た

ら

し

・

い

〔

接

尾

〕

（

形

容

詞

型

活

用

。

「

態

（

て

い

）

ら

し

い

」

の

変

化

し

た

も

の

か

） 

名

詞

や

形

容

詞

・

形

容

動

詞

の

語

幹

に

付

い

て

、

形

容

詞

化

し

、

い

か

に

も

そ

の

よ

う

な

感

じ

が

す

る

、

そ

の

性

質

が

強

い

、

の

意

を

表

す

。

感

じ

の

よ

く

な

い

場

合

に

い

う

。

「

貧

乏

た

ら

し

い

」

「

嫌

味

（

い

や

み

）

た

ら

し

い

」

「

憎

た

ら

し

い

」

「

好

か

ん

た

ら

し

い

」

な

ど

。 

次

は

『

大

辞

林

』

（

第

二

版

・

二

〇

〇

六

）

の

意

味

記

述

で

あ

る 

た

ら

し

い

（ 

接

尾 

）

〔

形

容

詞

型

活

用

。

「

っ

た

ら

し

い

」

の

形

で

も

用

い

る

〕 

名

詞

や

形

容

詞

・

形

容

動

詞

の

語

幹

に

付

い

て

形

容

詞

を

つ

く

る

。

い

か

に

も

そ

の

よ

う

に

感

ぜ

ら

れ

る

，

そ

の

よ

う

な

性

質

が

強

い

な

ど

の

意

を

表

す

。

好

ま

し

く

な

い

場

合

に

用

い

る

。 

「

未

練

―

・

い

」 

「

い

や

み

っ

―

・

い

」 

「

憎

―

・

い

」 

「

長

っ

―

・

い

」 

２ 

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

の

派

生

語 
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江

戸

時

代

以

降

の

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」 
「

江

戸

時

代

」 
〔

形

容

詞

語

幹

＋

た

ら

し

い

〕 
あ

ま

た

ら

し

い

【

甘

】 

え

ぐ

た

ら

し

い 

な

が

た

ら

し

い 

む

ご

た

ら

し

い

【

惨

・

酷

】 

〔

形

容

動

詞

語

幹

＋

た

ら

し

い

〕 

な

め

た

ら

し

い

【

無

好

】 

〔

名

詞

／

動

詞

＋

た

ら

し

い

〕 

い

や

み

た

ら

し

い

【

厭

味

】 

じ

ま

ん

た

ら

し

い

【

自

慢

】 

す

か

ん

た

ら

し

い

【

好

】 

「

明

治

時

代

」 

に

く

た

ら

し

い

【

憎

】 

す

け

べ

え

っ

た

ら

し

い

【

助

兵

衛

】 

う

ら

み

た

ら

し

い

【

恨

】 

〔

形

容

動

詞

語

幹

＋

た

ら

し

い

〕 

い

や

っ

た

ら

し

い

【

嫌

】 
き

ざ

っ

た

ら

し

い

【

気

障

】 

き

の

ど

く

っ

た

ら

し

い

【

気

毒

】 

ぎ

ょ

う

さ

ん

た

ら

し

い

【

仰

山

】 
び

ん

ぼ

う

た

ら

し

い

【

貧

乏

】 

ふ

け

つ

っ

た

ら

し

い

【

不

潔

】

ふ

じ

ゆ

う

た

ら

し

い

【

不

自

由

】 
ぶ

し

ょ

う

た

ら

し

い

【

不

精

・

無

精

】 

ふ

そ

く

た

ら

し

い

【

不

足

】 

み

じ

め

た

ら

し

い

【

惨

】 

み

れ

ん

た

ら

し

い

【

未

練

】 

や

ぼ

っ

た

ら

し

い

【

野

暮

】 

〔

形

容

詞

語

幹

＋

た

ら

し

い

〕 

は

が

ゆ

た

ら

し

い

【

歯

痒

】 

 

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

は

江

戸

時

代

か

ら

用

例

が

見

え

始

め

る

。

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

語

例

の

中

で

、

挙

例

が

最

も

古

い

の

は

「

長

た

ら

し

い

」

で

あ

る

。

江

戸

時

代
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の

語

例

か

ら

見

て

も

、

形

容

詞

語

幹

に

接

続

す

る

場

合

が

多

い

。

「

た

ら

し

い

」

は

「

態

（

て

い

）

ら

し

い

」

か

ら

変

化

し

た

も

の

と

見

ら

れ

、

対

応

す

る

「

ら

し

い

」

型

が

多

く

見

ら

れ

る

こ

と

、

「

っ

た

ら

し

い

」

の

よ

う

な

促

音

の

形

が

多

い

こ

と

な

ど

か

ら

、

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

は

「

ら

し

い

」

の

俗

語

的

な

言

い

方

と

し

て

発

達

し

た

の

で

は

な

い

か

と

思

わ

れ

る

。

た

だ

、

「

ら

し

い

」

と

比

べ

て

、

「

た

ら

し

い

」

は

名

詞

に

付

く

の

が

極

め

て

少

な

く

、

主

に

形

容

詞

と

形

容

動

詞

語

幹

に

付

い

て

い

る

。

こ

の

点

は

、

「

ら

し

い

」

が

近

代

に

入

っ

て

、

形

容

詞

と

形

容

動

詞

に

付

く

語

が

多

く

な

る

と

い

う

変

化

に

一

致

し

て

い

る

。

大

正

時

代

以

降

、

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

「

ら

し

い

」

の

衰

弱

に

伴

い

、

形

容

詞

語

幹

に

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 

 
 

 

第
四
節 

漢
語
形
容
詞
に
つ
い
て 

 

形

容

詞

は

従

来

漢

語

訓

読

に

用

い

ら

れ

る

も

の

が

あ

る

が

、

平

安

時

代

か

ら

、

個

別

で

あ

る

が

漢

語

は

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

始

め

た

。

直

接

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

る

の

は

少

な

い

が

、

二

音

節

の

漢

語

が

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

や

す

い

。

そ

し

て

、

時

代

に

つ

れ

て

、

畳

語

形

容

詞

以

外

に

、

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

「

ら

し

い

」

な

ど

の

派

生

語

に

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

次

に

、

漢

語

（

仏

語

、

漢

字

音

、

和

製

漢

語

な

ど

を

含

む

）

の

形

容

詞

に

つ

い

て

ま

と

め

て

お

く

。 

「

平

安

時

代

」 

〔

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

〕 

 

げ

す

げ

す

し

【

下

衆

下

衆

】 

び

び

し

【

美

美

】 

「

鎌

倉

時

代

」 

〔

単

純

形

容

詞

の

語

幹

〕 
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げ

す

し

【

下

衆

】 
〔

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

〕 

あ

い

あ

い

し

【

愛

愛

】 

ふ

く

ふ

く

し

【

福

】 

〔

派

生

形

容

詞

の

語

幹

〕 

や

う

が

ま

し

【

様

】 

あ

い

ら

し

【

愛

】 

「

室

町

時

代

」 

〔

単

純

形

容

詞

の

語

幹

〕 

じ

や

う

ら

ふ

し

【

上

臈

】 

さ

う

ざ

し

【

寂

寞

】 

う

つ

た

う

し

【

鬱

陶

】 

〔

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

〕 

い

し

い

し

し

【

以

次

以

次

】 

ど

く

ど

く

し

【

毒

毒

】 

ら

う

ら

う

し

【

良

良

】 

う

つ

う

つ

し

【

鬱

鬱

】 

せ

き

せ

き

し

【

戚

戚

】 

せ

つ

せ

つ

し

【

切

切

】 

て

ふ

て

ふ

し

【

喋

喋

】 

ぞ

う

ぞ

う

し

い

【

雑

雑

】 

〔

派

生

形

容

詞

の

語

幹

〕 

 

あ

い

ぎ

や

う

が

ま

し

【

愛

敬

】 
い

け

ん

が

ま

し

い

【

意

見

・

異

見

】 

き

や

く

し

ん

が

ま

し

【

隔

心

】 

こ

つ

が

ま

し

【

骨

】 

さ

い

く

が

ま

し

【

細

工

】 

ざ

う

さ

が

ま

し

【

造

作

】 

ぞ

く

が

ま

し

【

俗

】 

ひ

じ

が

ま

し

【

秘

事

】 
め

ら

う

が

ま

し

【

女

郎

】 

め

ん

ぼ

く

が

ま

し

【

面

目

】 

ゆ

だ

ん

が

ま

し

い

【

油

断

】 

あ

い

そ

う

ら

し

【

愛

想

】 

あ

く

ら

し

【

悪

】 

あ

は

う

ら

し

【

阿

房

】 

か

い

し

ょ

う

ら

し

い

【

甲

斐

性

】 

じ

ち

ら

し

（

じ

つ

ら

し

）

【

実

】 

し

ゆ

つ

け

ら

し

【

出

家

】 

し

ゃ

う

ね

ら

し

【

性

根

】 

じ

ん

と

う

ら

し

い

【

実

頭

】 

ぞ

く

ら

し

【

俗

】 

て

う

は

ふ

ら

し

【

調

法

】 

ど

く

ら

し

【

毒

】 

め

ん

ぼ

く

ら

し

【

面

目

】 

ご

た

い

そ

う

ら

し

い

【

御
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大

層

】 

じ

ん

じ

ょ

う

ら

し

い

【

尋

常

】 

じ

ち

か

ら

し

【

実

】 

し

や

う

ら

か

し

い

【

性

】 
「

江

戸

時

代

」 
〔

単

純

形

容

詞

の

語

幹

〕 
ち

ょ

う

じ

ょ

う

し

【

長

上

】 

よ

く

ど

う

し

い

（

よ

く

ど

し

い

）

【

欲

】 

ら

ん

が

し

い

【

乱

】 

ば

か

ら

し

い

【

馬

鹿

】 

む

や

く

し

い

【

無

益

】 

〔

畳

語

形

容

詞

〕 

ぎ

り

ぎ

り

し

い

【

義

理

義

理

】 

は

つ

は

つ

し

い

【

初

初

】 

げ

げ

し

い

【

異

異

】 

ば

か

ば

か

し

い

【

馬

鹿

馬

鹿

】 

〔

派

生

形

容

詞

〕 

こ

む

や

く

し

い

【

小

無

益

】 

ぶ

た

の

も

し

い

【

不

頼

】 

え

ん

り

ょ

が

ま

し

い

【

遠

慮

】 

お

ん

が

ま

し

い

【

恩

】 

く

ぜ

つ

が

ま

し

い

【

口

舌

】 

げ

ん

ぎ

ん

が

ま

し

い

【

現

銀

】 

た

に

ん

が

ま

し

い

【

他

人

】 

り

く

つ

が

ま

し

い

【

理

屈

】 

り

ん

き

が

ま

し

い

【

悋

気

】 

そ

う

が

ま

し

い

【

騒

】 

じ

ゆ

う

が

ま

し

い

【

自

由

】 

す

い

が

ま

し

い

【

粋

】 

ふ

ぎ

が

ま

し

い

【

不

義

】 

ふ

し

ぎ

が

ま

し

い

【

不

思

議

】 

ふ

し

ん

が

ま

し

い

【

不

審

】 

あ

い

き

ょ

う

ら

し

い

【

愛

敬

】 

え

よ

う

ら

し

い

【

栄

耀

】 

け

い

は

く

ら

し

い

【

軽

薄

】 

け

ん

ぺ

い

ら

し

い

【

権

柄

】 

じ

ま

ん

ら

し

い

【

自

慢

】 

じ

ん

た

い

ら

し

い

（

じ

ん

て

い

ら

し

い

）

【

人

体

・

仁

体

】 

じ

ん

ぶ

つ

ら

し

い

【

人

物

】 

せ

い

ら

し

い

【

勢

】 

ぜ

い

ら

し

い

【

贅

】 

せ

ん

し

ょ

う

ら

し

い

【

僭

上

】 

に

ん

げ

ん

ら

し

い

【

人

間

】 

よ

う

だ

い

ら

し

い

【

容

体

】 

よ

う

ら

く

ら

し

い

【

瓔

珞

】 

り

く

つ

ら

し

い

【

理

屈

】 

り

ょ

う

け

ん

ら

し

い

【

料

簡

】 
う

さ

ん

ら

し

い

【

胡

散

】 

し

ら

い

ら

し

い

【

子

細

】 

じ

ゃ

ま

ら

し

い

【

邪

魔

】 

す

い

ら

し

い

【

粋

】 

そ

こ

つ

ら

し

い

【

粗

忽

】 

た

い
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そ

う

ら

し

い

【

大

層

・

大

造

】 

ま

ん

ら

し

い

【

慢

】 

み

ょ

う

も

ん

ら

し

い

【

名

聞

】 

み

れ

ん

ら

し

い

【

未

練

】 

め

ん

ど

う

ら

し

い

【

面

倒

】 

じ

ょ

う

ら

か

し

い

【

情

】 

あ

い

く

る

し

い

（

あ

い

く

ろ

し

い

）

【

愛

】 

じ

ま

ん

た

ら

し

い

【

自

慢

】 

「

明

治

時

代

」 

〔

単

純

形

容

詞

の

語

幹

〕 

あ

い

そ

し

い

【

愛

想

】 

〔

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

〕 

だ

い

だ

い

し

い

【

大

大

】 

れ

い

れ

い

し

い

【

麗

麗

】 

〔

そ

の

他

の

複

合

形

容

詞

の

語

幹

〕 

お

り

み

た

だ

し

い

【

折

身

正

】 

き

そ

く

た

だ

し

い

【

規

則

正

】 

き

り

つ

た

だ

し

い

【

規

律

正

】

じ

ゅ

ん

じ

ょ

た

だ

し

い

【

順

序

正

】 

み

み

う

っ

と

う

し

い

【

耳

鬱

陶

】 

〔

派

生

形

容

詞

の

語

幹

〕 

 

あ

っ

せ

い

が

ま

し

い

【

圧

制

】 
お

ん

ぎ

が

ま

し

い

【

恩

義

・

恩

誼

】 

く

じ

ょ

う

が

ま

し

い

【

苦

情

】 

げ

い

が

ま

し

い

【

芸

】 
さ

い

そ

く

が

ま

し

い

【

催

促

】 

せ

ん

さ

く

が

ま

し

い

【

穿

鑿

・

詮

索

】 

な

ん

だ

い

が

ま

し

い

【

難

題

】 

よ

う

き

ゅ

う

が

ま

し

い

【

要

求

】 

き

ず

い

が

ま

し

い

【

気

随

】 

ぶ

し

つ

け

が

ま

し

い

【

不

躾

】 

ふ

そ

く

が

ま

し

い

【

不

足

】 

ふ

ふ

く

が

ま

し

い

【

不

服

】 

ふ

へ

い

が

ま

し

い

【

不

平

】 
み

れ

ん

が

ま

し

い

【

未

練

】 

し

ん

せ

つ

が

ま

し

い

【

親

切

】 

あ

だ

め

か

し

い

【

婀

娜

】 

い

ん

き

ら

し

い

【

陰

気

】 

し

ょ

う

し

ら

し

い

【

笑

止

】

ぎ

ょ

う

さ

ん

ら

し

い

【

仰

山

】 

け

っ

こ

う

ら

し

い

【

結

構

】 

し

ぜ

ん

ら

し

い

【

自

然

】 

そ

ん

だ

い

ら

し

い

【

尊

大

】 
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「

大

正

時

代

以

降

」 
〔

畳

語

形

容

詞

の

語

幹

〕 

ぎ

ぎ

し

い

【

儀

儀

】 

せ

じ

せ

じ

し

い

【

世

辞

世

辞

】 

ふ

だ

ん

ふ

さ

ん

し

い

【

不

断

不

断

】 

〔

そ

の

他

の

複

合

形

容

詞

の

語

幹

〕 

い

み

あ

た

ら

し

い

【

意

味

新

】 

か

く

ち

ょ

う

た

だ

し

い

【

格

調

正

】 

ぎ

し

き

た

だ

し

い

【

儀

式

正

】 
さ

ほ

う

た

だ

し

い

【

作

法

正

】 

じ

ょ

れ

つ

た

だ

し

い

【

序

列

正

】 

ち

つ

じ

ょ

た

だ

し

い

【

秩

序

正

】 

〔

派

生

形

容

詞

の

語

幹

〕 

き

ょ

う

は

く

が

ま

し

い

【

脅

迫

】 

そ

う

だ

ん

が

ま

し

い

【

相

談

】 

ひ

な

ん

が

ま

し

い

【

非

難

】

ひ

は

ん

が

ま

し

い

【

批

判

】 

ひ

ひ

ょ

う

が

ま

し

い

【

批

評

】 

べ

ん

か

い

が

ま

し

い

【

弁

解

】 

お

ん

き

せ

が

ま

し

い

【

恩

着

】 

け

ん

つ

く

ら

し

い

【

剣

突

】 

ぎ

ょ

う

さ

ん

た

ら

し

い

【

仰

山

】

び

ん

ぼ

う

た

ら

し

い

【

貧

乏

】 

ふ

け

つ

っ

た

ら

し

い

【

不

潔

】 

ふ

じ

ゆ

う

っ

た

ら

し

い

【

不

自

由

】 

ぶ

し

ょ

う

た

ら

し

い

【

不

精

・

無

精

】 

ふ

そ

く

た

ら

し

い

【

不

足

】 

み

れ

ん

た

ら

し

い

【

未

練

】 

  

漢

語

形

容

詞

は

平

安

時

代

に

現

れ

、

鎌

倉

時

代

末

ま

で

は

主

に

畳

語

形

容

詞

に

用

い

ら

れ

、

語

数

は

そ

れ

ほ

ど

多

く

な

か

っ

た

。

平

安

時

代

に

接

尾

語

「

が

ま

し

」

が

す

で

に

現

れ

た

が

、

漢

語

と

の

結

合

は

少

な

か

っ

た

。

室

町

時

代

に

入

っ

て

、

接

尾

語

「

ら

し

」

の

形

成

に

伴

い

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

と

「

ら

し

」

に

よ

る

漢

語

形

容

詞

が

大

量

に

産

み

出

さ

れ

た

。

こ

の

勢

い

は

江

戸

時

代

に

入

っ

て

も

維

持

さ

れ

て

い

る

。

明

治

時

代

に

入

っ

て

か

ら

、

漢

語

の

性

質

は

少

し

変

化

が

見

え

、

「

穿

鑿

」

「

批

評

」

の

よ

う

な
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サ

変

動

詞

類

の

漢

語

や

、

「

不

服

」

「

不

自

由

」

の

よ

う

な

否

定

形

式

の

漢

語

も

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

ま

た

、

「

格

調

正

し

い

」

「

儀

式

正

し

い

」

の

よ

う

な

「

漢

語

＋

正

し

い

」

の

形

容

詞

も

現

れ

た

。

大

正

時

代

以

降

、

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

「

ら

し

い

」

が

衰

弱

す

る

よ

う

に

な

っ

た

が

、

「

漢

語

＋

が

ま

し

い

」

だ

け

は

命

脈

を

保

ち

、

「

漢

語

＋

た

ら

し

い

」

が

現

れ

始

め

た

。

漢

語

形

容

詞

は

、

合

成

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

発

展

の

中

で

、

重

要

な

役

割

を

果

た

し

て

い

る

。 

  

第
五
節 

ま
と
め 

 

近

代

に

お

い

て

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

を

含

み

、

接

尾

語

「

し

」

に

よ

る

単

純

形

容

詞

の

造

語

は

明

ら

か

に

衰

え

を

見

せ

た

。

そ

し

て

、

新

出

の

単

純

形

容

詞

が

あ

る

と

言

っ

て

も

、

既

存

の

語

基

を

変

化

す

る

も

の

が

多

く

、

新

し

い

語

基

は

少

な

い

。

特

に

、

明

治

時

代

か

ら

、

「

名

詞

＋

し

」

「

副

詞

＋

し

」

「

形

容

詞

語

幹

＋

し

」

の

造

語

は

あ

ま

り

見

ら

れ

な

く

な

っ

た

。

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

は

多

少

用

い

ら

れ

る

が

、

上

代

や

平

安

時

代

に

現

れ

た

動

詞

か

ら

派

生

し

た

も

の

が

あ

り

、

小

説

の

発

展

に

伴

い

突

発

的

に

出

現

し

た

か

と

考

え

ら

れ

る

。

つ

ま

り

、

新

出

語

基

と

他

品

詞

か

ら

の

転

成

の

い

ず

れ

に

も

用

い

ら

れ

な

く

な

っ

た

。

近

代

に

お

い

て

、

単

純

形

容

詞

の

造

語

は

あ

る

程

度

安

定

し

、

新

出

語

基

や

動

詞

が

減

少

し

た

た

め

、

大

量

的

な

造

語

は

生

じ

に

く

い

。

こ

れ

に

対

し

て

、

既

存

の

語

基

を

用

い

る

合

成

形

容

詞

は

発

展

し

や

す

い

。 

 

畳

語

形

容

詞

は

減

少

し

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

は

多

用

さ

れ

た

。

ま

た

、

「

い

け

」

「

く

そ

」

な

ど

数

多

く

の

新

出

の

接

頭

語

と

、

「

こ

」

「

も

の

」

な

ど

の

既

存

の

接

頭

語

に

よ

っ

て

、

大

量

の

派

生

形

容

詞

も

造

ら

れ

た

。

江

戸

時

代

に

お

い

て

、

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

「

ら

し

い

」

「

く

ろ

し

い

」

「

く

る

し

い

」

と

新

出

の

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

な

ど

が

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

な

お

、

明

治

時

代

以

降

、
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「

た

ら

し

い

」

以

外

、

接

尾

語

の

造

語

力

は

大

幅

に

低

下

し

た

。 

近

代

語

に

お

い

て

は

、

新

出

の

形

容

詞

接

尾

語

は

少

な

く

、

既

存

の

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

が

多

い

。

ま

た

、

室

町

時

代

と

比

べ

て

、

意

味

的

に

は

否

定

的

評

価

に

傾

く

傾

向

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。

そ

の

原

因

は

、

派

生

形

容

詞

の

量

産

に

伴

い

、

接

尾

語

の

意

味

が

単

純

化

し

た

こ

と

と

関

係

が

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

従

来

「

が

ま

し

」

と

「

ら

し

」

は

そ

れ

ぞ

れ

広

い

意

味

範

囲

を

持

ち

、

そ

の

語

幹

に

様

々

な

語

基

が

現

れ

る

。

し

か

し

、

近

代

に

入

っ

て

、

「

が

ま

し

い

」

の

意

味

範

囲

が

縮

小

し

、

接

尾

語

「

ら

し

い

」

は

助

動

詞

の

「

ら

し

い

」

と

混

同

さ

れ

、

「

が

ま

し

い

」

「

ら

し

い

」

「

た

ら

し

い

」

の

意

味

的

な

違

い

が

あ

ま

り

意

識

さ

れ

な

い

よ

う

に

な

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

明

治

時

代

か

ら

、

名

詞

は

「

が

ま

し

い

」

、

形

容

動

詞

は

「

ら

し

い

」

「

た

ら

し

い

」

が

多

用

さ

れ

る

傾

向

が

見

ら

れ

る

。

近

代

語

の

派

生

形

容

詞

の

中

で

、

漢

語

名

詞

・

漢

語

形

容

動

詞

が

大

量

に

現

れ

、

形

容

詞

化

し

た

場

合

、

「

批

判

」

や

「

批

評

」

、

「

不

平

」

「

不

服

」

「

不

自

由

」

な

ど

同

義

的

な

漢

語

が

多

用

さ

れ

、

マ

イ

ナ

ス

の

意

味

傾

向

の

漢

語

が

使

用

さ

れ

が

ち

で

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

近

代

に

お

い

て

は

、

漢

語

が

新

た

に

造

語

さ

れ

た

り

、

新

た

な

意

味

を

付

与

さ

れ

た

り

し

て

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

そ

れ

と

調

和

す

る

接

尾

語

「

が

ま

し

い

」

が

用

い

ら

れ

る

と

と

も

に

、

新

た

に

接

尾

語

「

た

ら

し

い

」

が

出

現

し

た

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、

近

代

語

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

造

語

は

、

さ

ら

に

合

成

形

容

詞

に

傾

き

、

漢

語

形

容

詞

が

多

く

な

る

と

と

も

に

形

容

詞

語

彙

全

体

を

豊

か

に

し

て

い

っ

た

の

で

あ

る

。 
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第
四
章 

シ
ク
活
用
形
容
詞
の
意
味
分
類 

 
本

章

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

に

つ

い

て

考

察

を

行

う

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

に

よ

る

分

類

を

試

み

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

特

徴

と

意

味

変

化

の

傾

向

を

把

握

し

た

い

と

思

う

。 

 

第
一
節 

『
分
類
語
彙
表
』
に
基
づ
く
意
味
分
類 

一

―

一 

『

分

類

語

彙

表

』

に

基

づ

く

意

味

分

類 

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

は

八

七

九

語

で

あ

る

。

国

立

国

語

研

究

所

編

集

し

た

『

分

類

語

彙

表

』

（

一

九

六

四

）

の

分

類

基

準

に

従

い

、

こ

の

八

七

九

語

を

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

の

意

味

記

述

に

よ

っ

て

分

類

し

て

み

た

。 

次

の

分

類

項

目

・

番

号

表

記

は

『

分

類

語

彙

表

』

（

一

九

六

四

）

に

よ

る

。 

１ 

抽

象

的

関

係 

１

０ 

真

偽 

１

０

１

０ 

こ

そ

あ

ど

・

他 

１

０

３

０ 

真

偽

・

是

非 

０

４ 

じ

ち

‐

ら

し

い

【

実─

】 

じ

つ

‐

ら

し

い

【

実─

】 

ま

こ

と

‐

し

い

【

真

・

実

】 

０

６ 

え

せ

わ

し

い

【

似

非

】 

０

７ 

む

な

し

い

【

空

・

虚

】 

ゆ

め

ゆ

め

‐

し

い

【

夢

夢

】 

０

８ 

ま

ざ

ま

ざ

‐

し

い 
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０

９ 

た

だ

し

い

【

正

】 

ま

さ

‐

し

い

【

正

】 

１

１ 

う

る

わ

し

い

【

美

・

麗

】 

か

く

ち

ょ

う

‐

た

だ

し

い

【

格

調

正

】 
１

０

４

０ 

本

体

・

代

理 
０

３ 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

め

‐

だ

た

し

い

【

目

立

】 

め

‐

だ

た

わ

し

い

【

目

立

】 

め

ぼ

し

い 

０

４ 
や

つ

や

つ

‐

し

い

【

窶

窶

】 

１

１ 

類 

１

１

０

１ 

等

級

・

系

列 

１

１

１

０ 

関

係 

０

１ 

よ

そ

よ

そ

‐

し

い

【

余

所

余

所

】 

０

４ 

し

た

し

い

【

親

】 

ま

ま

‐

し

い

【

継

】 

１

１

１

２ 

因

果 

１

１

１

３ 

理

由

・

目

的

・

証

拠 

０

１ 

し

ら

‐

し

い

【

白

】 

し

ら

じ

ら

‐

し

い

【

白

白

】 

そ

ら

ぞ

ら

‐

し

い

【

空

空

】 

ぬ

け

ぬ

け

‐

し

い

【

抜

抜

】 

ま

ざ

ま

ざ

‐

し

い 

む

な

し

い

【

空

・

虚

】 
 

０

２ 

か

ご

と

‐

が

ま

し

い

【

託

言─

】 
し

さ

い

‐

ら

し

い

【

子

細─

】 

な

に

と

や

ら

‐

し

い

【

何─

】 

に

つ

こ

‐

ら

し

い

【

似─
】 

ま

こ

と

‐

し

い

【

真

・

実

】 

ま

こ

と

‐

ら

し

い

【

真─

】 

も

っ

と

も

‐

ら

し

い

【

尤─

】 

ゆ

い

し

ょ

‐

た

だ

し

い

【

由

緒

正

】 

よ

う

‐

が

ま

し

い

【

様─

】 

り

く

つ

‐

ら

し

い

【

理

屈─

】 

１

１

２

０ 

相

対 
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０

４ 

あ

い

‐

ひ

と

し

い

【

相

等

】 
１

１

３

０ 

異

同

・

類

似 

０

１ 

お

な

じ

い

【

同

】 
０

３ 

に

つ

こ

‐

ら

し

い

【

似─

】 

ま

ぎ

ら

わ

し

い

【

紛

】 

０

５ 
お

ぼ

し

い

【

思

・

覚

】 

お

も

わ

し

い

【

思

】 

お

や

‐

が

ま

し

い

【

親─

】 

じ

ち

‐

ら

し

い

【

実─

】 

じ

つ

‐

ら

し

い

【

実─

】 

と

の

‐

が

ま

し

い

【

殿─

】 

に

や

つ

こ

ら

し

い 

０

８ 

ひ

と

し

い

【

等

・

均

・

斉

】 

１

２ 

存

在 

１

２

０

０ 

存

在 

０

６ 

む

な

し

い

【

空

・

虚

】 

１

２

１

０ 

出

没 

１

２

３

０ 

必

然

性 

１

３ 

様

相 

１

３

０

２ 

趣

・

調

子 

０

３ 

お

‐

い

し

い

【

美

味

・

旨

味

】 
く

る

し

い

【

苦

】 

０

４ 

す

が

す

が

‐

し

い

【

清

清

】 

ち

ょ

う

ち

ょ

う

‐

し

い

【

喋

喋

】 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

０

７ 

あ

っ

た

ら

し

い

【

惜

】 

い

し

い

【

美

】 
う

つ

く

し

い

【

美

・

愛

】 

う

ら

‐

や

ま

し

い

【

羨

】 

か

な

し

い

【

悲

・

哀

・

愛

】 

け

っ

こ

う

‐

ら

し

い

【

結

構─

】 

こ

う

ば

し

い
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【

香

・

芳

】 

す

っ

‐

ば

ら

し

い

【

素

晴

】 

す

‐

ば

ら

し

い

【

素

晴

】 

す

ん

‐

ば

ら

し

い

【

素

晴

】 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

め

‐

ざ

ま

し

い

【

目

覚

】 
１

３

３

１ 

特

徴 
０

１ 

よ

ろ

し

い

【

宜

】 
 

０

３ 
じ

ん

じ

ょ

う

‐

ら

し

い

【

尋

常─

】 

な

ま

‐

や

さ

し

い

【

生

易

・

生

優

】 

ひ

さ

し

い

【

久

・

尚

】 

ひ

と

し

い

【

等

・

均

・

斉

】 

ふ

だ

ん

ふ

だ

ん

‐

し

い

【

不

断

不

断

】 

０

８ 

あ

や

‐

し

い

【

怪

・

妖

・

奇

】 

い

な

か

‐

め

ず

ら

し

い

【

田

舎

珍

】 

お

と

こ

‐

め

ず

ら

し

い

【

男

珍

】 

お

ん

な

‐

め

ず

ら

し

い

【

女

珍

】 

こ

え

‐

め

ず

ら

し

い

【

声

珍

】 

こ

ど

も

‐

め

ず

ら

し

い

【

子

供

珍

】 

そ

と

‐

め

ず

ら

し

い

【

外

珍

】 

と

も

し

い

【

乏

・

羨

】 

は

な

‐

め

ず

ら

し

い

【

花

珍

】 

ひ

と

‐

め

ず

ら

し

い

【

人

珍

】 

み

み

‐

め

ず

ら

し

い

【

耳

珍

】 
め

ず

ら

し

い 

【

珍

】 

も

の

‐

め

ず

ら

し

い

【

物

珍

】 

０

９ 

お

そ

ろ

し

い

【

恐

】 

１

３ 

あ

た

ら

し

い

【

新

】 

１

４ 

い

ま

‐

め

か

し

い

【

今─
】 

お

か

し

い 

け

げ

‐

し

い

【

異

異

】 

１

５ 

め

‐

ざ

ま

し

い

【

目

覚

】 

１

６ 

ふ

か

し

い

【

深

】 

１

３

３

２ 

良

不

良

・

適

不

適 

０

１ 

い

し

い

【

美

】 

よ

ろ

し

い

【

宜

】 

０

４ 

お

も

わ

し

い

【

思

】 

こ

の

ま

し

い

【

好

】 

に

く

‐

ら

し

い

【

憎─

】 

０

５ 

あ

し

い

【

悪

】 

い

か

が

‐

し

い

【

如

何

】 
い

か

が

‐

ら

し

い

【

如

何─

】 

い

か

が

わ
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し

い

【

如

何

】 

い

し

い

【

美

】 

お

ろ

し

い 

０

８ 

お

だ

し

い

【

穏

】 

み

み

‐

う

っ

と

う

し

い

【

耳

鬱

陶

】 

１

０ 

い

っ

と

う

‐

し

い

【

甚

】 
１

４ 

そ

ぐ

わ

し

い 

な

つ

か

し

い

【

懐

】 

に

あ

わ

し

い

【

似

合

】 

に

‐

つ

か

し

い

【

似

付

】 

に

‐

つ

か

わ

し

い

【

似

付

】 

に

つ

く

‐

ら

し

い

【

似

付─

】 

に

つ

こ

‐

ら

し

い

【

似

─
】 

に

や

つ

こ

ら

し

い 

に

や

わ

し

い

【

似

合

】 

ふ

さ

わ

し

い

【

相

応

】 

１

８ 

じ

ゃ

ま

‐

ら

し

い

【

邪

魔─

】 

め

‐

ざ

ま

し

い

【

目

覚

】 

１

３

４

０ 

調

和

・

混

乱 

０

２ 

き

そ

く

‐

た

だ

し

い

【

規

則

正

】 

０

３ 

う

る

わ

し

い

【

美

・

麗

】 

き

り

つ

‐

た

だ

し

い

【

規

律

正

】 

じ

ゅ

ん

じ

ょ

‐

た

だ

し

い

【

順

序

正

】 
 
た

だ

し

い

【

正

】 

ち

つ

じ

ょ

‐

た

だ

し

い

【

秩

序

正

】 

０

５ 

さ

わ

が

し

い

【

騒

】 

ぞ

う

ぞ

う

‐

し

い

【

雑

雑

】 

み

だ

り

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥

─

】 

み

だ

り

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 
 

１

３

４

１ 

弛

緩

・

粗

密

・

繁

簡 

０

１ 

だ

ら

だ

ら

‐

し

い 

ゆ

る

か

し

い

【

緩

】 

０

４ 

き

び

し

い

【

厳

】 

０

７ 

こ

ま

か

‐

し

い

【

細

】 

こ

ま

ご

ま

‐

し

い

【

細

細

】 

こ

ま

っ

か

‐

し

い

【

細

】 

０

８ 

く

だ

く

だ

‐

し

い 

こ

ま

ご

ま

‐

し

い

【

細

細

】 

や

や

こ

し

い 

や

や

っ

こ

し

い 

わ

ず

ら

わ

し

い

【

煩

】 

１

３

４

５ 

美

醜 
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０

１ 

う

つ

く

し

い

【

美

・

愛

】 

う

る

わ

し

い

【

美

・

麗

】 

お

か

し

い 

そ

ら

‐

う

つ

く

し

い

【

空

美

】 
 

び

び

‐

し

い

【

美

美

】 

み

ず

み

ず

‐

し

い

【

瑞

瑞

・

水

水

】 

ゆ

ゆ

し

い

【

由

由

・

忌

忌

】 
 

０

２ 

し

お

‐

ら

し

い 

０

３ 
く

わ

し

い

【

美

・

細

・

妙

・

詳

・

委

・

精

】 

み

め

‐

う

る

わ

し

い

【

眉

目

麗

・

見

目

麗

】 

０

４ 
つ

や

つ

や

‐

し

い

【

艷

艷

】 

に

お

わ

し

い

【

匂

】 

は

で

は

で

‐

し

い

【

派

手

派

手

】 
は

な

ば

な

‐

し

い

【

花

花

・

華

華

】 

は

な

‐

め

ず

ら

し

い

【

花

珍

】 

は

れ

ば

れ

‐

し

い

【

晴

晴

】 

ま

ぶ

し

い

【

眩

】 

ま

ぼ

し

い

【

眩

】 

れ

い

れ

い

‐

し

い

【

麗

麗

】 

０

５ 

あ

だ

‐

め

か

し

い

【

婀

娜─

】 

な

ま

‐

め

か

し

い

【

艷─

】 

０

７ 

す

ず

し

い

【

涼

】 
 

０

９ 

ご

ら

ん

‐

ぐ

る

し

い

【

御

覧

苦

】 

み

‐

ぐ

る

し

い

【

見

苦

】 

１

０ 

き

た

な

‐

ら

し

い

【

汚─

】 

く

さ

‐

ら

し

い

【

臭─

】 

け

が

ら

わ

し

い

【

汚

・

穢

】 

こ

‐

ぎ

た

な

ら

し

い

【

小

汚

】 

こ

‐

む

さ

ら

し

い 

ふ

け

つ

っ

‐

た

ら

し

い

【

不

潔─

】 

む

さ

‐

く

る

し

い 

む

さ

‐

く

ろ

う

し

い 

む

さ

‐

く

ろ

し

い 

む

さ

‐

ら

し

い 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 
 

１

３

４

６ 

難

易

・

安

危 

０

２ 

な

ん

だ

い

‐

が

ま

し

い

【

難

題─

】 
 

０

３ 

く

る

し

い

【

苦

】 

し

ち

‐

む

ず

か

し

い

【─

難

】 

し

ょ

‐

む

ず

か

し

い

【─

難

】 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】

 

ひ

ち

‐

む

ず

か

し

い

【
─

難

】

 

む

ず

が

か

し

い

 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

む

つ

が

か

し

い 

む

つ

か

し

い

【

難

】 
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０

６ 

や

さ

し

い

【

優

・

易

】 
 

０

７ 

な

ま

‐

や

さ

し

い

【

生

易

・

生

優

】 
 

１

０ 

お

だ

し

い

【

穏

】 
 

１

２ 

あ

ぶ

か

し

い

【

危

】 

あ

ぶ

か

わ

し

い

【

危

】 

あ

ぶ

っ

か

し

い

【

危

】 

あ

ぶ

な

か

し

い

【

危

】 

あ

ぶ

な

っ

か

し

い

【

危

】 

あ

や

う

し

い

【

危

】 

き

び

し

い 

【

厳

】 

け

わ

し

い

【

険

・

嶮

】 

は

つ

し

い 

１

４ 

力 

１

４

０

０ 

力 

０

２ 

た

く

ま

し

い

【

逞

】 

０

４ 

よ

わ

よ

わ

‐

し

い

【

弱

弱

】 

０

５ 

い

か

め

し

い

【

厳

】 

け

わ

し

い

【

険

・

嶮

】 
 

は

げ

し

い

【

激

・

烈

・

劇

】 

０

７ 

あ

ら

あ

ら

‐

し

い

【

荒

荒

】 

０

９ 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】 
も

の

‐

す

さ

ま

じ

い

【

物

凄

】 

１

５ 

作

用 

１

５

０

０ 

作

用

・

変

化 

０

８ 

あ

わ

あ

わ

‐

し

い

【

沫

沫

】 

め

‐

ま

ぎ

ら

し

い

【

目

紛

】 

め

‐

ま

ぐ

ら

し

い

【

目

紛

】 

め

‐

ま

ぐ

る

し

い 

【

目

紛

】 

め

‐

ま

ぐ

ろ

し

い

【

目

紛

】 

１

５

０

４ 

連

続

・

反

復 

０

１ 

い

そ

が

し

い

【

忙

・

急

】 

１

５

１

０ 

動

き 
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１

５

１

１ 

動

揺

・

回

転 
１

５

１

３ 

固

定

・

傾

き

・

転

倒

な

ど 
１

５

２

０ 

進

行

・

過

程

・

経

由 
０

１ 

な

ず

ま

し

い

【

泥

】 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

１

５

２

２ 
走

り

・

飛

び

・

流

れ

な

ど 

１

５

３

２ 
入

り

・

入

れ 

１

５

３

５ 

包

み

・

覆

い

な

ど 

１

５

４

１ 

乗

り

降

り

・

浮

き

沈

み 

１

５

５

１ 

統

一

・

組

み

合

わ

せ 

１

５

５

２ 

分

割

・

分

裂

・

分

散 

１

５

５

３ 

開

閉

・

封 

１

５

６

０ 

接

近

・

接

触

・

隔

離 

１

５

７

１ 

切

断 

１

５

８

４ 

限

定

・

優

劣 

０

６ 

す

ぼ

‐

ら

し

い 

１

６ 

時

間 

１

６

０

０ 

時

間 

０

２ 

い

く

‐

ひ

さ

し

い

【

幾

久

】 

お

‐

と

お

ど

お

し

い

【

御

遠

遠

】 

と

し

‐

ひ

さ

し

い

【

年

久

】 

な

が

な

が

‐

し

い

【

長

長

・

永

永

】 

ひ

さ

し

い

【

久

・

尚

】 

ひ

さ

び

さ

‐

し

い

【

久

久

】 

ふ

さ

し

い

【

久

】 

ほ

ど

‐

ひ

さ

し

い

【

程

久

】 
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１

６

１

１ 

時

機 

０

６ 

う

ち

つ

け

‐

が

ま

し

い

【

打

付─

】 
１

６

１

２ 

毎

日

・

毎

度 
０

３ 

は

げ

し

い

【

激

・

烈

・

劇

】 

０

５ 
ひ

さ

し

い

【

久

・

尚

】 

ひ

さ

び

さ

‐

し

い

【

久

久

】 

ふ

さ

し

い

【

久

】 

め

ず

ら

し

い

【

珍

】 

１

６

１

４ 

現

在 

１

６

４

２ 

過

去 

１

６

４

３ 

未

来 

１

６

５

０ 

順

序 

０

１ 

じ

ょ

れ

つ

‐

た

だ

し

い

【

序

列

正

】 

１

６

５

１ 

終

始 

１

６

６

０ 

新

旧

・

遅

速 

０

１ 

あ

た

ら

し

い

【

新

】 

う

つ

く

し

い

【

美

・

愛

】 

こ

‐

あ

た

ら

し

い

【

小

新

】 

な

ま

‐

あ

た

ら

し

い

【

生

新

】 

な

ま

な

ま

‐

し

い

【

生

生

】 

ま

‐

あ

た

ら

し

い

【

真

新

】 

も

の

‐

あ

た

ら

し

い

【

物

新

】 

０

２ 

い

ま

‐

め

か

し

い

【

今─

】 

い

み

‐

あ

た

ら

し

い

【

意

味

新

】 

こ

と

‐

あ

た

ら

し

い

【

事

新

】 

み

み

‐

あ

た

ら

し

い

【

耳

新

】 

め

‐

あ

た

ら

し

い

【

目

新

】 

０

６ 

ふ

る

し

い

【

古

】 
 

ふ

る

‐

め

か

し

い

【

古─

】 

１

０ 

う

い

う

い

‐

し

い

【

初

初

】 

う

ぶ

う

ぶ

‐

し

い

【

生

生

】 

み

ず

み

ず

‐

し

い

【

瑞

瑞

・
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水

水

】 

わ

か

わ

か

‐

し

い

【

若

若

】 

１

４ 

は

つ

は

つ

‐

し

い

【

初

初

】 

は

や

ば

や

‐

し

い

【

早

早

】 
１

６

７

０ 

時

間

的

前

後 
１

０ 

い

ま

さ

ら

‐

ら

し

い

【

今

更─

】 

１

６

７

１ 
即

時 

０

４ 
ひ

と

し

い

【

等

・

均

・

斉

】 

０

５ 

ひ

と

し

い

【

等

・

均

・

斉

】 

０

６ 

つ

い

で

‐

が

ま

し

い

【

序─

】 

１

７ 

空

間 

１

７

０

０ 

空

間

・

場

所 

１

７

３

０ 

方

向 

１

８

形 

１

８

０

０ 

形 

０

３ 

い

か

つ

め

‐

ら

し

い

【

厳─
】 

い

か

め

し

い

【

厳

】 

０

６ 

す

ぐ

‐

ら

し

い

【

直─

】 
た

だ

し

い

【

正

】 

０

８ 

ふ

さ

ふ

さ

‐

し

い

【

総

総

・

房

房

】 

０

９ 

か

ど

か

ど

‐

し

い

【

角

角

】 

と

げ

と

げ

‐

し

い

【

刺

刺

】 

１

１ 

ま

る

ま

る

‐

し

い

【

丸

丸

】 

１

９ 

量 

１

９

１

０ 

多

少 
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０

３ 

お

お

し

い

【

多

】 

お

び

た

だ

し

い

【

夥

】 

ふ

か

し

い

【

深

】 

１

０ 

ふ

く

ぶ

く

‐

し

い

【

福

福

】 

１

５ 

い

ぼ

い

ぼ

‐

し

い

【

疣

疣

】 

お

い

ぼ

い

ぼ

し

い 

す

こ

し

‐

ら

し

い

【

少─

】 

ま

ず

し

い

【

貧

】 

ゆ

め

‐

が

ま

し

い

【

夢─

】 

ゆ

め

ゆ

め

‐

し

い

【

夢

夢

】 

１

８ 
あ

わ

あ

わ

‐

し

い

【

淡

淡

】 

あ

わ

し

い

【

淡

】 

１

９

１

１ 
長

短

・

高

低

・

深

浅

・

厚

薄

・

遠

近 

０

１ 

な

が

し

い

【

長

】 

な

が

‐

た

ら

し

い

【

長─

】 

な

が

っ

‐

た

ら

し

い

【

長─

】 

な

が

な

が

‐

し

い

【

長

長

・

永

永

】 

０

６ 

あ

さ

か

ら

し

い

【

浅

】 

ふ

か

ぶ

か

‐

し

い

【

深

深

】 

０

７ 

あ

つ

‐

く

る

し

い

【

厚

苦

】 

う

す

う

す

‐

し

い

【

薄

薄─

】 

０

８ 

と

お

ど

お

‐

し

い

【

遠

遠

】 

０

９ 

ち

か

ぢ

か

‐

し

い

【

近

近

】 

１

９

１

２ 

広

狭

・

大

小 

０

２ 

は

れ

ば

れ

‐

し

い

【

晴

晴

】 

０

４ 

せ

せ

こ

ま

し

い 

せ

せ

っ

こ

ま

し

い 

せ

ば

‐

く

る

し

い

【

狭

苦

】 

せ

ま

‐

く

る

し

い

【

狭

苦

】 

せ

ま

‐

く

ろ

し

い

【

狭─

】 
 

せ

ま

っ

‐

く

る

し

い

【

狭

苦

】 

０

６ 

い

か

め

し

い

【

厳

】 

お

び

た

だ

し

い

【

夥

】 

０

９ 

い

ぼ

い

ぼ

‐

し

い

【

疣

疣

】 

１

９

１

３ 

速

度 

０

１ 

は

や

ば

や

‐

し

い

【

早

早

】 
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０

６ 

ま

だ

る

‐

こ

し

い

【

間

怠─

】 

ま

だ

る

っ

‐

こ

し

い

【

間

怠─

】 

ま

ど

ろ

‐

こ

し

い 

ま

だ

ろ

っ

‐

こ

し

い 

ま

ど

し

い 

ま

ど

ろ

‐

か

し

い 

ま

ど

ろ

‐

こ

し

い 

ま

ど

ろ

‐

し

い 

ま

ど

ろ

っ

‐

こ

し

い 
０

８ 

あ

わ

た

だ

し

い

【

慌

・

遽

】 

い

そ

が

し

い

【

忙

・

急

】 

け

わ

し

い

【

険

・

嶮

】 

せ

か

せ

か

‐

し

い

せ

わ

し

い

【

忙

】 

め

‐

ま

ぎ

ら

し

い

【

目

紛

】 

め

‐

ま

ぐ

ら

し

い

【

目

紛

】 

め

‐

ま

ぐ

る

し

い

【

目

紛

】 
 

め

‐

ま

ぐ

ろ

し

い

【

目

紛

】 
 

１

９

１

４ 

軽

重 

０

１ 

お

も

お

も

‐

し

い

【

重

重

】 
 

０

２ 

か

ろ

が

ろ

‐

し

い

【

軽

軽

】 
 

１

９

１

５ 

寒

暖 

０

２ 

あ

つ

‐

く

る

し

い

【

暑

苦

・

熱

苦

】 

あ

つ

‐

く

ろ

う

し

い

【

暑

苦

】 

あ

つ

‐

く

ろ

し

い

【

暑

苦

・

熱

苦

】 
あ

つ

っ

‐

く

る

し

い

【

暑

苦

・

熱

苦

】 

む

し

‐

ぐ

る

し

い

【

蒸

苦

】 
 

０

５ 

こ

‐

す

ず

し

い

【

小

涼

】 

す

ず

し

い

【

涼

】 

０

６ 

こ

‐

す

さ

ま

じ

い

【

小

凄

】 

さ

む

ざ

む

‐

し

い

【

寒

寒

】 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】 

ひ

え

び

え

‐

し

い

【

冷

冷

】 
 

１

９

２

０ 

程

度 

０

９ 

よ

ろ

し

い

【

宜

】 
 

１

７ 

い

よ

し

い

【

彌

】 
 

２

６ 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】 

あ

た

た

し

い 

い

た

い

た

‐

し

い

【

痛

痛

・

傷

傷

】 

い

ち

‐

じ

る

し

い

【

著

】 

お

お

し

い

【

多

】 

お

そ

ろ

し

い

【

恐

】 

お

っ

そ

ろ

し

い

【

恐

】 

お

っ



202 

 

と

ろ

し

い

【

恐

】 

お

び

た

だ

し

い

【

夥

】 

き

び

し

い

【

厳

】 

け

わ

し

い

【

険

・

嶮

】 

さ

ま

じ

い 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】 

す

っ

‐

ば

ら

し

い

【

素

晴

】 

す

‐

ば

ら

し

い

【

素

晴

】 

す

ん

‐

ば

ら

し

い

【

素

晴

】 

ば

か

ば

か

‐

し

い

【

馬

鹿

馬

鹿

】 

ば

か

‐

ら

し

い

【

馬

鹿─

】 

は

げ

し

い

【

激

・

烈

・

劇

】 

は

な

は

だ

‐

し

い

【

甚

】 

べ

ら

ぼ

う

‐

ら

し

い

【

便

乱

坊─

・

篦

棒

（

ボ

ウ

）─

】 

ゆ

ゆ

し

い

【

由

由

・

忌

忌

】 

２

８ 
あ

ま

り

‐

し

い

【

余

】 

あ

ん

ま

り

‐

し

い 

お

び

た

だ

し

い

【

夥

】 

１

９

２

１ 

限

度 

０

４ 

た

た

わ

し

い

【

湛

】 
 

１

９

３

１ 

過

不

足 

０

３ 

と

ぼ

し

い

【

乏

】 

と

も

し

い

【

乏

・

羨

】 

ま

ど

し

い

【

貧

】 

１

９

４

０ 

一

般

・

全

体

・

部

分 

 

３ 

精

神

及

び

行

為 

３

０ 

心 

３

０

０

０ 

心 

３

０

０

１ 

感

覚 

０

１ 

な

や

ま

し

い

【

悩

】 

０

６ 

ま

ぶ

し

い

【

眩

】 

ま

ぼ

し

い

【

眩

】 

３

０

０

２ 

感

動

・

興

奮 

０

１ 

か

な

し

い

【

悲

・

哀

・

愛

】 

し

お

‐

ら

し

い 
な

み

だ

‐

ぐ

ま

し

い

【

涙─

】 

や

さ

し
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い

【

優

・

易

】 

０

２

 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】

 

お

そ

ろ

し

い

【

恐

】 

お

と

ろ

し

い

【

恐

】

 

お

と

ろ

っ

し

い

【

恐

】 

き

び

し

い

【

厳

】 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】 

３

０

０

３ 

飢

渇

・

酔

い

・

疲

労

・

睡

眠

な

ど 

０

１ 
く

ち

‐

さ

び

し

い

【

口

寂

】 

く

ち

‐

ざ

み

し

い

【

口

寂

】 

く

ち

‐

さ

む

し

い

【

口

寂

】 
ひ

も

じ

い 

０

５ 

ね

‐

ぐ

る

し

い

【

寝

苦

】 

３

０

１

１ 

快

・

喜

び 

０

１ 

あ

け

し

い

【

明

】 

こ

こ

ろ

‐

う

れ

し

い

【

心

嬉

】 

こ

こ

ろ

‐

す

ず

し

い

【

心

涼

】 

さ

え

ざ

え

‐

し

い

【

冴

冴

・

冱

冱

】 

す

が

‐

し

い

【

清

】 

す

が

す

が

‐

し

い

【

清

清

】 

す

ず

し

い

【

涼

】 

は

れ

‐

が

ま

し

い

【

晴─

】 

は

れ

ば

れ

‐

し

い

【

晴

晴

】 

も

の

‐

す

ず

し

い

【

物

涼

】 

０

３ 

う

る

し

い

【

嬉

】 

う

れ

し

い

【

嬉

・

快

・

歓

】 

こ

‐

う

れ

し

い

【

小

嬉

】 

こ

こ

ろ

‐

た

の

し

い

【

心

楽

】 

こ

こ

ろ

‐

に

ぎ

わ

し

い

【

心

賑

】 

た

の

し

い

【

楽

】

よ

ろ

こ

ば

し

い

【

喜

・

悦

】 

０

４ 

お

か

し

い 

お

も

し

ろ

‐

お

か

し

い

【

面

白

可

笑

】 

も

の

‐

お

も

わ

し

い

【

物

思

】 
 

０

５ 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】 

し

ら

じ

ら

‐

し

い

【

白

白

】 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】 

す

ず

し

い

【

涼

】 

も

の

‐

す

さ

ま

じ

い

【

物

凄

】 

わ

び

し

い

【

侘

】 

０

６ 

お

ぞ

ま

し

い

【

悍

】 

く

る

し

い

【

苦

】 
こ

こ

ろ

‐

む

ず

か

し

い

【

心

難

】 

に

が

に

が

‐

し

い

【

苦

苦

】 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 
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３

０

１

２ 

恐

れ

・

怒

り

・

悔

し

さ 

０

１ 

い

び

し

い

う

と

ま

し

い

【

疎

】 

う

や

う

や

‐

し

い

【

恭

】 

お

ぞ

ま

し

い

【

悍

】 

お

そ

ろ

し

い

【

恐

】 

お

っ

そ

ろ

し

い

【

恐

】 

お

っ

と

ろ

し

い

【

恐

】 

お

ど

お

ど

し

い 

お

と

ろ

し

い

【

恐

】 

お

と

ろ

っ

し

い

【

恐

】 

こ

わ

‐

ら

し

い

【

怖─

】 

す

え

‐

お

そ

ろ

し

い

【

末

恐

】 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】 

そ

こ

‐

お

そ

ろ

し

い

【

底

恐

】 

そ

ぞ

ろ

‐

お

そ

ろ

し

い

【

漫

恐

】 

そ

ら

‐

お

そ

ろ

し

い

【

空

恐

】 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

も

の

‐

お

そ

ろ

し

い

【

物

恐

】 

０

２ 

い

ま

い

ま

‐

し

い

【

忌

忌

】 

い

ま

し

い

【

忌

】 

い

め

い

め

し

い 

い

め

え

ま

し

い 

い

め

ま

し

い 
く

そ

‐

い

ま

い

ま

し

い

【

糞

忌

忌

】 

く

や

し

い

【

悔

・

口

惜

】 

け

‐

い

ま

い

ま

し

い

【─
忌

忌

】 

け

ち

‐

い

ま

い

ま

し

い 

こ

‐

い

ま

い

ま

し

い

【

小

忌

忌

】 

こ

こ

ろ

‐

や

ま

し

い

【

心

疾

】 

に

が

に

が

‐

し

い

【

苦

苦

】 

は

ら

だ

た

し

い

【

腹

立

】 

む

や

く

‐

し

い

【

無

益

】 

０

３ 

む

や

く

‐

し

い

【

無

益

】 

０

４

 

あ

っ

た

ら

し

い

【

惜

】 
い

ま

い

ま

‐

し

い

【

忌

忌

】

 

い

ま

し

い

【

忌

】

 

お

し

い

【

惜

・

愛

】 

か

ご

と

‐

が

ま

し

い

【

託

言─

】 

か

な

し

い

【

悲

・

哀

・

愛

】 

く

い

し

い 

く

ち

‐

お

し

い

【

口

惜

】 
く

や

し

い

【

悔

・

口

惜

】 

な

ご

り

‐

お

し

い

【

名

残

惜

】 

の

こ

り

‐

お

し

い

【

残

惜

】 

ま

け

‐

お

し

い

【

負

惜

】 

み

れ

ん

‐

が

ま

し

い

【

未

練─

】 

み

れ

ん

‐

た

ら

し

い

【

未

練─

】 

み

れ

ん

‐

ら

し

い

【

未

練─

】 

も

の

‐

お

し

い

【

物

惜

】 
 

３

０

１

３ 

安

心

・

焦

燥

・

満

足 
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０

１ 

か

い

が

い

‐

し

い

【

甲

斐

甲

斐

】 

す

え

‐

た

の

も

し

い

【

末

頼

】 

た

の

も

し

い

【

頼

】 

０

２ 

こ

‐

た

の

し

い

【

小

楽

】 

０

３ 

う

だ

し

い

【

穏

】 

ゆ

る

か

し

い

【

緩

】 
０

５ 

い

た

わ

し

い

【

労

・

痛

】 

う

い

う

い

‐

し

い

【

初

初

】 

お

ぼ

お

ぼ

‐

し

い 

か

じ

‐

く

ろ

し

い 

か

た

‐

く

る

し

い

【

堅

苦

】 

か

た

‐

く

ろ

し

い

【

堅

苦

】 

か

た

っ

‐

く

る

し

い

【

堅

苦

】 

ぎ

ぎ

‐

し

い

【

儀

儀

】 

き

‐

ぜ

わ

し

い

【

気

忙

】 

き

‐

づ

か

わ

し

い

【

気

遣

】 

き

‐

づ

ま

し

い

【

気

詰

】 

く

る

し

い

【

苦

】 

こ

こ

ろ

‐

さ

わ

が

し

い

【

心

騒

】 
こ

こ

ろ

‐

せ

わ

し

い

【

心

忙

】 

さ

わ

が

し

い 

【

騒

】 

せ

つ

ら

し

い 

せ

つ

ろ

し

い 

せ

わ

し

い

【

忙

】 

せ

わ

せ

わ

‐

し

い

【

忙

忙

】 

そ

ぞ

ろ

‐

お

そ

ろ

し

い

【

漫

恐

】 

そ

わ

そ

わ

‐

し

い 

て

‐

が

ま

し

い

【

手─

】 

ぶ

‐

た

の

も

し

い

【

不

頼

】 

ほ

そ

ぼ

そ

‐

し

い

【

細

細

】 

み

だ

り

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 

み

だ

れ

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 
も

の

‐

お

も

わ

し

い

【

物

思

】 

ゆ

ゆ

し

い

【

由

由

・

忌

忌

】 

わ

び

し

い

【

侘

】 

０

７ 

い

ら

い

ら

‐

し

い

【

苛

苛

】 

い

ら

だ

た

し

い

【

苛

立

】 

こ

こ

ろ

‐

や

ま

し

い

【

心

疾

】 

し

た

‐

も

ど

か

し

い

【

舌─
】 

じ

れ

じ

れ

‐

し

い

【

焦

焦

】 

は

が

ゆ

‐

た

ら

し

い

【

歯

痒─

】 

ま

ど

か

し

い 

も

ど

か

し

い

【

擬

】 

や

ま

し

い

【

疾

・

疚

】 

１

０ 

ふ

そ

く

‐

が

ま

し

い

【

不

足─

】 
ふ

そ

く

‐

た

ら

し

い

【

不

足─

】 

３

０

１

４ 

苦

悩

・

悲

哀 

０

１ 

あ

ぐ

る

し

い 

い

き

‐

ぐ

る

し

い

【

息

苦

】 

い

き

だ

わ

し

い

【

息

】 

い

き

ど

う

し

い

【

息

】 

い

き

ど

お

し

い

【

息

】 

い

た

ま

し

い

【

痛

・

傷

】 

い

た

わ

し

い

【

労

・

痛

】 
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い

と

う

し

い 

い

と

お

し

い 

う

っ

と

う

‐

し

い

【

鬱

陶

】 

う

っ

と

し

い

【

鬱

陶

】 

お

も

お

も

‐

し

い

【

重

重

】 

お

も

‐

く

る

し

い

【

重

苦

】 

お

も

‐

く

ろ

し

い

【

重

苦

】 

お

も

っ

‐

く

る

し

い

【

重

苦

】 

き

‐

む

ず

か

し

い

【

気

難

】 

く

る

し

い

【

苦

】 

こ

こ

ろ

‐

ぐ

る

し

い

【

心

苦

】 

こ

の

ま

し

い

【

好

】 

む

な

‐

ぐ

る

し

い

【

胸

苦

】 

む

ね

‐

ぐ

る

し

い

【

胸

苦

】 

０

２ 
あ

つ

‐

く

ろ

し

い

【

暑

苦

・

熱

苦

】 

う

ざ

か

し

い 

う

ざ

っ

か

し

い 

う

っ

と

う

‐

し

い

【

鬱

陶

】 

う

っ

と

し

い

【

鬱

陶

】 

こ

と

‐

む

ず

か

し

い

【

事

難

】 

こ

‐

む

ず

か

し

い

【

小

難

】 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

め

ん

ど

う

‐

し

い

【

面

倒─

】 

め

ん

ど

う

‐

ら

し

い

【

面

倒─

】 

め

ん

ど

‐

し

い

【

面

倒

】 

や

か

ま

し

い

【

喧

】 

よ

う

‐

が

ま

し

い

【

様─

】 
わ

ず

ら

わ

し

い

【

煩

】 

わ

ず

ろ

う

し

い

【

煩

】 

わ

び

し

い

【

侘

】 

０

３ 

い

と

わ

し

い

【

厭

】 

く

る

お

し

い

【

狂

】 

く

る

し

い

【

苦

】 

く

る

わ

し

い

【

狂

】 

こ

こ

ろ

‐

ぐ

る

わ

し

い

【

心

狂

】 

つ

ら

め

し

い 

な

や

ま

し

い

【

悩

】 

み

‐

ぐ

る

し

い

【

見

苦

】 

み

み

‐

ぐ

る

し

い

【

耳

苦

】 

も

の

‐

ぐ

る

お

し

い

【

物

狂

】 

も

の

‐

ぐ

る

わ

し

い

【

物

狂

】

 

も

の

‐

な

や

ま

し

い

【

物

悩

】

 

も

や

も

や

‐

し

い

 

わ

び

し

い

【

侘

】 

０

４ 

う

す

‐

さ

び

し

い

【

薄

寂

】 
う

す

ら

‐

さ

び

し

い

【

薄

寂

】 

う

そ

‐

さ

び

し

い

【

薄

寂

】 

う

そ

‐

さ

み

し

い

【

薄

寂

】 
う

ら

‐

さ

び

し

い

【

心

寂

・

心

淋

】 

う

ら

‐

さ

み

し

い

【

心

寂

】 

こ

こ

ろ

‐

さ

び

し

い

【

心

寂

・

心

淋

】 

こ

こ

ろ

‐

さ

み

し

い

【

心

寂

・

心

淋

】 

こ

こ

ろ

‐

ざ

む

し

い

【

心

寂

・

心

淋

】 

こ

‐

さ

び

し

い

【

小

寂

・

小

淋

】 

さ

び

し

い

【

寂

・

淋

】

 

さ

ぶ

し

い

【

寂

・

淋

】
 

さ

み

し

い

【

寂

・

淋

】

 

さ

む

し

い
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【

寂

・

淋

】 

そ

こ

‐

さ

び

し

い

【

底

寂

】 

ね

や

‐

さ

び

し

い

【

閨

寂

】 

は

だ

‐

さ

び

し

い

【

肌

寂

】 

ひ

と

‐

こ

い

し

い

【

人

恋

】 

も

の

‐

さ

び

し

い

【

物

寂

・

物

淋

】 

も

の

‐

さ

み

し

い

【

物

寂

・

物

淋

】 

も

の

‐

わ

び

し

い

【

物

侘

】 

わ

び

し

い

【

侘

】 
０

５ 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】 

う

す

ら

‐

か

な

し

い

【

薄

悲

】 

う

ら

‐

が

な

し

い

【

心

悲

】 

う

れ

し

‐

が

な

し

い

【

嬉

悲

】 

お

と

な

‐

し

い

【

大

人

】 

お

と

ま

し

い

【

疎

】 

か

な

し

い

【

悲

・

哀

・

愛

】 

か

な

し

ま

し

い

【

悲

】 

き

‐

ぐ

る

し

い

【

気

苦

】 

こ

こ

ろ

‐

が

な

し

い

【

心

悲

】

 

そ

こ

‐

が

な

し

い

【

底

悲

】

 

な

か

し

い

【

泣

】

 

な

げ

か

し

い

【

嘆

】 
な

げ

か

わ

し

い

【

嘆

】 

み

じ

め

‐

た

ら

し

い

【

惨─

】 

み

じ

め

っ

‐

た

ら

し

い

【

惨─
】 

も

の

‐

が

な

し

い

【

物

悲

】 

３

０

２

０ 

好

悪

・

愛

憎 

０

１ 

う

つ

く

し

い

【

美

・

愛

】 

こ

の

も

し

い

【

好

】 

す

い

た

‐

ら

し

い

【

好─

】 

ひ

な

‐

め

ず

ら

し

い

【

鄙

珍

】 

０

３ 

い

ま

い

ま

‐

し

い

【

忌

忌

】 

い

や

‐

ら

し

い

【

嫌─

・

厭─

】 

う

と

ま

し

い

【

疎

】 

お

と

な

‐

し

い

【

大

人

】 
お

と

ま

し

い

【

疎

】 

け

が

ら

わ

し

い

【

汚

・

穢

】 

こ

‐

い

や

ら

し

い

【

小

嫌

】 

す

か

ん

‐

た

ら

し

い

【

好─

】 

す

か

ん

‐

ら

し

い

【

好─

】 

ど

‐

い

や

ら

し

い

【─

嫌

・─

厭

】 
ど

う

や

ら

‐

し

い 

ど

う

や

ら

‐

ら

し

い 

な

ま

‐

い

や

ら

し

い

【

生

嫌

】 

み

み

‐

け

が

ら

わ

し

い

【

耳

汚

・

耳

穢

】 

も

ど

か

し

い

【

擬

】 

も

の

も

の

‐

し

い

【

物

物

】 

ゆ

ゆ

し

い

【

由

由

・

忌

忌

】 

０

５ 

い

ま

い

ま

‐

し

い

【

忌

忌

】 

い

ま

わ

し

い

【

忌

】 

お

と

ろ

し

い

【

恐

】 

お

と

ろ

っ

し

い

【

恐

】 

の

ろ

わ

し

い

【

呪

】 
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０

６ 

し

た

し

い

【

親

】 

し

た

し

ま

し

い

【

親

】 

ち

か

し

い

【

近

・

親

】 

と

お

ど

お

‐

し

い

【

遠

遠

】 

む

つ

ま

じ

い

【

睦

】 

０

８ 

え

ぐ

‐

た

ら

し

い

【

蘞─

】 

こ

‐

に

く

て

ら

し

い

【

小

憎

体

】 

こ

‐

に

く

ら

し

い

【

小

憎

】 

ど

く

ど

く

‐

し

い

【

毒

毒

】 

に

く

‐

た

ら

し

い

【

憎─

】 

に

く

っ

‐

た

ら

し

い

【

憎─

】 

に

く

て

い

‐

ら

し

い

【

憎

体─

】 

に

く

て

‐

ら

し

い

【

憎

体─

】 

に

く

に

く

‐

し

い

【

憎

憎

】 

に

く

‐

ら

し

い

【

憎─

】 

１

０ 

い

と

う

し

い 

い

と

お

し

い 

い

と

し

い

【

愛

】 

う

つ

く

し

い

【

美

・

愛

】 

お

し

い

【

惜

・

愛

】 

お

と

こ

‐

こ

い

し

い

【

男

恋

】 

か

‐

ぐ

わ

し

い

【

芳

・

香

・

馨

】 

か

な

し

い

【

悲

・

哀

・

愛

】 

こ

い

し

い

【

恋

】 

こ

こ

ろ

‐

ぐ

る

し

い

【

心

苦

】 

し

た

わ

し

い

【

慕

】 
な

ず

ま

し

い

【

泥

】 

な

つ

か

し

い

【

懐

】 

む

つ

ま

じ

い

【

睦

】 

も

の

‐

こ

い

し

い

【

物

恋

】 

１

１ 

あ

い

あ

い

‐

し

い

【

愛

愛

】 

あ

い

ぎ

ょ

う

‐

が

ま

し

い

【

愛

敬─

】 

あ

い

き

ょ

う

‐

ら

し

い

【

愛

敬─

】 

あ

い

‐

く

る

し

い

【

愛─

】 

あ

い

‐

く

ろ

し

い

【

愛─

】 

あ

い

っ

‐

く

る

し

い

【

愛─

】 
あ

い

‐

ら

し

い

【

愛─

】 

あ

い

‐

ら

っ

し

い

【

愛─

】 

あ

わ

れ

っ

‐

ぽ

し

い

【

哀─

】 
い

じ

ら

し

い 

い

た

い

け

‐

ら

し

い

【

幼

気─

】 

い

と

し

ぼ

‐

ら

し

い 

い

と

し

‐

ら

し

い

【

愛─

】 

う

つ

く

し

い

【

美

・

愛

】 

か

あ

い

‐

ら

し

い

【

可

愛─

】 
 

か

わ

い

‐

ら

し

い

【

可

愛─

】 

か

わ

ゆ

‐

ら

し

い

【

可

愛─

】 

こ

‐

じ

お

ら

し

い 

し

お

‐

ら

し

い 

１

２ 

お

く

‐

ゆ

か

し

い

【

奥

床

】 

こ

こ

ろ

‐

ゆ

か

し

い

【

心

床

】 

こ

‐

な

つ

か

し

い

【

懐

】 

し

た

わ

し

い

【

慕

】 

す

‐

な

つ

か

し

い

【

素

懐

】 

そ

と

‐

な

つ

か

し

い

【

外

懐

】 

な
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つ

か

し

い

【

懐

】 

ひ

と

‐

な

つ

か

し

い

【

人

懐

】 

ほ

ほ

え

ま

し

い

【

微

笑

・

頬

笑

】 

む

か

し

‐

な

つ

か

し

い

【

昔

懐

】 

む

か

し

‐

ゆ

か

し

い

【

昔

床

】 

も

の

‐

な

つ

か

し

い

【

物

懐

】 

ゆ

か

し

い

【

床

・

懐

】 
１

４ 

う

る

わ

し

い

【

美

・

麗

】 

こ

こ

ろ

‐

や

さ

し

い

【

心

優

】 

し

な

っ

こ

‐

し

い 

し

な

っ

こ

‐

ら

し

い 

な

さ

け

‐

ら

し

い

【

情─

】 

な

ま

‐

や

さ

し

い

【

生

易

・

生

優

】 

に

ん

げ

ん

‐

ら

し

い

【

人

間─

】 

ひ

と

‐

が

ま

し

い

【

人─

】 

ひ

と

‐

ら

し

い

【

人─

】 
や

さ

し

い

【

優

・

易

】 

や

さ

し

‐

ら

し

い

【

優─

】 

１

５ 

し

ん

せ

つ

‐

め

か

し

い

【

親

切─

】 

１

６

 

あ

わ

れ

‐

が

ま

し

い

【

哀

─

】

 

い

た

い

た

‐

し

い

【

痛

痛

・

傷

傷

】

 

い

た

ま

し

い

【

痛

・

傷

】

 
い

た

わ

し

い

【

労

・

痛

】

 

い

と

う

し

い

 

い

と

お

し

い

 

い

と

し

い

【

愛

】 

い

と

し

ぼ

‐

ら

し

い 

き

の

ど

く

っ

‐

た

ら

し

い

【

気

毒─

】 

き

の

ど

く

‐

ら

し

い

【

気

毒─

】 
さ

ま

‐

う

し

い

【

様

憂

】 

し

ょ

う

し

い

【

笑

止

】 

し

ょ

う

し

‐

ら

し

い

【

笑

止─

】 

よ

う

ら

く

‐

ら

し

い

【

瓔

珞─

】 

１

８ 

う

ら

‐

い

ま

し

い

【

羨

】 
う

ら

ま

し

い

【

恨

】 

う

ら

め

し

い

【

恨

・

怨

】 

う

ら

‐

や

ま

し

い

【

羨

】 

と

も

し

い

【

乏

・

羨

】 

ね

た

ま

し

い

【

妬

・

嫉

】 

り

ん

き

‐

が

ま

し

い

【

悋

気─

】 

１

９ 

あ

じ

ゃ

ら

し

い

【

戯

】 

あ

な

ず

り

‐

が

ま

し

い

【

侮─

】 

あ

ほ

う

‐

ら

し

い

【

阿

呆

─

】 

あ

ほ

‐

ら

し

い

【

阿

呆─

】 
い

け

‐

ば

か

ば

か

し

い

【─

馬

鹿

馬

鹿

】 

お

か

し

い 

お

こ

‐

が

ま

し

い

【

痴─

・

烏

滸─
】 

さ

げ

す

ま

し

い

【

蔑

】 

し

お

‐

ら

し

い 

し

ょ

う

し

い

【

笑

止

】 

し

ょ

う

し

‐

ら

し

い

【

笑

止─

】 

ち

ゃ

ん

ち

ゃ

ら

‐

お

か

し

い 
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ば

か

ば

か

‐

し

い

【

馬

鹿

馬

鹿

】 

ば

か

‐

ら

し

い

【

馬

鹿─

】 

へ

ら

‐

お

か

し

い 

べ

ら

ぼ

う

‐

ら

し

い

【

便

乱

坊─

・

篦

棒

（

ボ

ウ

）─

】 
３

０

２

１ 

敬

意

・

感

謝

・

信

頼 
０

２ 

う

れ

し

い

【

嬉

・

快

・

歓

】 

こ

こ

ろ

‐

ぐ

る

し

い

【

心

苦

】 

３

０

３

０ 
表

情

・

態

度 

０

２ 
あ

い

そ

う

‐

ら

し

い

【

愛

想─

】 

あ

い

そ

し

い

【

愛

想

】 

あ

い

そ

‐

ら

し

い

【

愛

想

─
】 

あ

ま

あ

ま

‐

し

い

【

甘

甘

】 

せ

じ

せ

じ

‐

し

い

【

世

辞

世

辞

】 

０

３ 

こ

わ

‐

ら

し

い

【

強─

】 

し

ら

‐

し

い

【

白

】 

し

ら

じ

ら

‐

し

い

【

白

白

】 

０

４ 

に

ぎ

や

か

‐

し

い

【

賑

】 

０

５ 

い

ま

い

ま

‐

し

い

【

忌

忌

】 

い

ん

き

‐

ら

し

い

【

陰

気─

】 

す

ね

‐

く

ろ

し

い

【

拗

─

】 

０

６

 

く

じ

ょ

う

‐

が

ま

し

い

【

苦

情

─

】

 

く

ぜ

つ

‐

が

ま

し

い

【

口

舌

─

】

 

け

わ

し

い

【

険

・

嶮

】 

に

が

に

が

‐

し

い

【

苦

苦

】 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

０

７ 

う

ら

み

‐

が

ま

し

い

【

恨─
】 

０

８ 

な

み

だ

‐

ぐ

ま

し

い

【

涙─
】 

１

０ 

に

や

に

や

‐

し

い 

３

０

４

０ 

信

念

・

努

力

・

忍

耐 

１

０ 

せ

ん

さ

く

‐

が

ま

し

い

【

穿

鑿─

・

詮

索─

】 

み

れ

ん

‐

が

ま

し

い

【

未

練─

】 

み

れ

ん

‐

た

ら

し

い

【

未

練─

】 

み

れ

ん

‐

ら

し

い

【

未

練─

】 

１

２ 

か

い

が

い

‐

し

い

【

甲

斐

甲

斐

】 

か

い

が

わ

し

い 

か

い

し

ょ

う

‐

ら

し

い

【

甲

斐

性
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─

】 

か

い

し

ょ

‐

ら

し

い

【

甲

斐

性─

】 

つ

ま

づ

ま

し

い 

ま

め

‐

し

い

【

忠

実

】 

ま

め

ま

め

‐

し

い

【

忠

実

忠

実

・

実

実

】 

１

４ 

ば

ば

し

い 

ぶ

し

ょ

う

‐

た

ら

し

い

【

不

精─

・

無

精─

】 

ぶ

し

ょ

う

っ

‐

た

ら

し

い

【

不

精─

・

無

精─

】 

３

０

４

１ 
自

信

・

誇

り

・

恥

・

反

省 

０

２ 
お

ご

り

‐

が

ま

し

い

【

驕─

・

奢─

】 

じ

ま

ん

‐

た

ら

し

い

【

自

慢─

】 

じ

ま

ん

‐

ら

し

い

【

自

慢─

】 

す

い

‐

が

ま

し

い

【

粋─

】 

す

い

‐

ら

し

い

【

粋─

】 

ぜ

い

‐

ら

し

い

【

贅─

】 

は

れ

‐

が

ま

し

い

【

晴─

】 

ほ

こ

ら

し

い

【

誇

】 

ほ

こ

り

‐

が

ま

し

い

【

誇─
】 

０

３ 

あ

つ

‐

か

ま

し

い

【

厚─

】 

あ

つ

‐

か

わ

し

い

【

厚─

】 

い

け

‐

あ

つ

か

ま

し

い

【─

厚

】 

い

け

‐

ず

う

ず

う

し

い

【─

図

図

】 

い

け

‐

ふ

さ

ふ

さ

し

い 

お

こ

‐

が

ま

し

い

【

痴─

・

烏

滸─

】 
か

っ

て

‐

が

ま

し

い

【

勝

手─

】 

ず

う

ず

う

し

い

【

図

図

】 

ず

ず

し

い

【

図

図

】 

ず

ぶ

ず

ぶ

‐

・

し

い

【

図

分

図

分

】 

た

け

だ

け

‐

し

い

【

猛

猛

】 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

ふ

さ

ぶ

さ

‐

し

い 

ふ

て

ぶ

て

‐

し

い 

ふ

と

ぶ

と

‐

し

い

【

太

太

】 

０

４ 

こ

こ

ろ

‐

や

ま

し

い

【

心

疾

】 
や

ま

し

い

【

疾

・

疚

】 

０

５ 

う

い

う

い

‐

し

い

【

初

初

】 

う

そ

‐

は

ず

か

し

い

【

薄

恥

】 

う

ら

‐

は

ず

か

し

い

【

心

恥

】 

お

と

こ

‐

は

ず

か

し

い

【

男

恥

】 

お

は

も

じ

い

【

御

は

文

字

】 

か

が

や

か

し

い

【

輝

・

耀

】 

き

‐

は

ず

か

し

い

【

気

恥

】 

こ

っ

‐

ぱ

ず

か

・

し

い

【

小

恥

】 

こ

‐

は

ず

か

し

い

【

小

恥

】 

つ

つ

ま

し

い

【

慎

】 
な

ま

‐

は

ず

か

し

い

【

生

恥

】 

は

じ

‐

が
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ま

し

い

【

恥─

】 

は

じ

‐

が

わ

し

い

【

恥─

】 

は

じ

ら

わ

し

い

【

恥

】 

は

ず

か

し

い

【

恥

・

羞

・

辱

】 

は

な

‐

は

ず

か

し

い

【

花

恥

】 

は

も

じ

い

【

は

文

字

】 

は

れ

‐

が

ま

し

い

【

晴─

】 

ほ

て

‐

く

る

し

い 

ほ

て

‐

く

ろ

し

い 

め

‐

は

ず

か

し

い

【

目

恥

】 

や

さ

し

い

【

優

・

易

】 

０

６ 
み

ょ

う

も

ん

‐

ら

し

い

【

名

聞─

】 

３

０

４

２ 
欲

望

・

期

待

・

失

望 

０

１ 

い

い

‐

し

い

【

言─

】 

い

ぶ

か

し

い

【

訝

】 

う

ら

‐

や

ま

し

い

【

羨

】 

お

く

‐

ゆ

か

し

い

【

奥

床

】 

お

し

い

【

惜

・

愛

】 

お

ぼ

し

い

【

思

・

覚

】 

お

も

わ

し

い

【

思

】 

か

ん

ば

し

い

【

芳

・

香

・

馨

】 

こ

の

も

し

い

【

好

】 

さ

い

そ

く

‐

が

ま

し

い

【

催

促

─

】 

ね

が

わ

し

い

【

願

】 

の

ぞ

ま

し

い

【

望

】 

ほ

し

い

【

欲

】 

も

の

‐

ほ

し

い

【

物

欲

】 

ゆ

か

し

い

【

床

・

懐

】 

よ

く

‐

ど

う

し

い

【

欲─

】 

よ

く

‐

ど

し

い

【

欲

─

】 

０

４ 

げ

ん

ぎ

ん

‐

が

ま

し

い

【

現

銀─

】 

げ

ん

‐

じ

ら

し

い

【

験

著

】 

げ

ん

‐

じ

る

し

い

【

験

著

】 

０

６ 

い

じ

ま

し

い 

い

や

し

い

【

賤

・

卑

・

鄙

】 

０

７ 

か

い

が

い

‐

し

い

【

甲

斐

甲

斐

】 
ひ

と

‐

ま

ち

ど

お

し

い

【

人

待

遠

】 

ま

ち

ど

お

‐

し 

【

待

遠─

】 

ま

ち

ど

‐

し

い

【

待

遠─

】 

ま

ち

‐

ひ

さ

し

い

【

待

久

】 

ま

ち

‐

わ

び

し

い

【

待

侘

】 

１

０ 

わ

び

し

い

【

侘

】 

３

０

４

５ 

意

志 
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０

１ 

き

ず

い

‐

が

ま

し

い

【

気

随─

】 

し

た

し

い

【

親

】 

０

２ 

す

が

す

が

‐

し

い

【

清

清

】 

た

く

ま

し

い

【

逞

】 

０

５ 

し

ぜ

ん

‐

ら

し

い

【

自

然─

】 
０

６ 

く

ち

‐

あ

た

ら

し

い

【

口

新

】 

こ

と

‐

あ

た

ら

し

い

【

事

新

】 

こ

と

さ

ら

‐

ら

し

い

【

殊

更─

】 

な

た

て

‐

が

ま

し

い

【

名

立─

】 

わ

ざ

と

‐

が

ま

し

い

【

態─

】 

わ

ざ

と

‐

ら

し

い

【

態─

】 

０

９ 

ふ

じ

ゆ

う

っ

‐

た

ら

し

い

【

不

自

由─

】 

１

０ 

じ

ゆ

う

‐

が

ま

し

い

【

自

由─

】 

３

０

６

６ 

判

断

・

推

測

・

評

価 

０

１ 

ま

さ

‐

し

い

【

正

】 

３

０

６

８ 

詳

細

・

正

確

・

不

思

議 

０

１ 

く

わ

し

い

【

美

・

細

・

妙

・

詳

・

委

・

精

】 

こ

ま

ご

ま

‐

し

い

【

細

細

】 

ふ

か

し

い

【

深

】 

０

３ 

い

た

わ

し

い

【

労

・

痛

】 

０

４ 

ま

ぎ

ら

わ

し

い

【

紛

】 

０

７ 

た

ど

た

ど

‐

し

い 

と

ぼ

‐

か

し

い 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

ま

さ

‐

し

い

【

正

】 

１

１ 

あ

や

か

し

い 

し

ら

じ

ら

‐

し

い

【

白

白

】 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

や

さ

し

い

【

優

・

易

】 

１

３ 

あ

や

‐

し

い

【

怪

・

妖

・

奇

】 

い

か

が

‐

し

い

【

如

何

】 

い

か

が

わ

し

い

【

如

何

】 
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う

さ

ん

‐

ら

し

い

【

胡

散─

】 

う

た

が

わ

し

い

【

疑

】 

お

か

し

い 

お

か

し

‐

ら

し

い 

ふ

し

ん

‐

が

ま

し

い

【

不

審─

】 

１

４ 

い

ぶ

か

し

い

【

訝

】 

く

し

い

【

奇

】 

こ

う

ご

う

‐

し

い

【

神

神

】 
１

６ 

ふ

し

ぎ

‐

が

ま

し

い

【

不

思

議─

】 

３

０

７

０ 
意

味

・

問

題

・

趣

旨

な

ど 

０

２ 
ふ

か

し

い

【

深

】 

０

９ 

ふ

か

し

い

【

深

】 

ふ

か

ぶ

か

‐

し

い

【

深

深

】 

３

０

７

５ 

説

・

論

・

主

義 

３

０

９

０ 

見

聞

き 

１

１ 

き

き

‐

ぐ

る

し

い

【

聞

苦

】 
 

た

ど

た

ど

‐

し

い 

み

‐

ぐ

る

し

い

【

見

苦

】 

３

１ 

言

語 

３

１

０

０ 

言

語

活

動 

０

１ 

く

ち

‐

が

ま

し

い

【

口

喧

】 

く

ち

‐

さ

か

し

い

【

口

賢

】 

そ

う

だ

ん

‐

が

ま

し

い

【

相

談─

】 

ち

ゃ

わ

ち

ゃ

わ

‐

し

い 

０

６ 

ち

ょ

う

ち

ょ

う

‐

し

い

【

喋

喋

】 

０

８ 

く

だ

く

だ

‐

し

い 

く

ど

く

ど

‐

し

い 

０

９ 

い

し

こ

‐

ら

し

い 

い

や

‐

こ

し

い 
い

や

っ

‐

た

ら

し

い

【

嫌─

】 

い

や

み

‐

た

ら

し

い

【

厭

味─

】 

い

や

み

っ

‐

た

ら

し

い

【

厭

味─

】 

い

や

み

‐

ら

し

い

【

厭

味─

】 

う

ら

み

‐

た

ら

し

い

【

恨─

】 

じ

ま

ん

‐

た

ら

し

い

【

自

慢─

】 

ふ

ふ

く

‐

が

ま

し

い

【

不

服─

】 

ふ

へ

い

‐

が

ま

し

い

【

不

平─
】 

り

く

つ

‐

が

ま

し

い

【

理

屈─

】 
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１

２ 

う

ち

つ

け

‐

が

ま

し

い

【

打

付─

】 

げ

ん

ざ

‐

ら

し

い 

１

４ 

か

し

が

ま

し

い

【

囂

・

喧

】 

か

し

ま

し

い

【

囂

・

姦

・

喧

】 

く

そ

‐

や

か

ま

し

い

【

糞

喧

】 

く

ち

‐

か

し

が

ま

し

い

【

口

喧

】 

く

ち

‐

が

ま

し

い

【

口

喧

】 

く

ち

‐

や

か

ま

し

い

【

口

喧

】 

こ

‐

や

か

ま

し

い

【

小

喧

】 

さ

か

し

い

【

賢

】 

せ

わ

せ

わ

‐

し

い

【

忙

忙

】 

や

か

ま

し

い

【

喧

】 

や

っ

か

ま

し

い

【

喧

】 

１

５ 
あ

て

つ

け

‐

が

ま

し

い

【

当

付─

】 

し

ゃ

‐

こ

ざ

か

し

い

【─

小

賢

】 

つ

ら

あ

て

‐

が

ま

し

い

【

面

当─

】 

ひ

な

ん

‐

が

ま

し

い

【

非

難─

】 

ひ

は

ん

‐

が

ま

し

い

【

批

判

─

】 
ひ

ひ

ょ

う

‐

が

ま

し

い

【

批

評─

】 

１

６ 

お

お

ぎ

ょ

う

‐

ら

し

い

【

大

仰─

】 

ぎ

ょ

う

ぎ

ょ

う

‐

し

い

【

仰

仰

】 

ぎ

ょ

う

さ

ん

‐

た

ら

し

い

【

仰

山─

】 

ぎ

ょ

う

さ

ん

‐

ら

し

い

【

仰

山─

】 

ぎ

ょ

う

‐

た

く

ま

し

い

【

仰

逞

】 

ぎ

ょ

う

‐

ら

し

い

【

仰─

】 

き

ょ

と

き

ょ

と

‐

し

い 

け

い

げ

い

し

い 

け

た

た

ま

し

い 

け

ば

た

た

し

い 

ご

た

い

そ

う

‐

ら

し

い

【

御

大

層─

】 

こ

と

ご

と

‐

し

い

【

事

事

】 

こ

と

‐

ら

し

い

【

事─

】 

た

い

そ

う

‐

ら

し

い

【

大

層─

・

大

造

（

サ

ウ

）─

】 

ち

ょ

う

ち

ょ

う

‐

し

い

【

喋

喋

】 

は

げ

し

い

【

激

・

烈

・

劇

】 

ふ

さ

ぶ

さ

‐

し

い 

も

の

‐

が

ま

し

い

【

物─

】 

も

の

も

の

‐

し

い

【

物

物

】 

１

８ 

い

つ

わ

り

‐

が

ま

し

い

【

偽─

】 
う

そ

‐

ら

し

い

【

嘘─

】 

て

ん

ご

う

‐

ら

し

い 

１

９ 

い

い

わ

け

‐

が

ま

し

い

【

言

訳─

】 
べ

ん

か

い

‐

が

ま

し

い

【

弁

解─

】 

や

か

ま

し

い

【

喧

】 

２

５ 

い

け

‐

ふ

さ

ふ

さ

し

い 

３

１

４

２ 

評

判 
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０

１ 

か

ん

ば

し

い

【

芳

・

香

・

馨

】 

ひ

と

‐

が

ま

し

い

【

人─

】 

や

か

ま

し

い

【

喧

】 
３

３ 

生

活 
３

３

０

０ 

文

化

・

歴

史

・

風

俗 
０

４ 

あ

た

ら

し

い

【

新

】 
 

０

７ 
ぞ

く

‐

た

し

い

【

俗─

】 

ぞ

く

‐

ら

し

い

【

俗─

】 

０

８ 
い

や

‐

ら

し

い

【

嫌─

・

厭─

】 

う

ら

め

し

い

【

恨

・

怨

】 

け

が

ら

わ

し

い

【

汚

・

穢

】 

ど

‐

い

や

ら

し

い

【─

嫌

・─

厭

】 

や

す

や

す

‐

し

い

【

安

安

】 

１

１ 

た

く

ま

し

い

【

逞

】 

ゆ

ゆ

し

い

【

由

由

・

忌

忌

】 

１

２ 

い

ま

‐

め

か

し

い

【

今─

】 

か

が

や

か

し

い

【

輝

・

耀

】 

け

ば

け

ば

‐

し

い 

１

４ 

お

く

‐

ゆ

か

し

い

【

奥

床

】 

や

さ

し

い

【

優

・

易

】 

ゆ

か

し

い

【

床

・

懐

】 

１

６ 

な

ま

‐

め

か

し

い

【

艷─

】 

１

７ 

い

ま

‐

め

か

し

い

【

今─

】 

い

や

み

‐

た

ら

し

い

【

厭

味─

】 

い

や

み

っ

‐

た

ら

し

い

【

厭

味─

】 

き

ざ

っ

‐

た

ら

し

い

【

気

障─

】 

１

８ 

う

ざ

か

し

い 

う

ら

め

し

い

【

恨

・

怨

】 

ひ

が

‐

ら

し

い

【

僻─

】 

む

さ

‐

く

る

し

い

む

さ

‐

く

ろ

う

し

い 

む

さ

‐

く

ろ

し

い 

む

さ

‐

ら

し

い 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

や

ぼ

っ

‐

た

ら

し

い

【

野

暮─

】 
や

ぼ

‐

ら

し

い

【

野

暮─

】 

１

９ 

あ

や

‐

し

い

【

怪

・

妖

・

奇

】 

さ

も

し

い 

す

ぼ

‐

ら

し

い 

み

‐

す

ぼ

ら

し

い 

み

‐

そ

ぼ

ら

し

い 

や

つ

や

つ

‐

し

い

【

窶

窶

】 

わ

び

し

い

【

侘

】 

２

１ 

お

と

な

‐

し

い

【

大

人

】 

か

ろ

が

ろ

‐

し

い

【

軽

軽

】 

け

ば

け

ば

‐

し

い 

つ

ま

し

い

【

倹

】 

て

ば

て

ば

‐

し

い 

ば

け

ば

け

‐

し

い

【

化

化

】 

ば

け

‐

ら

か

し

い

【

化─

】 
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ば

け

‐

ら

し

い

【

化─

】 
３

３

１

０ 

人

生

・

禍

福 

０

６

 

い

ま

い

ま

‐

し

い

【

忌

忌

】

 

い

ま

し

い

【

忌

】

 

い

ま

わ

し

い

【

忌

】

 

ま

が

し

い

【

凶

】 

ゆ

ゆ

し

い

【

由

由

・

忌

忌

】 

０

７ 
さ

わ

が

し

い

【

騒

】 

そ

う

ぞ

う

‐

し

い

【

忩

忩

・

騒

騒

】 

も

の

‐

さ

わ

が

し

い

【

物

騒

】 

０

８ 

こ

う

ご

う

‐

し

い

【

神

神

】 

ゆ

ゆ

し

い

【

由

由

・

忌

忌

】 

０

９ 

い

か

つ

‐

が

ま

し

い

【

厳─

】 

い

か

め

し

い

【

厳

】 

き

び

し

い

【

厳

】 

す

ず

し

い

【

涼

】 
た

た

わ

し

い

【

湛

】 

も

の

も

の

‐

し

い

【

物

物

】 

３

３

２

０ 

労

働

・

作

業

・

休

暇 

０

１ 

あ

わ

た

だ

し

い

【

慌

・

遽

】 

い

そ

が

し

い

【

忙

・

急

】 

い

そ

が

し

‐

ら

し

い

【

忙─

】 

い

そ

が

わ

し

い

【

忙

】 

こ

‐

ぜ

わ

し

い

【

小

忙

】 

さ

わ

が

し

い

【

騒

】 

せ

わ

し

い

【

忙

】 

せ

わ

せ

わ

‐

し

い

【

忙

忙

】 

ま

ぎ

ら

わ

し

い

【

紛

】 

も

の

‐

せ

わ

し

い

【

物

忙

】 

３

３

３

０ 

生

活

・

起

臥 

３

３

９

０ 

身

振

り

・

立

ち

居

・

動

作

（

手

足

・

口

・

鼻

・

目

） 

３

４ 

行

為 

３

４

１

０ 

身

上 

０

１ 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】 
 

あ

や

‐

し

い

【

怪

・

妖

・

奇

】 

い

や

し

い

【

賤

・

卑

・

鄙

】 

く

ち

‐

お

し

い

【

口

惜

】 

さ

も

し

い 

し

ょ

う

‐

ら

か

し

い 

し

ょ

う

‐

ろ

う

が

し

い 
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す

じ

め

‐

た

だ

し

い

【

筋

目

正

】 

ぞ

う

ぞ

う

‐

し

い 

【

雑

雑

】 

ち

ょ

う

じ

ょ

う

‐

し

い

【

長

上

】 

０

４ 

お

く

‐

だ

の

も

し

い

【

奥

頼

】 

こ

こ

ろ

‐

だ

の

も

し

い

【

心

頼

】 

す

え

‐

お

そ

ろ

し

い

【

末

恐

】 

す

え

‐

た

の

も

し

い

【

末

頼

】 

た

の

も

し

い

【

頼

】 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

３

４

２

０ 
人

柄 

０

３ 

こ

ど

も

こ

ど

も

‐

し

い

【

子

供

子

供

】 

こ

ど

も

‐

ら

し

い

【

子

供─

】 

０

５ 

す

ず

し

い

【

涼

】 

０

６ 

す

ぐ

し

い

【

直

】 

す

ぐ

す

ぐ

し

い

【

直

直

】 

０

７ 

か

た

‐

く

る

し

い

【

堅

苦

】 

ま

じ

め

‐

ら

し

い

【

真

面

目─

】 

０

８ 

か

ど

か

ど

‐

し

い

【

角

角

】 

ぎ

り

ぎ

り

‐

し

い

【

義

理

義

理

】 

し

ょ

う

ね

‐

ら

し

い

【

性

根─

】 

ま

こ

と

‐

し

い

【

真

・

実

】 

ま

さ

‐

し

い

【

正

】 

１

０ 

あ

わ

あ

わ

‐

し

い

【

淡

淡

】 

か

ど

‐

が

ま

し

い 

か

る

が

る

‐

し

い

【

軽

軽

】 

か

る

が

ろ

‐

し

い

【

軽

軽

】 

か

ろ

が

ろ

‐

し

い

【

軽

軽

】 

け

い

は

く

‐

ら

し

い

【

軽

薄─

】 

そ

こ

つ

‐

ら

し

い

【

粗

忽─
】 

そ

そ

か

し

い 

そ

そ

こ

う

し

い 

そ

そ

こ

し

い 

そ

そ

っ

か

し

い 

ち

ょ

う

ち

ょ

う

‐

し

い

【

喋

喋

】 

や

さ

し

い

【

優

・

易

】 

ゆ

だ

ん

‐

が

ま

し

い

【

油

断─

】 

１

１ 

お

と

な

‐

し

い

【

大

人

】 

お

も

お

も

‐

し

い

【

重

重

】 

も

の

も

の

‐

し

い

【

物

物

】 

１

６ 

い

ら

い

ら

‐

し

い

【

苛

苛

】 

き

‐

ぜ

わ

し

い

【

気

忙

】 

せ

か

‐

ら

し

い 

せ

せ

か

し

い 

せ

せ

か

ま

し

い 

せ

せ

か

わ

し

い 

せ

せ

こ

ま

し

い 

も

の

‐

さ

わ

が

し

い

【

物

騒

】 
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１

８ 

い

け

‐

ふ

さ

ふ

さ

し

い 

き

‐

む

ず

か

し

い

【

気

難

】 
 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

２

１ 

お

だ

し

い

【

穏

】 

お

と

な

‐

し

い

【

大

人

】 

き

‐

や

さ

し

い

【

気

優

】 

し

お

‐

ら

し

い

し

な

っ

こ

‐

し

い 

し

な

っ

こ

‐

ら

し

い 

つ

つ

ま

し

い

【

慎

】 

つ

づ

ま

し

い

【

約

】 

も

の

‐

や

さ

し

い

【

物

優

】 

や

さ

し

い

【

優

・

易

】 
 

２

２ 
い

た

ず

ら

い

た

ず

ら

‐

し

い

【

悪

戯

悪

戯

】 

２

６ 
す

ず

し

い

【

涼

】 

２

７ 

う

ぬ

ぼ

れ

‐

ら

し

い

【

自

惚─

】 

２

９ 

く

ん

じ

‐

く

ろ

し

い 

３

０ 

せ

せ

こ

ま

し

い 

３

４

２

１ 

才

能 

０

１ 

あ

さ

あ

さ

‐

し

い

【

浅

浅

】 

こ

‐

ざ

か

し

い

【

小

賢

】 

さ

か

し

い

【

賢

】 

ふ

ん

べ

つ

‐

が

ま

し

い

【

分

別─
】 

ふ

ん

べ

つ

‐

ら

し

い

【

分

別─

】 

り

こ

り

こ

‐

し

い

【

利

口

利

口

】 

り

ょ

う

け

ん

‐

ら

し

い

【

料

簡─

・

了

簡─

】 

り

り

‐

し

い

【

凜

凜

・

律

律

】 

わ

る

‐

ざ

か

し

い

【

悪

賢

】 

０

２ 

こ

‐

ざ

か

し

い

【

小

賢

】 
た

く

ま

し

い

【

逞

】 

０

６ 

お

さ

な

‐

ら

し

い

【

幼─

】 
お

と

な

‐

が

ま

し

い

【

大

人─

】 

お

と

な

‐

し

い

【

大

人

】 

こ

ど

も

‐

ら

し

い

【

子

供─
】 

ま

せ

‐

く

る

し

い 

わ

か

わ

か

‐

し

い

【

若

若

】 

わ

ら

べ

‐

し

い

【

童─

】 

わ

ら

べ

‐

ら

し

い

【

童─

】 

０

７ 

う

だ

う

だ

‐

し

い 

お

う

か

ま

し

い 

お

ぞ

ま

し

い

【

鈍

】 

お

ろ

か

‐

し

い

【

愚

】 

か

た

‐

く

る

し

い

【

堅

苦

】 

き

っ

し

く

‐

ら

し

い 
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１

０ 

そ

そ

か

し

い 

そ

そ

こ

う

し

い 

そ

そ

こ

し

い 

そ

そ

っ

か

し

い 

１

３ 

め

‐

は

ず

か

し

い

【

目

恥

】 

１

４ 

く

わ

し

い

【

美

・

細

・

妙

・

詳

・

委

・

精

】 
１

９ 

い

や

し

い

【

賤

・

卑

・

鄙

】 

２

０ 
み

だ

り

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 

み

だ

れ

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 

２

３ 
げ

い

‐

が

ま

し

い

【

芸─

】 

２

４ 

う

ま

う

ま

‐

し

い 

お

か

し

い 

へ

た

‐

く

ら

し

い

【

下

手─

】 

へ

た

‐

く

ろ

う

し

い

【

下

手─
】 

へ

た

‐

く

ろ

し

い

【

下

手─

】 

２

７ 

て

く

だ

‐

し

い

【

手

管

】 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

２

９ 

た

ど

た

ど

‐

し

い 

ね

ば

‐

く

ろ

し

い

【

粘─

】 

３

４

２

２ 

威

厳

・

行

儀

・

品

行 

０

１ 

お

も

お

も

‐

し

い

【

重

重

】 

か

ど

か

ど

‐

し

い

【

角

角

】 

０

２ 

お

お

せ

‐

ら

し

い

【

仰─
】 

し

お

‐

ら

し

い 

じ

ん

ぶ

つ

‐

ら

し

い

【

人

物─

】 

ひ

と

が

ら

‐

ら

し

い

【

人

柄─
】 

０

４ 

お

り

み

‐

た

だ

し

い

【

折

身

正

】 

お

り

め

‐

た

だ

し

い

【

折

目

正

】 

ぎ

し

き

‐

た

だ

し

い

【

儀

式

正

】 

ぎ

ょ

う

ぎ

‐

た

だ

し

い

【

行

儀

正

】 

さ

ほ

う

‐

た

だ

し

い

【

作

法

正

】 

じ

ん

た

い

‐

ら

し

い

【

人

体─

・

仁

体─

】 

じ

ん

て

い

‐

ら

し

い

【

人

体─

・

仁

体─

】 

０

７ 

か

る

が

る

‐

し

い

【

軽

軽

】 

か

る

が

ろ

‐

し

い

【

軽

軽

】 

か

ろ

が

ろ

‐

し

い

【

軽

軽

】 
 

０

８ 

ふ

ぎ

‐

が

ま

し

い

【

不

義─

】 

０

９ 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】 

い

や

し

い

【

賤

・

卑

・

鄙

】 

さ

も

し

い 
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１

０ 

か

だ

ま

し

い

【

奸

・

姧

】 

こ

‐

ざ

か

し

い

【

小

賢

】 

１

３ 

あ

じ

ゃ

ら

し

い

【

戯

】 

い

か

が

わ

し

い

【

如

何

】 

い

や

‐

ら

し

い

【

嫌─

・

厭─

】 

い

ろ

‐

が

ま

し

い

【

色─

】 

み

だ

ら

‐

が

ま

し

い

【

淫─

】 

み

だ

り

‐

が

ま

し

い

【

濫

─

・

猥─

】 

み

だ

り

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 

み

だ

れ

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥

─

】 
 

１

４ 
う

わ

き

‐

ら

し

い

【

浮

気─

】 

こ

の

ま

し

い

【

好

】 

す

け

べ

え

‐

た

ら

し

い

【

助

兵

衛

─
】 

す

け

べ

え

っ

‐

た

ら

し

い

【

助

兵

衛─

】 

は

な

げ

‐

ら

し

い

【

鼻

毛─

】 

３

４

３

０ 

行

為

・

活

動 

０

２ 

せ

い

‐

ら

し

い

【

勢─

】 

０

３ 

い

か

つ

‐

が

ま

し

い

【

厳─

】 

い

さ

ま

し

い

【

勇

】 

お

お

‐

し

い

【

雄

雄

・

男

男

】 

お

ぞ

い

し

い 
お

ぞ

ま

し

い

【

悍

】 

お

と

こ

‐

ら

し

い

【

男─

】 

お

な

ご

‐

ら

し

い

【

女

子─

】 

お

ん

な

‐

ら

し

い

【

女─

】 

め

め

‐

し

い

【

女

女

】 

り

り

‐

し

い

【

凜

凜

・

律

律

】 

０

５ 

あ

ら

あ

ら

‐

し

い

【

荒

荒

】 

あ

ら

‐

く

ま

し

い

【

荒─

】 

あ

ら

‐

く

も

し

い

【

荒─

】 

あ

ら

‐

こ

ま

し

い

【

荒─

】 
お

び

た

だ

し

い

【

夥

】 

た

け

だ

け

‐

し

い

【

猛

猛

】 

は

げ

し

い

【

激

・

烈

・

劇

】 

０

６ 

あ

っ

せ

い

‐

が

ま

し

い

【

圧

制─

】 
お

し

つ

け

‐

が

ま

し

い

【

押

付─

】 

お

ん

‐

が

ま

し

い

【

恩─

】 

お

ん

ぎ

‐

が

ま

し

い

【

恩

義─

・

恩

誼─

】 

お

ん

き

せ

‐

が

ま

し

い

【

恩

着─

】 

き

ょ

う

は

く

‐

が

ま

し

い

【

脅

迫─

】 

さ

し

ず

‐

が

ま

し

い

【

指

図─

】 

さ

し

で

‐

が

ま

し

い

【

差

出─

】 

ね

だ

り

‐

が

ま

し

い

【

強

請─

】 

ゆ

す

り

‐

が

ま

し
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い

【

揺─

・

強

請─

】 

よ

う

き

ゅ

う

‐

が

ま

し

い

【

要

求─

】 
３

５ 

交

わ

り 
３

５

０

０ 

交

わ

り 
０

１ 

あ

い

あ

い

‐

し

い

【

愛

愛

】 

あ

い

‐

し

た

し

い

【

相

親

】 

あ

や

‐

し

い

【

怪

・

妖

・

奇

】 

う

る

わ

し

い

【

美

・

麗

】 

お

と

ど

し

い 

し

た

し

い

【

親

】 

し

た

じ

た

‐

し

い

【

親

親

】 

じ

ょ

う

‐

ら

か

し

い

【

情─

】 

ち

か

し

い

【

近

・

親

】 

ち

か

ぢ

か

‐

し

い

【

近

近

】 

な

か

‐

む

つ

ま

じ

い

【

仲

睦

・

中

睦

】 

な

れ

な

れ

‐

し

い

【

馴

馴

】 

ひ

さ

し

い

【

久

・

尚

】 

ふ

ゆ

‐

め

か

し

い

【

冬─

】 

む

つ

ま

じ

い

【

睦

】 

０

２ 

へ

だ

て

‐

が

ま

し

い

【

隔─

】 

３

６ 

待

遇 

３

６

１

０ 

公

式

・

公

平 

０

１ 

は

か

ば

か

‐

し

い

【

捗

捗

・

果

果

】 

は

れ

‐

が

ま

し

い

【

晴─

】 

は

れ

ば

れ

‐

し

い

【

晴

晴

】 

０

７ 

ひ

と

し

い

【

等

・

均

・

斉

】 

３

６

８

０ 

待

遇

・

礼

な

ど 

０

１ 

う

や

う

や

‐

し

い

【

恭

】 

う

や

ま

わ

し

い

【

敬

】 

お

も

お

も

‐

し

い

【

重

重

】 

こ

ま

ご

ま

‐

し

い

【

細

細

】 

し

か

つ

‐

が

ま

し

い 

し

か

つ

べ

し

い 

し

か

つ

べ

ら

し

い 

し

か

つ

め

ら

し

い

【

鹿

爪

】 

れ

い

ぎ

‐

た

だ

し

い

【

礼

儀

正

】 

０

５ 

あ

や

‐

し

い

【

怪

・

妖

・

奇

】 

せ

ん

し

ょ

う

‐

ら

し

い

【

僭

上─

】 

な

め

‐

た

ら

し

い

【

無

礼─

】 

な

れ

な

れ

‐

し

い

【

馴

馴

】 
ぶ

し

つ

け

‐

が

ま

し

い

【

不

躾─

】 

み

だ
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り

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 

み

だ

り

‐

が

わ

し

い

【

濫─

・

猥─

】 

０

６ 

け

ん

ぺ

い

‐

ら

し

い

【

権

柄─

】 

さ

か

し

い

【

賢

】 

そ

ん

だ

い

‐

ら

し

い

【

尊

大─

】 

ま

ん

‐

ら

し

い

【

慢─

】 

も

っ

た

い

‐

ら

し

い

【

勿

体─

】 

よ

う

だ

い

‐

ら

し

い

【

容

体─

】 

０

９ 
え

ん

り

ょ

‐

が

ま

し

い

【

遠

慮─

】 

１

１ 
か

や

ま

し

い 

き

っ

と

‐

し

い

【

急

度

】 

き

び

し

い

【

厳

】 

た

た

わ

し

い

【

湛

】 

て

‐

き

び

し

い

【

手

厳

】 

や

か

ま

し

い

【

喧

】 

１

３ 

う

と

う

と

‐

し

い

【

疎

疎

】 

お

ぼ

お

ぼ

‐

し

い 

き

ゃ

く

し

ん

‐

が

ま

し

い

【

隔

心─

】 

た

に

ん

‐

が

ま

し

い

【

他

人─

】 

よ

そ

‐

が

ま

し

い

【

余

所─

】 

よ

そ

よ

そ

‐

し

い

【

余

所

余

所

】 

１

４ 

か

ど

か

ど

‐

し

い

【

角

角

】 

か

ど

‐

が

ま

し

い 

か

ど

‐

ま

し

い 

け

ん

け

ん

‐

し

い 

け

ん

つ

く

‐

ら

し

い

【

剣

突─

】 

せ

わ

し

い

【

忙

】 

と

が

と

が

‐

し

い 

と

げ

と

げ

‐

し

い

【

刺

刺

】 

１

８ 

む

ご

‐

た

ら

し

い

【

惨─
・

酷─

】 

む

ご

っ

‐

た

ら

し

い

【

惨─

】 

む

ご

‐

ら

し

い

【

惨─

・

酷─

】 

３

７ 

経

済 

３

７

１

０ 

経

済

・

収

支 

０

４ 

お

し

い

【

惜

・

愛

】 

０

５ 

こ

‐

む

や

く

し

い

【

小

無

益

】 

ま

め

ま

め

‐

し

い

【

忠

実

忠

実

・

実

実

】 

０

６ 

く

ち

‐

お

し

い

【

口

惜

】 
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０

８ 

む

な

し

い

【

空

・

虚

】 

１

３ 

つ

づ

ま

し

い

【

約

】 

つ

ま

し

い

【

倹

】 
３

７

９

０ 

貧

富 
０

１ 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】 

い

や

し

い

【

賤

・

卑

・

鄙

】 

か

な

し

い

【

悲

・

哀

・

愛

】 

さ

も

し

い 

せ

わ

し

い

【

忙

】 

と

ぼ

し

い

【

乏

】 

と

も

し

い

【

乏

・

羨

】 

び

ん

ぼ

う

‐

た

ら

し

い

【

貧

乏─

】 

び

ん

ぼ

う

っ

‐

た

ら

し

い

【

貧

乏─

】 

ふ

と

こ

ろ

‐

ざ

み

し

い

【

懐

寂

】 

ま

ず

し

い

【

貧

】 

ま

ど

し

い

【

貧

】 

０

３ 

お

び

た

だ

し

い

【

夥

】 
 

さ

び

し

い

【

寂

・

淋

】 
 

さ

ぶ

し

い

【

寂

・

淋

】 

さ

み

し

い

【

寂

・

淋

】 

さ

わ

が

し

い

【

騒

】 

に

ぎ

に

ぎ

‐

し

い

【

賑

賑

】 

に

ぎ

や

し

い

【

賑

】 

に

ぎ

わ

し

い

【

賑

】 

ひ

と

‐

だ

か

し

い

【

人

高

】 

０

４ 

た

の

し

い

【

楽

】 

た

の

し

‐

ら

し

い

【

楽─

】 

た

の

も

し

い

【

頼

】 

ふ

く

ぶ

く

‐

し

い

【

福

福

】 

０

５ 

え

よ

う

‐

ら

し

い

【

栄

耀─

】 

お

ご

り

‐

が

ま

し

い

【

驕─

・

奢─

】 

 
 ５ 

自

然

現

象 

５

０ 

自

然 

５

０

０

０ 

自

然 

０

１ 

は

る

‐

め

か

し

い

【

春─

】 

ふ

ゆ

‐

め

か

し

い

【

冬─

】 

５

０

１

０ 

光 

０

３ 

か

が

や

か

し

い

【

輝

・

耀

】 

ま

ぎ

ら

わ

し

い

【

紛

】 

ま

ぶ

し

い

【

眩

】 

ま

ぼ

し

い
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【

眩

】 

０

５ 

い

ち

‐

じ

る

し

い

【

著

】 

０

６ 

さ

え

ざ

え

‐

し

い

【

冴

冴

・

冱

冱

】 

す

ず

し

い

【

涼

】 
 

０

９ 

お

ぼ

お

ぼ

‐

し

い 

お

ぼ

ろ

お

ぼ

ろ

‐

し

い

【

朧

朧

】 

た

ど

た

ど

‐

し

い 

１

１ 
つ

や

つ

や

‐

し

い

【

艷

艷

】 

に

お

わ

し

い

【

匂

】 

１

２ 
き

ら

‐

め

か

し

い

【

煌─

】 

５

０

２

０ 

色 

０

２ 

し

ら

じ

ら

‐

し

い

【

白

白

】 

し

ろ

え

‐

ら

し

い

【

白

絵─

】 

す

さ

ま

じ

い

【

凄

】 

０

３ 

く

ろ

ぐ

ろ

‐

し

い

【

黒

黒

】 

０

６ 

あ

お

あ

お

‐

し

い

【

青

青

】 

０

７ 

ど

く

ど

く

‐

し

い

【

毒

毒

】 

５

０

３

０ 

音 

０

２ 

け

た

た

ま

し

い 

け

た

ま

し

い 

け

ば

た

た

し

い 

０

３ 

あ

ま

っ

‐

た

ら

し

い

【

甘─
】 

 

た

ど

た

ど

‐

し

い 

０

４ 

ふ

と

ぶ

と

‐

し

い

【

太

太

】 

０

６ 

い

け

‐

そ

う

ぞ

う

し

い

【─

忩

忩

・─

騒

騒

】 

い

け

‐

ふ

さ

ふ

さ

し

い 

お

び

た

だ

し

い

【

夥

】 

か

し

が

ま

し

い

【

囂

・

喧

】 

か

し

ま

し

い

【

囂

・

姦

・

喧

】 

か

ま

‐

び

す

し

い

【

囂

・

喧

】 

け

た

た

ま

し

い 

さ

わ

が

し

い

【

騒

】 

さ

わ

‐

が

ま

し

い

【

騒─

】 

ざ

わ

‐

め

か

し

い 

し

ち

‐

や

か

ま

し

い

【─

喧

】 

そ

う

‐

が

ま

し

い

【

騒─

】 

そ

う

ぞ

う

‐

が

ま

し

い

【

忩

忩─

・

騒

騒─

】 

そ

う

ぞ

う

‐

し

い

【

忩

忩

・

騒

騒

】 

ひ

と

‐
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さ

わ

が

し

い

【

人

騒

】 

み

み

‐

か

し

ま

し

い

【

耳

囂

】 

み

み

‐

が

ま

し

い

【

耳

囂

】 

み

み

‐

や

か

ま

し

い

【

耳

喧

】 

も

の

‐

さ

わ

が

し

い

【

物

騒

】 

や

か

ま

し

い

【

喧

】 

や

っ

か

ま

し

い

【

喧

】 

ら

ん

が

し

い

【

乱

】 

５

０

４

０ 

に

お

い 

０

１ 
か

‐

ぐ

わ

し

い

【

芳

・

香

・

馨

】 

か

ん

ば

し

い

【

芳

・

香

・

馨

】 

こ

う

ば

し

い

【

香

・

芳

】 

０

２ 

く

さ

‐

ら

し

い

【

臭─

】 

５

０

５

０ 

味 

０

１ 

い

し

い

【

美

】 

お

‐

い

し

い

【

美

味

・

旨

味

】 

ま

ず

っ

ぽ

‐

ら

し

い

【

不

味─

】 

０

２ 

あ

ま

‐

た

ら

し

い

【

甘─

】 

０

５ 

に

が

に

が

‐

し

い

【

苦

苦

】 

５

０

６

０ 

材

質 

０

３ 

き

た

な

‐

ら

し

い

【

汚─
】 

０

７ 

ね

ば

‐

く

ろ

し

い

【

粘─
】 

ね

ば

ね

ば

‐

し

い

【

粘

粘

】 

０

９ 

ぬ

め

ぬ

め

‐

し

い

【

滑

滑

】 

１

０ 

あ

ら

あ

ら

‐

し

い

【

荒

荒

】 

１

２ 

こ

わ

っ

‐

ぱ

し

い

【

硬─

】 

１

３ 

に

や

に

や

‐

し

い 

５

１

物

質 

５

１

３

０ 

水

・

乾

湿 
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５

１

５

０ 

気

象 

０

３ 

す

が

す

が

‐

し

い

【

清

清

】 

す

ず

し

い

【

涼

】 

は

れ

ば

れ

‐

し

い

【

晴

晴

】 

０

４ 

う

っ

と

う

‐

し

い

【

鬱

陶

】 

う

っ

と

し

い

【

鬱

陶

】 

き

び

し

い

【

厳

】 

５

１

６

１ 

火 

５

１

７

０ 
熱 

５

２ 

天

地 

５

２

３

０ 

地 

０

２ 

さ

び

し

い

【

寂

・

淋

】 
 

さ

ぶ

し

い

【

寂

・

淋

】 

さ

ま

じ

い 

さ

み

し

い

【

寂

・

淋

】 

さ

む

ざ

む

‐

し

い

【

寒

寒

】 

も

の

‐

さ

み

し

い

【

物

寂

・

物

淋

】 

０

５ 

け

わ

し

い

【

険

・

嶮

】 

は

げ

し

い

【

激

・

烈

・

劇

】 

も

の

‐

さ

び

し

い

【

物

寂

・

物

淋

】 

５

３ 

生

物 

５

３

０

０ 

生

物 

０

１ 

ど

く

ど

く

‐

し

い

【

毒

毒

】 

５

６ 

身

体 

５

６

０

０ 

身

体 

０

１ 

け

が

ら

わ

し

い

【

汚

・

穢

】 

０

６ 

た

い

だ

い

‐

し

い

【

大

大

】 

な

ま

‐

め

か

し

い

【

艷─

】 

ふ

く

ぶ

く

‐

し

い

【

福

福

】 

ふ

と

ぶ

と

‐

し

い

【

太

太

】 

ま

る

ま

る

‐

し

い

【

丸

丸

】 

０

７ 

ほ

ね

‐

が

ま

し

い

【

骨─

】 

ほ

ね

ぼ

ね

‐

し

い

【

骨

骨

】 
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５

７ 

生

命 
５

７

０

１ 

生 

０

１ 

あ

お

あ

お

‐

し

い

【

青

青

】 

う

い

う

い

‐

し

い

【

初

初

】 

う

ぶ

う

ぶ

‐

し

い

【

生

生

】 

な

ま

‐

し

い

【

生

】 

み

ず

み

ず

‐

し

い

【

瑞

瑞

・

水

水

】 

わ

か

わ

か

‐

し

い

【

若

若

】 

０

２ 
あ

た

ら

し

い

【

新

】 

い

き

い

き

‐

し

い

【

生

生

】 

な

ま

‐

し

い

【

生

】 

な

ま

な

ま

‐

し

い

【

生

生

】 

み

ず

み

ず

‐

し

い

【

瑞

瑞

・

水

水

】 

５

７

１

０ 

生

理

・

病

気

な

ど 

０

６ 

さ

か

し

い

【

賢

】 

た

く

た

く

ま

し

い

【

逞

】 

０

８ 

あ

や

か

し

い 

よ

ぼ

よ

ぼ

‐

し

い 

よ

わ

よ

わ

‐

し

い

【

弱

弱

】 

０

９ 

あ

や

‐

く

る

し

い 

い

き

‐

ぐ

る

し

い

【

息

苦

】 

い

き

‐

ぜ

わ

し

い

【

息

忙

】 

い

き

だ

わ

し

い

【

息

】 
い

き

ど

う

し

い

【

息

】 

い

き

ど

お

し

い

【

息

】 

い

き

ど

し

い

【

息

】 

い

た

し

い

い

た

わ

し

い

【

労

・

痛

】 

せ

‐

ぐ

る

・

し

い

【─

苦

】 

な

や

ま

し

い

【

悩

】 

む

ず

か

し

い

【

難

・

六

借

】 

や

ま

し

い

【

疾

・

疚

】 

わ

ず

ら

わ

し

い

【

煩

】 

１

２ 

あ

さ

ま

し

い

【

浅

】 

む

な

し

い

【

空

・

虚

】 

 

一

―

二 

分

類

か

ら

見

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

傾

向 

 

『

分

類

語

彙

表

』

（

一

九

六

四

）

に

基

づ

き

分

類

し

た

結

果

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

の

意

味

に

つ

い

て

は

、

次

の

よ

う

な

傾

向

が

見

ら

れ

る

（

表

20

参

照

）

。 

１ 

抽

象

的

関

係

を

表

す

も

の 
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（

１

）

「

真

偽

」

「

類

」

「

存

在

」

「

様

相

」

「

力

」

「

作

用

」

「

時

間

」

「

空

間

」

「

形

」

「

量

」

な

ど

の

抽

象

的

関

係

を

表

す

場

合

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

「

様

相

」

（

一

四

七

語

）

と

「

量

」

（

九

五

語

）

に

多

く

見

ら

れ

る

。

「

存

在

」

「

力

」

「

作

用

」

「

空

間

」

「

形

」

は

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

用

い

ら

れ

に

く

く

、

そ

れ

ぞ

れ

十

語

以

下

で

あ

る

。 

（

２

）

「

趣

・

調

子

」

「

特

徴

」

「

良

不

良

・

適

不

適

」

「

調

和

・

混

乱

」

「

弛

緩

・

粗

密

・

繁

簡

」

「

美

醜

」

「

難

易

・

安

危

」

な

ど

の

「

様

相

」

を

表

す

場

合

、

基

本

的

に

主

観

的

判

断

の

介

入

が

必

要

で

あ

る

た

め

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

現

れ

や

す

い

。 

（

３

）

「

多

少

」

「

長

短

・

高

低

・

深

浅

・

厚

薄

・

遠

近

」

「

広

狭

・

大

小

」

「

速

度

」

「

軽

重

」

「

寒

暖

」

「

程

度

」

「

限

度

」

「

過

不

足

」

な

ど

の

「

量

」

を

表

す

場

合

、

基

本

的

に

客

観

的

な

基

準

が

あ

り

、

ク

活

用

形

容

詞

が

多

く

あ

る

が

、

「

量

」

の

把

握

は

客

観

的

基

準

の

上

に

主

観

的

感

覚

が

介

入

し

得

る

た

め

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

も

多

く

見

ら

れ

る

。

「

真

偽

」

「

類

」

「

時

間

」

な

ど

も

同

様

で

あ

る

。 

（

４

）

「

存

在

」

「

力

」

「

作

用

」

「

空

間

」

「

形

」

の

場

合

、

主

観

の

介

入

が

難

し

い

た

め

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

現

れ

に

く

い

。 

 

２ 

精

神

及

び

行

為

を

表

す

も

の 

（

１

）

精

神

及

び

行

為

を

表

す

場

合

、

「

好

悪

・

愛

憎

」

（

一

四

七

語

）

と

「

苦

悩

・

悲

哀

」

（

九

〇

語

）

に

多

用

さ

れ

る

。

次

に

、

「

恐

れ

・

怒

り

・

悔

し

さ

」

（

四

八

語

）

、

「

自

信

・

誇

り

・

恥

・

反

省

」

（

四

九

語

）

、

「

安

心

・

焦

燥

・

満

足

」

（

四

六

語

）

な

ど

の

感

情

に

も

多

く

見

ら

れ

る

。

「

苦

悩

・

悲

哀

」

が

九

〇

語

で

あ

る

の

に

対

し

て

、

「

快

・

喜

び

」

が

そ

の

三

分

の

一

の

三

一

語

で



230 

 

あ

る

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。 
（

２

）

喜

怒

哀

楽

な

ど

の

感

情

の

ほ

か

に

、

「

言

語

活

動

」

（

六

三

語

）

「

人

柄

」

（

五

五

語

）

「

文

化

・

歴

史

・

風

俗

」

（

四

七

語

）

「

才

能

」

（

四

四

語

）

「

待

遇

・

礼

な

ど

」

（

四

六

語

）

な

ど

の

評

価

に

も

多

用

さ

れ

る

。 

３ 

自

然

現

象

を

表

す

も

の 

（

１

）

自

然

現

象

を

表

す

場

合

、

「

音

」

（

二

八

語

）

と

「

生

理

・

病

気

」

（

二

〇

語

）

に

多

用

さ

れ

る

。 

  

以

上

、

『

語

彙

分

類

表

』

（

一

九

六

四

）

の

分

類

基

準

に

よ

っ

て

、

「

し

い

」

型

形

容

詞

を

分

類

し

た

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

が

「

抽

象

的

関

係

」

「

精

神

及

び

行

為

」

「

自

然

現

象

」

に

用

い

ら

れ

る

時

、

ど

の

よ

う

な

意

味

に

多

用

さ

れ

る

か

に

つ

い

て

、

あ

る

程

度

の

認

識

が

で

き

た

と

思

う

。

し

か

し

、

そ

れ

ぞ

れ

の

意

味

分

野

に

偏

向

す

る

の

は

い

つ

ご

ろ

の

こ

と

で

、

そ

し

て

、

ど

の

よ

う

に

変

化

し

て

き

た

か

に

つ

い

て

は

依

然

と

し

て

疑

問

が

残

る

。

そ

こ

で

、

意

味

が

変

化

す

る

パ

タ

ー

ン

な

ら

び

に

時

代

の

傾

向

を

考

察

す

る

た

め

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

を

再

検

討

す

る

。 

 

第
二
節 

シ
ク
活
用
形
容
詞
の
意
味
分
類
の
再
検
討 

二

―

一 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

の

試

案 

 

先

行

研

究

を

踏

ま

え

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

に

つ

い

て

、

次

の

一

三

分

類

を

試

案

し

た

。 

意

味

分

類

の

試

み

（

一

三

分

類

） 

①

存

在

形

容

詞 

実

在

、

真

偽

、

是

非 

②

関

係

形

容

詞 

異

同

、

類

似

、

因

果 
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③

時

空

形

容

詞 

時

間

（

新

旧

、

遅

速

）

、

空

間

（

遠

近

、

広

狭

） 
④

量

的

形

容

詞 

多

少

、

程

度 
⑤

属

性

形

容

詞 

大

小

、

形

、

色

、

長

短

、

高

低

、

厚

薄

、

材

質

、

自

然

現

象 

な

ど 

⑥

様

相

形

容

詞 

常

態

・

異

常

、

調

和

・

混

乱

、

確

か

さ

、

弛

緩

、

粗

密

、

繁

簡

、

難

易

・

安

危

、

調

子

、

表

情

、

新

鮮

さ

な

ど 

⑦

境

遇

形

容

詞 

立

場

、

身

上

、

貴

賤

、

貧

富

、

運

命

、

禍

福

、

安

否

、

忙

閑

、

生

老

病

死 

⑧

感

覚

形

容

詞 
視

覚

・

聴

覚

・

嗅

覚

・

味

覚

・

触

覚

、

痛

痒

、

温

湿

、

飢

渇

・

満

腹

、

疲

労 

な

ど 

⑨

対

自

形

容

詞 
興

奮

・

鎮

静

、

苦

楽

、

悲

喜

、

怒

り

、

驚

き

、

恐

れ

、

安

心

・

心

配

、

満

足

・

不

満

（

悔

い

／

反

省

）

、

焦

燥

・

つ

く

ろ

ぎ

、

狼

狽

・

落

ち

着

き

、

自

尊

（

自

信

）

・

卑

下

（

自

棄

）

、

虚

栄

、

驕

り

・

慎

み

、

栄

辱

（

名

誉

・

恥

）

な

ど 

⑩

対

他

形

容

詞 

人

情

、

好

悪

、

愛

憎

、

親

疎

、

善

意

・

悪

意

、

同

情

・

嫉

妬

、

恩

・

恨

み

、

尊

敬

・

軽

蔑

、

尊

重

・

愛

惜

・

無

視

、

感

謝 

な

ど 

⑪

意

向

形

容

詞 

意

志

、

決

心

、

欲

、

願

望

・

失

望

、

奮

起

・

落

胆

、

執

着

・

諦

め 

な

ど 

⑫

思

考

形

容

詞 

不

審

・

不

思

議

、

信

疑

、

推

測 

な

ど 

⑬

評

価

形

容

詞 

価

値

（

良

不

良

・

適

不

適

、

優

劣

、

重

要

・

無

益

）

、

人

の

性

質

（

人

柄

・

性

格

・

品

行

・

才

能

な

ど

）

、

礼

儀

・

態

度

、

美

醜

・

情

趣 

な

ど 

 

『

大

辞

林

』

（

第

二

版

・

二

〇

〇

六

）

に

よ

る

と

、

「

形

容

詞

」

と

は

、

「

そ

の

も

の

の

性

質

・

状

態

・

属

性

な

ど

を

表

す

言

葉

」

で

あ

る

。

ま

ず

、

物

の

存

在

を

前

提

と

し

て

い

る

。

そ

の

存

在

に

は

、

実

在

や

真

偽

を

表

す

存

在

形

容

詞

、

そ

の

他

の

存

在

物

と

の

関

わ

り

を

表

す

関

係

形

容

詞

、

時

間

性

や

空

間

性

な

ど

を

表

す

時

空

形

容

詞

が

含

ま

れ

て

い

る

は

ず

で

あ

る

。

そ

し

て

、

物

の

性

質

に

つ

い

て

、

属

性

形
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容

詞

と

量

的

形

容

詞

が

含

ま

れ

る

。

こ

の

五

種

類

は

物

の

存

在

に

関

係

す

る

も

の

で

あ

る

。 

 
次

に

、

事

物

は

不

変

な

も

の

で

は

な

い

。

そ

の

変

化

し

て

い

る

中

で

、

あ

る

時

点

の

状

態

を

形

容

す

る

こ

と

が

あ

る

。

事

物

の

進

展

状

況

な

ど

を

表

す

様

相

形

容

詞

は

主

に

物

の

状

態

に

関

係

す

る

も

の

で

あ

る

。

境

遇

形

容

詞

は

人

の

状

態

を

表

す

も

の

だ

と

理

解

で

き

る

。 

 

そ

し

て

、

人

が

存

在

や

状

態

を

認

識

す

る

場

合

、

五

感

に

よ

る

感

覚

形

容

詞

と

事

物

の

性

質

に

対

す

る

評

価

形

容

詞

が

成

り

立

つ

。

ま

た

、

外

部

の

刺

激

が

あ

る

か

ど

う

か

に

か

か

わ

ら

ず

、

人

間

は

喜

怒

哀

楽

の

感

情

を

生

じ

る

。

そ

の

感

情

は

、

大

体

「

喜

怒

哀

楽

」

な

ど

の

対

自

的

な

感

情

と

、

「

愛

憎

好

悪

」

な

ど

の

対

他

的

な

感

情

に

分

け

ら

れ

る

。

感

情

の

ほ

か

に

、

意

志

・

願

望

や

思

考

な

ど

の

能

動

的

精

神

活

動

を

表

す

も

の

も

あ

る

。

こ

の

十

三

分

類

の

中

で

、

①

～

⑦

は

状

態

的

意

味

が

強

く

、

⑧

～

⑬

は

情

意

的

意

味

が

強

い

と

言

え

る

。 

 

勿

論

、

形

容

詞

の

意

味

は

絡

み

合

っ

て

複

雑

で

、

完

全

に

切

り

離

れ

て

分

類

す

る

の

は

む

ず

か

し

い

。

属

性

形

容

詞

と

感

情

形

容

詞

の

二

分

類

の

上

で

、

さ

ら

に

細

か

く

意

味

分

類

を

検

討

す

る

た

め

、

こ

の

一

三

分

類

を

試

案

し

た

。 

 

二

―

二 

各

時

代

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類 

試

案

し

た

一

三

分

類

の

意

味

分

類

法

で

、

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

八

語

、

室

町

時

代

語

（

中

古

・

中

世

）

シ

ク

活

用

形

容

詞

四

九

二

語

、

近

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

五

二

一

語

に

つ

い

て

、

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

辞

書

記

述

の

最

初

に

記

さ

れ

て

い

る

基

本

的

意

味

に

よ

っ

て

分

類

を

し

て

み

た

（

表

21
・

表

22
参

照

）

。

各

時

代

の

意

味

分

類

か

ら

み

る

傾

向

は

次

の

よ

う

で



233 

 

あ

る

。 
１ 

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類 

 
上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

対

自

形

容

詞

、

評

価

形

容

詞

、

対

他

形

容

詞

の

割

合

が

大

き

い

。

最

も

多

い

対

自

形

容

詞

三

九

語

の

う

ち

、

「

喜

楽

」

な

ど

プ

ラ

ス

の

意

味

を

表

す

も

の

は

一

四

語

あ

る

の

に

対

し

て

、

「

苦

悲

」

な

ど

の

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

二

三

語

あ

り

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

多

用

さ

れ

て

い

る

。

な

お

、

対

他

形

容

詞

二

二

語

の

う

ち

、

「

愛

好

」

な

ど

の

プ

ラ

ス

方

向

の

も

の

は

一

七

語

で

、

「

嫌

悪

」

な

ど

の

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

四

語

で

、

プ

ラ

ス

方

向

に

多

用

さ

れ

て

い

る

。

両

者

は

逆

の

方

向

に

用

い

ら

れ

る

た

め

、

合

わ

せ

て

感

情

形

容

詞

の

場

合

、

プ

ラ

ス

方

向

が

三

一

語

で

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

が

二

七

語

で

、

そ

れ

ほ

ど

差

が

な

い

。 

評

価

形

容

詞

二

三

語

の

う

ち

、

プ

ラ

ス

方

向

が

一

九

語

も

あ

り

、

圧

倒

的

プ

ラ

ス

方

向

に

多

用

さ

れ

て

い

る

。

全

体

か

ら

見

る

と

、

上

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

四

八

語

の

中

で

、

プ

ラ

ス

方

向

は

六

四

語

で

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

は

四

五

語

で

あ

り

、

や

や

プ

ラ

ス

方

向

に

用

い

ら

れ

る

傾

向

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。 

 

２ 

室

町

時

代

（

中

古

・

中

世

）

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類 

 

室

町

時

代

（

中

古

・

中

世

）

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

は

、

評

価

形

容

詞

、

対

自

形

容

詞

、

様

相

形

容

詞

の

割

合

が

大

き

い

。

最

も

多

い

評

価

形

容

詞

一

三

七

語

の

う

ち

、

プ

ラ

ス

の

意

味

を

表

す

も

の

は

四

九

語

で

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

八

三

語

で

、

上

代

と

逆

に

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

い

る

。

対

自

形

容

詞

八

九

語

の

う

ち

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

八

一

語

も

あ

り

、

上

代

よ

り

さ

ら

に

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

傾

く

。

な

お

、

上

代

に

プ

ラ

ス

方

向

に

多

用

さ

れ

て

い

る

対

他

形

容

詞

四

六

語

の

う

ち

、

プ

ラ

ス

方

向

と

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

二

二

語

対

二

四

語

で

、

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る

。 



234 

 

全

体

か

ら

見

る

と

、

室

町

時

代

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

上

代

と

比

べ

て

、

明

ら

か

に

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

傾

く

傾

向

が

伺

え

る

。

そ

し

て

、

評

価

形

容

詞

の

割

合

は

対

自

形

容

詞

と

対

他

形

容

詞

を

上

回

っ

て

第

一

位

と

な

り

、

様

相

形

容

詞

は

著

し

く

増

加

し

、

対

他

形

容

詞

を

超

え

て

第

三

位

に

な

っ

た

。 

 

３ 

近

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類 

近

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

室

町

時

代

と

同

様

に

、

評

価

形

容

詞

、

対

自

形

容

詞

、

様

相

形

容

詞

の

割

合

が

大

き

い

。

最

も

多

い

評

価

形

容

詞

一

四

五

語

の

う

ち

、

プ

ラ

ス

の

意

味

を

表

す

も

の

は

四

七

語

で

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

九

八

語

で

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

多

用

さ

れ

て

い

る

。

対

自

形

容

詞

一

〇

九

語

の

う

ち

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

九

一

語

も

あ

り

、

そ

れ

以

前

と

同

じ

く

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

傾

く

。

な

お

、

対

他

形

容

詞

六

五

語

の

う

ち

、

プ

ラ

ス

方

向

と

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

も

の

は

二

八

語

対

三

七

語

に

な

り

、

や

や

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

傾

く

よ

う

に

な

っ

た

。 

全

体

か

ら

見

る

と

、

近

代

語

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

さ

ら

に

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

傾

く

傾

向

が

伺

え

る

。

そ

し

て

、

室

町

時

代

と

比

べ

て

、

存

在

・

関

係

・

量

的

形

容

詞

の

語

数

が

減

り

、

そ

の

分

、

様

相

・

対

自

・

対

他

形

容

詞

の

語

数

が

増

え

た

よ

う

で

あ

る

。 

 

第
三
節 

ま
と
め 

 

本

章

で

は

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

ま

ず

、

国

立

国

語

研

究

所

編

『

分

類

語

彙

表

』

（

一

九

六

四

）

に

「

形

容

詞

の

仲

間

」

と

し

た

「

相

の

類

」

の

分

類

基

準

に

従

い

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

八

九

七

語

を

そ

の

意

味

記

述

に

よ

っ

て

、

分

類

し

た

。

こ

れ

で

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

同

義

類

義

の

関

係

を

よ

り

明

確

的

に

示

す

こ

と

が

で
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き

た

。

ま

た

、

「

抽

象

的

関

係

」

「

精

神

お

よ

び

行

為

」

「

自

然

現

象

」

の

三

つ

の

方

面

に

お

い

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

使

用

傾

向

を

あ

る

程

度

把

握

す

る

こ

と

が

で

き

た

。 

 
具

体

的

に

見

る

と

、

「

精

神

お

よ

び

行

為

」

は

圧

倒

的

多

い

。

そ

の

中

で

、

「

好

悪

・

愛

憎

」

と

「

苦

悩

・

悲

哀

」

の

類

の

語

は

最

も

多

く

見

ら

れ

る

。

喜

怒

哀

楽

な

ど

の

感

情

の

ほ

か

に

、

「

言

語

活

動

」

と

「

人

柄

」

「

才

能

」

な

ど

の

人

の

行

為

に

関

す

る

も

の

が

多

い

の

も

注

目

さ

れ

る

。

「

抽

象

的

関

係

」

の

場

合

、

「

様

相

」

と

「

量

」

に

多

用

さ

れ

る

。

「

自

然

現

象

」

の

場

合

、

「

音

」

と

「

生

理

・

病

気

」

に

多

く

用

い

ら

れ

る

。 

 

こ

の

分

類

結

果

を

踏

ま

え

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

に

つ

い

て

再

検

討

し

、

十

三

分

類

を

試

案

し

た

。

上

代

・

室

町

時

代

・

近

代

の

各

時

代

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

分

類

し

て

、

各

種

類

の

形

容

詞

の

時

代

的

消

長

を

把

握

し

て

み

た

。

そ

の

結

果

、

評

価

形

容

詞

、

様

相

形

容

詞

の

増

加

が

注

目

さ

れ

る

。

こ

れ

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

の

時

代

的

変

化

、

つ

ま

り

、

畳

語

形

容

詞

と

派

生

形

容

詞

の

増

加

に

関

係

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

形

容

詞

の

意

味

方

向

か

ら

見

る

と

、

時

代

に

つ

れ

て

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

傾

く

傾

向

が

伺

え

る

。

特

に

、

上

代

に

お

い

て

明

ら

か

に

プ

ラ

ス

方

向

が

優

勢

で

あ

る

評

価

形

容

詞

と

対

他

形

容

詞

が

、

次

第

に

マ

イ

ナ

ス

方

向

へ

変

化

す

る

の

が

興

味

深

い

。 

 

十

三

分

類

に

よ

っ

て

、

各

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

原

義

の

意

味

傾

向

に

つ

い

て

、

あ

る

程

度

把

握

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

し

か

し

、

形

容

詞

の

意

味

は

不

変

な

も

の

で

は

な

い

。

次

は

、

こ

の

意

味

分

類

法

を

活

か

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

考

察

を

行

う

。 
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第
五
章 

シ
ク
活
用
形
容
詞
の
意
味
変
化 

  

本

章

は

、

主

に

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

意

味

記

述

で

二

つ

以

上

の

項

目

が

立

っ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

研

究

対

象

と

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

考

察

す

る

。 

 

第
一
節 

状
態
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
意
味
変
化 

一

―

一 

分

類

か

ら

み

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

を

考

察

す

る

た

め

に

、

ま

ず

、

そ

の

す

べ

て

の

意

味

記

述

に

よ

っ

て

、

分

類

を

試

み

た

。

た

と

い

え

、

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

で

「

あ

さ

ま

し

い

」

の

意

味

記

述

は

次

の

八

項

目

が

あ

る

。 

 

あ

さ

ま

し

・

い

【

浅

】

（

動

詞

「

あ

さ

む

（

浅

）

」

の

形

容

詞

化

。 

意

外

な

こ

と

に

驚

い

た

り

、

あ

き

れ

た

り

す

る

意

が

原

義

。

よ

い

場

合

に

も

悪

い

場

合

に

も

用

い

た

が

、

現

代

語

で

は

悪

い

意

味

に

だ

け

使

う

） 

①

意

外

で

あ

る

。

驚

く

べ

き

さ

ま

で

あ

る

。 

＊

竹

取

〔

９

Ｃ

末

～

１

０

Ｃ

初

〕

「

取

が

た

き

物

を

か

く

あ

さ

ま

し

く

も

て

来

る

事

を

ね

た

く

思

ひ

」 

②

興

ざ

め

で

あ

る

。

あ

ま

り

の

こ

と

に

あ

き

れ

か

え

る

。 

＊

竹

取

〔

９

Ｃ

末

～

１

０

Ｃ

初

〕

「

か

く

あ

さ

ま

し

き

空

ご

と

に

て

あ

り

け

れ

ば

、

は

や

返

し

給
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へ

」 

③

（

「

あ

さ

ま

し

く

な

る

」

の

形

で

用

い

、

思

い

も

か

け

な

い

こ

と

に

な

る

、

何

と

も

言

い

よ

う

の

な

い

さ

ま

に

な

る

の

意

か

ら

）

死

ぬ

こ

と

を

い

う

。 
＊

海

人

刈

藻

物

語

〔

１

２

７

１

頃

〕

二

「

御

心

も

な

き

や

う

に

て

お

は

し

ま

し

け

る

が

、

夜

に

入

り

て

、

あ

さ

ま

し

く

な

り

給

ひ

ぬ

」 

④

（

程

度

、

状

態

が

驚

き

あ

き

れ

る

程

で

あ

る

と

い

う

と

こ

ろ

か

ら

）

は

な

は

だ

し

い

。

ひ

ど

い

。 

＊

古

今

著

聞

集

〔

１

２

５

４

〕

七

・

二

九

一

「

浅

猿

（

あ

さ

ま

し

）

く

ふ

る

く

成

り

た

る

寺

あ

り

」 

⑤

情

け

な

い

。

嘆

か

わ

し

い

。

見

苦

し

い

。 

＊

う

た

た

ね

〔

１

２

４

０

頃

〕

「

と

ば

か

し

来

し

方

行

く

先

を

思

ひ

続

く

る

に

、

さ

も

あ

さ

ま

し

く

果

無

か

り

け

る

契

り

の

程

を

、

な

ど

、

か

く

し

も

思

ひ

入

れ

け

ん

と

」 

⑥

生

活

が

み

じ

め

で

あ

る

。

貧

乏

で

い

た

ま

し

い

。 

＊

虎

寛

本

狂

言

・

鈍

太

郎

〔

室

町

末

～

近

世

初

〕

「

『

扨

々

浅

ま

し

い

形

（

な

り

）

で

御

ざ

る

』

『

誠

に

は

か

な

い

体

（

て

い

）

で

御

ざ

る

』

」 

⑦

品

性

が

い

や

し

い

。

が

つ

が

つ

し

て

い

る

。

さ

も

し

い

。 

＊

玉

塵

抄

〔

１

５

６

３

〕

一

六

「

人

を

に

く

み

ね

た

む

心

が

な

い

ぞ

。

一

切

人

の

心

は

よ

い

を

ね

た

み

き 

⑧

地

位

や

身

分

が

低

い

。 

＊

曾

我

物

語

〔

南

北

朝

頃

〕

六

・

曾

我

に

て

虎

が

名

残

お

し

み

し

事

「

わ

ら

は

は

大

磯

の

君

、

あ

さ

ま

し

き

物

の

子

な

れ

ば

」 
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こ

の

八

項

目

の

意

味

記

述

に

よ

っ

て

、

分

類

し

て

み

る

と

、

次

の

よ

う

で

あ

る

。 

①

対

自

―

驚

き

〔

平

安

〕 

②

対

自

―

不

快

〔

平

安

〕 

③

境

遇

―

死

〔

鎌

倉

〕 

④

量

的

―

程

度

〔

鎌

倉

〕 

⑤

対

他

―

同

情

〔

鎌

倉

〕 

⑥

境

遇

―

貧

乏

〔

室

町

〕 
⑦

評

価

―

品

行

〔

室

町

〕 

⑧

境

遇

―

身

上

〔

室

町

〕 

つ

ま

り

、

「

あ

さ

ま

し

い

（

浅

）

」

は

、

平

安

時

代

に

現

れ

た

時

、

そ

の

原

義

は

驚

き

を

表

す

対

自

形

容

詞

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

、

驚

き

の

感

情

か

ら

、

興

ざ

め

の

不

快

の

感

情

ま

で

、

情

意

の

変

換

が

見

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

鎌

倉

時

代

に

お

い

て

は

、

情

意

に

含

ま

れ

た

程

度

性

が

抽

出

さ

れ

、

量

的

形

容

詞

に

な

っ

た

。

ま

た

、

特

殊

な

用

法

と

し

て

、

死

亡

を

表

す

よ

う

に

も

な

っ

た

。

さ

ら

に

、

善

悪

と

も

に

用

い

ら

れ

る

情

意

的

意

味

が

マ

イ

ナ

ス

方

向

に

傾

き

、

「

情

け

な

い

」

と

い

う

意

味

に

な

っ

た

。

時

代

が

下

る

に

つ

れ

て

、

マ

イ

ナ

ス

方

向

の

傾

向

が

著

し

く

な

り

、

生

活

面

の

貧

乏

さ

と

身

分

や

地

位

の

低

さ

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

る

。

そ

れ

と

関

連

し

て

、

「

品

性

が

い

や

し

い

」

と

い

う

評

価

に

も

用

い

ら

れ

た

。

こ

の

よ

う

に

、

情

意

の

変

換

を

別

に

し

て

、

対

自

形

容

詞

「

あ

さ

ま

し

い

（

浅

）

」

は

、

境

遇

形

容

詞

、

量

的

形

容

詞

、

評

価

形

容

詞

へ

と

意

味

変

化

が

見

ら

れ

る

の

で

あ

る

。

つ

ま

り

、

情

意

か

ら

状

態

へ

の

変

化

が

実

現

し

た

こ

と

が

認

め

ら

れ

る

。 

 

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

意

味

記

述

で

二

つ

以

上

の

項

目

が

立

っ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

中

で

、

こ

の

よ

う

な

意

味

変

化

が

見

ら

れ

る

も

の

は

、

お

よ

そ

一

六

三

語

が

あ

る

（

表

23
・

表

24
参

照

）

。 

 

厳

密

で

は

な

い

が

、

十

三

分

類

の

①

～

⑦

を

状

態

形

容

詞

と

し

て

扱

い

、

⑧

～

⑬

を

情

意

形

容

詞

と

し

て

扱

う

と

す

れ

ば

、

「

状

態

→

状

態

」

の

形

容

詞

は

四

六

語

、

「

状

態

→

情

意

」

の

形

容

詞

は

七

七

語

、

「

情

意

→

状

態

」

の

形

容

詞

は

七

六

語

、

「

情

意

→

情

意

」

の

形

容

詞

は

八

〇

語

で

あ

る

。

次

に

、

こ

れ
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ら

の

形

容

詞

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

考

察

す

る

。 

  
一

―

二 

状

態

か

ら

状

態

へ

変

化

す

る

場

合 

 

「

状

態

→

状

態

」

の

形

容

詞

四

六

語

の

中

で

、

最

も

多

い

の

は

「

属

性

→

様

相

（

九

語

）

」

で

あ

る

。

次

に

、

「

様

相

→

属

性

（

四

語

）

」

「

様

相

→

境

遇

（

四

語

）

」

「

存

在

→

様

相

（

三

語

）

」

「

様

相

→

量

的

（

三

語

）

」

な

ど

と

な

る

。

様

相

形

容

詞

を

め

ぐ

る

変

化

が

多

い

よ

う

で

あ

る

。 

●

存

在

→

様

相

（

三

語

） 

「

あ

り

あ

り

し

」

【

在

在

】 

意

味

変

化 

（

実

在

→

常

態

）

〔

意

味

の

進

化

〕 

実

際

に

あ

っ

た

と

お

り

の

さ

ま

で

あ

る

。

あ

り

の

ま

ま

で

あ

る

→

当

然

あ

る

べ

き

さ

ま

で

あ

る

。

そ

の

も

の

に

の

ぞ

ま

し

い

様

子

で

あ

る

。 

「

た

だ

し

」

【

正

】 

意

味

変

化 

（

是

非

→

調

和

）

〔

意

味

の

進

化

〕 

形

や

向

き

が

ま

っ

す

ぐ

で

あ

る

。

ゆ

が

ん

だ

り

曲

が

っ

た

り

し

て

い

な

い

。

横

向

き

に

な

っ

た

り

、

わ

き

道

に

そ

れ

て

い

な

い

→

形

が

整

っ

て

い

る

。

き

ち

ん

と

し

て

い

る

。 

「

ま

さ

し

」

【

正

】 

意

味

変

化 

（

是

非

→

確

か

さ

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

事

柄

の

本

性

に

か

な

っ

て

い

る

さ

ま

。

正

当

で

あ

る

。

正

真

正

銘

で

あ

る

。

た

だ

し

い

。

ま

ち

が

っ

て

い

な

い

→

占

い

な

ど

が

当

た

っ

て

そ

の

通

り

に

実

現

す

る

さ

ま

。

見

込

み

通

り

で

あ

る

。

ま

た

、

よ

く

言

い

当

て

る

さ

ま

。

予

想

が

確

か

で

あ

る

。 
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●

関

係

→

様

相

（

二

語

） 
「

ひ

と

し

」

【

等

】 

意

味

変

化 

（

異

同

→

調

和

）

〔

意

味

の

具

体

化

〕 

形

状

、

性

質

、

状

態

、

程

度

、

数

値

な

ど

を

対

比

し

て

、

同

じ

で

あ

る

さ

ま

。

非

常

に

よ

く

似

て

い

る

→

大

勢

の

行

動

が

同

じ

で

あ

る

さ

ま

。

誰

も

彼

も

一

斉

で

あ

る

。 

や

う

が

ま

し

【

様

】 

意

味

変

化 

（

理

由

→

困

難

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

様

子

あ

り

げ

で

あ

る

。

わ

け

が

あ

り

そ

う

だ

。

も

っ

た

い

ぶ

っ

た

様

子

で

あ

る

→

問

題

が

あ

り

そ

う

で

あ

る

。

注

文

や

条

件

な

ど

が

む

ず

か

し

い

。

面

倒

で

あ

る

。 

 

●

時

空

→

様

相

（

二

語

） 

「

あ

ら

た

し

」
【

新

】 

意

味

変

化 

（

新

旧

→

新

鮮

）
〔

意

味

の

転

用

〕 

初

め

て

で

あ

る

。

あ

る

状

態

に

な

っ

た

ば

か

り

で

あ

る

。

ま

た

以

前

の

も

の

に

代

わ

っ

た

ば

か

り

で

あ

る

→

（

魚

、

肉

、

野

菜

、

ま

た

、

空

気

な

ど

が

）

新

鮮

で

あ

る

。

生

き

生

き

と

し

て

い

る

。

濁

っ

て

い

な

い

。 

「

ひ

さ

し

」
【

久

】 

意

味

変

化 

（

時

間

―

常

態

・

陳

腐

）
〔

意

味

の

連

想

〕 

時

が

長

く

た

っ

て

い

る

。

ま

た

、

行

く

末

長

い

。

永

遠

で

あ

る

→

（

い

つ

も

見

た

り

聞

い
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た

り

、

接

し

た

り

し

て

い

る

さ

ま

を

表

わ

す

）

い

つ

も

の

通

り

で

あ

る

。

あ

た

り

ま

え

で

陳

腐

で

あ

る

。

あ

り

ふ

れ

て

い

る

。 

 

●

量

的

―

境

遇

（

二

語

） 

「

と

ぼ

し

」
【

乏

】 

意

味

変

化 
（

欠

け

→

貧

乏

）
〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

 
 

 
 

 

足

り

な

い

。

十

分

で

な

い

。

と

も

し

い

→

ま

ず

し

い

。

と

も

し

い

。 

「

と

も

し

」
【

乏

】 

意

味

変

化 

（

欠

け

→

貧

乏

）
〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

物

事

が

不

足

し

て

い

る

。

不

十

分

で

あ

る

。

少

な

い

。

と

ぼ

し

い

→

財

物

が

少

な

い

。

貧

し

い

。

貧

乏

で

あ

る

。

と

ぼ

し

い

。 

 

●

属

性

→

様

相

（

九

語

） 

「

あ

お

あ

お

し

い

」

【

青

青

】 

意

味

変

化 

（

色

彩

→

未

熟

／

新

鮮

）

〔

比

喩

〕 

い

ち

じ

る

し

く

青

い

→

（

ま

だ

熟

し

て

い

な

い

果

実

な

ど

が

青

い

と

こ

ろ

か

ら

）

未

熟

で

あ

る

。

ま

た

、

新

鮮

で

あ

る

。 

「

い

か

し

」

【

厳

】 

意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

厳

重

壮

大

）

〔

意

味

の

一

般

化

〕 

 
 

 
 

 

穀

物

の

稔

り

や

、

樹

木

の

繁

茂

や

世

の

繁

栄

し

て

い

る

状

態

→

い

か

め

し

い

。

お

ご

そ

か

で



242 

 

あ

る

。 
「

く

ま

ぐ

ま

し

」

【

隈

隈

】 
意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

不

明

瞭

）

〔

比

喩

・

転

用

〕 

 
 

 
 

 

隈

が

多

い

。

深

く

入

り

こ

ん

で

隠

れ

て

よ

く

見

え

な

い

→

心

に

隠

し

だ

て

が

多

い

。

心

に

秘

密

を

持

っ

て

い

る

よ

う

だ

。 

「

け

は

し

」

【

険

】 

意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

困

難

・

危

険

）

〔

意

味

の

一

般

化

・

抽

象

化

〕 

 
 

 
 

 

山

や

坂

な

ど

の

傾

斜

が

急

で

、

登

る

の

に

困

難

で

あ

る

。

道

が

急

峻

で

あ

る

→

克

服

す

る

の

が

困

難

で

あ

る

。

て

き

び

し

い

。

ま

た

、

危

険

で

あ

る

。 

「

こ

ま

ご

ま

し

」

【

細

細

】 

意

味

変

化 

（

形

状

→

明

瞭

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

非

常

に

こ

ま

か

い

→

非

常

に

く

わ

し

い

。

詳

細

で

あ

る

。 

「

さ

が

し

」

【

険

】 

意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

危

険

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

 
 

 
 

 

山

や

坂

が

け

わ

し

い

。

平

坦

で

な

い

。

険

阻

で

あ

る

→

危

険

な

さ

ま

で

あ

る

。

あ

ぶ

な

い

。 

「

し

ら

し

ら

し

」

【

白

白

】 

意

味

変

化 

（

色

彩

→

明

瞭

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

 
 

 
 

 

白

く

見

え

る

。

し

ろ

じ

ろ

と

し

て

い

る

。

明

ら

か

で

あ

る

→

は

っ

き

り

と

わ

か

る

、

明

白

で

あ

る

。 

「

た

ぎ

た

ぎ

し

」 
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意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

不

安

定

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

道

路

な

ど

に

、

で

こ

ぼ

こ

や

高

低

の

あ

る

さ

ま

→

足

が

よ

く

き

か

ず

、

た

ど

た

ど

し

い

。 
「

は

れ

ば

れ

し

」

【

晴

晴

】 

意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

表

立

つ

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

よ

く

晴

れ

わ

た

っ

て

明

る

い

→

格

別

に

改

ま

っ

た

状

況

で

あ

る

。

表

立

っ

て

い

る

。 

 

●

様

相

―

属

性

（

四

語

） 

「

い

か

め

し

い

」

【

厳

】 

意

味

変

化 

（

厳

然

→

大

小

）

〔

意

味

の

具

体

化

〕 

威

勢

が

あ

っ

て

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

規

模

が

大

き

く

勢

い

が

盛

ん

で

あ

る

。

荘

重

で

あ

る

。

壮

大

で

あ

る

→

姿

や

形

が

普

通

よ

り

大

き

く

、

が

っ

し

り

し

て

い

る

。

い

か

つ

い

。 

「

お

び

た

た

し

」

【

夥

】 

意

味

変

化 

（

繁

盛

→

規

模

）

〔

意

味

の

具

体

化

〕 

非

常

に

盛

ん

で

あ

る

。

に

ぎ

や

か

に

繁

昌

し

て

い

る

。

立

派

で

あ

る

→

（

建

物

な

ど

の

）

規

模

が

大

き

い

。

た

い

へ

ん

大

が

か

り

で

、

も

の

も

の

し

い

。 

「

き

び

し

」

【

厳

】 

意

味

変

化 

（

厳

然

→

自

然

状

況

）

〔

意

味

の

具

体

化

〕 

い

か

め

し

い

。

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

厳

重

で

あ

る

→

自

然

の

力

な

ど

が

強

く

て

、

簡

単

に

は

対

応

で

き

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

山

が

け

わ

し

い

、

寒

暑

の

程

度

が

ひ

ど

い

な

ど

。 

「

は

げ

し

」

【

烈

】 
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意

味

変

化 

（

猛

烈

→

自

然

状

況

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

勢

い

が

強

い

。

あ

ら

あ

ら

し

い

→

地

形

が

け

わ

し

い

。

険

阻

で

あ

る

。 

 

●

様

相

―

境

遇

（

四

語

） 

「

さ

も

し

」 

意

味

変

化 
（

様

態

→

身

上

・

貧

乏

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 
態

度

や

様

子

な

ど

が

み

す

ぼ

ら

し

い

→

身

分

や

地

位

が

低

く

、

い

や

し

い

。

貧

し

い

。

見

苦

し

い

。 

「

せ

は

し

」

【

忙

】 

意

味

変

化 

（

連

続

→

多

忙

→

貧

乏

）

〔

意

味

の

転

用

・

連

想

〕 

速

度

や

調

子

な

ど

が

速

く

、

次

か

ら

次

へ

と

間

断

な

く

続

い

て

い

る

。

ゆ

っ

た

り

し

て

い

な

い

→

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

な

ど

が

多

く

重

な

っ

た

り

し

て

暇

が

な

い

。

い

そ

が

し

い

。

多

忙

で

あ

る

。

→

経

済

的

に

切

迫

し

て

い

る

。

苦

し

い

。

世

の

中

を

わ

た

っ

て

い

く

こ

と

が

む

ず

か

し

い

。 

「

せ

ば

せ

ば

し

」

【

狭

狭

・

約

】 

意

味

変

化 

（

繁

簡

→

広

狭

・

貧

乏

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

 
 

 
 

 

簡

略

で

あ

る

。

短

く

つ

ま

る

→

非

常

に

狭

い

。

幅

が

せ

ま

く

窮

屈

で

あ

る

。

ま

た

、

貧

し

い

さ

ま

で

あ

る

。 

「

ひ

と

び

と

し

」

【

人

人

】 

意

味

変

化 

（

普

通

→

身

上

）

〔

意

味

の

進

化

〕 
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人

な

み

で

あ

る

。

世

間

一

般

の

人

と

同

じ

で

あ

る

。

人

間

ら

し

い

→

か

な

り

の

身

分

で

あ

る

。

一

か

ど

の

人

ら

し

い

。

身

分

、

ま

た

は

人

格

が

す

ぐ

れ

て

い

る

。

立

派

で

あ

る

。 

 

●

様

相

―

量

的

（

三

語

） 

「

お

び

た

た

し

」

【

夥

】 

意

味

変

化 
（

繁

盛

→

程

度

・

多

量

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 
非

常

に

盛

ん

で

あ

る

。

に

ぎ

や

か

に

繁

昌

し

て

い

る

。

立

派

で

あ

る

→

（

一

般

に

）

程

度

が

普

通

で

な

い

。

（

病

気

、

苦

痛

な

ど

の

程

度

が

）

ひ

ど

い

。

→

数

量

が

非

常

に

多

い

。 

「

き

び

し

」

【

厳

】 

意

味

変

化 

（

厳

然

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

い

か

め

し

い

。

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

厳

重

で

あ

る

→

程

度

の

は

な

は

だ

し

い

さ

ま

。

ひ

ど

く

。 

「

は

げ

し

」

【

激

】 

意

味

変

化 

（

猛

烈

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

勢

い

が

強

い

。

あ

ら

あ

ら

し

い

→

程

度

が

は

な

は

だ

し

い

。

ま

た

、

こ

と

ご

と

し

い

。 

 

●

様

相

→

時

空

（

二

語

） 

「

な

ま

な

ま

し

」
【

生

生

】 

意

味

変

化 

（

新

鮮

→

時

間

）
〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

な

ま

身

で

あ

る

。

生

き

て

い

る

→

死

ん

だ

ば

か

り

で

あ

る

→

今

で

き

た

ば

か

り

で

あ

る

。
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真

新

し

い

。 
「

は

げ

し

」

【

激

】 
意

味

変

化 

（

猛

烈

→

時

機

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

勢

い

が

強

い

。

あ

ら

あ

ら

し

い

→

頻

繁

で

あ

る

。 

 

●

境

遇

→

量

的

（

二

語

） 

「

ま

づ

し

」
【

貧

】 

意

味

変

化 

（

貧

乏

→

不

足

）
〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

財

産

や

金

銭

に

乏

し

い

。

貧

乏

で

あ

る

。

と

も

し

い

→

豊

か

で

な

い

。

み

た

さ

れ

て

い

な

い

。

乏

し

い

。

少

な

い

。

貧

弱

で

あ

る

。 

「

ま

ど

し

」
【

貧

】 

意

味

変

化 

（

貧

乏

→

不

十

分

）
〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

貧

乏

で

あ

る

。

ま

ず

し

い

→

十

分

に

行

な

え

な

い

。

お

ろ

そ

か

に

な

る

。

不

十

分

で

あ

る

。 

 

［

状

態

か

ら

状

態

へ

変

化

す

る

場

合

の

ま

と

め

］ 

 

「

状

態

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

パ

タ

ー

ン

が

最

も

多

く

見

ら

れ

る

。

特

に

、

自

然

状

況

や

形

状

な

ど

の

属

性

か

ら

「

困

難

・

危

な

い

」

や

「

明

瞭

・

確

か

さ

」

な

ど

の

意

味

を

抽

出

す

る

も

の

が

多

い

。

そ

の

逆

に

、

様

相

を

表

す

形

容

詞

は

、

「

規

模

」

や

「

自

然

状

況

」

に

用

い

ら

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

様

相

と

属

性

の

ほ

か

に

、

様

相

と

時

空

、

境

遇

と

量

的

も

同

じ

く

緊

密

的

な

意

味

関

係

を

持

ち

、

互

い

に

意

味

変

化

が

生

じ

や

す

い

よ

う

で

あ

る

。 
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ま

た

、

存

在

→

様

相

、

様

相

→

量

的

、

様

相

→

境

遇

な

ど

の

パ

タ

ー

ン

は

一

方

的

に

変

化

し

が

ち

で

あ

る

。

存

在

形

容

詞

は

、

存

在

の

状

態

と

関

係

あ

る

様

相

（

常

態

、

調

和

、

確

か

さ

な

ど

）

に

変

化

し

や

す

い

。

「

繁

盛

・

厳

然

・

猛

烈

」

な

ど

の

意

味

を

表

す

様

相

形

容

詞

は

程

度

性

を

派

生

し

や

す

い

。

物

の

状

態

を

表

す

様

相

か

ら

「

多

忙

・

貧

乏

」

な

ど

の

人

の

状

態

に

も

連

想

し

が

ち

で

あ

る

。 

 
 

一

―

三 
状

態

か

ら

情

意

へ

変

化

す

る

場

合 

「

状

態

→

情

意

」

の

形

容

詞

七

七

語

の

中

で

、

最

も

多

い

の

は

「

様

相

→

評

価

（

二

二

語

）

」

で

あ

る

。

次

に

、

「

様

相

→

対

自

（

八

語

）

」

「

属

性

→

評

価

（

六

語

）

」

「

様

相

→

対

他

（

五

語

）

」

「

存

在

→

評

価

（

五

語

）

」

と

な

っ

て

い

る

。

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。 

●

存

在

→

評

価

（

五

語

） 

「

う

つ

し

」

【

現

】 

意

味

変

化 

（

実

在

→

人

柄

・

良

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

姿

が

見

え

て

い

る

。

実

在

す

る

。

こ

の

世

に

生

き

て

い

る

→

正

気

で

あ

る

。

理

性

が

あ

る

。

真

実

で

あ

る

。 

「

た

だ

し

」

【

正

】 

意

味

変

化

（

是

非

→

規

範

・

良

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

形

や

向

き

が

ま

っ

す

ぐ

で

あ

る

。

ゆ

が

ん

だ

り

曲

が

っ

た

り

し

て

い

な

い

。

横

向

き

に

な

っ

た

り

、

わ

き

道

に

そ

れ

て

い

な

い

。

→

道

徳

、

規

則

、

道

理

、

作

法

、

約

束

の

時

間

な

ど

規

範

と

さ

れ

て

い

る

も

の

に

か

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

事

実

に

合

っ

て

い

る

。

ま

ち

が

っ

て

い

な

い

。

正

統

で

あ

る

。 
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「

ま

こ

と

し

」

【

実

】 
意

味

変

化 

（

真

実

→

人

柄

・

良

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

ま

こ

と

で

あ

る

さ

ま

→

実

直

で

あ

る

さ

ま

。

ま

じ

め

で

あ

る

さ

ま

。 

「

ま

さ

し

」

【

正

】 

意

味

変

化 
（

是

非

→

人

柄

・

良

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 
事

柄

の

本

性

に

か

な

っ

て

い

る

さ

ま

。

正

当

で

あ

る

。

正

真

正

銘

で

あ

る

。

た

だ

し

い

。

ま

ち

が

っ

て

い

な

い

→

実

直

で

あ

る

。

忠

実

で

あ

る

。 

「

む

な

し

」

【

空

】 

意

味

変

化 

（

空

虚

→

価

値

・

無

益

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

中

に

物

が

な

い

。

そ

こ

に

あ

る

べ

き

も

の

が

な

い

。

空

虚

で

あ

る

。

内

容

が

な

い

→

い

た

ず

ら

に

経

過

す

る

。

あ

る

行

為

や

事

柄

の

効

果

が

現

わ

れ

な

い

。

か

い

が

な

い

。 

 

●

存

在

→

意

向

（

二

語

） 

「

あ

り

あ

り

し

」
【

在

在

】 

意

味

変

化 

（

実

在

→

意

志

）
〔

意

味

の

連

想

〕 

実

際

に

あ

っ

た

と

お

り

の

さ

ま

で

あ

る

→

さ

も

ほ

ん

と

う

ら

し

い

。

も

っ

と

も

ら

し

い

。 

「

そ

ら

ぞ

ら

し

い

」 

意

味

変

化 

（

空

虚

→

意

志

）
〔

意

味

の

連

想

〕 

空

虚

で

あ

る

。

う

つ

ろ

で

あ

る

→

知

ら

な

い

ふ

り

を

し

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。

そ

ら

と

ぼ

け

て

い

る

。

ま

た

、

そ

の

よ

う

な

態

度

が

み

え

す

い

て

い

る

。

わ

ざ

と

ら

し

い

。 
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●

時

空

→

評

価

（

二

語

） 
「

あ

ら

た

し

」
【

新

】 

意

味

変

化 

（

新

旧

→

風

格

・

良

性

）
〔

意

味

の

転

用

〕 

初

め

て

で

あ

る

。

あ

る

状

態

に

な

っ

た

ば

か

り

で

あ

る

。

ま

た

以

前

の

も

の

に

代

わ

っ

た

ば

か

り

で

あ

る

。

→

今

ま

で

に

な

い

よ

う

な

、

変

わ

っ

た

お

も

し

ろ

い

趣

向

で

あ

る

。

奇

抜

で

あ

る

。

→

今

ま

で

の

物

事

と

は

違

っ

て

い

る

。

今

ま

で

に

は

な

か

っ

た

も

の

で

あ

る

。

現

代

的

、

進

歩

的

な

ど

の

意

を

含

め

て

も

用

い

る

。 

「

ふ

る

め

か

し

い

」
【

古

】 

意

味

変

化 

（

新

旧

→

風

格

・

や

や

悪

性

）
〔

意

味

の

転

用

〕 

い

か

に

も

時

代

が

た

っ

た

こ

と

で

あ

る

。

昔

の

こ

と

で

あ

る

。

ま

た

、

昔

か

ら

の

こ

と

で

あ

る

。

古

び

て

い

る

→

様

式

・

性

格

な

ど

が

古

い

よ

う

に

感

じ

ら

れ

る

。

古

風

で

あ

る

。

昔

か

た

ぎ

で

あ

る

→

い

か

に

も

年

寄

り

じ

み

て

い

る

。

老

人

く

さ

い

→

清

新

な

魅

力

が

な

い

。

陳

腐

で

あ

る

。 

 

●

量

的

→

評

価

（

三

語

） 

「

た

た

は

し

」

【

偉

】 

意

味

変

化 

（

満

ち

→

性

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

悪

化

〕 

（

満

月

の

よ

う

に

）

満

ち

て

い

る

さ

ま

で

あ

る

。

欠

け

た

と

こ

ろ

の

な

い

さ

ま

で

あ

る

→

性

格

が

き

つ

い

。

ま

た

、

口

や

か

ま

し

い

。 
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「

ば

か

ば

か

し

い

」

【

馬

鹿

馬

鹿

】 
意

味

変

化 

（

程

度

→

才

能

）

〔

語

源

影

響

〕 

 
 

 
 

 

は

な

は

だ

し

い

。

程

度

を

越

え

て

い

る

。

ば

か

ら

し

い

→

ひ

ど

く

ば

か

げ

て

い

る

。

非

常

に

く

だ

ら

な

い

。

は

な

は

だ

つ

ま

ら

な

い

。

ば

か

ら

し

い

。 

「

ふ

か

し

」

【

深

】 

意

味

変

化 
（

多

量

→

価

値

・

重

要

／

意

味

深

い

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 
た

く

さ

ん

で

あ

る

さ

ま

。

多

い

。

多

量

だ

。

→

格

別

で

あ

る

さ

ま

。

た

い

し

た

こ

と

で

あ

る

。

重

大

だ

→

奥

深

い

。

ま

た

、

く

わ

し

い

。 

 

●

属

性

→

評

価

（

六

語

） 

「

い

か

し

」

【

厳

】 

意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

価

値

・

重

大

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

 
 

 
 

 

勢

い

が

盛

ん

で

あ

る

。

穀

物

の

稔

り

や

、

樹

木

の

繁

茂

や

世

の

繁

栄

し

て

い

る

状

態

→

重

大

で

あ

る

。 

「

か

ど

か

ど

し

」

【

角

角

】 

意

味

変

化 

（

形

状

→

性

格

・

悪

性

／

品

行

・

良

性

／

威

厳

・

良

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

物

が

か

ど

だ

っ

て

い

る

。

か

ど

が

多

い

。

か

ど

ば

っ

て

い

る

→

性

格

が

円

満

で

な

く

か

ど

だ

っ

て

い

る

。

と

げ

と

げ

し

い

。

圭

角

が

多

い

→

善

悪

を

は

っ

き

り

さ

せ

、

そ

れ

に

対

す

る

態

度

が

き

っ

ぱ

り

し

て

い

る

→

堂

々

と

し

て

い

る

。

威

厳

が

あ

る

。 

「

け

は

し

」

【

険

】 
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意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

心

や

性

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

山

や

坂

な

ど

の

傾

斜

が

急

で

、

登

る

の

に

困

難

で

あ

る

。

道

が

急

峻

で

あ

る

→

人

が

他

を

受

け

入

れ

な

い

さ

ま

。

つ

け

い

る

余

地

の

な

い

さ

ま

。(

イ)

き

び

し

い

。

き

つ

い

。(

ロ)

性

格

や

目

つ

き

や

口

調

な

ど

が

と

げ

と

げ

し

い

。 

「

こ

ま

ご

ま

し

」

【

細

細

】 

意

味

変

化 
（

形

状

→

価

値

・

不

重

要

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 
非

常

に

小

さ

い

。

い

か

に

も

細

か

い

→

本

筋

に

関

係

な

く

、

さ

し

て

重

要

で

な

い

。

細

か

く

雑

多

で

あ

る

。

く

だ

く

だ

し

い

。

わ

ず

ら

わ

し

い

。 

「

は

れ

ば

れ

し

」

【

晴

晴

】 

意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

美

的

・

良

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

よ

く

晴

れ

わ

た

っ

て

明

る

い

→

は

な

や

か

で

明

る

い

。

は

で

や

か

で

あ

る

。 

「

ふ

と

ぶ

と

し

」

【

太

太

】 

意

味

変

化 

（

身

体

→

品

行

・

悪

性

）

〔

比

喩

〕 

非

常

に

太

い

。

い

か

に

も

太

い

→

大

胆

で

ず

う

ず

う

し

い

。

非

常

に

図

太

い

。

ふ

て

ぶ

て

し

い

。 

 

●

属

性

→

対

自

（

二

語

） 

「

し

ら

し

ら

し

」

【

白

白

】 

意

味

変

化 

（

色

彩

→

興

ざ

め

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

白

く

見

え

る

。

し

ろ

じ

ろ

と

し

て

い

る

。

明

ら

か

で

あ

る

→

興

ざ

め

の

感

じ

で

あ

る

。 



252 

 

「

は

れ

ば

れ

し 

」

【

晴

晴

】 
意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

愉

快

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

よ

く

晴

れ

わ

た

っ

て

明

る

い

→

心

が

は

れ

ば

れ

し

て

い

る

。

な

や

み

が

な

く

明

る

い

。

は

れ

や

か

で

あ

る

。 

 

●

属

性

→

対

他

（

二

語

） 

「

こ

ま

ご

ま

し

」

【

細

細

】 

意

味

変

化 

（

形

状

→

丁

重

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

非

常

に

小

さ

い

。

い

か

に

も

細

か

い

→

非

常

に

丁

寧

で

あ

る

。

ね

ん

ご

ろ

で

あ

る

。 

「

そ

ば

そ

ば

し

」

【

稜

稜

】 

意

味

変

化 

（

形

状

→

疎

遠

）

〔

比

喩

・

転

用

〕 

か

ど

ば

っ

て

い

る

。

か

ど

だ

つ

→

よ

そ

よ

そ

し

い

。

し

っ

く

り

い

か

な

い

。

親

し

く

な

い

。 

 

●

属

性

→

意

向

（

二

語

） 

「

し

ら

し

ら

し

」

【

白

白

】 

意

味

変

化 

（

色

彩

→

意

図

）

〔

比

喩

・

転

用

〕 

白

く

見

え

る

。

し

ろ

じ

ろ

と

し

て

い

る

。

明

ら

か

で

あ

る

→

知

っ

て

い

な

が

ら

知

ら

な

い

ふ

り

を

す

る

さ

ま

で

あ

る

。

し

ら

ば

く

れ

て

い

る

。

そ

ら

ぞ

ら

し

い

。

ま

た

、

は

っ

き

り

い

つ

わ

り

と

わ

か

る

様

子

で

あ

る

。 

「

は

れ

ば

れ

し

」

【

晴

晴

】 
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意

味

変

化 

（

自

然

状

況

→

奮

起

）

〔

共

感

性

の

転

移

・

情

意

の

進

化

〕 

よ

く

晴

れ

わ

た

っ

て

明

る

い

→

は

ば

か

る

と

こ

ろ

が

な

い

。

大

っ

ぴ

ら

で

あ

る

。 

 

●

様

相

→

評

価

（

二

二

語

） 

「

あ

ら

あ

ら

し

」

【

荒

荒

】 

意

味

変

化 
（

猛

烈

→

性

格

・

や

や

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 
物

の

動

き

や

人

の

心

、

行

動

な

ど

が

、

あ

た

り

か

ま

わ

ず

、

は

げ

し

い

。

い

か

に

も

荒

っ

ぽ

い

。

ひ

ど

く

乱

暴

だ

。

猛

烈

だ

→

こ

ま

や

か

な

心

づ

か

い

が

な

い

。

粗

野

だ

。

ぶ

こ

つ

だ

。 

「

あ

ら

ま

し

」

【

荒

】

〔

意

味

の

転

用

〕 

意

味

変

化 

（

猛

烈

→

態

度

・

や

や

悪

性

） 

波

や

風

な

ど

が

荒

々

し

い

。

激

し

い

→

言

動

、

態

度

な

ど

が

荒

々

し

い

。

乱

暴

だ

。

粗

野

だ

。 

「

い

か

め

し

い

」

【

厳

】 

意

味

変

化 

（

厳

然

→

態

度

・

や

や

良

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

威

勢

が

あ

っ

て

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

規

模

が

大

き

く

勢

い

が

盛

ん

で

あ

る

。

荘

重

で

あ

る

。

壮

大

で

あ

る

→

改

ま

っ

た

態

度

や

し

か

た

で

あ

る

。 

「

い

つ

く

し

」

【

厳

】 

意

味

変

化 

（

厳

然

→

美

的

・

良

性

）

〔

意

味

の

特

殊

化

・

一

般

化

〕 

霊

妙

で

あ

る

。

威

力

に

満

ち

て

い

る

。

荘

厳

で

あ

る

。

神

や

現

人

神

（

あ

ら

ひ

と

が

み

）
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と

し

て

の

天

皇

お

よ

び

仏

な

ど

に

関

し

て

い

う

→

気

品

や

威

厳

の

あ

る

美

し

さ

で

あ

る

。

も

と

は

天

皇

家

の

血

筋

の

人

に

い

う

こ

と

が

多

い

→

人

や

事

物

が

美

し

い

。

美

麗

だ

。 
「

を

か

し

」

【

可

笑

】 

意

味

変

化 

（

滑

稽

→

美

的

・

良

性

）

〔

意

味

の

良

化

・

特

殊

化

・

転

用

〕 

滑

稽

な

さ

ま

で

あ

る

。

お

も

し

ろ

お

か

し

い

→

普

通

と

違

っ

て

格

別

な

趣

が

あ

る

さ

ま

。

賞

す

べ

き

さ

ま

で

あ

る

。

魅

力

の

あ

る

さ

ま

で

あ

る

。

①

感

興

を

お

ぼ

え

る

。

興

味

深

い

。

②

物

、

景

色

な

ど

が

美

し

く

、

趣

が

あ

る

。

風

情

が

あ

る

。 

③

容

姿

な

ど

が

、

美

し

く

魅

力

的

で

あ

る

。

可

愛

く

、

愛

す

べ

き

で

あ

る

。

④

音

楽

、

絵

、

字

、

歌

、

こ

と

ば

の

や

り

と

り

な

ど

が

、

上

手

で

趣

が

あ

る

。

気

が

き

い

て

い

る

。

風

流

で

あ

る

。

⑤

人

物

、

態

度

な

ど

が

、

立

派

で

魅

力

的

で

あ

る

。 

「

を

こ

が

ま

し

」

【

痴

】 

意

味

変

化 

（

滑

稽

→

態

度

・

悪

性

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

ば

か

ば

か

し

く

て

、

笑

い

を

誘

う

よ

う

な

さ

ま

。

ば

か

げ

て

い

る

。

み

っ

と

も

な

い

。

い

い

物

笑

い

に

な

り

そ

う

だ

→

さ

し

で

が

ま

し

い

。

な

ま

い

き

で

あ

る

。

思

い

上

が

っ

て

い

る

。

し

ゃ

く

に

さ

わ

る

。 

「

お

び

た

た

し

」

【

夥

】 

意

味

変

化 

（

繁

盛

→

基

準

・

悪

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

非

常

に

盛

ん

で

あ

る

。

に

ぎ

や

か

に

繁

昌

し

て

い

る

。

立

派

で

あ

る

。

→

大

げ

さ

す

ぎ

る

。

は

な

は

だ

し

す

ぎ

て

よ

く

な

い

。 

「

お

ほ

ほ

し

」 
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意

味

変

化 

（

不

明

瞭

→

才

能

・

悪

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

対

象

の

形

、

様

子

が

は

っ

き

り

し

な

い

。

ぼ

ん

や

り

し

て

明

ら

か

で

な

い

→

愚

鈍

で

あ

る

。 
「

き

び

し

」

【

厳

密

】 

意

味

変

化

（

厳

然

→

人

柄

・

や

や

悪

性

／

一

般

・

善

悪

両

方

）

〔

意

味

の

転

用

・

抽

象

化

〕 

い

か

め

し

い

。

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

厳

重

で

あ

る

。

→

人

に

対

す

る

要

求

な

ど

が

激

し

く

容

赦

が

な

い

。

簡

単

に

許

す

こ

と

を

し

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

苛

酷

で

あ

る

→

あ

る

行

為

や

状

況

、

言

葉

な

ど

に

対

し

て

、

そ

れ

が

普

通

で

な

い

こ

と

を

あ

き

れ

た

り

感

心

し

た

り

す

る

気

持

を

こ

め

て

い

う

。

た

い

し

た

も

の

だ

。

ひ

ど

い

も

の

だ

。 

「

け

い

は

く

ら

し

い

」

【

軽

薄

】 

意

味

変

化 

（

粗

末

→

態

度

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

手

軽

で

粗

末

な

様

子

で

あ

る

。

い

か

に

も

か

る

が

る

し

い

→

い

か

に

も

お

せ

じ

を

言

っ

て

い

る

と

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

。

こ

び

へ

つ

ら

っ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

。 

「

け

ば

け

ば

し

い

」 

意

味

変

化 

（

際

立

つ

→

美

的

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

・

悪

化

〕 

き

わ

だ

っ

て

い

る

。

た

い

そ

う

き

ら

び

や

か

で

あ

る

。

ひ

ど

く

人

目

に

立

つ

さ

ま

で

あ

る

。

け

わ

け

わ

し

→

ど

ぎ

つ

い

ま

で

に

派

手

で

あ

る

。

品

が

な

く

派

手

で

あ

る

。 

「

こ

と

よ

ろ

し

」

【

事

宜

】 

意

味

変

化 

（

常

態

→

一

般

・

良

性

）

〔

意

味

の

良

化

〕 

た

い

し

た

こ

と

で

は

な

い

。

普

通

ど

お

り

だ

。

あ

り

ふ

れ

て

い

る

。

さ

し

つ

か

え

な

い

→

か

な

り

良

い

。

相

応

で

あ

る

。 
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「

さ

も

し

」 
意

味

変

化 

（

様

態

→

品

行

・

悪

性

）

〔

意

味

の

特

殊

化

・

連

想

〕 

態

度

や

様

子

な

ど

が

み

す

ぼ

ら

し

い

。

ま

た

、

身

分

や

地

位

が

低

く

、

い

や

し

い

。

貧

し

い

。

見

苦

し

い

→

心

が

卑

し

い

。

品

性

が

下

劣

で

あ

る

。

あ

さ

ま

し

い

。 

「

せ

は

し

」

【

忙

】 

意

味

変

化 
（

連

続

→

態

度

・

悪

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 
速

度

や

調

子

な

ど

が

速

く

、

次

か

ら

次

へ

と

間

断

な

く

続

い

て

い

る

。

ゆ

っ

た

り

し

て

い

な

い

。

せ

わ

し

な

い

→

と

げ

と

げ

し

く

き

び

し

い

。

小

さ

な

こ

と

に

こ

だ

わ

り

、

ゆ

と

り

が

な

い

。 

「

せ

ば

せ

ば

し

」

【

狭

狭

・

約

】 

意

味

変

化 

（

繁

簡

→

性

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

簡

略

で

あ

る

。

短

く

つ

ま

る

→

（

狭

い

）

→

小

さ

な

こ

と

に

こ

だ

わ

り

、

心

が

狭

い

。

度

量

が

狭

い

。 

「

た

く

ま

し

」

【

逞

】 

意

味

変

化 

（

豪

勢

→

才

能

・

良

性

）

〔

意

味

の

転

用

・

連

想

〕 

力

が

満

ち

あ

ふ

れ

て

い

る

。

勢

い

が

盛

ん

で

あ

る

。

ま

た

、

豪

勢

で

あ

る

。

立

派

で

あ

る

→

（

意

志

や

考

え

が

し

っ

か

り

し

て

い

て

多

少

の

こ

と

で

く

じ

け

な

い

）

→

知

謀

、

術

策

に

す

ぐ

れ

て

い

る

。 

「

な

ま

や

さ

し

」

【

生

易

・

生

優

】 

意

味

変

化 

（

容

易

→

態

度

・

や

や

悪

性

）

〔

語

源

影

響

〕 
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な

み

ひ

と

と

お

り

で

あ

る

。

た

や

す

い

→

中

途

は

ん

ぱ

に

や

さ

し

い

。 
「

ひ

と

が

ま

し

」

【

人

】 
意

味

変

化 

（

普

通

→

評

判

・

良

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

一

人

前

ら

し

い

。

人

並

み

ら

し

い

。

人

ら

し

い

→

相

当

の

人

物

ら

し

い

。

人

に

し

ら

れ

る

ほ

ど

で

あ

る

。 

「

ひ

と

び

と

し

」

【

人

人

】 

意

味

変

化 

（

普

通

→

評

判

・

良

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

人

な

み

で

あ

る

。

世

間

一

般

の

人

と

同

じ

で

あ

る

。

人

間

ら

し

い

→

か

な

り

の

身

分

で

あ

る

。

一

か

ど

の

人

ら

し

い

。

身

分

、

ま

た

は

人

格

が

す

ぐ

れ

て

い

る

。

立

派

で

あ

る

。 

「

ふ

さ

ぶ

さ

し

い

」 

意

味

変

化 

（

誇

張

→

品

行

・

悪

性

）

〔

意

味

の

進

化

〕 

大

げ

さ

で

あ

る

。

仰

々

し

い

→

ふ

て

ぶ

て

し

い

。

図

々

し

い

。

あ

つ

か

ま

し

い

。

図

太

い

。

横

着

で

あ

る

。 

「

み

だ

り

か

は

し

」

【

妄

】 

意

味

変

化 

（

混

乱

→

才

能

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

秩

序

や

規

律

、

作

法

に

反

す

る

さ

ま

→

思

慮

、

分

別 

が

な

い

さ

ま

。

乱

暴

な

さ

ま

。 

「

も

の

も

の

し

」

【

物

物

】 

意

味

変

化 

（

厳

然

→

態

度

・

や

や

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

堂

々

と

し

て

い

る

。

立

派

で

あ

る

→

物

事

へ

の

対

応

が

大

げ

さ

で

お

も

お

も

し

い

。 
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●

様

相

→

対

自

（

八

語

） 
「

を

か

し

」

【

可

笑

】 
意

味

変

化 

（

滑

稽

→

満

足

）

〔

意

味

の

良

化

〕 

滑

稽

な

さ

ま

で

あ

る

。

お

も

し

ろ

お

か

し

い

→

（

賞

す

べ

き

さ

ま

）

→

満

足

で

あ

る

。 

「

お

ぼ

お

ぼ

し

い

」 

意

味

変

化 
（

不

明

瞭

→

不

安

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 
あ

た

り

が

薄

暗

く

て

は

っ

き

り

と

見

え

な

い

さ

ま

。

ぼ

う

っ

と

し

て

い

る

→

た

よ

り

な

く

不

安

な

さ

ま

。

た

ど

た

ど

し

い

。

し

っ

か

り

し

て

い

な

い

。 

「

お

ほ

ほ

し

」

【

鬱

】 

意

味

変

化 

（

不

明

瞭

→

不

愉

快

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

対

象

の

形

、

様

子

が

は

っ

き

り

し

な

い

。

ぼ

ん

や

り

し

て

明

ら

か

で

な

い

→

心

が

悲

し

み

に

沈

ん

で

晴

れ

な

い

。

う

っ

と

う

し

い

。 

「

さ

え

ざ

え

し

」

【

冴

冴

】 

意

味

変

化 

（

明

瞭

→

愉

快

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

さ

え

て

い

る

上

に

も

さ

え

て

い

る

。

ひ

じ

ょ

う

に

よ

く

さ

え

て

い

る

。

澄

み

切

っ

て

い

る

→

気

持

が

は

れ

ば

れ

と

し

て

い

る

。

ま

た

、

活

気

が

あ

る

。

生

き

生

き

と

し

て

い

る

。 

「

せ

は

し

」

【

忙

】 

意

味

変

化 

（

連

続

→

焦

燥

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

速

度

や

調

子

な

ど

が

速

く

、

次

か

ら

次

へ

と

間

断

な

く

続

い

て

い

る

。

ゆ

っ

た

り

し

て

い

な

い

。

せ

わ

し

な

い

→

（

忙

し

い

）

→

せ

か

れ

る

こ

と

が

あ

っ

て

落

ち

着

き

が

な

い

。

せ
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か

せ

か

し

て

い

る

。

気

ぜ

わ

し

い

。

せ

わ

し

な

い

。 
「

は

れ

が

ま

し

」

【

晴

】 
意

味

変

化 

（

表

立

つ

→

愉

快

／

恥

）

〔

語

源

影

響

で

共

感

性

の

転

移

・

情

意

の

進

化

〕 

表

だ

っ

て

い

る

。

公

で

あ

る

。

表

だ

っ

て

派

手

で

あ

る

→

気

持

が

た

い

そ

う

晴

れ

や

か

で

あ

る

。

表

だ

っ

て

得

意

げ

で

あ

る

。

い

か

に

も

は

れ

ば

れ

し

い

。

は

え

ば

え

し

い

→

大

勢

の

前

へ

出

て

き

ま

り

が

わ

る

い

。

お

も

は

ゆ

い

。

恥

ず

か

し

い

。 

「

ほ

れ

ほ

れ

し

」

【

惚

惚

】 

意

味

変

化 

（

様

態

→

放

心

状

態

）

〔

語

源

影

響

〕 

年

を

と

っ

て

ぼ

け

て

い

る

。

老

い

ぼ

れ

て

い

る

。

ほ

け

ほ

け

し

→

何

か

に

心

を

奪

わ

れ

て

、

ぼ

ん

や

り

し

て

い

る

。

放

心

状

態

で

あ

る

。

ほ

け

ほ

け

し

。 

「

み

だ

り

か

は

し

」

【

妄

】 

意

味

変

化 

（

混

乱

→

焦

燥

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

秩

序

や

規

律

、

作

法

に

反

す

る

さ

ま

。

み

だ

れ

が

ま

し

。

み

だ

れ

が

わ

し

→

心

の

平

静

を

失

っ

て

い

る

さ

ま

。

と

り

乱

し

て

い

る

さ

ま

。 

 

●

様

相

→

対

他

（

五

語

） 

「

い

な

か

め

ず

ら

し

い

」

【

田

舎

珍

】 

意

味

変

化 

（

普

通

で

な

い

→

珍

重

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

都

会

で

は

あ

た

り

ま

え

だ

が

、

田

舎

に

あ

る

に

し

て

は

珍

し

い

→

田

舎

を

珍

し

い

と

感

じ

る

。

田

舎

が

珍

し

い

。 
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「

お

ぼ

お

ぼ

し

い

」 
意

味

変

化 

（

不

明

瞭

→

疎

遠

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

あ

た

り

が

薄

暗

く

て

は

っ

き

り

と

見

え

な

い

さ

ま

。

ぼ

う

っ

と

し

て

い

る

→

他

人

行

儀

に

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

。

よ

そ

よ

そ

し

い

。

隔

て

が

ま

し

い

。 

「

け

が

ら

は

し

」

【

汚

】 

意

味

変

化 
（

不

潔

→

不

愉

快

）

〔

共

感

性

の

影

響

〕 
け

が

れ

て

い

る

。

き

た

な

ら

し

い

→

い

や

な

感

じ

の

す

る

さ

ま

。

不

愉

快

で

あ

る

。

い

と

わ

し

い

。 

「

な

ず

ま

し

い

」

【

泥

】 

意

味

変

化 

（

難

渋

→

愛

）

〔

比

喩

〕 

物

事

が

は

か

ば

か

し

く

進

行

し

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

難

渋

し

て

い

る

状

態

で

あ

る

→

ほ

れ

ぼ

れ

す

る

よ

う

な

さ

ま

で

あ

る

。 

「

も

の

も

の

し

」

【

物

物

】 

意

味

変

化 

（

厳

然

→

嫌

悪

）

〔

意

味

の

悪

化

〕 

お

ご

そ

か

で

あ

る

。

堂

々

と

し

て

い

る

。

立

派

で

あ

る

→

大

げ

さ

で

気

に

く

わ

な

い

。

ぎ

ょ

う

ぎ

ょ

う

し

い

。

こ

し

ゃ

く

で

あ

る

。 

 

●

境

遇

→

対

自

（

三

語

） 

「

い

そ

が

し

」

【

忙

】 

意

味

変

化 

（

多

忙

→

焦

燥

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 
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早

く

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

用

事

に

追

わ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

ま

た

、

用

事

が

多

く

重

な

っ

た

り

し

て

暇

が

な

い

。

多

忙

で

あ

る

→

せ

か

さ

れ

る

よ

う

な

感

じ

で

落

ち

着

か

な

い

心

持

ち

で

あ

る

。

落

ち

着

い

て

は

い

ら

れ

な

い

気

持

で

あ

る

。

気

が

せ

く

、

あ

わ

た

だ

し

い

。

せ

わ

し

い

。 

「

お

も

お

も

し

」

【

重

重

】 

意

味

変

化 
（

身

上

→

不

愉

快

）

〔

語

源

影

響

で

比

喩

・

転

用

〕 
地

位

身

分

が

高

く

て

威

厳

が

あ

る

。

か

ん

ろ

く

が

あ

る

→

気

分

が

浮

き

立

た

ず

、

暗

く

沈

ん

だ

感

じ

で

あ

る

。 

「

せ

は

せ

は

し

」

【

忙

忙

】 

意

味

変

化 

（

多

忙

→

焦

燥

・

不

愉

快

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

多

く

重

な

っ

て

、

き

わ

め

て

い

そ

が

し

い

。

非

常

に

せ

わ

し

い

。

ま

た

、

せ

き

た

て

ら

れ

る

よ

う

な

感

じ

で

あ

る

→

せ

せ

こ

ま

し

く

て

う

る

さ

い

。

こ

せ

こ

せ

し

て

わ

ず

ら

わ

し

い

。

不

愉

快

で

あ

る

。 

 

［

状

態

か

ら

情

意

へ

変

化

す

る

場

合

の

ま

と

め

］ 

 

「

状

態

→

情

意

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

パ

タ

ー

ン

が

最

も

多

く

見

ら

れ

る

。

特

に

、

「

猛

烈

」

や

「

厳

然

」

な

ど

の

様

相

を

表

す

形

容

詞

は

評

価

的

意

味

を

派

生

し

や

す

い

。

そ

し

て

、

こ

の

場

合

、

や

や

悪

性

的

な

傾

向

が

見

ら

れ

る

。

ま

た

、

属

性

形

容

詞

と

存

在

形

容

詞

も

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。

存

在

形

容

詞

の

場

合

、

そ

の

存

在

を

肯

定

的

に

受

け

入

れ

、

良

性

的

な

評

価

に

な

り

や

す

い

。

状

態

か

ら

価

値

や

美

意

識

、

人

の

性

格

・

品

行

・

態

度

な

ど

に

関

係

づ

け

ら

れ

、

「

状

態
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→

評

価

」

へ

の

変

化

は

最

も

成

立

し

や

す

い

よ

う

で

あ

る

。 

 
ま

た

、

対

自

形

容

詞

と

対

他

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

も

少

な

く

な

い

。

感

情

は

状

態

の

変

化

に

影

響

さ

れ

や

す

い

。

様

相

・

境

遇

・

属

性

な

ど

の

状

態

か

ら

、

同

じ

雰

囲

気

の

感

情

を

引

き

起

こ

す

。

た

と

え

ば

、

「

不

明

瞭

」

「

混

乱

」

「

不

潔

」

「

多

忙

」

な

ど

の

様

相

・

境

遇

形

容

詞

か

ら

、

不

愉

快

や

焦

燥

な

ど

の

マ

イ

ナ

ス

の

感

情

を

引

き

起

こ

す

も

の

が

多

く

見

ら

れ

る

。

全

体

か

ら

見

る

と

、

や

や

マ

イ

ナ

ス

の

感

情

に

傾

く

。 

 

以

上

、

状

態

形

容

詞

の

意

味

変

化

の

パ

タ

ー

ン

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

「

状

態

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

「

属

性

→

様

相

」

の

パ

タ

ー

ン

が

最

も

多

く

、

様

相

・

量

的

・

境

遇

形

容

詞

に

変

化

す

る

傾

向

が

見

ら

れ

る

。

「

状

態

→

情

意

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

「

様

相

→

評

価

」

の

パ

タ

ー

ン

が

最

も

多

く

、

評

価

・

対

自

・

対

他

形

容

詞

に

変

化

し

、

や

や

マ

イ

ナ

ス

的

な

傾

向

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。

次

に

、

情

意

形

容

詞

の

意

味

変

化

パ

タ

ー

ン

に

つ

い

て

考

察

す

る

。 

  

第
二
節 

情
意
シ
ク
活
用
形
容
詞
の
意
味
変
化 

 

二

―

一 

情

意

か

ら

状

態

へ

変

化

す

る

場

合 

 

「

情

意

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

形

容

詞

七

六

語

の

中

で

、

「

対

自

→

様

相

（

一

三

語

）

」

「

評

価

→

様

相

（

一

二

語

）

」

な

ど

の

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

最

も

多

い

。

ま

た

、

「

対

自

→

様

相

（

七

語

）

」

「

評

価

→

境

遇

（

六

語

）

」

な

ど

の

境

遇

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

も

多

い

。

次

い

で

、

「

対

自

→

量

的

（

四

語

）

」

「

対

他

→

様

相

（

四

語

）

」

「

感

覚

→

様

相

（

三

語

）

」

「

感

覚

→

境

遇

（

三

語

）

」

「

評

価

→

属

性

（

三

語

）

」

な

ど

と

な

っ

て

い

る

。 
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●

感

覚

→

様

相

（

三

語

） 
「

さ

わ

が

し

」

【

騒

】 
意

味

変

化 

（

聴

覚

→

混

乱

／

不

安

定

／

乱

雑

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

声

や

物

音

な

ど

が

大

き

く

て

う

る

さ

い

。

や

か

ま

し

い

。

そ

う

ぞ

う

し

い

→

人

の

出

入

り

な

ど

が

は

げ

し

く

、

に

ぎ

わ

っ

て

い

る

。

た

て

こ

ん

で

い

る

。

混

雑

し

て

い

る

→

穏

や

か

で

な

い

。

不

安

で

あ

る

。

不

吉

で

あ

る

→

（

戦

争

や

疫

病

ま

た

は

天

変

地

異

な

ど

で

）

社

会

の

情

勢

が

不

安

定

で

あ

る

。

世

情

が

落

ち

着

か

な

い

→

乱

雑

で

あ

る

。

整

っ

て

い

な

い

。 

「

す

さ

ま

じ

」

【

寒

・

冷

】 

意

味

変

化 

（

寒

暖

→

不

調

和

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

風

な

ど

が

寒

い

。

白

々

と

し

た

冷

た

さ

で

あ

る

。

身

が

寒

く

な

る

ほ

ど

で

あ

る

。

「

冷

ま

じ

」

の

表

記

で

秋

の

季

語

と

さ

れ

る

→

不

調

和

か

ら

起

こ

る

荒

涼

と

し

た

感

じ

を

表

わ

す

。

興

が

さ

め

る

よ

う

だ

。

情

趣

が

な

い

。

面

白

く

な

い

。 

「

す

ず

し

」

【

冷

】 

意

味

変

化 

（

温

度

→

表

情

／

清

潔

／

厳

然

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

つ

め

た

い

。

ま

た

、

寒

い

→

目

も

と

が

は

っ

き

り

し

て

い

る

。

目

に

け

が

れ

が

な

い

→

い

さ

ぎ

よ

い

→

厳

然

と

し

て

い

る

。

い

か

め

し

い

。 

 

●

感

覚

→

境

遇

（

三

語

） 

「

さ

わ

が

し

」

【

騒

】 

意

味

変

化 

（

聴

覚

→

多

忙

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 
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声

や

物

音

な

ど

が

大

き

く

て

う

る

さ

い

。

や

か

ま

し

い

。

そ

う

ぞ

う

し

い

→

忙

し

い

。

あ

わ

た

だ

し

い

。

事

が

多

い

。

ま

た

、

忙

し

く

て

心

が

奪

わ

れ

る

。 
「

す

さ

ま

じ

」

【

寒

・

冷

】 

意

味

変

化 

（

寒

暖

→

生

活

状

態

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

風

な

ど

が

寒

い

。

白

々

と

し

た

冷

た

さ

で

あ

る

。

身

が

寒

く

な

る

ほ

ど

で

あ

る

。

「

冷

ま

じ

」

の

表

記

で

秋

の

季

語

と

さ

れ

る

→

生

活

な

ど

が

苦

し

い

。 

ま

ぎ

ら

は

し

【

紛

】 

意

味

変

化 

（

視

覚

→

多

忙

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

ま

ば

ゆ

い

。

ま

ぶ

し

い

→

と

も

す

る

と

雑

事

に

か

ま

け

、

大

事

な

こ

と

を

忘

れ

が

ち

で

あ

る

。

ま

た

、

多

忙

で

大

事

な

こ

と

を

お

ろ

そ

か

に

し

が

ち

で

あ

る

。

→

（

と

り

ま

ぎ

れ

る

ほ

ど

に

）

め

ま

ぐ

る

し

く

多

忙

で

あ

る

。 

 

●

対

自

→

様

相

（

十

三

語

） 

「

あ

わ

た

た

し

」

【

慌

】 

意

味

変

化 

（

焦

燥

→

不

安

定

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

物

事

を

急

い

で

し

よ

う

と

し

て

慌

て

る

さ

ま

で

あ

る

。

心

が

せ

わ

し

な

く

落

ち

着

か

な

い

→

変

化

が

は

げ

し

い

。

状

況

が

不

安

定

で

流

動

的

で

あ

る

。 

「

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

」 

意

味

変

化 

（

驚

き

→

厳

然

／

猛

烈

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

耳

目

を

驚

か

す

よ

う

な

さ

ま

で

あ

る

→

い

か

め

し

い

。

荘

重

だ

→

（

音

、

声

な

ど

が

）

人
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を

驚

か

す

よ

う

に

大

き

い

。

騒

々

し

い

。

（

雨

、

風

な

ど

が

）

激

し

く

す

さ

ま

じ

い

。 
「

く

る

し

」

【

苦

】 
意

味

変

化 

（

苦

し

み

→

困

難

／

妨

害

／

様

態

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

身

体

の

状

態

や

生

活

な

ど

が

思

わ

し

く

な

く

、

身

に

苦

痛

を

感

じ

て

い

る

。

難

儀

で

あ

る

→

物

事

を

す

る

の

が

む

ず

か

し

い

。

困

難

で

あ

る

→

差

支

え

が

あ

る

。

は

ば

か

り

が

あ

る

。

都

合

が

悪

い

。

ま

た

、

そ

う

感

じ

さ

せ

る

よ

う

な

怪

し

さ

が

あ

る

。

多

く

否

定

的

表

現

を

伴

っ

て

用

い

る

→

人

に

不

愉

快

な

気

持

を

起

こ

さ

せ

る

さ

ま

で

あ

る

。

見

ぐ

る

し

い

。

聞

き

ぐ

る

し

い

。 

「

け

た

た

ま

し

い

」 

意

味

変

化 

（

驚

き

→

誇

張

）

〔

意

味

の

進

化

〕 

人

を

び

っ

く

り

さ

せ

る

く

ら

い

に

あ

わ

た

だ

し

く

、

騒

々

し

い

。

さ

わ

が

し

い

→

こ

と

ご

と

し

い

。

ぎ

ょ

う

ぎ

ょ

う

し

い

。

大

げ

さ

で

あ

る

。 

「

さ

び

し

」

【

寂

】 

意

味

変

化 

（

不

満

・

不

快

→

荒

涼

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

本

来

あ

る

べ

き

状

態

に

な

く

、

ま

た

、

本

来

備

わ

っ

て

い

る

は

ず

の

も

の

が

欠

け

て

い

て

、

満

た

さ

れ

な

い

気

持

を

表

わ

す

。

物

足

り

な

い

。

不

満

足

、

不

景

気

、

憂

鬱

、

物

悲

し

さ

な

ど

を

表

わ

す

→

人

の

気

配

が

な

く

心

細

い

。

ひ

っ

そ

り

し

て

い

る

。

静

か

で

心

細

い

ほ

ど

で

あ

る

。

ま

た

、

人

が

住

ま

ず

に

荒

れ

て

い

る

。

さ

み

し

い

。 

「

さ

み

し

」

【

寂

】 

意

味

変

化 

（

不

満

・

不

快

→

荒

涼

）

〔

「

さ

び

し

（

寂

）

」

に

同

じ

〕 
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「

す

が

す

が

し

」 
意

味

変

化 

（

愉

快

→

順

調

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

さ

わ

や

か

で

気

持

が

よ

い

。

さ

っ

ぱ

り

と

し

て

い

る

→

物

事

の

進

行

が

す

ら

す

ら

と

滞

る

こ

と

の

な

い

さ

ま

で

あ

る

。 

「

に

が

に

が

し

」

【

苦

苦

】 

意

味

変

化 
（

不

愉

快

→

表

情

）

〔

情

意

の

外

面

化

〕 
心

の

中

で

、

そ

の

こ

と

を

お

も

し

ろ

く

な

く

感

じ

る

。

非

常

に

不

愉

快

だ

。

た

ま

ら

な

く

い

や

だ

→

に

が

み

ば

し

っ

て

い

る

。 

「

み

ぐ

る

し

」

【

見

苦

】 

意

味

変

化 

（

苦

し

み

→

困

難

）

〔

語

源

影

響

〕 

外

か

ら

見

る

の

が

つ

ら

い

気

持

で

あ

る

。

見

る

に

た

え

な

い

→

見

づ

ら

い

。

見

る

の

に

困

難

す

る

。 

「

む

つ

か

し

」

【

難

・

六

借

】 

意

味

変

化 

（

不

愉

快

→

表

情

／

困

難

）

〔

情

意

の

外

面

化

／

意

味

の

連

想

・

抽

象

化

〕 

気

に

入

ら

ず

不

愉

快

で

あ

る

。

気

持

が

晴

れ

な

い

で

う

っ

と

う

し

い

。

む

し

ゃ

く

し

ゃ

す

る

→

機

嫌

が

悪

い

。

不

快

な

表

情

や

態

度

を

あ

ら

わ

に

見

せ

て

い

る

→

理

屈

や

論

理

が

複

雑

で

理

解

し

に

く

い

。

解

き

ほ

ぐ

し

が

た

く

入

り

く

ん

で

い

る

→

困

難

で

お

ぼ

つ

か

な

い

。

ま

っ

た

く

不

可

能

と

い

う

わ

け

で

は

な

い

が

、

そ

れ

に

近

い

状

態

で

あ

る

。 

「

も

の

さ

わ

が

し

」

【

物

騒

】 

意

味

変

化 

（

焦

燥

→

不

安

定

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 
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物

事

が

何

と

な

く

騒

々

し

い

。

心

が

何

と

な

く

落

ち

着

か

な

い

。

何

と

な

く

あ

わ

た

だ

し

い

→

様

子

・

状

態

が

、

穏

や

か

で

な

い

。

不

穏

（

ふ

お

ん

）

で

あ

る

。

物

騒

（

ぶ

っ

そ

う

）

で

あ

る

。 

「

も

の

す

さ

ま

じ

い

」

【

物

凄

】

〔

語

源

影

響

〕 

意

味

変

化 
（

興

ざ

め

→

勢

い

） 
何

と

な

く

感

興

が

さ

め

て

し

ま

い

、

気

落

ち

し

た

り

も

の

た

り

な

か

っ

た

り

す

る

様

子

で

あ

る

。

ど

こ

と

な

く

、

殺

風

景

で

あ

る

。

何

と

な

く

趣

が

な

い

→

物

の

勢

い

が

、

何

と

も

い

え

ず

激

し

い

。 

「

わ

づ

ら

は

し

」

【

煩

】 

意

味

変

化 

（

困

惑

→

繁

雑

／

困

難

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

め

ん

ど

う

な

こ

と

な

ど

に

か

か

ず

ら

っ

て

い

や

だ

と

い

う

感

じ

で

あ

る

。

い

と

わ

し

い

。

う

る

さ

い

。

め

ん

ど

う

で

あ

る

。

厄

介

で

あ

る

→

物

事

が

入

り

く

ん

で

い

る

。

繁

雑

で

あ

る

。

こ

み

入

っ

て

い

て

複

雑

で

あ

る

→

手

数

が

か

か

っ

て

い

る

。

手

が

こ

ん

で

念

入

り

で

あ

る

。 

 

●

対

自

→

境

遇

（

七

語

） 

「

あ

さ

ま

し

」

【

浅

】 

意

味

変

化 

（

驚

き

→

死

亡

／

貧

乏

／

身

上

）

〔

意

味

の

特

殊

化

・

連

想

〕 

意

外

で

あ

る

。

驚

く

べ

き

さ

ま

で

あ

る

→

（

「

あ

さ

ま

し

く

な

る

」

の

形

で

用

い

、

思

い

も

か

け

な

い

こ

と

に

な

る

、

何

と

も

言

い

よ

う

の

な

い

さ

ま

に

な

る

の

意

か

ら

）

死

ぬ

こ
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と

を

い

う

→

生

活

が

み

じ

め

で

あ

る

。

貧

乏

で

い

た

ま

し

い

→

地

位

や

身

分

が

低

い

。 
「

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

」 
意

味

変

化 

（

驚

き

→

病

気

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

耳

目

を

驚

か

す

よ

う

な

さ

ま

で

あ

る

→

（

病

気

が

）

重

い

。

（

気

分

な

ど

が

）

ひ

ど

く

悪

い

。 

「

か

な

し

」

【

悲

】 

意

味

変

化 

（

悲

し

み

→

貧

乏

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

死

、

別

離

な

ど

、

人

の

願

い

に

そ

む

く

よ

う

な

事

態

に

直

面

し

て

心

が

強

く

い

た

む

。

な

げ

か

わ

し

い

。

い

た

ま

し

い

→

貧

苦

が

身

に

こ

た

え

る

さ

ま

。

貧

し

く

て

つ

ら

い

。 

「

た

の

し

」

【

楽

】 

意

味

変

化 

（

満

足

・

愉

快

→

裕

福

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

精

神

的

・

身

体

的

に

満

ち

足

り

て

快

適

で

あ

る

。

愉

快

で

あ

る

→

物

質

的

に

満

た

さ

れ

て

豊

か

で

あ

る

さ

ま

。

裕

福

で

あ

る

。

金

持

で

あ

る

。 

「

む

つ

か

し

」

【

難

・

六

借

】 

意

味

変

化 

（

不

愉

快

→

病

気

）

〔

意

味

の

抽

象

化

・

特

殊

化

〕 

気

に

入

ら

ず

不

愉

快

で

あ

る

。

気

持

が

晴

れ

な

い

で

う

っ

と

う

し

い

。

む

し

ゃ

く

し

ゃ

す

る

→

（

困

難

）

→

回

復

し

に

く

い

ほ

ど

病

気

が

重

い

。 

「

や

ま

し

」

【

病

】 

意

味

変

化 

（

不

満

・

焦

燥

→

病

気

）

〔

語

源

影

響

〕 

思

い

通

り

に

な

ら

な

く

て

、

不

満

・

も

ど

か

し

さ

・

あ

せ

り

な

ど

が

感

じ

ら

れ

る

。

気

に
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や

ん

で

い

る

さ

ま

で

あ

る

→

病

気

に

か

か

っ

て

い

る

感

じ

で

あ

る

。

気

分

が

す

ぐ

れ

な

い

。 
「

わ

づ

ら

は

し

」

【

煩

】 
意

味

変

化 

（

困

惑

→

病

気

）

〔

意

味

の

連

想

・

特

殊

化

〕 

め

ん

ど

う

な

こ

と

な

ど

に

か

か

ず

ら

っ

て

い

や

だ

と

い

う

感

じ

で

あ

る

。

い

と

わ

し

い

。

う

る

さ

い

。

め

ん

ど

う

で

あ

る

。

厄

介

で

あ

る

→

体

の

具

合

が

悪

い

。

病

気

で

あ

る

。

ま

た

、

病

状

が

重

い

。 

 

●

対

自

→

量

的

（

四

語

） 

「

あ

さ

ま

し

」

【

浅

】 

意

味

変

化 

（

驚

き

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

意

外

で

あ

る

。

驚

く

べ

き

さ

ま

で

あ

る

→

（

程

度

、

状

態

が

驚

き

あ

き

れ

る

程

で

あ

る

と

い

う

と

こ

ろ

か

ら

）

は

な

は

だ

し

い

。

ひ

ど

い

。 

「

お

そ

ろ

し

」

【

恐

・

畏

】 

意

味

変

化 

（

恐

れ

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

身

に

危

険

が

感

じ

ら

れ

て

、

不

気

味

で

あ

る

、

不

安

で

あ

る

。

こ

わ

い

。

お

っ

か

な

い

→

物

事

の

程

度

が

は

な

は

だ

し

い

。 

「

た

の

し

」

【

楽

】 

意

味

変

化 

（

満

足

・

愉

快

→

多

量

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

精

神

的

・

身

体

的

に

満

ち

足

り

て

快

適

で

あ

る

。

愉

快

で

あ

る

→

作

物

な

ど

が

豊

富

で

あ

る

。 
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「

ま

が

ま

が

し

」 
意

味

変

化 

（

不

安

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

災

い

を

招

く

よ

う

で

あ

る

。

い

か

に

も

災

厄

を

招

き

そ

う

で

あ

る

。

不

吉

で

あ

る

。

い

ま

わ

し

い

。

縁

起

が

悪

い

。

不

祥

で

あ

る

→

い

ま

い

ま

し

い

。

け

し

か

ら

ぬ

。

と

ん

で

も

な

い

。 

 

●

対

他

→

様

相

（

四

語

） 

「

う

つ

く

し

」

【

愛

】 

意

味

変

化 

（

愛

→

調

和

・

清

潔

／

新

鮮

）

〔

意

味

の

一

般

化

・

連

想

〕 

妻

、

子

、

孫

、

老

母

な

ど

の

肉

親

に

対

す

る

い

つ

く

し

み

を

こ

め

た

愛

情

→

（

愛

ら

し

く

て

美

し

い

）

→

（

不

足

や

欠 

点

、

残

余

や

汚

れ

、

心

残

り

な

ど

の

な

い

の

に

い

う

）

ち

ゃ

ん

と

し

て

い

る

。

き

ち

ん

と

し

て

い

る

→

新

し

い

。

新

鮮

で

あ

る

。 

「

う

ら

め

し

」

【

恨

】 

意

味

変

化 

（

恨

み

・

不

満

→

不

潔

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

相

手

の

心

や

処

置

が

期

待

に

反

す

る

も

の

で

あ

っ

た

り

、

望

ま

し

く

な

い

事

態

が

自

力

で

は

ど

う

に

も

な

ら

な

い

よ

う

な

場

合

、

そ

れ

に

対

す

る

不

満

、

嘆

き

な

ど

が

心

の

内

に

わ

だ

か

ま

っ

て

い

る

。

残

念

で

悲

し

い

→

き

た

な

い

。 

「

な

つ

か

し

」

【

懐

】 

意

味

変

化 

（

愛

→

常

態

）

〔

語

源

影

響

〕 

心

が

ひ

か

れ

、

離

れ

た

く

な

い

さ

ま

。

愛

着

を

覚

え

る

さ

ま

。

魅

力

的

だ

。

慕

わ

し

い

→
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衣

服

が

、

着

馴

れ

て

程

よ

く

の

り

気

が

と

れ

て

、

か

ら

だ

に

な

じ

ん

で

い

る

さ

ま

。 
「

め

づ

ら

し

」

【

珍

】 
意

味

変

化 

（

愛

→

異

常

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

賞

美

す

る

価

値

が

あ

る

。

珍

重

に

価

す

る

。

好

ま

し

い

。

す

ば

ら

し

い

。

結

構

で

あ

る

→

（

見

る

こ

と

が

ま

れ

で

あ

る

。

め

っ

た

に

な

い

）

あ

ま

り

例

が

な

い

。

見

な

れ

な

い 

 

●

対

他

→

関

係

（

二

語

） 

「

か

ご

と

が

ま

し

い

」

【

託

言

】 

意

味

変

化 

（

恨

み

・

不

満

→

理

由

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

何

か

に

こ

と

よ

せ

て

恨

み

ご

と

を

言

っ

て

い

る

よ

う

だ

。

嘆

き

悲

し

ん

で

い

る

よ

う

だ

。

恨

み

が

ま

し

い

→

他

の

こ

と

に

か

こ

つ

け

て

い

る

様

子

で

あ

る

。

他

の

こ

と

に

関

係

づ

け

る

様

子

で

あ

る

。

も

っ

と

も

ら

し

い

理

由

と

し

て

い

る 

「

し

た

し

」

【

親

】 

意

味

変

化 

（

親

近

→

血

縁

／

直

接

）

〔

意

味

の

特

殊

化

・

抽

象

化

〕 

一

般

的

に

、

気

持

、

交

わ

り

な

ど

が

近

い

関

係

に

あ

る

さ

ま

。

む

つ

ま

じ

い

。

仲

が

よ

い

。

交

わ

り

に

隔

て

が

な

い

。

関

係

が

深

い

。

懇

意

で

あ

る

。

昵

懇

で

あ

る

→

血

筋

が

近

い

。

血

縁

が

近

い

→

直

接

自

分

で

事

を

行

な

う

さ

ま

。

多

く

、

天

皇

な

ど

高

貴

の

人

が

直

接

物

事

を

す

る

場

合

に

つ

い

て

い

う

。

特

に

、

「

し

た

し

く

…

す

る

」

の

形

で

、

連

用

形

が

副

詞

的

に

用

い

ら

れ

る

。 
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●

対

他

→

時

空

（

二

語

） 
「

ち

か

ぢ

か

し

」

【

近

近

】 
意

味

変

化 

（

親

近

→

遠

近

）

〔

語

源

影

響

〕 

親

し

い

。

む

つ

ま

じ

い

。

昵

懇

で

あ

る

→

距

離

・

時

間

な

ど

が

ご

く

近

い

。

近

く

に

あ

る

。

す

ぐ

で

あ

る

。 

「

め

づ

ら

し

」

【

珍

】 

意

味

変

化 

（

愛

→

久

し

振

り

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

賞

美

す

る

価

値

が

あ

る

。

珍

重

に

価

す

る

。

好

ま

し

い

。

す

ば

ら

し

い

。

結

構

で

あ

る

→

（

め

っ

た

に

な

い

）

→

久

し

ぶ

り

で

あ

る

。

長

い

間

見

る

こ

と

が

な

い

。 

 

●

対

他

→

量

的

（

二

語

） 

「

い

た

い

た

し

」

【

痛

痛

】 

意

味

変

化 

（

同

情

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

非

常

に

か

わ

い

そ

う

だ

と

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

見

て

い

て

気

の

毒

に

思

う

状

態

で

あ

る

。

た

い

へ

ん

哀

れ

で

あ

る

→

程

度

の

は

な

は

だ

し

い

さ

ま

。

大

層

。 

「

ゆ

ゆ

し

」

【

斎

忌

】 

意

味

変

化 

（

畏

敬

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

神

聖

で

あ

る

の

で

触

れ

て

は

な

ら

な

い

。

恐

れ

つ

つ

し

む

べ

き

で

あ

る

。

恐

れ

多

い

。

恐

ろ

し

い

→

程

度

が

は

な

は

だ

し

い

。

一

通

り

で

な

い

。

大

変

で

あ

る

。

容

易

で

な

い

。

大

層

で

あ

る

。

す

っ

か

り

…

で

あ

る

。 
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●

意

向

→

境

遇

（

二

語

） 
「

く

ち

を

し

」

【

口

惜

】 
意

味

変

化 

（

失

望

・

落

胆

→

身

上

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

思

う

事

が

で

き

な

か

っ

た

り

、

思

う

よ

う

に

い

か

な

か

っ

た

り

、

ま

た

は

、

大

切

な

も

の

を

失

っ

た

り

し

て

、

失

望

、

落

胆

し

た

気

持

を

表

わ

す

。

が

っ

か

り

だ

。

残

念

だ

。

い

ま

い

ま

し

い

→

（

期

待

は

ず

れ

、

不

十

分

で

、

満

足

で

き

な

い

さ

ま

）

→

官

位

・

身

分

が

低

く

て

言

う

に

足

り

な

い

。 

「

わ

び

し

」 

意

味

変

化 

（

落

胆

→

貧

乏

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

気

落

ち

し

て

力

が

抜

け

て

し

ま

う

感

じ

で

あ

る

→

（

当

惑

、

困

っ

た

、

物

足

り

な

い

）

→

み

す

ぼ

ら

し

い

。

貧

し

い

。 

 

●

思

考

→

様

相

（

二

語

） 

「

あ

や

し

」

【

怪

】 

意

味

変

化 

（

不

思

議

→

異

常

／

不

明

瞭

／

乱

雑

）

〔

意

味

の

抽

象

化

・

連

想

・

特

殊

化

〕 

人

の

知

恵

で

は

は

か

れ

な

い

よ

う

な

不

思

議

さ

で

あ

る

。

神

秘

的

な

感

じ

で

あ

る

。

霊

妙

で

あ

る

→

普

通

と

違

う

と

こ

ろ

が

あ

る

。

変

わ

っ

て

い

る

。

珍

し

い

。

→

物

の

正

体

、

物

事

の

真

相

、

原

因

、

理

由

な

ど

が

は

っ

き

り

と

つ

か

め

な

い

状

態

で

あ

る

。

い

ぶ

か

し

い

。

変

だ

。

→

（

貴

族

の

目

か

ら

見

て

理

解

し

が

た

く

、

奇

異

な

さ

ま

で

あ

る

意

か

ら

）

乱

雑

だ

っ

た

り

、

粗

末

だ

っ

た

り

し

て

見

苦

し

い

。

み

す

ぼ

ら

し

い

。 
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「

く

ら

べ

ぐ

る

し

」

【

比

苦

】 
意

味

変

化 

（

知

的

判

断

→

困

難

・

不

調

和

）

〔

語

源

影

響

〕 

比

較

し

て

判

定

を

下

す

こ

と

が

む

ず

か

し

い

。

判

断

や

決

断

が

困

難

だ

→

む

つ

ま

じ

く

相

並

ぶ

こ

と

が

む

ず

か

し

い

。

互

い

に

調

子

を

合

わ

せ

た

り

、

心

を

か

よ

わ

せ

た

り

す

る

の

が

困

難

だ

。

つ

き

合

い

に

く

い

。 

 

●

評

価

→

様

相

（

十

二

語

） 

「

あ

は

あ

は

し

」

【

淡

淡

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

不

明

瞭

）

〔

語

源

影

響

〕 

思

慮

も

な

く

浅

は

か

で

あ

る

。

か

る

が

る

し

い

。

う

わ

つ

い

て

い

る

→

色

な

ど

が

非

常

に

薄

い

。

ま

た

明

瞭

で

な

く

、

ほ

の

か

な

感

じ

で

あ

る

。 

「

う

る

は

し

」

【

愛

】 

意

味

変

化 

（

美

→

調

和

・

公

的

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

整

っ

た

感

じ

。

き

ち

ん

と

し

て

い

て

美

し

い

さ

ま

に

い

う

→

乱

れ

た

と

こ

ろ

が

な

く

、

完

全

に

整

っ

た

さ

ま

を

い

う

→

本

格

的

で

あ

る

さ

ま

を

い

う

。

正

式

だ

。

公

的

だ

。 

「

お

ぞ

ま

し

」

【

悍

】 

意

味

変

化 

（

性

格

→

勢

い

）

〔

意

味

範

囲

の

拡

大

化

〕 

我

が

強

い

。

強

情

で

あ

る

。

気

が

あ

ら

い

。

お

ぞ

い

。

お

ず

ま

し

→

た

け

だ

け

し

く

激

し

い

。

恐

ろ

し

い

。

ま

た

、

大

き

く

立

派

で

あ

る

。

お

ぞ

い

。

お

ず

ま

し 

「

お

だ

し

」

【

穏

】 
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意

味

変

化 

（

人

柄

→

安

定

）

〔

意

味

範

囲

の

拡

大

化

〕 

人

の

心

や

性

質

、

作

品

の

内

容

な

ど

が

落

ち

着

い

て

い

る

。

安

心

で

あ

る

。

穏

和

、

穏

健

で

あ

る

→

物

事

の

状

態

が

落

ち

着

い

て

静

か

で

あ

る

。

平

穏

で

あ

る

。 

「

き

ら

き

ら

し

」

【

端

正

】 

意

味

変

化 
（

美

→

目

立

つ

）

〔

意

味

の

連

想

〕 
容

姿

、

態

度

な

ど

が

整

っ

て

い

て

立

派

で

あ

る

。

端

正

で

あ

る

。

清

ら

か

で

あ

る

→

目

立

っ

て

い

る

。

は

っ

き

り

し

て

い

る

。 

「

く

は

し

」

【

妙

・

細

】 

意

味

変

化 

（

美

・

優

→

詳

細

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

（

美

・

細

・

妙

）

こ

ま

や

か

で

美

し

い

。

精

妙

で

あ

る

。

う

る

わ

し

い

→

（

詳

・

委

・

精

細

か

い

点

に

ま

で

ゆ

き

わ

た

っ

て

い

る

さ

ま

。

詳

細

で

あ

る

。

つ

ま

び

ら

か

で

あ

る

。

つ

ぶ

さ

で

あ

る

。 

「

さ

か

し

」

【

賢

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

頑

健

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

才

知

、

分

別

が

あ

っ

て

、

し

っ

か

り

し

て

い

る

→

（

判

断

力

が

し

っ

か

り

し

て

い

て

、

強

気

で

あ

る

。

気

丈

で

あ

る

）

→

丈

夫

で

あ

る

。

頑

健

で

あ

る

。

壮

健

で

あ

る

。 

「

た

ど

た

ど

し

」 

意

味

変

化 

（

才

能

→

不

確

定

／

不

明

瞭

／

進

展

状

況

）

〔

意

味

範

囲

の

拡

大

化

〕 

学

問

・

技

芸

な

ど

に

十

分

に

習

熟

し

て

い

な

い

。

そ

の

道

に

精

通

し

て

い

な

い

。

未

熟

で

あ

る

。

あ

ぶ

な

げ

で

あ

る

。

不

安

定

で

あ

る

→

機

能

な

ど

を

十

分

に

発

揮

し

て

い

な

い

。
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お

ぼ

つ

か

な

い

。

不

確

か

で

あ

る

。

は

っ

き

り

し

な

い

→

土

地

、

場

所

の

様

子

が

よ

く

わ

か

ら

な

い

。

地

理

的

に

不

案

内

で

あ

る

→

直

接

に

、

は

っ

き

り

そ

れ

と

知

る

こ

と

が

で

き

な

い

状

態

に

な

っ

て

い

る

。

霞

な

ど

が

か

か

っ

て

ぼ

ん

や

り

と

し

て

い

る

。

薄

暗

く

て

は

っ

き

り

見

え

な

い

。

音

や

声

な

ど

が

か

す

か

で

、

は

っ

き

り

聞

こ

え

な

い

→

未

熟

な

た

め

に

進

行

な

ど

が

、

な

め

ら

か

に

い

か

な

い

。

の

ろ

の

ろ

し

て

は

か

ど

ら

な

い

。 

「

は

か

ば

か

し

」 

意

味

変

化 

（

才

能

・

価

値

→

順

調

／

際

立

つ

・

明

確

／

表

向

き

・

公

的

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

動

作

、

処

置

な

ど

が

機

敏

で

あ

る

。

と

ど

こ

お

り

が

な

く

、

し

っ

か

り

し

て

い

る

。

て

き

ぱ

き

と

如

才

が

な

い

→

思

わ

し

い

状

態

で

あ

る

。

ま

た

、

思

わ

し

い

状

態

に

事

が

運

ぶ

。

順

調

で

あ

る

。

効

果

的

で

あ

る

。

首

尾

よ

い

→

際

立

っ

て

い

る

。

目

覚

ま

し

い

。

立

派

で

あ

る

。

ま

た

、

は

っ

き

り

し

て

い

る

。

明

確

で

あ

る

→

重

要

で

あ

る

。

表

向

き

で

あ

る

。

身

分

が

高

く

、

し

っ

か

り

し

て

い

る

。

ま

た

、

私

的

生

活

に

対

し

て

公

で

あ

る

。

正

式

だ

。

本

格

的

だ

。 

「

ひ

と

が

ま

し

」

【

人

】 

意

味

変

化 

（

評

判

→

普

通

）

〔

語

源

影

響

〕 

相

当

の

人

物

ら

し

い

。

人

に

し

ら

れ

る

ほ

ど

で

あ

る

→

一

人

前

ら

し

い

。

人

並

み

ら

し

い

。

人

ら

し

い

。 

「

や

さ

し

」

【

易

】 

意

味

変

化 

（

性

格

→

難

易

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

行

き

届

い

た

心

配

り

を

し

な

い

さ

ま

。

不

用

意

で

あ

る

→

わ

か

り

や

す

い

。

平

易

で

あ

る

。
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理

解

し

や

す

い

→

簡

単

で

あ

る

。

容

易

で

あ

る

。

た

や

す

い

。 
「

よ

ろ

し

」

【

宜

】 
意

味

変

化 

（

良

・

適

→

普

通

／

静

ま

る

）

〔

意

味

の

抽

象

化

・

連

想

〕 

好

ま

し

い

。

心

に

か

な

う

。

満

足

で

き

る

→

（

ま

ず

ま

ず

の

程

度

）

→

平

凡

で

あ

る

。

な

み

一

通

り

で

あ

る

→

静

ま 

る

よ

う

で

あ

る

。

お

さ

ま

り

そ

う

で

あ

る

。 

 

●

評

価

→

境

遇

（

六

語

） 

「

い

そ

し

」

【

勤

】 

意

味

変

化 

（

勤

勉

→

多

忙

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

よ

く

勤

め

励

ん

で

い

る

。

勤

勉

だ

→

忙

し

い

。

せ

わ

し

い

。 

「

か

る

が

る

し

」

【

軽

軽

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

身

上

）

〔

語

源

影

響

〕 

思

慮

分

別

が

十

分

で

な

い

。

か

る

は

ず

み

で

あ

る

。

軽

率

で

あ

る

。

ま

た

、

う

わ

つ

い

て

い

る

。

軽

薄

で

あ

る

→

身

分

が

低

い

よ

う

に

見

え

る

。

貫

祿

が

足

り

な

い

。

ま

た

、

堂

々

と

し

て

い

な

い

で

粗

末

な

さ

ま

で

あ

る

。 

「

か

ろ

が

ろ

し

」

【

軽

軽

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

身

上

）

〔

語

源

影

響

〕 

思

慮

分

別

が

十

分

で

な

い

。

か

る

は

ず

み

で

あ

る

。

軽

率

で

あ

る

。

う

わ

つ

い

て

い

る

。

軽

薄

で

あ

る

→

身

分

が

低

い

よ

う

に

見

え

る

。

貫

祿

が

足

り

な

い

。 

「

た

の

も

し

」

【

頼

】 
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意

味

変

化 

（

才

能

→

裕

福

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

他

を

み

て

、

そ

れ

が

頼

み

に

で

き

る

さ

ま

で

あ

る

。

た

よ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

→

（

心

強

い

、

楽

し

み

な

さ

ま

）

→

裕

福

で

あ

る

。

金

銭

な

ど

に

恵

ま

れ

て

い

て

た

の

し

い

さ

ま

で

あ

る

。 

「

よ

ろ

し

」

【

宜

】 

意

味

変

化 
（

良

・

適

→

身

上

・

経

済

状

況

）

〔

意

味

の

抽

象

化

・

特

殊

化

〕 
好

ま

し

い

。

心

に

か

な

う

。

満

足

で

き

る

→

（

ま

ず

ま

ず

の

程

度

）

→

特

に

、

身

分

・

家

柄

・

経

済

状

態

・

教

養

な

ど

が

ま 

ず

ま

ず

の

程

度

で

あ

る

。 

「

わ

か

わ

か

し

」

【

若

若

】 

意

味

変

化 

（

人

柄

→

若

い

）

〔

語

源

影

響

〕 

た

い

そ

う

子

ど

も

っ

ぽ

い

。

お

と

な

げ

な

い

。

若

い

が

ゆ

え

に

未

熟

で

あ

る

。

子

ど

も

ら

し

い

→

た

い

そ

う

若

い

。

ま

た

、

い

か

に

も

若

く

見

え

る

。 

 

●

評

価

→

属

性

（

三

語

） 

「

か

ろ

が

ろ

し

」

【

軽

軽

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

軽

重

）

〔

語

源

影

響

〕 

思

慮

分

別

が

十

分

で

な

い

。

か

る

は

ず

み

で

あ

る

。

軽

率

で

あ

る

。

う

わ

つ

い

て

い

る

。

軽

薄

で

あ

る

→

目

方

が

き

わ

め

て

軽

い

感

じ

で

あ

る

。

か

ろ

や

か

で

あ

る

。 

「

き

ら

き

ら

し

」

【

端

正

】 

意

味

変

化 

（

美

→

光

）

〔

語

源

影

響

〕 

容

姿

、

態

度

な

ど

が

整

っ

て

い

て

立

派

で

あ

る

。

端

正

で

あ

る

。

清

ら

か

で

あ

る

→

光

を
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発

し

た

り

、

ま

た

光

を

受

け

た

り

し

て

輝

い

て

い

る

。 
「

と

げ

と

げ

し

」

【

刺

刺

】 
意

味

変

化 

（

性

格

→

形

状

）

〔

語

源

影

響

〕 

口

調

・

目

つ

き

な

ど

が

、

荒

々

し

い

、

意

地

悪

そ

う

で

あ

る

。

か

ど

だ

っ

て

い

る

。

険

を

含

ん

で

い

る

→

と

げ

立

っ

て

い

る

。

と

げ

立

っ

て

ち

く

ち

く

と

さ

さ

る

よ

う

で

あ

る

。 

 

●

評

価

→

量

的

（

二

語

） 

「

ば

か

ら

し

い

」

【

馬

鹿

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

ま

じ

め

に

し

た

り

考

え

た

り

す

る

気

に

な

ら

な

い

よ

う

な

さ

ま

で

あ

る

。

ば

か

げ

て

い

る

。

無

意

味

で

く

だ

ら

な

い

。

ば

か

ば

か

し

い

→

不

必

要

に

は

な

は

だ

し

い

さ

ま

で

あ

る

。

程

度

を

越

え

て

い

る

。

ば

か

ば

か

し

い

。 

「

よ

ろ

し

」

【

宜

】 

意

味

変

化 

（

良

・

適

→

程

度

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

好

ま

し

い

。

心

に

か

な

う

。

満

足

で

き

る

→

ま

ず

ま

ず

の

程

度

で

あ

る

。

十

分

で

は

な

い

が

、

ま

あ

よ

い

。

悪

く

な

い

。 

 

［

情

意

か

ら

状

態

へ

変

化

す

る

場

合

の

ま

と

め

］ 

 

「

情

意

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

パ

タ

ー

ン

が

最

も

多

く

見

ら

れ

る

。

特

に

、

「

驚

き

」

や

マ

イ

ナ

ス

意

味

を

表

す

「

焦

燥

・

苦

悩

・

不

愉

快

・

不

満

」

な

ど

の

対

自

形

容

詞

は

、
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様

々

な

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

し

て

、

評

価

形

容

詞

も

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。 
ま

た

、

境

遇

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

く

存

在

し

て

い

る

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。

「

聴

覚

・

視

覚

・

寒

暖

」

な

ど

の

感

覚

形

容

詞

は

「

多

忙

」

な

ど

の

生

活

状

況

に

関

係

づ

け

ら

れ

、

「

驚

き

・

悲

し

み

・

不

愉

快

・

不

満

・

苦

悩

・

落

胆

」

な

ど

の

感

情

状

態

は

「

身

上

・

貧

乏

・

病

気

・

死

亡

」

な

ど

に

関

係

づ

け

ら

れ

や

す

い

よ

う

で

あ

る

。

「

勤

勉

・

才

能

」

な

ど

の

評

価

形

容

詞

も

「

多

忙

・

身

上

」

な

ど

に

連

想

さ

れ

が

ち

で

あ

る

。

ほ

か

に

、

「

驚

き

・

恐

れ

る

」

な

ど

の

極

端

な

感

情

や

「

才

能

・

価

値

」

な

ど

の

評

価

か

ら

、

程

度

を

表

す

意

に

転

じ

る

現

象

も

興

味

深

い

。

全

体

か

ら

見

る

と

、

マ

イ

ナ

ス

の

情

意

を

表

す

形

容

詞

か

ら

の

変

化

が

多

い

よ

う

で

あ

る

。 

ち

な

み

に

、

「

か

ろ

が

ろ

し

（

軽

軽

）

」

の

よ

う

な

「

評

価

→

属

性

」

な

ど

の

語

源

影

響

に

よ

る

変

化

の

場

合

、

そ

の

多

く

は

畳

語

形

容

詞

で

あ

る

。

最

初

に

評

価

に

用

い

ら

れ

、

や

が

て

語

基

本

来

の

意

味

を

表

す

属

性

や

状

態

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

わ

け

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

時

代

的

変

遷

か

ら

見

る

と

「

評

価

→

属

性

」

に

な

る

が

、

意

味

変

化

過

程

は

そ

の

逆

の

「

属

性

→

評

価

」

で

あ

る

。 

 

 

二

―

二 

情

意

か

ら

情

意

へ

変

化

す

る

場

合 

 

「

情

意

→

情

意

」

へ

変

化

す

る

八

〇

語

の

中

で

、

「

対

自

→

評

価

（

一

四

語

）

」

「

対

他

→

評

価

（

一

三

語

）

」

「

感

覚

→

評

価

（

九

語

）

」

「

思

考

→

評

価

（

五

語

）

」

「

意

向

→

評

価

（

四

語

）

」

な

ど

の

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

圧

倒

的

に

多

い

。

次

い

で

「

感

覚

→

対

自

（

七

語

）

」

「

評

価

→

対

自

（

三

語

）

」

な

ど

の

対

自

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

や

、

「

対

自

→

意

向

（

三

語

）

」

「

対

他

→

意

向

（

三

語

）

」

な

ど

の

意

向

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

あ

る

。 
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●

感

覚

→

評

価

（

九

語

） 
「

か

が

や

か

し

い

」

【

輝

・

耀

】 
意

味

変

化 

（

視

覚

→

賞

賛

・

良

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

四

方

に

光

を

発

し

て

ま

ぶ

し

い

ほ

ど

で

あ

る

。

美

し

く

き

ら

き

ら

光

っ

て

い

る

→

希

望

な

ど

が

あ

っ

て

明

る

さ

が

い

っ

ぱ

い

で

あ

る

。

名

誉

な

ど

を

得

て

は

な

ば

な

し

い

。

思

わ

ず

頭

が

下

が

る

ほ

ど

立

派

で

あ

る

。 

「

か

し

か

ま

し

」

【

喧

】 

意

味

変

化 

（

聴

覚

→

性

格

・

悪

性

／

内

容

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

・

共

感

性

の

転

移

〕 

声

や

音

が

、

耳

ざ

わ

り

な

ほ

ど

騒

々

し

い

。

や

か

ま

し

い

。

か

し

ま

し

い

。

か

ま

び

す

し

い

→

ち

ょ

っ

と

し

た

こ

と

に

も

と

や

か

く

言

う

。

口

う

る

さ

い

→

い

ろ

い

ろ

入

り

ま

じ

っ

て

煩

わ

し

い

。 

「

か

ん

ば

し

」

【

香

・

香

】 

意

味

変

化 

（

嗅

覚

→

評

判

・

良

性

／

基

準

・

良

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

か

お

り

が

高

い

。

に

お

い

が

よ

い

→

ほ

ま

れ

が

高

い

。

評

判

が

よ

い

。

り

っ

ぱ

で

あ

る

。

現

代

で

は

下

に

打

消

の

語

を

伴

う

こ

と

が

多

い

→

好

ま

し

い

。

望

ま

し

い

。

思

わ

し

い

。

現

代

で

は

下

に

打

消

の

語

を

伴

う

こ

と

が

多

い

。 

「

か

う

ば

し

」

【

香

】 

意

味

変

化 

（

嗅

覚

→

基

準

・

良

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

か

お

り

が

よ

い

。

に

お

い

が

よ

い

。

か

ぐ

わ

し

い

→

見

た

目

や

心

に

受

け

る

感

じ

な

ど

が

、

す

ば

ら

し

い

。

魅

力

的

で

あ

る

。

美

し

い

。

好

ま

し

い

。

り

っ

ぱ

で

あ

る

。

徳

が

高

い

。 
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「

す

さ

ま

じ

」

【

寒

・

冷

】 
意

味

変

化 

（

寒

暖

→

基

準

・

善

悪

両

方

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

風

な

ど

が

寒

い

。

白

々

と

し

た

冷

た

さ

で

あ

る

。

身

が

寒

く

な

る

ほ

ど

で

あ

る

。

「

冷

ま

じ

」

の

表

記

で

秋

の

季

語

と

さ

れ

る

→

あ

き

れ

か

え

る

ほ

ど

で

あ

る

。

と

ん

で

も

な

い

こ

と

で

あ

る

。

も

っ

て

の

ほ

か

で

あ

る

。 

「

す

ず

し

」

【

涼

】 

意

味

変

化 

（

温

度

→

風

格

・

行

動

力

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

つ

め

た

い

。

ま

た

、

寒

い

→

物

の

さ

ま

が

す

っ

き

り

と

し

て

い

て

、

さ

わ

や

か

で

あ

る

。

い

か

に

も

す

が

す

が

し

く

感

じ

ら

れ

る

。

見

た

目

に

あ

ざ

や

か

で

あ

る

→

こ

と

ば

や

動

作

が

は

っ

き

り

し

て

い

て

す

が

す

が

し

い

。 

「

ま

ぶ

し

い

」

【

眩

】 

意

味

変

化 

（

視

覚

→

賞

賛

・

良

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

明

る

過

ぎ

て

、

目

を

あ

け

て

い

ら

れ

な

い

。

明

る

く

輝

い

て

い

て

ま

と

も

に

見

ら

れ

な

い

。

ま

ば

ゆ

い

→

（

比

喩

的

に

）

見

て

い

て

ま

ば

ゆ

く

感

じ

る

ほ

ど

に

美

し

い

。

あ

ま

り

に

も

美

し

い

。

目

が

く

ら

む

ほ

ど

す

ば

ら

し

い

。 

「

や

か

ま

し

」 

意

味

変

化 

（

聴

覚

→

態

度

・

や

や

悪

性

／

評

判

・

や

や

良

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

・

良

化

〕 

音

や

声

な

ど

が

大

き

か

っ

た

り

、

多

く

入

り

交

じ

っ

た

り

し

て

、

神

経

を

い

ら

だ

た

せ

る

。

騒

が

し

い

→

形

式

に

と

ら

わ

れ

て

い

る

。

理

屈

っ

ぽ

い

→

厳

し

い

。

厳

格

で

あ

る

→

盛

ん

に

話

題

に

さ

れ

る

。

評

判

が

高

い

。 
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「

わ

わ

し

」 
意

味

変

化 

（

聴

覚

→

態

度

・

悪

性

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

人

や

動

物

の

声

が

さ

わ

が

し

い

。

や

か

ま

し

い

。

う

る

さ

い

→

人

の

言

動

が

、

か

る

が

る

し

く

て

騒

が

し

い

。

に

ぎ

や

か

で

、

か

る

は

ず

み

で

あ

る

→

（

男

の

立

場

か

ら

見

て

）

女

性

が

口

や

か

ま

し

い

。

口

う

る

さ

い

。

口

さ

が

な

い

。 

 

●

感

覚

→

対

自

（

七

語

） 

「

か

が

や

か

し

い

」

【

輝

・

耀

】 

意

味

変

化 

（

聴

覚

→

恥

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

四

方

に

光

を

発

し

て

ま

ぶ

し

い

ほ

ど

で

あ

る

。

美

し

く

き

ら

き

ら

光

っ

て

い

る

→

顔

が

赤

く

な

る

ほ

ど

恥

ず

か

し

い

。

お

も

は

ゆ

い

。

て

れ

く

さ

い

。 

「

か

し

か

ま

し

」

【

喧

】 

意

味

変

化 

（

聴

覚

→

迷

惑

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

声

や

音

が

、

耳

ざ

わ

り

な

ほ

ど

騒

々

し

い

。

や

か

ま

し

い

。

か

し

ま

し

い

。

か

ま

び

す

し

い

→

声

や

音

が

、

耳

ざ

わ

り

な

ほ

ど

騒

々

し

い

。

や

か

ま

し

い

。

か

し

ま

し

い

。

か

ま

び

す

し

い

。 

「

さ

わ

が

し

」

【

騒

】 

意

味

変

化 

（

聴

覚

→

焦

燥

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

声

や

物

音

な

ど

が

大

き

く

て

う

る

さ

い

。

や

か

ま

し

い

。

そ

う

ぞ

う

し

い

→

心

が

落

ち

着

か

な

い

。 
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「

す

さ

ま

じ

」

【

寒

・

冷

】 
意

味

変

化 

（

寒

暖

→

恐

れ

／

興

ざ

め

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

風

な

ど

が

寒

い

。

白

々

と

し

た

冷

た

さ

で

あ

る

。

身

が

寒

く

な

る

ほ

ど

で

あ

る

。

「

冷

ま

じ

」

の

表

記

で

秋

の

季

語

と

さ

れ

る

→

恐

怖

を

感

じ

さ

せ

る

ほ

ど

だ

。

恐

ろ

し

い

。

も

の

す

ご

い

→

気

持

や

興

味

が

薄

く

顧

み

ら

れ

な

い

。

冷

淡

で

あ

る

。 

「

す

ず

し

」

【

涼

】 

意

味

変

化 

（

温

度

→

愉

快

／

興

ざ

め

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

つ

め

た

い

。

ま

た

、

寒

い

→

心

が

さ

わ

や

か

で

あ

る

。

心

中

に

わ

だ

か

ま

る

と

こ

ろ

が

な

く

快

い

。

わ

ず

ら

い

が

な

い

→

つ

め

た

く

さ

め

て

い

る

。

興

の

な

い

さ

ま

。 

「

ま

ぎ

ら

は

し

」

【

紛

】 

意

味

変

化 

（

視

覚

→

不

安

）

〔

共

感

性

の

転

移

・

意

味

の

転

用

〕 

ま

ば

ゆ

い

。

ま

ぶ

し

い

→

（

と

り

ま

ぎ

れ

る

ほ

ど

に

、

め

ま

ぐ

る

し

く

多

忙

で

あ

る

）

→

物

思

わ

し

さ

、

気

苦

労

な

ど

が

、

他

の

こ

と

に

と

り

ま

ぎ

れ

て 

慰

む

よ

う

で

あ

る

。

気

が

ま

ぎ

れ

る

よ

う

で

あ

る

。 

「

や

か

ま

し

」

【

喧

】 

意

味

変

化 

（

聴

覚

→

焦

燥

／

迷

惑

）

〔

共

感

性

の

転

移

〕 

音

や

声

な

ど

が

大

き

か

っ

た

り

、

多

く

入

り

交

じ

っ

た

り

し

て

、

神

経

を

い

ら

だ

た

せ

る

。

騒

が

し

い

→

こ

ま

ご

ま

と

し

た

感

じ

で

、

煩

わ

し

い

。

め

ん

ど

う

で

あ

る

→

小

言

や

無

駄

口

な

ど

が

多

く

、

聞

い

て

煩

わ

し

く

感

じ

る

。 
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●

対

自

→

評

価

（

一

四

語

） 
「

あ

さ

ま

し

」

【

浅

】 
意

味

変

化 

（

驚

き

→

品

性

・

悪

性

）

〔

意

味

の

悪

化

〕 

意

外

で

あ

る

。

驚

く

べ

き

さ

ま

で

あ

る

→

品

性

が

い

や

し

い

。

が

つ

が

つ

し

て

い

る

。

さ

も

し

い

。 

「

お

そ

ろ

し

」

【

恐

・

畏

】 

意

味

変

化 

（

恐

れ

→

基

準

・

や

や

良

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 

身

に

危

険

が

感

じ

ら

れ

て

、

不

気

味

で

あ

る

、

不

安

で

あ

る

。

こ

わ

い

。

お

っ

か

な

い

→

た

い

し

た

も

の

だ

。

え

ら

い

→

驚

き

あ

き

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

ひ

ど

い

。 

「

お

も

だ

た

し

」

【

面

立

】 

意

味

変

化 

（

栄

辱

→

賞

賛

・

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

身

の

光

栄

に

思

う

。

名

誉

で

あ

る

。

面

目

が

立

つ

。

は

れ

が

ま

し

い

→

立

派

で

あ

る

。

れ

っ

き

と

し

た

。

大

し

た

も

の

で

あ

る

。 

「

か

な

し

」

【

悲

・

哀

・

愛

】 

意

味

変

化 

（

愛

→

賞

賛

・

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

（

愛

）

男

女

、

親

子

な

ど

の

間

で

の

切

な

い

愛

情

を

表

わ

す

。

身

に

し

み

て

い

と

お

し

い

。

か

わ

い

く

て

た

ま

ら

な

い

。

い

と

し

い

→

（

関

心

や

興

味

を

深

く

そ

そ

ら

れ

て

、

感

慨

を

催

す

）

→

（

連

用

形

を

副

詞

的

に

用

い

る

こ

と

が

多

い

）

み

ご

と

だ

。

あ

っ

ぱ

れ

だ

。 

「

き

ぜ

わ

し

い

」

【

気

忙

】 

意

味

変

化 

（

焦

燥

→

性

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 
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心

に

せ

か

れ

る

こ

と

が

あ

っ

て

落

ち

着

か

な

い

。

気

分

的

に

落

ち

着

か

な

い

。

き

ぜ

わ

し

な

い

→

性

格

に

落

ち

着

き

が

な

く

、

事

を

急

い

で

進

め

た

が

る

。

性

急

で

あ

る

。

気

短

で

あ

る

。

き

ぜ

わ

し

な

い

。 

「

き

む

ず

か

し

い

」

【

気

難

】 

意

味

変

化 
（

不

愉

快

→

性

格

・

や

や

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 
気

分

が

す

ぐ

れ

な

い

。

う

っ

と

う

し

い

。

ま

た

、

何

か

を

す

る

の

が

わ

ず

ら

わ

し

い

→

自

我

が

強

く

神

経

質

で

、

容

易

に

人

に

同

調

し

な

い

。 

「

さ

み

し

」

【

寂

】 

意

味

変

化 

（

不

満

・

不

快

→

品

性

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

本

来

あ

る

べ

き

状

態

に

な

く

、

ま

た

、

本

来

備

わ

っ

て

い

る

は

ず

の

も

の

が

欠

け

て

い

て

、

満

た

さ

れ

な

い

気

持

を

表

わ

す

。

物

足

り

な

い

。

不

満

足

、

不

景

気

、

憂

鬱

、

物

悲

し

さ

な

ど

を

表

わ

す

→

見

て

い

て

あ

さ

ま

し

い

感

じ

で

あ

る

。

さ

び

し

い

。

さ

も

し

い

。 

「

さ

び

し

」

【

寂

】 

意

味

変

化 

（

不

満

・

不

快

→

品

性

・

悪

性

）

〔

「

さ

み

し

（

寂

）

」

に

同

じ

〕 

「

つ

つ

ま

し

」

【

慎

】 

意

味

変

化 

（

恥

→

風

格

・

や

や

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

他

に

対

し

て

心

が

置

か

れ

気

恥

ず

か

し

い

。

気

が

ひ

け

る

感

じ

で

あ

る

。

き

ま

り

が

悪

い

→

贅

沢

で

な

い

。

地

味

で

質

素

で

あ

る

。

つ

ま

し

い

。

つ

づ

ま

し

い

。 

「

は

づ

か

し

」

【

恥

】 

意

味

変

化 

（

恥

→

賞

賛

・

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 
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過

ち

、

欠

点

、

罪

な

ど

を

悟

っ

て

面

目

な

く

感

じ

る

さ

ま

。

き

ま

り

が

悪

い

→

こ

ち

ら

が

気

お

く

れ

す

る

ほ

ど

、

相

手

が

優

れ

て

い

る

さ

ま

。

立

派

で

あ

る

。

感

心

で

あ

る

。

美

し

い

。 

「

み

ぐ

る

し

」

【

見

苦

】 

意

味

変

化 
（

苦

し

み

→

美

的

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 
外

か

ら

見

る

の

が

つ

ら

い

気

持

で

あ

る

。

見

る

に

た

え

な

い

→

み

っ

と

も

な

い

。

み

に

く

い

。 

「

む

つ

か

し

」

【

難

・

六

借

】 

意

味

変

化 

（

不

愉

快

→

風

情

・

悪

性

／

性

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

・

転

用

〕 

気

に

入

ら

ず

不

愉

快

で

あ

る

。

気

持

が

晴

れ

な

い

で

う

っ

と

う

し

い

。

む

し

ゃ

く

し

ゃ

す

る

→

風

情

が

な

く

て

む

さ

く

る

し

い

。

よ

ご

れ

て

き

た

な

い

→

意

地

が

悪

い

な

ど

、

性

格

が

素

直

で

な

く

て

と

り

つ

き

に

く

い

。

理

屈

が

ち

で

あ

っ

た

り

し

て

気

軽

に

接

し

に

く

い

。 

「

も

の

さ

わ

が

し

」

【

物

騒

】 

意

味

変

化 

（

焦

燥

→

性

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

転

用

〕 

物

事

が

何

と

な

く

騒

々

し

い

。

心

が

何

と

な

く

落

ち

着

か

な

い

。

何

と

な

く

あ

わ

た

だ

し

い

→

物

事

の

や

り

か

た

な

ど

が

、

せ

っ

か

ち

で

あ

る

。

あ

わ

て

騒

い

だ

様

子

で

あ

る

。

気

が

は

や

い

。 

「

や

さ

し

」 

意

味

変

化 

（

恥

→

風

情

／

歌

合

／

人

柄

／

態

度

／

性

格

な

ど

・

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

自

分

の

行

為

や

状

態

な

ど

に

ひ

け

目

を

感

じ

る

。

人

や

世

間

の

お

も

わ

く

に

対

し

て

気

恥
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ず

か

し

い

→

姿

や

言

語

、

振

舞

い

な

ど

に

、

こ

ま

や

か

な

心

づ

か

い

や

、

た

し

な

み

の

深

さ

な

ど

が

感

じ

ら

れ

る

さ

ま

。

ま

た

、

そ

れ

を

優

れ

た

も

の

と

し

て

評

価

す

る

こ

と

。 

 

●

対

自

→

感

覚

（

三

語

） 

「

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

」 

意

味

変

化 
（

驚

き

→

聴

覚

）

〔

語

源

影

響

〕 
耳

目

を

驚

か

す

よ

う

な

さ

ま

で

あ

る

→

（

音

、

声

な

ど

が

）

人

を

驚

か

す

よ

う

に

大

き

い

。

騒

々

し

い

。

（

雨

、

風

な

ど

が

）

激

し

く

す

さ

ま

じ

い

。 

「

け

た

た

ま

し

い

」 

意

味

変

化 

（

驚

き

→

聴

覚

）

〔

語

源

影

響

〕 

人

を

び

っ

く

り

さ

せ

る

く

ら

い

に

あ

わ

た

だ

し

く

、

騒

々

し

い

。

さ

わ

が

し

い

→

静

け

さ

を

破

っ

て

突

然

、

び

っ

く

り

す

る

よ

う

な

さ

わ

が

し

い

音

が

す

る

さ

ま

。

や

か

ま

し

い

音

や

声

を

た

て

る

さ

ま

。 

「

に

が

に

が

し

」

【

苦

苦

】 

意

味

変

化 

（

不

愉

快

→

味

覚

）

〔

語

源

影

響

〕 

心

の

中

で

、

そ

の

こ

と

を

お

も

し

ろ

く

な

く

感

じ

る

。

非

常

に

不

愉

快

だ

。

た

ま

ら

な

く

い

や

だ

→

苦

い

味

が

す

る

。 

 

●

対

自

→

意

向

（

三

語

） 

「

く

る

し

」

【

苦

】 



289 

 

意

味

変

化 

（

苦

し

み

→

意

志

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

身

体

の

状

態

や

生

活

な

ど

が

思

わ

し

く

な

く

、

身

に

苦

痛

を

感

じ

て

い

る

。

難

儀

で

あ

る

→

無

理

に

と

と

の

え

る

さ

ま

で

あ

る

。

無

理

に

こ

じ

つ

け

る

さ

ま

で

あ

る

。 

「

す

が

す

が

し

」 

意

味

変

化 
（

愉

快

→

決

心

）

〔

情

意

の

進

化

〕 
さ

わ

や

か

で

気

持

が

よ

い

。

さ

っ

ぱ

り

と

し

て

い

る

→

み

れ

ん

や

た

め

ら

い

な

し

に

思

い

立

つ

さ

ま

。

抵

抗

や

障

害

を

感

じ

な

い

さ

ま

。

思

い

き

り

が

よ

い

。 

「

ま

が

ま

が

し

」 

意

味

変

化 

（

不

安

→

意

図

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

災

い

を

招

く

よ

う

で

あ

る

。

い

か

に

も

災

厄

を

招

き

そ

う

で

あ

る

。

不

吉

で

あ

る

。

い

ま

わ

し

い

。

縁

起

が

悪

い

。

不

祥

で

あ

る

→

さ

も

も

っ

と

も

ら

し

い

。

い

か

に

も

本

当

ら

し

い

。

し

ら

じ

ら

し

い

。 

 

●

対

他

→

評

価

（

一

三

語

） 

「

い

ま

い

ま

し

」

【

忌

忌

】 

意

味

変

化 

（

憚

る

→

性

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

け

が

れ

に

触

れ

た

り

、

ま

た

は

出

家

な

ど

の

身

分

が

ら

の

た

め

、

斎

み

慎

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

遠

慮

す

べ

き

で

あ

る

。

は

ば

か

る

べ

き

で

あ

る

。

（

不

吉

な

の

で

）

避

け

な

け

れ

ば

い

け

な

い

→

陰

気

で

あ

る

。

暗

く

う

ち

沈

ん

で

い

て

活

気

が

な

い 

「

い

や

し

」

【

賤

】 
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意

味

変

化 

（

軽

蔑

→

下

品

／

吝

嗇

／

無

学

／

人

格

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

蔑

視

、

卑

下

す

べ

き

で

あ

る

。

と

る

に

足

り

な

い

→

下

品

で

あ

る

。

劣

っ

て

い

る

→

吝

嗇

で

あ

る

。

け

ち

で

あ

る

→

無

教

養

で

あ

る

。

無

学

で

あ

る

→

特

に

飲

食

物

や

金

銭

な

ど

に

対

し

て

、

人

前

で

も

欲

望

を

隠

そ

う

と

せ

ず

、

慎

み

が

な

い

。

意

地

き

た

な

い

。 

「

い

や

ら

し

い

」

【

嫌

・

厭

】 

意

味

変

化 
（

嫌

悪

→

品

行

・

悪

性

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 
様

子

、

態

度

、

行

為

、

状

態

な

ど

が

、

好

ま

し

く

な

い

。

い

や

み

な

感

じ

で

あ

る

。

い

と

わ

し

い

→

性

に

関

し

て

節

度

が

な

く

、

嫌

悪

感

を

そ

そ

る

。

下

品

、

好

色

な

感

じ

で

あ

る

。

み

だ

ら

で

あ

る

。 

「

う

つ

く

し

」

【

愛

】 

意

味

変

化 

（

愛

→

美

一

般

／

抽

象

的

な

美

・

良

性

）

〔

意

味

の

一

般

化

・

特

殊

化

〕 

妻

、

子

、

孫

、

老

母

な

ど

の

肉

親

に

対

す

る

い

つ

く

し

み

を

こ

め

た

愛

情

→

（

美

一

般

を

表

わ

し

、

自

然

物

な

ど

に

も

い

う

。

室

町

期

の

「

い

つ

く

し

」

に

近

い

）

美

麗

で

あ

る

。

き

れ

い

だ

。

み

ご

と

で

あ

る

。

立

派

だ

→

人

の

行

為

や

態

度

、

ま

た

、

文

章

、

音

色

な

ど

が

好

ま

し

い

感

じ

で

あ

る

。 

「

う

ら

め

し

」

【

恨

】 

意

味

変

化 

（

恨

み

→

品

行

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

相

手

の

心

や

処

置

が

期

待

に

反

す

る

も

の

で

あ

っ

た

り

、

望

ま

し

く

な

い

事

態

が

自

力

で

は

ど

う

に

も

な

ら

な

い

よ

う

な

場

合

、

そ

れ

に

対

す

る

不

満

、

嘆

き

な

ど

が

心

の

内

に

わ

だ

か

ま

っ

て

い

る

。

残

念

で

悲

し

い

→

い

や

ら

し

い

。 
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「

け

け

し

」 
意

味

変

化 

（

疎

遠

→

態

度

・

や

や

悪

性

／

才

能

・

良

性

）

〔

意

味

の

進

化

・

良

化

〕 

き

っ

ぱ

り

と

け

じ

め

を

つ

け

て

い

る

。

改

ま

っ

た

態

度

で

あ

る

。

と

り

す

ま

し

て

い

る

。

よ

そ

よ

そ

し

い

→

さ

か

し

ら

な

態

度

を

と

る

さ

ま

。

こ

と

ご

と

し

く

区

別

を

つ

け

な

け

れ

ば

い

ら

れ

な

い

さ

ま

→

て

き

ぱ

き

と

し

た

さ

ま

で

あ

る

。 

「

こ

の

ま

し

」

【

好

】 

意

味

変

化 

（

好

き

→

品

行

・

悪

性

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 

好

き

で

あ

る

。

気

に

入

っ

て

い

る

。

こ

の

も

し

い

→

好

色

ら

し

い

。

す

き

が

ま

し

。

す

き

ず

き

し

。 

「

こ

の

も

し

」

【

好

】 

意

味

変

化 

（

好

き

→

品

行

・

悪

性

）

〔

「

こ

の

ま

し

（

好

）

」

に

同

じ

〕 

「

な

れ

な

れ

し

」

【

馴

馴

】 

意

味

変

化 

（

親

近

→

態

度

・

悪

性

）

〔

意

味

の

悪

化

〕 

た

い

へ

ん

に

親

し

い

さ

ま

で

あ

る

。

な

れ

て

心

や

す

そ

う

な

さ

ま

で

あ

る

→

ぶ

し

つ

け

で

あ

る

。

無

遠

慮

で

あ

る

。 

「

は

し

」

【

愛

】 

意

味

変

化 

（

愛

→

美

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

い

と

お

し

い

。

か

わ

い

ら

し

い

。

慕

わ

し

い

→

美

し

い

。 

「

め

ざ

ま

し

」

【

目

覚

】 

意

味

変

化 

（

驚

き

・

嫌

悪

→

価

値

・

良

性

）

〔

意

味

の

良

化

〕 
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物

事

が

心

外

で

あ

り

目

も

さ

め

る

思

い

が

す

る

。

驚

き

あ

き

れ

た

り

、

不

快

に

思

っ

た

り

す

る

ほ

ど

で

あ

る

。

目

ざ

わ

り

で

あ

る

。

気

に

く

わ

ぬ

→

物

事

が

す

ば

ら

し

く

目

も

さ

め

る

ほ

ど

で

あ

る

。

驚

く

ほ

ど

す

ば

ら

し

い

さ

ま

、

立

派

で

あ

る

さ

ま

、

な

ど

。

ま

た

一

般

に

、

評

価

す

べ

き

状

態

が

き

わ

だ

っ

て

い

る

。 

「

め

づ

ら

し

」

【

珍

】 

意

味

変

化 
（

愛

→

珍

奇

／

新

奇

） 
賞

美

す

る

価

値

が

あ

る

。

珍

重

に

価

す

る

。

好

ま

し

い

。

す

ば

ら

し

い

。

結

構

で

あ

る

→

風

変

わ

り

で

あ

る

。

珍

奇

で

あ

る

→

目

新

し

い

。

新

鮮

で

あ

る

。

新

奇

で

あ

る

。 

「

ゆ

ゆ

し

」

【

斎

忌

】 

意

味

変

化 

（

畏

敬

→

優

れ

る

／

立

派

）

〔

意

味

の

良

化

〕 

神

聖

で

あ

る

の

で

触

れ

て

は

な

ら

な

い

。

恐

れ

つ

つ

し

む

べ

き

で

あ

る

。

恐

れ

多

い

。

恐

ろ

し

い

→

不

吉

な

こ

と

が

思

わ

れ

る

ほ

ど

す

ぐ

れ

て

い

る

。

そ

ら

恐

ろ

し

い

ほ

ど

美

し

い

→

非

常

に

立

派

で

あ

る

。

非

凡

で

あ

る

。

豪

勢

で

あ

る

。 

 

●

対

他

→

意

向

（

三

語

） 

「

う

ら

や

ま

し

」

【

妬

忌

】 

意

味

変

化 

（

嫉

妬

→

願

望

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

他

人

の

よ

う

す

、

状

態

な

ど

が

自

分

よ

り

恵

ま

れ

て

い

る

よ

う

に

見

え

て

、

憎

ら

し

く

思

わ

れ

る

。

ね

た

ま

し

い

→

他

人

や

他

の

事

物

の

よ

う

す

、

状

態

な

ど

が

自

分

よ

り

す

ぐ

れ

て

い

る

よ

う

に

見

え

て

、

そ

う

あ

り

た

い

と

願

わ

れ

る

。 
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「

こ

の

ま

し

」

【

好

】 
意

味

変

化 

（

好

き

→

願

望

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

好

き

で

あ

る

。

気

に

入

っ

て

い

る

。

こ

の

も

し

い

→

望

ま

し

い

。

そ

う

す

べ

き

で

あ

る

。 

「

こ

の

も

し

」

【

好

】 

意

味

変

化 
（

好

き

→

願

望

）

〔

情

意

の

進

化

〕 
好

き

で

あ

る

。

気

に

入

っ

て

い

る

。

こ

の

も

し

い

→

う

ら

や

ま

し

い

。

欲

し

い

と

思

う

。 

 

●

意

向

→

対

他

（

二

語

） 

「

お

く

ゆ

か

し

」

【

奥

床

】 

意

味

変

化 

（

意

志

→

愛

好

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

そ

の

奥

に

あ

る

も

の

に

心

が

ひ

か

れ

る

。

そ

の

先

が

見

た

い

。

そ

の

先

を

聞

き

た

い

。

そ

の

先

を

知

り

た

い

→

深

い

心

づ

か

い

が

見

え

て

、

な

ん

と

な

く

慕

わ

し

い

。

深

い

思

慮

が

あ

る

よ

う

に

見

え

る

。

上

品

で

深

み

が

あ

り

、

心

ひ

か

れ

る

。 

「

ゆ

か

し

」

【

床

】 

意

味

変

化 

（

意

志

→

愛

好

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

そ

れ

に

心

が

ひ

か

れ

、

実

際

に

自

分

で

接

し

て

み

た

い

と

い

う

気

持

を

表

わ

す

→

な

つ

か

し

い

。

恋

し

い

。

慕

わ

し

い

。 

 

●

意

向

→

評

価

（

四

語

） 

「

い

さ

ま

し

」

【

勇

】 
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意

味

変

化 

（

奮

起

→

行

動

方

式

・

良

性

／

行

動

方

式

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

・

悪

化

〕 

気

乗

り

が

し

て

い

る

。

気

が

進

ん

で

い

る

→

勢

い

が

強

く

、

し

り

ご

み

し

な

い

。

勇

敢

で

あ

る

→

様

子

が

活

気

に

満

ち

て

い

る

。

勇

壮

で

あ

る

→

女

性

の

、

不

良

性

を

帯

び

て

い

た

り

、

つ

つ

ま

し

さ

に

欠

け

、

大

胆

な

行

動

を

と

っ

た

り

す

る

さ

ま

。 

「

お

く

ゆ

か

し

」

【

奥

床

】 

意

味

変

化 
（

意

志

→

美

的

・

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 
そ

の

奥

に

あ

る

も

の

に

心

が

ひ

か

れ

る

。

そ

の

先

が

見

た

い

。

そ

の

先

を

聞

き

た

い

。

そ

の

先

を

知

り

た

い

→

深

い

心

づ

か

い

が

見

え

て

、

な

ん

と

な

く

慕

わ

し

い

。

深

い

思

慮

が

あ

る

よ

う

に

見

え

る

。

上

品

で

深

み

が

あ

り

、

心

ひ

か

れ

る

。 

「

く

ち

を

し

」

【

口

惜

】 

意

味

変

化 

（

落

胆

→

価

値

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

思

う

事

が

で

き

な

か

っ

た

り

、

思

う

よ

う

に

い

か

な

か

っ

た

り

、

ま

た

は

、

大

切

な

も

の

を

失

っ

た

り

し

て

、

失

望

、

落

胆

し

た

気

持

を

表

わ

す

。

が

っ

か

り

だ

。

残

念

だ

。

い

ま

い

ま

し

い

→

（

対

象

が

、

期

待

は

ず

れ

、

不

十

分

で

、

満

足

で

き

な

い

さ

ま

で

あ

る

）

→

つ

ま

ら

な

い

。

く

だ

ら

な

い

。

取

柄

が

な

い

。

情

け

な

い

。

遺

憾

だ

。 

「

ゆ

か

し

」

【

床

】 

意

味

変

化 

（

意

志

→

美

的

・

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

そ

れ

に

心

が

ひ

か

れ

、

実

際

に

自

分

で

接

し

て

み

た

い

と

い

う

気

持

を

表

わ

す

→

情

趣

や

気

品

、

優

美

さ

な

ど

が

あ

っ

て

何

と

な

く

心

が

ひ

か

れ

る

。

上

品

で

深

み

が

あ

る

。 
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●

思

考

→

評

価

（

五

語

） 
「

あ

や

し

」

【

怪

】 
意

味

変

化 

（

不

思

議

→

基

準

・

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

人

の

知

恵

で

は

は

か

れ

な

い

よ

う

な

不

思

議

さ

で

あ

る

。

神

秘

的

な

感

じ

で

あ

る

。

霊

妙

で

あ

る

→

普

通

で

あ

れ

ば

し

な

い

よ

う

な

、

道

理

や

礼

儀

に

は

ず

れ

た

こ

と

を

し

て

い

て

、

非

難

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

け

し

か

ら

ん

。

よ

く

な

い

。 

「

い

か

が

わ

し

い

」

【

如

何

】 

意

味

変

化 

（

疑

問

→

一

般

・

悪

性

／

社

会

基

準

・

悪

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

・

特

殊

化

〕 

疑

問

に

思

わ

れ

る

。

疑

わ

し

い

。

ま

た

、

正

体

が

は

っ

き

り

し

な

い

。

信

用

で

き

な

い

。

あ

や

し

い

→

よ

く

な

い

。

よ

ろ

し

く

な

い

。

下

品

で

あ

る

。

い

か

が

ら

し

い

→

道

徳

上

、

風

紀

上

好

ま

し

く

な

い

。

「

い

か

が

わ

し

い

写

真

」 

「

く

す

し

」

【

奇

】 

意

味

変

化 

（

不

思

議

→

態

度

・

や

や

悪

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

超

自

然

的

な

霊

異

を

つ

つ

し

み

う

や

ま

う

気

持

で

い

い

表

わ

す

語

。

不

可

思

議

で

あ

る

。

神

秘

的

で

あ

る

。

霊

妙

で

あ

る

→

宗

教

的

な

霊

異

や

禁

忌

な

ど

を

、

ま

じ

め

に

信

仰

し

固

く

従

っ

て

い

る

。

態

度

が

神

妙

で

あ

る

。

奇

特

で

あ

る

。

ま

た

、

一

風

変

わ

っ

た

、

か

た

く

る

し

く

ま

じ

め

な

態

度

に

つ

い

て

も

い

う

。 

「

げ

に

げ

に

し

」

【

実

実

】 

意

味

変

化 

（

知

的

判

断

→

人

柄

・

良

性

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

肯

定

し

納

得

で

き

る

さ

ま

で

あ

る

。

道

理

に

か

な

っ

て

い

る

。

は

か

ば

か

し

い

→

人

の

心
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の

誠

実

な

さ

ま

。

実

直

で

あ

る

。

ま

じ

め

で

あ

る

。

信

頼

で

き

る

。 
「

も

の

お

も

わ

し

い

」

【

物

思

】 
意

味

変

化 

（

思

考

→

賞

賛

・

良

性

）

〔

意

味

の

良

化

〕 

も

の

思

い

を

す

る

様

子

で

あ

る

。

何

か

と

気

が

か

り

で

ふ

さ

ぎ

こ

ん

だ

状

態

で

あ

る

→

趣

が

深

い

。 

 

●

評

価

→

対

自

（

三

語

） 

「

う

ひ

う

ひ

し

」

【

初

初

】 

意

味

変

化 

「

人

柄

→

不

安

」

〔

意

味

の

連

想

〕 

ひ

と

の

言

動

や

態

度

、

物

の

状

態

な

ど

が

、

世

間

ず

れ

し

て

い

な

い

で

、

若

々

し

く

け

が

れ

の

な

い

さ

ま

で

あ

る

。

も

の

な

れ

て

い

な

い

で

初

心

な

様

子

で

あ

る

→

は

じ

め

て

な

の

で

、

気

持

が

落

ち

着

か

な

い

。

事

あ

た

ら

し

く

、

き

ま

り

が

わ

る

い

。 

 

「

た

け

だ

け

し

」

【

猛

猛

】 

意

味

変

化 

（

気

性

→

恥

）

〔

意

味

の

悪

化

〕 

気

性

・

行

動

な

ど

が

、

た

い

そ

う

い

さ

ま

し

く

強

い

。

ひ

じ

ょ

う

に

勇

猛

で

あ

る

。

気

性

・

行

動

な

ど

が

荒

々

し

く

激

し

い

→

悪

事

を

す

る

こ

と

に

対

す

る

反

省

心

な

ど

も

ち

あ

わ

せ

な

い

で

平

気

で

あ

る

。

ず

う

ず

う

し

い

。

し

ぶ

と

い

。

ず

ぶ

と

い

。 

「

た

の

も

し

」

【

頼

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

安

心

）

〔

意

味

の

連

想

〕 
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他

を

み

て

、

そ

れ

が

頼

み

に

で

き

る

さ

ま

で

あ

る

。

た

よ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

→

頼

み

に

思

う

こ

と

か

ら

く

る

主

観

的

な

気

持

や

判

断

を

示

し

て

、

心

強

い

。

気

強

い

。 

 

●

評

価

→

対

他

（

二

語

） 

「

う

る

は

し

」

【

愛

】 

意

味

変

化 
（

美

→

人

情

）

〔

意

味

の

特

殊

化

〕 
整

っ

た

感

じ

。

き

ち

ん

と

し

て

い

て

美

し

い

さ

ま

に

い

う

→

心

情

や

人

と

人

と

の

間

柄

が

し

っ

と

り

と

し

て

い

て

美

し

い

。

心

が

あ

た

た

ま

る

よ

う

な

感

じ

で

あ

る

。 

「

し

お

ら

し

い

」 

意

味

変

化 

（

性

格

→

愛

）

〔

情

意

の

進

化

〕 

ひ

か

え

め

で

従

順

な

様

子

で

あ

る

→

（

上

品

で

優

美

な

様

子

）

→

か

わ

い

ら

し

い

。

可

憐

で

あ

る

。 

 

●

評

価

→

意

向

（

二

語

） 

「

た

の

も

し

」

【

頼

】 

意

味

変

化 

（

才

能

→

期

待

）

〔

意

味

の

連

想

〕 

他

を

み

て

、

そ

れ

が

頼

み

に

で

き

る

さ

ま

で

あ

る

。

た

よ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

→

希

望

を

も

っ

て

期

待

さ

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

楽

し

み

な

さ

ま

で

あ

る

。 

「

に

つ

こ

ら

し

い

」

【

似

】 

意

味

変

化 

（

適

切

→

意

図

）

〔

意

味

の

連

想

〕 
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い

か

に

も

ふ

さ

わ

し

い

。

よ

く

似

合

う

。

似

つ

か

わ

し

い

。

似

あ

わ

し

い

→

い

か

に

も

本

当

ら

し

く

見

せ

か

け

る

さ

ま

。

ま

こ

と

し

や

か

で

あ

る

。

も

っ

と

も

ら

し

い

。 

 

●

評

価

→

思

考

（

二

語

） 

「

お

だ

し

」

【

穏

】 

意

味

変

化 
（

人

柄

→

合

理

性

）

〔

意

味

の

抽

象

化

〕 
人

の

心

や

性

質

、

作

品

の

内

容

な

ど

が

落

ち

着

い

て

い

る

。

安

心

で

あ

る

。

穏

和

、

穏

健

で

あ

る

→

穏

当

で

あ

る

。

道

理

に

か

な

っ

て

い

る

。 

「

よ

ろ

し

」

【

宜

】 

意

味

変

化 

（

良

・

適

→

是

認

／

容

認

）

〔

意

味

の

連

想

・

特

殊

化

〕 

好

ま

し

い

。

心

に

か

な

う

。

満

足

で

き

る

→

是

認

で

き

る

。

許

可

で

き

る

。

さ

し

つ

か

え

な

い

→

相

手

の

言

っ

た

こ

と

を

了

解

、

了

承

し

た

時

、

ま

た

、

満

足

で

は

な

い

が

、

そ

れ

で

仕

方

が

な

い

と

容

認

、

ま

た

、

放

任

し

て

い

う

語

。

わ

か

っ

た

。 

 

［

情

意

か

ら

情

意

へ

変

化

す

る

場

合

の

ま

と

め

］ 

 

「

情

意

→

情

意

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

圧

倒

的

に

多

い

。

次

い

で

、

対

自

形

容

詞

と

意

向

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

あ

る

。

「

視

覚

」

「

聴

覚

」

「

嗅

覚

」

「

温

度

感

」

な

ど

の

感

覚

を

表

す

形

容

詞

は

、

「

共

感

性

の

転

移

」

に

よ

っ

て

、

性

格

・

態

度

・

風

格

な

ど

の

性

質

に

対

す

る

評

価

に

用

い

ら

れ

る

。

そ

し

て

、

音

声

や

温

度

な

ど

の

外

部

刺

激

は

、

「

恥

・

不

安

・

焦

燥

・

困

惑

・

恐

怖

・

興

ざ

め

・

愉

快

」

な

ど

の

心

的

状

態

に

影

響

し

が

ち

で

あ

る

。 
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対

自

や

対

他

形

容

詞

か

ら

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

場

合

、

基

本

的

に

情

意

の

意

味

に

よ

っ

て

、

悪

性

や

良

性

の

評

価

性

を

帯

び

る

よ

う

に

な

っ

た

。

た

と

え

ば

、

「

う

つ

く

し

／

は

し

」

は

「

愛

→

美

」

と

よ

い

評

価

性

を

生

じ

、

「

う

ら

め

し

／

い

や

ら

し

い

／

い

や

し

」

の

よ

う

な

マ

イ

ナ

ス

の

対

他

的

感

情

は

「

下

品

」

の

よ

う

な

悪

性

の

評

価

に

つ

な

が

る

。

「

こ

の

も

し

／

こ

の

ま

し

」

は

「

好

色

」

の

や

や

悪

性

の

評

価

に

な

る

が

、

特

殊

的

な

意

味

範

疇

に

用

い

ら

れ

た

だ

け

で

、

本

来

の

「

好

き

」

の

意

味

方

向

を

継

承

し

て

い

る

。

な

お

、

意

味

方

向

が

変

化

す

る

場

合

も

あ

る

。

た

と

え

ば

、

驚

き

を

表

す

「

あ

さ

ま

し

」

は

、

本

来

善

悪

両

方

に

用

い

ら

れ

、

時

代

が

下

が

る

に

つ

れ

て

、

「

品

性

が

い

や

し

い

」

な

ど

悪

性

の

評

価

に

傾

く

。

ま

た

、

「

お

そ

ろ

し

／

ゆ

ゆ

し

」

の

よ

う

な

「

恐

れ

」

を

表

す

形

容

詞

や

、

「

お

も

だ

た

し

／

つ

つ

ま

し

／

は

づ

か

し

／

や

さ

し

」

の

よ

う

な

「

恥

」

を

表

す

形

容

詞

は

、

「

恐

ろ

し

い

ほ

ど

美

し

い

」

「

気

お

く

れ

す

る

ほ

ど

相

手

が

優

れ

て

い

る

」

と

良

性

の

評

価

に

導

く

こ

と

が

興

味

深

い

。 

 

ほ

か

に

、

対

他

形

容

詞

と

意

向

形

容

詞

と

の

変

化

関

係

も

見

ら

れ

た

。

た

と

え

ば

、

「

う

ら

や

ま

し

」

「

ゆ

か

し

」

「

こ

の

ま

し

」

な

ど

の

形

容

詞

は

、

「

嫉

妬

・

愛

・

好

き

」

な

ど

の

対

他

的

感

情

を

表

す

と

同

時

に

、

「

願

望

・

欲

望

」

の

意

味

も

持

っ

て

い

る

。 

  

二

―

三 

そ

の

他

の

意

味

変

化

に

つ

い

て 

 

一

三

分

類

に

よ

っ

て

、

状

態

形

容

詞

→

情

意

形

容

詞

、

情

意

形

容

詞

→

状

態

形

容

詞

な

ど

、

主

に

意

味

記

述

が

二

つ

の

分

類

に

跨

る

形

容

詞

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

な

お

、

「

対

自

→

対

他

」

「

対

他

→

対

自

」

と

、

各

分

類

の

内

部

変

化

に

つ

い

て

は

言

及

し

な

い

こ

と

に

す

る

。 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

に

お

い

て

は

、

「

意

味

の

連

想

」

「

意

味

の

悪

化

／

良

化

」

「

意

味

の

抽

象

化

・

一

般

化

・

特

殊

化

」

「

比

喩

・

転

用

・

共

感

性

の

転

移

」

な

ど

さ

ま

ざ

ま

な

現

象

を

伴

う

。

次
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に

、

こ

の

よ

う

な

角

度

か

ら

、

未

分

析

の

情

意

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

若

干

の

考

察

を

加

え

る

こ

と

に

す

る

。 
○

情

意

内

容

の

悪

化

／

良

化 
「

あ

さ

ま

し

」

【

浅

】

驚

き

→

興

ざ

め

→

悲

し

み

（

情

け

な

い

） 

「

い

と

し

ぼ

ら

し

い

」

愛

（

可

愛

ら

し

い

）

→

同

情

（

気

の

毒

） 

「

う

や

う

や

し

」

【

礼

礼

】

尊

重

（

礼

儀

正

し

い

）

→

恐

れ

（

俗

語

、

気

味

が

悪

い

） 

「

に

く

ら

し

い

」

【

憎

】

憎

悪

（

い

か

に

も

憎

い

、

ず

う

ず

う

し

く

か

わ

い

げ

が

な

い

）

→

愛

好

（

ね

た

ま

し

く

感

じ

る

ほ

ど

好

ま

し

い

、

心

憎

い

） 

 

○

感

情

内

容

の

変

換 

「

あ

い

あ

い

し

」

【

愛

愛

】

愛

（

可

愛

ら

し

い

）

→

親

近

（

愛

想

が

い

い

、

な

れ

な

れ

し

い

） 

「

い

た

は

し

」

【

労

】

苦

し

み

（

骨

折

っ

て

苦

し

い

）

→

愛

惜

（

大

切

に

し

た

い

） 

「

い

と

ほ

し

」

【

労

】

苦

し

み

→

愛

（

弱

小

な

も

の

へ

の

保

護

的

な

愛

情

） 

「

い

ま

い

ま

し

」

【

忌

忌

】

斎

み

慎

む

→

心

配

（

不

吉

、

演

技

が

悪

い

）

→

不

満

（

心

残

り

、

後

悔

）

→

嫌

悪

（

嫌

な

感

じ

、

感

心

し

な

い

）

→

（

感

動

表

現

と

し

て

）

嫌

悪

（

ま

あ

い

や

だ

、

ま

あ

あ

き

れ

た

）

→

怒

り

（

腹

立

た

し

い

） 

「

い

ま

は

し

」

【

忌

】

憚

る

→

嫌

悪

（

い

や

な

感

じ

、

好

ま

し

く

な

い

、

不

愉

快

で

あ

る

） 

「

お

そ

ろ

し

」

【

恐

】

恐

れ

（

こ

わ

い

、

不

気

味

、

不

安

）

→

驚

き

あ

き

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。 

「

お

ど

ろ

お

ど

ろ

し

」

驚

き

→

恐

れ

（

異

様

だ

、

気

味

が

悪

い

、

恐

ろ

し

い

） 

「

か

な

し

」

【

悲

】

悲

し

み

（

死

、

離

別

、

旅

や

孤

独

の

悲

哀

）

／

愛

（

い

と

し

い

）

→

感

動

（

関

心
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や

興

味

を

深

く

そ

そ

ら

れ

て

、

感

慨

を

催

す

。

し

み

じ

み

と

心

を

打

た

れ

る

）

→

残

念 

「

く

や

し

」

【

悔

】

残

念

（

後

悔

）

→

悔

し

さ

（

腹

立

た

し

く

思

う

気

持

） 
「

こ

こ

ろ

う

つ

く

し

」

【

心

愛

】

愛

（

可

愛

い

）

→

人

情

味

（

や

さ

し

く

暖

か

い

心

が

あ

る

、

人

情

味

が

あ

る

） 

「

こ

こ

ろ

く

る

し

」

苦

し

み

（

思

い

苦

し

い

）

→

愛

（

人

の

身

の

上

を

思

っ

て

気

遣

わ

し

い

、

い

た

わ

し

い

、

い

じ

ら

し

い

→

気

が

と

が

め

る

（

相

手

に

す

ま

な

い

気

持

） 

「

こ

こ

ろ

や

ま

し

」

【

心

疾

】

不

満

（

怒

り

、

あ

せ

り

、

も

ど

か

し

さ

な

ど

）

→

気

が

と

が

め

る

（

良

心

に

恥

じ

る

と

こ

ろ

が

あ

る

、

気

が

と

が

め

る

、

う

し

ろ

め

た

い

） 

「

さ

び

し

／

さ

み

し

」

【

寂

】

不

快

（

不

満

足

、

不

景

気

、

憂

鬱

、

物

悲

し

さ

）

→

心

配

（

人

の

気

配

が

な

く

心

細

い

） 

「

は

づ

か

し

」

【

恥

】

恥

ず

か

し

い

、

き

ま

り

が

悪

い

（

過

ち

、

欠

点

、

罪

な

ど

を

悟

っ

て

面

目

な

く

感

じ

る

さ

ま

）

→

慎

み

（

自

ら

ひ

か

え

め

に

な

る

よ

う

な

さ

ま

。

気

詰

ま

り

で

あ

る

。

遠

慮

さ

れ

る

。

気

が

許

せ

な

い

） 

「

む

つ

か

し

」

【

難

】

不

愉

快

（

気

に

入

ら

ず

不

愉

快

で

あ

る

）

→

恐

れ

（

正

体

の

知

れ

な

い

も

の

、

な

じ

み

の

な

い

も

の

に

対

し

て

、

気

味

が

悪

い

。

不

安

で

恐

ろ

し

い

）

→

迷

惑

（

ご

た

ご

た

と

し

て

煩

わ

し

い

。

う

る

さ

い

。

面

倒

だ

） 

「

も

ど

か

し

」

嫌

悪

（

非

難

す

べ

き

で

あ

る

。

気

に

く

わ

な

い

）

→

焦

燥

（

思

う

よ

う

に

な

ら

な

い

で

心

が

い

ら

だ

っ

て

い

る

） 

「

や

さ

し

」

恥

ず

か

し

い

（

自

分

の

行

為

や

状

態

な

ど

に

ひ

け

目

を

感

じ

る

。

人

や

世

間

の

お

も

わ

く

に

対

し

て

気

恥

ず

か

し

い

）

→

慎

み

（

周

囲

や

相

手

に

心

づ

か

い

し

て

、

ひ

か

え

め

に
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ふ

る

ま

う

さ

ま

。

つ

つ

ま

し

や

か

で

あ

る

）

→

人

情

味

（

他

人

に

対

し

て

、

心

づ

か

い

が

こ

ま

や

か

な

さ

ま

。

思

い

や

り

が

あ

る

。

情

深

い

。

暖

か

い

心

配

り

が

あ

る

） 
「

や

ま

し

」

不

満

（

思

い

通

り

に

な

ら

な

く

て

、

不

満

・

も

ど

か

し

さ

・

あ

せ

り

な

ど

）

→

気

が

と

が

め

る

（

良

心

に

恥

じ

る

と

こ

ろ

が

あ

る

。

う

し

ろ

ぐ

ら

い

気

が

す

る

） 

「

ゆ

ゆ

し

」

【

斎

忌

】

畏

敬

（

神

聖

で

あ

る

の

で

触

れ

て

は

な

ら

な

い

）

→

不

安

（

不

吉

で

あ

る

。

縁

起

が

悪

い

。

心

配

す

べ

き

さ

ま

で

あ

る

）

→

嫌

悪

（

い

や

な

感

じ

で

あ

る

。

う

と

ま

し

い

。

い

ま

い

ま

し

い

）

→

心

配

（

気

が

か

り

で

あ

る

。

心

配

で

あ

る

） 

「

わ

び

し

」

落

胆

（

気

落

ち

し

て

力

が

抜

け

て

し

ま

う

感

じ

で

あ

る

）

→

当

惑

（

当

惑

の

気

持

で

あ

る

。

困

っ

た

こ

と

で

あ

る

）

→

悲

し

み

（

つ

ら

く

悲

し

い

。

身

体

的

に

つ

ら

い

こ

と

に

も

い

う

）

→

不

安

（

心

細

く

頼

り

な

い

）

→

不

満

、

不

愉

快

（

物

足

り

な

い

。

面

白

く

な

い

。

興

ざ

め

で

あ

る

） 

 

○

意

味

内

容

の

拡

大

・

縮

小 

「

う

つ

く

し

」

【

愛

】

妻

、

子

、

孫

、

老

母

な

ど

の

肉

親

的

な

愛

情

→

一

般

の

慈

愛

→

幼

少

の

者

、

小

さ

い

物

な

ど

の

可

愛

さ 

「

か

な

し

」

【

悲

】

悲

し

み

（

死

、

離

別

、

旅

や

孤

独

の

悲

哀

）

／

愛

（

い

と

し

い

）

→

次

第

に

愛

憐

の

意

味

が

な

く

な

っ

た

。 

「

こ

ひ

し

」

【

恋

】

愛

（

男

女

）

→

愛

（

直

接

に

は

見

え

な

い

、

離

れ

た

と

こ

ろ

に

あ

る

事

物

や

人

が

慕

し

く

思

う

） 

「

な

つ

か

し

」

【

懐

】

愛

着

（

人

、

人

の

心

や

姿

を

は

じ

め

、

音

・

香

な

ど

を

含

め

、

広

い

対

象

に

つ



303 

 

い

て

い

う

）

〔

上

代

〕

→

（

中

世

以

後

に

生

じ

た

意

味

）

過

去

の

思

い

出

に

心

が

ひ

か

れ

て

慕

わ

し

い

さ

ま

。

離

れ

て

い

る

人

や

物

に

覚

え

る

慕

情

に

つ

い

て

い

う

。

〔

後

世

、

多

く

懐

旧

の

思

い

を

い

う

よ

う

に

な

る

〕 
「

な

ま

め

か

し

」

【

生

】

美

（

人

の

容

姿

、

態

度

）

→

美

（

若

い

女

性

の

魅

力

→

女

性

の

性

的

魅

力

→

さ

ら

に

性

的

魅

力

一

般

を

表

現

す

る

）

→

優

美

（

広

く

一

般

の

物

品

）

→

情

趣

の

あ

る

さ

ま

（

人

の

性

質

・

心

柄

や

、

情

景

・

風

物

な

ど

） 

 

○

立

場

・

対

象

の

変

換 

「

い

た

は

し

」

【

労

】

苦

し

み

（

骨

折

っ

て

苦

し

い

）

→

同

情

（

他

人

の

状

態

に

対

し

て

） 

「

い

と

ほ

し

」

【

労

】

苦

し

み

（

自

分

に

よ

っ

て

）

→

同

情

（

他

人

に

対

す

る

） 

「

う

と

ま

し

」

【

疎

】

嫌

悪

（

お

も

に

世

、

人

な

ど

に

関

し

て

）

→

恐

れ

、

無

気

味

（

お

も

に

異

様

な

情

景

に

関

し

て

） 

「

し

た

は

し

」

【

慕

】

愛

（

な

つ

か

し

く

、

恋

し

く

思

う

）

→

愛

（

ま

だ

あ

ま

り

親

し

く

な

い

人

に

、

あ

こ

が

れ

る

気

持

） 

「

な

み

だ

ぐ

ま

し

」

悲

し

み

（

涙

ぐ

む

よ

う

で

あ

る

、

ひ

と

り

で

に

涙

が

出

そ

う

で

あ

る

）

→

同

情

（

聞

い

て

涙

が

で

る

ほ

ど

あ

わ

れ

で

あ

る

。

ま

た

、

感

心

で

あ

る

） 

「

む

つ

ま

し

」

【

親

】

親

近

（

隔

て

な

く

親

密

で

あ

る

）

→

特

に

、

夫

婦

ま

た

は

恋

人

同

士

の

男

女

の

仲

が

よ

い

。

愛

情

が

濃

密

で

あ

る

→

（

主

と

し

て

人

以

外

の

事

物

に

関

し

て

）

心

が

ひ

か

れ

、

愛

着

を

感

じ

る

。

慕

わ

し

い

。

な

つ

か

し

い

。 

「

わ

づ

ら

は

し

」

【

煩

】

苦

悩

（

め

ん

ど

う

な

こ

と

な

ど

に

か

か

ず

ら

っ

て

い

や

だ

と

い

う

感

じ

で

あ
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る

） 

→

気

が

お

か

れ

る

（

な

ん

と

な

く

気

を

つ

か

わ

せ

ら

れ

る

さ

ま

で

あ

る

。

は

ば

か

ら

れ

る

よ

う

で

あ

る

） 

 

○

評

価

内

容

の

変

換 

「

あ

だ

あ

だ

し

」

【

徒

徒

】

人

柄

（

不

誠

実

、

無

責

任

）

→

品

行

（

移

り

気

・

好

色

）

→

内

容

（

空

虚

で

浮

薄

だ

） 

「

あ

は

あ

は

し

」

【

淡

淡

】

才

能

（

思

慮

も

な

く

浅

は

か

だ

）

→

行

動

（

扱

い

方

な

ど

が

あ

っ

さ

り

と

し

て

い

る

） 

「

い

さ

を

し

」

【

功

・

勤

】

人

柄

（

勇

敢

）

→

人

柄

（

勤

勉

）

→

価

値

（

て

が

ら

が

あ

る

） 

「

う

る

は

し

」

【

愛

】

美

（

風

景

、

容

姿

）

→

人

柄

（

誠

実

）

→

外

面

的

な

立

派

さ

→

正

し

い

→

新

鮮

な

美

し

さ

→

は

れ

ば

れ

と

し

て

い

る

顔

つ

き 

「

お

と

な

し

」

【

大

人

】

才

能

（

思

慮

、

分

別

が

あ

る

）

→

成

人

し

て

い

る

。

お

と

な

び

て

い

る

。

一

人

前

ら

し

い

→

性

格

（

従

順

、

温

和

、

落

ち

着

い

て

い

る

）

→

地

味

（

着

物

の

柄

な

ど

が

地

味

で

落

ち

着

い

て

い

る

） 

「

か

た

く

な

し

」

【

頑

】

人

柄

（

強

情

、

意

地

っ

ぱ

り

）

→

才

能

（

物

事

を

理

解

し

て

そ

れ

に

応

ず

る

こ

と

が

で

き

な

い

）

→

教

養

が

な

く

て

見

苦

し

い

、

情

趣

が

な

く

て

ぶ

こ

つ

だ

、

不

体

裁

。 

「

か

た

く

る

し

い

」

【

堅

苦

】

人

柄

（

き

ま

じ

め

で

厳

格

す

ぎ

る

）

→

や

わ

ら

か

み

が

乏

し

い

（

文

字

・

文

章

・

話

し

方

・

考

え

方

） 

「

か

る

が

る

し

／

か

ろ

が

ろ

し

」

【

軽

軽

】

性

格

（

思

慮

分

別

が

十

分

で

な

い

、

軽

薄

で

あ

る

）

→

態
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度

（

物

事

の

や

り

方

が

手

軽

で

あ

る

、

軽

く

扱

っ

た

り

、

気

軽

に

行

動

し

た

り

す

る

） 
「

き

ら

き

ら

し

」

【

端

正

】

美

（

容

姿

）

→

威

厳

（

威

厳

が

あ

っ

て

堂

々

と

し

て

立

派

で

あ

る

） 
「

は

か

ば

か

し

」

動

作

、

処

置

な

ど

が

機

敏

で

あ

る

→

有

能

で

あ

る

。

役

に

た

つ

→

重

要

で

あ

る

→

し

た

た

か

で

あ

る

。

ず

う

ず

う

し

い

（

相

手

に

呼

び

か

け

る

時

な

ど

に

い

う

） 

「

は

ら

あ

し

」

【

腹

悪

】

性

格

（

短

気

、

お

こ

り

っ

ぽ

い

）

→

性

格

（

心

が

す

な

お

で

な

い

。

腹

黒

い

。

意

地

が

わ

る

い

） 

「

ま

め

ま

め

し

」

性

格

（

ま

じ

め

、

誠

実

）

→

価

値

（

実

生

活

に

必

要

で

あ

る

、

実

用

的

で

あ

る

）

→

行

動

力

（

身

軽

に

よ

く

働

く

さ

ま

） 

 

○

評

価

の

逆

転

現

象 

「

い

し

」

【

美

】

よ

い

。

好

ま

し

い

→

（

本

来

の

意

味

を

逆

に

用

い

て

）

荒

々

し

い

。

よ

く

な

い

。 

「

い

ま

め

か

し

」

【

今

】

現

代

風

で

り

っ

ぱ

だ

→

現

代

風

で

は

な

や

か

だ

→

現

代

風

で

軽

薄

で

あ

る

。

は

な

や

か

過

ぎ

て

感

心

し

な

い

。 

「

こ

ざ

か

し

」

【

小

賢

】

才

能

（

さ

し

で

が

ま

し

く

利

口

ぶ

っ

て

い

る

）

→

才

能

（

浅

薄

な

抜

け

め

の

な

さ

、

卑

劣

な

ず

る

さ

）

→

才

能

（

す

ば

し

こ

い

、

活

気

が

あ

る

） 

「

さ

か

し

」

【

賢

】

才

能

（

賢

明

）

→

才

能

（

知

徳

）

→

才

能

（

判

断

力

が

し

っ

か

り

し

て

い

て

、

心

が

ま

ど

わ

な

い

、

正

気

）

→

才

能

（

気

が

き

い

て

い

て

、

と

り

え

が

あ

る

）

→

才

能

（

才

知

、

分

別

だ

け

あ

っ

て

、

人

間

味

が

欠

け

て

い

る

）

→

口

ぎ

た

な

い

、

小

う

る

さ

い

。 
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「

し

お

ら

し

い

」

性

格

（

ひ

か

え

め

で

従

順

）

→

上

品

で

優

美

→

け

な

げ

な

様

子

で

あ

る

。

感

心

で

あ

る

。

殊

勝

で

あ

る

。

相

手

を

見

く

び

っ

て

い

う

こ

と

も

あ

る

。 
「

す

ば

ら

し

い

」

程

度

（

ひ

ど

い

、

あ

き

れ

る

）

〔

望

ま

し

く

な

い

有

様

を

い

う

〕

→

程

度

（

見

事

）

〔

感

心

さ

せ

ら

れ

る

よ

う

な

さ

ま

で

あ

る

こ

と

を

い

う

〕 

「

め

め

し

い

」

【

女

女

】

い

か

に

も

女

の

よ

う

で

あ

る

。

女

ら

し

い

→

気

持

・

態

度

な

ど

が

柔

弱

で

あ

る

。

主

に

男

性

に

つ

い

て

い

う

。 

  

情

意

形

容

詞

は

、

立

場

や

対

象

の

変

換

、

文

脈

と

意

味

の

関

連

、

時

代

の

使

用

傾

向

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

要

素

に

よ

っ

て

変

化

す

る

。

そ

の

変

化

過

程

の

中

で

、

「

意

味

内

容

の

拡

大

・

縮

小

」

「

評

価

の

逆

転

現

象

」

な

ど

の

変

遷

現

象

は

興

味

深

い

。 

 

第
三
節 

ま
と
め 

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

、

情

意

的

意

味

を

表

す

傾

向

が

あ

る

と

言

わ

れ

る

が

、

実

は

状

態

的

意

味

を

表

す

も

の

も

少

な

く

な

い

。

本

章

で

は

、

主

に

『

日

本

国

語

大

辞

典

』

（

二

〇

〇

一

）

の

意

味

記

述

で

二

つ

以

上

の

項

目

が

立

っ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

研

究

対

象

と

し

て

、

状

態

と

情

意

の

意

味

関

係

を

中

心

に

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

考

察

し

た

。 

そ

の

結

果

、

「

状

態

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

様

相

形

容

詞

を

め

ぐ

る

変

化

が

最

も

多

い

こ

と

が

わ

か

っ

た

。

特

に

、

属

性

形

容

詞

か

ら

「

困

難

・

危

な

い

」

「

明

瞭

・

確

か

さ

」

な

ど

の

意

味

を

派

生

す

る

も

の

が

多

く

見

ら

れ

る

。

た

と

え

ば

、

「

さ

か

し

」

「

け

は

し

」

は

地

形

の

急

峻

か

ら

、

自

然

現

象

に

と

ど

ま

ら

ず

、

抽

象

的

に

危

な

い

と

い

う

意

味

に

用

い

ら

れ

た

。

逆

に

、

様

相

を

表

す

形

容

詞

は

、

「

規
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模

」

や

「

自

然

状

況

」

に

用

い

ら

れ

る

こ

と

も

あ

る

。

ま

た

、

「

繁

盛

・

厳

然

・

猛

烈

」

な

ど

の

意

味

を

表

す

様

相

形

容

詞

は

程

度

性

を

派

生

し

や

す

い

。

物

の

状

態

を

表

す

様

相

か

ら

「

多

忙

・

貧

乏

」

な

ど

の

人

の

状

態

に

も

関

係

づ

け

ら

れ

る

。

存

在

形

容

詞

は

存

在

の

状

態

と

関

係

す

る

様

相

（

常

態

、

調

和

、

確

か

さ

な

ど

）

に

変

化

し

や

す

い

。

ほ

か

に

、

様

相

と

時

空

、

境

遇

と

量

的

も

同

じ

く

緊

密

的

な

意

味

関

係

を

持

ち

、

互

い

に

意

味

変

化

が

生

じ

や

す

い

。 

「

状

態

→

情

意

」

へ

変

化

す

る

場

合

は

、

評

価

へ

の

変

化

が

最

も

成

立

し

や

す

い

よ

う

で

あ

る

。

「

猛

烈

」

「

厳

然

」

な

ど

の

様

相

か

ら

評

価

に

変

化

す

る

も

の

が

圧

倒

的

に

多

い

。

ま

た

、

価

値

や

美

意

識

、

人

の

性

格

・

品

行

・

態

度

な

ど

に

関

係

づ

け

ら

れ

て

、

属

性

形

容

詞

と

存

在

形

容

詞

も

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。

そ

し

て

、

感

情

も

状

態

に

影

響

さ

れ

や

す

い

。

様

相

・

境

遇

・

属

性

な

ど

の

状

態

か

ら

、

同

じ

傾

向

の

感

情

が

引

き

起

こ

さ

れ

る

。

た

と

え

ば

、

「

不

明

瞭

」

「

混

乱

」

「

不

潔

」

「

多

忙

」

な

ど

の

様

相

・

境

遇

形

容

詞

か

ら

、

不

愉

快

や

焦

燥

な

ど

の

マ

イ

ナ

ス

の

感

情

を

引

き

起

こ

す

も

の

が

多

く

見

ら

れ

る

。

全

体

か

ら

見

る

と

、

「

状

態

→

情

意

」

へ

の

変

化

に

は

、

や

や

マ

イ

ナ

ス

の

情

意

に

変

化

傾

向

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。 

 

「

情

意

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

最

も

多

く

見

ら

れ

る

。

特

に

、

「

驚

き

」

や

マ

イ

ナ

ス

の

意

味

を

表

す

「

焦

燥

・

苦

悩

・

不

愉

快

・

不

満

」

な

ど

の

対

自

形

容

詞

や

、

評

価

形

容

詞

は

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。

ま

た

、

境

遇

形

容

詞

と

程

度

形

容

詞

へ

の

変

化

が

注

目

さ

れ

る

。

「

聴

覚

・

視

覚

・

寒

暖

」

な

ど

の

感

覚

形

容

詞

は

「

多

忙

」

な

ど

の

生

活

状

況

に

関

係

づ

け

ら

れ

、

「

驚

き

・

悲

し

み

・

不

愉

快

・

不

満

・

苦

悩

・

落

胆

」

な

ど

の

感

情

状

態

は

「

身

上

・

貧

乏

・

病

気

・

死

亡

」

な

ど

に

関

係

づ

け

ら

れ

が

ち

で

あ

る

。

「

驚

き

・

恐

れ

」

な

ど

の

極

端

な

感

情

か

ら

、

程

度

を

派

生

す

る

現

象

が

あ

る

。

そ

し

て

、

全

体

か

ら

見

る

と

、

マ

イ

ナ

ス

の

情

意

を

表

す

形

容

詞

か

ら

の
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変

化

が

多

い

よ

う

で

あ

る

。 

 
情

意

→

情

意

へ

変

化

す

る

場

合

、

評

価

形

容

詞

や

対

自

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。

た

と

え

ば

、 
「

視

覚

」

「

聴

覚

」

「

嗅

覚

」

「

温

度

感

」

な

ど

の

感

覚

形

容

詞

の

場

合

、

「

共

感

性

の

転

移

」

に

よ

っ

て

、

性

格

・

態

度

・

風

格

な

ど

の

評

価

や

、

「

恥

・

不

安

・

焦

燥

・

困

惑

・

恐

怖

・

興

ざ

め

・

愉

快

」

な

ど

の

心

的

状

態

に

影

響

し

が

ち

で

あ

る

。

情

意

変

化

過

程

の

中

で

、

「

意

味

の

良

化

・

悪

化

」

「

評

価

の

逆

転

現

象

」

は

特

に

興

味

深

い

。

た

と

え

ば

、

時

代

変

遷

に

よ

り

、

「

あ

さ

ま

し

」

は

「

驚

き

」

の

原

義

か

ら

、

「

情

け

な

い

、

品

性

が

い

や

し

い

」

な

ど

の

悪

性

評

価

に

傾

く

。

ま

た

、

「

恐

ろ

し

い

ほ

ど

美

し

い

」

の

発

想

か

ら

、

「

お

そ

ろ

し

・

ゆ

ゆ

し

・

お

も

だ

た

し

・

つ

つ

ま

し

・

は

づ

か

し

・

や

さ

し

・

に

く

ら

し

い

」

の

よ

う

な

「

恐

れ

」

「

恥

」

「

憎

悪

」

を

表

す

形

容

詞

は

、

賞

賛

・

愛

好

な

ど

の

プ

ラ

ス

の

意

味

に

用

い

ら

れ

る

。

さ

ら

に

、

「

い

し

（

美

）

」

の

よ

う

な

、

本

来

の

意

味

と

逆

に

用

い

ら

れ

る

と

い

う

「

評

価

の

逆

転

現

象

」

も

注

目

さ

れ

る

。 

 

立

場

や

対

象

の

変

換

、

意

味

範

囲

の

拡

大

／

縮

小

、

意

味

の

抽

象

化

／

一

般

化

／

特

殊

化

、

比

喩

／

転

用

／

共

感

性

転

移

、

時

代

の

使

用

傾

向

な

ど

に

よ

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

に

は

さ

ま

ざ

ま

な

変

化

が

生

じ

る

。

個

々

の

形

容

詞

の

意

味

変

遷

の

時

期

に

つ

い

て

は

今

後

の

考

察

に

委

ね

る

こ

と

に

す

る

が

、

一

三

の

意

味

分

類

に

よ

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

の

パ

タ

ー

ン

を

概

略

的

に

分

析

す

る

こ

と

が

で

き

、

状

態

と

情

意

を

め

ぐ

る

意

味

変

化

に

つ

い

て

、

お

お

よ

そ

の

傾

向

を

把

握

が

で

き

た

よ

う

に

思

う

。 
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終
章 

  

古

代

日

本

語

の

形

容

詞

は

、

形

態

的

特

徴

に

よ

っ

て

「

ク

活

用

」

と

「

シ

ク

活

用

」

の

二

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

分

け

ら

れ

る

。

両

者

は

、

活

用

形

式

だ

け

で

な

く

、

語

構

成

と

意

味

の

上

で

も

大

き

く

異

な

っ

て

い

る

。

「

ク

活

用

」

の

形

容

詞

に

は

、

客

観

的

な

属

性

を

表

す

も

の

が

多

い

の

に

対

し

て

、

「

シ

ク

活

用

」

の

形

容

詞

に

は

、

主

観

的

な

情

意

を

表

す

も

の

が

多

い

と

指

摘

さ

れ

る

。

そ

れ

故

、

現

代

日

本

語

の

感

情

・

感

覚

を

表

す

表

現

に

は

、

「

し

い

」

型

の

形

容

詞

が

多

く

存

在

し

て

い

る

。

本

論

文

は

、

こ

の

古

く

か

ら

形

態

と

意

味

に

特

徴

あ

る

「

シ

ク

活

用

形

容

詞

」

に

注

目

し

、

そ

の

語

構

成

、

活

用

、

意

味

の

歴

史

的

変

化

に

つ

い

て

、

よ

り

体

系

的

に

考

察

し

た

。 

 

ま

ず

、

語

構

成

か

ら

見

る

と

、

上

代

語

形

容

詞

は

、

語

基

の

意

味

を

重

視

し

、

接

尾

語

「

し

」

に

よ

る

単

純

構

造

の

割

合

が

大

き

く

、

ク

活

用

の

約

五

割

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

約

七

割

を

占

め

て

い

る

。

ま

た

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

と

い

っ

た

動

詞

か

ら

派

生

し

た

形

容

詞

と

、

「

な

が

な

が

し

」

「

と

ほ

と

ほ

し

」

の

よ

う

な

畳

語

形

容

詞

の

存

在

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

特

徴

だ

と

見

ら

れ

、

そ

れ

故

、

シ

ク

活

用

の

発

生

・

発

達

は

ク

活

用

形

容

詞

よ

り

遅

れ

た

と

言

わ

れ

て

い

る

。

し

た

が

っ

て

、

接

辞

と

の

結

合

も

遅

れ

、

接

辞

に

よ

る

派

生

形

容

詞

は

極

め

て

少

な

か

っ

た

。

複

合

形

容

詞

に

用

い

る

語

彙

も

、

か

な

り

限

ら

れ

て

い

る

。 

 

平

安

時

代

か

ら

近

代

語

を

生

成

す

る

過

渡

期

で

あ

る

室

町

時

代

ま

で

、

形

容

詞

の

語

構

成

の

特

徴

と

し

て

現

れ

る

の

は

、

「

複

合

」

と

「

派

生

」

に

よ

っ

て

、

「

合

成

形

容

詞

」

が

大

量

に

産

み

出

さ

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

ク

活

用

形

容

詞

で

は

主

に

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

が

増

加

し

た

。

シ

ク

活

用

形

容

詞

で

は

畳

語

形
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容

詞

が

増

加

す

る

と

と

も

に

、

派

生

形

容

詞

が

発

展

し

た

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。 

具

体

的

な

造

語

形

式

か

ら

見

る

と

、

「

語

基

＋

し

」

と

い

っ

た

基

本

構

造

は

優

勢

を

失

い

、

特

に

情

意

を

表

す

語

基

は

激

減

し

た

。

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

は

依

然

多

く

用

い

ら

れ

、

ま

た

、

名

詞

、

副

詞

な

い

し

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

じ

る

も

の

も

多

く

な

っ

た

。

畳

語

形

容

詞

は

そ

の

ま

ま

命

脈

を

保

ち

、

上

代

よ

り

も

広

い

範

囲

で

使

わ

れ

、

名

詞

・

形

容

詞

語

幹

・

動

詞

連

用

形

を

は

じ

め

、

副

詞

に

ま

で

用

い

ら

れ

た

。

上

代

に

は

限

ら

れ

た

語

彙

に

し

か

用

い

ら

れ

な

か

っ

た

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

も

、

よ

り

多

く

の

語

彙

の

複

合

が

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

室

町

時

代

に

は

「

う

れ

し

が

な

し

」

「

お

も

し

ろ

を

か

し

」

の

よ

う

な

「

形

容

詞

語

幹

＋

形

容

詞

」

も

生

じ

た

。 

上

代

以

降

、

情

意

を

表

す

語

基

に

よ

る

単

純

形

容

詞

の

造

語

が

少

な

く

な

る

一

方

、

複

合

や

派

生

に

よ

っ

て

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

彙

を

豊

か

に

す

る

傾

向

が

見

ら

れ

る

。

こ

の

際

、

接

辞

に

よ

る

派

生

形

容

詞

が

大

量

に

造

ら

れ

た

。

平

安

時

代

に

入

っ

て

、

接

頭

語

「

も

の

」

が

定

着

さ

れ

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」

も

現

れ

、

そ

し

て

終

始

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

室

町

時

代

に

な

っ

て

、

「

こ

」

な

ど

の

程

度

を

表

す

接

頭

語

が

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

、

ま

た

接

尾

語

「

ら

し

」

が

現

れ

、

「

が

ま

し

」

に

劣

ら

な

い

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

「

か

ま

し

」

「

が

は

し

」

「

く

ま

し

」

「

め

か

し

」

「

ら

か

し

」

「

く

る

し

」

「

く

ら

は

し

／

く

ら

う

し

」

「

く

ろ

し

」

な

ど

造

語

力

は

そ

れ

ほ

ど

で

な

い

接

尾

語

が

多

く

存

在

し

て

い

る

こ

と

か

ら

も

、

合

成

形

容

詞

の

発

展

し

た

傾

向

が

伺

え

る

。

ま

た

、

鎌

倉

時

代

か

ら

畳

語

形

容

詞

や

接

尾

語

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

造

語

に

、

漢

語

が

多

用

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。 

近

代

語

に

お

い

て

、

「

動

詞

未

然

形

（

被

覆

形

）

＋

し

」

を

含

み

、

接

尾

語

「

し

」

に

よ

る

単

純

形

容

詞

の

造

語

は

明

ら

か

に

衰

え

を

見

せ

た

。

そ

し

て

、

新

出

の

単

純

形

容

詞

が

あ

る

と

言

っ

て

も

、

既

存

の
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語

基

を

変

化

す

る

も

の

が

多

く

、

新

し

い

語

基

は

少

な

い

。

新

出

語

基

と

他

品

詞

か

ら

の

転

成

が

減

少

す

る

中

、

既

存

の

語

基

を

用

い

る

合

成

形

容

詞

が

発

達

し

た

。 
畳

語

形

容

詞

は

減

少

し

、

「

名

詞

＋

形

容

詞

」

は

多

用

さ

れ

た

。

ま

た

、

「

い

け

」

「

く

そ

」

な

ど

数

多

く

の

新

出

の

接

頭

語

と

、

従

来

の

「

こ

」

「

も

の

」

な

ど

既

存

の

接

頭

語

に

よ

っ

て

、

大

量

の

派

生

形

容

詞

も

造

ら

れ

た

。

江

戸

時

代

に

お

い

て

接

尾

語

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

「

く

ろ

し

」

「

く

る

し

」

と

新

出

の

接

尾

語

「

た

ら

し

」

な

ど

は

優

れ

た

造

語

力

を

発

揮

し

た

。

な

お

、

明

治

時

代

以

降

、

「

た

ら

し

」

以

外

、

接

尾

語

の

造

語

力

は

大

幅

に

低

下

し

た

。 

近

代

で

は

、

新

出

の

接

尾

語

が

少

な

く

、

既

存

の

接

尾

語

に

よ

る

派

生

形

容

詞

が

多

い

。

そ

し

て

、

室

町

時

代

と

比

べ

る

と

、

意

味

的

に

は

否

定

的

評

価

に

傾

く

傾

向

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。

ま

た

、

新

し

い

漢

語

名

詞

や

漢

語

形

容

動

詞

が

大

量

に

現

れ

た

こ

と

も

あ

っ

て

、

近

代

新

出

の

形

容

詞

接

尾

語

が

少

な

い

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

合

成

形

容

詞

が

発

達

し

た

の

は

、

大

量

の

漢

語

形

容

詞

の

出

現

に

よ

る

も

の

で

あ

る

。 

次

に

、

活

用

か

ら

見

る

と

、

終

止

形

以

外

の

活

用

語

尾

に

「

し

」

が

加

え

ら

れ

る

点

が

シ

ク

活

用

の

特

徴

と

な

る

。

ク

活

用

形

容

詞

は

語

幹

の

独

立

性

が

高

く

、

「

し

」

は

付

属

的

な

存

在

で

あ

る

。

こ

れ

に

対

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

は

、

情

意

性

を

表

す

語

基

が

多

く

、

独

立

性

に

乏

し

い

た

め

、

「

し

」

と

の

結

合

が

よ

り

緊

密

的

で

あ

り

、

「

し

」

は

語

幹

の

一

部

と

見

る

ほ

う

が

妥

当

で

あ

る

。 

 

上

代

語

に

お

い

て

、

基

本

的

に

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

間

に

は

整

然

と

し

た

対

立

構

造

が

保

た

れ

て

い

る

。

ク

活

用

形

容

詞

に

用

い

る

語

基

を

重

ね

て

、

畳

語

形

容

詞

と

い

う

形

で

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

転

じ

る

こ

と

が

あ

る

が

、

直

接

同

一

の

語

基

を

ク

活

用

に

も

シ

ク

活

用

に

も

ま

た

が

っ

て

用

い

る

こ

と

は

基

本

的

に

は

な

か

っ

た

。

名

詞

な

ど

も

同

様

に

、

畳

語

形

に

よ

っ

て

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

な

れ

る

が

、

直

接

「

し

」

を

付

き

シ

ク

活

用

形

容

詞

と

な

る

も

の

は

少

な

か

っ

た

。

と

こ

ろ

が

、

中

世

に
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入

る

と

、

こ

う

し

た

厳

密

な

語

構

造

は

緩

ん

で

く

る

。

名

詞

・

動

詞

・

副

詞

・

形

容

詞

・

形

容

動

詞

な

ど

、

多

く

の

語

基

が

直

接

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

畳

語

形

容

詞

は

一

層

使

用

範

囲

を

広

げ

る

一

方

、

「

が

ま

し

」

「

ら

し

」

な

ど

の

接

尾

語

に

よ

っ

て

、

「

名

詞

＋

し

」

な

ど

の

語

基

の

情

意

性

に

対

す

る

要

求

や

畳

語

形

の

音

節

数

の

制

約

か

ら

解

放

さ

れ

、

更

な

る

多

様

な

語

基

が

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

幹

に

現

れ

る

こ

と

が

可

能

と

な

っ

た

。 

そ

こ

で

、

情

意

的

意

味

を

表

す

語

基

の

減

少

、

そ

の

他

の

多

様

な

語

基

の

発

展

、

合

成

形

容

詞

の

大

量

出

現

と

い

う

事

態

に

伴

っ

て

、

形

容

詞

の

活

用

に

お

い

て

変

化

が

生

じ

る

こ

と

と

な

っ

た

。

上

代

語

に

お

け

る

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

秩

序

あ

る

対

立

関

係

の

緊

張

は

次

第

に

緩

ん

で

く

る

。

上

代

に

お

い

て

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

両

方

に

活

用

す

る

痕

跡

が

あ

る

形

容

詞

に

は

、

「

う

ま

し

」

の

一

語

だ

け

が

挙

げ

ら

れ

る

が

、

鎌

倉

時

代

以

降

、

ク

活

用

か

ら

シ

ク

活

用

に

変

化

し

た

語

、

あ

る

い

は

一

時

的

に

両

方

の

活

用

を

す

る

語

が

次

々

と

現

れ

た

。

室

町

時

代

に

お

い

て

、

連

体

形

の

イ

音

便

形

が

終

止

形

の

機

能

を

兼

ね

る

よ

う

に

な

り

、

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

区

別

が

消

滅

し

た

の

で

あ

る

。

ク

活

用

→

シ

ク

活

用

に

働

い

た

経

緯

は

、

個

別

に

い

く

つ

か

挙

げ

ら

れ

る

が

、

評

価

や

主

観

的

判

断

を

表

す

た

め

に

シ

ク

活

用

し

た

も

の

が

多

く

、

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

の

区

別

が

消

滅

す

る

一

方

、

「

し

」

の

情

意

的

意

味

が

改

め

て

意

識

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

と

も

考

え

ら

れ

る

。

し

た

が

っ

て

、

室

町

時

代

か

ら

江

戸

時

代

に

か

け

て

、

直

接

に

「

し

」

に

よ

っ

て

臨

時

的

あ

る

い

は

意

図

的

に

シ

ク

活

用

す

る

こ

と

が

多

く

見

ら

れ

る

。 

最

後

に

、

意

味

か

ら

見

る

と

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

は

、

情

意

的

意

味

を

持

つ

語

基

が

多

く

存

在

し

て

い

る

。

こ

れ

は

ク

活

用

形

容

詞

と

比

べ

た

場

合

の

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

の

特

徴

の

一

つ

で

あ

る

。

ク

活

用

形

容

詞

に

は

属

性

を

表

す

も

の

が

多

く

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

に

は

情

意

を

表

す

も

の

が

多

い

と

い

う

傾

向

が

認

め

ら

れ

る

。

し

か

し

、

実

際

に

は

状

態

的

意

味

を

持

つ

語

基

も

少

な

く

な

か

っ

た

。

そ

れ

は

、
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事

物

の

属

性

と

い

う

も

の

は

、

一

定

の

客

観

的

な

基

準

が

あ

る

一

方

、

個

人

に

よ

る

主

観

的

な

判

断

基

準

で

も

成

り

立

つ

た

め

で

あ

る

。

時

間

や

空

間

、

事

物

の

質

や

量

の

判

断

、

人

の

行

為

に

対

す

る

評

価

な

ど

、

個

人

の

主

観

が

認

識

に

影

響

を

与

え

う

る

。

し

た

が

っ

て

、

シ

ク

活

用

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

こ

の

主

観

性

が

よ

く

伝

わ

る

と

も

言

え

る

。

た

と

え

ば

、

上

代

に

お

い

て

、

一

つ

注

目

す

る

の

は

、

自

然

環

境

は

人

の

生

活

に

大

き

く

影

響

し

て

い

る

た

め

、

道

の

険

し

さ

な

ど

、

自

然

状

況

な

ど

の

属

性

を

表

す

語

基

は

、

シ

ク

活

用

す

る

傾

向

が

見

ら

れ

た

。 

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

特

徴

を

把

握

す

る

に

は

、

意

味

に

よ

る

分

類

を

検

討

し

た

。

国

立

国

語

研

究

所

編

『

分

類

語

彙

表

』

（

一

九

六

四

）

の

分

類

基

準

に

従

い

分

類

し

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

同

義

類

義

の

関

係

を

よ

り

明

確

的

に

示

す

こ

と

が

で

き

た

。

「

抽

象

的

関

係

」

「

精

神

お

よ

び

行

為

」

「

自

然

現

象

」

の

三

つ

の

方

面

に

お

い

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

使

用

傾

向

を

あ

る

程

度

把

握

す

る

こ

と

が

で

き

た

。 

具

体

的

に

見

る

と

、

「

精

神

お

よ

び

行

為

」

が

圧

倒

的

に

多

い

。

そ

の

中

で

、

「

好

悪

・

愛

憎

」

と

「

苦

悩

・

悲

哀

」

の

類

の

語

が

最

も

多

く

見

ら

れ

る

。

喜

怒

哀

楽

な

ど

の

感

情

の

ほ

か

に

、

「

言

語

活

動

」

と

「

人

柄

」

「

才

能

」

な

ど

の

人

の

行

為

に

関

す

る

も

の

が

多

い

の

も

注

目

さ

れ

る

。

「

抽

象

的

関

係

」

の

場

合

、

「

様

相

」

と

「

量

」

に

多

用

さ

れ

る

。

「

自

然

現

象

」

の

場

合

、

「

音

」

と

「

生

理

・

病

気

」

に

多

く

用

い

ら

れ

る

。 

こ

の

分

類

結

果

を

踏

ま

え

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

分

類

に

つ

い

て

再

検

討

し

、

十

三

分

類

を

試

案

し

た

。

上

代

・

室

町

時

代

・

近

代

の

各

時

代

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

分

類

し

て

、

各

種

類

の

形

容

詞

の

時

代

的

消

長

を

把

握

し

て

み

た

。

そ

の

結

果

、

評

価

形

容

詞

、

様

相

形

容

詞

の

増

加

が

注

目

さ

れ

る

。

こ

れ

は

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

語

構

成

の

時

代

的

変

化

、

つ

ま

り

、

畳

語

形

容

詞

と

派

生

形

容

詞

の

増

加

に

関

係

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

、

形

容

詞

の

意

味

方

向

か

ら

見

る

と

、

時

代

に

つ

れ

て

マ

イ

ナ

ス

方

向
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に

傾

く

傾

向

が

伺

え

る

。

特

に

、

上

代

に

お

い

て

明

ら

か

に

プ

ラ

ス

方

向

が

優

勢

で

あ

る

評

価

形

容

詞

と

対

他

形

容

詞

が

、

次

第

に

マ

イ

ナ

ス

方

向

へ

変

化

す

る

こ

と

は

興

味

深

い

。 
十

三

分

類

に

よ

っ

て

、

各

時

代

新

出

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

原

義

の

意

味

傾

向

に

つ

い

て

、

あ

る

程

度

把

握

す

る

こ

と

が

で

き

た

。

し

か

し

、

形

容

詞

の

意

味

は

不

変

な

も

の

で

は

な

い

。

こ

の

意

味

分

類

法

を

活

か

し

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

に

つ

い

て

考

察

を

行

い

、

十

三

分

類

を

大

き

く

状

態

と

情

意

に

分

け

、

「

状

態

→

状

態

」

、

「

状

態

→

情

意

」

、

「

情

意

→

状

態

」

、

「

情

意

→

情

意

」

と

四

つ

の

方

面

か

ら

意

味

の

変

化

パ

タ

ー

ン

を

分

析

し

た

。 

「

状

態

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

様

相

形

容

詞

を

め

ぐ

る

変

化

が

最

も

多

い

。

特

に

、

属

性

形

容

詞

か

ら

「

困

難

・

危

な

い

」

「

明

瞭

・

確

か

さ

」

な

ど

の

意

味

を

抽

象

す

る

も

の

が

多

く

見

ら

れ

る

。

た

と

え

ば

、

「

さ

か

し

」

「

け

は

し

」

は

地

形

の

急

峻

か

ら

、

自

然

現

象

に

と

ど

ま

ら

ず

、

抽

象

的

に

危

な

い

と

い

う

意

味

に

用

い

ら

れ

た

。

逆

に

、

様

相

を

表

す

形

容

詞

は

、

「

規

模

」

や

「

自

然

状

況

」

に

用

い

る

こ

と

も

あ

る

。

ま

た

、

「

繁

盛

・

厳

然

・

猛

烈

」

な

ど

の

意

味

を

表

す

様

相

形

容

詞

は

程

度

性

を

抽

象

し

や

す

い

。

物

の

状

態

を

表

す

様

相

か

ら

「

多

忙

・

貧

乏

」

な

ど

の

人

の

状

態

に

も

関

係

づ

け

ら

れ

る

。

存

在

形

容

詞

は

存

在

の

状

態

と

関

係

あ

る

様

相

（

常

態

、

調

和

、

確

か

さ

な

ど

）

に

変

化

し

や

す

い

。

ほ

か

に

、

様

相

と

時

空

、

境

遇

と

量

的

も

同

じ

く

緊

密

な

意

味

関

係

を

持

ち

、

互

い

に

意

味

変

化

が

生

じ

や

す

い

。 

「

状

態

→

情

意

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

評

価

へ

の

変

化

が

最

も

成

立

し

や

す

い

よ

う

で

あ

る

。

「

猛

烈

」

や

「

厳

然

」

な

ど

の

様

相

か

ら

評

価

に

変

化

す

る

も

の

が

圧

倒

的

に

多

い

。

ま

た

、

価

値

や

美

意

識

、

人

の

性

格

・

品

行

・

態

度

な

ど

に

関

係

づ

け

ら

れ

、

属

性

形

容

詞

と

存

在

形

容

詞

も

評

価

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。

次

に

、

感

情

も

状

態

に

影

響

さ

れ

や

す

い

。

様

相

・

境

遇

・

属

性

な

ど

の

状

態

か

ら

、
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同

じ

傾

向

の

感

情

を

引

き

起

こ

さ

れ

る

。

た

と

え

ば

、

「

不

明

瞭

」

「

混

乱

」

「

不

潔

」

「

多

忙

」

な

ど

の

様

相

・

境

遇

形

容

詞

か

ら

、

不

愉

快

や

焦

燥

な

ど

マ

イ

ナ

ス

の

感

情

を

引

き

起

こ

す

も

の

が

多

く

見

ら

れ

る

。

全

体

か

ら

見

る

と

、

「

状

態

→

情

意

」

へ

の

変

化

に

は

、

や

や

マ

イ

ナ

ス

の

情

意

に

変

化

す

る

傾

向

が

あ

る

よ

う

で

あ

る

。 

「

情

意

→

状

態

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

最

も

多

く

見

ら

れ

る

。

特

に

、

「

驚

き

」

や

マ

イ

ナ

ス

的

意

味

を

表

す

「

焦

燥

・

苦

悩

・

不

愉

快

・

不

満

」

な

ど

の

対

自

形

容

詞

や

、

評

価

形

容

詞

は

様

相

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。

ま

た

、

境

遇

形

容

詞

と

程

度

形

容

詞

へ

の

変

化

が

注

目

さ

れ

る

。

「

聴

覚

・

視

覚

・

寒

暖

」

な

ど

の

感

覚

形

容

詞

は

「

多

忙

」

な

ど

の

生

活

状

況

に

関

係

づ

け

ら

れ

、

「

驚

き

・

悲

し

み

・

不

愉

快

・

不

満

・

苦

悩

・

落

胆

」

な

ど

の

感

情

状

態

は

「

身

上

・

貧

乏

・

病

気

・

死

亡

」

な

ど

に

関

係

づ

け

ら

れ

が

ち

で

あ

る

。

「

驚

き

・

恐

れ

」

な

ど

の

極

端

な

感

情

か

ら

、

程

度

を

派

生

す

る

現

象

が

あ

る

。

そ

し

て

、

全

体

か

ら

見

る

と

、

マ

イ

ナ

ス

の

情

意

を

表

す

形

容

詞

か

ら

の

変

化

が

多

い

よ

う

で

あ

る

。 

「

情

意

→

情

意

」

へ

変

化

す

る

場

合

、

評

価

形

容

詞

や

対

自

形

容

詞

に

変

化

す

る

も

の

が

多

い

。

た

と

え

ば

、

「

視

覚

」

「

聴

覚

」

「

嗅

覚

」

「

温

度

感

」

な

ど

の

感

覚

形

容

詞

の

場

合

、

「

共

感

性

の

転

移

」

に

よ

っ

て

、

性

格

・

態

度

・

風

格

な

ど

の

評

価

や

、

「

恥

・

不

安

・

焦

燥

・

困

惑

・

恐

怖

・

興

ざ

め

・

愉

快

」

な

ど

の

心

的

状

態

に

影

響

し

が

ち

で

あ

る

。

情

意

へ

変

化

す

る

過

程

の

中

で

、

「

意

味

の

良

化

・

悪

化

」

と

「

評

価

の

逆

転

現

象

」

は

特

に

興

味

深

い

。

た

と

え

ば

、

時

代

の

変

遷

に

よ

り

、

「

あ

さ

ま

し

」

は

「

驚

き

」

の

原

義

か

ら

、

「

情

け

な

い

、

品

性

が

い

や

し

い

」

な

ど

の

悪

性

評

価

に

傾

く

。

ま

た

、

「

恐

ろ

し

い

ほ

ど

美

し

い

」

の

発

想

か

ら

、

「

お

そ

ろ

し

／

ゆ

ゆ

し

／

お

も

だ

た

し

／

つ

つ

ま

し

／

は

づ

か

し

／

や

さ

し

／

に

く

ら

し

い

」

の

よ

う

な

「

恐

れ

」

「

恥

」

「

憎

悪

」

を

表

す

形

容

詞

は

、

賞

賛

・

愛
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好

な

ど

の

プ

ラ

ス

の

意

味

に

用

い

ら

れ

る

。

さ

ら

に

、

「

い

し

（

美

）

」

の

よ

う

に

、

本

来

の

意

味

を

逆

に

用

い

る

「

評

価

の

逆

転

現

象

」

も

注

目

さ

れ

る

。 
シ

ク

活

用

形

容

詞

の

原

義

か

ら

、

そ

の

意

味

に

は

さ

ま

ざ

ま

な

変

化

が

生

じ

る

。

個

々

の

形

容

詞

の

意

味

変

遷

の

時

期

に

つ

い

て

は

考

察

が

及

ば

な

い

が

、

一

三

の

意

味

分

類

に

よ

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

意

味

変

化

の

パ

タ

ー

ン

を

考

察

し

、

状

態

と

情

意

を

巡

る

意

味

変

化

に

つ

い

て

、

傾

向

と

し

て

あ

る

程

度

の

把

握

が

で

き

た

と

思

う

。

本

論

文

は

、

上

代

、

中

古

・

中

世

、

近

代

に

現

れ

た

シ

ク

活

用

形

容

詞

を

中

心

に

、

そ

の

語

構

成

、

活

用

、

意

味

を

考

察

し

、

さ

ら

に

意

味

分

類

を

行

い

、

状

態

と

情

意

の

視

点

か

ら

意

味

変

化

を

分

析

し

た

。

全

面

的

、

体

系

的

に

考

察

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

歴

史

的

変

化

の

全

貌

を

一

層

明

ら

か

に

示

す

こ

と

が

で

き

た

と

思

わ

れ

る

。 
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「

形

容

詞

の

活

用

」
『

国

語

国

文

』
（4

6
-
2

）

京

都

帝

国

大

学

国

文

学

会 

星

野

書

店 
 



 

318 

 

一

九

七

七

年 
川

端

善

明

『

活

用

の

研

究Ⅱ

』

清

文

堂 

一

九

九

七

年 
川

本

崇

雄

「

日

本

語

の

形

容

詞

活

用

の

起

源

―

特

に

南

島

語

と

対

比

し

て

―

」
『

国

語

と

国

文

学

』
（5

4
-

8

）

東

京

大

学

国

語

国

文

学

会 

至

文

堂 

一

九

七

七

年 

北

原

保

雄

「

形

容

詞

の

語

音

構

造

」
『

中

田

祝

夫

博

士

功

績
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・
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鈴
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・
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』

岩

波

書

店 

一

九

七

七

年 
 

萩

原

直

美

「
『

源

氏

物

語

』

に

お

け

る

動

詞

と

形

容

詞

の

派

生

・

対

応

に

つ

い

て

の

一

考

察

」
『

日

本

語

の

語

義

と

文

法

』
（

初

版

）

愛

知

大

学

国

語

学

研

究

会 

二

〇

〇

七

年 

橋

本

四

郎

「

ク

活

用

形

容

詞

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

」
『

女

子

大

国

文

』

第

五

号 

一

九

五

七

年 

蜂

矢

真

郷

『

国

語

重

複

語

の

語

構

成

論

的

研

究

』

塙

書

房 

一

九

九

八

年 

蜂

矢

真

郷

「

語

基

を

共

通

に

す

る

形

容

詞

と

形

容

動

詞

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究 

二

十

三

』

国

語

語

彙

史

研

究

会 
和

泉

書

院 

二

〇

〇

四

年 

蜂

矢

真

郷

「

重

複

形

容

詞

の

周

辺

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究 

二

十

五

』

国

語

語

彙

史

研

究

会 

和

泉

書

院 

二

〇

〇

六

年 

蜂

矢

真

郷

「

語

の

変

容

と

類

推

―

語

形

成

に

お

け

る

変

形

に

つ

い

て

―

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究 

二

十

七

』

国

語

語

彙

史

研

究

会 
和

泉

書

院 

二

〇

〇

八

年 

蜂

矢

真

郷

「

二

音

節

語

基

と

形

容

詞

語

幹

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究 

二

十

九

』

国

語

語

彙

史

研

究

会 

和

泉

書

院 

二

〇

一

〇

年 

蜂

矢

真

郷

「

上

代

の

形

容

詞

」
『

萬

葉

』

第

二

一

二

号 

萬

葉

学

会 

二

〇

一

二

年 

蜂

矢

真

郷

「

ク

活

用

形

容

詞

語

幹

の

重

複

・

並

列

か

ら

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究 

三

十

二

』

国

語

語

彙

史

研

究

会 

和

泉

書

院 

二

〇

一

三

年 

濱

田

敦

『

古

文

化

叢

刊

2
4
 

古

代

日

本

語

』

大

八

州

出

版 

一

九

四

六

年 

林

浩

恵

「

上

代

・

中

古

に

見

ら

れ

る

形

容

詞

派

生

の

動

詞

―

形

容

詞

に

お

け

る

意

味

分

類

と

そ

の

関

連

を

中

心

に

―

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究 

二

十

三

』

国

語

語

彙

史

研

究

会 

和

泉

書

院 

二

〇

〇

四

年 

樋

口

文

彦

「

評

価

的

な

文

」
『

こ

と

ば

の

科

学

３

』

言

語

学

研

究

会 

む

ぎ

書

房 

一

九

八

九

年 
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平

林

文

雄

『

接

尾

語

「

げ

＋

さ

」

覚

書

』
『

佐

藤

喜

代

治

教

授

退

官

記

念

』

国

語

学

論

集 

桜

楓

社 
 

一

九

七

六

年 
深

水

洋

子

『

形

容

詞

の

意

味

の

変

遷

―

「

か

な

し

」

と

そ

の

周

辺

』
『

国

文

白

百

合

』

第

十

号 

白

百

合

女

子

大

学

国

語

国

文

学

会 

一

九

七

九

年 

古

田

啓

「

ホ

フ

マ

ン

の

〈

形

容

詞

〉

論

と

「

現

在

の

シ

」
」
『

松

村

明

教

授

古

稀

記

念

』

国

語

研

究

論

集 

明

治

書

院 
一

九

八

六

年 

古

田

啓

「

ホ

フ

マ

ン

の

日

本

文

法

研

究

に

お

け

る

〈

形

容

詞

〉

―

何

を

〈

形

容

詞

〉

と

し

、

そ

の

品

詞

を

い

か

に

考

え

た

か

―

」
『

築

島

裕

博

士

還

暦

記

念

』

国

語

学

論

集 

明

治

書

院 

一

九

八

六

年 

細

川

英

雄

「

現

代

日

本

語

の

形

容

詞

分

類

に

つ

い

て

」
『

国

語

学

』

一

五

八

集 

国

語

学

会

編 

秋

田

屋 

一

九

八

九

年 

堀

井

令

以

知

『

日

本

語

の

意

味

変

化

辞

典

』

東

京

堂

出

版 

二

〇

〇

三

年 

松

浦

照

子

「

複

合

形

容

詞

の

形

成

と

継

承

―

平

安

時

代

散

文

作

品

に

お

け

る

―

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究

六

』

和

泉

書

院 

一

九

八

五

年 

村

上

昭

子

「

接

尾

語

ラ

シ

イ

の

成

立

」
『

国

語

学

』

第

一

二

四

号 

国

語

学

会

編 

一

九

八

一

年 

村

田

菜

穂

子

「

古

代

語

形

容

詞

の

造

語

形

式

―

中

古

散

文

の

形

容

詞

を

中

心

に

―

」
『

帝

塚

山

学

院

大

学

日

本

文

学

研

究

』

第

三

三

号 

二

〇

〇

二

年 

村

田

菜

穂

子

「

上

代

形

容

詞

の

継

承

性

と

中

古

新

出

の

形

容

詞

」
『

滋

賀

大

国

文

』

第

四

一

号

滋

賀

大

国

文

会 

二

〇

〇

三

年 

村

田

菜

穂

子

「

中

古

形

容

詞

の

量

的

性

格

―

既

存

の

形

容

詞

と

新

出

の

形

容

詞

」
『

滋

賀

大

国

文

』

第

四

二

号 

滋

賀

大

国

文

会 

二

〇

〇

四

年 



 

322 

 

村

田

菜

穂

子 

『

形

容

詞

・

形

容

動

詞

の

語

彙

論

的

研

究

』

和

泉

書

院 

二

〇

〇

五

年 
村

田

菜

穂

子

「

改

訂

増

補 

古

代

語

形

容

詞

の

語

構

成

―

上

代

～

中

世

編

―

」
『

帝

塚

山

学

院

大

学

日

本

文

学

研

究

』

第

四

一

号 

二

〇

一

〇

年 

村

山

実

和

子

『

接

尾

語

「

ク

ロ

シ

イ

」

考

』
『

日

本

語

の

研

究

』

第

８

巻

４

号

（
『

国

語

学

』

通

巻

2
5

1

号

）

日

本

語

学

会

編 

二

〇

一

二

年 

森

田

良

行

『

動

詞

・

形

容

詞

・

副

詞

の

事

典

』

東

京

堂 

二

〇

〇

八

年 

八

亀

裕

美

「

形

容

詞

の

評

価

的

な

意

味

と

形

容

詞

分

類

」
『

阪

大

日

本

語

研

究

』
（1

5

）

大

阪

大

学

文

学

部

日

本

学

科 

二

〇

〇

三

年 

八

亀

裕

美

『

日

本

語

形

容

詞

の

記

述

的

研

究

―

類

型

論

的

視

点

か

ら

―

』

明

治

書

院 

二

〇

〇

八

年 

安

本

真

弓

「

古

代

日

本

語

に

お

け

る

形

容

詞

と

動

詞

の

対

応

形

態

と

そ

の

史

的

変

遷

」
『

国

語

学

研

究

』

（4
9

）

東

北

大

学

文

学

部 
二

〇

一

〇

年 

安

本

真

弓

「

中

古

の

状

態

形

容

詞

に

お

け

る

動

詞

と

の

対

応

と

そ

の

要

因

―

形

容

詞

か

ら

動

詞

が

派

生

し

た

対

応

を

中

心

と

し

て

―

」
『

文

藝

研

究

』

第

一

七

〇

集 

日

本

文

芸

研

究

会 

二

〇

一

〇

年 

安

本

真

弓

「

中

古

和

文

に

お

け

る

状

態

形

容

詞

と

対

応

動

詞

の

機

能

差

―

動

詞

か

ら

形

容

詞

が

派

生

し

た

対

応

を

中

心

と

し

て

―

」
『

国

語

学

研

究

』
（5

1

）

東

北

大

学

文

学

部 

二

〇

一

二

年 

柳

田

征

司

『

室

町

時

代

の

国

語

』

東

京

堂 

一

九

八

五

年 

山

口

仲

美

「

感

覚

・

感

情

語

彙

の

歴

史

」
『

講

座

日

本

語

学 

四

語

彙

史

』

森

岡

健

二

編 

明

治

書

院 

一

九

八

二

年 

山

口

佳

紀

「

形

容

詞

活

用

の

成

立

」
『

国

語

と

国

文

学

』
（5

0
-9

）

東

京

大

学

国

語

国

文

学

会 

至

文

堂 

一

九

七

三

年 
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山

口

佳

紀

「

形

容

詞

よ

り

見

た

る

漢

文

訓

読

語

と

和

文

語

の

性

格

」
『

中

古

語 

論

集

日

本

語

研

究

1
2

』

有

精

堂 

一

九

八

〇

年 
山

崎

馨

「

形

容

詞

さ

か

し

・

さ

が

し

考

」
『

松

村

明

教

授

還

暦

記

念

』

国

語

学

と

国

語

史 

明

治

書

院 
一

九

七

七

年 

山

本

佐

和

子

「

新

シ

ク

型

形

容

詞

の

派

生

に

つ

い

て

―

中

世

室

町

期

に

お

け

る

ク

活

用

形

容

詞

か

ら

の

派

生

を

中

心

に

―

」
『

国

語

語

彙

史

の

研

究 

二

十

七

』

国

語

語

彙

史

研

究

会 

和

泉

書

院 
 

二

〇

〇

八

年 

山

本

俊

英

「

形

容

詞

ク

活

用

・

シ

ク

活

用

の

意

味

上

の

相

違

に

つ

い

て

」
『

国

語

学

』

第

二

三

号

国

語

学

会

編 

一

九

五

五

年 

 

『

岩

波

古

語

辞

典

（

補

訂

版

）
』

岩

波

書

店 

一

九

九

〇

年 

『

角

川

全

訳

古

語

辞

典

』

久

保

田

淳

・

室

伏

信

編 

角

川

書

店 

二

〇

〇

二

年 

『

基

礎

日

本

語

辞

典

』

森

田

良

行

編 
角

川

書

店 

一

九

八

九

年 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

三

省

堂 

一

九

六

七

年 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』

三

省

堂 

一

九

八

五

（

第

一

巻

）

～

二

〇

〇

〇

年

（

第

五

巻

） 

『

大

辞

林

』
（

第

二

版

）

松

村

明 

三

省

堂 
二

〇

〇

六

年 

『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

第

二

版

）

小

学

館 

二

〇

〇

〇

年

～

二

〇

〇

一

年 

『

日

本

語

語

彙

大

系 
Ⅰ

意

味

体

系

』

岩

波

書

店 
一

九

九

七

年 

『

分

類

語

彙

表

』

増

補

改

訂

版 

国

立

国

語

研

究

所

編 
大

日

本

図

書 

二

〇

〇

四

年 

『

邦

訳

日

葡

辞

書

』

土

井

忠

生

・

森

田

武

・

長

南

実

編

訳 
岩

波

書

店 

一

九

八

〇

年 
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『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』

森

田

武

編 

岩

波

書

店 

一

九

八

九

年 
『

万

葉

集

索

引

』

古

典

索

引

刊

行

会 

塙

書

房 

二

〇

〇

三

年 

 

日

本

国

語

大

辞

典 
 

ジ

ャ

パ

ン

ナ

レ

ッ

ジ 
(

オ

ン

ラ

イ

ン

デ

ー

タ

ベ

ー

ス)  
 

 

日

本

古

典

文

学

全

集 
 

ジ

ャ

パ

ン

ナ

レ

ッ

ジ 
(

オ

ン

ラ

イ

ン

デ

ー

タ

ベ

ー

ス)  
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凡
例 

１ 

項

目 
『

万

葉

集

総

索

引

』
（

二

〇

〇

三

）
、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』
（

一

九

六

七

）
、
『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』
（

一

九

八

九

）
、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』
（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）
、
『

大

辞

林

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

六

）
、
『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

の

各

資

料

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

見

出

項

目

異

な

り

語

数

一

一

六

六

語

）

を

対

象

と

す

る

。 

 ２ 

見

出

し

仮

名

・

表

記

形 

 

仮

名

遣

い

、

漢

字

の

当

て

方

な

ど

、

す

べ

て

収

載

辞

書

の

見

出

し

・

表

記

形

に

拠

っ

た

。

漢

字

表

記

が

複

数

あ

る

場

合

、

原

則

と

し

て

成

立

年

代

の

古

い

収

載

辞

書

に

掲

げ

ら

れ

て

い

る

形

で

記

載

し

、

紙

幅

の

関

係

で

一

行

に

収

ま

ら

な

い

場

合

、

割

愛

し

た

こ

と

が

あ

る

。 

 

３ 

排

列 

①

基

本

見

出

し

の

仮

名

の

五

十

音

順

に

排

列

す

る

が

、

表

作

成

の

目

的

に

よ

っ

て

、

語

構

成

順

や

逆

綴

り

順

に

よ

っ

て

排

列

し

た

も

の

も

あ

る

。 

②

濁

音

・

半

濁

音

は

清

音

の

後

に

置

い

た

。 

③

古

典

語

の

場

合

、

促

音

・

拗

音

の

仮

名

は

直

音

の

仮

名

と

区

別

せ

ず

に

読

む

こ

と

に

し

た

。 

④

収

載

辞

書

の

表

記

を

参

考

に

し

て

歴

史

的

仮

名

遣

い

で

表

記

し

た

が

、

排

列

は

現

代

五

十

音

順

の

読

み

方

に

従

う

。 
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４ 

各

表

に

つ

い

て 
表

１ 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』
（

一

九

六

七

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

ク

活

用

形

容

詞

」
（

見

出

項

目

一

四

二

語

）

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

上

代

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、

形

容

詞

と

対

応

す

る

動

詞

が

あ

る

場

合

も

示

し

た

。 

 

表

２ 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』
（

一

九

六

七

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

シ

ク

活

用

形

容

詞

」

（

見

出

項

目

一

五

六

語

）

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

上

代

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、

形

容

詞

と

対

応

す

る

動

詞

が

あ

る

場

合

も

示

し

た

。 

 

表

３ 

表

１

と

表

２

を

比

較

し

、

語

構

成

に

よ

っ

て

語

数

を

合

計

し

、

上

代

ク

活

用

と

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

異

同

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

表

４ 

『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』
（

一

九

八

九

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

ク

活

用

形

容

詞

」
（

見

出

項

目

二

七

五

語

）

を

、

五

十

音

順

に

よ

っ

て

排

列

し

、

そ

の

語

構

成

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

表

５ 

表

１

と

表

４

を

比

較

し

、

語

構

成

に

よ

っ

て

語

数

を

合

計

し

、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

と

『

日

葡

辞

書

（

邦

訳

）
』
（

一

九

八

〇

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

ク

活

用

形

容

詞

の
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構

造

上

の

変

化

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。
「

★

」

の

印

は

、

接

尾

語

「

な

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

語

構

成

の

内

訳

で

あ

る

。 

 

表

６ 
『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』
（

一

九

八

九

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

シ

ク

活

用

形

容

詞

」
（

見

出

項

目

二

二

二

語

）

を

、

五

十

音

順

に

よ

っ

て

排

列

し

、

そ

の

語

構

成

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

表

７ 

表

２

と

表

６

を

比

較

し

、

語

構

成

に

よ

っ

て

語

数

を

合

計

し

、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

（

一

九

六

七

）

と

『

日

葡

辞

書

（

邦

訳

）
』
（

一

九

八

〇

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

変

化

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。
「

★

」

の

印

は

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」
「

ら

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

語

構

成

の

内

訳

で

あ

る

。 

 

表

８ 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 
室

町

時

代

編

』
（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

と

『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

見

出

項

目

）

の

中

で

、

後

者

の

成

立

年

代

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

平

安

時

代

に

遡

れ

る

一

四

七

語

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

平

安

時

代

新

出

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

二

〇

〇

一

）

に

記

載

さ

れ

て

い

る

最

も

古

い

挙

例

の

成

立

年

代

を

示

す

。 

 

表

９ 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』
（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

と

『

日

本

国

語

大

辞

典
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（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

見

出

項

目

）

の

中

で

、

後

者

の

成

立

年

代

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

鎌

倉

時

代

に

遡

れ

る

四

五

語

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

鎌

倉

時

代

新

出

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

二

〇

〇

一

）

に

記

載

さ

れ

て

い

る

最

も

古

い

挙

例

の

成

立

年

代

を

示

す

。 

 

表

10 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』
（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）

と

『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

見

出

項

目

）

の

中

で

、

後

者

の

成

立

年

代

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

室

町

時

代

に

遡

れ

る

一

七

九

語

と

、

用

例

の

記

載

が

な

い

一

二

二

語

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

室

町

時

代

新

出

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

二

〇

〇

一

）

に

記

載

さ

れ

て

い

る

最

も

古

い

挙

例

の

成

立

年

代

を

示

す

。

用

例

が

な

い

場

合

、
「

記

載

な

し

」

で

示

す

。 

 

表

11 

表

８

、

表

９

、

表

10
を

比

較

し

、

語

構

成

に

よ

っ

て

語

数

を

合

計

し

、

平

安

時

代

か

ら

、

鎌

倉

時

代

、

室

町

時

代

に

至

る

ま

で

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

変

化

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。
「

★

」

の

印

は

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」
「

ら

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

語

構

成

の

内

訳

で

あ

る

。 

 

表

12 

『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

（

見
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出

項

目

）

の

中

で

、

そ

の

成

立

年

代

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

江

戸

時

代

に

遡

れ

る

二

八

九

語

と

、

用

例

の

記

載

が

な

い

一

四

語

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

江

戸

時

代

新

出

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

二

〇

〇

一

）

に

記

載

さ

れ

て

い

る

最

も

古

い

挙

例

の

成

立

年

代

を

示

す

。

用

例

が

な

い

場

合

、
「

記

載

な

し

」

で

示

す

。 

 

表

13 

『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

（

見

出

項

目

）

の

中

で

、

そ

の

成

立

年

代

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

明

治

時

代

に

遡

れ

る

一

二

八

語

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

明

治

時

代

新

出

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

二

〇

〇

一

）

に

記

載

さ

れ

て

い

る

最

も

古

い

挙

例

の

成

立

年

代

を

示

す

。 

 

表

14 

『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

（

見

出

項

目

）

の

中

で

、

そ

の

成

立

年

代

の

最

も

古

い

挙

例

に

よ

っ

て

、

出

現

時

期

が

大

正

・

昭

和

に

遡

れ

る

九

〇

語

を

、

五

十

音

順

と

語

構

成

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

大

正

時

代

以

降

新

出

の

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

ま

と

ま

り

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

二

〇

〇

一

）

に

記

載

さ

れ

て

い

る

最

も

古

い

挙

例

の

成

立

年

代

を

示

す

。 

 

表

15 

表

12
、

表

13
、

表

14
を

比

較

し

、

語

構

成

に

よ

っ

て

語

数

を

合

計

し

、

江

戸

時

代

か

ら

、

明

治

時

代

、

大

正

・

昭

和

に

至

る

ま

で

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

変

化

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作
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成

し

た

も

の

で

あ

る

。
「

★

」

の

印

は

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」
「

ら

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

語

構

成

の

内

訳

で

あ

る

。 

 

表

16 
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』
（

一

九

六

七

）
、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』
（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）
、
『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

見

出

項

目

異

な

り

語

数

一

一

六

六

語

）

を

、

五

十

音

順

と

「

上

代

」
「

中

古

・

中

世

」
「

近

代

」

の

時

代

区

分

に

よ

っ

て

排

列

し

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

の

成

立

年

代

の

最

も

古

い

挙

例

と

そ

の

語

の

出

現

す

る

時

期

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。

ま

た

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』
（

二

〇

〇

一

）

に

記

載

さ

れ

て

い

る

最

も

古

い

挙

例

の

成

立

年

代

と

意

味

記

述

の

項

目

数

を

示

す

。

出

現

時

期

が

確

定

で

き

な

い

場

合

は

、
「

未

詳

」

で

示

す

。
「

＊

」

の

印

は

、
『

日

本

国

語

大

辞

典

』

の

挙

例

が

上

代

に

遡

れ

る

も

の

の

、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』

に

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

見

出

し

語

に

収

録

さ

れ

て

い

な

い

六

語

で

あ

る

。 

 

表

17 

表

２

、

表

11
、

表

15
を

比

較

し

、

語

構

成

に

よ

っ

て

語

数

を

合

計

し

、
「

上

代

」
「

中

古

・

中

世

」

「

近

代

」

に

分

け

て

、

シ

ク

活

用

形

容

詞

の

構

造

上

の

変

化

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。
「

★

」

の

印

は

、

接

尾

語

「

が

ま

し

」
「

ら

し

」

に

よ

る

派

生

形

容

詞

の

語

構

成

の

内

訳

で

あ

る

。 

 

表

18 

『

万

葉

集

総

索

引

』
（

二

〇

〇

三

）
、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』
（

一

九

六

七

）
、
『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』
（

一

九

八

九

）
、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』
（

一

九

八

五

～

二

〇

〇
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〇

）
、
『

大

辞

林

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

六

）
、
『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

の

各

資

料

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

見

出

項

目

）

を

、

五

十

音

順

に

よ

っ

て

排

列

し

、

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

表

19 

『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

八

九

七

語

（

見

出

項

目

）

を

、

仮

名

を

下

か

ら

読

ん

だ

場

合

（

逆

音

引

き

）

の

五

十

音

順

に

よ

っ

て

排

列

し

、

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

表

20 

『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

に

収

載

さ

れ

て

い

る

「

し

い

」

型

形

容

詞

八

九

七

語

（

見

出

項

目

）

を

、

国

立

国

語

研

究

所

編

の

『

分

類

語

彙

表

（

増

補

改

訂

版

』
（

二

〇

〇

四

）

の

分

類

基

準

に

よ

っ

て

分

類

し

、

各

意

味

分

類

の

語

数

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

表

21 

『

万

葉

集

総

索

引

』
（

二

〇

〇

三

）
、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』
（

一

九

六

七

）
、
『

邦

訳

日

葡

辞

書

索

引

』
（

一

九

八

九

）
、
『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

室

町

時

代

編

』
（

一

九

八

五

～

二

〇

〇

〇

）
、
『

大

辞

林

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

六

）
、
『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

の

各

資

料

に

収

載

さ

れ

て

い

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

（

見

出

項

目

異

な

り

語

数

一

一

六

六

語

）

を

、

最

初

に

用

い

ら

れ

た

時

の

意

味

（

原

義

あ

る

い

は

最

も

古

い

挙

例

の

意

味

）

に

よ

っ

て

、

本

論

文

で

提

案

し

た

一

三

の

分

類

に

分

類

し

、
「

上

代

」
「

中

古

・

中

世

」
「

近

代

」

に

分

け

て

、

意

味

分

類

と

五

十

音

順

と

に

よ

っ

て

排

列

し

、

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。 
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表

22 

表

21
の

分

類

結

果

を

踏

ま

え

て

、
「

上

代

」
「

中

古

・

中

世

」
「

近

代

」

の

十

三

の

各

意

味

分

類

の

語

数

を

統

計

し

た

も

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

意

味

を

「

プ

ラ

ス

」
「

マ

イ

ナ

ス

」

に

分

け

、

ど

ち

ら

と

も

言

え

な

い

場

合

は

「

そ

の

他

」

と

扱

っ

た

。 

 

表

23 

『

時

代

別

国

語

大

辞

典 

上

代

編

』
（

一

九

六

七

）
、
『

日

本

国

語

大

辞

典

（

第

二

版

）
』
（

二

〇

〇

一

）

の

意

味

記

述

を

参

照

に

し

て

、

二

つ

以

上

の

項

目

が

あ

る

シ

ク

活

用

形

容

詞

一

六

三

語

を

、

各

意

味

記

述

の

分

類

に

よ

っ

て

、

異

な

る

意

味

分

類

に

分

類

で

き

る

も

の

を

一

覧

で

き

る

よ

う

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

。
「

→

」

の

印

の

前

に

あ

る

の

は

、

最

初

に

用

い

ら

れ

た

意

味

（

原

義

あ

る

い

は

最

も

古

い

挙

例

の

意

味

）

の

分

類

で

あ

り

、
「

→

」

の

印

の

後

に

あ

る

の

は

、

そ

の

他

の

意

味

の

分

類

で

あ

る

。

な

お

、

そ

の

多

く

の

場

合

が

意

味

の

変

化

関

係

が

あ

る

た

め

、
「

→

」

で

表

記

す

る

が

、

前

者

か

ら

後

者

の

意

味

に

発

生

す

る

と

考

え

に

く

い

場

合

も

あ

る

。 

 

表

24 

表

23
の

意

味

変

化

の

分

析

結

果

を

踏

ま

え

て

、

語

数

を

統

計

し

、

一

三

の

意

味

分

類

の

相

互

変

遷

関

係

を

簡

潔

に

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

語

数

は

、

右

の

分

類

か

ら

下

の

分

類

へ

変

化

す

る

場

合

の

数

字

で

、

右

と

下

の

分

類

は

同

一

で

あ

る

場

合

は

「

―

」

で

示

す

。

ま

た

、

考

察

が

及

ば

な

い

感

情

を

表

す

「

対

自

」
「

対

他

」

の

両

分

類

の

相

互

変

遷

関

係

も

「

―

」

で

示

す

。 



見出し語 漢字表記 語構成 対応動詞
あつし 熱 語基＋シ
あつし 厚・敦 語基＋シ
あまねし 洽・歴 語基＋ネ＋シ
あをし 青 語基＋シ
いたし 痛 語基＋シ いたむ
いぶせし 欝 語基＋セ＋シ いぶせむ
うし 厭 語基＋シ
うすし 薄 語基＋シ
うとし 疎 語基＋シ うとぶ
うまし 味 語基＋シ
えし 宜 語基＋シ
おそし 遅 語基＋シ
おほし 多 語基＋シ
おもし 重 語基＋シ
かしこし 恐 語基＋シ かしこむ
かたし 堅 語基＋シ かたむ
かたし 難 語基＋シ
かゆし 癩・癢 語基＋シ
かるし 軽 語基＋シ
きよし 清 語基＋シ きよむ
くさし 臭 語基＋シ くさる
くし 語基＋シ
こはし 強 語基＋シ
さし 狭 語基＋シ
さとし 聡 語基＋シ
さむし 寒 語基＋シ
しげし 繁・茂 語基＋シ しげる
しこめし 語基＋メ＋シ
しるし 知・灼 語基＋シ
しろし 白 語基＋シ
せばし 迫 語基＋シ せむ・せまる
たけし 武 語基＋シ
たはし 靡靡 語基＋シ
たゆし 懈 語基＋シ たゆむ
ちかし 近 語基＋シ
ちひさし 小 語基＋シ
つだし 怯 語基＋シ
つよし 強 語基＋シ
つらし 悪 語基＋シ
とし 利 語基＋シ
とほし 遠 語基＋シ
ながし 長 語基＋シ
なし 無 語基＋シ
なほし 直 語基＋シ なほす
なめし 無礼 語基＋シ
にくし 憎 語基＋シ にくむ
にこし 柔 語基＋シ
ぬるし 少熱 語基＋シ
ねたし 嫌 語基＋シ ねたむ
はやし 早 語基＋シ はやる
ひろし 広 語基＋シ ひろる・ひろむ・ひろぐ
ふとし 太 語基＋シ

表1　上代語ク活用形容詞の語構成



ほそし 細 語基＋シ
まそし 雅 語基＋シ
まねし 数多 語基＋ネ＋シ
みじかし 短 語基＋シ
みすし 囂 語基＋シ
もろし 脆 語基＋シ
やすし 安 語基＋シ やすむ
やひさし 悋 語基＋シ
ゆるし 緩 語基＋シ ゆるふ
ゆらし 語基＋シ
よし 吉 語基＋シ
よわし 弱 語基＋シ よわる
わかし 若 語基＋シ
あかし 明・赤 動詞未然形＋シ あく・あかす・あかる
あさし 浅 動詞未然形＋シ あす
あらし 荒 動詞未然形＋シ ある
くらし 闇 動詞未然形＋シ くる・くらす
くろし 黒 動詞未然形＋シ くる・くろむ
ふかし 深 動詞未然形＋シ ふく・ふかむ
ふるし 古 動詞未然形＋シ ふる
うしろかるし 後軽 名詞＋形容詞
うらわかし 名詞＋形容詞
うれたし 慨 名詞＋形容詞
おとだかし 音高 名詞＋形容詞
おもしろし 名詞＋形容詞
かほよし 端正 名詞＋形容詞
くさぶかし 草深 名詞＋形容詞
けながし 名詞＋形容詞
こころいたし 情哀 名詞＋形容詞
こころぐし 名詞＋形容詞
こころよし 快 名詞＋形容詞
こだかし 木高 名詞被覆形＋形容詞
こちたし 言痛 名詞＋形容詞
ことたし 名詞＋形容詞
こととし 言急 名詞＋形容詞
にぐろし 名詞＋形容詞
まちかし 間近 名詞＋形容詞
まとほし 間遠 名詞＋形容詞
めぐし 愍 名詞＋形容詞 めぐむ
いさぎよし 清 語基＋形容詞
いちしるし 炯然 語基＋形容詞
いちしろし 灼然 語基＋形容詞
うぢはやし 劇 語基＋形容詞
したがたし 語基＋形容詞
ほのくらし 昧旦 語基＋形容詞
とほしろし 大 形容詞語幹＋形容詞
とほながし 遠長 形容詞語幹＋形容詞
ありがたし 動詞連用形＋形容詞
ききよし 聞吉 動詞連用形＋形容詞
けやすし 消安 動詞連用形＋形容詞
こひたし 恋痛 動詞連用形＋形容詞
みにくし 醜 動詞連用形＋形容詞
かぐろし カ＋形容詞
かやすし カ＋形容詞
さどほし サ＋形容詞



さまねし 数多 サ＋形容詞
たどほし タ＋形容詞
たふとし 貴 タ＋形容詞 たふとぶ・たふとむ
たやすし 輙 タ＋形容詞
たよわし 手弱 タ＋形容詞
うやなし 無礼 名詞＋ナシ
うらもとなし 名詞＋ナシ
こころなし 無心 名詞＋ナシ
ことなし 事無 名詞＋ナシ
すべなし 名詞＋ナシ
たづがなし 名詞＋ナシ
つつがなし 無恙 名詞＋ナシ
つねなし 無常 名詞＋ナシ
ゐやなし 無礼 名詞＋ナシ
をさなし 少 名詞＋ナシ
をめなし 名詞＋ナシ
あぢきなし 無道 語基＋キ＋ナシ
あづきなし 語基＋キ＋ナシ
いとけなし 幼 語基＋ケ＋ナシ
いらなし 楚 語基＋ナシ
うつなし 必・定 語基＋ナシ
おぎろなし 語基＋ナシ
おほつかなし 語基＋ツカ＋ナシ
かたじけなし 辱・羞 語基＋ケ＋ナシ
かたなし 穢陋 語基＋ナシ
きたなし 汚穢 語基＋ナシ
さがなし 不祥・悪 語基＋ナシ
すかなし 語基＋ナシ
すくなし 少 語基＋ナシ
たしなし 窮・苦 語基＋ナシ たしなむ
つたなし 怯・拙 語基＋ナシ
みつなし 不才 語基＋ナシ
ゆくりなし 率爾 語基＋ナシ
をぢなし 劣 語基＋ナシ
あからけし 語基＋ケシ
あきらけし 明 語基＋ケシ
あざらけし 鮮 語基＋ラ＋ケシ
あたたけし 暖・温 語基＋ケシ
いささけし 小 語基＋ケシ
かそけし 語基＋ケシ
けやけし 尤・異 語基＋ケシ
さやけし 清 語基＋ケシ
しづけし 静 語基＋ケシ
たしけし 語基＋ケ＋シ
たひらけし 平 語基＋ケシ
つばひらけし 委曲 語基＋ケシ
やすらけし 安 語基＋ケシ
ゆたけし 寛 語基＋ケシ
すむやけし 急 動詞未然形＋ヤケ＋シ
合計156語



見出し語 漢字表記 語構成 対応動詞
あからし 懇 語基＋シ あからしぶ
あし 悪 語基＋シ
あたらし 惜 語基＋シ あたらしぶ
あらたし 新 語基＋シ
あやし 怪 語基＋シ あやしぶ・あやしむ
いかし 厳 語基＋シ
いすかし 傲佷 語基＋シ
いそし 勤 語基＋シ いそふ
いたはし 労 語基＋シ いたはる
いふかし 不審 語基＋カ＋シ いふかる
いやし 賤 語基＋シ
うつし 現 語基＋シ うつす
うむがし 語基＋カ＋シ
うれし 歓 語基＋シ うれしぶ・うれしむ
おだひし 穏 語基＋シ
おなじ 同 語基＋ジ
おむがし 欣感 語基＋カ＋シ
おやじ 同 語基＋ジ
かなし 悲 語基＋シ かなしぶ・かなしむ
くし 奇 語基＋シ くしぶ
くすし 奇 語基＋シ
くるし 苦 語基＋シ くるしぶ・くるしむ
くはし 妙・細 語基＋シ
けし 異 語基＋シ
さかし 賢 語基＋シ
さがし 険 語基＋シ
さだし 貞 語基＋シ さだむ
さぶし 不楽・不 語基＋シ さぶ
しけし 穢・蕪 語基＋シ
したし 親 語基＋シ
すがし 語基＋シ
すずし 冷 語基＋シ すずむ
たくまし 快 語基＋シ たくましぶ
ただし 正 語基＋シ ただす
たのし 楽 語基＋シ たのしぶ
ともし 乏 語基＋シ
なまし 生 語基＋シ
にたし 語基＋シ
にはし 語基＋シ
にひし 新 語基＋シ
はげし 烈 語基＋シ はげむ
はし 愛 語基＋シ
ひさし 久 語基＋シ
ひとし 等 語基＋シ
ほし 欲 語基＋シ ほる
まさし 正 語基＋シ
まづし 貧 語基＋シ
むがし 幸 語基＋シ
むなし 空 語基＋シ
やはし 飢 語基＋シ やはす

表2　上代語シク活用形容詞の語構成



をし 惜 語基＋シ をしむ
いさをし 功・勤 名詞＋シ
ときじ 不時 名詞＋ジ
ほかし 他 名詞＋シ
われじ 名詞＋ジ
こきだし 副詞＋シ
はなはだし 甚 副詞＋シ
まだし 副詞＋シ
あさまし 動詞未然形＋シ あさむ
いきづかし 気衝 動詞未然形＋シ いきづく
いきどほろし 動詞未然形＋シ いきどほる
いたぶらし 動詞未然形＋シ いたぶる
いつくし 厳 動詞未然形＋シ いつく
いとはし 厭 動詞未然形＋シ いとふ
いとほし 労 動詞未然形＋シ いとふ
うたがはし 疑 動詞未然形＋シ うたがふ
うつくし 愛 動詞未然形＋シ うつく
うらめし 恨 動詞未然形＋シ うらむ
うらやまし 妬忌 動詞未然形＋シ うらやむ
うるはし 愛 動詞未然形＋シ うるふ
おもほし 動詞未然形＋シ おもふ
およし 動詞未然形＋シ おゆ
かたまし 姦 動詞未然形＋シ かたむ
くすばし 動詞未然形＋シ くしぶ
くやし 悔 動詞未然形＋シ くゆ
こひし 恋 動詞未然形＋シ こふ
こほし 動詞未然形＋シ こふ
さびし 動詞未然形＋シ さぶ
したゑまし 動詞未然形＋シ したゑむ
たたはし 偉 動詞未然形＋シ たたふ
たのもし 頼 動詞未然形＋シ たのむ
つからし 疲 動詞未然形＋シ つかる
なぐし 和 動詞未然形＋シ なぐ
なつかし 動詞未然形＋シ なつく
なやまし 不平・阻 動詞未然形＋シ なやむ
ねがはし 願 動詞未然形＋シ ねがふ
はづかし 恥 動詞未然形＋カ＋シ はづ
むつまし 親 動詞未然形＋シ むつむ
めづらし 珍 動詞未然形＋ラ＋シ めづ
めだし 動詞未然形＋シ めづ
やさし 動詞未然形＋シ やす
ゆるほし 縦 動詞未然形＋シ ゆるふ
よらし 動詞未然形＋シ よる
よろこぼし 悦 動詞未然形＋シ よろこぶ
よろし 宜 動詞未然形＋シ よる
わびし 動詞未然形＋シ わぶ
ゑまはし 動詞未然形＋シ ゑまふ
かからはし 動詞未然形＋ハシ かかる
けがらはし 汙穢 動詞未然形＋ハシ けがる
うやうやし 恭 名詞の重複＋シ
くだくだし 細砕 名詞の重複＋シ
くまくまし 名詞の重複＋シ くしぶ
ひねひねし 名詞の重複＋シ



をさをさし 幹了・直・卓 名詞の重複＋シ
ををし 雄 名詞の重複＋シ
いつつし 語基の重複＋シ
おここし 沈毅 語基の重複＋シ
おどろおどろし 語基の重複＋シ
おほほし 鬱 語基の重複＋シ おほとる
きらきらし 端正 語基の重複＋シ
こごし 語基の重複＋シ
すがすがし 語基の重複＋シ
そがそがし 語基の重複＋シ
たぎたぎし 語基の重複＋シ
たづたづし 語基の重複＋シ
ゆゆし 斎忌 語基の重複＋シ
とほとほし 形容詞語幹の重複＋シ
ながながし 長永 形容詞語幹の重複＋シ
わきわきし 分明 動詞連用形の重複＋シ
うらがなし 名詞＋形容詞
うらぐはし 名詞＋形容詞
うらごひし 裏恋 名詞＋形容詞 うらごふ
うらごほし 名詞＋形容詞 うらごふ
かぐはし 名詞＋形容詞
こころがなし 情悲 名詞＋形容詞
こころぐるし 情苦 名詞＋形容詞
こころこひし 心恋 名詞＋形容詞
なぐはし 名細 名詞＋形容詞
はなぐはし 花細 名詞＋形容詞
まぐはし 目細 名詞被覆形＋形容詞
うただぬし 語基＋形容詞
うただのし 語基＋形容詞
おもひがなし 動詞連用形＋形容詞
おもひぐるし 動詞連用形＋形容詞
きほし 欲服 動詞連用形＋形容詞
みがほし 欲見 動詞連用形＋ガ＋形容詞
みほし 欲見 動詞連用形＋形容詞
ものかなし 物悲 モノ＋形容詞
ものこひし 物恋 モノ＋形容詞
なみだぐまし 名詞＋グマシ なみだぐむ
みだりかはし 妄 動詞連用形＋カハシ
しりひかし 名詞＋動詞未然形＋シ しり＋ひく
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上代語ク活用 156 上代語シク活用　 142

語基＋シ 67 語基＋シ 51
動詞未然形＋シ 7 動詞未然形＋シ 39

動詞未然形＋ハシ 2
名詞＋シ 4
副詞＋シ 3

単純形容詞 74 単純形容詞 99

名詞の重複＋シ 6
語基の重複＋シ 11
形容詞語幹の重複＋シ 2
動詞連用形の重複＋シ 1

畳語形容詞 0 畳語形容詞 20

名詞＋形容詞 19 名詞＋形容詞 11
語基＋形容詞 6 語基＋形容詞 2
形容詞語幹＋形容詞 2
動詞連用形＋形容詞 5 動詞連用形＋形容詞 5
複合形容詞（畳語を除く） 32 複合形容詞（畳語を除く） 18

接頭語による派生形容詞 [8] 接頭語による派生形容詞 [2]
カ＋形容詞 2 モノ＋形容詞 2
サ＋形容詞 2
タ＋形容詞 4
接尾語による派生形容詞 [42] 接尾語による派生形容詞 [2]
語基／名詞＋ナシ 29 名詞＋グマシ 1
語基＋ケシ 13 動詞連用形＋カハシ 1
派生形容詞 50 派生形容詞 4

その他 0 その他 1

表3　上代語ク活用・シク活用形容詞の語構成比較



見出し語 漢字表記 語構成
あかぶかい 垢深い 名詞＋形容詞
うしろぐらい 後暗い 名詞＋形容詞
うしろめたい 後めたい 名詞＋形容詞
うまだけい 馬猛い 名詞＋形容詞
うらわかい うら若い 名詞＋形容詞
おくふかい 奥深い 名詞＋形容詞
おもしろい 面白い 名詞＋形容詞
おもはゆい 面映ゆい 名詞＋形容詞
かいだるい （かひだるい） 名詞＋形容詞
かたはらいたい 片腹痛い 名詞＋形容詞
かわいい （かはいい） 名詞＋形容詞
きばやい 気早い 名詞＋形容詞
きむさい 気むさい 名詞＋形容詞
きょうとい （けうとい） 名詞＋形容詞
くちおそい 口遅い 名詞＋形容詞
くちおもい 口重い 名詞＋形容詞
くちぎよい 口清い 名詞＋形容詞
くちばやい 口早い 名詞＋形容詞
くちひろい 口広い 名詞＋形容詞
くらづよい 鞍強い 名詞＋形容詞
けたかい 気高い 名詞＋形容詞
けむたい 煙たい 名詞＋形容詞
こころうい 心憂い 名詞＋形容詞
こころおおい 心多い 名詞＋形容詞
こころながい 心長い 名詞＋形容詞
こころにくい 心憎い 名詞＋形容詞
こころぶかい 心深い 名詞＋形容詞
こころぼそい 心細い 名詞＋形容詞
こころやすい 心安い 名詞＋形容詞
こだかい 小高い 名詞＋形容詞
ことしげい 事繁い 名詞＋形容詞
ことひろい 事広い 名詞＋形容詞
こぶかい 木深い 名詞＋形容詞
しおのからい 塩のからい 名詞＋形容詞
しおばゆい 塩はゆい 名詞＋形容詞
しつこい 名詞＋形容詞
じょうごわい 情強い 名詞＋形容詞
じょうのこわい 情の強い 名詞＋形容詞
しわはゆい 名詞＋形容詞
しわらくさい しわら臭い 名詞＋形容詞
ておそい 手遅い 名詞＋形容詞
ておもい 手重い 名詞＋形容詞
てがたい 手堅い 名詞＋形容詞
てがるい 手軽い 名詞＋形容詞
てごわい 手強い 名詞＋形容詞
てせばい 手狭い 名詞＋形容詞
てぢかい 手近い 名詞＋形容詞

てづよい 手強い 名詞＋形容詞
てどおい 手遠い 名詞＋形容詞

表4　『日葡辞書』ク活用形容詞の語構成



てぬるい 手緩い 名詞＋形容詞
てねばい 手粘い 名詞＋形容詞
てばしかい 手ばしかい 名詞＋形容詞
てばやい 手早い 名詞＋形容詞
てびろい 名詞＋形容詞
てたまい 手全い 名詞＋形容詞
てさむい 手むさい 名詞＋形容詞
てよわい 手弱い 名詞＋形容詞
なみだがたい 涙固い 名詞＋形容詞
なみだつよい 涙強い 名詞＋形容詞
なみだもろい 涙脆い 名詞＋形容詞
ねぶとい 音太い 名詞＋形容詞
はばやい 刃早い 名詞＋形容詞
はらくろい 腹黒い 名詞＋形容詞
ひだかい 日高い 名詞＋形容詞
ひとしげい 人繁い 名詞＋形容詞
みみちかい 耳近い 名詞＋形容詞
みみぢかい 耳近い 名詞＋形容詞
みみとい 聡い 名詞＋形容詞
みみどおい 耳遠い 名詞＋形容詞
ものうい 物憂い 名詞＋形容詞
ものすごい 物凄い 名詞＋形容詞
ものぶかい 物深い 名詞＋形容詞
やまいよわい 病弱い 名詞＋形容詞
よざとい 夜聡い 名詞＋形容詞
あましげい 雨繁い 名詞被覆形＋形容詞
かなくさい 金臭い 名詞被覆形＋形容詞
まじかい 目近い 名詞被覆形＋形容詞
まばゆい 眩い 名詞被覆形＋形容詞
いらひどい イラ＋形容詞
うそあまい うそ甘い ウソ＋形容詞
こぐろい 小黒い コ＋形容詞
とうとい 尊い タ＋形容詞
まじろい 真白い マ＋形容詞
まっしろい 真白い マ＋形容詞
よだるい ヨ＋形容詞
いやたかい 弥高い 副詞＋形容詞
いさぎよい 潔い 語基＋形容詞
うずたかい 堆い 語基＋形容詞
こそばい （こそばいい） 語基＋形容詞
すすどい 進疾い 語基＋形容詞
なまぐさい 腥い 語基＋形容詞
ほのぐらい 仄暗い 語基＋形容詞
あさぐろい 浅黒い 形容詞語幹＋形容詞
あまずい 甘酸い 形容詞語幹＋形容詞
うすぐろい 薄黒 形容詞語幹＋形容詞
おもたい 重い 形容詞語幹＋形容詞
しぶにがい 渋苦い 形容詞語幹＋形容詞
ねばがたい 粘固い 形容詞語幹＋形容詞
ほそながい 細長い 形容詞語幹＋形容詞
ありがたい 有難い 動詞連用形＋形容詞
えさりがたい え去り難い 動詞連用形＋形容詞
ききどおい 聞き遠い 動詞連用形＋形容詞



ききにくい 聞きにくい 動詞連用形＋形容詞
さりがたい 避り難い・去り難い 動詞連用形＋形容詞
しがたい 為難い 動詞連用形＋形容詞
しにくい 為にくい 動詞連用形＋形容詞
たえがたい 堪へ難い 動詞連用形＋形容詞
なりがたい 成り難い 動詞連用形＋形容詞
ねごい 寝濃い 動詞連用形＋形容詞
ふすぼりくさい 燻ぼり臭い 動詞連用形＋形容詞
まちどおい 待ち遠い 動詞連用形＋形容詞
まちながい 待ち長い 動詞連用形＋形容詞
みにくい 醜い 動詞連用形＋形容詞
みやすい 見易い 動詞連用形＋形容詞
めでたい 目出たい 動詞連用形＋形容詞
もだしがたい 黙し難い 動詞連用形＋形容詞
くぼい 窪い 名詞＋シ
はしかい 名詞＋シ
うたてい 副詞＋シ
あおい 青い 語基＋シ
あつい 熱い 語基＋シ

あつい 厚い 語基＋シ
あまい 甘い 語基＋シ
あやうい 危い 語基＋シ
あわい 淡い 語基＋シ
いたい 痛い 語基＋シ
うすい 薄い 語基＋シ
うとい 疎い 語基＋シ
うまい 語基＋シ
えぐい （ゑぐい） 語基＋シ
えずい 語基＋シ
おおい 多い 語基＋シ
おそい 遅い 語基＋シ
おぞい 語基＋シ
おもい 重い 語基＋シ
かいい 痒い 語基＋シ
かしこい 賢い 語基＋シ
かたい 固・堅・難い 語基＋シ
からい 辛い 語基＋シ
かるい 軽い 語基＋シ
かろい 軽い 語基＋シ
きつい 語基＋シ
きぶい 語基＋シ
くさい 臭い 語基＋シ
くどい 語基＋シ
こい 濃い 語基＋シ
こまい 細い 語基＋シ
こわい 強い 語基＋シ
さとい 聡い 語基＋シ
さむい 寒い 語基＋シ
さらい 語基＋シ
しげい 繁い 語基＋シ
したるい 語基＋シ
しるい 語基＋シ
しろい 白い 語基＋シ



しろい 著い 語基＋シ
しわい 吝い 語基＋シ
すい 酸い 語基＋シ
すごい 凄い 語基＋シ
すぼい 窄い 語基＋シ
せばい 狭い 語基＋シ
たかい 高い 語基＋シ
たけい 猛い 語基＋シ
だるい 語基＋シ
ちかい 近い 語基＋シ
つぼい 窄い 語基＋シ
つよい 強い 語基＋シ
つらい 辛い 語基＋シ
てこい 語基＋シ
でこい 語基＋シ
とい 利い 語基＋シ
ない 無い 語基＋シ
なおい 直い 語基＋シ
ながい 長い 語基＋シ
にがい 苦い 語基＋シ
にくい 憎い 語基＋シ
にぶい 鈍い 語基＋シ
ぬくい 温い 語基＋シ
ぬるい 温い 語基＋シ
ねたい 妬い 語基＋シ
ねばい 粘い 語基＋シ
ねむい 眠い 語基＋シ
はやい 早い 語基＋シ
ひきい 低い 語基＋シ
ひくい 低い 語基＋シ
ひだるい 語基＋シ
ひやい 冷い 語基＋シ
ひらい 平い 語基＋シ
ひろい 広い 語基＋シ
ふとい 太い 語基＋シ
ほそい 細い 語基＋シ
またい 全い 語基＋シ
まるい 丸・円い 語基＋シ
みじかい 短い 語基＋シ
むさい 語基＋シ
もろい 脆い 語基＋シ
やすい 安い 語基＋シ
ゆるい 緩い 語基＋シ
よい 善い・良い 語基＋シ
よわい 弱い 語基＋シ
わかい 若い 語基＋シ
わるい 悪い 語基＋シ
わろい 悪い 語基＋シ
あまねい 遍い 語基＋ネ＋シ
うるさい 語基＋サ＋シ
おおきい 大きい 形容動詞語幹＋シ
けなりい 形容動詞語幹＋シ

ひどい 形容動詞語幹＋シ



すねい 拗ねい 動詞連用形＋シ
あかい 赤い 動詞未然形＋シ
あかい 明い 動詞未然形＋シ
あさい 浅い 動詞未然形＋シ
あらい 粗い 動詞未然形＋シ

あらい 荒い 動詞未然形＋シ
くろい 黒い 動詞未然形＋シ
ふかい 深い 動詞未然形＋シ
ふるい 古い 動詞未然形＋シ
おさない 幼い 名詞＋ナシ
かいない 甲斐ない 名詞＋ナシ
こころもとない 心許ない 名詞＋ナシ
ござない 御座ない 名詞＋ナシ
ことない 名詞＋ナシ
しぶこころない しづ心ない 名詞＋ナシ
せんかたない 為ん方無い 名詞＋ナシ
せんない 名詞＋ナシ
たよりない （たよりもない） 名詞＋ナシ
つれない 難面い 名詞＋ナシ
なさけない 情無い 名詞＋ナシ
はかない 果敢ない 名詞＋ナシ
はかりない 量りない 名詞＋ナシ
ふがいない 腑甲斐ない 名詞＋ナシ

ほいない 本意ない 名詞＋ナシ
もったいない 勿体ない 名詞＋ナシ
やるかたない 遣る方ない 名詞＋ナシ
よぎない 余儀ない 名詞＋ナシ
おとなげない 大人げない 名詞＋ゲ＋ナシ
ひとげもない 人げもない 名詞＋ゲ＋ナシ
きょくもない 曲もない 名詞＋モ＋ナシ
けんよもない 名詞＋モ＋ナシ
へんもない 名詞＋モ＋ナシ
みもない 実もない 名詞＋モ＋ナシ
やるせもない 遣る瀬もない 名詞＋モ＋ナシ
あどない 語基＋ナシ
あぶない 危ない 語基＋ナシ
ぎこつない 語基＋ナシ
きたない 穢い 語基＋ナシ
すくない 少ない 語基＋ナシ
すげない 語基＋ナシ
ずない （づない） 語基＋ナシ
つたない 拙い 語基＋ナシ
なまずけない （なまづけない） 語基＋ナシ
みちれない 語基＋ナシ
むげつけない 語基＋ナシ
あじきない （あぢきない） 語基＋キ＋ナシ
いとけない 幼ない 語基＋ケ＋ナシ
かたじけない 辱い・忝い 語基＋ケ＋ナシ
しどけない 語基＋ケ＋ナシ
おぼつかない 覚束ない 語基＋ツカ＋ナシ
うしろめたない 後めたない 形容詞語幹＋ナシ
せわしない 忙しない 形容詞語幹＋ナシ



あらけない 荒けない 形容詞語幹＋ケ＋ナシ
さりげない 形容動詞語幹＋ナシ
さるげない 形容動詞語幹＋ナシ
せつない 切ない 形容動詞語幹＋ナシ
はしたない 形容動詞語幹＋ナシ
あえない （あへない） 動詞連用形＋ナシ
おこのけない 動詞連用形＋ナシ
つきない 付き無い 動詞連用形＋ナシ
おもいがけもない 思ひ掛けもない 動詞連用形＋モ＋ナシ
なんでもない 何でもない 副詞＋ナシ
けやけい 語基＋ケシ
さやけい 語基＋ケシ
しかるべい （しかるべしい） 動詞＋助動詞べし
たっとい 尊い たふとしの転
まったい 全い またしの転
合計275語



上代語ク活用 156 『日葡語書』ク活用 275

語基＋シ 67 語基＋シ 86
動詞未然形＋シ 7 動詞未然形＋シ 8

動詞連用形＋シ 1
形容動詞語幹 3
名詞＋シ 2
副詞＋シ 1

単純形容詞 74 単純形容詞 101

名詞＋形容詞 19 名詞＋形容詞 78
語基＋形容詞 6 語基＋形容詞 6
形容詞語幹＋形容詞 2 形容詞語幹＋形容詞 7
動詞連用形＋形容詞 5 動詞連用形＋形容詞 17

副詞＋形容詞 1
複合形容詞 32 複合形容詞 109

接頭語による派生形容詞 [8] 接頭語による派生形容詞 [7]
カ＋形容詞 2 イラ＋形容詞 1
サ＋形容詞 2 ウソ＋形容詞 1
タ＋形容詞 4 コ＋形容詞 1

タ＋形容詞 1
マ＋形容詞 2
ヨ＋形容詞 1

接尾語による派生形容詞 [42] 接尾語による派生形容詞 [55]
ナシ 29 ナシ 53
語基＋ケシ 13 語基＋ケシ 2
派生形容詞 50 派生形容詞 62

その他 0 その他 3

★接尾語「ナシ」 ★接尾語「ナシ」
語基＋ナシ 18 語基＋ナシ 16
名詞＋ナシ 11 名詞＋ナシ 25

形容詞語幹＋ナシ 3
形容動詞語幹＋ナシ 4
動詞連用形＋ナシ 4
副詞＋ナシ 1

表5　『時代別国語大辞典上代編』『日葡辞書』ク活用形容詞の語構成比較



見出し語 漢字表記 語構成
ういういしい 初々しい 名詞の重複＋シ
うやうやしい 恭しい 名詞の重複＋シ
おさおさしい 長々しい 名詞の重複＋シ
かいがいしい 甲斐甲斐しい 名詞の重複＋シ
かどかどしい 角々しい 名詞の重複＋シ
ことことしい 事々しい 名詞の重複＋シ
はかばかしい 名詞の重複＋シ
ひとびとしい 人々しい 名詞の重複＋シ
ものものしい 物々しい 名詞の重複＋シ
ゆめゆめしい 夢々しい 名詞の重複＋シ
よそよそしい 余所余所しい 名詞の重複＋シ
いらいらしい 苛々しい 語基の重複＋シ
こまごましい 細々しい 語基の重複＋シ
せわせわしい 忙々しい 語基の重複＋シ
そうぞうしい 忩々しい 語基の重複＋シ
ちょうちょうしい （てうてうしい） 語基の重複＋シ
てばてばしい 語基の重複＋シ
なまなましい 生々しい 語基の重複＋シ
にぎにぎしい 賑々しい 語基の重複＋シ
ゆゆしい 由々しい 語基の重複＋シ
りりしい 凛しい 語基の重複＋シ
いたいたしい 痛々しい 形容詞語幹の重複＋シ
うとうとしい 形容詞語幹の重複＋シ
うまうましい 形容詞語幹の重複＋シ
おもおもしい 重々しい 形容詞語幹の重複＋シ
かるがるしい 軽々しい 形容詞語幹の重複＋シ
かろがろしい 軽々しい 形容詞語幹の重複＋シ
ちかぢかしい 近々しい 形容詞語幹の重複＋シ
とおどおしい 遠しい 形容詞語幹の重複＋シ
ながながしい 長々しい 形容詞語幹の重複＋シ
にがにがしい 苦々しい 形容詞語幹の重複＋シ
はやばやしい 早々しい 形容詞語幹の重複＋シ
びびしい 美々しい 形容詞語幹の重複＋シ
ふかぶかしい 深々しい 形容詞語幹の重複＋シ
ぎょうぎょうしい 形容動詞語幹の重複＋シ
すぐすぐしい 直々しい 形容動詞語幹の重複＋シ
あてあてしい 当て当てしい 動詞連用形の重複＋シ
ありありしい 在り在りしい 動詞連用形の重複＋シ
なれなれしい 馴々しい 動詞連用形の重複＋シ
ばけばけしい 化け化けしい 動詞連用形の重複＋シ
いまいましい 忌々しい 動詞未然形の重複＋シ
うかうかしい 動詞未然形の重複＋シ
あなあさましい あな浅しい アナ＋形容詞
あなかましい あな囂しい アナ＋形容詞
いくひさしい 幾久しい イク＋形容詞
こざかしい 小賢しい コ＋形容詞
ものがなしい 物悲しい モノ＋形容詞
ものぐるわしい 物狂はしい モノ＋形容詞

ものさびしい 物淋しい モノ＋形容詞

表6　『日葡辞書』シク活用形容詞の語構成



ものさわがしい 物騒がしい モノ＋形容詞
あさすさまじい 朝冷まじい 名詞＋形容詞
おくだのもしい 奥頼もしい 名詞＋形容詞
きぐるしい 気苦しい 名詞＋形容詞
くちおしい 口惜しい 名詞＋形容詞
こころうれしい 心嬉しい 名詞＋形容詞
こころぐるしい 心苦しい 名詞＋形容詞
こころむつかしい 心むつかしい 名詞＋形容詞
ことそうぞうし 事忩々し 名詞＋形容詞
ことよりしい 事よりしい 名詞＋形容詞
としひさしい 年久しい 名詞＋形容詞
なごりおしい 名残惜しい 名詞＋形容詞
はなめずらしい 花珍らしい 名詞＋形容詞
みみがしましい 耳姦しい 名詞＋形容詞
かしかましい 囂しい 語基＋形容詞
かまびすしい 喧しい 語基＋形容詞
まちびさしい 待久しい 動詞連用形＋形容詞
みぐるしい 見苦しい 動詞連用形＋形容詞
いやめずらしい 弥珍しい 副詞＋形容詞
おとなしい 大人しい 名詞＋シ
まことしい 実しい 名詞＋シ
かどましい 角ましい 名詞＋マ＋シ
あしい 悪しい 語基＋シ
あたらしい 新しい 語基＋シ
あやしい 怪しい 語基＋シ
いしい 語基＋シ
いたわしい 痛はしい 語基＋シ
いみじい 動詞連用形＋ジ
いやしい 卑しい・賤しい 語基＋シ
うれしい 嬉しい 語基＋シ
おしい 惜しい 語基＋シ
おだしい 穏しい 語基＋シ
おなじい 同じい 語基＋ジ
おびただしい 夥しい 語基＋シ
かなしい 悲しい 語基＋シ
きびしい 厳しい 語基＋シ
くやしい 悔しい 語基＋シ
くるしい 苦しい 語基＋シ
くわしい 委しい 語基＋シ
けたましい 語基＋シ
けわしい 嶮しい 語基＋シ
さかしい 賢しい 語基＋シ
さがしい 険しい 語基＋シ
したしい 親しい 語基＋シ
すずしい 涼しい 語基＋シ
せわしい 忙しい 語基＋シ
たくましい 逞しい 語基＋シ
ただしい 正しい 語基＋シ
たのしい 楽しい 語基＋シ
つましい 語基＋シ
ともしい 乏しい 語基＋シ
なましい 生しい 語基＋シ
はげしい 烈しい 語基＋シ



はつしい 語基＋シ
ひさしい 久しい 語基＋シ
ひとしい 等しい 語基＋シ
ほしい 欲しい 語基＋シ
まさしい 正しい 語基＋シ
まずしい 貧しい 語基＋シ
まほしい 語基＋シ
まめしい 語基＋シ
むなしい 空しい 語基＋シ
いかめしい 厳めしい 語基＋メ＋シ
いぶかしい 訝しい 語基＋カ＋シ
むつかしい 語基＋カ＋シ
かしましい 姦しい 語基＋マ＋シ
おさなしい 幼しい 形容詞語幹＋シ
かたくなしい 頑しい 形容動詞語幹＋シ
すぐしい 直しい 形容動詞語幹＋シ
うたてしい 副詞＋シ
はなはだしい 甚だしい 副詞＋シ
あさましい 浅ましい 動詞未然形＋シ
あわたたしい 慌しい 動詞未然形＋シ
いさましい 勇ましい 動詞未然形＋シ
いそがしい 忙しい 動詞未然形＋シ
いたましい 痛ましい 動詞未然形＋シ
いつくしい 美しい 動詞未然形＋シ
いとおしい （いとほしい） 動詞未然形＋シ
うたがわしい 疑はしい 動詞未然形＋シ
うつくしい 動詞未然形＋シ
うとましい 疎ましい 動詞未然形＋シ
うやまわしい 敬わしい 動詞未然形＋シ
うらましい 動詞未然形＋シ
うらめしい 恨めしい 動詞未然形＋シ
うらやましい 羨しい 動詞未然形＋シ
うるわしい 麗はしい 動詞未然形＋シ
おかしい をかしい 動詞未然形＋シ
おそろしい 恐ろしい 動詞未然形＋シ
かだましい 　しい 動詞未然形＋シ
こいしい 恋しい 動詞未然形＋シ
このましい 好ましい 動詞未然形＋シ
さびしい 寂しい 動詞未然形＋シ
さわがしい 騒がしい 動詞未然形＋シ
すさましい 凄・冷・寒ましい 動詞未然形＋シ
すさまじい 凄・冷・寒まじい 動詞未然形＋ジ
たのもしい 頼もしい 動詞未然形＋シ
つつましい 慎ましい 動詞未然形＋シ
とぼかしい 動詞未然形＋シ

なげかしい 歎かしい 動詞未然形＋シ
なつかしい 懐かしい 動詞未然形＋シ
ねがわしい 願はしい 動詞未然形＋シ
ねたましい 妬ましい 動詞未然形＋シ
のぞましい 望ましい 動詞未然形＋シ
まぎらわしい 紛らはしい 動詞未然形＋シ
むつましい 睦ましい 動詞未然形＋シ
めさましい 目覚しい 動詞未然形＋シ



めざましい 目覚しい 動詞未然形＋シ
めたたしい 目立たしい 動詞未然形＋シ
やさしい 優しい 動詞未然形＋シ
ゆかしい 動詞未然形＋シ
よろこばしい 喜ばしい 動詞未然形＋シ
よろしい 宜しい 動詞未然形＋シ
わずらわしい 煩はしい 動詞未然形＋シ
わびしい 侘しい 動詞未然形＋シ
はずかしい 恥づかしい 動詞未然形＋カ＋シ
めずらしい 珍しい 動詞未然形＋ラ＋シ
いそがわしい 忙はしい 動詞未然形＋ハシ
いたずがわしい 労がはしい 動詞未然形＋ハシ
いまわしい 忌まはしい 動詞未然形＋ハシ
けがらわしい 穢らはしい 動詞未然形＋ハシ
につかわしい 似つかはしい 動詞未然形＋ハシ
せせかましい 語基＋カマシ　
あらまほしい 動詞未然形＋助動詞
きかまほしい 聞かまほしい 動詞未然形＋助動詞マホシ
かどがましい 角がましい 名詞＋ガマシ
くちがましい 口がましい 名詞＋ガマシ
ぞくがましい 俗がましい 名詞＋ガマシ
てがましい 手がましい 名詞＋ガマシ
ひとがましい 人がましい 名詞＋ガマシ
ふんべつがましい 分別がましい 名詞＋ガマシ
ものがましい 物がましい 名詞＋ガマシ
ゆめがましい 夢がましい 名詞＋ガマシ
よそがましい 余所がましい 名詞＋ガマシ
おさながましい 幼がましい 形容詞語幹＋ガマシ
おそれがましい 恐・畏れがましい 動詞連用形＋ガマシ
さしでがましい 差し出がましい 動詞連用形＋ガマシ
はれがましい 晴れがましい 動詞連用形＋ガマシ
はじがわしい 恥ぢがはしい 名詞＋ガハシ

みだれがわしい 乱れがはしい 動詞連用形＋ガハシ
いまめかしい 今めかしい 名詞＋メカシ
なまめかしい 語基＋メカシ
あいそうらしい 愛崇らしい 名詞＋ラシ
あいらしい 愛らしい 名詞＋ラシ
あほうらしい 阿房らしい 名詞＋ラシ
おおせらしい 仰せらしい 名詞＋ラシ
おとこらしい 男らしい 名詞＋ラシ
おなごらしい 女らしい 名詞＋ラシ
しおらしい （しほらしい） 名詞＋ラシ
じちらしい 実らしい 名詞＋ラシ
しゅっけらしい 出家らしい 名詞＋ラシ
しょうねらしい 性根らしい 名詞＋ラシ
じんとうらしい 名詞＋ラシ
ぞくらしい 俗らしい 名詞＋ラシ
ちょうほうらしい 調法らしい 名詞＋ラシ
ひとらしい 人らしい 名詞＋ラシ
まことらしい 実しい 名詞＋ラシ
わらべらしい 童らしい 名詞＋ラシ
せからしい 語基＋ラシ
ぎょうらしい （げうらしい） 形容動詞語幹＋ラシ



しょうじきらしい 正直らしい 形容動詞語幹＋ラシ
ばけらしい 化けらしい 動詞連用形＋ラシ
いきだわしい 息だはしい 息労（いた）はしの転
いきどうしい 息だうしい いきだわしいの転
おぼしい 覚しい おぼほし（思）の転か
こうばしい 香ばしい・芳ばしい かぐはしの転
さっつべらしい さありつべらしの転
ぞくたしい 俗たしい ぞくらしの転か
そそこうしい （そそかうしい） そそかはしの転
たどたどしい たづたづしの転か
とぼしい 乏しい ともしの転
まどしい 貧しい まづしの転
わずろうしい 煩うしい わづらはしの転
ばばしい はばしの濁音形
合計222語



上代語シク活用　 142 『日葡辞書』シク活用 222

名詞＋シ 4 名詞＋シ 3
語基＋シ 51 語基＋シ 43
動詞未然形＋シ 39 動詞未然形＋シ 45
動詞未然形＋ハシ 2 動詞未然形＋ハシ 5
副詞＋シ 3 副詞＋シ 2

動詞連用形＋シ 1
形容詞語幹＋シ 1
形容動詞語幹＋シ 2

単純形容詞 99 単純形容詞 102

名詞の重複＋シ 6 名詞の重複＋シ 11
語基の重複＋シ 11 語基の重複＋シ 10
形容詞語幹の重複＋シ 2 形容詞語幹の重複＋シ 13
動詞連用形の重複＋シ 1 動詞連用形の重複＋シ 4

形容動詞語幹の重複＋シ 2
動詞未然形の重複＋シ 2

畳語形容詞 20 畳語形容詞 42

名詞＋形容詞 11 名詞＋形容詞 13
語基＋形容詞 2 語基＋形容詞 2
動詞連用形＋形容詞 5 動詞連用形＋形容詞 2

副詞＋形容詞 1
複合形容詞（畳語を除く） 18 複合形容詞（畳語を除く） 18

接頭語による派生形容詞 [2] 接頭語による派生形容詞 [8]
モノ＋形容詞 2 モノ＋形容詞 4

アナ＋形容詞 2
イク＋形容詞 1
コ＋形容詞 1

接尾語による派生形容詞 [2] 接尾語による派生形容詞 [38]

動詞連用形＋カハシ 1 ガハシ 2
名詞＋グマシ 1

語基＋カマシ 1

ガマシ 13
メカシ 2
ラシ 20

派生形容詞 4 派生形容詞 46

その他 1 その他 14

★接尾語「ガマシ」
名詞＋ガマシ 9
形容詞語幹＋ガマシ 1
動詞連用形＋ガマシ 3

★接尾語「ラシ」
名詞＋ラシ 16
語基＋ラシ 1
形容動詞語幹＋ラシ 2
動詞連用形＋ラシ 1

表7　『時代別国語大辞典上代編』『日葡辞書』シク活用形容詞の語構成比較



見出し語 漢字表記 語構成 『日国』初出例
おとなし 大人し 名詞＋シ 974頃
まことし 実し 名詞＋シ 10C終
あつし 篤し 語基＋シ 850頃
おびたたし 夥し 語基＋シ 970-999頃
きびし 密し・厳し 語基＋シ 10C終
けがし 語基＋シ 1128頃
けはし 険し 語基＋シ 898-901頃
せはし 忙し 語基＋シ 1020
たけし 猛し 語基＋シ 970-999頃
ひすかし 語基＋シ 1032
いかめしい 厳ー 語基＋メ＋シ 9C末-10C初
かしまし 喧し 語基＋マ＋シ 10C後
むずかしい 難・六借 語基＋カ＋シ 970－999頃
あわたたし 慌し 動詞未然形＋シ 974頃
いさまし 勇まし 動詞未然形＋シ 1108頃
いそがし 忙し 動詞未然形＋シ 850頃
いとおしい 動詞未然形＋シ 9C末-10C初
うとまし 疎し 動詞未然形＋シ 10C終
をかし 可笑し 動詞未然形＋シ 898-901頃
おそろし 恐し・畏し 動詞未然形＋シ 9C末-10C初
おもだたし 面立し 動詞未然形＋シ 970-999頃
おもはし 思し 動詞未然形＋シ 990頃
かがやかしい 輝・耀 動詞未然形＋シ 1108頃
くるおしい 狂 動詞未然形＋シ 1079
このまし 好し 動詞未然形＋シ 1001-14頃
このもし 好し 動詞未然形＋シ 10C後
しのばし 偲し 動詞未然形＋シ 1170
そそかしい 動詞未然形＋シ 1001-14頃
そねまし 嫉し 動詞未然形＋シ 1120頃か
つつまし 慎し 動詞未然形＋シ 970-999頃
なずましい 泥 動詞未然形＋シ 1069-77頃か
におわしい 匂 動詞未然形＋シ 1001-14頃
ふさわしい 相応 動詞未然形＋シ 10C後
ほこらしい 誇 動詞未然形＋シ 905-914
めざまし 目覚まし 動詞未然形＋シ 965頃
もどかし 動詞未然形＋シ 970-999頃
ゆかし 動詞未然形＋シ 9C末-10C初
わづらはし 煩し 動詞未然形＋シ 9C末-10C初
いそがはし 忙し 動詞未然形＋ハシ 1116
なげかはし 歎し 動詞未然形＋ハシ 976-987頃
につかはし 似つかはし 動詞未然形＋ハシ 935頃
いみじ 動詞連用形＋ジ 9C末-10C初
いとどし 副詞＋シ 947-957
いまだし 未し 副詞＋シ 850頃
かたくなし 頑し 形容動詞語幹＋シ 810頃
おぞまし 悍し 形容詞語幹＋マ＋シ 1001-14頃
あらまし 荒し 形容詞語幹＋マ＋シ 1001-14頃

うひうひし 初初し 名詞の重複＋シ 10C終
かひがひし 甲斐甲斐し 名詞の重複＋シ 1001-14頃

表8  平安時代新出シク活用形容詞の語構成



かどかどし 角角し 名詞の重複＋シ 1001-14頃
くせぐせし 曲曲し 名詞の重複＋シ 974頃
げすげすし 下衆下衆し 名詞の重複＋シ 1001-14頃
かうがうし 神神し 名詞の重複＋シ 10C終
ことことし 事事し 名詞の重複＋シ 905-914
そばそばし 稜稜し 名詞の重複＋シ 1001-14頃
はかばかし 名詞の重複＋シ 970-999頃
はなばなし 花花し 名詞の重複＋シ 12C後か
ひとびとし 人人し 名詞の重複＋シ 970-999頃
まがまがし 名詞の重複＋シ 10C中
めめしい 女女 名詞の重複＋シ 10C後
ものものし 物物し 名詞の重複＋シ 970-999頃
ゆゑゆゑし 故故し 名詞の重複＋シ 970-999頃
よしよしし 由由し 名詞の重複＋シ 970-999頃
よそよそし 余所余所し 名詞の重複＋シ 1069-77頃か
しらしらし 白白し 名詞被覆形の重複＋シ 965頃
いらいらし 苛苛し 語基の重複＋シ 1177-81

おぼおぼしい 語基の重複＋シ 1001-14頃
けけし 語基の重複＋シ 1001-14頃
とがとがしい 語基の重複＋シ 11C中ー13C頃
なまなまし 生なまし 語基の重複＋シ 947-957頃
のろのろし 呪呪し 語基の重複＋シ 1045－68頃
まめまめし 語基の重複＋シ 970-999頃
やつやつし 窶窶し 語基の重複＋シ 1177-81
あだあだし 徒徒し 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃
あらあらし 荒荒し 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃
あらあらし 粗粗し 形容詞語幹の重複＋シ 1001-14頃
あはあはし 淡淡し 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃
うとうとし 疎疎し 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃
おもおもし 重重し 形容詞語幹の重複＋シ 10C後
かろがろし 軽軽し 形容詞語幹の重複＋シ 1001-14頃
せばせばし 狭狭し 形容詞語幹の重複＋シ 1080-1110頃
はやばやし 早早し 形容詞語幹の重複＋シ 9C末-10C初
びびし 美美し 形容詞語幹の重複＋シ 974頃
わかわかしい 若若 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃
ありありし 在在し 動詞連用形の重複＋シ 970-999頃
おめおめし 動詞連用形の重複＋シ 1028-92頃
なれなれし 馴馴し 動詞連用形の重複＋シ 970-999頃
はえばえし 映映し 動詞連用形の重複＋シ 10C終
はればれし 晴晴し 動詞連用形の重複＋シ 10C終
ほれほれし 惚惚し 動詞連用形の重複＋シ 970-999頃
いまいまし 忌忌し 動詞未然形の重複＋シ 1001-14頃
うらさびし 心寂し 名詞＋形容詞 905-914
おくゆかし 奥ゆかし 名詞＋形容詞 1001-14頃
くちをし 口惜し 名詞＋形容詞 9C末-10C初
こころさわがしい 心騒 名詞＋形容詞 974頃
こころやましい 心疾 名詞＋形容詞 974頃
こころゆかしい 心床 名詞＋形容詞 1130頃か
ことよろし 事宜し 名詞＋形容詞 1059頃
さまあし 様悪し 名詞＋形容詞 10C終
としひさしい 年久 名詞＋形容詞 984
なかむつまじい 仲睦・中睦 名詞＋形容詞 9C末-10C初
はらあし 腹悪し 名詞＋形容詞 1001-14頃



ひとさわがしい 人騒 名詞＋形容詞 970-999頃
みみがしまし 耳喧し 名詞＋形容詞 1028-92頃
かしかまし 語基＋形容詞 905-914
ききぐるし 聞苦し 動詞連用形＋形容詞 1001-14頃
くらべぐるし 比苦し 動詞連用形＋形容詞 1001-14頃
みぐるし 見苦し 動詞連用形＋形容詞 947-957頃
こざかし 小賢し コ＋形容詞 1115頃
そらおそろしい 空恐 ソラ＋形容詞 1001-14頃
なまはずかしい 生恥 ナマ＋形容詞 1069-77頃か
ものおそろしい 物恐 モノ＋形容詞 970-999頃
ものおもわしい 物思 モノ＋形容詞 970-999頃
ものぐるはし 物狂し モノ＋形容詞 974頃
ものぐるわしい 物狂 モノ＋形容詞 1001-14頃
ものさびし 物淋し モノ＋形容詞 11C初か
ものさわがし 物騒し モノ＋形容詞 10C中
ものすさまじい 物凄 モノ＋形容詞 1001-14頃
ものなつかしい 物懐 モノ＋形容詞 1008
ものほしい 物欲 モノ＋形容詞 1120頃か
ものわびしい 物侘 モノ＋形容詞 10C前
をこがまし 痴がまし 名詞＋ガマシ 10C後
かごとがましい 託言ー 名詞＋ガマシ 1001-14頃
ことがまし 言がまし 名詞＋ガマシ 947-957頃
はぢがまし 恥がまし 名詞＋ガマシ 10C後
ひとがまし 人がまし 名詞＋ガマシ 1028－92頃
しれがまし 痴がまし 動詞連用形＋ガマシ 10C後
はれがまし 晴がまし 動詞連用形＋ガマシ 1045－68頃
へだてがましい 隔ー 動詞連用形＋ガマシ 1001-14頃
わざとがまし 態とがまし 副詞＋ガマシ 1001-14頃
いまめかし 今めかし 名詞＋メカシ 970-999頃
いろめかし 色めかし 名詞＋メカシ 1001-14頃
なまめかし 生めかし 語基＋メカシ 970-999頃
ふるめかしい 古ー 形容詞語幹＋メカシ 970-999頃
あつくるしい 暑苦・熱苦 形容詞語幹＋クルシ 981
あらくまし 荒くまし 形容詞語幹＋クマシ 10C終

みだれがはし 乱がはし 動詞連用形＋ガハシ 810-824
あらまほし 動詞未然形＋助動詞 974頃
しかるべし 然べし 動詞＋助動詞ベシ 984
いきだはし 息だはし 息労（いた）はしの転 1177-81
おずまし 悍し おぞましの転 1001-14頃
おぼしい 思・覚 おぼほし（思）の変化した語9C末-10C初
かんばし 香し・芳し かぐはしの転 909
たどたどし たづたづしの転か 10C後
とぼし 乏し ともしの転 1130頃か
にぎはし 賑し にぎははしの転 1177-81
まどし 貧し まづしの転 850頃
合計147語



見出し語 漢字表記 語構成 『日国』初出例
げすし 下衆し 名詞＋シ 1264-88頃
いし 美し 語基＋シ 1238
はばし 憚し・幅し 語基＋シ 1239頃
いたまし 痛し・傷し 動詞未然形＋シ 1238
いらだたしい 苛立 動詞未然形＋シ 1275
したはし 慕し 動詞未然形＋シ 13C前
すすまし 進し 動詞未然形＋シ 1211頃
なげかし 歎し 動詞未然形＋シ 1272
ねたまし 妬し 動詞未然形＋シ 1254
めたたし 目立し 動詞未然形＋シ 1216頃か
いまはし 忌し 動詞未然形＋ハシ 13C前
うたてし 転し 副詞＋シ 1250頃
おろかしい 愚 形容動詞語幹＋シ 13C前
こまかし 細し 形容詞語幹＋シ 1241

あいあいし 愛愛し 名詞の重複＋シ 14C前
そらぞらしい 空空 名詞の重複＋シ 1244頃
ふくふくし 福福し 名詞の重複＋シ 1264-88頃
りりし 語基の重複＋シ 1275
わわし 語基の重複＋シ 1241

あさあさし 浅浅し 形容詞語幹の重複＋シ 1254
いたいたし 痛痛し 形容詞語幹の重複＋シ 13C初
たけだけし 猛猛し 形容詞語幹の重複＋シ 1283
ちかぢかし 近近し 形容詞語幹の重複＋シ 1216頃か
にがにがし 苦苦し 形容詞語幹の重複＋シ 13C前
よわよわし 弱弱し 形容詞語幹の重複＋シ 1216頃か
うかうかし 動詞未然形の重複＋シ 1269
げにげにし 実実し 副詞の重複＋シ 1211頃
こころすずし 心涼し 名詞＋形容詞 1310頃
ことあたらし 事新し 名詞＋形容詞 12C後
めはづかし 目恥し 名詞＋形容詞 1220頃か
かまびすし 喧し 語基＋形容詞 1212
いちしるし 著し 副詞＋形容詞 14C前
ものめずらしい 物珍 モノ＋形容詞 12C末
すえたのもしい 末頼 スエ＋形容詞 13C前
くちがまし 口がまし 名詞＋ガマシ 1220
さいかくがまし 才覚がまし 名詞＋ガマシ 1283
ものがまし 物がまし 名詞＋ガマシ 1297-1350頃
ゆめがまし 夢がまし 名詞＋ガマシ 1216頃か
やうがまし 様がまし 名詞＋ガマシ 14C前
よそがましい 余所ー 名詞＋ガマシ 14C前
かぎりがまし 限がまし 動詞連用形＋ガマシ 1283
すずろがまし 形容動詞語幹＋ガマシ 1310頃
あいらし 愛らし 名詞＋ラシ 1283
いとうしい いとおしいの変化した語 1283
けたたましい けたましいを強めた語 1275
合計45語

表９  鎌倉時代新出シク活用形容詞の語構成



見出し語 漢字表記 語構成 『日国』初出例
かたはし 片端し 名詞＋シ 記載なし
じやうらふし 上臈し 名詞＋シ 記載なし
はかし 名詞＋シ 1467頃
ひとし 人し 名詞＋シ 記載なし
またうどし 真人し 名詞＋シ 記載なし
わらうべし 名詞＋シ 記載なし
かどまし 角まし 名詞＋マ＋シ 1603-04
まぶしい 眩 語基＋シ 1550頃
まめし 語基＋シ 1368-76頃
やかまし 語基＋シ 1678
おそいし 語基＋シ 1630頃
おそし 恐し 語基＋シ 記載なし
おどろし 語基＋シ 1690
けたまし 語基＋シ 1494頃
さうざし 寂寞し 語基＋シ 記載なし
さみし 寂し 語基＋シ 1590
すくし 健し 語基＋シ 記載なし
つまし 語基＋シ 1477
はつしい 語基＋シ 1603-04
あやかしい 語基＋カ＋シ 1539
むつかし 語基＋カ＋シ 記載なし
すずまし 涼し 語基＋マ＋シ 記載なし
とぼかし 惚し 動詞未然形＋シ 1603-04
にあはし 似合し 動詞未然形＋シ 室町末
にぎははし 賑し 動詞未然形＋シ 記載なし
のぞまし 望し 動詞未然形＋シ 1593
はらだたし 腹立し 動詞未然形＋シ 1896
やまし 病し 動詞未然形＋シ 1475頃
ゆるかしい 緩 動詞未然形＋シ 1565-66頃
あつかはし 扱し 動詞未然形＋シ 記載なし
あやぶまし 危し 動詞未然形＋シ 記載なし
うやまわしい 敬 動詞未然形＋シ 1603-04
うらまし 恨し 動詞未然形＋シ 1603-04
うれはし 憂し 動詞未然形＋シ 記載なし
かなしましい 悲 動詞未然形＋シ 1604-08
きづかはし 気遣し 動詞未然形＋シ 1602
きらはし 嫌し 動詞未然形＋シ 記載なし
そぞろはし 動詞未然形＋シ 記載なし
ありつかはし 有付し 動詞未然形＋ハシ 記載なし
いきづがはし 息づがはし 動詞未然形＋ハシ 記載なし
いたづがはし 労し 動詞未然形＋ハシ 記載なし
いまめかはし 今めかはし 動詞未然形＋ハシ 記載なし
うけらうし 受らうし 動詞未然形＋ハシ 記載なし
くもらはし 曇し 動詞未然形＋ハシ 記載なし
そそかはし 動詞未然形＋ハシ 記載なし
もどかはし 動詞未然形＋ハシ 記載なし
いよし 弥し 副詞＋シ 1563
きっとしい 急度 副詞＋シ 室町末ー近世初
なにとやらしい 何ー 副詞＋シ 1563
よたたし 夜多多し 副詞＋シ 1603-04

表10　室町時代新出シク活用形容詞の語構成



あまりしい 余 動詞連用形＋シ 室町
おもぶせし 面伏し 名詞＋動詞連用形＋シ 記載なし
あやうしい 危 形容詞語幹＋シ 1420
おおしい 多 形容詞語幹＋シ 室町末ー近世初
をさなし 幼し 形容詞語幹＋シ 記載なし
をそなし 幼し 形容詞語幹＋シ 記載なし
ちかし 近し 形容詞語幹＋シ 1686
ふかし 深し 形容詞語幹＋シ 1423頃
ふるし 古し 形容詞語幹＋シ 1520頃
あはれし 哀し 形容動詞語幹＋シ 記載なし
いかがし 如何し 形容動詞語幹＋シ 記載なし
うつたうし 鬱陶し 形容動詞語幹＋シ 1500頃
すぐしい 直 形容動詞語幹＋シ 1603-04
えせわしい 似非 形容動詞語幹＋ハシ 1560頃
かたくなはし 頑し 形容動詞語幹＋ハシ 記載なし
あわあわしい 沫沫 名詞の重複＋シ 1475頃
いしいしし 以次以次し 名詞の重複＋シ 記載なし
いぼいぼしい 疣疣 名詞の重複＋シ 1527
をこをこし 痴痴し 名詞の重複＋シ 記載なし
きはきはし 際際し 名詞の重複＋シ 記載なし
どくどくし 毒毒し 名詞の重複＋シ 1776－1801
ほねぼねし 骨骨し 名詞の重複＋シ 1563
みこみこし 神子神子し 名詞の重複＋シ 1563
ゆめゆめし 夢夢し 名詞の重複＋シ 1708頃
らうらうし 良良し 名詞の重複＋シ 記載なし
あさあざし 鮮鮮し 語基の重複＋シ 記載なし
あたあたし 語基の重複＋シ 記載なし
あたたし 語基の重複＋シ 1458-60
いかいかし 厳厳し 語基の重複＋シ 1525-34
うつうつし 鬱鬱し 語基の重複＋シ 記載なし
うらうらし 語基の重複＋シ 記載なし
くやくやし 語基の重複＋シ 1529
くれぐれし 呉呉し 語基の重複＋シ 記載なし
こまごまし 細細し 語基の重複＋シ 1603-04
さかざかし 賢賢し 語基の重複＋シ 記載なし
さびさびし 寂寂し 語基の重複＋シ 記載なし
せきせきし 戚戚し 語基の重複＋シ 記載なし
せつせつし 切切し 語基の重複＋シ 記載なし
せはせはし 忙忙し 語基の重複＋シ 1520頃
そうぞうし 忩忩し 語基の重複＋シ 室町末
てふてふし 喋喋し 語基の重複＋シ 1638
つべつべし 語基の重複＋シ 1362頃
てばてばし 語基の重複＋シ 1430
にぎにぎし 賑賑し 語基の重複＋シ 1510-50
ひさびさしい 久久 語基の重複＋シ 1604-08
ままし 継し 語基の重複＋シ 室町末
あかあかし 赤赤し 形容詞語幹の重複＋シ 記載なし
うまうましい 形容詞語幹の重複＋シ 1563
くどくどし 形容詞語幹の重複＋シ 1901
こはごはし 強強し 形容詞語幹の重複＋シ 記載なし
ふかぶかし 深深し 形容詞語幹の重複＋シ 1603-04
あてあてし 当当し 動詞連用形の重複＋シ 1603-04
いみいみし 動詞連用形の重複＋シ 室町



ばけばけし 化化し 動詞連用形の重複＋シ 1477
ぎやうぎやうし 形容動詞語幹の重複＋シ 1445-46
すぐすぐしい 直直 形容動詞語幹の重複＋シ 1603-04
ぞうぞうしい 雑雑 形容動詞語幹の重複＋シ 1467頃
いまいまはし 忌忌はし 動詞未然形の重複＋ハシ 記載なし
いよいよし 弥し 副詞の重複＋シ 記載なし
しかしかし 確確し 副詞の重複＋シ 記載なし
あさすさまじ 朝冷まじ 名詞＋形容詞 1603-04
うらめづらし 心珍し 名詞＋形容詞 記載なし
おくだのもし 奥頼し 名詞＋形容詞 1625
おもはづかし 面恥し 名詞＋形容詞 記載なし
かたはらさびし 傍寂し 名詞＋形容詞 記載なし
くちはづかし 口恥し 名詞＋形容詞 記載なし
こえめずらしい 声珍 名詞＋形容詞 15C頃
こころいそがはし 心忙し 名詞＋形容詞 記載なし
こころうれし 心嬉し 名詞＋形容詞 1592
こころさびしい 心寂・心淋 名詞＋形容詞 1346
こころむつかし 心むつかし 名詞＋形容詞 1603-04
ことあし 事悪し 名詞＋形容詞 記載なし
こといそがはし 事忙し 名詞＋形容詞 記載なし
ことさびし 事寂し 名詞＋形容詞 記載なし
ことすさまじ 事凄し 名詞＋形容詞 記載なし
ことそうぞうし 事忩忩し 名詞＋形容詞 1603-04
ことばさかし 言葉賢し 名詞＋形容詞 室町末
ことむつかし 事むつかし 名詞＋形容詞 室町末ー近世初
ことめづらし 事珍し 名詞＋形容詞 記載なし
はなめづらし 花珍し 名詞＋形容詞 1603-04
ひとおそろし 人恐し 名詞＋形容詞 記載なし
ひとこひし 人恋し 名詞＋形容詞 1500頃
ほどひさしい 程久 名詞＋形容詞 室町末ー近世初
みすぼらし 身窄し 名詞＋形容詞 1477
みみかしましい 耳囂 名詞＋形容詞 1436
のこりおしい 残惜 動詞連用形＋形容詞 室町末ー近世初
まちどほし 待遠し 動詞連用形＋形容詞 1773
まちびさし 待久し 動詞連用形＋形容詞 1603-04
いやけし 弥怪し 副詞＋形容詞 記載なし
いやめづらし 弥珍し 副詞＋形容詞 記載なし
うれしがなし 嬉悲し 形容詞語幹＋形容詞 室町末ー近世初
おもしろをかし 面白をかし 形容詞語幹＋形容詞 室町末ー近世初
いくひさし 幾久し イク＋形容詞 1563

こさびし 小寂し コ＋形容詞 1535頃
こすさまじ 小凄じ コ＋形容詞 1535頃
こすずし 小涼し コ＋形容詞 1919
こたのし 小楽し コ＋形容詞 1458-60
こむずかしい 小難 コ＋形容詞 1535頃
こむつかし コ＋形容詞 記載なし
こやさし コ＋形容詞 記載なし
あいしたしい 相親ー アイ＋形容詞 16C
あひおなじ 相同じ アイ＋形容詞 記載なし
いらひどし 苛酷し イラ＋形容詞 記載なし
うすかうばし 薄香し ウス＋形容詞 記載なし
うそがなし うそ悲し ウソ＋形容詞 記載なし



うそすさまし うそ凄し ウソ＋形容詞 記載なし
うそはづかし うそ恥し ウソ＋形容詞 1439頃
うつぱづかし 打恥し ウツ＋形容詞 記載なし
おいぼいぼしい オ＋形容詞 記載なし
おほひさし 大久し オホ＋形容詞 記載なし

そこすさまじ 底寒じ ソコ＋形容詞 記載なし
そらはづかし 空恥し ソラ＋形容詞 記載なし
まあたらしい 真新 マ＋形容詞 1563
はぢがはし 恥がはし 名詞＋ガハシ 1435頃
あつかまし 厚かまし 語基＋カマシ 1667か
あらかまし 荒かまし 形容詞語幹＋カマシ 記載なし
せせかまし 語基＋カマシ　 室町中
あいぎやうがまし 愛敬がまし 名詞＋ガマシ 室町末
あせがまし 汗がまし 名詞＋ガマシ 室町
いけんがましい 意見ー・異見ー名詞＋ガマシ 1604-08
いたかがまし 名詞＋ガマシ 記載なし
うそがまし 嘘がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
おとながましい 大人ー 名詞＋ガマシ 1604-08
おもひでがまし 思出がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
かどがまし 角がまし 名詞＋ガマシ 1477
きつねがまし 狐がまし 名詞＋ガマシ 1356
きやくしんがまし 隔心がまし 名詞＋ガマシ 1722
こしつがまし 故実がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
こつがまし 骨がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
ことがまし 事がまし 名詞＋ガマシ 南北朝頃
さいくがまし 細工がまし 名詞＋ガマシ 1466-70
ざうさがまし 造作がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
さたがまし 沙汰がまし 名詞＋ガマシ 1368-76頃
ぞくがまし 俗がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
てがまし 手がまし 名詞＋ガマシ 1603-04
とざまがまし 外様がまし 名詞＋ガマシ 室町末ー近世初
とのがましい 殿ー 名詞＋ガマシ 1604-08
なさけがまし 情がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
ひじがまし 秘事がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
ふんべつがまし 分別がまし 名詞＋ガマシ 1603-04
ほねがまし 骨がまし 名詞＋ガマシ 1563
まことがまし 実がまし 名詞＋ガマシ 1535頃
めだれがまし 目垂がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
めらうがまし 女郎がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
めんぼくがまし 面目がまし 名詞＋ガマシ 記載なし
ゆだんがましい 油断ー 名詞＋ガマシ 1603-04
をさながまし 幼がまし 形容詞語幹＋ガマシ 記載なし
おそれがまし 恐がまし 動詞連用形＋ガマシ 1497
かかりがまし 懸がまし 動詞連用形＋ガマシ 1633
さしいでがまし 差出がまし 動詞連用形＋ガマシ 記載なし

さしでがまし 差出がまし 動詞連用形＋ガマシ 1603-04
ねだりがまし 動詞連用形＋ガマシ 室町末ー近世初
あしあらがまし 語基＋ガマシ 記載なし
あはれがまし 哀がまし 形容動詞語幹＋ガマシ 1477
あるめかし 有めかし 動詞＋メカシ 記載なし
さやうめかし 然様めかし 形容動詞語幹＋メカシ 記載なし
さるめかし 然めかし 動詞＋メカシ 記載なし



あいそうらし 愛そうらし 名詞＋ラシ 1603-1604
あくらし 悪し 名詞＋ラシ 記載なし
あほうらしい 阿呆ー 名詞＋ラシ 1603-04
あはうらし 阿房らし 名詞＋ラシ 記載なし
おほせらしい 仰らしい 名詞＋ラシ 1603-04
をとこらし 男らし 名詞＋ラシ 1603-04
をなごらし 女らし 名詞＋ラシ 1603-04
かいしょうらしい 甲斐性ー 名詞＋ラシ 14C中か
しおらしい 名詞＋ラシ 1420
じちらし 実らし 名詞＋ラシ 1603-04
じつらし 実らし 名詞＋ラシ 1686
しゆつけらし 出家らし 名詞＋ラシ 記載なし
しやうねらし 性根らし 名詞＋ラシ 1603-04
じんとうらしい 実頭らしい 名詞＋ラシ 記載なし
ぞくらし 俗らし 名詞＋ラシ 1603-04
てうはふらし 調法らし 名詞＋ラシ 記載なし
どくらし 毒らし 名詞＋ラシ 1477
なさけらしい 情ー 名詞＋ラシ 室町末ー近世初
はからし 名詞＋ラシ 記載なし
ひとらし 人らし 名詞＋ラシ 1477
ふんべつらし 分別し 名詞＋ラシ 室町末－近世初
まことらし 実らし 名詞＋ラシ 1595
めんぼくらし 面目らし 名詞＋ラシ 記載なし
わらべらし 童らし 名詞＋ラシ 1595
あさからしい 浅 語基＋カ＋ラシ 1604-08
せからしい 語基＋ラシ 1603-04
つべらし 語基＋ラシ 1477頃
いたいけらし 幼気らし 形容動詞語幹＋ラシ 1626頃
ぎようらし 形容動詞語幹＋ラシ 1603-04
ごたいそうらしい 御大層ー 形容動詞語幹＋ラシ 1527
じんじょうらしい 尋常ー 形容動詞語幹＋ラシ 1563
すぐらしい 直ー 形容動詞語幹＋ラシ 1604-08
ばけらしい 化ー 動詞連用形＋ラシ 1477
おさならしい 幼ー 形容詞語幹＋ラシ 1604-08
かはゆらし 形容詞語幹＋ラシ 1662
むごらしい 惨ー・酷ー 形容詞語幹＋ラシ 室町末
むさらし 形容詞語幹＋ラシ 1603-1604
げにもらし 実もらし 副詞＋ラシ 1563
さもとらし 副詞＋ラシ 1628
じちらかし 実らかし 名詞＋ラカシ 記載なし
しやうらかしい 性らかしい 名詞＋ラカシ 室町末ー近世初
ばけらかしい 化ー 動詞連用形＋ラカシ 1563
あつかはし 暑かはし 語基＋カハシ 記載なし
せせかはし 語基＋カハシ　 1439頃
へたくらうし 下手くらうし 形容動詞語幹＋クラウシ 1477
むさくらうし 形容詞語幹＋クラウシ 1563
あつくらはし 暑くらはし 形容詞語幹＋クラハシ 記載なし
あつくろしい 暑苦 形容詞語幹＋クロシ 1349
むさくろしい 形容詞語幹＋クロシ 室町末ー近世初
きぐるしい 気苦 名詞＋クルシ 1596
しょうろうがしい 名詞＋ラウガシ 室町末ー近世初
おもきらはし 面嫌し 名詞＋動詞未然形＋シ 記載なし
きかまほし 聞まほし 動詞未然形＋助動詞マホシ 記載なし



さるべかし 然べかし 動詞＋助動詞ベカリの形容詞化 記載なし
しかりつべし 然つべし 動詞連用形＋助動詞ツ＋助動詞ベシ記載なし
つづまし 約し つづまやかの形容詞化 1563
はもじい は文字 形容動詞はもじを形容詞化した語1603-04

あいさうらし 愛そうらし →あいそうらし 記載なし
あいそらし 愛そらし あいそうらしの転 1563
あせぐらうし 汗ぐらうし 汗苦しの転 記載なし
あつくらうし 暑くらうし あつくらはしの転 1500頃
あつたらし 可惜し あたらしの強調形 1484
あらくもし 荒くもし あらくましの転 室町末ー近世初
ありつかうし 有付し ありつかはしの転 記載なし
いきだうし 息だうし いきだはしの転 記載なし
いきどうしい 息 いきだわしいの変化した語 室町末
いつたうし 甚し いつたしの強調形 1527
いつたし 甚し いたしの強調形 記載なし
いとしい 愛ー いとおしいの変化した語 室町末ー近世初
うつとし 鬱陶し うったうしの転 1676
うらいまし 羨し うらやましの転 1527
おおそれがまし 恐がまし おそれがましの強調形 1497
おとまし 疎し うとましの転 1660
おとろし おそろしの転 1696
おろし 恐し おそろしの転 記載なし
かひがはし 甲斐がはし かひがひしの転 1626頃
かまびそし 喧し かまびすしの転 14C後
げうげうし →ぎょうぎょうし 記載なし
けがらうし 穢し けがらはしの転 記載なし
げふげふし →ぎょうぎょうし 記載なし
げふらし →ぎょうらし 記載なし
こぢくらうし ごちくらはしの転 記載なし
こめかうし 小目かうし 小目かはしの転 記載なし
さつつべらしい さありつべらしの転 記載なし
さまうし さまわしの転 1466頃
さまし さまうしの転 記載なし
さもし さまうしの転 1590
しかつべしい しかつべらしいの変化した語 室町中ー近世初
しかつべらしい しかりつべくあらしの略語か 1661
しとし 等し ひとしの音言化形 記載なし
ぞくたしい 俗たしい ぞくらしの転か 1603-04
そそかうしい そそかはしの転 1535頃
はづかはし 恥かはし はづかしの強調形 記載なし
ばばし はばしの濁音形 1603-04
まつおなじ 真同じ 同じの強調形 記載なし
まつぽなじ 真同じ まつおなじの転 記載なし
わづらうし 煩し わづらはしの転 1603-04
合計304語



語構成 平安時代 鎌倉時代 室町時代 時期未詳
492 146 45 179 122

名詞＋シ 10 2 1 2 5
語基＋シ 24 11 2 8 3
動詞未然形＋シ 47 25 7 9 6
動詞未然形＋ハシ 12 3 1 0 8
副詞＋シ 7 2 1 4 0
動詞連用形＋シ 2 1 0 1 0
形容詞語幹＋シ 9 2 0 5 2
形容動詞語幹＋シ 12 1 2 6 3
単純形容詞 123 47 14 35 27

名詞の重複＋シ 29 16 3 6 4
語基の重複＋シ 27 7 2 11 7
形容詞語幹の重複＋シ 20 9 6 3 2
動詞連用形の重複＋シ 9 6 0 3 0
形容動詞語幹の重複＋シ 11 5 0 4 2
動詞未然形の重複＋シ 3 1 1 0 1
副詞の重複＋シ 3 0 1 0 2
畳語形容詞 102 44 13 27 18

名詞＋形容詞 42 13 3 14 12
語基＋形容詞 2 1 1 0 0
動詞連用形＋形容詞 6 3 0 3 0
副詞＋形容詞 3 0 1 0 2
形容詞語幹＋形容詞 2 0 0 2 0
複合形容詞（畳語を除く） 55 17 5 19 15

モノ＋形容詞 10 9 1 0 0
イク＋形容詞 1 0 0 1 0
コ＋形容詞 8 1 0 4 3
アイ＋形容詞 2 0 0 1 1
イラ＋形容詞 1 0 0 0 1
オ＋形容詞 1 0 0 0 1
オホ＋形容詞 1 0 0 0 1
ウツ＋形容詞 1 0 0 0 1
ウス＋形容詞 1 0 0 0 1
ウソ＋形容詞 3 0 0 1 2
スエ＋形容詞 1 0 1 0 0
ソコ＋形容詞 1 0 0 0 1
ソラ＋形容詞 2 1 0 0 1
ナマ＋形容詞 1 1 0 0 0
マ＋形容詞 1 0 0 1 0
接頭語による派生形容詞 [35] 12 2 8 13

ガハシ 2 1 0 1 0
カマシ 3 0 0 2 1
ガマシ 54 9 8 22 15
メカシ 7 4 0 0 3
ラシ 39 0 1 32 6
ラカシ 3 0 0 2 1

表11　中古・中世新出シク活用形容詞語構成の時代別比較（平安・鎌倉・室町）



カハシ 2 0 0 1 1
クマシ 1 1 0 0 0
クラウシ／クラハシ 3 0 0 2 1
クルシ 2 1 0 1 0
クロシ 2 0 0 2 0
接尾語による派生形容詞 [118] 16 9 65 28

派生形容詞 153 28 11 73 41

その他 59 10 2 25 22

★接尾語「ガマシ」 54
名詞＋ガマシ 40 5 6 17 12
形容詞語幹＋ガマシ 1 0 0 0 1
動詞連用形＋ガマシ 9 3 1 4 1
語基＋ガマシ 1 0 0 0 1
形容動詞語幹＋ガマシ 2 0 1 1 0
副詞＋ガマシ 1 1 0 0 0

★接尾語「ラシ」 39
名詞＋ラシ 24 0 1 17 6
語基＋ラシ 3 0 0 3 0
形容動詞語幹＋ラシ 5 0 0 5 0
形容詞語幹＋ラシ 4 0 0 4 0
副詞＋ラシ 2 0 0 2 0
動詞連用形＋ラシ 1 0 0 1 0



見出し語 漢字表記 語構成 『日国』初出例
あじゃらしい 戯 名詞＋シ 1802-09
ちょうじょうしい 長上 名詞＋シ 1753
てくだしい 手管 名詞＋シ 1799
よくどうしい 欲ー 名詞＋シ　 1755
よくどしい 欲ー 名詞＋シ　 1660
わらべしい 童ー 名詞＋シ 1711頃
しらしい 白 名詞被覆形＋シ 1785
らんがしい 乱 名詞＋カ＋シ 1772
いじましい 名詞＋マシ 1850
さむしい 寂・淋 語基＋シ 1800
すばらしい 素晴 語基＋シ　 1763
せつらしい 語基＋シ　 1690
せつろしい 語基＋シ 1693
まぼしい 眩 語基＋シ 1775
あぶかしい 危 語基＋カ＋シ 1818
あぶかわしい 危 語基＋カ＋ハシ 1804
つらめしい 語基＋メ＋シ 17C前
いましい 忌 動詞未然形＋シ 1659
めだたわしい 目立 動詞未然形＋ハシ 1867
あんまりしい 副詞＋シ 1773
どうやらしい 副詞＋シ 1727
あけしい 明 動詞連用形＋シ 1778
いいしい 言ー 動詞連用形＋シ 1660
あわしい 淡 形容詞語幹＋シ 1688-1710
あわれっぽしい 哀ー 形容詞語幹＋シ 1801
しなっこしい 形容詞語幹＋シ 1734
ながしい 長 形容詞語幹＋シ 1783
まどろしい 形容詞語幹＋シ 1750頃
めんどしい 面倒 形容詞語幹＋シ 1779
おぞましい 鈍 形容詞語幹＋マシ 1807-11
にぎやしい 賑 形容動詞語幹＋シ 1831-34
むやくしい 無益 形容動詞語幹＋シ 1655
めんどうしい 面倒ー 形容動詞語幹＋シ 1789-1801頃
ぎりぎりしい 義理義理 名詞の重複＋シ 1744
つやつやしい 艶艶 名詞の重複＋シ 1818
ねばねばしい 粘粘 名詞の重複＋シ 1677
はつはつしい 初初 名詞の重複＋シ 1780
うだうだしい 語基の重複＋シ 1744
きょときょとしい 語基の重複＋シ 1732
けばけばしい 語基の重複＋シ 1686
ずうずうしい 図図 語基の重複＋シ 1811-15
ちゃわちゃわしい 語基の重複＋シ 1725
つまづましい 語基の重複＋シ 1774
ふさぶさしい 語基の重複＋シ 1763
ふてぶてしい 語基の重複＋シ 1737
ふとぶとしい 太太 語基の重複＋シ 1724頃
まざまざしい 語基の重複＋シ 1683
もやもやしい 語基の重複＋シ 19C中
うすうすしい 薄薄ー 形容詞語幹の重複＋シ 1791
にくにくしい 憎憎 形容詞語幹の重複＋シ 1755
さえざえしい 冴冴・冱冱 動詞連用形の重複＋シ 1809
ひえびえしい 冷冷 動詞連用形の重複＋シ 1775

表12　江戸時代新出「しい」型形容詞の語構成



けげしい 異異 形容動詞語幹の重複＋シ 1806
ばかばかしい 馬鹿馬鹿 形容動詞語幹の重複＋シ 1772
りこりこしい 利口利口 形容動詞語幹の重複＋シ 1823-44
いなかめずらしい 田舎珍 名詞＋形容詞 1795
うらはずかしい 心恥 名詞＋形容詞 1838
おとこめずらしい 男珍 名詞＋形容詞 1698
おりめただしい 折目正 名詞＋形容詞 1672
おんなめずらしい 女珍 名詞＋形容詞 1809-13
きぜわしい 気忙 名詞＋形容詞 1694
きはずかしい 気恥 名詞＋形容詞 1778
きむずかしい 気難 名詞＋形容詞 1675
ぎょうぎただしい 行儀正 名詞＋形容詞 1715
くちさかしい 口賢 名詞＋形容詞 1776
くちざみしい 口寂 名詞＋形容詞 1779
くちやかましい 口喧 名詞＋形容詞 1791
げんじらしい 験著 名詞＋形容詞　 1776-1801
げんじるしい 験著 名詞＋形容詞 1814
こころぐるわしい 心狂 名詞＋形容詞 1793
こころさみしい 心寂・心淋 名詞＋形容詞 1841-42頃
こころやさしい 心優 名詞＋形容詞 1631
すじめただしい 筋目正 名詞＋形容詞 1686
そとめずらしい 外珍 名詞＋形容詞 1734
ちゃんちゃらおかしい 名詞＋形容詞 1853頃
てきびしい 手厳 名詞＋形容詞 1785
なごりおしい 名残惜 名詞＋形容詞 1780
ねやさびしい 閨寂 名詞＋形容詞 1780
はなはずかしい 花恥 名詞＋形容詞 1766
ひとだかしい 人高 名詞＋形容詞 1866
ひなめずらしい 鄙珍 名詞＋形容詞 1821-24
みみあたらしい 耳新 名詞＋形容詞 1834-48頃
みみけがらわしい 耳汚・耳穢 名詞＋形容詞 1834-48頃
みみやかましい 耳喧 名詞＋形容詞 1753
めまぎらしい 目紛 名詞＋形容詞 1813-23
めまぐらしい 目紛 名詞＋形容詞 1841
めまぐろしい 目紛 名詞＋形容詞 1818
ゆいしょただしい 由緒正 名詞＋形容詞 1863
れいぎただしい 礼儀正 名詞＋形容詞 1770
まけおしい 負惜 動詞連用形＋形容詞 1792
まちわびしい 待侘 動詞連用形＋形容詞 1834-48頃
そぞろおそろしい 漫恐 副詞＋形容詞 1691
ぎょうたくましい 仰逞 形容動詞語幹＋形容詞 1706頃
あぐるしい ア＋形容詞 1792
いけあつかましい ー厚 イケ＋形容詞 1773
いけずうずうしい ー図図 イケ＋形容詞 1799
いけそうぞうしい ー忩忩・ー騒騒 イケ＋形容詞 1790
いけばかばかしい ー馬鹿馬鹿 イケ＋形容詞 1814
いけふさふさしい イケ＋形容詞 1809-13
いけやかましい ー喧 イケ＋形容詞 1802
うそさびしい 薄寂 ウソ＋形容詞 1665
うそさみしい 薄寂 ウソ＋形容詞 1790
おいしい 美味・旨味 オ＋形容詞 1775
おとおどおしい 御遠遠 オ＋形容詞 1782
けいまいましい ー忌忌 ケ＋形容詞 1777
けちいまいましい ケチ＋形容詞 1754
こいまいましい 小忌忌 コ＋形容詞 1731頃か



こいやらしい 小嫌 コ＋形容詞 1769
こじおらしい コ＋形容詞 1724
こっぱずかしい 小恥 コ＋形容詞 1779
こにくてらしい 小憎体 コ＋形容詞 1809
こむさらしい コ＋形容詞 1630頃
こむやくしい 小無益 コ＋形容詞 1712頃
こやかましい 小喧 コ＋形容詞 1682
しちむずかしい ー難 シチ＋形容詞 1779
しちやかましい ー喧 シチ＋形容詞 1853頃
しゃこざかしい ー小賢 シャ＋形容詞 1782
しょむずかしい ー難 ショ＋形容詞 1813-23
そらうつくしい 空美 ソラ＋形容詞 1821-24
なまいやらしい 生嫌 ナマ＋形容詞 1823-44
なまやさしい 生易・生優 ナマ＋形容詞 1794
ひちむずかしい ー難 ヒチ＋形容詞 1820-49
ぶたのもしい 不頼 ブ＋形容詞 1752
ものさみしい 物寂・物淋 モノ＋形容詞 1838
ものせわしい 物忙 モノ＋形容詞 1655
ものやさしい 物優 モノ＋形容詞 1653
いいわけがましい 言訳 名詞＋ガマシ 1801
いろがましい 色ー 名詞＋ガマシ 1791
えんりょがましい 遠慮ー 名詞＋ガマシ 18C中か
おんがましい 恩 名詞＋ガマシ 1710
くぜつがましい 口舌ー 名詞＋ガマシ 1665頃
げんぎんがましい 現銀ー 名詞＋ガマシ 1710
たにんがましい 他人ー 名詞＋ガマシ 1790
ついでがましい 序ー 名詞＋ガマシ 1717
つらあてがましい 面当ー 名詞＋ガマシ 1833-35
りくつがましい 理屈ー 名詞＋ガマシ 1680
りんきがましい 悋気ー 名詞＋ガマシ 1830
しかつがましい 形容詞語幹＋ガマシ 1780
あてつけがましい 当付ー 動詞連用形＋ガマシ 1804
あなずりがましい 侮ー 動詞連用形＋ガマシ 1792
いつわりがましい 偽ー 動詞連用形＋ガマシ 1813-23
うちつけがましい 打付ー 動詞連用形＋ガマシ 1789
うらみがましい 恨ー 動詞連用形＋ガマシ 1819-21
おごりがましい 驕ー・奢ー 動詞連用形＋ガマシ 1780
おしつけがましい 押付ー 動詞連用形＋ガマシ 1718
なたてがましい 名立ー 動詞連用形＋ガマシ 1706頃
さわがましい 騒ー 語基＋ガマシ 1776
そうがましい 騒ー 語基＋ガマシ 1753
いかつがましい 厳ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1686
じゆうがましい 自由ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1797
すいがましい 粋ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1711
ふぎがましい 不義ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1750頃か
ふしぎがましい 不思議ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1688

ふしんがましい 不審ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1685頃
そうぞうがましい 忩忩－・騒騒ー 語基の重複＋ガマシ 1794
はるめかしい 春ー 名詞＋メカシ 1735
あいきょうらしい 愛敬ー 名詞＋ラシ 1753
あほらしい 阿呆ー 名詞＋ラシ 1706
いじらしい 名詞＋ラシ 1694
いやみらしい 厭味ー 名詞＋ラシ 1832-33
うそらしい 嘘 名詞＋ラシ 1780



うわきらしい 浮気ー 名詞＋ラシ 1656
おんならしい 女ー 名詞＋ラシ 1867
かいしょらしい 甲斐性ー 名詞＋ラシ 1776
けんぺいらしい 権柄ー 名詞＋ラシ 1681
こどもらしい 子供ー 名詞＋ラシ 1792
ことらしい 事ー 名詞＋ラシ 1791-22
じまんらしい 自慢ー 名詞＋ラシ 1666頃
しろえらしい 白絵ー 名詞＋ラシ 1777
じんたいらしい 人体ー・仁体ー 名詞＋ラシ 1686
じんていらしい 人体ー・仁体ー 名詞＋ラシ 1789
じんぶつらしい 人物ー 名詞＋ラシ 1628
せいらしい 勢ー 名詞＋ラシ 1772
ぜいらしい 贅ー 名詞＋ラシ 1759
せんしょうらしい 僭上ー 名詞＋ラシ 1745
てんごうらしい 名詞＋ラシ　 1792
にくていらしい 憎体ー 名詞＋ラシ 1655
にくてらしい 憎体ー 名詞＋ラシ 1693
にんげんらしい 人間 名詞＋ラシ 1789
はなげらしい 鼻毛ー 名詞＋ラシ 1748
ひとがららしい 人柄ー 名詞＋ラシ 1769-71
べらぼうらしい 便乱坊ー・箆棒ー名詞＋ラシ 1791
もったいらしい 勿体ー 名詞＋ラシ 1671
ようだいらしい 容体ー 名詞＋ラシ 1843
ようらくらしい 瓔珞 名詞＋ラシ 1798
りくつらしい 理屈ー 名詞＋ラシ 1777
りょうけんらしい 料簡ー・了簡ー 名詞＋ラシ 1746
いやらしい 嫌ー・厭ー 形容動詞語幹＋ラシ 1682
うさんらしい 胡散ー 形容動詞語幹＋ラシ 1712
えようらしい 栄耀ー 形容動詞語幹＋ラシ 1685
きっしくらしい 形容動詞語幹＋ラシ 1713
きのどくらしい 気毒ー 形容動詞語幹＋ラシ 1754
けいはくらしい 軽薄 形容動詞語幹＋ラシ 1692
しさいらしい 子細ー 形容動詞語幹＋ラシ 1655
じゃまらしい 邪魔ー 形容動詞語幹＋ラシ 1715
すいらしい 粋ー 形容動詞語幹＋ラシ 1682
そこつらしい 粗忽ー 形容動詞語幹＋ラシ 1841
たいそうらしい 大層ー・大造ー 形容動詞語幹＋ラシ 1773
ばからしい 馬鹿ー 形容動詞語幹＋ラシ 17C前
ひがらしい 僻ー 形容動詞語幹＋ラシ 1766
まんらしい 慢ー 形容動詞語幹＋ラシ 1754
みょうもんらしい 名聞ー 形容動詞語幹＋ラシ 1765
みれんらしい 未練ー 形容動詞語幹＋ラシ 1800
めんどうらしい 面倒ー 形容動詞語幹＋ラシ 1809-13
やぼらしい 野暮ー 形容動詞語幹＋ラシ 1694
いしこらしい 形容詞語幹＋ラシ 1746
いとしぼらしい 形容詞語幹＋ラシ 1674
いとしらしい 愛 形容詞語幹＋ラシ 1667-68
おかしらしい 形容詞語幹＋ラシ 1799
かわいらしい 可愛ー 形容詞語幹＋ラシ 1682
きたならしい 汚ー 形容詞語幹＋ラシ 1793
くさらしい 臭ー 形容詞語幹＋ラシ 1791
こわらしい 怖ー 形容詞語幹＋ラシ 1774

しなっこらしい 形容詞語幹＋ラシ 1700
すぼらしい 形容詞語幹＋ラシ 19C中
にくらしい 憎ー 形容詞語幹＋ラシ 1674



どうやららしい 副詞＋ラシ 1727
もっともらしい 尤ー 副詞＋ラシ 1628
うぬぼれらしい 自惚ー 動詞連用形＋ラシ 1836
すいたらしい 好ー 動詞連用形＋助動詞タ＋ラシ 1772-81頃か
すかんらしい 好ー 動詞（否定）＋ラシ 1788

につこらしい 似ー 動詞＋ラシ　 1655
にやつこらしい 動詞＋ラシ　 1698
じょうらかしい 情ー 名詞＋ラカシ 1749
あいくるしい 愛ー 名詞＋クルシ 1826
せぐるしい ー苦 名詞＋クルシ　 1671
むねぐるしい 胸苦 名詞＋クルシ 1717
むなぐるしい 胸苦 名詞被覆形＋クルシ 1809
あやくるしい 語基＋クルシ 1830頃
おもくるしい 重苦 形容詞語幹＋クルシ 1811
かたくるしい 堅苦 形容詞語幹＋クルシ 1754

むさくるしい 形容詞語幹＋クルシ 1753
ねぐるしい 寝苦 動詞連用形＋クルシ 1691
ほてくるしい 動詞連用形＋クルシ 1814
ませくるしい 動詞連用形＋クルシ 1864
あいくろしい 愛ー 名詞＋クロシ 1716-36
かじくろしい 名詞＋クロシ 1682
ねばくろしい 粘ー 名詞＋クロシ 1794
くんじくろしい 語基＋クロシ 1781
かたくろしい 堅苦 形容詞語幹＋クロシ 1711頃
せまくろしい 狭ー 形容詞語幹＋クロシ 1833-39
へたくろしい 下手ー 形容動詞語幹＋クロシ 1631-35
すねくろしい 拗ー 動詞連用形＋クロシ 1656
ほてくろしい 動詞連用形＋クロシ 1680
いやみたらしい 厭味ー 名詞＋タラシ 1838-39
あまたらしい 甘ー 形容詞語幹＋タラシ 1854
えぐたらしい 形容詞語幹＋タラシ 1777
ながたらしい 長ー 形容詞語幹＋タラシ 1659-61頃
むごたらしい 惨ー・酷ー 形容詞語幹＋タラシ 1711頃
なめたらしい 無礼ー 形容動詞語幹＋タラシ 1751
すかんたらしい 好ー 動詞（否定）＋タラシ 1745
せせこましい 語基＋コマシ 1714頃
へたくらしい 下手ー 形容動詞語幹＋クラシ 1626頃
ややこしい 語基＋コシ 1863-65頃
あぶっかしい 危 あぶかしいの変化した語 1783-86
あぶなっかしい 危 あぶなかしいの変化した語 1780
あらこましい 荒ー あらくましいの変化した語 1745
いかがわしい 如何 いかがしいの変化した語 1816
いきどしい 息 いきだわしいの変化した語 1678
いびしい いぶせいの変化した語 1830頃
いめえましい いまいましいの変化した語 1771
いめましい いまいましいの変化した語 1820-49
いやみったらしい 厭味ー いやみたらしいの変化した語 1820-49
うざっかしい うざかしいの変化した語か 1770
うだしい 穏 おだしいの変化した語 1766
うるしい 嬉 うれしいの変化した語 1672
おうかましい おろかにあさましきの変化した語か1775
おっそろしい 恐 おそろしいの変化した語 1802
おっとろしい 恐 おそろしいの変化した語か 1716-36
おはもじい 御は文字 形容動詞おはもじを形容詞化した語1729頃



おろしい わるいの変化した語か 1775
かあいらしい 可愛 かわいらしいの変化した語 1754
かたっくるしい 堅苦 かたくるしいの変化した語 1838
かるがろしい 軽軽 かるがるしいの変化した語か 18C中か
くいしい くやしいの変化した語 1789-1801頃
けいげいしい けけしの変化した語 1710
けばたたしい 「けたたましい」の変化した語か1751
こまっかしい 細 こまかしいの変化した語 1771
さまじい すさまじいの変化した語 1642
しょうしい 笑止 名詞「笑止」を形容詞化した語 17C初
すんばらしい 素晴 すばらしいを強めた語 1857-63
そそこしい そそかしいの変化した語か 1659
そそっかしい そそかしの変化した語 1773
ながったらしい 長ー ながたらしいの変化した語 1823
びんぼうったらしい貧乏ー びんぼうたらしいの変化した語 1710頃
ふさしい 久 ひさしいの変化した語 1810-22
むごったらしい 惨ー むごたらしいの変化した語 1768
むずがかしい むずかしいの変化した語か 1809-13
やっかましい 喧 やかましいの変化した語 1809-13
合計289語

まどしい 語基＋シ 記載なし
せせかしい 語基＋カ＋シ 記載なし
くろぐろしい 黒黒 形容詞語幹の重複＋シ 記載なし
じれじれしい 焦焦 動詞連用形の重複＋シ 記載なし
くちさびしい 口寂 名詞＋形容詞 記載なし
こぎたならしい 小汚 コ＋形容詞 記載なし
きらめかしい 煌ー 語基＋メカシ 記載なし
げんざらしい 名詞＋ラシ 記載なし
につくらしい 似付 動詞＋ラシ 記載なし
じまんたらしい 自慢ー 名詞＋タラシ 記載なし
いきどおしい 息 いきだわしいの変化した語か 記載なし
いやこしい いやらしいとややこしいの合成語か記載なし
にやわしい 似合 にあわしいの変化した語か 記載なし
むつがかしい むつかしいの変化した語か 記載なし
出現時期未詳14語



見出し語 漢字表記 語構成 『日国』初出例
あいそしい 愛想 名詞＋シ 1891
うざかしい 語基＋カ＋シ 1882
まどかしい 語基＋カ＋シ 1901
きづましい 気詰 動詞未然形＋シ 1902
そぐわしい 動詞未然形＋シ 1910
なかしい 泣 動詞未然形＋シ 1901～02
あぶなかしい 危 形容詞語幹＋シ 1886
まどろかしい 形容詞語幹＋カ＋シ 1900～01
うぶうぶしい 生生 名詞の重複＋シ 1910
とげとげしい 刺刺 名詞の重複＋シ 1892
ふさふさしい 総総・房房 名詞の重複＋シ 1899-1902
みずみずしい 瑞瑞・水水 名詞の重複＋シ 1886
けんけんしい 語基の重複＋シ 1910
したじたしい 親親 語基の重複＋シ 1899-1902
ずずしい 図図 語基の重複＋シ 1872
ずぶずぶしい 図分図分 語基の重複＋シ 1894
せかせかしい 語基の重複＋シ 1890
そわそわしい 語基の重複＋シ 1910
にやにやしい 語基の重複＋シ 1888-89
あおあおしい 青青 形容詞語幹の重複＋シ 1899-1902
やすやすしい 安安 形容詞語幹の重複＋シ 1873-74
たいだいしい 大大 形容動詞語幹の重複＋シ 1892
よぼよぼしい 形容動詞語幹の重複＋シ 1893
れいれいしい 麗麗 形容動詞語幹の重複＋シ 1909
いきいきしい 生生 動詞連用形の重複＋シ 1904
いきぜわしい 息忙 名詞＋形容詞 1886
うらさみしい 心寂 名詞＋形容詞 1907
おりみただしい 折身正 名詞＋形容詞 1892
きそくただしい 規則正 名詞＋形容詞 1878-79
きりつただしい 規律正 名詞＋形容詞 1894
くちあたらしい 口新 名詞＋形容詞 1874-75
くちかしがましい 口喧 名詞＋形容詞 1892-1901
くちさむしい 口寂 名詞＋形容詞 1910
こころざむしい 心寂・心淋 名詞＋形容詞 1870-71
こころせわしい 心忙 名詞＋形容詞 1903
こころだのもしい 心頼 名詞＋形容詞 1891
こどもめずらしい 子供珍 名詞＋形容詞 1899
じゅんじょただしい順序正 名詞＋形容詞 1896
そとなつかしい 外懐 名詞＋形容詞 1911
はださびしい 肌寂 名詞＋形容詞 1891
ひとなつかしい 人懐 名詞＋形容詞 1898
ひとまちどおしい 人等遠 名詞＋形容詞 1911
ひとめずらしい 人珍 名詞＋形容詞 1884
ふところざみしい 懐寂 名詞＋形容詞 1887-89
みみうっとうしい 耳鬱陶 名詞＋形容詞 1875
みみめずらしい 耳珍 名詞＋形容詞 1875
みめうるわしい 眉目麗・見目麗 名詞＋形容詞 1904
むかしなつかしい 昔懐 名詞＋形容詞 1886
むかしゆかしい 昔床 名詞＋形容詞 1885-86
めあたらしい 目新 名詞＋形容詞 1895

表13　明治時代新出「しい」型形容詞の語構成



わるざかしい 悪賢 形容詞語幹＋形容詞 1895
あいひとしい 相等 アイ＋形容詞 1883-84
うすさびしい 薄寂ー ウス＋形容詞 1889
うすらさびしい 薄寂 ウスラ＋形容詞 1896
くそいまいましい 糞忌忌 クソ＋形容詞 1908
くそやかましい 糞喧 クソ＋形容詞 1899
こぜわしい 小忙 コ＋形容詞 1884
こにくらしい 小憎 コ＋形容詞 1902
こはずかしい 小恥 コ＋形容詞 1906～08
すえおそろしい 末恐 スエ＋形容詞 1911
すなつかしい 素懐 ス＋形容詞 1907～09
なまあたらしい 生新 ナマ＋形容詞 1895
ものあたらしい 物新 モノ＋形容詞 1909
ものすずしい 物涼 モノ＋形容詞 1896
あっせいがましい 圧制ー 名詞＋ガマシ 1907
おやがましい 親ー 名詞＋ガマシ 1899
おんぎがましい 恩義ー・恩誼ー 名詞＋ガマシ 1899
くじょうがましい 苦情ー 名詞＋ガマシ 1897
げいがましい 芸ー 名詞＋ガマシ 1870-76
さいそくがましい 催促 名詞＋ガマシ 1896
さしずがましい 指図ー 名詞＋ガマシ 1887-89
せんさくがましい 穿鑿ー・詮索ー 名詞＋ガマシ 1909
なんだいがましい 難題ー 名詞＋ガマシ 1875-81
ようきゅうがましい要求ー 名詞＋ガマシ 1909
みだりがましい 濫ー・猥ー 動詞連用形＋ガマシ 1887-89
ゆすりがましい 揺ー・強請ー 動詞連用形＋ガマシ 1893-94
かってがましい 勝手 形容動詞語幹＋ガマシ 1889
きずいがましい 気随ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1889
ぶしつけがましい 不躾ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1895
ふそくがましい 不足ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1870-76
ふふくがましい 不服ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1907
ふへいがましい 不平ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1909
みれんがましい 未練ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1897
しんせつめかしい 親切ー 形容動詞語幹＋メカシ 1899
あだめかしい 婀娜ー 形容動詞語幹＋メカシ 1891
いんきらしい 陰気ー 名詞＋ラシ 1895-96
しょうしらしい 笑止ー 名詞＋ラシ 1906
いそがしらしい 忙ー 形容詞語幹＋ラシ 1900
こわらしい 強ー 形容詞語幹＋ラシ 1891
たのしらしい 楽ー 形容詞語幹＋ラシ 1895
まずっぽらしい 不味ー 形容詞語幹＋ラシ 1908
やさしらしい 優ー 形容詞語幹＋ラシ 1896
いかがらしい 如何ー 形容動詞語幹＋ラシ 1886
いかつめらしい 厳ー 形容動詞語幹＋ラシ 1872
おおぎょうらしい 大仰ー 形容動詞語幹＋ラシ 1908
ぎょうさんらしい 仰山ー 形容動詞語幹＋ラシ 1896
けっこうらしい 結構 形容動詞語幹＋ラシ 1896
しぜんらしい 自然ー 形容動詞語幹＋ラシ 1908
そんだいらしい 尊大 形容動詞語幹＋ラシ 1908
まじめらしい 真面目ー 形容動詞語幹＋ラシ 1893
いまさららしい 今更ー 副詞＋ラシ 1896
すこしらしい 少ー 副詞＋ラシ 1884-92
わざとらしい 態ー 副詞＋ラシ 1895



いきぐるしい 息苦 名詞＋クルシ 1892
ごらんぐるしい 御覧苦 名詞＋クルシ 1896
みみぐるしい 耳苦 名詞＋クルシ 1891
あつくるしい 厚苦 形容詞語幹＋クルシ 1907～09
せばくるしい 狭苦 形容詞語幹＋クルシ 1908
せまくるしい 狭苦 形容詞語幹＋クルシ 1904
おもくろしい 重苦 形容詞語幹＋クロシ 1887-89
にくたらしい 憎ー 形容詞語幹＋タラシ 1886
すけべえったらしい助兵衛ー 形容動詞語幹＋タラシ 1876-82
うらみたらしい 恨ー 動詞連用形＋タラシ 1895
まだるこしい 間怠ー 形容詞語幹＋コシ 1891
あいっくるしい 愛ー あいくるしいの変化した語 1899
あいらっしい 愛ー あいらしいの変化した語 1902
あつかわしい 厚ー あつかましいの変化した語 1889
あつっくるしい 暑苦・熱苦 あつくるしいの変化した語 1891
おとどしい おとおどおしいの変化した語か 1899
おもっくるしい 重苦 おもくるしいの変化した語 1894
かやましい やかましいの変化した語 1892
しかつめらしい 鹿爪 しかつべらしいの変化した語 1885-86

すっばらしい 素晴 すばらしいの変化した語 1886
せせっこましい せせこましいの変化した語 1911
にくったらしい 憎ー にくたらしいの変化した語 1910
みそぼらしい みすぼらしいの変化した語 1888
めぼしい 名詞「目星」を形容詞化した語か 1885-86
めまぐるしい 目紛 めまぎらしいの変化した語か 1871-72
合計128語



見出し語 漢字表記 語構成 『日国』初出例
まがしい 凶 名詞＋シ 1963
こわっぱしい 硬ー 語基＋シ　 1915-30
くるわしい 狂 動詞未然形＋シ 1935
さげすましい 蔑 動詞未然形＋シ 1915
したしましい 親 動詞未然形＋シ 1922
のろわしい 呪 動詞未然形＋シ 1918
はじらわしい 恥 動詞未然形＋シ 1922
ほほえましい 微笑・頬笑 動詞未然形＋シ 1926
いたしい 形容詞語幹＋シ 1929
にぎやかしい 賑 形容動詞語幹＋シ 1926
いたずらいたずらしい 名詞の重複＋シ 1919
ぎぎしい 儀儀 名詞の重複＋シ 1925
こどもこどもしい 子供子供 名詞の重複＋シ 1928
せじせじしい 世辞世辞 名詞の重複＋シ 1919
ぬめぬめしい 滑滑 名詞の重複＋シ 1929
おどおどしい 語基の重複＋シ 1919
だらだらしい 語基の重複＋シ 1952
あまあましい 甘甘 形容詞語幹の重複＋シ 1919
さむざむしい 寒寒 形容詞語幹の重複＋シ 1916
ほそぼそしい 細細 形容詞語幹の重複＋シ 1913
まるまるしい 丸丸 形容詞語幹の重複＋シ 1930
おぼろおぼろしい 朧朧 形容動詞語幹の重複＋シ 1914
はではでしい 派手派手 形容動詞語幹の重複＋シ 1924-25
ふだんふだんしい 不断不断 形容動詞語幹の重複＋シ 1926
ぬけぬけしい 抜抜 動詞連用形の重複＋シ 1928
いみあたらしい 意味新 名詞＋形容詞 1948
おとここいしい 男恋 名詞＋形容詞 1949
おとこはずかしい 男恥 名詞＋形容詞 1919
かくちょうただしい格調正 名詞＋形容詞 1970
ぎしきただしい 儀式正 名詞＋形容詞 1914
きやさしい 気優 名詞＋形容詞 1913
こころたのしい 心楽 名詞＋形容詞 1939
こころにぎわしい 心賑 名詞＋形容詞 1969
さほうただしい 作法正 名詞＋形容詞 1930
したもどかしい 舌ー 名詞＋形容詞 1933-37
じょれつただしい 序列正 名詞＋形容詞 1946-56
ちつじょただしい 秩序正 名詞＋形容詞 1917
うすらかなしい 薄悲 ウスラ＋形容詞 1930
こあたらしい 小新 コ＋形容詞 1912-13
こうれしい 小嬉 コ＋形容詞 1913
こなつかしい 小懐 コ＋形容詞 1913
そこおそろしい 底恐 ソコ＋形容詞 1933-37
そこがなしい 底悲 ソコ＋形容詞 1930
そこさびしい 底寂 ソコ＋形容詞 1930
どいやらしい ー嫌・－厭 ド＋形容詞 1925
へらおかしい ヘラ＋形容詞　 1920
ものおしい 物借 モノ＋形容詞 1955
ものなやましい 物悩 モノ＋形容詞 1928
きょうはくがましい脅迫ー 名詞＋ガマシ 1934
そうだんがましい 相談 名詞＋ガマシ 1912-13
ひなんがましい 非難ー 名詞＋ガマシ 1916

表14 　大正時代以降新出「しい」型形容詞の語構成（大正・昭和）



ひはんがましい 批判ー 名詞＋ガマシ 1913
ひひょうがましい 批評ー 名詞＋ガマシ 1913
べんかいがましい 弁解ー 名詞＋ガマシ 1930
みだらがましい 淫ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1939
おんきせがましい 恩着ー 動詞連用形＋ガマシ 1948
ほこりがましい 誇ー 動詞連用形＋ガマシ 1960
ざわめかしい 語基＋メカシ 1928
ふゆめかしい 冬ー 名詞＋メカシ 1914
けんつくらしい 剣突 名詞＋ラシ 1921-37
ことさららしい 殊更ー 副詞＋ラシ 1924-25
むしぐるしい 蒸苦 動詞連用形＋クルシ 1930
あまったらしい 甘ー 形容詞語幹＋タラシ 1969
はがゆたらしい 歯痒ー 形容詞語幹＋タラシ 1972
いやったらしい 嫌ー 形容動詞語幹＋タラシ 1981
きざったらしい 気障ー 形容動詞語幹＋タラシ 1928-31
きのどくったらしい気毒ー 形容動詞語幹＋タラシ 1917-27
ぎょうさんたらしい仰山ー 形容動詞語幹＋タラシ 1917
すけべえたらしい 助兵衛ー 形容動詞語幹＋タラシ 1925-26
びんぼうたらしい 貧乏ー 形容動詞語幹＋タラシ 1919-27
ふけつったらしい 不潔ー 形容動詞語幹＋タラシ 1972
ふじゆうったらしい不自由 形容動詞語幹＋タラシ 1928
ぶしょうたらしい 不精ー・無精ー形容動詞語幹＋タラシ 1926
ふそくたらしい 不足ー 形容動詞語幹＋タラシ 1915-30
みじめたらしい 惨ー 形容動詞語幹＋タラシ 1947
みれんたらしい 未練ー 形容動詞語幹＋タラシ 1919-27
やぼったらしい 野暮ー 形容動詞語幹＋タラシ 1934
まどろこしい 形容詞語幹＋コシ 1917
いめいめしい いまいましいの変化した語 1934
おとろっしい 恐 おとろしいの変化した語 1939
せまっくるしい 狭苦 せまくるしいの変化した語 1913
につかしい 似付 につかわしいの変化した語か 1928
ひもじい 形容動詞ひもじの形容詞化した語 1947
ぶしょうったらしい不精ー・無精ーぶしょうたらしいの変化した語 1917
まだるっこしい 間怠ー まだるこしいの変化した語 1965-67
まだろっこしい まだるこしいの変化した語か 1975
まちどしい 待遠ー まちどおしいの変化した語 1937
まどろっこしい まどろこしいの変化した語 1922
みじめったらしい 惨ー みじめたらしいの変化した語 1935-36
ややっこしい ややこしいの変化した語 1933-34
合計90語



語構成 江戸時代 明治時代 大正以降 時期未詳
521 289 128 90 14

名詞＋シ 11 9 1 1 0
語基＋シ 13 8 2 1 2
動詞未然形＋シ 10 1 3 6 0
動詞未然形＋ハシ 1 1 0 0 0
副詞＋シ 2 2 0 0 0
動詞連用形＋シ 2 2 0 0 0
形容詞語幹＋シ 10 7 2 1 0
形容動詞語幹＋シ 4 3 0 1 0
単純形容詞 53 33 8 10 2

名詞の重複＋シ 13 4 4 5 0
語基の重複＋シ 20 11 7 2 0
形容詞語幹の重複＋シ 9 2 2 4 1
動詞連用形の重複＋シ 5 2 1 1 1
形容動詞語幹の重複＋シ 9 3 3 3 0
動詞未然形の重複＋シ 0 0 0 0 0
副詞の重複＋シ 0 0 0 0 0
畳語形容詞 56 22 17 15 2

名詞＋形容詞 72 34 25 12 1
語基＋形容詞 0 0 0 0 0
動詞連用形＋形容詞 2 2 0 0 0
副詞＋形容詞 1 1 0 0 0
形容詞語幹＋形容詞 1 0 1 0 0
形容動詞語幹＋形容詞 1 1 0 0 0
複合形容詞（畳語を除く） 77 38 26 12 1

モノ＋形容詞 7 3 2 2 0
イク＋形容詞 0 0 0 0 0
コ＋形容詞 15 8 3 3 1
アイ＋形容詞 1 0 1 0 0
イラ＋形容詞 0 0 0 0 0
オ＋形容詞 2 2 0 0 0
オホ＋形容詞 0 0 0 0 0
ウツ＋形容詞 0 0 0 0 0
ウス＋形容詞 1 0 1 0 0
ウソ＋形容詞 2 2 0 0 0
スエ＋形容詞 1 0 1 0 0
ソコ＋形容詞 3 0 0 3 0
ソラ＋形容詞 1 1 0 0 0
ナマ＋形容詞 3 2 1 0 0
マ＋形容詞 0 0 0 0 0
ア＋形容詞 1 1 0 0 0
ウスラ＋形容詞 2 0 1 1 0
イケ＋形容詞 6 6 0 0 0
ケ＋形容詞 1 1 0 0 0
ケチ＋形容詞 1 1 0 0 0
シチ＋形容詞 2 2 0 0 0
シャ＋形容詞 1 1 0 0 0

表15　近代語新出「しい」型形容詞語構成の時代別比較



ショ＋形容詞 1 1 0 0 0
ヒチ＋形容詞 1 1 0 0 0
ブ＋形容詞 1 1 0 0 0
クソ＋形容詞 2 0 2 0 0
ス＋形容詞 1 0 1 0 0
ド＋形容詞 1 0 0 1 0
ヘラ＋形容詞 1 0 0 1 0

接頭語による派生形容詞 [58] 33 13 11 1

ガハシ 0 0 0 0 0
カマシ 0 0 0 0 0
ガマシ 57 29 19 9 0
メカシ 6 1 2 2 1
ラシ 89 67 18 2 2
ラカシ 1 1 0 0 0
カハシ 0 0 0 0 0
クマシ 0 0 0 0 0
クラウシ／クラハシ 0 0 0 0 0
クルシ 18 11 6 1 0
クロシ 10 9 1 0 0
コマシ 1 1 0 0 0
クラシ 1 1 0 0 0
コシ 3 1 1 1 0
タラシ 26 7 3 15 1
接尾語による派生形容詞 [212] 128 50 30 4

派生形容詞 270 161 63 41 5

その他 65 35 14 12 4

★接尾語「ガマシ」 57 29 19 9 0
名詞＋ガマシ 27 11 10 6 0
形容詞語幹＋ガマシ 1 1 0 0 0
動詞連用形＋ガマシ 12 8 2 2 0
語基＋ガマシ 2 2 0 0 0
形容動詞語幹＋ガマシ 14 6 7 1 0
副詞＋ガマシ 0 0 0 0 0
語基の重複＋ガマシ 1 1 0 0 0

★接尾語「ラシ」 89 67 18 2 2
名詞＋ラシ 35 31 2 1 1
語基＋ラシ 0 0 0 0 0
形容動詞語幹＋ラシ 26 18 8 0 0
形容詞語幹＋ラシ 16 11 5 0 0
副詞＋ラシ 6 2 3 1 0
動詞連用形＋ラシ 2 1 0 0 1
動詞その他の形＋ラシ 4 4 0 0 0

★接尾語「クロシ」 10 9 1 0 0
名詞＋クロシ 3 3 0 0 0
形容詞語幹＋クロシ 3 2 1 0 0
動詞連用形＋クロシ 2 2 0 0 0



語基＋クロシ 1 1 0 0 0
形容動詞語幹＋クロシ 1 1 0 0 0

★接尾語「クルシ」 18 11 6 1 0
名詞＋クルシ 7 4 3 0 0
形容詞語幹＋クルシ 6 3 3 0 0
動詞連用形＋クルシ 4 3 0 1 0
語基＋クルシ 1 1 0 0 0

★接尾語「タラシ」 26 7 3 15 1
名詞＋タラシ 2 1 0 0 1
形容動詞語幹＋タラシ 15 1 1 13 0
形容詞語幹＋タラシ 7 4 1 2 0
動詞連用形＋タラシ 1 0 1 0 0
動詞その他の形＋タラシ 1 1 0 0 0



上代語 中古・中世語 近代語
見出し語 漢字表記 語構成 見出し語 漢字表記 語構成 見出し語 漢字表記 語構成 『日国』初出例項目出現時期

あいあいし 愛愛し 名詞の重複＋シ １４C前 ② 鎌倉
あいぎやうがまし愛敬がまし 名詞＋ガマシ 室町末 室町

あいきょうらしい 愛敬ー 名詞＋ラシ 1753 江戸
あいくるしい 愛ー 名詞＋クルシ 1826 江戸
あいくろしい 愛ー 名詞＋クロシ 1716-36 江戸

あいしたしい 相親ー アイ＋形容詞 16C 室町
あいさうらし 愛そうらし →あいそうらし 未詳
あいそうらし 愛そうらし 名詞＋ラシ 1603-1604 室町

あいそしい 愛想 名詞＋シ 1891 明治
あいそらし 愛そらし あいそうらしの転 1563 室町

あいっくるしい 愛ー あいくるしいの変化した語 1899 明治
あいひとしい 相等 アイ＋形容詞 1883-84 明治

あいらし 愛らし 名詞＋ラシ 1283 鎌倉
あいらっしい 愛ー あいらしいの変化した語 1902 明治
あおあおしい 青青 形容詞語幹の重複＋シ 1899-1902 ② 明治

あかあかし 赤赤し 形容詞語幹の重複＋シ 未詳
あからし 懇 語基＋シ 810-824 上代

あくらし 悪し 名詞＋ラシ 未詳
あぐるしい ア＋形容詞 1792 江戸
あけしい 明 動詞連用形＋シ 1778 江戸

あさあさし 浅浅し 形容詞語幹の重複＋シ 1254 鎌倉
あさあざし 鮮鮮し 語基の重複＋シ 未詳
あさからしい 浅 語基＋カ＋ラシ　 1604-08 室町
あさすさまじ 朝冷まじ 名詞＋形容詞 1603-04 室町

あさまし 動詞未然形＋シ 9C末-10C初 ⑧ 上代
あし 悪 語基＋シ 1458-60 上代

あしあらがまし 語基＋ガマシ　 未詳
あじゃらしい 戯 名詞＋シ 1802-09 江戸

あせがまし 汗がまし 名詞＋ガマシ 室町 室町
あせぐらうし 汗ぐらうし 汗苦しの転 未詳
あたあたし 語基の重複＋シ 未詳
あだあだし 徒徒し 形容動詞語幹の重複＋シ 970-999頃 平安
あたたし 語基の重複＋シ 1458-60 室町

あだめかしい 婀娜ー 形容動詞語幹＋メカシ 1891 明治
あたらし 惜 語基＋シ 上代
あらたし 新 語基＋シ 905-914 ⑤ 上代

あつかはし 扱し 動詞未然形＋シ 未詳
あつかはし 暑かはし 語基＋カハシ 未詳
あつかまし 厚かまし 語基＋カマシ 1667か 室町

あつかわしい 厚ー あつかましいの変化した語 1889 明治
あつくるしい 厚苦 形容詞語幹＋クルシ 1907～09 明治

あつくるしい 暑苦・熱苦 形容詞語幹＋クルシ 981 平安
あつくらうし 暑くらうし あつくらはしの転 1500頃 室町
あつくろしい 暑苦 形容詞語幹＋クロシ 1349 ② 室町
あつくらはし 暑くらはし 形容詞語幹＋クラハシ 未詳
あつし 篤し 語基＋シ 850頃 平安

あっせいがましい 圧制ー 名詞＋ガマシ 1907 明治
あつたらし 可惜し あたらしの強調形 1484 室町

あつっくるしい 暑苦・熱苦 あつくるしいの変化した語 1891 明治
あてあてし 当当し 動詞連用形の重複＋シ 1603-04 室町

表16　シク活用形容詞の出現時期の時代別表



あてつけがましい 当付ー 動詞連用形＋ガマシ 1804 江戸
あなずりがましい 侮ー 動詞連用形＋ガマシ 1792 江戸

あひおなじ 相同じ アイ＋形容詞 未詳
あぶかしい 危 語基＋カ＋シ 1818 江戸
あぶかわしい 危 語基＋カ＋ハシ 1804 江戸
あぶっかしい 危 あぶかしいの変化した語 1783-86 江戸
あぶなかしい 危 形容詞語幹＋シ 1886 明治
あぶなっかしい 危 あぶなかしいの変化した語 1780 江戸

あはうらし 阿房らし 名詞＋ラシ 1603-04 室町
あほらしい 阿呆ー 名詞＋ラシ 1706 江戸
あまあましい 甘甘 形容詞語幹の重複＋シ 1919 大正以降
あまたらしい 甘ー 形容詞語幹＋タラシ 1854 江戸
あまったらしい 甘ー 形容詞語幹＋タラシ 1969 大正以降

あまりしい 余 動詞連用形＋シ 室町 室町
あやうしい 危 形容詞語幹＋シ 1420 室町
あやかしい 形容動詞語幹＋シ 1539 ② 室町

あやくるしい 語基＋クルシ 1830頃 江戸
あやし 怪 語基＋シ 720 ⑧ 上代

あやぶまし 危し 動詞未然形＋シ 未詳
あらあらし 荒荒し 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃 ② 平安
あらあらし 粗粗し 形容詞語幹の重複＋シ 1001-14頃 平安
あらかまし 荒かまし 形容詞語幹＋カマシ 未詳
あらくまし 荒くまし 形容詞語幹＋クマシ 10C終 平安
あらくもし 荒くもし あらくましの転 室町末ー近世初 室町

あらこましい 荒ー あらくましいの変化した語 1745 江戸
あらまし 荒し 形容詞語幹＋マ＋シ 1001-14頃 平安
あらまほし 動詞未然形＋助動詞 974頃 平安
ありありし 在在し 動詞連用形の重複＋シ 970-999頃 平安
ありつかうし 有付し ありつかはしの転 未詳
ありつかはし 有付し 動詞未然形＋ハシ 未詳
あるめかし 有めかし 動詞＋メカシ 未詳
あわあわしい 沫沫 名詞の重複＋シ 1475頃 室町
あはあはし 淡淡し 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃 ② 平安

あわしい 淡 形容詞語幹＋シ 1688-1710 江戸
あわたたし 慌し 動詞未然形＋シ 974頃 ② 平安
あはれがまし 哀がまし 形容動詞語幹＋ガマシ 1477 室町
あはれし 哀し 形容動詞語幹＋シ 未詳

あわれっぽしい 哀ー 形容詞語幹＋シ 1801 江戸
あんまりしい 副詞＋シ 1773 江戸
いいしい 言ー 動詞連用形＋シ 1660 江戸
いいわけがましい 言訳 名詞＋ガマシ 1801 江戸

いかいかし 厳厳し 語基の重複＋シ 1525-34 室町
いかがらしい 如何ー 形容動詞語幹＋ラシ 1886 明治

いかがし 如何し 形容動詞語幹＋シ 室町末 室町
いかがわしい 如何 いかがしいの変化した語 1816 ② 江戸

いかし 厳 語基＋シ 上代
いかつがましい 厳ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1686 江戸
いかつめらしい 厳ー 形容動詞語幹＋ラシ 1872 明治

いかめしい 厳ー 語基＋メ＋シ 9C末-10C初 ③ 平安
いきいきしい 生生 動詞連用形の重複＋シ 1904 明治
いきぐるしい 息苦 名詞＋クルシ 1892 ② 明治
いきぜわしい 息忙 名詞＋形容詞 1886 明治

いきだうし 息だうし いきだはしの転 未詳
いきだはし 息だはし 息労（いた）はしの転 1177-81 ② 平安



いきづかし 気衝 動詞未然形＋シ 8C後 上代
いきづがはし 息づがはし 動詞未然形＋ハシ 未詳
いきどうしい 息 いきだわしいの変化した語 室町末 ② 室町

いきどおしい 息 いきだわしいの変化した語か ? 未詳
いきどしい 息 いきだわしいの変化した語 1678 江戸

いきどほろし 動詞未然形＋シ 上代
いくひさし 幾久し イク＋形容詞 1563 室町

いけあつかましい ー厚 イケ＋形容詞 1773 江戸
いけずうずうしい ー図図 イケ＋形容詞 1799 江戸
いけそうぞうしい ー忩忩・ー騒騒 イケ＋形容詞 1790 江戸
いけばかばかしい ー馬鹿馬鹿 イケ＋形容詞 1814 江戸
いけふさふさしい イケ＋形容詞 1809-13 江戸
いけやかましい ー喧 イケ＋形容詞 1802 江戸

いけんがましい 意見ー・異見ー名詞＋ガマシ 1604-08 室町
いさをし 功・勤 名詞＋シ 上代

いさまし 勇まし 動詞未然形＋シ 1108頃 ③ 平安
いし 美し 語基＋シ 1238 ⑥ 鎌倉
いしいしし 以次以次し 名詞の重複＋シ 未詳

いしこらしい 形容詞語幹＋ラシ 1746 江戸
いじましい 名詞＋マシ 1850 江戸
いじらしい 名詞＋ラシ 1694 江戸

いすかし 傲佷 語基＋シ 720 上代
いそがし 忙し 動詞未然形＋シ 850頃 ⑤ 平安

いそがしらしい 忙ー 形容詞語幹＋ラシ 1900 明治
いそがはし 忙し 動詞未然形＋ハシ 1116 平安

いそし 勤 語基＋シ 8C後 上代
いたいけらし 幼気らし 形容動詞語幹＋ラシ 1626頃 室町
いたいたし 痛痛し 形容詞語幹の重複＋シ 13C初 ② 鎌倉
いたかがまし 名詞＋ガマシ 未詳

いたしい 形容詞語幹＋シ 1929 大正以降
いたづがはし 労し 動詞未然形＋ハシ 未詳

いたずらいたずらしい 名詞の重複＋シ 1919 大正以降
いたまし 痛し・傷し 動詞未然形＋シ 1238 ② 鎌倉

いたはし 労 語基＋シ 720 ④ 上代
いたぶらし 動詞未然形＋シ 8C後 上代

いちしるし 著し 副詞＋形容詞 14C前 鎌倉
いつくし 厳 動詞未然形＋シ 8C後 上代

いつたうし 甚し いつたしの強調形 1527 室町
いつたし 甚し いたしの強調形 未詳

いつつし 語基の重複＋シ 927 上代
いつわりがましい 偽ー 動詞連用形＋ガマシ 1813-23 江戸

いとうしい いとおしいの変化した語 1283 鎌倉
いとしい 愛ー いとおしいの変化した語 室町末ー近世初 室町

いとしぼらしい 形容詞語幹＋ラシ 1674 ② 江戸
いとしらしい 愛 形容詞語幹＋ラシ 1667-68 江戸

いとどし 副詞＋シ 947-957 平安
いとはし 厭 動詞未然形＋シ 970-999頃 上代
いとほし 労 動詞未然形＋シ 9C末-10C初 ③ 上代

いなかめずらしい 田舎珍 名詞＋形容詞 1795 ② 江戸
いびしい いぶせいの変化した語 1830頃 江戸

いふかし 不審 語基＋カ＋シ 720 ② 上代
いぼいぼしい 疣疣 名詞の重複＋シ 1527 室町
いまいまし 忌忌し 動詞未然形の重複＋シ 1001-14頃 ⑥ 平安
いまいまはし 忌忌はし 動詞未然形の重複＋ハシ 未詳



いまさららしい 今更ー 副詞＋ラシ 1896 明治
いましい 忌 動詞未然形＋シ 1659 江戸

いまだし 未し 副詞＋シ 850頃 平安
いまめかし 今めかし 名詞＋メカシ 970-999頃 ④ 平安
いまめかはし 今めかはし 動詞未然形＋ハシ 未詳
いまはし 忌し 動詞未然形＋ハシ 13C前 ② 鎌倉

いみあたらしい 意味新 名詞＋形容詞 1948 大正以降
いみいみし 動詞連用形の重複＋シ 室町 室町
いみじ 動詞連用形＋ジ 9C末-10C初 平安

いめいめしい いまいましいの変化した語 1934 大正以降
いめえましい いまいましいの変化した語 1771 江戸
いめましい いまいましいの変化した語 1820-49 江戸
いやこしい いやらしいとややこしいの合成語か？ 未詳

いやけし 弥怪し 副詞＋形容詞 未詳
いやし 賤 語基＋シ 720 ⑦ 上代

いやったらしい 嫌ー 形容動詞語幹＋タラシ 1981 大正以降
いやみたらしい 厭味ー 名詞＋タラシ 1838-39 江戸
いやみったらしい 厭味ー いやみたらしいの変化した語 1820-49 江戸
いやみらしい 厭味ー 名詞＋ラシ 1832-33 江戸

いやめづらし 弥珍し 副詞＋形容詞 未詳
いやらしい 嫌ー・厭ー 形容動詞語幹＋ラシ 1682 ② 江戸

いよいよし 弥し 副詞の重複＋シ 未詳
いよし 弥し 副詞＋シ 1563 室町
いらいらし 苛苛し 語基の重複＋シ 1177-81 平安
いらだたしい 苛立 動詞未然形＋シ 1275 鎌倉
いらひどし 苛酷し イラ＋形容詞 未詳

いろがましい 色ー 名詞＋ガマシ 1791 江戸
いろめかし 色めかし 名詞＋メカシ 1001-14頃 平安

いんきらしい 陰気ー 名詞＋ラシ 1895-96 明治
うひうひし 初初し 名詞の重複＋シ 10C終 ② 平安
うかうかし 動詞未然形の重複＋シ 1269 鎌倉
うけらうし 受らうし 動詞未然形＋ハシ　 未詳

うざかしい 語基＋カ＋シ 1882 明治
うざっかしい うざかしいの変化した語か 1770 江戸
うさんらしい 胡散ー 形容動詞語幹＋ラシ 1712 ② 江戸
うすうすしい 薄薄ー 形容詞語幹の重複＋シ 1791 江戸

うすかうばし 薄香し ウス＋形容詞 未詳
うすさびしい 薄寂ー ウス＋形容詞 1889 明治
うすらかなしい 薄悲 ウスラ＋形容詞 1930 大正以降
うすらさびしい 薄寂 ウスラ＋形容詞 1896 明治

うそがなし うそ悲し ウソ＋形容詞 未詳
うそがまし 嘘がまし 名詞＋ガマシ 未詳

うそさびしい 薄寂 ウソ＋形容詞 1665 江戸
うそさみしい 薄寂 ウソ＋形容詞 1790 江戸

うそすさまし うそ凄し ウソ＋形容詞 未詳
うそはづかし うそ恥し ウソ＋形容詞 1439頃 室町

うそらしい 嘘 名詞＋ラシ 1780 江戸
うだうだしい 語基の重複＋シ 1744 江戸

うたがはし 疑 動詞未然形＋シ 720 上代
うだしい 穏 おだしいの変化した語 1766 江戸

うただぬし 語基＋形容詞 720 上代
うただのし 語基＋形容詞 712 上代

うたてし 転し 副詞＋シ 1250頃 鎌倉
うちつけがましい 打付ー 動詞連用形＋ガマシ 1789 江戸



うつうつし 鬱鬱し 形容動詞語幹の重複＋シ 未詳
うつくし 愛 動詞未然形＋シ　 720 ⑥ 上代
うつし 現 語基＋シ 8C後 上代

うつたうし 鬱陶し 形容動詞語幹＋シ 1500頃 ② 室町
うつとし 鬱陶し うったうしの転 1676 室町
うつぱづかし 打恥し ウツ＋形容詞 未詳
うとうとし 疎疎し 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃 平安
うとまし 疎し 動詞未然形＋シ 10C終 ② 平安

うぬぼれらしい 自惚ー 動詞連用形＋ラシ 1836 江戸
うぶうぶしい 生生 名詞の重複＋シ 1910 明治

うまうましい 形容詞語幹の重複＋シ 1563 室町
うむがし 語基＋カ＋シ 729 上代
うやうやし 恭 名詞の重複＋シ 762 ② 上代

うやまわしい 敬 動詞未然形＋シ 1603-04 室町
うらいまし 羨し うらやましの転 1527 室町
うらうらし 語基の重複＋シ 未詳

うらがなし 名詞＋形容詞 8C後 上代
うらぐはし 名詞＋形容詞 上代
うらごひし 裏恋 名詞＋形容詞 上代
うらごほし 名詞＋形容詞 上代

うらさびし 心寂し 名詞＋形容詞 905-914 平安
うらさみしい 心寂 名詞＋形容詞 1907 明治
うらはずかしい 心恥 名詞＋形容詞 1838 江戸

うらまし 恨し 動詞未然形＋シ 1603-04 室町
うらみがましい 恨ー 動詞連用形＋ガマシ 1819-21 江戸
うらみたらしい 恨ー 動詞連用形＋タラシ 1895 明治

うらめし 恨 動詞未然形＋シ 8C後 ③ 上代
うらめづらし 心珍し 名詞＋形容詞 未詳

うらやまし 妬忌 動詞未然形＋シ 810-824 ② 上代
うるしい 嬉 うれしいの変化した語 1672 江戸

うるはし 愛 動詞未然形＋シ 712 ⑩ 上代
うれし 歓 語基＋シ 8C後 上代

うれしがなし 嬉悲し 形容詞語幹＋形容詞 室町末ー近世初 室町
うれはし 憂し 動詞未然形＋シ 未詳

うわきらしい 浮気ー 名詞＋ラシ 1656 江戸
えぐたらしい 形容詞語幹＋タラシ 1777 江戸

えせわしい 似非 形容動詞語幹＋ハシ 1560頃 室町
ゑまはし 動詞未然形＋シ 上代

えようらしい 栄耀ー 名詞＋ラシ 1685 江戸
えんりょがましい 遠慮ー 名詞＋ガマシ 18C中か 江戸
おいしい 美味・旨味 オ＋形容詞 1775 江戸

おいぼいぼしい オ＋形容詞 未詳
おうかましい おろかにあさましきの変化した語か1775 江戸
おおぎょうらしい 大仰ー 形容動詞語幹＋ラシ 1908 明治

おおしい 多 形容詞語幹＋シ 室町末ー近世初 室町
ををし 雄 名詞の重複＋シ 720 上代

おほせらしい 仰らしい 名詞＋ラシ 1603-04 室町
おおそれがまし 恐がまし おそれがましの強調形 1497 室町
をかし 可笑し 動詞未然形＋シ 898-901頃 ⑩ 平安

おかしらしい 形容詞語幹＋ラシ 1799 江戸
おくだのもし 奥頼し 名詞＋形容詞 1625 室町
おくゆかし 奥ゆかし 名詞＋形容詞 1001-14頃 ② 平安
をこがまし 痴がまし 名詞＋ガマシ 10C後 ② 平安
をこをこし 痴痴し 名詞の重複＋シ 未詳



おここし 沈毅 語基の重複＋シ 720 上代
おごりがましい 驕ー・奢ー 動詞連用形＋ガマシ 1780 江戸

をさをさし 幹了・直・卓名詞の重複＋シ 上代
をさながまし 幼がまし 形容詞語幹＋ガマシ 未詳
をさなし 幼し 形容詞語幹＋シ 未詳
おさならしい 幼ー 形容詞語幹＋ラシ 1604-08 室町

をし 惜 語基＋シ 720 ③ 上代
おしつけがましい 押付ー 動詞連用形＋ガマシ 1718 江戸

おずまし 悍し おぞましの転 1001-14頃 平安
おそいし 語基＋シ 1630頃 室町
おそし 恐し 語基＋シ 未詳
をそなし 幼し 形容詞語幹＋シ 未詳
おぞまし 悍し 形容詞語幹＋マ＋シ 1001-14頃 ② 平安

おぞましい 鈍 形容詞語幹＋マシ 1807-11 江戸
おそれがまし 恐がまし 動詞連用形＋ガマシ 1497 室町
おそろし 恐し・畏し 動詞未然形＋シ 9C末-10C初 ③ 平安

おだひし 穏 語基＋シ 10C後 ③ 上代
おっそろしい 恐 おそろしいの変化した語 1802 江戸
おっとろしい 恐 おそろしいの変化した語か 1716-36 江戸
おとおどおしい 御遠遠 オ＋形容詞 1782 江戸
おどおどしい 語基の重複＋シ 1919 大正以降
おとここいしい 男恋 名詞＋形容詞 1949 大正以降
おとこはずかしい 男恥 名詞＋形容詞 1919 大正以降
おとこめずらしい 男珍 名詞＋形容詞 1698 江戸

をとこらし 男らし 名詞＋ラシ 1603-04 室町
おとどしい おとおどおしいの変化した語か 1899 明治

おとながましい 大人ー 名詞＋ガマシ 1604-08 室町
おとなし 大人し 名詞＋シ 974頃 ③ 平安
おとまし 疎し うとましの転 1660 室町
おとろし おそろしの転 1696 室町

おとろっしい 恐 おとろしいの変化した語 1939 大正以降
おどろおどろし 語基の重複＋シ 773 上代

おどろし 語基＋シ 1690 室町
をなごらし 女らし 名詞＋ラシ 1603-04 室町

おなじ 同 語基＋ジ 1477 上代
おはもじい 御は文字 形容動詞おはもじを形容詞化した語1729頃 江戸

おびたたし 夥し 語基＋シ　 970-999頃 ⑦ 平安
おぼおぼしい 語基の重複＋シ 1001-14頃 ③ 平安
おぼしい 思・覚 おぼほし（思）の変化した語 9C末-10C初 ② 平安
おほひさし 大久し オホ＋形容詞 未詳

おほほし 鬱 語基の重複＋シ 8C後 上代
おぼろおぼろしい 朧朧 形容動詞語幹の重複＋シ 1914 大正以降

おむがし 欣感 語基＋カ＋シ 850頃 上代
おめおめし 動詞連用形の重複＋シ 1028-92頃 平安
おもおもし 重重し 形容詞語幹の重複＋シ 10C後 ⑤ 平安
おもきらはし 面嫌し 名詞＋形容詞 未詳

おもくるしい 重苦 形容詞語幹＋クルシ 1811 江戸
おもくろしい 重苦 形容詞語幹＋クロシ 1887-89 明治

おもしろをかし 面白をかし 形容詞語幹＋形容詞 室町末ー近世初 室町
おもだたし 面立し 動詞未然形＋シ 970-999頃 平安

おもっくるしい 重苦 おもくるしいの変化した語 1894 明治
おもはづかし 面恥し 名詞＋形容詞 未詳

おもひがなし 動詞連用形＋形容詞 上代
おもひぐるし 動詞連用形＋形容詞 上代



おもひでがまし 思出がまし 名詞＋ガマシ 未詳
おもぶせし 面伏し 名詞＋動詞連用形＋シ 未詳

おもほし 動詞未然形＋シ 8C後 上代
おもはし 思し 動詞未然形＋シ 990頃 ③ 平安

おやがましい 親ー 名詞＋ガマシ 1899 明治
おやじ 同 語基＋ジ 720 上代
およし 動詞未然形＋シ 上代

おりみただしい 折身正 名詞＋形容詞 1892 明治
おりめただしい 折目正 名詞＋形容詞 1672 江戸

おろかしい 愚 形容動詞語幹＋シ 13C前 鎌倉
おろし 恐し おそろしの転 未詳

おろしい わるいの変化した語か 1775 江戸
おんがましい 恩 名詞＋ガマシ 1710 江戸
おんぎがましい 恩義ー・恩誼ー 名詞＋ガマシ 1899 明治
おんきせがましい 恩着ー 動詞連用形＋ガマシ 1948 大正以降
おんなめずらしい 女珍 名詞＋形容詞 1809-13 江戸
おんならしい 女ー 名詞＋ラシ 1867 江戸
かあいらしい 可愛 かわいらしいの変化した語 1754 江戸

かひがひし 甲斐甲斐し 名詞の重複＋シ 1001-14頃 ③ 平安
かひがはし 甲斐がはし かひがひしの転 1626頃 室町
かいしょうらしい甲斐性ー 名詞＋ラシ 14C中か 室町

かいしょらしい 甲斐性ー 名詞＋ラシ 1776 江戸
かがやかしい 輝・耀 動詞未然形＋シ 1108頃 ③ 平安

かからはし 動詞未然形＋シ 上代
かかりがまし 懸がまし 動詞連用形＋ガマシ 1633 室町
かぎりがまし 限がまし 動詞連用形＋ガマシ 1283 鎌倉

かくちょうただしい 格調正 名詞＋形容詞 1970 大正以降
かぐはし 名詞＋形容詞 712 ② 上代

かごとがましい 託言ー 名詞＋ガマシ 1001-14頃 ② 平安
かしかまし 語基＋形容詞 905-914 ③ 平安

かじくろしい 名詞＋クロシ 1682 江戸
かしまし 喧し 語基＋マ＋シ 10C後 平安
かたくなし 頑し 形容動詞語幹＋シ 810頃 平安
かたくなはし 頑し 形容動詞語幹＋ハシ 未詳

かたくるしい 堅苦 形容詞語幹＋クルシ 1754 ② 江戸
かたくろしい 堅苦 形容詞語幹＋クロシ 1711頃 江戸
かたっくるしい 堅苦 かたくるしいの変化した語 1838 江戸

かたまし 姦 動詞未然形＋シ 720 上代
かたはし 片端し 名詞＋シ 未詳
かたはらさびし 傍寂し 名詞＋形容詞 未詳

かってがましい 勝手 形容動詞語幹＋ガマシ 1889 明治
かどかどし 角角し 名詞の重複＋シ 1001-14頃 ④ 平安
かどがまし 角がまし 名詞＋ガマシ 1477 室町
かどまし 角まし 名詞＋マ＋シ 1603-04 室町

かなし 悲 語基＋シ 8C後 ⑥ 上代
かなしましい 悲 動詞未然形＋シ 1604-08 室町
かまびすし 喧し 語基＋形容詞 1212 鎌倉
かまびそし 喧し かまびすしの転 14C後 室町

かやましい やかましいの変化した語 1892 明治
かるがるし＊ 軽軽し 形容詞語幹の重複＋シ 720 ② 上代

かるがろしい 軽軽 かるがるしいの変化した語か 18C中か 江戸
かろがろし 軽軽し 形容詞語幹の重複＋シ 1001-14頃 ④ 平安

かわいらしい 可愛ー 形容詞語幹＋ラシ 1682 江戸
かはゆらし 形容詞語幹＋ラシ 1662 室町



かんばし 香し・芳し かぐはしの転 909 ③ 平安
きかまほし 聞まほし 動詞未然形＋助動詞マホシ 未詳
ききぐるし 聞苦し 動詞連用形＋形容詞 1001-14頃 平安

ぎぎしい 儀儀 名詞の重複＋シ 1925 大正以降
きぐるしい 気苦 名詞＋クルシ 1596 安土桃山

きざったらしい 気障ー 形容動詞語幹＋タラシ 1928-31 大正以降
ぎしきただしい 儀式正 名詞＋形容詞 1914 大正以降
きずいがましい 気随ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1889 明治
きぜわしい 気忙 名詞＋形容詞 1694 ② 江戸
きそくただしい 規則正 名詞＋形容詞 1878-79 明治
きたならしい 汚ー 形容詞語幹＋ラシ 1793 江戸

きづかはし 気遣し 動詞未然形＋シ 1602 室町
きっしくらしい 形容動詞語幹＋ラシ 1713 江戸

きっとしい 急度 副詞＋シ 室町末ー近世初 室町
きつねがまし 狐がまし 名詞＋ガマシ 1356 室町

きづましい 気詰 動詞未然形＋シ 1902 明治
きのどくったらしい 気毒ー 形容動詞語幹＋タラシ 1917-27 大正以降
きのどくらしい 気毒ー 形容動詞語幹＋ラシ 1754 ② 江戸
きはずかしい 気恥 名詞＋形容詞 1778 江戸

きびし 密し・厳し 語基＋シ 10C終 ⑦ 平安
きほし 欲服 動詞連用形＋形容詞 8C後 上代

きむずかしい 気難 名詞＋形容詞 1675 ② 江戸
きやくしんがまし隔心がまし 名詞＋ガマシ 1722 室町

きやさしい 気優 名詞＋形容詞 1913 大正以降
ぎょうぎただしい 行儀正 名詞＋形容詞 1715 江戸

ぎやうぎやうし 形容動詞語幹の重複＋シ 1445-46 室町
ぎょうさんたらしい 仰山ー 形容動詞語幹＋タラシ 1917 大正以降
ぎょうさんらしい 仰山ー 形容動詞語幹＋ラシ 1896 明治
ぎょうたくましい 仰逞 形容動詞語幹＋形容詞 1706頃 江戸
きょうはくがましい 脅迫ー 名詞＋ガマシ 1934 大正以降

ぎようらし 形容動詞語幹＋ラシ 1603-04 室町
きょときょとしい 語基の重複＋シ 1732 江戸

きらきらし 端正 語基の重複＋シ 720 上代
きらめかしい 煌ー 語基＋メカシ ? 未詳

きらはし 嫌し 動詞未然形＋シ 未詳
ぎりぎりしい 義理義理 名詞の重複＋シ 1744 江戸
きりつただしい 規律正 名詞＋形容詞 1894 明治

きはきはし 際際し 名詞の重複＋シ 未詳
くいしい くやしいの変化した語 1789-1801頃 江戸
くさらしい 臭ー 形容詞語幹＋ラシ 1791 江戸

くし 奇 語基＋シ 1910 上代
くじょうがましい 苦情ー 名詞＋ガマシ 1897 明治

くすし 奇 語基＋シ 766 上代
くすばし 動詞未然形＋シ 8C後 上代

くせぐせし 曲曲し 語基の重複＋シ 974頃 平安
くぜつがましい 口舌ー 名詞＋ガマシ 1665頃 江戸
くそいまいましい 糞忌忌 クソ＋形容詞 1908 明治
くそやかましい 糞喧 クソ＋形容詞 1899 明治

くだくだし 細砕 名詞の重複＋シ 720 上代
くちあたらしい 口新 名詞＋形容詞 1874-75 明治

くちをし 口惜し 名詞＋形容詞 9C末-10C初 ③ 平安
くちかしがましい 口喧 名詞＋形容詞 1892-1901 明治

くちがまし 口がまし 名詞＋ガマシ 1220 鎌倉
くちさかしい 口賢 名詞＋形容詞 1776 江戸



くちさびしい 口寂 名詞＋形容詞 未詳
くちざみしい 口寂 名詞＋形容詞 1779 江戸
くちさむしい 口寂 名詞＋形容詞 1910 明治

くちはづかし 口恥し 名詞＋形容詞 未詳
くちやかましい 口喧 名詞＋形容詞 1791 江戸

くどくどし 形容詞語幹の重複＋シ 1901 室町
くまくまし 名詞の重複＋シ 733 上代

くもらはし 曇し 動詞未然形＋ハシ 未詳
くやくやし 語基の重複＋シ 1529 室町

くやし 悔 語基＋シ 712 ② 上代
くらべぐるし 比苦し 動詞連用形＋形容詞 1001-14頃 平安
くるおしい 狂 動詞未然形＋シ 1079 平安

くるし 苦 語基＋シ 720 ⑧ 上代
くるわしい 狂 動詞未然形＋シ 1935 大正以降

くれぐれし 呉呉し 語基の重複＋シ 未詳
くろぐろしい 黒黒 形容詞語幹の重複＋シ ? 未詳

くはし 妙・細 語基＋シ 720 ③ 上代
くんじくろしい 語基＋クロシ 1781 江戸
げいがましい 芸ー 名詞＋ガマシ 1870-76 明治
けいげいしい けけしの変化した語 1710 江戸
けいはくらしい 軽薄 名詞＋ラシ 1692 ② 江戸
けいまいましい ー忌忌 ケ＋形容詞 1777 江戸

げうげうし →ぎょうぎょうし 未詳
けがし 語基＋シ 1128頃 平安
けがらうし 穢し けがらはしの転 未詳

けがらはし 汙穢 動詞未然形＋ハシ 720 ② 上代
けけし 形容動詞語幹の重複＋シ 1001-14頃 平安

けげしい 異異 形容動詞語幹の重複＋シ 1806 江戸
けし 異 語基＋シ 8C後 上代

げすげすし 下衆下衆し 名詞の重複＋シ 1001-14頃 平安
げすし 下衆し 名詞＋シ 1264-88頃 鎌倉
けたたましい けたましいを強めた語 1275 ③ 鎌倉
けたまし 語基＋シ　 1494頃 室町

けちいまいましい ケチ＋形容詞 1754 江戸
けっこうらしい 結構 形容動詞語幹＋ラシ 1896 明治

げにげにし 実実し 副詞の重複＋シ 1211頃 鎌倉
げにもらし 実もらし 副詞＋ラシ 1563 室町

けばけばしい 語基の重複＋シ 1686 ② 江戸
けばたたしい 動詞未然形＋シ　 1751 江戸

げふげふし →ぎょうぎょうし 未詳
げふらし →ぎょうらし 未詳
けはし 険し 語基＋シ 898-901頃 ⑦ 平安

げんぎんがましい 現銀ー 名詞＋ガマシ 1710 江戸
けんけんしい 語基の重複＋シ 1910 明治
げんざらしい 名詞＋ラシ 未詳
げんじらしい 験著 名詞＋形容詞　 1776-1801 江戸
げんじるしい 験著 名詞＋形容詞 1814 江戸
けんつくらしい 剣突 名詞＋ラシ 1921-37 大正以降
けんぺいらしい 権柄ー 名詞＋ラシ 1681 江戸
こあたらしい 小新 コ＋形容詞 1912-13 大正以降

こひし 恋 動詞未然形＋シ 8C後 ② 上代
こいまいましい 小忌忌 コ＋形容詞 1731頃か 江戸
こいやらしい 小嫌 コ＋形容詞 1769 江戸

かうがうし 神神し 名詞の重複＋シ 10C終 平安



かうばし＊ 香し かぐはしの転 720 ② 上代
こうれしい 小嬉 コ＋形容詞 1913 大正以降

こえめずらしい 声珍 名詞＋形容詞 15C頃 室町
こきだし 副詞＋シ 729 上代

こぎたならしい 小汚 コ＋形容詞 ? 未詳
こごし 語基の重複＋シ 8C後 上代

こころいそがはし心忙し 名詞＋形容詞 未詳
こころうつくし＊心愛し 名詞＋形容詞 8C後 上代

こころうれし 心嬉し 名詞＋形容詞 1592 安土桃山
こころがなし 情悲 名詞＋形容詞 8C後 上代
こころぐるし 情苦 名詞＋形容詞 8C後 ③ 上代

こころぐるわしい 心狂 名詞＋形容詞 1793 江戸
こころこひし 心恋 名詞＋形容詞 上代

こころさびしい 心寂・心淋 名詞＋形容詞 1346 室町
こころさみしい 心寂・心淋 名詞＋形容詞 1841-42頃 江戸
こころざむしい 心寂・心淋 名詞＋形容詞 1870-71 明治

こころさわがしい心騒 名詞＋形容詞 974頃 平安
こころすずし 心涼し 名詞＋形容詞 1310頃 鎌倉

こころせわしい 心忙 名詞＋形容詞 1903 明治
こころたのしい 心楽 名詞＋形容詞 1939 大正以降
こころだのもしい 心頼 名詞＋形容詞 1891 明治
こころにぎわしい 心賑 名詞＋形容詞 1969 大正以降

こころむつかし 心むつかし 名詞＋形容詞 1603-04 室町
こころやさしい 心優 名詞＋形容詞 1631 江戸

こころやましい 心疾 名詞＋形容詞 974頃 ② 平安
こころゆかしい 心床 名詞＋形容詞 1130頃か 平安
こざかし 小賢し コ＋形容詞 1115頃 ③ 平安
こさびし 小寂し コ＋形容詞 1535頃 室町

こじおらしい コ＋形容詞 1724 江戸
こしつがまし 故実がまし 名詞＋ガマシ 未詳
こすさまじ 小凄じ コ＋形容詞 1535頃 室町
こすずし 小涼し コ＋形容詞 1919 未詳

こぜわしい 小忙 コ＋形容詞 1884 明治
ごたいそうらしい御大層ー 形容動詞語幹＋ラシ 1527 室町
こたのし 小楽し コ＋形容詞 1458-60 室町
こぢくらうし ごちくらはしの転 未詳

こっぱずかしい 小恥 コ＋形容詞 1779 江戸
こつがまし 骨がまし 名詞＋ガマシ 未詳
ことあし 事悪し 名詞＋形容詞 未詳
ことあたらし 事新し 名詞＋形容詞 12C後 ② 鎌倉
こといそがはし 事忙し 名詞＋形容詞 未詳
ことがまし 言がまし 名詞＋ガマシ 947-957頃 平安
ことがまし 事がまし 名詞＋ガマシ 南北朝頃 室町
ことことし 事事し 名詞の重複＋シ 905-914 平安
ことさびし 事寂し 名詞＋形容詞 未詳

ことさららしい 殊更ー 副詞＋ラシ 1924-25 大正以降
ことすさまじ 事凄し 名詞＋形容詞 未詳
ことそうぞうし 事忩忩し 名詞＋形容詞 1603-04 室町
ことばさかし 言葉賢し 名詞＋形容詞 室町末 室町
ことむつかし 事むつかし 名詞＋形容詞 室町末ー近世初 室町
ことめづらし 事珍し 名詞＋形容詞 未詳

こどもこどもしい 子供子供 名詞の重複＋シ 1928 大正以降
こどもめずらしい 子供珍 名詞＋形容詞 1899 明治
こどもらしい 子供ー 名詞＋ラシ 1792 江戸



ことよろし 事宜し 名詞＋形容詞 1059頃 平安
ことらしい 事ー 名詞＋ラシ 1791-22 江戸
こなつかしい 小懐 コ＋形容詞 1913 大正以降
こにくてらしい 小憎体 コ＋形容詞 1809 江戸
こにくらしい 小憎 コ＋形容詞 1902 明治

このまし 好し 動詞未然形＋シ 1001-14頃 ② 平安
このもし 好し 動詞未然形＋シ 10C後 ② 平安
こはごはし 強強し 形容詞語幹の重複＋シ 未詳

こはずかしい 小恥 コ＋形容詞 1906～08 明治
こほし 動詞未然形＋シ 上代

こまかし 細し 形容動詞語幹＋シ 1241 鎌倉
こまごまし 細細し 形容動詞語幹の重複＋シ 1603-04 ② 室町

こまっかしい 細 こまかしいの変化した語 1771 江戸
こむさらしい コ＋形容詞 1630頃 江戸

こむずかしい 小難 コ＋形容詞 1535頃 室町
こむつかし コ＋形容詞 未詳

こむやくしい 小無益 コ＋形容詞 1712頃 江戸
こめかうし 小目かうし 小目かはしの転　 未詳

こやかましい 小喧 コ＋形容詞 1682 江戸
こやさし コ＋形容詞 未詳

ごらんぐるしい 御覧苦 名詞＋クルシ 1896 明治
こわっぱしい 硬ー 語基＋シ　 1915-30 大正以降
こわらしい 怖ー 形容詞語幹＋ラシ 1774 江戸
こわらしい 強ー 形容詞語幹＋ラシ 1891 明治

さいかくがまし 才覚がまし 名詞＋ガマシ 1283 鎌倉
さいくがまし 細工がまし 名詞＋ガマシ 1466-70 室町

さいそくがましい 催促 名詞＋ガマシ 1896 明治
さえざえしい 冴冴・冱冱 動詞連用形の重複＋シ 1809 ② 江戸

ざうさがまし 造作がまし 名詞＋ガマシ 未詳
さうざし 寂寞し 語基＋シ 未詳
さかざかし 賢賢し 語基の重複＋シ 未詳

さかし 賢 語基＋シ 8C後 ⑥ 上代
さがし 険 語基＋シ 712 上代

さげすましい 蔑 動詞未然形＋シ 1915 大正以降
さしずがましい 指図ー 名詞＋ガマシ 1887-89 明治

さしいでがまし 差出がまし 動詞連用形＋ガマシ 未詳
さしでがまし 差出がまし 動詞連用形＋ガマシ 1603-04 室町

さだし 貞 語基＋シ 1177-81 上代
さたがまし 沙汰がまし 名詞＋ガマシ 1368-76頃 室町
さつつべらしい さありつべらしの転　 未詳
さびさびし 寂寂し 語基の重複＋シ 未詳

さびし 動詞未然形＋シ 10C前 ③ 上代
さぶし 不楽・不 語基＋シ　 1907 上代

さほうただしい 作法正 名詞＋形容詞 1930 大正以降
さまあし 様悪し 名詞＋形容詞 10C終 平安
さまうし さまわしの転　 1466頃 室町
さまし さまうしの転 未詳

さまじい すさまじいの変化した語 1642 江戸
さみし 寂し 語基＋シ 1590 ③ 安土桃山

さむざむしい 寒寒 形容詞語幹の重複＋シ 1916 大正以降
さむしい 寂・淋 語基＋シ 1800 江戸

さもし さまうしの転 1590 ② 安土桃山
さもとらし 副詞＋ラシ　 1628 室町
さやうめかし 然様めかし 形容動詞語幹＋メカシ 未詳



さるべかし 然べかし 動詞＋助動詞ベカリの形容詞化　 未詳
さるめかし 然めかし 動詞＋メカシ　 未詳

さわがし＊ 騒し 動詞未然形＋シ 720 ⑥ 上代
さわがましい 騒ー 語基＋ガマシ 1776 江戸
ざわめかしい 語基＋メカシ 1928 大正以降

しおらしい 名詞＋ラシ 1420 ④ 室町
しかしかし 確確し 副詞の重複＋シ 未詳

しかつがましい 形容詞語幹＋ガマシ 1780 江戸
しかつべしい しかつべらしいの変化した語 室町中ー近世初 室町
しかつべらしい しかりつべくあらしの略語か　 1661 室町

しかつめらしい 鹿爪 しかつべらしいの変化した語 1885-86 明治
しかりつべし 然つべし 動詞連用形＋助動詞ツ＋助動詞ベシ 未詳
しかるべし 然べし 動詞＋助動詞ベシ　 984 平安

しけし 穢・蕪 語基＋シ 712 上代
しさいらしい 子細ー 形容動詞語幹＋ラシ 1655 ② 江戸
しぜんらしい 自然ー 形容動詞語幹＋ラシ 1908 明治

したゑまし 動詞未然形＋シ 上代
したし 親 語基＋シ 720 ③ 上代

したじたしい 親親 語基の重複＋シ 1899-1902 明治
したしましい 親 動詞未然形＋シ 1922 大正以降
したもどかしい 舌ー 名詞＋形容詞 1933-37 大正以降

したはし 慕し 動詞未然形＋シ 13C前 ② 鎌倉
しちむずかしい ー難 シチ＋形容詞 1779 江戸
しちやかましい ー喧 シチ＋形容詞 1853頃 江戸

じちらかし 実らかし 名詞＋ラカシ 未詳
じちらし 実らし 名詞＋ラシ 1603-04 室町
じつらし 実らし 名詞＋ラシ 1686 室町
しとし 等し ひとしの音言化形 未詳

しなっこしい 形容詞語幹＋シ 1734 江戸
しなっこらしい 形容詞語幹＋ラシ 1700 江戸

しのばし 偲し 動詞未然形＋シ 1170 平安
じまんたらしい 自慢ー 名詞＋タラシ ? 未詳
じまんらしい 自慢ー 名詞＋ラシ 1666頃 江戸
しゃこざかしい ー小賢 シャ＋形容詞 1782 江戸
じゃまらしい 邪魔ー 形容動詞語幹＋ラシ 1715 江戸
じゆうがましい 自由ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1797 江戸

しゆつけらし 出家らし 名詞＋ラシ 未詳
じゅんじょただしい 順序正 名詞＋形容詞 1896 明治
しょうしい 笑止 名詞「笑止」を形容詞化した語 17C初 江戸
しょうしらしい 笑止ー 名詞＋ラシ 1906 明治

しやうねらし 性根らし 名詞＋ラシ 1603-04 室町
しやうらかしい 性らかしい 名詞＋ラカシ 室町末ー近世初 室町

じょうらかしい 情ー 名詞＋ラカシ 1749 江戸
しょうろうがしい 名詞＋ラウガシ 室町末ー近世初 室町
じやうらふし 上臈し 名詞＋シ 未詳

しょむずかしい ー難 ショ＋形容詞 1813-23 江戸
じょれつただしい 序列正 名詞＋形容詞 1946-56 大正以降
しらしい 白 名詞被覆形＋シ 1785 江戸

しらしらし 白白し 名詞被覆形の重複＋シ 965頃 ③ 平安
しりひかし 名詞＋動詞未然形＋シ　 8C後 上代

しれがまし 痴がまし 動詞連用形＋ガマシ 10C後 平安
じれじれしい 焦焦 動詞連用形の重複＋シ ? 未詳
しろえらしい 白絵ー 名詞＋ラシ 1777 江戸

じんじょうらしい尋常ー 形容動詞語幹＋ラシ 1563 室町



しんせつめかしい 親切ー 形容動詞語幹＋メカシ 1899 明治
じんたいらしい 人体ー・仁体ー 名詞＋ラシ 1686 江戸
じんていらしい 人体ー・仁体ー 名詞＋ラシ 1789 江戸

じんとうらしい 実頭らしい 名詞＋ラシ 未詳
じんぶつらしい 人物ー 名詞＋ラシ 1628 江戸
すいがましい 粋ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1711 江戸
すいたらしい 好ー 動詞連用形＋助動詞タ＋ラシ 1772-81頃か 江戸
すいらしい 粋ー 形容動詞語幹＋ラシ 1682 江戸
ずうずうしい 図図 語基の重複＋シ 1811-15 江戸
すえおそろしい 末恐 スエ＋形容詞 1911 明治

すえたのもしい 末頼 スエ＋形容詞 13C前 鎌倉
すがし 語基＋シ 1917 上代
すがすがし 語基の重複＋シ 712 ② 上代

すかんたらしい 好ー 動詞（否定）＋タラシ 1745 江戸
すかんらしい 好ー 動詞（否定）＋ラシ 1788 江戸

すくし 健し 語基＋シ 未詳
すぐしい 直 形容動詞語幹＋シ 1603-04 室町
すぐすぐしい 直直 形容動詞語幹の重複＋シ 1603-04 室町
すぐらしい 直ー 形容動詞語幹＋ラシ 1604-08 室町

すけべえたらしい 助兵衛ー 形容動詞語幹＋タラシ 1925-26 大正以降
すけべえったらしい 助兵衛ー 形容動詞語幹＋タラシ 1876-82 明治
すこしらしい 少ー 副詞＋ラシ 1884-92 明治

すさまじ＊ 寒じ・冷じ 動詞未然形＋ジ 720 ⑧ 上代
すじめただしい 筋目正 名詞＋形容詞 1686 江戸

すずし 冷 語基＋シ 8C後 ⑧ 上代
ずずしい 図図 語基の重複＋シ 1872 明治

すすまし 進し 動詞未然形＋シ 1211頃 鎌倉
すずまし 涼し 動詞未然形＋シ 未詳
すずろがまし 形容動詞語幹＋ガマシ 1310頃 鎌倉

すっばらしい 素晴 すばらしいの変化した語 1886 明治
すなつかしい 素懐 ス＋形容詞 1907～09 明治
すねくろしい 拗ー 動詞連用形＋クロシ 1656 江戸
すばらしい 素晴 語基＋シ　 1763 ② 江戸
ずぶずぶしい 図分図分 語基の重複＋シ 1894 明治
すぼらしい 形容詞語幹＋ラシ 19C中 江戸
すんばらしい 素晴 すばらしいを強めた語 1857-63 江戸
せいらしい 勢ー 名詞＋ラシ 1772 江戸
ぜいらしい 贅ー 名詞＋ラシ 1759 江戸
せかせかしい 語基の重複＋シ 1890 明治

せからしい 語基＋ラシ 1603-04 室町
せきせきし 戚戚し 語基の重複＋シ 未詳

せぐるしい ー苦 名詞＋クルシ　 1671 江戸
せじせじしい 世辞世辞 名詞の重複＋シ 1919 大正以降
せせかしい 語基＋カ＋シ ？ 未詳

せせかまし 語基＋カマシ　 室町中 室町
せせかはし 語基＋カハシ　 1439頃 室町

せせこましい 語基＋コマシ 1714頃 ② 江戸
せせっこましい せせこましいの変化した語 1911 明治
せつらしい 語基＋シ　 1690 江戸

せつせつし 切切し 形容動詞語幹の重複＋シ 未詳
せつろしい 語基＋シ 1693 江戸
せばくるしい 狭苦 形容詞語幹＋クルシ 1908 明治
せまくるしい 狭苦 形容詞語幹＋クルシ 1904 明治
せまくろしい 狭ー 形容詞語幹＋クロシ 1833-39 江戸



　 せまっくるしい 狭苦 せまくるしいの変化した語 1913 大正以降
せはし 忙し 語基＋シ 1020 ⑤ 平安
せはせはし 忙忙し 語基の重複＋シ 1520頃 ② 室町
せばせばし 狭狭し 形容詞語幹の重複＋シ 1080-1110頃 平安

せんさくがましい 穿鑿─・詮索─ 名詞＋ガマシ 1909 明治
せんしょうらしい 僭上ー 名詞＋ラシ 1745 江戸
そうがましい 騒ー 語基＋ガマシ 1753 江戸
そうぞうがましい 忩忩－・騒騒ー 語基の重複＋ガマシ 1794 江戸

そうぞうし 忩忩し 語基の重複＋シ 室町末 室町
ぞうぞうしい 雑雑 形容動詞語幹の重複＋シ 1467頃 室町

そうだんがましい 相談 名詞＋ガマシ 1912-13 大正以降
そがそがし 語基の重複＋シ 上代

ぞくがまし 俗がまし 名詞＋ガマシ 未詳
ぞくたしい 俗たしい ぞくらしの転か 1603-04 室町
ぞくらし 俗らし 名詞＋ラシ 1603-04 室町

そぐわしい 動詞未然形＋シ 1910 明治
そこおそろしい 底恐 ソコ＋形容詞 1933-37 大正以降
そこがなしい 底悲 ソコ＋形容詞 1930 大正以降
そこさびしい 底寂 ソコ＋形容詞 1930 大正以降

そこすさまじ 底寒じ ソコ＋形容詞 未詳
そこつらしい 粗忽ー 形容動詞語幹＋ラシ 1841 江戸

そそかしい 動詞未然形＋シ 1001-14頃 平安
そそかはし 動詞未然形＋ハシ 未詳
そそかうしい そそかはしの転 1535頃 室町

そそこしい そそかしいの変化した語か 1659 江戸
そそっかしい そそかしの変化した語 1773 江戸
そぞろおそろしい 漫恐 副詞＋形容詞 1691 江戸

そぞろはし 形容動詞語幹＋ハシ 未詳
そとなつかしい 外懐 名詞＋形容詞 1911 明治
そとめずらしい 外珍 名詞＋形容詞 1734 江戸

そねまし 嫉し 動詞未然形＋シ 1120頃か 平安
そばそばし 稜稜し 名詞の重複＋シ 1001-14頃 平安

そらうつくしい 空美 ソラ＋形容詞 1821-24 江戸
そらおそろしい 空恐 ソラ＋形容詞 1001-14頃 平安
そらぞらしい 空空 名詞の重複＋シ 1244頃 ② 鎌倉
そらはづかし 空恥し ソラ＋形容詞 未詳

そわそわしい 語基の重複＋シ 1910 明治
そんだいらしい 尊大 形容動詞語幹＋ラシ 1908 明治
たいそうらしい 大層ー・大造ー 形容動詞語幹＋ラシ 1773 江戸
たいだいしい 大大 形容動詞語幹の重複＋シ 1892 明治

たぎたぎし 語基の重複＋シ 712 上代
たくまし 快 語基＋シ 810-824 ④ 上代

たけし 猛し 語基＋シ 970-999頃 平安
たけだけし 猛猛し 形容詞語幹の重複＋シ 1283 ② 鎌倉

ただし 正 語基＋シ 885 ② 上代
たたはし 偉 動詞未然形＋シ 8C後 ② 上代
たづたづし 語基の重複＋シ 上代

たどたどし たづたづしの転か 10C後 ⑤ 平安
たにんがましい 他人ー 名詞＋ガマシ 1790 江戸

たのし 楽 語基＋シ 712 ③ 上代
たのしらしい 楽ー 形容詞語幹＋ラシ 1895 明治

たのもし 頼 動詞未然形＋シ 833 ③ 上代
だらだらしい 語基の重複＋シ 1952 大正以降

ちかし 近し 形容詞語幹＋シ 1686 室町



ちかぢかし 近近し 形容詞語幹の重複＋シ 1216頃か ② 鎌倉
ちつじょただしい 秩序正 名詞＋形容詞 1917 大正以降
ちゃわちゃわしい 語基の重複＋シ 1725 江戸
ちゃんちゃらおかしい 名詞＋形容詞 1853頃 江戸
ちょうじょうしい 長上 名詞＋シ 1753 江戸

てふてふし 喋喋し 語基の重複＋シ 1638 ② 室町
てうはふらし 調法らし 名詞＋ラシ 未詳

ついでがましい 序ー 名詞＋ガマシ 1717 江戸
つからし 疲 動詞未然形＋シ 769 上代

つつまし 慎し 動詞未然形＋シ 970-999頃 ③ 平安
つづまし 約し つづまやかの形容詞化 1563 室町
つべつべし 語基の重複＋シ 1362頃 室町
つべらし 語基＋ラシ 1477頃 室町
つまし 語基＋シ 1477 ② 室町

つまづましい 語基の重複＋シ 1774 江戸
つやつやしい 艶艶 名詞の重複＋シ 1818 江戸
つらあてがましい 面当ー 名詞＋ガマシ 1833-35 江戸
つらめしい 語基＋メ＋シ 17C前 江戸

てがまし 手がまし 名詞＋ガマシ 1603-04 室町
てきびしい 手厳 名詞＋形容詞 1785 江戸
てくだしい 手管 名詞＋シ 1799 江戸

てばてばし 語基の重複＋シ　 1430 室町
てんごうらしい 名詞＋ラシ　 1792 江戸
どいやらしい ー嫌・－厭 ド＋形容詞 1925 大正以降
どうやらしい 副詞＋シ 1727 江戸
どうやららしい 副詞＋ラシ 1727 江戸

とほとほし 形容詞語幹の重複＋シ 712 ② 上代
とがとがしい 語基の重複＋シ 11C中ー13C頃 平安

ときじ 不時 名詞＋ジ 8C後 上代
どくどくし 毒毒し 名詞の重複＋シ 1776－1801 室町
どくらし 毒らし 名詞＋ラシ 1477 室町

とげとげしい 刺刺 名詞の重複＋シ 1892 ② 明治
とざまがまし 外様がまし 名詞＋ガマシ 室町末ー近世初 室町
としひさしい 年久 名詞＋形容詞 984 平安
とのがましい 殿ー 名詞＋ガマシ 1604-08 室町
とぼかし 惚し 動詞未然形＋シ 1603-04 室町
とぼし 乏し ともしの転 1130頃か ② 平安

ともし 乏 語基＋シ 712 ④ 上代
なかしい 泣 動詞未然形＋シ 1901～02 明治
ながしい 長 形容詞語幹＋シ 1783 江戸
ながたらしい 長ー 形容詞語幹＋タラシ 1659-61頃 江戸
ながったらしい 長ー ながたらしいの変化した語 1823 江戸

ながながし 長永 形容詞語幹の重複＋シ 8C後 上代
なかむつまじい 仲睦・中睦 名詞＋形容詞 9C末-10C初 平安

なぐし 和 動詞未然形＋シ 1273 上代
なぐはし 名細 名詞＋形容詞 上代

なげかし 歎し 動詞未然形＋シ 1272 鎌倉
なげかはし 歎し 動詞未然形＋ハシ 976-987頃 平安

なごりおしい 名残惜 名詞＋形容詞 1780 江戸
なさけがまし 情がまし 名詞＋ガマシ 未詳
なさけらしい 情ー 名詞＋ラシ 室町末ー近世初 室町
なずましい 泥 動詞未然形＋シ 1069-77頃か 平安

なたてがましい 名立ー 動詞連用形＋ガマシ 1706頃 江戸
なつかし 動詞未然形＋シ 8C後 ③ 上代



なにとやらしい 何ー 副詞＋シ 1563 室町
なまあたらしい 生新 ナマ＋形容詞 1895 明治
なまいやらしい 生嫌 ナマ＋形容詞 1823-44 江戸

なまし 生 語基＋シ 828 ② 上代
なまなまし 生なまし 語基の重複＋シ 947-957頃 ② 平安
なまはずかしい 生恥 ナマ＋形容詞 1069-77頃か 平安
なまめかし 生めかし 語基＋メカシ 970-999頃 ④ 平安

なまやさしい 生易・生優 ナマ＋形容詞 1794 ② 江戸
なみだぐまし 名詞＋グマシ 712 ② 上代

なめたらしい 無礼ー 形容動詞語幹＋タラシ 1751 江戸
なやまし 不平・阻 動詞未然形＋シ 720 ④ 上代

なれなれし 馴馴し 動詞連用形の重複＋シ 970-999頃 ② 平安
なんだいがましい 難題ー 名詞＋ガマシ 1875-81 明治

にあはし 似合し 動詞未然形＋シ 室町末 室町
におわしい 匂 動詞未然形＋シ 1001-14頃 平安
にがにがし 苦苦し 形容詞語幹の重複＋シ 13C前 ③ 鎌倉
にぎにぎし 賑賑し 語基の重複＋シ 1510-50 室町

にぎやかしい 賑 形容動詞語幹＋シ 1926 大正以降
にぎやしい 賑 形容動詞語幹＋シ 1831-34 江戸

にぎはし 賑し にぎははしの転 1177-81 平安
にぎははし 賑し 動詞未然形＋シ 未詳

にくたらしい 憎ー 形容詞語幹＋タラシ 1886 明治
にくったらしい 憎ー にくたらしいの変化した語 1910 明治
にくていらしい 憎体ー 名詞＋ラシ 1655 江戸
にくてらしい 憎体ー 名詞＋ラシ 1693 江戸
にくにくしい 憎憎 形容詞語幹の重複＋シ 1755 江戸
にくらしい 憎ー 形容詞語幹＋ラシ 1674 ② 江戸

にたし 語基＋シ 733 上代
につかしい 似付 につかわしいの変化した語か 1928 大正以降

につかはし 似つかはし 動詞未然形＋ハシ 935頃 平安
につくらしい 似付 動詞＋ラシ ? 未詳
につこらしい 似ー 動詞＋ラシ　 1655 ③ 江戸

にはし 語基＋シ 上代
にひし 新 語基＋シ 上代

にやつこらしい 動詞＋ラシ　 1698 江戸
にやにやしい 語基の重複＋シ 1888-89 明治
にやわしい 似合 にあわしいの変化した語か ? 未詳
にんげんらしい 人間 名詞＋ラシ 1789 江戸
ぬけぬけしい 抜抜 動詞連用形の重複＋シ 1928 大正以降
ぬめぬめしい 滑滑 名詞の重複＋シ 1929 大正以降

ねがはし 願 動詞未然形＋シ 830頃 上代
ねぐるしい 寝苦 動詞連用形＋クルシ 1691 江戸

ねたまし 妬し 動詞未然形＋シ 1254 鎌倉
ねだりがまし 動詞連用形＋ガマシ 室町末ー近世初 室町

ねばくろしい 粘ー 名詞＋クロシ 1794 江戸
ねばねばしい 粘粘 名詞の重複＋シ 1677 江戸
ねやさびしい 閨寂 名詞＋形容詞 1780 江戸

のこりおしい 残惜 動詞連用形＋形容詞 室町末ー近世初 室町
のぞまし 望し 動詞未然形＋シ 1593 安土桃山
のろのろし 呪呪し 語基の重複＋シ 1045－68頃 平安

のろわしい 呪 動詞未然形＋シ 1918 大正以降
はえばえし 映映し 動詞連用形の重複＋シ 10C終 平安
はかし 名詞＋シ 1467頃 室町
はかばかし 名詞の重複＋シ 970-999頃 ⑥ 平安



ばかばかしい 馬鹿馬鹿 形容動詞語幹の重複＋シ 1772 ② 江戸
はがゆたらしい 歯痒ー 形容詞語幹＋タラシ 1972 大正以降

はからし 名詞＋ラシ 未詳
ばからしい 馬鹿ー 形容動詞語幹＋シ 17C前 ② 江戸

はげし 烈 語基＋シ 9C末-10C初 ② 上代
ばけばけし 化化し 動詞連用形の重複＋シ 1477 室町
ばけらかしい 化ー 動詞連用形＋ラカシ 1563 室町
ばけらしい 化ー 動詞連用形＋ラシ 1477 室町

はし 愛 語基＋シ 8C後 上代
はぢがまし 恥がまし 名詞＋ガマシ 10C後 平安
はぢがはし 恥がはし 名詞＋ガハシ　 1435頃 室町

はじらわしい 恥 動詞未然形＋シ 1922 大正以降
はづかし 恥 動詞未然形＋カ＋シ 8C後 ③ 上代

はづかはし 恥かはし はづかしの強調形 未詳
はださびしい 肌寂 名詞＋形容詞 1891 明治

はつしい 語基＋シ 1603-04 室町
はつはつしい 初初 名詞の重複＋シ 1780 江戸
はではでしい 派手派手 形容動詞語幹の重複＋シ 1924-25 大正以降

はなぐはし 花細 名詞＋形容詞 上代
はなげらしい 鼻毛ー 名詞＋ラシ 1748 江戸
はなはずかしい 花恥 名詞＋形容詞 1766 江戸

はなはだし 甚 副詞＋シ 720 上代
はなばなし 花花し 名詞の重複＋シ 12C後か 平安
はなめづらし 花珍し 名詞＋形容詞 1603-04 室町
はばし 憚し・幅し 語基＋シ 1239頃 鎌倉
ばばし はばしの濁音形 1603-04 室町
はもじい は文字 形容動詞はもじを形容詞化した語 1603-04 室町
はやばやし 早早し 形容詞語幹の重複＋シ 9C末-10C初 平安
はらあし 腹悪し 名詞＋形容詞 1001-14頃 平安
はらだたし 腹立し 動詞未然形＋シ 9C末-10C初 平安

はるめかしい 春ー 名詞＋メカシ 1735 江戸
はれがまし 晴がまし 動詞連用形＋ガマシ 1045－68頃 ③ 平安
はればれし 晴晴し 動詞連用形の重複＋シ 10C終 ⑤ 平安

ひえびえしい 冷冷 動詞連用形の重複＋シ 1775 江戸
ひがらしい 僻ー 語基＋ラシ 1766 江戸

ひさし 久 語基＋シ 8C後 ③ 上代
ひさびさしい 久久 語基の重複＋シ 1604-08 室町
ひじがまし 秘事がまし 名詞＋ガマシ 未詳
ひすかし 語基＋シ 1032 平安

ひちむずかしい ー難 ヒチ＋形容詞 1820-49 江戸
ひとおそろし 人恐し 名詞＋形容詞 未詳
ひとがまし 人がまし 名詞＋ガマシ 1028－92頃 ② 平安

ひとがららしい 人柄ー 名詞＋ラシ 1769-71 江戸
ひとこひし 人恋し 名詞＋形容詞 1500頃 室町
ひとさわがしい 人騒 名詞＋形容詞 970-999頃 平安
ひとし 人し 名詞＋シ 未詳

ひとし 等 語基＋シ 720 ⑤ 上代
ひとだかしい 人高 名詞＋形容詞 1866 江戸
ひとなつかしい 人懐 名詞＋形容詞 1898 明治

ひねひねし 名詞の重複＋シ 8C後 上代
ひとびとし 人人し 名詞の重複＋シ 970-999頃 平安

ひとまちどおしい 人等遠 名詞＋形容詞 1911 明治
ひとめずらしい 人珍 名詞＋形容詞 1884 明治

ひとらし 人らし 名詞＋ラシ 1477 ② 室町



ひなめずらしい 鄙珍 名詞＋形容詞 1821-24 江戸
ひなんがましい 非難ー 名詞＋ガマシ 1916 大正以降
ひはんがましい 批判ー 名詞＋ガマシ 1913 大正以降

びびし 美美し 形容動詞語幹の重複＋シ 974頃 平安
ひひょうがましい 批評ー 名詞＋ガマシ 1913 大正以降
ひもじい 形容動詞ひもじの形容詞化した語1947 大正以降
びんぼうたらしい 貧乏ー 形容動詞語幹＋タラシ 1919-27 大正以降
びんぼうったらしい 貧乏ー びんぼうたらしいの変化した語 1710頃 江戸

ふかし 深し 形容詞語幹＋シ 1423頃 ③ 室町
ふかぶかし 深深し 形容詞語幹の重複＋シ 1603-04 室町

ふぎがましい 不義ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1750頃か 江戸
ふくふくし 福福し 名詞の重複＋シ 1264-88頃 鎌倉

ふけつったらしい 不潔ー 形容動詞語幹＋タラシ 1972 大正以降
ふさしい 久 ひさしいの変化した語 1810-22 江戸
ふさふさしい 総総・房房 名詞の重複＋シ 1899-1902 明治
ふさぶさしい 語基の重複＋シ 1763 ② 江戸

ふさわしい 相応 動詞未然形＋シ 10C後 平安
ふしぎがましい 不思議ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1688 江戸
ぶしつけがましい 不躾ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1895 明治
ふじゆうったらしい 不自由 形容動詞語幹＋タラシ 1928 大正以降
ぶしょうたらしい 不精ー・無精ー 形容動詞語幹＋タラシ 1926 大正以降
ぶしょうったらしい 不精ー・無精ー ぶしょうたらしいの変化した語 1917 大正以降
ふしんがましい 不審ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1685頃 江戸
ふそくがましい 不足ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1870-76 明治
ふそくたらしい 不足ー 形容動詞語幹＋タラシ 1915-30 大正以降
ぶたのもしい 不頼 ブ＋形容詞 1752 江戸
ふだんふだんしい 不断不断 形容動詞語幹の重複＋シ 1926 大正以降
ふてぶてしい 語基の重複＋シ 1737 江戸
ふところざみしい 懐寂 名詞＋形容詞 1887-89 明治
ふとぶとしい 太太 語基の重複＋シ 1724頃 ③ 江戸
ふふくがましい 不服ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1907 明治
ふへいがましい 不平ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1909 明治
ふゆめかしい 冬ー 名詞＋メカシ 1914 大正以降

ふるし 古し 形容詞語幹＋シ 1520頃 室町
ふるめかしい 古ー 形容詞語幹＋メカシ 970-999頃 ④ 平安
ふんべつがまし 分別がまし 名詞＋ガマシ 1603-04 室町
ふんべつらし 分別し 名詞＋ラシ 室町末－近世初 室町

へたくらしい 下手ー 形容動詞語幹＋クラシ 1626頃 江戸
へたくらうし 下手くらうし 形容動詞語幹＋クラウシ 1477 室町

へたくろしい 下手ー 形容動詞語幹＋クロシ 1631-35 江戸
へだてがましい 隔ー 動詞連用形＋ガマシ 1001-14頃 平安

へらおかしい ヘラ＋形容詞　 1920 大正以降
べらぼうらしい 便乱坊ー・箆棒ー名詞＋ラシ 1791 江戸
べんかいがましい 弁解ー 名詞＋ガマシ 1930 大正以降

ほかし 他 名詞＋シ 794 上代
ほこらしい 誇 動詞未然形＋シ 905-914 平安

ほこりがましい 誇ー 動詞連用形＋ガマシ 1960 大正以降
ほし 欲 語基＋シ 712 ③ 上代

ほそぼそしい 細細 形容詞語幹の重複＋シ 1913 大正以降
ほてくるしい 動詞連用形＋クルシ 1814 江戸
ほてくろしい 動詞連用形＋クロシ 1680 江戸

ほどひさしい 程久 名詞＋形容詞 室町末ー近世初 室町
ほねがまし 骨がまし 名詞＋ガマシ 1563 室町
ほねぼねし 骨骨し 名詞の重複＋シ 1563 室町



ほほえましい 微笑・頬笑 動詞未然形＋シ 1926 大正以降
ほれほれし 惚惚し 動詞連用形の重複＋シ 970-999頃 平安
まあたらしい 真新 マ＋形容詞 1563 室町

まがしい 凶 名詞＋シ 1963 大正以降
まがまがし 形容動詞語幹の重複＋シ 10C中 平安

まぎらはし＊ 紛し 動詞未然形＋シ ８C後 ⑤ 上代
まぐはし 目細 名詞被覆形＋形容詞 上代

まけおしい 負惜 動詞連用形＋形容詞 1792 江戸
まことがまし 実がまし 名詞＋ガマシ 1535頃 室町
まことし 実し 名詞＋シ 10C終 ④ 平安
まことらし 実らし 名詞＋ラシ 1595 安土桃山

まさし 正 語基＋シ 830頃 ⑤ 上代
まざまざしい 語基の重複＋シ 1683 ② 江戸
まじめらしい 真面目ー 形容動詞語幹＋ラシ 1893 明治

まづし 貧 語基＋シ ８C後 ② 上代
まずっぽらしい 不味ー 形容詞語幹＋ラシ　 1908 明治
ませくるしい 動詞連用形＋クルシ 1864 江戸

またうどし 真人し 名詞＋シ 未詳
まだし 副詞＋シ 905-914 上代

まだるこしい 間怠ー 形容詞語幹＋コシ 1891 明治
まだるっこしい 間怠ー まだるこしいの変化した語 1965-67 大正以降
まだろっこしい まだるこしいの変化した語か 1975 大正以降

まちどほし 待遠し 動詞連用形＋形容詞 1773 室町
まちどしい 待遠ー まちどおしいの変化した語 1937 大正以降

まちびさし 待久し 動詞連用形＋形容詞 1603-04 室町
まちわびしい 待侘 動詞連用形＋形容詞 1834-48頃 江戸

まつおなじ 真同じ 同じの強調形 未詳
まつぽなじ 真同じ まつおなじの転 未詳

まどかしい 語基＋カ＋シ 1901 明治
まどし 貧し まづしの転 850頃 平安

まどしい 語基＋シ 未詳
まどろかしい 形容詞語幹＋カ＋シ 1900～01 明治
まどろこしい 形容詞語幹＋コシ 1917 大正以降
まどろしい 形容詞語幹＋シ 1750頃 江戸
まどろっこしい まどろこしいの変化した語 1922 大正以降

まぶしい 眩 語基＋シ 1550頃 ② 室町
まぼしい 眩 語基＋シ 1775 江戸

ままし 継し 語基の重複＋シ 室町末 室町
まめし 形容動詞語幹＋シ 1368-76頃 室町
まめまめし 形容動詞語幹の重複＋シ 970-999頃 ③ 平安

まるまるしい 丸丸 形容詞語幹の重複＋シ 1930 大正以降
まんらしい 慢ー 形容動詞語幹＋ラシ 1754 江戸

みがほし 欲見 動詞連用形＋ガ＋形容詞 712 上代
みぐるし 見苦し 動詞連用形＋形容詞 947-957頃 ③ 平安
みこみこし 神子神子し 名詞の重複＋シ 1563 室町

みじめたらしい 惨ー 形容動詞語幹＋タラシ 1947 大正以降
みじめったらしい 惨ー みじめたらしいの変化した語 1935-36 大正以降

みすぼらし 身窄し 名詞＋形容詞 1477 室町
みずみずしい 瑞瑞・水水 名詞の重複＋シ 1886 明治
みそぼらしい みすぼらしいの変化した語 1888 明治
みだらがましい 淫ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1939 大正以降
みだりがましい 濫ー・猥ー 動詞連用形＋ガマシ 1887-89 明治

みだりかはし 妄 動詞連用形＋カハシ 909 ⑤ 上代
みだれがはし 乱がはし 動詞連用形＋ガハシ 810-824 平安



みほし 欲見 動詞連用形＋形容詞 上代
みみあたらしい 耳新 名詞＋形容詞 1834-48頃 江戸
みみうっとうしい 耳鬱陶 名詞＋形容詞 1875 明治

みみかしましい 耳囂 名詞＋形容詞 1436 室町
みみがしまし 耳喧し 名詞＋形容詞 1028-92頃 平安

みみぐるしい 耳苦 名詞＋クルシ 1891 明治
みみけがらわしい 耳汚・耳穢 名詞＋形容詞 1834-48頃 江戸
みみめずらしい 耳珍 名詞＋形容詞 1875 明治
みみやかましい 耳喧 名詞＋形容詞 1753 江戸
みめうるわしい 眉目麗・見目麗 名詞＋形容詞 1904 明治
みょうもんらしい 名聞ー 形容動詞語幹＋ラシ 1765 江戸
みれんがましい 未練ー 形容動詞語幹＋ガマシ 1897 明治
みれんたらしい 未練ー 形容動詞語幹＋タラシ 1919-27 大正以降
みれんらしい 未練ー 形容動詞語幹＋ラシ 1800 江戸

むがし 幸 語基＋シ 8C後 上代
むかしなつかしい 昔懐 名詞＋形容詞 1886 明治
むかしゆかしい 昔床 名詞＋形容詞 1885-86 明治
むごたらしい 惨ー・酷ー 形容詞語幹＋タラシ 1711頃 江戸
むごったらしい 惨ー むごたらしいの変化した語 1768 江戸

むごらしい 惨ー・酷ー 形容詞語幹＋ラシ 室町末 室町
むさくるしい 形容詞語幹＋クルシ 1753 江戸

むさくらうし 形容詞語幹＋クラウシ 1563 室町
むさくろしい 形容詞語幹＋クロシ 室町末ー近世初 室町
むさらし 形容詞語幹＋ラシ 1603-1604 室町

むしぐるしい 蒸苦 動詞連用形＋クルシ 1930 大正以降
むずがかしい むずかしいの変化した語か 1809-13 江戸

むつかし 難・六借 語基＋カ＋シ 970－999頃 ⑩ 平安
むつがかしい むつかしいの変化した語か ? 未詳

むつまし 親 動詞未然形＋シ 720 ③ 上代
むなぐるしい 胸苦 名詞被覆形＋クルシ 1809 ⑤ 江戸

むなし 空 語基＋シ 760 上代
むねぐるしい 胸苦 名詞＋クルシ 1717 江戸
むやくしい 無益 形容動詞語幹＋シ 1655 江戸
めあたらしい 目新 名詞＋形容詞 1895 明治

めざまし 目覚まし 動詞未然形＋シ 965頃 ② 平安
めづらし 珍 動詞未然形＋ラ＋シ ８C後 ⑤ 上代
めだし 動詞未然形＋シ 753頃 上代

めたたし 目立し 動詞未然形＋シ 1216頃か 鎌倉
めだたわしい 目立 動詞未然形＋ハシ 1867 江戸

めだれがまし 目垂がまし 名詞＋ガマシ 未詳
めはづかし 目恥し 名詞＋形容詞 1220頃か 鎌倉

めぼしい 名詞「目星」を形容詞化した語か1885-86 明治
めまぎらしい 目紛 名詞＋形容詞 1813-23 江戸
めまぐらしい 目紛 名詞＋形容詞 1841 江戸
めまぐるしい 目紛 めまぎらしいの変化した語か 1871-72 明治
めまぐろしい 目紛 名詞＋形容詞 1818 江戸

めめしい 女女 名詞の重複＋シ 10C後 ② 平安
めらうがまし 女郎がまし 名詞＋ガマシ 未詳

めんどうしい 面倒ー 形容動詞語幹＋シ 1789-1801頃 江戸
めんどうらしい 面倒ー 形容動詞語幹＋ラシ 1809-13 江戸
めんどしい 面倒 形容詞語幹＋シ 1779 江戸

めんぼくがまし 面目がまし 名詞＋ガマシ 未詳
めんぼくらし 面目らし 名詞＋ラシ 未詳

もったいらしい 勿体ー 名詞＋ラシ 1671 江戸



もっともらしい 尤ー 副詞＋ラシ 1628 江戸
もどかし 動詞未然形＋シ 970-999頃 ② 平安
もどかはし 動詞未然形＋ハシ 未詳

ものあたらしい 物新 モノ＋形容詞 1909 明治
ものおしい 物借 モノ＋形容詞 1955 大正以降

ものおそろしい 物恐 モノ＋形容詞 970-999頃 平安
ものおもわしい 物思 モノ＋形容詞 970-999頃 平安

ものかなし 物悲 モノ＋形容詞 ８C後 上代
ものがまし 物がまし 名詞＋ガマシ 1297-1350頃 鎌倉
ものぐるはし 物狂し モノ＋形容詞 974頃 平安

ものこひし 物恋 モノ＋形容詞 ８C後 上代
ものさびし 物淋し モノ＋形容詞 11C初か 平安

ものさみしい 物寂・物淋 モノ＋形容詞 1838 江戸
ものさわがし 物騒し モノ＋形容詞 10C中 ② 平安
ものすさまじい 物凄 モノ＋形容詞 1001-14頃 ② 平安

ものすずしい 物涼 モノ＋形容詞 1896 明治
ものせわしい 物忙 モノ＋形容詞 1655 江戸

ものなつかしい 物懐 モノ＋形容詞 1008 平安
ものなやましい 物悩 モノ＋形容詞 1928 大正以降

ものほしい 物欲 モノ＋形容詞 1120頃か 平安
ものめずらしい 物珍 モノ＋形容詞 12C末 鎌倉
ものものし 物物し 名詞の重複＋シ 970-999頃 ③ 平安

ものやさしい 物優 モノ＋形容詞 1653 江戸
ものわびしい 物侘 モノ＋形容詞 10C前 平安

もやもやしい 語基の重複＋シ 19C中 江戸
やかまし 語基＋シ 1678 ⑥ 室町

やさし 動詞未然形＋シ ８C後 ⑩ 上代
やさしらしい 優ー 形容詞語幹＋ラシ 1896 明治
やすやすしい 安安 形容詞語幹の重複＋シ 1873-74 明治
やっかましい 喧 やかましいの変化した語 1809-13 江戸

やつやつし 窶窶し 語基の重複＋シ 1177-81 ② 平安
やはし 飢 語基＋シ 上代

やぼったらしい 野暮ー 形容動詞語幹＋タラシ 1934 大正以降
やぼらしい 野暮ー 形容動詞語幹＋ラシ 1694 江戸

やまし 病し 動詞未然形＋シ 1475頃 ③ 室町
ややこしい 語基＋コシ 1863-65頃 江戸
ややっこしい ややこしいの変化した語 1933-34 大正以降
ゆいしょただしい 由緒正 名詞＋形容詞 1863 江戸

ゆかし 動詞未然形＋シ 9C末-10C初 ⑥ 平安
ゆすりがましい 揺ー・強請ー 動詞連用形＋ガマシ 1893-94 明治

ゆだんがましい 油断ー 名詞＋ガマシ 1603-04 室町
ゆめがまし 夢がまし 名詞＋ガマシ 1216頃か 鎌倉
ゆめゆめし 夢夢し 名詞の重複＋シ 1708頃 室町

ゆゆし 斎忌 語基の重複＋シ 712 ⑦ 上代
ゆゑゆゑし 故故し 名詞の重複＋シ 970-999頃 平安
ゆるかしい 緩 動詞未然形＋シ 1565-66頃 室町

ゆるほし 縦 動詞未然形＋シ 上代
やうがまし 様がまし 名詞＋ガマシ 14C前 ② 鎌倉

ようきゅうがましい 要求ー 名詞＋ガマシ 1909 明治
ようだいらしい 容体ー 名詞＋ラシ 1843 江戸
ようらくらしい 瓔珞 名詞＋ラシ 1798 江戸
よくどうしい 欲ー 名詞＋シ　 1755 江戸
よくどしい 欲ー 名詞＋シ　 1660 江戸

よしよしし 由由し 名詞の重複＋シ 970-999頃 平安



よそがましい 余所ー 名詞＋ガマシ 14C前 鎌倉
よそよそし 余所余所し 名詞の重複＋シ 1069-77頃か ② 平安
よたたし 夜多多し 副詞＋シ 1603-04 室町

よぼよぼしい 形容動詞語幹の重複＋シ 1893 明治
よらし 動詞未然形＋シ 712 上代
よろこぼし 悦 動詞未然形＋シ 720 上代
よろし 宜 動詞未然形＋シ 712 ⑩ 上代

よわよわし 弱弱し 形容詞語幹の重複＋シ 1216頃か 鎌倉
らうらうし 良良し 名詞の重複＋シ 未詳

らんがしい 乱 名詞＋カ＋シ 1772 江戸
りくつがましい 理屈ー 名詞＋ガマシ 1680 江戸
りくつらしい 理屈ー 名詞＋ラシ 1777 江戸
りこりこしい 利口利口 形容動詞語幹の重複＋シ 1823-44 江戸
りょうけんらしい 料簡ー・了簡ー 名詞＋ラシ 1746 江戸

りりし 語基の重複＋シ 1275 鎌倉
りんきがましい 悋気ー 名詞＋ガマシ 1830 江戸
れいぎただしい 礼儀正 名詞＋形容詞 1770 江戸
れいれいしい 麗麗 形容動詞語幹の重複＋シ 1909 明治

わかわかしい 若若 形容詞語幹の重複＋シ 970-999頃 ② 平安
わきわきし 分明 動詞連用形の重複＋シ 830 上代

わざとがまし 態とがまし 副詞＋ガマシ 1001-14頃 平安
わざとらしい 態ー 副詞＋ラシ 1895 明治

わづらはし 煩し 動詞未然形＋シ 9C末-10C初 ⑤ 平安
わづらうし 煩し わづらはしの転 1603-04 室町

わびし 動詞未然形＋シ ８C後 ⑥ 上代
わらうべし 名詞＋シ 未詳

わらべしい 童ー 名詞＋シ 1711頃 江戸
わらべらし 童らし 名詞＋ラシ 1595 安土桃山

わるざかしい 悪賢 形容詞語幹＋形容詞 1895 明治
われじ 名詞＋ジ ８C後 上代

わわし 語基の重複＋シ 1241 鎌倉
合計148語 合計492語 合計521語



上代語シク活用　 142 中古・中世語シク活用 492 近代語シク活用 521
名詞＋シ 4 名詞＋シ 10 名詞＋シ 11
語基＋シ 51 語基＋シ 24 語基＋シ 13
動詞未然形＋シ 39 動詞未然形＋シ 47 動詞未然形＋シ 10
動詞未然形＋ハシ 2 動詞未然形＋ハシ 12 動詞未然形＋ハシ 1
副詞＋シ 3 副詞＋シ 7 副詞＋シ 2

動詞連用形＋シ 2 動詞連用形＋シ 2
形容詞語幹＋シ 9 形容詞語幹＋シ 10
形容動詞語幹＋シ 12 形容動詞語幹＋シ 4

単純形容詞 99 単純形容詞 123 単純形容詞 53

名詞の重複＋シ 6 名詞の重複＋シ 29 名詞の重複＋シ 13
語基の重複＋シ 11 語基の重複＋シ 27 語基の重複＋シ 20
形容詞語幹の重複＋シ 2 形容詞語幹の重複＋シ 20 形容詞語幹の重複＋シ 9
動詞連用形の重複＋シ 1 動詞連用形の重複＋シ 9 動詞連用形の重複＋シ 5

形容動詞語幹の重複＋シ 11 形容動詞語幹の重複＋シ 9
動詞未然形の重複＋シ 3 動詞未然形の重複＋シ 0
副詞の重複＋シ 3 副詞の重複＋シ 0

畳語形容詞 20 重複形容詞 102 重複形容詞 56

名詞＋形容詞 11 名詞＋形容詞 42 名詞＋形容詞 72
語基＋形容詞 2 語基＋形容詞 2 語基＋形容詞 0
動詞連用形＋形容詞 5 動詞連用形＋形容詞 6 動詞連用形＋形容詞 2

副詞＋形容詞 3 副詞＋形容詞 1
形容詞語幹＋形容詞 2 形容詞語幹＋形容詞 1

形容動詞語幹＋形容詞 1
複合形容詞（畳語を除く） 18 複合形容詞（畳語を除く） 55 複合形容詞（畳語を除く） 77

接頭語による派生形容詞 [2] 接頭語による派生形容詞 [35] 接頭語による派生形容詞 [58]
モノ＋形容詞 2 モノ＋形容詞 10 モノ＋形容詞 7

イク＋形容詞 1
コ＋形容詞 8 コ＋形容詞 15
アイ＋形容詞 2 アイ＋形容詞 1
イラ＋形容詞 1
オ＋形容詞 1 オ＋形容詞 2
オホ＋形容詞 1
ウツ＋形容詞 1
ウス＋形容詞 1 ウス＋形容詞 1
ウソ＋形容詞 3 ウソ＋形容詞 2
スエ＋形容詞 1 スエ＋形容詞 1
ソコ＋形容詞 1 ソコ＋形容詞 3
ソラ＋形容詞 2 ソラ＋形容詞 1
ナマ＋形容詞 1 ナマ＋形容詞 3
マ＋形容詞 1

ア＋形容詞 1
ウスラ＋形容詞 2
イケ＋形容詞 6
ケ＋形容詞 1
ケチ＋形容詞 1
シチ＋形容詞 2
シャ＋形容詞 1
ショ＋形容詞 1
ヒチ＋形容詞 1
ブ＋形容詞 1
クソ＋形容詞 2
ス＋形容詞 1
ド＋形容詞 1
ヘラ＋形容詞 1

接尾語による派生形容詞 [2] 接尾語による派生形容詞 [118] 接尾語による派生形容詞 [212]

動詞連用形＋ガハシ 1 ガハシ 2
名詞＋グマシ 1

カマシ 3

ガマシ 54 ガマシ 57
メカシ 7 メカシ 6
ラシ 39 ラシ 89

表17　シク活用形容詞語構成の歴史的変化　



ラカシ 3 ラカシ 1
カハシ 2
クマシ 1
クラウシ／クラハシ 3
クルシ 2 クルシ 18
クロシ 2 クロシ 10

コマシ 1
クラシ 1
コシ 3
タラシ 26

派生形容詞 4 派生形容詞 153 派生形容詞 270

その他 1 その他 59 その他 65

★接尾語「ガマシ」 54 ★接尾語「ガマシ」 57
名詞＋ガマシ 40 名詞＋ガマシ 27
形容詞語幹＋ガマシ 1 形容詞語幹＋ガマシ 1
動詞連用形＋ガマシ 9 動詞連用形＋ガマシ 12
語基＋ガマシ 1 語基＋ガマシ 2
形容動詞語幹＋ガマシ 2 形容動詞語幹＋ガマシ 14
副詞＋ガマシ 1 副詞＋ガマシ 0

語基の重複＋ガマシ 1

★接尾語「ラシ」 39 ★接尾語「ラシ」 89
名詞＋ラシ 24 名詞＋ラシ 35
語基＋ラシ 3 語基＋ラシ 0
形容動詞語幹＋ラシ 5 形容動詞語幹＋ラシ 26
形容詞語幹＋ラシ 4 形容詞語幹＋ラシ 16
副詞＋ラシ 2 副詞＋ラシ 6
動詞連用形＋ラシ 1 動詞連用形＋ラシ 2

★接尾語「クロシ」 2 ★接尾語「クロシ」 10
名詞＋クロシ 0 名詞＋クロシ 3
形容詞語幹＋クロシ 2 形容詞語幹＋クロシ 3
動詞連用形＋クロシ 0 動詞連用形＋クロシ 2
語基＋クロシ 0 語基＋クロシ 1

★接尾語「クルシ」 2 ★接尾語「クルシ」 18
名詞＋クルシ 1 名詞＋クルシ 7
形容詞語幹＋クルシ 1 形容詞語幹＋クルシ 6
動詞連用形＋クルシ 0 動詞連用形＋クルシ 4

★接尾語「タラシ」 26
名詞＋タラシ 2
形容動詞語幹＋タラシ 15
形容詞語幹＋タラシ 7
動詞連用形＋タラシ 1
動詞その他の形＋タラシ 1



万葉集 時代別国語大辞典 日葡辞書 時代別国語大辞典 大辞林 日本国語大辞典
上代編 （邦訳） 室町時代編 （第二版） （第二版）

見出し語 漢字表記 見出し語 漢字表記見出し語 漢字表記 見出し語 漢字表記 見出し語 漢字表記 見出し語 漢字表記
あいあいし 愛愛し あいあいしい 愛愛しい あいあいしい 愛愛
あいぎやうがまし愛敬がまし あいぎょうがましい愛敬ー

あいきょうらしい 愛敬らしい あいきょうらしい 愛敬ー
あいくるしい 愛くるしい あいくるしい 愛ー

あいくろしい 愛ー
あいしたしい 相親ー

あいさうらし 愛そうらし
あいそうらしい 愛崇らしい あいそうらし 愛そうらし あいそうらしい 愛想ー

あいそしい 愛想
あいそらし 愛そらし あいそらしい 愛想ー

あいっくるしい 愛ー
あいひとしい 相等しい あいひとしい 相等

あいらしい 愛らしい あいらし 愛らし あいらしい 愛らしい あいらしい 愛ー
あいらっしい 愛ー
あおあおしい 青青

あかあかし 赤赤し
あからし 懇

あくらし 悪し
あぐるしい

あけしい あけしい 明
あさあさし 浅浅し あさあさしい 浅浅しい あさあさしい 浅浅
あさあざし 鮮鮮し

あさからしい 浅
あさすさまじい 朝冷まじい あさすさまじ 朝冷まじ

あさまし あさましい 浅ましい あさまし 浅まし あさましい 浅ましい あさましい 浅
あし 悪 あし 悪 あしい 悪しい あし 悪し あしい 悪しい あしい 悪

あしあらがまし
あじゃらしい 戯しい あじゃらしい 戯

あせがまし 汗がまし
あせぐらうし 汗ぐらうし
あたあたし
あだあだし 徒徒し

あたし 他
あたたし あたたしい あたたしい

あだめかしい 婀娜ー
あたらし 惜 あたらし 惜 あたらし 可惜し
あらたし 新 あらたし 新 あたらしい 新しい あたらし 新し あたらしい 新しい あたらしい 新

あつかはし 扱し
あつかはし 暑かはし
あつかまし 厚かまし あつかましい 厚かましい あつかましい 厚ー

あつかわしい 厚ー
あつくるしい 暑苦しい・熱苦しい あつくるしい 厚苦

あつくるしい 暑苦・熱苦
あつくらうし 暑くらうし あつくろうしい 暑苦

あつくろしい 暑苦
あつくらはし 暑くらはし
あつし 篤し

あっせいがましい 圧制ー

表18　各資料におけるシク活用形容詞の収録語彙



あつたらし 可惜し あったらしい 惜
あつっくるしい 暑苦・熱苦

あてあてしい 当て当てしい あてあてし 当当し
あてつけがましい 当て付けがましい あてつけがましい 当付ー

あなあさましい あな浅しい
あなかましい あな囂しい

あなずりがましい 侮ー
あひおなじ 相同じ

あぶかしい 危
あぶかわしい 危
あぶっかしい 危
あぶなかしい 危

あぶなっかしい 危なっかしい あぶなっかしい 危
あほうらしい 阿房らしい あほうらしい 阿呆ー

あほらしい 阿呆らしい あほらしい 阿呆ー
あまあましい 甘甘
あまたらしい 甘ー
あまったらしい 甘ー
あまりしい 余
あやうしい 危
あやかしい
あやくるしい

あやし 怪 あやし 怪 あやしい 怪しい あやし 怪し あやしい 怪しい あやしい 怪・妖・奇
あやぶまし 危し
あらあらし 荒荒し あらあらしい 荒荒しい あらあらしい 荒荒
あらあらし 粗粗し
あらかまし 荒かまし
あらくまし 荒くまし あらくましい 荒－
あらくもし 荒くもし あらくもしい 荒くもしい あらくもしい 荒ー

あらこましい 荒ー
あらまし 荒し

あらまほしい あらまほし
ありありしい 在り在りしい ありありし 在在し

ありがほし 有欲
ありつかうし 有付し
ありつかはし 有付し
あるめかし 有めかし

あわあわしい 沫沫
あはあはし 淡淡し あわあわしい 淡淡しい あわあわしい 淡淡
あはうらし 阿房らし

あわしい 淡
あわたたしい 慌しい あわたたし 慌し あわただしい 慌ただしい あわただしい 慌・遽

あはれがまし 哀がまし あわれがましい 哀ー
あはれし 哀し

あわれっぽしい 哀ー
あんまりしい
いいしい 言ー
いいわけがましい 言訳
いかがしい 如何

いかいかし 厳厳し
いかがらしい 如何ー

いかがし 如何し
いかがわしい 如何わしい いかがわしい 如何



いかし 厳
いかつがましい 厳ー
いかつめらしい 厳ー

いかめしい 厳めしい いかめしい 厳めしい いかめしい 厳ー
いきいきしい 生生

いきぐるしい 息苦しい いきぐるしい 息苦
いきぜわしい 息忙

いきだうし 息だうし
いきだわしい 息だはしい いきだはし 息だはし いきだわしい 息

いきづかし 息衝 いきづかし 気衝 いきづかし 息づかし
いきづがはし 息づがはし

いきどうしい 息だうしい いきどうしい 息
いきどおしい 息
いきどしい 息

いきどほろし
いくひさしい 幾久しい いくひさし 幾久し いくひさしい 幾久しい いくひさしい 幾久

いけあつかましい ー厚
いけずうずうしい いけずうずうしい ー図図

いけそうぞうしい ー忩忩・ー騒騒
いけばかばかしい ー馬鹿馬鹿
いけふさふさしい
いけやかましい ー喧
いけんがましい 意見ー・異見ー

いさをし 功・勤
いさましい 勇ましい いさまし 勇まし いさましい 勇ましい いさましい 勇
いしい いし 美し いしい 美

いしいしし 以次以次し
いしこらしい いしこらしい
いじましい いじましい
いじらしい いじらしい

いすかし 傲佷
いそがしい 忙しい いそがし 忙し いそがしい 忙しい いそがしい 忙・急

いそがしらしい 忙ー
いそがわしい 忙はしい いそがはし 忙し いそがわしい 忙わしい いそがわしい 忙

いそし 勤勉 いそし 勤 いそし 勤し
いたいけらし 幼気らし いたいけらしい 幼気ー

いたいたしい 痛々しい いたいたし 痛痛し いたいたしい 痛痛しい いたいたしい 痛痛・傷傷
いたかがまし

いたしい
いたずがわしい 労がはしい いたづがはし 労し

いたずらいたずらしい
いたましい 痛ましい いたまし 痛し・傷しいたましい 痛ましい・傷ましい いたましい 痛・傷

いたはし 労 いたはし 労 いたわしい 痛はしい いたはし 労し いたわしい 労しい いたわしい 労・痛
いたぶらし 甚振 いたぶらし

いちしるし 著し いちぐるしい 著しい いちじるしい 著
いつくし 厳 いつくし 厳 いつくしい 美しい いつくし 厳し・美し

いつたうし 甚し いっとうしい
いつたし 甚し

いつつし
いつわりがましい 偽ー
いとうしい

いとおしい （いとほしい） いとおしい 愛しい いとおしい
いとはし 厭 いとはし 厭 いとしい 愛しい いとしい 愛ー



いとしぼらしい
いとしらしい 愛しらしい いとしらしい 愛

いとどし
いとはし 厭し いとわしい 厭わしい いとわしい 厭

いとほし 労 いとほし
いなかめずらしい 田舎珍
いびしい

いふかし 訝 いふかし 不審 いぶかしい 訝しい いぶかし 訝し いぶかしい 訝しい いぶかしい 訝
いぼいぼしい 疣疣

いまいましい 忌々しい いまいまし 忌忌し いまいましい 忌ま忌ましい いまいましい 忌忌
いまいまはし 忌忌はし

いまさららしい 今更らしい いまさららしい 今更ー
いましい 忌

いまだし 未し
いまめかしい 今めかしい いまめかし 今めかし いまめかしい 今めかしい いまめかしい 今ー

いまめかはし 今めかはし
いまわしい 忌まはしい いまはし 忌し いまわしい 忌まわしい いまわしい 忌ー

いみあたらしい 意味新
いみいみし

いみじい いみじ
いめいめしい
いめえましい
いめましい
いやこしい

いやけし 弥怪し
いやし 賤 いやし 賤 いやしい 卑しい・賤しい いやし 賤し・卑しいやしい 卑しい・賎しい いやしい 賎・卑・鄙

いやったらしい 嫌ー
いやみたらしい 嫌みたらしい いやみたらしい 厭味ー

いやみったらしい 厭味ー
いやみらしい 厭味ー

いやめずらしい 弥珍しい いやめづらし 弥珍し
いやらしい 嫌らしい いやらしい 嫌ー・厭ー

いよいよし 弥し
いよし 弥し いよしい

いらいらしい 苛々しい いらいらし 苛苛し いらいらしい 苛苛しい いらいらしい 苛苛
いらだたしい 苛立しい いらだたしい 苛立

いらひどし 苛酷し
いろがましい 色ー

いろめかし 色めかし
いんきらしい 陰気ー

ういういしい 初々しい うひうひし 初初し ういういしい 初初しい ういういしい 初初ー
うかうかしい うかうかし

うけらうし 受らうし
うざかしい
うざっかしい
うさんらしい 胡散ー
うすうすしい 薄薄ー

うすかうばし 薄香し
うすさびしい 薄寂ー
うすらかなしい 薄悲
うすらさびしい 薄寂

うそがなし うそ悲し
うそがまし 嘘がまし



うそさびしい うそ寂しい うそさびしい 薄寂
うそさみしい 薄寂

うそすさまし うそ凄し
うそはづかし うそ恥し うそはずかしい うそ恥ずかしい うそはずかしい 薄恥

うそらしい 嘘
うだうだしい うだうだしい

うたがはし 疑 うたがわしい 疑はしい うたがはし 疑し うたがわしい 疑わしい うたがわしい 疑
うだしい 穏

うただぬし
うただのし

うたてしい うたてし 転し
うちつけがましい 打付ー

うつうつし 鬱鬱し
うつくし 愛 うつくし 愛 うつくしい うつくし 美し うつくしい 美しい うつくしい 美・愛
うつし 現 うつし 現

うつたうし 鬱陶し うっとうしい 鬱陶しい うっとうしい 鬱陶
うつとし 鬱陶し うっとしい 鬱陶
うつぱづかし 打恥し

うとうとしい うとうとし 疎疎し うとうとしい 疎疎しい うとうとしい 疎疎
うとましい 疎ましい うとまし 疎し うとましい 疎ましい うとましい 疎

うぬぼれらしい 自惚ー
うぶうぶしい 生生

うまうましい うまうましい 旨旨しい うまうましい
うまし 味・可美

うむがし
うやうやし 恭 うやうやしい 恭しい うやうやし 恭し うやうやしい 恭しい うやうやしい 恭

うやまわしい 敬わしい うやまわしい 敬
うらいまし 羨し うらいましい 羨
うらうらし

うらがなし 心悲 うらがなし うらがなし 心悲し うらがなしい 心悲しい うらがなしい 心悲

うらぐはし 心妙 うらぐはし
うらごひし 心恋 うらごひし 裏恋

うらごほし
うらさびし 心寂し うらさびしい 心寂しい うらさびしい 心寂・心淋

うらさみしい 心寂
うらはずかしい 心恥ずかしい うらはずかしい 心恥

うらましい うらまし 恨し うらましい 恨
うらみがしい 恨みがましい・怨みがましい うらみがましい 恨ー

うらみたらしい 恨ー
うらめし 恨 うらめし 恨 うらめしい 恨めしい うらめし 恨し うらめしい 恨めしい・怨めしい うらめしい 恨・怨

うらめづらし 心珍し
うらやまし 妬忌 うらやましい 羨しい うらやまし 羨し うらやましい 羨ましい うらやましい 羨

うるしい 嬉
うるはし 愛・麗 うるはし 愛 うるわしい 麗はしい うるはし 麗し うるわしい 麗しい うるわしい 美・麗
うれし 嬉 うれし 歓 うれしい 嬉しい うれし 嬉し うれしい 嬉しい うれしい 嬉・快・歓

うれしがなし 嬉悲し うれしがなしい 嬉し悲しい うれしがなしい 嬉・悲
うれはし 憂し

うわきらしい 浮気ー
えぐたらしい
えせわしい 似非

ゑまし 笑
ゑまはし 笑 ゑまはし



えようらしい 栄耀ー
えんりょがましい 遠慮ー

おいしい おいしい 美味・旨味
おいぼいぼしい
おうかましい
おおぎょうらしい 大仰ー
おおしい 多

ををし 雄々 ををし 雄 おおしい 雄雄しい・男男しい おおしい 雄雄・男男
おおせらしい 仰せらしい おほせらしい 仰らしい おおせらしい 仰ー

おおそれがまし 恐がまし
おかしい をかしい をかし 可笑し おかしい おかしい

おかしらしい
おくだのもしい 奥頼もしい おくだのもし 奥頼し おくだのもしい 奥頼

おくゆかし 奥ゆかし おくゆかしい 奥床しい おくゆかしい 奥床
をこがまし 痴がまし おこがましい 痴がましい・烏滸がましい おこがましい 痴・烏滸
をこをこし 痴痴し

おここし 沈毅
おごりがましい 驕ー・奢ー

をさをさし 幹了・直・卓おさおさしい 長々しい をさをさし 長長し
おさながましい 幼がましい をさながまし 幼がまし
おさなしい 幼しい をさなし 幼し

おさならしい 幼ー
をし 惜 をし 惜 おしい 惜しい をし 惜し おしい 惜しい おしい 惜・愛

おしつけがましい 押（し）付けがましい おしつけがましい 押付ー
おずまし 悍し
おそいし おぞいしい
おそし 恐し
をそなし 幼し
おぞまし 悍し おぞましい 悍ましい おぞましい 悍

おぞましい 鈍ましい おぞましい 鈍
おそれがましい 恐・畏れがましい おそれがまし 恐がまし
おそろしい 恐ろしい おそろし 恐し・畏しおそろしい 恐ろしい おそろしい 恐

おだひし 穏 おだしい 穏しい おだし 穏し おだしい 穏
おっそろしい 恐
おっとろしい 恐
おとおどおしい 御遠遠
おどおどしい
おとここいしい 男恋
おとこはずかしい 男恥
おとこめずらしい 男珍

おとこらしい 男らしい をとこらし 男らし おとこらしい 男らしい おとこらしい 男ー
おとどしい
おとながましい 大人ー

おとなしい 大人しい おとなし 大人し おとなしい 大人しい おとなしい 大人
おとまし 疎し おとましい 疎
おとろし おとろしい 恐

おとろっしい 恐
おどろおどろし おどろおどろし おどろおどろしい

おどろし
おなごらしい 女らしい をなごらし 女らし おなごらしい 女子らしい おなごらしい 女子ー

おなじ 同 おなじ 同 おなじい 同じい おなじ 同じ おなじい 同じい おなじい 同
おはもじい 御は文字

おびただしい 夥しい おびたたし 夥し おびただしい 夥しい おびただしい 夥



おぼおぼしい
おぼしい 覚しい おぼしい 思しい おぼしい 思・覚

おほひさし 大久し
おほほし 鬱 おほほし 鬱

おぼろおぼろしい 朧朧
おむがし 欣感

おめおめし
おもおもしい 重々しい おもおもし 重重し おもおもしい 重重しい おもおもしい 重重

おもきらはし 面嫌し
おもくるしい 重苦しい おもくるしい 重苦
おもくろしい 重苦しい おもくろしい 重苦

おもしろをかし 面白をかしおもしろおかしい 面白おかしい おもしろおかしい 面白可笑
おもだたし 面立し

おもっくるしい 重苦
おもはづかし 面恥し

おもひがなし思悲 おもひがなし
おもひぐるし思苦 おもひぐるし おもひぐるし 思苦し

おもひでがまし 思出がまし
おもぶせし 面伏し

おもほし 思 おもほし
おもはし 思し おもわしい 思わしい おもわしい 思

おやがましい 親ー
おやじ 同 おやじ 同 おやじ 同じ

およし
おりみただしい 折身正

おりめただしい 折（り）目正しい おりめただしい 折目正
おろかしい 愚かしい おろかしい 愚

おろし 恐し
おろしい

おんがましい 恩がましい おんがましい 恩
　 おんぎがましい 恩義ー・恩誼ー

おんきせがましい 恩着せがましい おんきせがましい 恩着ー
おんなめずらしい 女珍

おんならしい 女らしい おんならしい 女ー
かあいらしい 可愛

かいがいしい 甲斐甲斐しい かひがひし 甲斐甲斐しかいがいしい 甲斐甲斐しい　 かいがいしい 甲斐甲斐
かひがはし 甲斐がはし かいがわしい

かいしょうらしい 甲斐性ー
かいしょらしい 甲斐性ー

かうがうし 神神し
かうばし 香し

かがやかしい 輝かしい・耀かしい・赫かしいかがやかしい 輝・耀
かからはし 懸 かからはし

かかりがまし 懸がまし
かぎりがまし 限がまし

かくちょうただしい格調正
かぐはし 馨 かぐはし かぐはし 香し・芳しかぐわしい 香しい・芳しい・馨しい かぐわしい 芳・香・馨

かごとがましい 託言ー
かしかましい 囂しい かしかまし かしがましい 囂しい かしがましい 囂・喧

かじくろしい
かしましい 姦しい かしまし 喧し かしましい 姦しい・囂しい かしましい 囂・姦・喧
かたくなしい 頑しい かたくなし 頑し

かたくなはし 頑し



かたくるしい 堅苦しい かたくるしい 堅苦
かたくろしい 堅苦
かたっくるしい 堅苦

かたまし 姦 かだましい 　しい かだまし 姦し・奸し かだましい 奸・　夫
かたはし 片端し
かたはらさびし 傍寂し

かってがましい 勝手がましい かってがましい 勝手
かどかどしい 角々しい かどかどし 角角し かどかどしい 角角しい かどかどしい 角角
かどがましい 角がましい かどがまし 角がまし かどがましい
かどましい 角ましい かどまし 角まし かどましい

かなし 愛・悲 かなし 悲 かなしい 悲しい かなし 愛し・悲し・哀しかなしい 悲しい・哀しい・愛しい かなしい 悲・哀・愛
かなしましい 悲

かまびすしい 喧しい かまびすし 喧し かまびすしい 喧しい・囂しい かまびすしい 囂・喧
かまびそし 喧し

かやましい
かるがるしい 軽々しい かるがるし 軽軽し かるがるしい 軽軽しい かるがるしい 軽軽

かるがろしい 軽軽
かろがろしい 軽々しい かろがろし 軽軽し かろがろしい 軽軽しい かろがろしい 軽軽

かわいらしい 可愛らしい かわいらしい 可愛ー
かはゆらし かわゆらしい かわゆらしい 可愛ー
かんばし 香し・芳しかんばしい 芳しい・香しい・馨しい かんばしい 芳・香・馨

きかまほしい 聞かまほしい きかまほし 聞まほし
ききぐるし 聞苦し ききぐるしい 聞（き）苦しい ききぐるしい 聞苦

ぎぎしい 儀儀
きぐるしい 気苦しい きぐるしい 気苦

きざったらしい 気障ったらしい きざったらしい 気障ー
ぎしきただしい 儀式正
きずいがましい 気随ー

きぜわしい 気忙しい きぜわしい 気忙
きそくただしい 規則正しい きそくただしい 規則正
きたならしい 汚らしい きたならしい 汚ー

きづかはし 気遣し きづかわしい 気遣わしい きづかわしい 気遣
きっしくらしい
きっとしい 急度

きつねがまし 狐がまし
きづましい 気詰
きのどくったらしい気毒ー
きのどくらしい 気毒ー

きはずかしい 気恥ずかしい きはずかしい 気恥
きびしい 厳しい きびし 密し・厳しきびしい 厳しい きびしい 厳

きほし 着欲 きほし 欲服
きむずかしい 気難しい きむずかしい 気難

きやくしんがまし隔心がまし きゃくしんがましい隔心ー
きやさしい 気優

ぎょうぎただしい 行儀正しい ぎょうぎただしい 行儀正
ぎょうぎょうしい ぎやうぎやうし ぎょうぎょうしい 仰仰しい ぎょうぎょうしい 仰仰

ぎょうさんたらしい仰山ー
ぎょうさんらしい 仰山ー
ぎょうたくましい 仰逞
きょうはくがましい脅迫ー

ぎょうらしい （げうらしい） ぎようらし ぎょうらしい 仰ー
きょときょとしい

きらぎらし きらきらし 端正 きらきらし 煌煌し



きらめかしい 煌ー
きらはし 嫌し

ぎりぎりしい 義理義理しい ぎりぎりしい 義理義理
きりつただしい 規律正

きはきはし 際際し
くいしい
くさらしい 臭ー

くし 奇 くし 奇 くしい 奇
くじょうがましい 苦情ー

くすし 奇 くすし 奇
くすばし

くせぐせし 曲曲し
くぜつがましい 口舌がましい くぜつがましい 口舌ー

くそいまいましい 糞忌忌
くそやかましい 糞喧

くだくだし 細砕 くだくだし くだくだしい くだくだしい
くちあたらしい 口新

くちおしい 口惜しい くちをし 口惜し くちおしい 口惜しい くちおしい 口惜
くちかしがましい 口喧

くちがましい 口がましい くちがまし 口がまし くちがましい 口喧
くちさかしい 口賢

くちさびしい 口寂しい くちさびしい 口寂
くちざみしい 口淋しい くちざみしい 口寂

くちさむしい 口寂
くちはづかし 口恥し

くちやかましい 口喧しい くちやかましい 口喧
くどくどし くどくどしい くどくどしい

くまくまし くまぐまし 隈隈し
くもらはし 曇し
くやくやし

くやし 悔 くやし 悔 くやしい 悔しい くやし 悔し くやしい 悔しい・口惜しい くやしい 悔・口惜
くらべぐるし 比苦し

くるおしい 狂おしい くるおしい 狂
くるし 苦 くるし 苦 くるしい 苦しい くるし 苦し くるしい 苦しい くるしい 苦

くるわしい 狂わしい くるわしい 狂
くれぐれし 呉呉し

くろぐろしい 黒黒
くはし 妙・細 くわしい 委しい くはし 精し・委しくわしい 詳しい・委しい・精しい くわしい 美・細・妙・詳・委・精

くんじくろしい
げいがましい 芸ー

けいげいしい けいげいしい
けいはくらしい 軽薄らしい けいはくらしい 軽薄

けいまいましい ー忌忌
げうげうし
けがし
けがらうし 穢し

けがらはし 汙穢 けがらわしい 穢らはしい けがらはし 穢し けがらわしい 汚らわしい・穢らわしい けがらわしい 汚・穢
けけし

けげしい 異異
けし 異 けし

げすげすし 下衆下衆し
げすし 下衆し

けたたましい けたたましい



けたましい けたまし けたましい
けちいまいましい
けっこうらしい 結構

げにげにし 実実し
げにもらし 実もらし

けばけばしい けばけばしい
けばたたしい

げふげふし
げふらし

けわしい 嶮しい けはし 険し けわしい 険しい けわしい 険・嶮
げんぎんがましい 現銀ー
けんけんしい
げんざらしい
げんじらしい 験著
げんじるしい 験著
けんつくらしい 剣突
けんぺいらしい 権柄ー
こあたらしい 小新

こひし 恋 こひし 恋 こいしい 恋しい こひし 恋し こいしい 恋しい こいしい 恋
こいまいましい 小忌忌
こいやらしい 小嫌

こうごうしい 神神しい こうごうしい 神神
こうばしい 香ばしい・芳ばしい こうばしい 香ばしい・芳ばしい こうばしい 香・芳

こうれしい 小嬉
こえめずらしい 声珍

こきだし
こぎたならしい 小汚

こごし 凝 こごし
こころいそがはし心忙し
こころうつくし 心愛し

こころうれしい 心嬉しい こころうれし 心嬉し こころうれしい 心嬉しい こころうれしい 心嬉
こころがなし心悲 こころがなし情悲 こころがなしい 心悲
こころぐるし心苦 こころぐるし情苦 こころぐるしい 心苦しい こころぐるし 心苦し こころぐるしい 心苦しい こころぐるしい 心苦

こころぐるわしい 心狂
こころこひし心恋 こころこひし心恋

こころさびしい 心寂しい・心淋しい こころさびしい 心寂・心淋
こころさみしい 心淋しい こころさみしい 心寂・心淋

こころざむしい 心寂・心淋
こころさわがしい 心騒

こころすずし 心涼し こころすずしい 心涼
こころぜわしい 心忙しい こころせわしい 心忙

こころたのしい 心楽
こころだのもしい 心頼
こころにぎわしい 心賑

こころむつかしい心むつかしい こころむつかし 心むつかし こころむずかしい 心難
こころやさしい 心優

こころやましい 心疚しい・心疾しい こころやましい 心疾
こころゆかしい 心床

こざかしい 小賢しい こざかし 小賢し こざかしい 小賢しい こざかしい 小賢
こさびし 小寂し こさびしい 小寂しい こさびしい 小寂・小淋

こじおらしい
こしつがまし 故実がまし
こすさまじ 小凄じ こすさまじい 小凄



こすずし 小涼し こすずしい 小涼
こぜわしい 小忙しい こぜわしい 小忙
ごたいそうらしい 御大層らしい ごたいそうらしい 御大層ー

こたのし 小楽し こたのしい 小楽
こぢくらうし

こっぱずかしい 小っ恥ずかしい こっぱずかしい 小恥
こつがまし 骨がまし
ことあし 事悪し
ことあたらし 事新し ことあたらしい 事新しい ことあたらしい 事新
こといそがはし 事忙し
ことがまし 言がまし
ことがまし 事がまし

ことことしい 事々しい ことことし 事事し ことごとしい 事事しい ことごとしい 事事
ことさびし 事寂し

ことさららしい 殊更ー
ことすさまじ 事凄し

ことそうぞうしい事忩々しい ことそうぞうし 事忩忩し
ことばさかし 言葉賢し
ことむつかし 事むつかし ことむずかしい 事難
ことめづらし 事珍し

こどもこどもしい 子供子供
こどもめずらしい 子供珍

こどもらしい 子供らしい こどもらしい 子供ー
ことよりしい 事よりしい

ことよろし 事宜し
ことらしい 事ー
こなつかしい 小懐
こにくてらしい 小憎体

こにくらしい 小憎らしい こにくらしい 小憎
このましい 好ましい このまし 好し このましい 好ましい このましい 好

このもし 好し このもしい 好もしい このもしい 好
こはごはし 強強し

こはずかしい 小恥ずかしい こはずかしい 小恥
こほし 恋 こほし

こまかし 細し こまかしい 細かしい こまかしい 細
こまごましい 細々しい こまごまし 細細し こまごましい 細細しい こまごましい 細細

こまっかしい 細
こむさらしい

こむずかしい 小難しい こむずかしい 小難
こむつかし こむつかしい 小難しい

こむやくしい 小無益
こめかうし 小目かうし

こやかましい 小喧しい こやかましい 小喧
こやさし

ごらんぐるしい 御覧苦
こわっぱしい 硬ー

こわらしい 怖らしい こわらしい 怖ー
こわらしい 強ー

さいかくがまし 才覚がまし
さいくがまし 細工がまし

さいそくがましい 催促がましい さいそくがましい 催促
さえざえしい 冴え冴えしい さえざえしい 冴冴・冱冱

ざうさがまし 造作がまし



さうざし 寂寞し
さかざかし 賢賢し

さかし 賢 さかし 賢 さかしい 賢しい さかし 賢し さかしい 賢しい さかしい 賢
さがし 険 さがしい 険しい さがし 険し

さげすましい 蔑
さしずがましい 指図ー

さしいでがまし 差出がまし
さしでがましい 差し出がましい さしでがまし 差出がましさしでがましい 差（し）出がましい さしでがましい 差出

さだし 貞
さたがまし 沙汰がまし

さっつべらしい さつつべらしい
さびさびし 寂寂し

さびし さびしい 寂しい さびし 寂し さびしい 寂しい・淋しい さびしい 寂・淋
さぶし 寂・淋 さぶし 不楽・不 さぶしい 寂・淋

さほうただしい 作法正
さまあし 様悪し
さまうし さまうしい 様憂
さまし

さまじい
さみし 寂し さみしい 淋しい・寂しい さみしい 寂・淋

さむざむしい 寒寒しい さむざむしい 寒寒
さむしい 寂しい・淋しい さむしい 寂・淋

さもし さもしい さもしい
さもとらし
さやうめかし 然様めかし
さるべかし 然べかし
さるめかし 然めかし

さわがしい 騒がしい さわがし 騒し さわがしい 騒がしい さわがしい 騒
さわがましい 騒ー
ざわめかしい

しおらしい （しほらしい） しおらしい しおらしい
しかしかし 確確し

しかつがましい
しかつべしい

しかつべらしい しかつべらしい
しかつめらしい しかつめらしい 鹿爪

しかりつべし 然つべし
しかるべし 然べし

しけし 穢・蕪
しさいらしい 子細らしい・仔細らしい しさいらしい 子細ー

しぜんらしい 自然ー
したゑまし 下笑 したゑまし

したし 親 したしい 親しい したし 親し したしい 親しい したしい 親
したじたしい 親親
したしましい 親
したもどかしい 舌ー

したはし 慕し したわしい 慕わしい したわしい 慕
しちむずかしい しち難しい しちむずかしい ー難

しちやかましい ー喧
じちらかし 実らかし

じちらしい 実らしい じちらし 実らし じちらしい 実らしい じちらしい 実ー
じつらし 実らし じつらしい 実ー
しとし 等し



しなっこしい
しなっこらしい

しのばし 偲し
じまんたらしい 自慢たらしい じまんたらしい 自慢ー

じまんらしい 自慢ー
しゃこざかしい ー小賢
じゃまらしい 邪魔ー
じゆうがましい 自由ー

しゅっけらしい 出家らしい しゆつけらし 出家らし
じゅんじょただしい順序正
しょうしい 笑止

しょうじきらしい正直らしい
しょうしらしい 笑止ー

しょうねらしい 性根らしい しやうねらし 性根らし しょうねらしい 性根ー
しやうらかしい 性らかしいしょうらかしい しょうらかしい

じょうらかしい 情ー
しょうろうがしい

じやうらふし 上臈し
しょむずかしい しょ難しい しょむずかしい ー難

じょれつただしい 序列正
しらしい 白

しらしらし 白白し しらじらしい 白白しい しらじらしい 白白
しりひかし

しれがまし 痴がまし
じれじれしい 焦焦
しろえらしい 白絵ー
じんじょうらしい 尋常ー
しんせつめかしい 親切ー
じんたいらしい 人体ー・仁体ー

じんていらしい 人体らしい じんていらしい 人体ー・仁体ー
じんとうらしい じんとうらしい 実頭らしい

じんぶつらしい 人物らしい じんぶつらしい 人物ー
すいがましい 粋ー

すいたらしい 好いたらしい すいたらしい 好ー
すいらしい 粋ー

ずうずうしい 図図しい ずうずうしい 図図
すえおそろしい 末恐ろしい すえおそろしい 末恐
すえたのもしい 末頼もしい すえたのもしい 末頼

すがし すがしい 清しい すがしい 清
すがすがし すがすがしい 清清しい すがすがしい 清清

すかんたらしい 好かんたらしい すかんたらしい 好ー
すかんらしい 好ー

すくし 健し
すぐしい 直しい すぐしい 直
すぐすぐしい 直々しい すぐすぐしい 直直

すぐらしい 直ー
すけべえたらしい 助兵衛ー

すけべえったらしい助兵衛ったらしい すけべえったらしい助兵衛ー
すこしらしい 少ー

すさましい 凄・冷・寒ましい
すさまじい 凄・冷・寒まじい すさまじ 寒じ・冷じすさまじい 凄まじい・冷まじい すさまじい 凄

すじめただしい 筋目正しい すじめただしい 筋目正
すずし 涼 すずし 冷 すずしい 涼しい すずし 涼し すずしい 涼しい すずしい 涼



ずずしい 図図
すすまし 進し
すずまし 涼し
すずろがまし

すっばらしい 素晴
すなつかしい 素懐

すねくろしい 拗ねくろしい すねくろしい 拗ー
すばらしい 素晴らしい すばらしい 素晴

ずぶずぶしい 図分図分
すぼらしい
すんばらしい 素晴
せいらしい 勢ー
ぜいらしい 贅ー
せかせかしい

せからしい せからしい せからしい せからしい
せきせきし 戚戚し

せぐるしい せぐるしい ー苦
せじせじしい 世辞世辞
せせかしい

せせかましい せせかまし せせかましい せせかましい
せせかはし せせかわしい

せせこましい せせこましい
せせっこましい
せつらしい

せつせつし 切切し
せつろしい
せばくるしい 狭苦

せまくるしい 狭苦しい せまくるしい 狭苦
せまくろしい 狭ー

　 せまっくるしい 狭苦
せわしい 忙しい せはし 忙し せわしい 忙しい せわしい 忙
せわせわしい 忙々しい せはせはし 忙忙し せわせわしい 忙忙しい せわせわしい 忙忙

せばせばし 狭狭し
せんさくがましい 穿鑿─・詮索─
せんしょうらしい 僭上ー

そうがましい 騒がましい そうがましい 騒ー
そうぞうがましい 忩忩－・騒騒ー

そうぞうしい 忩々しい そうぞうし 忩忩し そうぞうしい 騒騒しい そうぞうしい 忩忩・騒騒
ぞうぞうしい 雑雑
そうだんがましい 相談

そがそがし
ぞくがましい 俗がましい ぞくがまし 俗がまし
ぞくたしい 俗たしい ぞくたしい 俗たしい ぞくたしい 俗ー
ぞくらしい 俗らしい ぞくらし 俗らし ぞくらしい 俗ー

そぐわしい そぐわしい
そこおそろしい 底恐
そこがなしい 底悲
そこさびしい 底寂

そこすさまじ 底寒じ
そこつらしい 粗忽ー

そそかしい そそかしい
そそかはし

そそこうしい （そそかうしい） そそかうしい そそこうしい



そそこしい
そそっかしい そそっかしい

そぞろおそろしい 漫恐
そぞろはし

そとなつかしい 外懐
そとめずらしい 外珍

そねまし 嫉し
そばそばし 稜稜し

そらうつくしい 空美
そらおそろしい 空恐ろしい そらおそろしい 空恐
そらぞらしい 空空しい そらぞらしい 空空

そらはづかし 空恥し そらはずかしい 空恥ずかしい
そわそわしい そわそわしい

そんだいらしい 尊大
たいそうらしい 大層らしい たいそうらしい 大層ー・大造ー

たいだいしい 大大
たぎたぎし
たくまし 快 たくましい 逞しい たくまし 逞し たくましい 逞しい たくましい 逞

たけし 猛し
たけだけし 猛猛し たけだけしい 猛猛しい たけだけしい 猛猛

ただし 正 ただしい 正しい ただし 正し ただしい 正しい ただしい 正
たたはし 偉 たたわしい 湛
たづたづし たづたづし

たどたどしい たどたどし たどたどしい たどたどしい
たにんがましい 他人ー

たのし 楽 たのし 楽 たのしい 楽しい たのし 楽し たのしい 楽しい たのしい 楽
たのしらしい 楽ー

たのもし 頼 たのもしい 頼もしい たのもし 頼し たのもしい 頼もしい たのもしい 頼
だらだらしい

ちかし 近し ちかしい 近しい・親しい ちかしい 近・親
ちかぢかしい 近々しい ちかぢかし 近近し ちかぢかしい 近近

ちつじょただしい 秩序正
ちゃわちゃわしい

ちゃんちゃらおかしい ちゃんちゃらおかしい
ちょうじょうしい 長上

ちょうちょうしい（てうてうしい） てふてふし 喋喋し ちょうちょうしい 喋喋しい ちょうちょうしい 喋喋
ちょうほうらしい調法らしい てうはふらし 調法らし

ついでがましい 序ー
つからし 疲

つきよらし 着宜
つつましい 慎ましい つつまし 慎し つつましい 慎ましい つつましい 慎

つづまし 約し つづましい 約
つべつべし
つべらし

つましい つまし つましい 約しい・倹しい つましい 倹
つまづましい

つやつやしい 艶艶しい つやつやしい 艶艶
つらあてがましい 面当てがましい つらあてがましい 面当ー

つらめしい
てがましい 手がましい てがまし 手がまし てがましい 手

てきびしい 手厳しい てきびしい 手厳
てくだしい 手管

てばてばしい てばてばし てばてばしい てばてばしい



てんごうらしい
どいやらしい ー嫌・－厭
どうやらしい
どうやららしい

とほとほし とおどおしい 遠しい とほどほし 遠遠し とおどおしい 遠遠しい とおどおしい 遠遠
とがとがしい

ときじ 時 ときじ 不時
どくどくし 毒毒し どくどくしい 毒毒しい どくどくしい 毒毒
どくらし 毒らし

とげとげしい 刺刺しい とげとげしい 刺刺
とこめづらし常珍

とざまがまし 外様がましとざまがましい 外様がましい
としひさしい 年久しい としひさしい 年久

とのがましい 殿ー
とぼかしい とぼかし 惚し とぼかしい
とぼしい 乏しい とぼし 乏し とぼしい 乏しい とぼしい 乏

ともし 乏・惹/少/羨ともし 乏 ともしい 乏しい ともし 乏し ともしい 乏しい・羨しい ともしい 乏・羨
なかしい 泣
ながしい 長

ながたらしい 長たらしい ながたらしい 長ー
ながったらしい 長ったらしい ながったらしい 長ー

ながながし 長永 ながながしい 長々しい ながながし 長長し ながながしい 長長しい ながながしい 長長・久久
なかむつまじい 仲睦・中睦

なぐし 和
なぐはし 名細 なぐはし 名細

なげかしい 歎かしい なげかし 歎し なげかしい 嘆
なげかはし 歎し なげかわしい 嘆かわしい なげかわしい 嘆

なごりおしい 名残惜しい なごりおしい 名残惜しい なごりおしい 名残惜
なさけがまし 情がまし

なさけらしい 情けらしい なさけらしい 情ー
なずましい 泥

なたてがましい 名立てがましい なたてがましい 名立ー
なつかし 懐 なつかし なつかしい 懐かしい なつかし 懐し なつかしい 懐かしい なつかしい 懐

なにとやらしい 何ー
なまあたらしい 生新しい なまあたらしい 生新

なまいやらしい 生嫌
なまし 生 なましい 生しい なまし 生し なましい 生

なまなましい 生々しい なまなまし 生なまし なまなましい 生生しい なまなましい 生生
なまはずかしい 生恥

なまめかしい なまめかし 生めかし なまめかしい 艶かしい なまめかしい 艶ー
なまやさしい 生易しい なまやさしい 生易・生優

なみだぐまし涙 なみだぐまし なみだぐましい 涙ぐましい なみだぐましい 涙ー
なめたらしい 無礼ー

なやまし 悩 なやまし 不平・阻 なやましい 悩ましい なやましい 悩
なれなれしい 馴々しい なれなれし 馴馴し なれなれしい 馴れ馴れしい なれなれしい 馴馴

なんだいがましい 難題ー
にあはし 似合し にあわしい 似合（わ）しい にあわしい 似合

におわしい 匂
にがにがしい 苦々しい にがにがし 苦苦し にがにがしい 苦苦しい にがにがしい 苦苦
にぎにぎしい 賑々しい にぎにぎし 賑賑し にぎにぎしい 賑賑しい にぎにぎしい 賑賑

にぎやかしい 賑
にぎやしい 賑

にぎはし 賑し にぎわしい 賑わしい にぎわしい 賑



にぎははし 賑し
にくたらしい 憎たらしい にくたらしい 憎ー

にくったらしい 憎ー
にくていらしい 憎体ー

にくてらしい 憎体らしい にくてらしい 憎体ー
にくにくしい 憎憎しい にくにくしい 憎憎
にくらしい 憎らしい にくらしい 憎ー

にたし
につかしい 似付

につかわしい 似つかはしい につかはし 似つかはしにつかわしい 似付かわしい につかわしい 似付
につくらしい 似付

につこらしい 似つこらしい につこらしい 似ー
にはし 急・俄 にはし

にひし 新
にやつこらしい
にやにやしい
にやわしい 似合

にんげんらしい 人間らしい にんげんらしい 人間
ぬけぬけしい 抜抜
ぬめぬめしい 滑滑

ねがはし 願 ねがわしい 願はしい ねがはし 願し ねがわしい 願わしい ねがわしい 願
ねぐるしい 寝苦しい ねぐるしい 寝苦

ねたましい 妬ましい ねたまし 妬し ねたましい 妬ましい ねたましい 妬・嫉
ねだりがまし ねだりがましい 強請

ねばくろしい 粘ー
ねばねばしい 粘粘
ねやさびしい 閨寂

のこりおしい 残り惜しい のこりおしい 残惜
のぞましい 望ましい のぞまし 望し のぞましい 望ましい のぞましい 望

のろのろし 呪呪し
のろわしい 呪わしい のろわしい 呪

はえばえし 映映し
はかし

はかばかしい はかばかし はかばかしい 捗捗しい はかばかしい 捗捗・果果
ばかばかしい 馬鹿馬鹿しい ばかばかしい 馬鹿馬鹿

はがゆたらしい 歯痒ー
はからし

ばからしい 馬鹿らしい ばからしい 馬鹿ー
はげし 烈 はげしい 烈しい はげし 烈し はげしい 激しい・劇しい・烈しい はげしい 激烈・劇

ばけばけしい 化け化けしい ばけばけし 化化し ばけばけしい 化化
ばけらかしい 化ー

ばけらしい 化けらしい ばけらしい 化ー
はし 愛 はし 愛

はぢがまし 恥がまし はじがましい 恥ー
はじがわしい 恥ぢがはしい はぢがはし 恥がはし はじがわしい 恥ー

はじらわしい 恥
はづかし 恥 はづかし 恥 はずかしい 恥づかしい はづかし 恥し はずかしい 恥ずかしい はずかしい 恥・羞・辱

はづかはし 恥かはし
はださびしい 肌寂しい はださびしい 肌寂

はつしい はつしい はつしい
はつはつしい 初初

はではでしい 派手派手しい はではでしい 派手派手
はなぐはし 花妙 はなぐはし 花細



はなげらしい 鼻毛ー
はなはずかしい 花恥ずかしい はなはずかしい 花恥

はなはだし 甚 はなはだしい 甚だしい はなはだし 甚し はなはだしい 甚だしい はなはだしい 甚
はなばなし 花花し はなばなしい 花花しい・華華しい はなばなしい 花花・華華

はなめずらしい 花珍らしい はなめづらし 花珍し はなめずらしい 花珍
はばし 憚し・幅し

ばばしい ばばし ばばしい
はもじい は文字い はもじい は文字

はやばやしい 早々しい はやばやし 早早し はやばやしい 早早
はらあし 腹悪し
はらだたし 腹立し はらただしい 腹立たしい はらだたしい 腹立

はるめかしい 春ー
はれがましい 晴れがましい はれがまし 晴がまし はれがましい 晴がましい はれがましい 晴ー

はればれし 晴晴し はればれしい 晴（れ）晴（れ）しい はればれしい 晴晴
ひえびえしい 冷冷
ひがらしい 僻ー

ひさし 久 ひさし 久 ひさしい 久しい ひさし 久し ひさしい 久しい ひさしい 久・尚
ひさびさしい 久久

ひじがまし 秘事がまし
ひすかし

ひちむずかしい ひち難しい ひちむずかしい ー難
ひとおそろし 人恐し

ひとがましい 人がましい ひとがまし 人がまし ひとがましい 人ー
ひとがららしい 人柄ー

ひとこひし 人恋し ひとこいしい 人恋しい ひとこいしい 人恋
ひとさわがしい 人騒

ひとし 人し
ひとし 等 ひとしい 等しい ひとし 等し ひとしい 等しい・均しい・斉しい ひとしい 等・均・斉

ひとだかしい 人高
ひとなつかしい 人懐しい ひとなつかしい 人懐

ひねひねし ひねひねし
ひとびとしい 人々しい ひとびとし 人人し

ひとまちどおしい 人等遠
ひとめずらしい 人珍

ひとらしい 人らしい ひとらし 人らし ひとらしい 人らしい ひとらしい 人ー
ひなめずらしい 鄙珍
ひなんがましい 非難ー
ひはんがましい 批判ー

びびしい 美々しい びびし 美美し びびしい 美美しい びびしい 美美
ひひょうがましい 批評ー

ひもじい ひもじい
びんぼうたらしい 貧乏たらしい びんぼうたらしい 貧乏ー

びんぼうったらしい貧乏ー
ふかし 深し ふかしい 深しい ふかしい 深

ふかぶかしい 深々しい ふかぶかし 深深し ふかぶかしい 深深
ふぎがましい 不義ー

ふくふくし 福福し ふくぶくしい 福福しい ふくぶくしい 福福
ふけつったらしい 不潔ー
ふさしい 久

ふさふさしい ふさふさしい 総総・房房
ふさぶさしい

ふさわしい 相応しい ふさわしい 相応
ふしぎがましい 不思議ー



ぶしつけがましい 不躾ー
ふじゆうったらしい不自由
ぶしょうたらしい 不精ー・無精ー

ぶしょうったらしい不精ったらしい・無精ったらしいぶしょうったらしい不精ー・無精ー
ふしんがましい 不審ー
ふそくがましい 不足ー
ふそくたらしい 不足ー
ぶたのもしい 不頼
ふだんふだんしい 不断不断

ふてぶてしい ふてぶてしい ふてぶてしい
ふところざみしい 懐寂
ふとぶとしい 太太
ふふくがましい 不服ー
ふへいがましい 不平ー
ふゆめかしい 冬ー

ふるし 古し ふるしい 古
ふるめかしい 古めかしい ふるめかしい 古ー

ふんべつがましい分別がましい ふんべつがまし 分別がまし ふんべつがましい 分別ー
ふんべつらし 分別し ふんべつらしい 分別らしい ふんべつらしい 分別ー

へたくらしい 下手ー
へたくらうし 下手くらうし へたくろうしい 下手ー

へたくろしい 下手ー
へだてがましい 隔てがましい へだてがましい 隔ー

へらおかしい
べらぼうらしい 便乱坊ー・箆棒ー
べんかいがましい 弁解ー

ほおえましい 微笑ましい
ほかし 他

ほこらしい 誇らしい ほこらしい 誇
ほこりがましい 誇ー

ほし 欲 ほし 欲 ほしい 欲しい ほし 欲し ほしい 欲しい ほしい 欲
ほそぼそしい 細細
ほてくるしい
ほてくろしい
ほどひさしい 程久

ほねがまし 骨がまし ほねがましい 骨ー
ほねぼねし 骨骨し ほねぼねしい 骨骨

ほほえましい 微笑ましい・頬笑ましい ほほえましい 微笑・頬笑
ほれほれし 惚惚し

まあたらしい 真新しい まあたらしい 真新
まうらがなし心悲

まがしい 凶
まかなし 愛

まがまがし まがまがしい 禍禍しい・曲が曲がしい
まぎらわしい 紛らはしい まぎらはし 紛し まぎらわしい 紛らわしい まぎらわしい 紛

まぐはし 目細 まぐはし 目細
まけおしい 負惜

まことがまし 実がまし
まことしい 実しい まことし 実し まことしい 真実
まことらしい 実しい まことらし 実らし まことらしい 真ー

まさし 正 まさしい 正しい まさし 正し まさしい 正
まざまざしい まざまざしい

まじめらしい 真面目ー



まづし 貧 まづし 貧 まずしい 貧しい まづし 貧し まずしい 貧しい まずしい 貧
まずっぽらしい 不味ー
ませくるしい

またうどし 真人し
まだし まだし 未し

まだるこしい 間怠こしい まだるこしい 間怠ー
まだるっこしい 間怠っこしい まだるっこしい 間怠ー

まだろっこしい
まちどほし 待遠し まちどおしい 待（ち）遠しい まちどおしい 待遠ー

まちどしい 待遠ー
まちびさしい 待久しい まちびさし 待久し まちひさしい 待久

まちわびしい 待ち侘しい まちわびしい 待侘
まつおなじ 真同じ
まつぽなじ 真同じ

まどかしい
まどしい 貧しい まどし 貧し まどしい 貧

まどしい
まどろかしい

まどろこしい まどろこしい
まどろしい

まどろっこしい まどろっこしい
まぶしい 眩しい まぶしい 眩

まほしい
まぼしい 眩しい まぼしい 眩

ままし 継し まましい 継しい まましい 継
まめしい まめし まめしい 忠実

まめまめし まめまめしい 忠実忠実しい まめまめしい 忠実忠実・実実
まるまるしい 丸丸
まんらしい 慢ー

みがほし 見欲 みがほし 欲見
みぐるしい 見苦しい みぐるし 見苦し みぐるしい 見苦しい みぐるしい 見苦

みこみこし 神子神子し
みじめたらしい 惨ー
みじめったらしい 惨ー

みすぼらし 身窄し みすぼらしい 見窄らしい みすぼらしい
みずみずしい 瑞瑞しい・水水しい みずみずしい 瑞瑞・水水

みそぼらしい
みだらがましい 淫ー

みだりがましい 濫りがましい・猥りがましい みだりがましい 濫ー・猥ー
みだりかはし妄 みだりがはし 乱がはし みだりがわしい 濫りがわしい・猥りがわしい みだりがわしい 濫ー・猥ー

みだれがわしい 乱れがはしい みだれがはし 乱がはし みだれがわしい 濫ー・猥ー
みほし 見欲 みほし 欲見

みみあたらしい 耳新しい みみあたらしい 耳新
みみうっとうしい 耳鬱陶
みみかしましい 耳囂

みみがしましい 耳姦しい みみがしまし 耳喧し みみがましい 耳囂
みみぐるしい 耳苦しい みみぐるしい 耳苦

みみけがらわしい 耳汚・耳穢
みみめずらしい 耳珍
みみやかましい 耳喧

みめうるわしい 見目麗しい みめうるわしい 眉目麗・見目麗
みょうもんらしい 名聞ー

みれんがましい 未練がましい みれんがましい 未練ー



みれんたらしい 未練たらしい みれんたらしい 未練ー
みれんらしい 未練ー

むがし 幸 むがし 幸
むかしなつかしい 昔懐
むかしゆかしい 昔床

むごたらしい 惨たらしい・酷たらしい むごたらしい 惨ー・酷ー
むごったらしい 惨ー

むごらしい 惨らしい・酷らしい むごらしい 惨ー・酷ー
むさくるしい むさ苦しい むさくるしい

むさくらうし むさくろうしい
むさくろしい むさくろしい

むさらし むさらしい
むしぐるしい 蒸苦
むずがかしい

むずかしい 難しい むずかしい 難・六借
むつがかしい

むつかしい むつかし むつかしい 難しい むつかしい 難・六借
むつまし 親 むつましい 睦ましい むつまし 睦し むつまじい 睦まじい むつまじい 睦

むなぐるしい 胸苦しい むなぐるしい 胸苦
むなし 空 むなし 空 むなしい 空しい むなし 空し むなしい 空しい・虚しい むなしい 空・虚

むねぐるしい 胸苦
むやくしい 無益

めあたらしい 目新しい めあたらしい 目新
めさましい 目覚しい
めざましい 目覚しい めざまし 目覚まし めざましい 目覚（ま）しい めざましい 目覚

めづらし 珍 めづらし 珍 めずらしい 珍しい めづらし 珍し めずらしい 珍しい めずらしい 珍
めだし

めたたしい 目立たしい めたたし 目立し めだたしい 目立
めだたわしい 目立

めだれがまし 目垂がまし
めはづかし 目恥し めはずかしい 目恥

めぼしい めぼしい
めまぎらしい 目紛らしい めまぎらしい 目紛
めまぐるしい 目紛しい めまぐらしい 目紛

めまぐるしい 目紛
めまぐろしい 目紛

めめしい 女女しい めめしい 女女
めらうがまし 女郎がまし

めんどうしい 面倒ー
めんどうらしい 面倒ー
めんどしい 面倒

めんぼくがまし 面目がまし
めんぼくらし 面目らし

もったいらしい 勿体らしい もったいらしい 勿体ー
もっともらしい 尤もらしい もっともらしい 尤ー

もどかし もどかしい もどかしい 擬
もどかはし

ものあたらしい 物新しい ものあたらしい 物新
ものおしい 物借

ものおそろしい 物恐ろしい ものおそろしい 物恐
ものおもわしい 物思わしい ものおもわしい 物思

ものがなし 物悲 ものかなし 物悲 ものがなしい 物悲しい ものがなし 物悲し ものがなしい 物悲しい ものがなしい 物悲



ものがましい 物がましい ものがまし 物がまし ものがましい 物がましい ものがましい 物ー
ものぐるはし 物狂し ものぐるおしい 物狂おしい ものぐるおしい 物狂

ものぐるわしい 物狂はしい ものぐるわしい 物狂
ものこひし 物恋 ものこひし 物恋 ものこいしい 物恋

ものさびしい 物淋しい ものさびし 物淋し ものさびしい 物寂しい ものさびしい 物寂・物淋
ものさみしい 物寂・物淋

ものさわがしい 物騒がしい ものさわがし 物騒し ものさわがしい 物騒しい ものさわがしい 物騒
ものすさまじい 物凄まじい ものすさまじい 物凄

ものすずしい 物涼
ものせわしい 物忙

ものなつかしい 物懐かしい ものなつかしい 物懐
ものなやましい 物悩

ものほしい 物欲しい ものほしい 物欲
ものめずらしい 物珍しい ものめずらしい 物珍

ものものしい 物々しい ものものし 物物し ものものしい 物物しい ものものしい 物物
ものやさしい 物優しい ものやさしい 物優
ものわびしい 物侘しい ものわびしい 物侘

もやもやしい
やかまし やかましい 喧しい やかましい 喧

やさし 恥 やさし やさしい 優しい やさし やさしい 優しい やさしい 優・易
やさしい 易しい

やさしらしい 優ー
やすやすしい 安安
やっかましい 喧

やつやつし 窶窶し やつやつしい 窶窶しい やつやつしい 窶窶しい
やはし 飢

やぼったらしい 野暮ー
やぼらしい 野暮ー

やまし 病し やましい 疚しい・疾しい やましい 疾・疚
ややこしい ややこしい

ややっこしい
ゆいしょただしい 由緒正

ゆかしい ゆかし ゆかしい 床しい ゆかしい 床・懐
ゆきあし 行悪

ゆすりがましい 揺ー・強請ー
ゆだんがましい 油断ー

ゆめがましい 夢がましい ゆめがまし 夢がまし ゆめがましい 夢ー
ゆめゆめしい 夢々しい ゆめゆめし 夢夢し ゆめゆめしい 夢夢

ゆゆし 　忌・忌 ゆゆし 斎忌 ゆゆしい 由々しい ゆゆし 忌忌し ゆゆしい 忌忌しい・由由しい ゆゆしい 由由・忌忌
ゆゑゆゑし 故故し

ゆるかしい 緩かしい ゆるかしい 緩
ゆるほし 縦

やうがまし 様がまし ようがましい 様がましい ようがましい 様ー
ようきゅうがましい要求ー
ようだいらしい 容体ー
ようらくらしい 瓔珞
よくどうしい 欲ー

よくどしい 欲どしい よくどしい 欲ー
よしよしし 由由し

よそがましい 余所がましい よそがましい 余所がましい よそがましい 余所ー
よそよそしい 余所余所しい よそよそし 余所余所しよそよそしい 余所余所しい よそよそしい 余所余所

よたたし 夜多多し
よぼよぼしい



よらし 宜 よらし
よろこぼし 悦 よろこばしい 喜ばしい よろこばし 喜し よろこばしい 喜ばしい よろこばしい 喜・悦

よろし 宜 よろし 宜 よろしい 宜しい よろし 宜し よろしい 宜しい よろしい 宜
よわよわし 弱弱し よわよわしい 弱弱しい よわよわしい 弱弱
らうらうし 良良し

らんがしい 乱がしい らんがしい 乱
りくつがましい 理屈ー
りくつらしい 理屈ー
りこりこしい 利口利口
りょうけんらしい 料簡ー・了簡ー

りりしい 凛しい りりし りりしい 凛凛しい りりしい 凛凛・律律
りんきがましい 悋気ー
れいぎただしい 礼儀正

れいれいしい 麗麗しい れいれいしい 麗麗
わかわかしい 若若しい わかわかしい 若若

わきわきし 分明
わざとがまし 態とがましわざとがましい 態とがましい わざとがましい 態ー

わざとらしい 態とらしい わざとらしい 態ー
わずらわしい 煩はしい わづらはし 煩し わずらわしい 煩わしい わずらわしい 煩
わずろうしい 煩うしい わづらうし 煩し わずろうしい 煩

わびし 侘 わびし わびしい 侘しい わびし 侘し わびしい 侘しい わびしい 侘
わらうべし

わらべしい 童ー
わらべらしい 童らしい わらべらし 童らし わらべらしい 童ー

わるざかしい 悪賢
われじ 我・吾 われじ

わわし
合計86語 合計142語 合計222語 合計484語 合計396語 合計897語
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表
19 

逆
引
き
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
「
し
い
」
型
形
容
詞 

ア 
 

あ
し
い 

 
 

 
 

 

悪 

い
し
い 

 
 

 
 

 

美 

あ
い
あ
い
し
い 

愛
愛 

い
い
し
い 

 
 

 
 

言
ー 

う
い
う
い
し
い 
初
初
ー 

お
い
し
い 

 
 

 
 

美
味
・
旨
味 

か
い
が
い
し
い 

甲
斐
甲
斐 

く
い
し
い  

け
い
げ
い
し
い 

 

こ
い
し
い 

 
 

 
 

恋 

お
と
こ
こ
い
し
い 

男
恋 

ひ
と
こ
い
し
い 

人
恋 

も
の
こ
い
し
い 

物
恋 

お
ぞ
い
し
い 

 

た
い
だ
い
し
い 

大
大 

れ
い
れ
い
し
い 

麗
麗 

そ
そ
こ
し
い 

 

こ
う
ご
う
し
い 

神
神 

そ
そ
こ
う
し
い 

 

ず
う
ず
う
し
い 

図
図 

い
け
ず
う
ず
う
し
い 

ー
図
図 

そ
う
ぞ
う
し
い 

忩
忩
・
騒
騒 

い
け
そ
う
ぞ
う
し
い 

ー
忩
忩
・
ー
騒
騒 

ぞ
う
ぞ
う
し
い 

雑
雑 

い
と
う
し
い 

 

い
っ
と
う
し
い 

甚 

う
っ
と
う
し
い 

鬱
陶 

み
み
う
っ
と
う
し
い 

耳
鬱
陶 

い
き
ど
う
し
い 

息 
よ
く
ど
う
し
い 

欲
ー 

め
ん
ど
う
し
い 

面
倒
ー 

さ
ま
う
し
い 

様
憂 

あ
や
う
し
い 

危 

ぎ
ょ
う
ぎ
ょ
う
し
い 
仰
仰 

し
ょ
う
し
い 
笑
止 

ち
ょ
う
じ
ょ
う
し
い 

長
上 

ち
ょ
う
ち
ょ
う
し
い 

蝶
蝶 

む
さ
く
ろ
う
し
い 

 

へ
た
く
ろ
う
し
い 

下
手
ー 

あ
つ
く
ろ
う
し
い 

暑
苦 

わ
ず
ろ
う
し
い 

煩 

さ
え
ざ
え
し
い 

冴
冴
・
冱
冱 

ひ
え
び
え
し
い 

冷
冷 

お
し
い 

 
 

 
 

 

惜
・
愛 

あ
お
あ
お
し
い 

青
青 

お
お
し
い 

 
 

 
 

多 

お
お
し
い 

 
 

 
 

雄
雄
・
男
男 

ま
け
お
し
い 

負
惜 

く
ち
お
し
い 

口
惜 

い
と
お
し
い 

 

と
お
ど
お
し
い 

遠
遠 

お
と
お
ど
お
し
い 

御
遠
遠 

い
き
ど
お
し
い 

息 

ま
ち
ど
お
し
い 

待
遠
ー 

ひ
と
ま
ち
ど
お
し
い 

人
等
遠 

も
の
お
し
い 

物
借 
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な
ご
り
お
し
い 

名
残
惜 

の
こ
り
お
し
い 

残
惜 

く
る
お
し
い 

狂 

も
の
ぐ
る
お
し
い 

物
狂 

 
 

カ 
 

い
い
が
し
い 
如
何 

し
ょ
う
ろ
う
が
し
い 

 

お
か
し
い  

へ
ら
お
か
し
い 

 

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ら
お
か
し
い 

 

お
も
し
ろ
お
か
し
い 

面
白
可
笑 

む
ず
が
か
し
い 

 

む
つ
が
か
し
い 

 

な
げ
か
し
い 

嘆 

さ
か
し
い 

 
 

 
 

賢 

う
ざ
か
し
い 

 

こ
ざ
か
し
い 

小
賢 

し
ゃ
こ
ざ
か
し
い 

ー
小
賢 

く
ち
さ
か
し
い 

口
賢 

わ
る
ざ
か
し
い 

悪
賢 

す
が
し
い 

 
 

 
 

清 

す
が
す
が
し
い 

清
清 

は
ず
か
し
い 

恥
・
羞
・
辱 

き
は
ず
か
し
い 

気
恥 

こ
は
ず
か
し
い 

小
恥 

お
と
こ
は
ず
か
し
い 

男
恥 

う
そ
は
ず
か
し
い 

薄
恥 

こ
っ
ぱ
ず
か
し
い 

小
恥 

は
な
は
ず
か
し
い 

花
恥 

な
ま
は
ず
か
し
い 

生
恥 

め
は
ず
か
し
い 

目
恥 

う
ら
は
ず
か
し
い 

心
恥 

む
ず
か
し
い 

難
・
六
借 

き
む
ず
か
し
い 

気
難 

こ
む
ず
か
し
い 

小
難 

し
ち
む
ず
か
し
い 
ー
難 

ひ
ち
む
ず
か
し
い 
ー
難 

こ
と
む
ず
か
し
い 

事
難 

し
ょ
む
ず
か
し
い 

ー
難 

こ
こ
ろ
む
ず
か
し
い 

心
難 

せ
か
せ
か
し
い 

 

せ
せ
か
し
い 

 

い
そ
が
し
い 

忙
・
急 

そ
そ
か
し
い 

 

ひ
と
だ
か
し
い 

人
高 

ち
か
し
い 

 
 

 
 

近
・
親 

ち
か
ぢ
か
し
い 

近
近 

う
ざ
っ
か
し
い 

 

そ
そ
っ
か
し
い 

 

な
つ
か
し
い 

懐 

こ
な
つ
か
し
い 

小
懐 

む
か
し
な
つ
か
し
い 

昔
懐 

す
な
つ
か
し
い 

素
懐 

そ
と
な
つ
か
し
い 

外
懐 

ひ
と
な
つ
か
し
い 

人
懐 

も
の
な
つ
か
し
い 

物
懐 

あ
ぶ
な
っ
か
し
い 

危 

に
つ
か
し
い 

似
付 

あ
ぶ
っ
か
し
い 

危 
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こ
ま
っ
か
し
い 

細 
む
つ
か
し
い 

難
・
六
借 

と
が
と
が
し
い 

 

ま
ど
か
し
い 

 

も
ど
か
し
い 

擬 

し
た
も
ど
か
し
い 
舌
ー 

な
か
し
い 

 
 

 
 

泣 

な
が
し
い 

 
 

 
 

長 

な
が
な
が
し
い 

長
長
・
久
久 

あ
ぶ
な
か
し
い 

危 

に
が
に
が
し
い 

苦
苦 

は
か
ば
か
し
い 

捗
捗
・
果
果 

ば
か
ば
か
し
い 

馬
鹿
馬
鹿 

い
け
ば
か
ば
か
し
い 

ー
馬
鹿
馬
鹿 

ふ
か
し
い 

 
 

 
 

深 

あ
ぶ
か
し
い 

危 

い
ぶ
か
し
い 

訝 

ふ
か
ぶ
か
し
い 

深
深 

と
ぼ
か
し
い 

 

ま
が
し
い 

 
 

 
 

凶 

こ
ま
か
し
い 

細 

あ
だ
め
か
し
い 

婀
娜
ー 

し
ん
せ
つ
め
か
し
い 

親
切
ー 

い
ま
め
か
し
い 

今
ー 

な
ま
め
か
し
い 

艶
ー 

ふ
ゆ
め
か
し
い 

冬
ー 

き
ら
め
か
し
い 

煌
ー 

は
る
め
か
し
い 

春
ー 

ふ
る
め
か
し
い 

古
ー 

ざ
わ
め
か
し
い 

 

あ
や
か
し
い 

 

か
が
や
か
し
い 

輝
・
耀 

に
ぎ
や
か
し
い 

賑 
ゆ
か
し
い 

 
 

 
 

床
・
懐 

お
く
ゆ
か
し
い 

奥
床 

む
か
し
ゆ
か
し
い 

昔
床 

こ
こ
ろ
ゆ
か
し
い 
心
床 

し
ょ
う
ら
か
し
い 

 

じ
ょ
う
ら
か
し
い 

情
ー 

ば
け
ら
か
し
い 

化
ー 

ゆ
る
か
し
い 

緩 

お
ろ
か
し
い 

愚 

ま
ど
ろ
か
し
い 

 

わ
か
わ
か
し
い 

若
若 

さ
わ
が
し
い 

騒 

ひ
と
さ
わ
が
し
い 

人
騒 

も
の
さ
わ
が
し
い 

物
騒 

こ
こ
ろ
さ
わ
が
し
い 

心
騒 

ら
ん
が
し
い 

乱 

い
き
い
き
し
い 

生
生 

ぎ
ぎ
し
い 

 
 

 
 

儀
儀 

に
ぎ
に
ぎ
し
い 

賑
賑 

く
し
い 

 
 

 
 

 

奇 

す
ぐ
し
い 

 
 

 
 

直 

す
ぐ
す
ぐ
し
い 

直
直 

う
つ
く
し
い 

美
・
愛 

そ
ら
う
つ
く
し
い 

空
美 

ど
く
ど
く
し
い 

毒
毒 

に
く
に
く
し
い 

憎
憎 

ふ
く
ぶ
く
し
い 

福
福 
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む
や
く
し
い 

無
益 

こ
む
や
く
し
い 

小
無
益 

あ
け
し
い 

 
 

 
 

明 

け
げ
し
い 

 
 

 
 

異
異 

た
け
だ
け
し
い 

猛
猛 

と
げ
と
げ
し
い 
刺
刺 

ぬ
け
ぬ
け
し
い 
抜
抜 

は
げ
し
い 

 
 

 
 

激
烈
・
劇 

ば
け
ば
け
し
い 

化
化 

し
な
っ
こ
し
い 

 

や
や
っ
こ
し
い 

 

ま
だ
る
っ
こ
し
い 

間
怠
ー 

ま
だ
ろ
っ
こ
し
い 

 

ま
ど
ろ
っ
こ
し
い 

 

い
や
こ
し
い 
 

や
や
こ
し
い 

 

り
こ
り
こ
し
い 

利
口
利
口 

ま
だ
る
こ
し
い 

間
怠
ー 

ま
ど
ろ
こ
し
い 

 

 
 

サ 
 

あ
さ
あ
さ
し
い 

浅
浅 

ひ
さ
し
い 

 
 

 
 

久
・
尚 

い
く
ひ
さ
し
い 

幾
久 

ひ
さ
び
さ
し
い 

久
久 

と
し
ひ
さ
し
い 

年
久 

ま
ち
ひ
さ
し
い 

待
久 

ほ
ど
ひ
さ
し
い 

程
久 

ふ
さ
し
い 

久 

ふ
さ
ふ
さ
し
い 

総
総
・
房
房 

ふ
さ
ぶ
さ
し
い 

 

い
け
ふ
さ
ふ
さ
し
い 

 
ま
さ
し
い 

 
 

 
 

正 
ま
ざ
ま
ざ
し
い 

 

や
さ
し
い 

 
 

 
 

優
・
易 

き
や
さ
し
い 

気
優 

も
の
や
さ
し
い 
物
優 

な
ま
や
さ
し
い 
生
易
・
生
優 

こ
こ
ろ
や
さ
し
い 

心
優 

う
す
う
す
し
い 

薄
薄
ー 

す
ず
し
い 

 
 

 
 

涼 

ず
ず
し
い 

 
 

 
 

図
図 

こ
す
ず
し
い 

小
涼 

も
の
す
ず
し
い 

物
涼 

こ
こ
ろ
す
ず
し
い 

心
涼 

か
ま
び
す
し
い 

囂
・
喧 

ま
ず
し
い 

 
 

 
 

貧 

み
ず
み
ず
し
い 

瑞
瑞
・
水
水 

や
す
や
す
し
い 

安
安 

せ
じ
せ
じ
し
い 

世
辞
世
辞 

あ
い
そ
し
い 

愛
想 

ほ
そ
ぼ
そ
し
い 

細
細 

よ
そ
よ
そ
し
い 

余
所
余
所 

 
 

タ 
 

い
た
し
い  

い
た
い
た
し
い 

痛
痛
・
傷
傷 

う
だ
し
い 

 
 

 
 

穏 

う
だ
う
だ
し
い 

 

お
だ
し
い 

 
 

 
 

穏 
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ぞ
く
た
し
い 

俗
ー 

く
だ
く
だ
し
い 

 
て
く
だ
し
い 

手
管 

し
た
し
い 

 
 

 
 

親 

あ
い
し
た
し
い 

相
親
ー 

し
た
じ
た
し
い 
親
親 

た
だ
し
い 

 
 

 
 

正 

あ
た
た
し
い 

 

さ
ほ
う
た
だ
し
い 

作
法
正 

か
く
ち
ょ
う
た
だ
し
い 

格
調
正 

れ
い
ぎ
た
だ
し
い 

礼
儀
正 

ぎ
ょ
う
ぎ
た
だ
し
い 

行
儀
正 

ぎ
し
き
た
だ
し
い 

儀
式
正 

き
そ
く
た
だ
し
い 

規
則
正 

き
り
つ
た
だ
し
い 

規
律
正 

じ
ょ
れ
つ
た
だ
し
い 

序
列
正 

け
ば
た
た
し
い 

 

お
び
た
だ
し
い 

夥 

お
り
み
た
だ
し
い 

折
身
正 

め
だ
た
し
い 

目
立 

す
じ
め
た
だ
し
い 

筋
目
正 

お
り
め
た
だ
し
い 

折
目
正 

ゆ
い
し
ょ
た
だ
し
い 

由
緒
正 

ち
つ
じ
ょ
た
だ
し
い 

秩
序
正 

じ
ゅ
ん
じ
ょ
た
だ
し
い 

順
序
正 

い
ら
だ
た
し
い 

苛
立 

は
ら
だ
た
し
い 

腹
立 

あ
わ
た
だ
し
い 

慌
・
遽 

は
な
は
だ
し
い 

甚 

は
つ
し
い  

は
つ
は
つ
し
い 

初
初 

や
つ
や
つ
し
い 

窶
窶
し
い 

あ
い
ら
っ
し
い 

愛
ー 

お
と
ろ
っ
し
い 

恐 

は
で
は
で
し
い 

派
手
派
手 

ふ
て
ぶ
て
し
い 

 

い
と
し
い 

 
 

 
 

愛
ー 

う
と
う
と
し
い 
疎
疎 

お
ど
お
ど
し
い 

 

か
ど
か
ど
し
い 

角
角 

い
き
ど
し
い 

息 

く
ど
く
ど
し
い 

 

よ
く
ど
し
い 

欲
ー 

こ
と
ご
と
し
い 

事
事 

ま
こ
と
し
い 

真
実 

た
ど
た
ど
し
い 

 

ま
ち
ど
し
い 

待
遠
ー 

う
っ
と
し
い 

鬱
陶 

き
っ
と
し
い 

急
度 

お
と
ど
し
い 

 

ひ
と
し
い 

 
 

 
 

等
・
均
・
斉 

あ
い
ひ
と
し
い 

相
等 

ふ
と
ぶ
と
し
い 

太
太 

ま
ど
し
い 

 
 

 
 

貧 

ま
ど
し
い  

き
ょ
と
き
ょ
と
し
い 

 

め
ん
ど
し
い 

面
倒 

 
 

ナ 
 

お
な
じ
い 

 
 

 
 

同 
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か
な
し
い 

 
 

 
 

悲
・
哀
・
愛 

そ
こ
が
な
し
い 

底
悲 

う
れ
し
が
な
し
い 

嬉
・
悲 

も
の
が
な
し
い 

物
悲 

う
ら
が
な
し
い 

心
悲 

う
す
ら
か
な
し
い 
薄
悲 

こ
こ
ろ
が
な
し
い 
心
悲 

お
と
な
し
い 

大
人 

は
な
ば
な
し
い 

花
花
・
華
華 

む
な
し
い 

 
 

 
 

空
・
虚 

ほ
ね
ぼ
ね
し
い 

骨
骨 

た
の
し
い 

 
 

 
 

楽 

こ
た
の
し
い 

小
楽 

こ
こ
ろ
た
の
し
い 

心
楽 

も
の
も
の
し
い 

物
物 

 
 

ハ 
 

こ
う
ば
し
い 

香
・
芳 

け
ば
け
ば
し
い 

 

よ
ろ
こ
ば
し
い 

喜
・
悦 

こ
わ
っ
ぱ
し
い 

硬
ー 

て
ば
て
ば
し
い 

 

ね
ば
ね
ば
し
い 

粘
粘 

ば
ば
し
い  

か
ん
ば
し
い 

芳
・
香
・
馨 

い
び
し
い  

き
び
し
い 

 
 

 
 

厳 

て
き
び
し
い 

手
厳 

さ
び
し
い 

 
 

 
 

寂
・
淋 

こ
さ
び
し
い 

小
寂
・
小
淋 

そ
こ
さ
び
し
い 

底
寂 

う
す
さ
び
し
い 

薄
寂
ー 

う
そ
さ
び
し
い 

薄
寂 

く
ち
さ
び
し
い 

口
寂 

は
だ
さ
び
し
い 

肌
寂 

も
の
さ
び
し
い 

物
寂
・
物
淋 

ね
や
さ
び
し
い 
閨
寂 

う
ら
さ
び
し
い 
心
寂
・
心
淋 

う
す
ら
さ
び
し
い 

薄
寂 

こ
こ
ろ
さ
び
し
い 

心
寂
・
心
淋 

び
び
し
い 

 
 

 
 

美
美 

わ
び
し
い 

 
 

 
 

侘 

ま
ち
わ
び
し
い 

待
侘 

も
の
わ
び
し
い 

物
侘 

う
ぶ
う
ぶ
し
い 

生
生 

さ
ぶ
し
い 

 
 

 
 

寂
・
淋 

ず
ぶ
ず
ぶ
し
い 

図
分
図
分 

ま
ぶ
し
い 

 
 

 
 

眩 

し
か
つ
べ
し
い 

 

わ
ら
べ
し
い 

童
ー 

ほ
し
い 

 
 

 
 

 

欲 

い
ぼ
い
ぼ
し
い 

疣
疣 

お
い
ぼ
い
ぼ
し
い 

 

お
ぼ
し
い 

 
 

 
 

思
・
覚 

お
ぼ
お
ぼ
し
い 

 

あ
わ
れ
っ
ぽ
し
い 

哀
ー 

と
ぼ
し
い 

 
 

 
 

乏 

も
の
ほ
し
い 

物
欲 

ま
ぼ
し
い 

 
 

 
 

眩 

め
ぼ
し
い  
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よ
ぼ
よ
ぼ
し
い 

 

 
 

マ 
 

あ
ま
あ
ま
し
い 

甘
甘 

い
ま
し
い 

 
 

 
 

忌 

い
ま
い
ま
し
い 
忌
忌 

け
い
ま
い
ま
し
い 
ー
忌
忌 

こ
い
ま
い
ま
し
い 

小
忌
忌 

く
そ
い
ま
い
ま
し
い 

糞
忌
忌 

け
ち
い
ま
い
ま
し
い 

 

う
ら
い
ま
し
い 

羨 

う
ま
う
ま
し
い 

 

ほ
ほ
え
ま
し
い 

微
笑
・
頬
笑 

い
め
え
ま
し
い 

 

べ
ん
か
い
が
ま
し
い 

弁
解
ー 

げ
い
が
ま
し
い 

芸
ー 

す
い
が
ま
し
い 

粋
ー 

き
ず
い
が
ま
し
い 

気
随
ー 

あ
っ
せ
い
が
ま
し
い 

圧
制
ー 

な
ん
だ
い
が
ま
し
い 

難
題
ー 

ふ
へ
い
が
ま
し
い 

不
平
ー 

お
う
か
ま
し
い 

 

そ
う
が
ま
し
い 

騒
ー 

そ
う
ぞ
う
が
ま
し
い 

忩
忩
―
・
騒
騒
ー 

よ
う
き
ゅ
う
が
ま
し
い 

要
求
ー 

じ
ゆ
う
が
ま
し
い 

自
由
ー 

よ
う
が
ま
し
い 

様
ー 

あ
い
ぎ
ょ
う
が
ま
し
い 

愛
敬
ー 

く
じ
ょ
う
が
ま
し
い 

苦
情
ー 

ひ
ひ
ょ
う
が
ま
し
い 

批
評
ー 

ふ
し
ぎ
が
ま
し
い 

不
思
議
ー 

ふ
ぎ
が
ま
し
い 

不
義
ー 

お
ん
ぎ
が
ま
し
い 

恩
義
ー
・
恩
誼
ー 

り
ん
き
が
ま
し
い 

悋
気
ー 

さ
い
そ
く
が
ま
し
い 

催
促 

ふ
そ
く
が
ま
し
い 

不
足
ー 

せ
ん
た
く
が
ま
し
い 
穿
鑿─

・
詮
索─

 

き
ょ
う
は
く
が
ま
し
い 
脅
迫
ー 

ふ
ふ
く
が
ま
し
い 

不
服
ー 

お
し
つ
け
が
ま
し
い 

押
付
ー 

ぶ
し
つ
け
が
ま
し
い 

不
躾
ー 

う
ち
つ
け
が
ま
し
い 

打
付
ー 

あ
て
つ
け
が
ま
し
い 

当
付
ー 

い
い
わ
け
が
ま
し
い 

言
訳 

お
こ
が
ま
し
い 

痴
・
烏
滸 

か
し
が
ま
し
い 

囂
・
喧 

く
ち
か
し
が
ま
し
い 

口
喧 

は
じ
が
ま
し
い 

恥
ー 

さ
し
ず
が
ま
し
い 

指
図
ー 

お
ん
き
せ
が
ま
し
い 

恩
着
ー 

せ
せ
か
ま
し
い 

 

よ
そ
が
ま
し
い 

余
所
ー 

く
ち
が
ま
し
い 

口
喧 

あ
つ
か
ま
し
い 

厚
ー 

い
け
あ
つ
か
ま
し
い 

ー
厚 

い
か
つ
が
ま
し
い 

厳
ー 

し
か
つ
が
ま
し
い 

 

り
く
つ
が
ま
し
い 

理
屈
ー 

く
ぜ
つ
が
ま
し
い 

口
舌
ー 

ふ
ん
べ
つ
が
ま
し
い 

分
別
ー 
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や
っ
か
ま
し
い 

喧 
て
が
ま
し
い 

手 
つ
ら
あ
て
が
ま
し
い 

面
当
ー 

つ
い
で
が
ま
し
い 

序
ー 

さ
し
で
が
ま
し
い 

差
出 

な
た
て
が
ま
し
い 
名
立
ー 

へ
だ
て
が
ま
し
い 
隔
ー 

か
っ
て
が
ま
し
い 

勝
手 

か
ど
が
ま
し
い 

 

か
ご
と
が
ま
し
い 

託
言
ー 

わ
ざ
と
が
ま
し
い 

態
ー 

ひ
と
が
ま
し
い 

人
ー 

お
と
な
が
ま
し
い 

大
人
ー 

ほ
ね
が
ま
し
い 

骨
ー 

と
の
が
ま
し
い 

殿
ー 

も
の
が
ま
し
い 

物
ー 

み
み
が
ま
し
い 

耳
囂 

う
ら
み
が
ま
し
い 

恨
ー 

ゆ
め
が
ま
し
い 

夢
ー 

や
か
ま
し
い 

喧 

お
や
が
ま
し
い 

親
ー 

い
け
や
か
ま
し
い 

ー
喧 

こ
や
か
ま
し
い 

小
喧 

く
そ
や
か
ま
し
い 

糞
喧 

く
ち
や
か
ま
し
い 

口
喧 

し
ち
や
か
ま
し
い 

ー
喧 

み
み
や
か
ま
し
い 

耳
喧 

え
ん
り
ょ
が
ま
し
い 

遠
慮
ー 

み
だ
ら
が
ま
し
い 

淫
ー 

お
ご
り
が
ま
し
い 

驕
ー
・
奢
ー 

ほ
こ
り
が
ま
し
い 

誇
ー 

あ
な
ず
り
が
ま
し
い 

侮
ー 

ゆ
す
り
が
ま
し
い 

揺
ー
・
強
請
ー 

ね
だ
り
が
ま
し
い 

強
請 

み
だ
り
が
ま
し
い 

濫
ー
・
猥
ー 

い
つ
わ
り
が
ま
し
い 

偽
ー 

は
れ
が
ま
し
い 
晴
ー 

あ
わ
れ
が
ま
し
い 
哀
ー 

い
ろ
が
ま
し
い 

色
ー 

さ
わ
が
ま
し
い 

騒
ー 

お
ん
が
ま
し
い 

恩 

げ
ん
ぎ
ん
が
ま
し
い 

現
銀
ー 

い
け
ん
が
ま
し
い 

意
見
ー
・
異
見
ー 

き
ゃ
く
し
ん
が
ま
し
い 

隔
心
ー 

ふ
し
ん
が
ま
し
い 

不
審
ー 

そ
う
だ
ん
が
ま
し
い 

相
談 

ゆ
だ
ん
が
ま
し
い 

油
断
ー 

ひ
な
ん
が
ま
し
い 

非
難
ー 

た
に
ん
が
ま
し
い 

他
人
ー 

ひ
は
ん
が
ま
し
い 

批
判
ー 

み
れ
ん
が
ま
し
い 

未
練
ー 

た
く
ま
し
い 

逞 

ぎ
ょ
う
た
く
ま
し
い 

仰
逞 

な
み
だ
ぐ
ま
し
い 

涙
ー 

あ
ら
く
ま
し
い 

荒
ー 

せ
せ
こ
ま
し
い 

 

せ
せ
っ
こ
ま
し
い 

 

こ
ま
ご
ま
し
い 

細
細 

あ
ら
こ
ま
し
い 

荒
ー 

さ
ま
じ
い  
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あ
さ
ま
し
い 

浅 
い
さ
ま
し
い 

勇 
す
さ
ま
じ
い 

凄 

こ
す
さ
ま
じ
い 

小
凄 

め
ざ
ま
し
い 

目
覚 

い
じ
ま
し
い 

 

か
し
ま
し
い 
囂
・
姦
・
喧 

み
み
か
し
ま
し
い 

耳
囂 

し
た
し
ま
し
い 

親 

か
な
し
ま
し
い 

悲 

さ
げ
す
ま
し
い 

蔑 

な
ず
ま
し
い 

泥 

お
ぞ
ま
し
い 

悍 

お
ぞ
ま
し
い 

鈍 

の
ぞ
ま
し
い 

望 

い
た
ま
し
い 

痛
・
傷 

か
だ
ま
し
い 

奸
・ 

夫 

け
た
ま
し
い 

 

け
た
た
ま
し
い 

 

ね
た
ま
し
い 

妬
・
嫉 

つ
ま
し
い 

 
 

 
 

倹 

き
づ
ま
し
い 

気
詰 

つ
つ
ま
し
い 

慎 

つ
づ
ま
し
い 

約 

つ
ま
づ
ま
し
い 

 

む
つ
ま
じ
い 

睦 

な
か
む
つ
ま
じ
い 

仲
睦
・
中
睦 

う
と
ま
し
い 

疎 

お
と
ま
し
い 

疎 

か
ど
ま
し
い 

 

な
ま
し
い 

 
 

 
 

生 

な
ま
な
ま
し
い 

生
生 

こ
の
ま
し
い 

好 
ま
ま
し
い 

 
 

 
 

継 

い
め
ま
し
い 

 

や
ま
し
い 

 
 

 
 

疾
・
疚 

か
や
ま
し
い 

 

な
や
ま
し
い 
悩 

も
の
な
や
ま
し
い 

物
悩 

う
ら
や
ま
し
い 

羨 

こ
こ
ろ
や
ま
し
い 

心
病 

う
ら
ま
し
い 

恨 

さ
み
し
い 

 
 

 
 

寂
・
淋 

う
そ
さ
み
し
い 

薄
寂 

く
ち
ざ
み
し
い 

口
寂 

も
の
さ
み
し
い 

物
寂
・
物
淋 

う
ら
さ
み
し
い 

心
寂 

こ
こ
ろ
さ
み
し
い 

心
寂
・
心
淋 

ふ
と
こ
ろ
ざ
み
し
い 

懐
寂 

さ
む
し
い 

 
 

 
 

寂
・
淋 

く
ち
さ
む
し
い 

口
寂 

さ
む
ざ
む
し
い 

寒
寒 

こ
こ
ろ
ざ
む
し
い 

心
寂
・
心
淋 

い
め
い
め
し
い 

 

い
か
め
し
い 

厳
ー 

ぬ
め
ぬ
め
し
い 

滑
滑 

ま
め
し
い 

 
 

 
 

忠
実 

ま
め
ま
め
し
い 

忠
実
忠
実
・
実
実 

め
め
し
い 

 
 

 
 

女
女 

ゆ
め
ゆ
め
し
い 

夢
夢 
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う
ら
め
し
い 

恨
・
怨 

つ
ら
め
し
い 

 
お
も
お
も
し
い 

重
重 

あ
ら
く
も
し
い 

荒
ー 

さ
も
し
い  

と
も
し
い 

 
 

 
 

乏
・
羨 

こ
ど
も
こ
ど
も
し
い 
子
供
子
供 

こ
の
も
し
い 

好 

た
の
も
し
い 

頼 

す
え
た
の
も
し
い 

末
頼 

お
く
だ
の
も
し
い 

奥
頼 

ぶ
た
の
も
し
い 

不
頼 

こ
こ
ろ
だ
の
も
し
い 

心
頼 

は
も
じ
い 

 
 

 
 

は
文
字 

お
は
も
じ
い 

御
は
文
字 

ひ
も
じ
い  

 
 

ヤ 
 

あ
や
し
い 

 
 

 
 

怪
・
妖
・
奇 

い
や
し
い 

 
 

 
 

賎
・
卑
・
鄙 

う
や
う
や
し
い 

恭 

に
ぎ
や
し
い 

賑 

く
や
し
い 

 
 

 
 

悔
・
口
惜 

つ
や
つ
や
し
い 

艶
艶 

に
や
に
や
し
い 

 

は
や
ば
や
し
い 

早
早 

も
や
も
や
し
い 

 

ゆ
ゆ
し
い 

 
 

 
 

由
由
・
忌
忌 

い
よ
し
い  

 
 

ラ 
 

あ
ら
あ
ら
し
い 

荒
荒 

あ
い
ら
し
い 

愛
ー 

か
あ
い
ら
し
い 

可
愛 

し
さ
い
ら
し
い 

子
細
ー 

す
い
ら
し
い 

粋
ー 

せ
い
ら
し
い 
勢
ー 

ぜ
い
ら
し
い 
贅
ー 

よ
う
だ
い
ら
し
い 

容
体
ー 

も
っ
た
い
ら
し
い 

勿
体
ー 

じ
ん
た
い
ら
し
い 

人
体
ー
・
仁
体
ー 

そ
ん
だ
い
ら
し
い 

尊
大 

に
く
て
い
ら
し
い 

憎
体
ー 

じ
ん
て
い
ら
し
い 

人
体
ー
・
仁
体
ー 

け
ん
ぺ
い
ら
し
い 

権
柄
ー 

い
ら
い
ら
し
い 

苛
苛 

か
わ
い
ら
し
い 

可
愛
ー 

け
っ
こ
う
ら
し
い 

結
構 

て
ん
ご
う
ら
し
い 

 

あ
い
そ
う
ら
し
い 

愛
想
ー 

た
い
そ
う
ら
し
い 

大
層
ー
・
大
造
ー 

ご
た
い
そ
う
ら
し
い 

御
大
層
ー 

め
ん
ど
う
ら
し
い 

面
倒
ー 

あ
ほ
う
ら
し
い 

阿
呆
ー 

べ
ら
ぼ
う
ら
し
い 

便
乱
坊
ー
・
箆
棒
ー 

え
よ
う
ら
し
い 

栄
耀
ー 

ぎ
ょ
う
ら
し
い 

仰
ー 

あ
い
き
ょ
う
ら
し
い 

愛
敬
ー 

お
お
ぎ
ょ
う
ら
し
い 

大
仰
ー 

か
い
し
ょ
う
ら
し
い 

甲
斐
性
ー 
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じ
ん
じ
ょ
う
ら
し
い 

尋
常
ー 

せ
ん
し
ょ
う
ら
し
い 

僭
上
ー 

し
ろ
え
ら
し
い 

白
絵
ー 

し
お
ら
し
い 

 

こ
じ
お
ら
し
い 

 

い
か
が
ら
し
い 
如
何
ー 

あ
さ
か
ら
し
い 
浅 

せ
か
ら
し
い 

 

ば
か
ら
し
い 

馬
鹿
ー 

ひ
が
ら
し
い 

僻
ー 

め
ま
ぎ
ら
し
い 

目
紛 

う
わ
き
ら
し
い 

浮
気
ー 

い
ん
き
ら
し
い 

陰
気
ー 

き
っ
し
く
ら
し
い 

 

す
ぐ
ら
し
い 

直
ー 

ぞ
く
ら
し
い 

俗
ー 

へ
た
く
ら
し
い 

下
手
ー 

に
つ
く
ら
し
い 

似
付 

け
ん
つ
く
ら
し
い 

剣
突 

き
の
ど
く
ら
し
い 

気
毒
ー 

に
く
ら
し
い 

憎
ー 

こ
に
く
ら
し
い 

小
憎 

け
い
は
く
ら
し
い 

軽
薄 

め
ま
ぐ
ら
し
い 

目
紛 

よ
う
ら
く
ら
し
い 

瓔
珞 

い
た
い
け
ら
し
い 

幼
気
ー 

な
さ
け
ら
し
い 

情
ー 

は
な
げ
ら
し
い 

鼻
毛
ー 

ば
け
ら
し
い 

化
ー 

い
し
こ
ら
し
い 

 

し
な
っ
こ
ら
し
い 

 

に
つ
こ
ら
し
い 

似
ー 

に
や
つ
こ
ら
し
い 

 
お
と
こ
ら
し
い 

男
ー 

お
な
ご
ら
し
い 

女
子
ー 

ほ
こ
ら
し
い 

誇 

む
ご
ら
し
い 
惨
ー
・
酷
ー 

く
さ
ら
し
い 
臭
ー 

む
さ
ら
し
い 

 

こ
む
さ
ら
し
い 

 

げ
ん
ざ
ら
し
い 

 

し
ら
し
い 

 
 

 
 

白 

い
じ
ら
し
い 

 

し
ょ
う
し
ら
し
い 

笑
止
ー 

お
か
し
ら
し
い 

 

い
そ
が
し
ら
し
い 

忙
ー 

す
こ
し
ら
し
い 

少
ー 

や
さ
し
ら
し
い 

優
ー 

い
と
し
ら
し
い 

愛 

た
の
し
ら
し
い 

楽
ー 

し
ら
じ
ら
し
い 

白
白 

げ
ん
じ
ら
し
い 

験
著 

い
た
ず
ら
い
た
ず
ら
し
い 

 

め
ず
ら
し
い 

珍 

こ
え
め
ず
ら
し
い 

声
珍 

い
な
か
め
ず
ら
し
い 

田
舎
珍 

お
と
こ
め
ず
ら
し
い 

男
珍 

そ
と
め
ず
ら
し
い 

外
珍 

ひ
と
め
ず
ら
し
い 

人
珍 

は
な
め
ず
ら
し
い 

花
珍 
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ひ
な
め
ず
ら
し
い 

鄙
珍 

お
ん
な
め
ず
ら
し
い 

女
珍 

も
の
め
ず
ら
し
い 

物
珍 

み
み
め
ず
ら
し
い 

耳
珍 

こ
ど
も
め
ず
ら
し
い 

子
供
珍 

お
お
せ
ら
し
い 
仰
ー 

あ
い
そ
ら
し
い 
愛
想
ー 

う
そ
ら
し
い 

嘘 

そ
ら
ぞ
ら
し
い 

空
空 

あ
た
ら
し
い 

新 

こ
あ
た
ら
し
い 

小
新 

く
ち
あ
た
ら
し
い 

口
新 

こ
と
あ
た
ら
し
い 

事
新 

も
の
あ
た
ら
し
い 

物
新 

ま
あ
た
ら
し
い 

真
新 

な
ま
あ
た
ら
し
い 

生
新 

い
み
あ
た
ら
し
い 

意
味
新 

み
み
あ
た
ら
し
い 

耳
新 

め
あ
た
ら
し
い 

目
新 

す
い
た
ら
し
い 

好
ー 

び
ん
ぼ
う
た
ら
し
い 

 

貧
乏
ー 

ぶ
し
ょ
う
た
ら
し
い 

 

不
精
ー
・
無
精
ー 

す
け
べ
え
た
ら
し
い 

 

助
兵
衛
ー 

な
が
た
ら
し
い 
 

長
ー 

え
ぐ
た
ら
し
い 

 

ふ
そ
く
た
ら
し
い 

 

不
足
ー 

に
く
た
ら
し
い 

 

憎
ー 

そ
こ
つ
ら
し
い 

 

粗
忽
ー 

む
ご
た
ら
し
い 

 

惨
ー
・
酷
ー 

あ
っ
た
ら
し
い 

 

惜 

び
ん
ぼ
う
っ
た
ら
し
い 

貧
乏
ー 

ふ
じ
ゆ
う
っ
た
ら
し
い 

不
自
由 

ぶ
し
ょ
う
っ
た
ら
し
い 

不
精
ー
・
無
精
ー 

す
け
べ
え
っ
た
ら
し
い 

助
兵
衛
ー 

な
が
っ
た
ら
し
い 

 

長
ー 

き
の
ど
く
っ
た
ら
し
い 

気
毒
ー 

に
く
っ
た
ら
し
い 

 

憎
ー 

む
ご
っ
た
ら
し
い 

 
惨
ー 

き
ざ
っ
た
ら
し
い 

 

気
障
ー 

ふ
け
つ
っ
た
ら
し
い 

 

不
潔
ー 

や
ぼ
っ
た
ら
し
い 

野
暮
ー 

あ
ま
っ
た
ら
し
い 

甘
ー 

い
や
み
っ
た
ら
し
い 

厭
味
ー 

み
じ
め
っ
た
ら
し
い 

惨
ー 

い
や
っ
た
ら
し
い 

嫌
ー 

あ
ま
た
ら
し
い 

甘
ー 

い
や
み
た
ら
し
い 

厭
味
ー 

う
ら
み
た
ら
し
い 

恨
ー 

み
じ
め
た
ら
し
い 

惨
ー 

な
め
た
ら
し
い 

無
礼
ー 

は
が
ゆ
た
ら
し
い 

歯
痒
ー 

だ
ら
だ
ら
し
い 

 

す
か
ん
た
ら
し
い 

好
ー 

ぎ
ょ
う
さ
ん
た
ら
し
い 

仰
山
ー 

じ
ま
ん
た
ら
し
い 

自
慢
ー 

み
れ
ん
た
ら
し
い 

未
練
ー 

じ
ち
ら
し
い 

実
ー 

り
く
つ
ら
し
い 

理
屈
ー 

じ
つ
ら
し
い 

実
ー 

せ
つ
ら
し
い 
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じ
ん
ぶ
つ
ら
し
い 

人
物
ー 

ふ
ん
べ
つ
ら
し
い 

分
別
ー 

に
く
て
ら
し
い 

憎
体
ー 

こ
に
く
て
ら
し
い 

小
憎
体 

こ
と
ら
し
い 

事
ー 

ま
こ
と
ら
し
い 
真
ー 

わ
ざ
と
ら
し
い 
態
ー 

ひ
と
ら
し
い 

人
ー 

お
さ
な
ら
し
い 

幼
ー 

き
た
な
ら
し
い 

汚
ー 

こ
ぎ
た
な
ら
し
い 

小
汚 

お
ん
な
ら
し
い 

女
ー 

し
ょ
う
ね
ら
し
い 

性
根
ー 

す
ば
ら
し
い 

素
晴 

す
っ
ば
ら
し
い 

素
晴 

す
ん
ば
ら
し
い 

素
晴 

し
か
つ
べ
ら
し
い 

 

わ
ら
べ
ら
し
い 

童
ー 

あ
ほ
ら
し
い 

阿
呆
ー 

い
と
し
ぼ
ら
し
い 

 

す
ぼ
ら
し
い 

 

み
す
ぼ
ら
し
い 

 

み
そ
ぼ
ら
し
い 

 

ま
ず
っ
ぽ
ら
し
い 

不
味
ー 

や
ぼ
ら
し
い 

野
暮
ー 

じ
ゃ
ま
ら
し
い 

邪
魔
ー 

い
や
み
ら
し
い 

厭
味
ー 

ま
じ
め
ら
し
い 

真
面
目
ー 

い
か
つ
め
ら
し
い 

厳
ー 

し
か
つ
め
ら
し
い 

鹿
爪 

こ
ど
も
ら
し
い 

子
供
ー 

も
っ
と
も
ら
し
い 

尤
ー 

い
や
ら
し
い 

嫌
ー
・
厭
ー 

こ
い
や
ら
し
い 

小
嫌 

ど
い
や
ら
し
い 

ー
嫌
・
－
厭 

な
ま
い
や
ら
し
い 

生
嫌 

ど
う
や
ら
し
い 

 

あ
じ
ゃ
ら
し
い 
戯 

な
に
と
や
ら
し
い 

何
ー 

か
わ
ゆ
ら
し
い 

可
愛
ー 

か
い
し
ょ
ら
し
い 

甲
斐
性
ー 

ひ
と
が
ら
ら
し
い 

人
柄
ー 

こ
と
さ
ら
ら
し
い 

殊
更
ー 

い
ま
さ
ら
ら
し
い 

今
更
ー 

ど
う
や
ら
ら
し
い 

 

う
ぬ
ぼ
れ
ら
し
い 

自
惚
ー 

こ
わ
ら
し
い 

怖
ー 

こ
わ
ら
し
い 

強
ー 

す
か
ん
ら
し
い 

好
ー 

り
ょ
う
け
ん
ら
し
い 

料
簡
ー
・
了
簡
ー 

に
ん
げ
ん
ら
し
い 

人
間 

う
さ
ん
ら
し
い 

胡
散
ー 

ぎ
ょ
う
さ
ん
ら
し
い 

仰
山
ー 

し
ぜ
ん
ら
し
い 

自
然
ー 

ま
ん
ら
し
い 

慢
ー 

じ
ま
ん
ら
し
い 

自
慢
ー 

み
ょ
う
も
ん
ら
し
い 

名
聞
ー 

み
れ
ん
ら
し
い 

未
練
ー 

ぎ
り
ぎ
り
し
い 

義
理
義
理 

あ
ま
り
し
い 

余 
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あ
ん
ま
り
し
い 

 
り
り
し
い 

 
 

 
 

凛
凛
・
律
律 

う
る
し
い 

 
 

 
 

嬉 

か
る
が
る
し
い 

軽
軽 

く
る
し
い 

 
 

 
 

苦 

あ
ぐ
る
し
い 

 

あ
い
く
る
し
い 
愛
ー 

き
ぐ
る
し
い 

気
苦 

い
き
ぐ
る
し
い 

息
苦 

き
き
ぐ
る
し
い 

聞
苦 

む
さ
く
る
し
い 

 

む
し
ぐ
る
し
い 

蒸
苦 

せ
ぐ
る
し
い 

ー
苦 

ま
せ
く
る
し
い 

 

か
た
く
る
し
い 

堅
苦 

あ
つ
く
る
し
い 

厚
苦 

あ
つ
く
る
し
い 

暑
苦
・
熱
苦 

あ
い
っ
く
る
し
い 

愛
ー 

か
た
っ
く
る
し
い 

堅
苦 

あ
つ
っ
く
る
し
い 

暑
苦
・
熱
苦 

せ
ま
っ
く
る
し
い 

狭
苦 

お
も
っ
く
る
し
い 

重
苦 

ほ
て
く
る
し
い 

 

む
な
ぐ
る
し
い 

胸
苦 

ね
ぐ
る
し
い 

寝
苦 

む
ね
ぐ
る
し
い 

胸
苦 

せ
ば
く
る
し
い 

狭
苦 

せ
ま
く
る
し
い 

狭
苦 

め
ま
ぐ
る
し
い 

目
紛 

み
ぐ
る
し
い 

見
苦 

み
み
ぐ
る
し
い 

耳
苦 

お
も
く
る
し
い 

重
苦 

あ
や
く
る
し
い 

 
こ
こ
ろ
ぐ
る
し
い 

心
苦 

ご
ら
ん
ぐ
る
し
い 

御
覧
苦 

い
ち
じ
る
し
い 

著 

げ
ん
じ
る
し
い 
験
著 

ふ
る
し
い 

 
 

 
 

古 

ま
る
ま
る
し
い 

丸
丸 

う
れ
し
い 

 
 

 
 

嬉
・
快
・
歓 

こ
う
れ
し
い 

小
嬉 

こ
こ
ろ
う
れ
し
い 

心
嬉 

じ
れ
じ
れ
し
い 

焦
焦 

な
れ
な
れ
し
い 

馴
馴 

は
れ
ば
れ
し
い 

晴
晴 

お
ろ
し
い  

か
る
が
ろ
し
い 

軽
軽 

か
ろ
が
ろ
し
い 

軽
軽 

あ
い
く
ろ
し
い 

愛
ー 

む
さ
く
ろ
し
い 

 

か
じ
く
ろ
し
い 

 

く
ん
じ
く
ろ
し
い 

 

か
た
く
ろ
し
い 

堅
苦 

へ
た
く
ろ
し
い 

下
手
ー 

あ
つ
く
ろ
し
い 

暑
苦 

ほ
て
く
ろ
し
い 

 

す
ね
く
ろ
し
い 

拗
ー 

ね
ば
く
ろ
し
い 

粘
ー 

め
ま
ぐ
ろ
し
い 

目
紛 

せ
ま
く
ろ
し
い 

狭
ー 
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お
も
く
ろ
し
い 

重
苦 

く
ろ
ぐ
ろ
し
い 

黒
黒 

お
そ
ろ
し
い 

恐 

す
え
お
そ
ろ
し
い 

末
恐 

そ
こ
お
そ
ろ
し
い 

底
恐 

も
の
お
そ
ろ
し
い 
物
恐 

そ
ら
お
そ
ろ
し
い 
空
恐 

そ
ぞ
ろ
お
そ
ろ
し
い 

漫
恐 

お
っ
そ
ろ
し
い 

恐 

せ
つ
ろ
し
い 

 

お
と
ろ
し
い 

恐 

お
っ
と
ろ
し
い 

恐 

ま
ど
ろ
し
い 

 

お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
し
い 

朧
朧 

よ
ろ
し
い 

 
 

 
 

宜 

 
 

ワ 
 

あ
わ
し
い 

 
 

 
 

淡 

に
あ
わ
し
い 

似
合 

あ
わ
あ
わ
し
い 

沫
沫 

あ
わ
あ
わ
し
い 

淡
淡 

に
お
わ
し
い 

匂 

か
い
が
わ
し
い 

 

い
か
が
わ
し
い 

如
何 

な
げ
か
わ
し
い 

嘆 

は
じ
が
わ
し
い 

恥
ー 

せ
せ
か
わ
し
い 

 

い
そ
が
わ
し
い 

忙 

う
た
が
わ
し
い 

疑 

あ
つ
か
わ
し
い 

厚
ー 

き
づ
か
わ
し
い 

気
遣 

に
つ
か
わ
し
い 

似
付 

ね
が
わ
し
い 

願 
あ
ぶ
か
わ
し
い 

危 

み
だ
り
が
わ
し
い 

濫
ー
・
猥
ー 

み
だ
れ
が
わ
し
い 

濫
ー
・
猥
ー 

に
ぎ
わ
し
い 
賑 

こ
こ
ろ
に
ぎ
わ
し
い 
心
賑 

く
わ
し
い 

美
・
細
・
妙
・
詳
・
委
・
精 

か
ぐ
わ
し
い 

芳
・
香
・
馨 

そ
ぐ
わ
し
い 

 

け
わ
し
い 

 
 

 
 

険
・
嶮 

ふ
さ
わ
し
い 

相
応 

せ
わ
し
い 

 
 

 
 

忙 

え
せ
わ
し
い 

似
非 

き
ぜ
わ
し
い 

気
忙 

い
き
ぜ
わ
し
い 

息
忙 

こ
ぜ
わ
し
い 

小
忙 

も
の
せ
わ
し
い 

物
忙 

こ
こ
ろ
せ
わ
し
い 

心
忙 

せ
わ
せ
わ
し
い 

忙
忙 

そ
わ
そ
わ
し
い 

 

い
た
わ
し
い 

労
・
痛 

い
き
だ
わ
し
い 

息 

し
た
わ
し
い 

慕 

た
た
わ
し
い 

湛 

め
だ
た
わ
し
い 

目
立 

い
と
わ
し
い 

厭 

い
ま
わ
し
い 

忌
ー 

う
や
ま
わ
し
い 

敬 
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お
も
わ
し
い 

思 
も
の
お
も
わ
し
い 

物
思 

ち
ゃ
わ
ち
ゃ
わ
し
い 

 

に
や
わ
し
い 

似
合 

よ
わ
よ
わ
し
い 

弱
弱 

け
が
ら
わ
し
い 
汚
・
穢 

み
み
け
が
ら
わ
し
い 
耳
汚
・
耳
穢 

ま
ぎ
ら
わ
し
い 

紛 

は
じ
ら
わ
し
い 

恥 

わ
ず
ら
わ
し
い 

煩 

う
る
わ
し
い 

美
・
麗 

み
め
う
る
わ
し
い 

眉
目
麗
・
見
目
麗 

く
る
わ
し
い 

狂 

も
の
ぐ
る
わ
し
い 

物
狂 

こ
こ
ろ
ぐ
る
わ
し
い 

心
狂 

の
ろ
わ
し
い 

呪 

け
ん
け
ん
し
い 

 

ふ
だ
ん
ふ
だ
ん
し
い 

不
断
不
断 
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真偽 こそあど・他 0 心 心 0

真偽・是非 11 感覚 3
本体・代理 5 感動・興奮 10

類 等級・系列 0 飢渇・酔い・疲労・睡眠など 5
関係 3 快・喜び 31
因果 0 恐れ・怒り・悔しさ 49
理由・目的・証拠 16 安心・焦燥・満足 46
相対 1 苦悩・悲哀 90
異同・類似 11 好悪・愛憎 137

存在 存在 1 敬意・感謝・信頼など 2
出没 0 表情・態度 20
必然性 0 信念・努力・忍耐 14

様相 趣・調子 17 自信・誇り・恥・反省 49
特徴 26 欲望・期待・失望 29
良不良・適不適 26 意志 13
調和・混乱 10 判断・推測・評価 1
弛緩・粗密・繁簡 11 詳細・正確・不思議 25
美醜 35 意味・問題・趣旨など 3
難易・安危 22 説・論・主義 0

力 力 8 見聞き 3
作用 作用・変化 5 言語 言語活動 63

連続・反復 1 評判 3
動き 0 生活 文化・歴史・風俗 46
動揺・回転 0 人生・禍福 16
固定・傾き・転倒など 0 労働・作業・休暇 10
進行・過程・経由 2 生活・起臥 0
走り・飛び・流れなど 0 身振り・立ち居・動作 0
入り・入れ 0 行為 身上 16
包み・覆いなど 0 人柄 55
乗り降り・浮き沈み 0 才能 44
統一・組み合わせ 0 威厳・行儀・品行 35
分割・分裂・分散 0 行為・活動 29
開閉・封 0 交わり 交わり 16
接近・接触・隔離 0 待遇 公式・公平 4
切断 0 待遇・礼など 46
限定・優劣 1 経済 経済・収支 7

時間 時間 8 貧富 27
時機 1
毎日・毎度 5
現在 0 121
過去 0 自然 自然 2
未来 0 光 13
順序 1 色 6
終始 0 音 28
新旧・遅速 20 におい 4
時間的前後 1 味 5
即時 3 材質 7

空間 空間・場所 0 物質 水・乾湿 0
方向 0 気象 6

形 形 8 火 0
量 多少 12 熱 0

長短・高低・深浅・厚薄・遠近 10 天地 地 9
広狭・大小 10 生物 生物 1
速度 19 身体 身体 8
軽重 2 生命 生 11
寒暖 11 生理・病気など 21
程度 27
限度 1
過不足 3
一般・全体・部分 0

表20 『分類語彙表』からみるシク活用形容詞の意味傾向

●抽象的関係 ●精神および行為

●自然現象



上代語 中古・中世語 近代語
見出し語 漢字表記 意味分類 見出し語 漢字表記 意味分類 見出し語 漢字表記 意味分類 『日国』項目

ありありし 在在し 存在―実在（実在するように思われる）
ありつかうし 有付し 存在―是認
ありつかはし 有付し 存在―是認
あるめかし 有めかし 存在―実在（実在するように思わせる）

いつわりがましい偽ー 存在―真偽（うそくさい）
うそがまし 嘘がまし 存在―真偽

うそらしい 嘘 存在―真偽（うそのように）
うつし 現 ①存在―実在②評価―正気

さつつべらしい 存在―そのものにふさわしい性格を具え、体言しているさま
さやうめかし 然様めかし 存在―そのようすだと思われるさま
さるべかし 然べかし 存在―その場にふさわしいさま
さるめかし 然めかし 存在―みるからにそれ相当のものと思わせるさま
じちらかし 実らかし 存在―真偽（真実、誠実）
じちらし 実らし 存在―真偽（真実、誠実）
じつらし 実らし 存在―真偽（真実、誠実）
すぐしい 直 存在―是非（正直）
すぐすぐしい 直直 存在―是非（正直）
すぐらしい 直ー 存在―是非（まっすぐ）
そらぞらしい 空空 存在―空虚 ②

ただし 正 存在―是非（正しい、まっすぐ） ②
まことがまし 実がまし 存在―真偽（真実のように思わしめるさま）
まことし 実し 存在―真偽（本物、実直、正統） ④
まことらし 実らし 存在―真偽（本当だと思われるさま）

まさし 正 存在―真偽（まこと、確か） ⑤
まざまざしい 存在―実在（目の前に見るようである） ②

むなし 空 ①存在―空虚（から）②評価―価値（無益）

あいしたしい 相親ー 関係―互いに仲がよい
あいひとしい 相等 関係―異同

あひおなじ 相同じ 関係―異同
おなじ 同 関係―異同

おやがましい 親ー 関係―類似
おやじ 同 関係―異同
かからはし 関係―相関（関係を断ちにくい）
けし 異 関係―異同（「異心」多用）

しさいらしい 子細ー 関係―因果（わけがありそうだ） ②
しとし 等し 関係―異同（同等）
なかむつまじい仲睦・中睦 関係―仲が良い
なにとやらしい何ー 関係―因果（何かいわくありげである）

ひとし 等 関係―異同（同等） ⑤
ほかし 他 関係―異同

まつおなじ 真同じ 関係―異同（同様）
まつぽなじ 真同じ 関係―異同（同様）
ままし 継し 関係―継父・継母・継子または腹違いの間柄である
みこみこし 神子神子し 関係―類似（髣髴とさせる、神がかり的なさまである）

もっともらしい 尤ー 関係―因果（そうするだけの理由があるようである）
ゆいしょただしい由緒正 関係―因果（正当な来歴がある、正しいいわれを持っている）

ゆゑゆゑし 故故し 関係―因果（由緒ありげな格調の高さがみられるさま）
やうがまし 様がまし 関係―因果（わけがありそうだ） ②
よしよしし 由由し 関係―因果（いわくありげなさまである）
よそよそし 余所余所し 関係―無関係である ②
わらうべし 関係―類似（子供じみている）

わらべしい 童ー 関係―類似（子供じみている）
わらべらし 童らし 関係―類似（子供じみている）

われじ 関係―異同（自分自身のことのように）
あらたし 新 時空―新旧（「新年」多用） ⑤

表21　シク活用形容詞の意味分類



いくひさし 幾久し 時空―時間（長い期間にわたって持続する）
いまだし 未し 時空―時期尚早

おとおどおしい 御遠遠 時空―時間（久しぶり）
おとどしい 時空―時間（会わずに久しい）

おほひさし 大久し 時空―時間（甚だしく昔）
こあたらしい 小新 時空―新旧
せせっこましい 時空―広狭（狭くて余地がない）
せばくるしい 狭苦 時空―広狭（せまくて窮屈である）
せまくるしい 狭苦 時空―広狭（せまくて窮屈である）
せまくろしい 狭ー 時空―広狭（せまくて窮屈である）

　 せまっくるしい 狭苦 時空―広狭（せまくて窮屈である）
せばせばし 狭狭し 様相―繁簡（簡略である、短くつまる）
ちかし 近し 時空―遠近（近い）

とほとほし 時空―遠い ②
ときじ 不時 時空―季節外れ、絶え間ない

としひさしい 年久 時空―時間
ながながし 長永 時空―時間が長い

なまあたらしい 生新 時空―新旧
にひし 新 時空―新（にひ草、にひ肌）

はつはつしい 初初 時空―新旧（初めてで新しい）
ひさし 久 時空―時間が長い ③

ひさびさしい 久久 時空―時間（長い、久しぶり）
ひねひねし 時空―旧（古くひからびたさま）

ふさしい 久 時空―時間
ふるし 古し 時空―新旧（古い）
ふるめかしい 古ー 時空―新旧（古い） ④
ほどひさしい 程久 時空―時間（だいぶ以前である）
まあたらしい 真新 時空―新旧（新しい）

まだし 時空―時期尚早
みみあたらしい 耳新 時空―新旧（耳に聞いて新鮮である、初めて聞くことである）
めあたらしい 目新 時空―新旧（初めて見る感じである）
ものあたらしい 物新 時空―新旧（何となくあたらしい）

あさからしい 浅 量的―程度（浅い）
あたたし 量的―程度（甚だしい）
あまりしい 余 量的―程度（ひどすぎる）

あんまりしい 量的―程度（ひどすぎる）
いとどし 量的―程度（ますます甚だしい、そうでなくてもひどい）
いぼいぼしい 疣疣 量的―小さい、少ない
いみじ 量的―程度（甚だしい）
いやけし 弥怪し 量的―程度（認容できない）
いよいよし 弥し 量的―程度（ことさらに甚だしくなる）
いよし 弥し 量的―程度（ますます価値や程度が高まる）
いらひどし 苛酷し 量的―程度（甚だしい）
うたてし 転し 量的―程度（甚だしくて、同感できない）
おいぼいぼしい 量的―軽少、粗末
おおしい 多 量的―多い、重大
おどろし 量的―程度（驚くほど甚だしい）

こきだし 量的―程度（重大）
ことすさまじ 事凄し 量的―程度（ぞっとするほど甚だしい）

すこしらしい 少ー 量的―少ない
すっばらしい 素晴 量的―程度（甚だしい）
すばらしい 素晴 量的―程度（甚だしい） ②
すんばらしい 素晴 量的―程度（甚だしい）

たたはし 偉 量的―満ち足りた ②
とぼし 乏し 量的―多少（足りない） ②

ともし 乏 ①量的―少ない②対他―愛（心ひかれる）③意向―羨む ④
ばかばかしい 馬鹿馬鹿 量的―程度（甚だしい） ②

はなはだし 甚 量的―程度（甚だしい）
ふかし 深し 量的―多少（たくさんであるさま） ③



べらぼうらしい 便乱坊ー・箆棒ー量的―程度（まったくとんでもない）
ゆめがまし 夢がまし 量的―多少（きわめて少しである）
ゆめゆめし 夢夢し 量的―多少（きわめてわずかである）

あおあおしい 青青 属性―色 ②
あかあかし 赤赤し 属性―色

あわしい 淡 属性―色、味、調子などが薄い
いかし 厳 ①属性―自然（樹木繁茂）②様相―おごそかだ③評価―価値（重大）

うすうすしい 薄薄ー 属性―薄い
うつうつし 鬱鬱し 属性―自然（天気が曇っていて、陰気である）

おほほし 鬱 ①属性―自然（火、月夜の明暗）②対自―不快③評価―才能（愚か）
かどかどし 角角し ①属性―形（角が突きだしている）②評価―性格が円満でない ④

くまくまし 属性―自然（道、山谷の奥が深くて暗いようなさま）
くもらはし 曇し 属性―自然

くろぐろしい 黒黒 属性―色
けはし 険し 属性―山や坂などの傾斜が急で、道が急峻である ⑦

こごし 属性―自然（山道などで、岩がごつごつして険しい）
こはごはし 強強し 属性―材質（硬そうで、弾力性・柔軟性に欠けている）
こまごまし 細細し 属性―小さい、細かい ②

こわっぱしい 硬ー 属性―材質（堅そうで、なめらかでない）
こわらしい 強ー 属性―材質（かたくてごわごわした感じ）

さがし 険 属性―自然（山や坂が険しい、波が激しい）
しらしらし 白白し 属性―色（白く見える） ③

しろえらしい 白絵ー 属性―色（色つやがない、みすぼらしい）
そばそばし 稜稜し 属性―物事が円滑さを欠く

たいだいしい 大大 属性―太っている、大きい
たぎたぎし 属性―自然（道が凹凸・高底・深浅のある状態）

ながしい 長 属性―長短（長い）
ながたらしい 長ー 属性―長短（長い）
ながったらしい 長ー 属性―長短（長い）

にたし 属性―自然（水気が多い）
にはし 属性―自然（にわか、波があわただしい）

ぬめぬめしい 滑滑 属性―なめらかですべるようである
はるめかしい 春ー 属性―自然（春らしい感じである）

はればれし 晴晴し 属性―自然（よく晴れわたって明るい） ⑤
ふかぶかし 深深し 属性―深浅（どこまでも深いさま）

ふとぶとしい 太太 属性―太い（姿、声） ③
ふゆめかしい 冬ー 属性―自然（冬らしい様子である）

ほねがまし 骨がまし 属性―形（骨張ってごつごつしている）
ほねぼねし 骨骨し 属性―形（骨張ってごつごつしている）

まるまるしい 丸丸 属性―形（まるまるとしたさま）
あさあざし 鮮鮮し 様相―鮮明
あたあたし 様相―並外れた勢い
あつかはし 扱し 様相―難易（処置しにくい）

あぶかしい 危 様相―安危（危ない）
あぶかわしい 危 様相―安危（危ない）
あぶっかしい 危 様相―安危（危ない）
あぶなかしい 危 様相―安危（危ない）
あぶなっかしい 危 様相―安危（危ない）
あまあましい 甘甘 様相―表情（やさしい）

あやうしい 危 様相―安危（危ない）
あやかしい 様相―弱弱しい、不明瞭 ②
あやぶまし 危し 様相―安危（危ない）
あらあらし 荒荒し ①様相―猛烈②評価―言動（乱暴、粗野） ②
あらあらし 粗粗し ①様相―粗雑②評価―価値（品質が基準に達していない）
あらまし 荒し ①様相―勢いが激しい（風、波）②評価―言動（乱暴、粗野）
あわあわしい 沫沫 様相―変化（くずれやすく、消えやすい）
いかいかし 厳厳し 様相―厳めしい、荒々しく激しい

いかつがましい 厳ー 様相―厳めしい
いかつめらしい 厳ー 様相―形式ばっている



いかめしい 厳ー 様相―おごそかだ ③
いしいしし 以次以次し 様相―次々と連なり続くさま
いちしるし 著し 様相―顕著

いつくし 厳 様相―厳然としている
いつつし 様相―勢力があるさま

いなかめずらしい田舎珍 様相―普通でない（田舎にあるにしては珍しい） ②
うそすさまし うそ凄し 様相―荒涼として、ものさびしげなさま

うちつけがましい打付ー 様相―だしぬけ、露骨
おおぎょうらしい大仰ー 様相―大がかり、おおげさ

をかし 可笑し 様相―滑稽なさま ⑩
おかしらしい 様相―変だ

をこがまし 痴がまし 様相―馬鹿げている ②
おびたたし 夥し ①様相―盛んである②量的―程度、数量 ⑦
おぼおぼしい 様相―薄暗くてはっきり見えない ③

おぼろおぼろしい朧朧 様相―不明瞭（ぼんやり）
かかりがまし 懸がまし 様相―妨害（前進しにくい）

きたならしい 汚ー 様相―不潔
きびし 密し・厳し 様相―厳めしい、厳重 ⑦
ぎやうぎやうし 様相―おおげさ

ぎょうさんたらしい仰山ー 様相―おおげさ
ぎょうさんらしい仰山ー 様相―おおげさ
ぎょうたくましい仰逞 様相―おおげさ

ぎようらし 様相―おおげさ
きょときょとしい 様相―おおげさ

くだくだし 細砕 様相―繁簡（こまごましい）
くどくどし 様相―繁簡（簡潔でない）
くれぐれし 呉呉し 様相―何度も繰り返されて、行き届いているさま

けいげいしい 様相―おおげさ
けいはくらしい 軽薄 様相―手軽で粗末な様子 ②

げうげうし 様相―おおげさ
けがらうし 穢し 様相―不潔

けがらはし 汙穢 様相―不潔 ②
けげしい 異異 様相―異様
けばけばしい 様相―目立つ（きわだっている、きらびやか） ②
けばたたしい 様相―おおげさでやかましい

げふげふし 様相―おおげさ
げふらし 様相―おおげさ
かうがうし 神神し 様相―おごそかで、厳粛
こえめずらしい声珍 様相―聞きなれない

こぎたならしい 小汚 様相―不潔
こぢくらうし 様相―繁簡（からみあって、単純でないさま）
ことがまし 事がまし 様相―おおげさ
ことことし 事事し 様相―おおげさ
ことさびし 事寂し 様相―火の消えたような状態で、手持無沙汰なさまである
ことそうぞうし事忩忩し 様相―混乱（社会情勢が混乱して、騒然としているさま）
ことむつかし 事むつかし 様相―難易（簡単でなく、処理・解決に手こずるさま）
ことめづらし 事珍し 様相―見聞きすることがめったにない

こどもめずらしい子供珍 様相―子供を見なれない
ことよろし 事宜し 様相―普通、さしつかえない

ことらしい 事ー 様相―特別な事のようである
こむさらしい 様相―不潔（きたならしい、いやらしい）

さいくがまし 細工がまし 様相―趣向・工夫をこらしたあとが、ありありと見えるさま
さえざえしい 冴冴・冱冱 様相―明瞭（澄み切っている） ②

さうざし 寂寞し 様相―人気もなく、静かだ
さびさびし 寂寂し 様相―人げもなく、ひっそりとした雰囲気

さまじい ①様相―荒涼としている②量的―程度（甚だしい）
さもし 様相―態度や様子などがみすぼらしい ②
しかしかし 確確し 様相―確かさ（打消に用いられ、はかばかしくないさま）

しけし 穢・蕪 様相―不潔、荒れている



しちむずかしい ー難 様相―難易（困難、面倒，こみ入っている）
しなっこしい 様相―態度、動作などがしなやかである
しなっこらしい 様相―態度、動作などがしなやかである
じゃまらしい 邪魔ー 様相―妨害
じゅんじょただしい順序正 様相―調和（整然としている）
しょうしい 笑止 様相―滑稽、気の毒
しょうしらしい 笑止ー 様相―滑稽、気の毒
しょむずかしい ー難 様相―難易（困難、面倒）
じょれつただしい序列正 様相―調和（順序がまちがっていない）

しれがまし 痴がまし 様相―馬鹿げている
じんじょうらしい尋常ー 様相―常態（尋常）

すがし ①様相―清らか②対自―快い
すねくろしい 拗ー 様相―異常（拗ねた様子、ひねくれているさま）
せいらしい 勢ー 様相―威勢がある

せはし 忙し 様相―速度や調子が速く、次から次へと間断なく続いている ⑤
そとめずらしい 外珍 様相―外に出ることがすくないので外の様子が目新しい
たいそうらしい 大層ー・大造ー様相―おおげさ
だらだらしい 様相―しまりがない、だらだらしている
ちつじょただしい秩序正 様相―調和（順序やきまりがきちんとととのっている）
ちゃんちゃらおかしい 様相―笑止千万である

つづまし 約し 様相―繁簡（倹約、質素）
つまし 様相―繁簡（倹約、質素） ②

てんごうらしい 様相―ふざけ半分、冗談じみている
とのがましい 殿ー 様相―殿様ぶっている
なずましい 泥 様相―進行状態（難渋）

なまし 生 様相―生、新鮮 ②
なまなまし 生なまし 様相―新鮮さ（生きている） ②

なまやさしい 生易・生優 様相―難易（たやすい、なみひととおりである） ②
なんだいがましい難題ー 様相―難易（難題のきらいがある）

にぎにぎし 賑賑し 様相―賑やか
にぎやかしい 賑 様相―表情（陽気で活気のある様子）
にぎやしい 賑 様相―賑やか

にぎはし 賑し 様相―賑やか、繁盛
にぎははし 賑し 様相―賑やか、繁盛

にやにやしい 様相―表情（やさしくほほえんでいる、やわらかい）
ねばくろしい 粘ー 様相―いやにねばねばする
ねばねばしい 粘粘 様相―べたべたしている

はえばえし 映映し 様相―きわだっている、非常にはえて見える
はげし 烈 様相―勢いが強い（気、性、風、波） ②

はつしい 様相―安危（危険）
はやばやし 早早し 様相―速度（迅速）
はれがまし 晴がまし 様相―表立っている、公である ③

ひちむずかしい ー難 様相―難易（難しい）
ひとさわがしい人騒 様相―混乱（人の出入りなどがはげしく騒がしい）

ひとだかしい 人高 様相―混乱（人が多く集まる）
ふけつったらしい不潔ー 様相―不潔
ふさふさしい 総総・房房 様相―多く集まって垂れ下がる
ふさぶさしい 様相―おおげさ ②
ふだんふだんしい不断不断 様相―常態（不断と変わらない感じ、いつもの様子）

ほれほれし 惚惚し 様相―確かさ（意識がぼんやりとして、認識できない状態である）
ませくるしい 様相―年の割に大人びている
まだるこしい 間怠ー 様相―調子（時間、労力を多く費やしてめんどうである）
まだるっこしい 間怠ー 様相―調子（時間、労力を多く費やしてめんどうである）

まだろっこしい 様相―調子（時間、労力を多く費やしてめんどうである）
まどしい 様相―速度（手間どって遅い）
まどろかしい 様相―速度（手間どって遅い）
まどろこしい 様相―速度（手間どって遅い）
まどろしい 様相―速度（手間どって遅い）
まどろっこしい 様相―速度（手間どって遅い）



みずみずしい 瑞瑞・水水 様相―光沢があって若々しい、生気があって美しい
みだりがましい 濫ー・猥ー 様相―混乱（秩序や規律、作法に反するさま）

みだりかはし妄 様相―混乱（乱雑、無秩序） ⑤
みだれがはし 乱がはし 様相―混乱（秩序や規律、作法に反するさま）

みみめずらしい 耳珍 様相―異常（あまり聞いたことがない）
むさくるしい 様相―乱雑（だらしがなくて不潔である）

むさくらうし 様相―乱雑（だらしがなくて不潔である）
むさくろしい 様相―乱雑（だらしがなくて不潔である）
むさらし 様相―乱雑（だらしがなくて不潔である）
めたたし 目立し 様相―目立つ

めだたわしい 目立 様相―目立つ
めぼしい 様相―特に目立っている
めんどうしい 面倒ー 様相―難易（面倒くさい）
めんどうらしい 面倒ー 様相―難易（面倒くさい）
めんどしい 面倒 様相―難易（面倒くさい）

ものがまし 物がまし 様相―おおげさ
ものものし 物物し 様相―厳めしさ（おごそかだ、堂々としている） ③

ややこしい 様相―繁簡（複雑である、混乱していてわずらわしい）
ややっこしい 様相―繁簡（複雑である、混乱していてわずらわしい）

ゆるかしい 緩 様相―弛緩（ゆったりとしている、ゆとりがある）
ゆるほし 縦 様相―緩やか

よぼよぼしい 様相―体つきや足どりが弱々しく、危なっかしいありさまである
よわよわし 弱弱し 様相―力がないように見えるさまである

らんがしい 乱 様相―混乱（やかましい、騒がしい）
れいれいしい 麗麗 様相―目立つ（人目につくように派手に飾りたてている）

わきわきし 分明 様相―はっきり
あつし 篤し 境遇―病弱
せはせはし 忙し 境遇―多忙 ⑤

いそがしらしい 忙ー 境遇―多忙
いそがはし 忙し 境遇―多忙
おもおもし 重重し 境遇―身上（地位身分が高く威厳がある） ⑤

およし 境遇―生命（老）
こたのし 小楽し ①境遇―裕福②対自―安楽
こといそがはし事忙し 境遇―多忙
さもとらし 境遇―しかるべき身分・家柄であると、納得されるさま
しやうらかしい性らかしい 境遇―身上（素性が正しい）
しょうろうがしい 境遇―身上（素性が正しい）
すくし 健し 境遇―健康

すじめただしい 筋目正 境遇―身上（立派な血筋、由緒ある家系）
すぼらしい 境遇―貧しい（しみったれている、貧弱、貧相）

せはせはし 忙忙し 境遇―多忙 ②
ぞうぞうしい 雑雑 境遇―身上（身分が低く下品である）

たのしらしい 楽ー 境遇―裕福（暮らし向きなどが豊かで、不足がない）
ちょうじょうしい長上 境遇―身上（目上らしいさま）
びんぼうたらしい貧乏ー 境遇―貧乏
びんぼうったらしい貧乏ー 境遇―貧乏

ふくふくし 福福し 境遇―みるからに金持ちで幸福そうである）
ふところざみしい懐寂 境遇―金回りが悪い、所持金・財産が乏しい）

まづし 貧 境遇―貧しい ②
まどし 貧し 境遇―貧乏

みじめたらしい 惨ー 境遇―いかにもみじめだという感じである
みじめったらしい惨ー 境遇―いかにもみじめだという感じである

みすぼらし 身窄し 境遇―貧乏（姿がやつれている、外見が貧弱である）
みそぼらしい 境遇―貧乏（姿がやつれている、外見が貧弱である）
ものせわしい 物忙 境遇―多忙（せかせかしている、いそがしい）

やつやつし 窶窶し 境遇―貧乏（ひどくやつれている、非常にみすぼらしい） ②
よたたし 夜多多し 境遇―多忙（夜通しねないでばたばたするさま）
あさすさまじ 朝冷まじ 感覚―温度（秋の朝の寒さ）
あせぐらうし 汗ぐらうし 感覚―嗅覚（汗臭い）



あつかはし 暑かはし 感覚―温度（蒸暑い）
あつくるしい 暑苦・熱苦 感覚―温度（暑い）
あつくらうし 暑くらうし 感覚―温度（暑い）
あつくろしい 暑苦 感覚―温度（暑い） ②
あつくらはし 暑くらはし 感覚―温度（暑い）

あつっくるしい 暑苦・熱苦 感覚―温度（暑い）
あまたらしい 甘ー 感覚―味覚（あますぎる）
あまったらしい 甘ー 感覚―聴覚（声）

いけそうぞうしいー忩忩・ー騒騒感覚―聴覚（いやにさわがしい）
いけやかましい ー喧 感覚―聴覚（いやにうるさい）

うすかうばし 薄香し 感覚―匂い
おいしい 美味・旨味 感覚―味覚（うまい）

かがやかしい 輝・耀 感覚―視覚（まぶしい） ③
かぐはし ①感覚―匂い②対他―愛（心ひかれる） ②

かしかまし 感覚―聴覚（耳ざわりなほど騒々しい） ③
かしまし 喧し 感覚―聴覚（耳障り）
かまびすし 喧し 感覚―聴覚（耳障り）
かまびそし 喧し 感覚―聴覚（耳障り）

かやましい 感覚―聴覚（耳障り）
かんばし 香し・芳し 感覚―匂い ③

くさらしい 臭ー 感覚―嗅覚（臭い）
くそやかましい 糞喧 感覚―聴覚（やかましい、うるさい）
くちかしがましい口喧 感覚―聴覚（口うるさい）

くちがまし 口がまし 感覚―聴覚（口数が多い）
くちやかましい 口喧 感覚―聴覚（口数が多くてうるさい）

かうばし＊ 香し 感覚―匂い ②
こすさまじ 小凄じ 感覚―温度（風などが寒い）
こすずし 小涼し 感覚―温度（涼しい）
ことがまし 言がまし 感覚―聴覚（口うるさい）

こやかましい 小喧 感覚―聴覚（口うるさい）
さむざむしい 寒寒 感覚―温度（寒い）

さわがし＊ 騒し ①感覚―聴覚②様相―不安定 ⑥
さわがましい 騒ー 感覚―聴覚（物音が大きくてうるさい）
ざわめかしい 感覚―聴覚（さわがしい、やかましい）
しちやかましい ー喧 感覚―聴覚（不必要と思われるほどうるさい）

すさまじ＊ 寒じ・冷じ感覚―温度（風などが寒い） ⑧
すずし 冷 感覚―温度（さわやか） ⑧

すずまし 涼し 感覚―温度（冷気）
そうがましい 騒ー 感覚―聴覚（騒がしい）
そうぞうがましい忩忩－・騒騒ー感覚―聴覚（騒がしい、うるさい）

そうぞうし 忩忩し 感覚―聴覚（耳にうるさい）
そこすさまじ 底寒じ 感覚―温度（冷え冷えとした気配）

つからし 疲 感覚―疲労
ひえびえしい 冷冷 感覚―温度（寒い）
ひもじい 感覚―飢渇（空腹である、飢えている）

まぎらはし＊紛し 感覚―視覚（まばゆい） ⑤
まずっぽらしい 不味ー 感覚―味覚（まずそうな様子）

まぶしい 眩 感覚―視覚（明る過ぎて、目をあけていられない） ②
まぼしい 眩 感覚―視覚（明る過ぎて、目をあけていられない）

みみかしましい耳囂 感覚―聴覚（耳にやかましく聞こえる、うるさい）
みみがしまし 耳喧し 感覚―聴覚（やかましくて、うるさい）

みみやかましい 耳喧 感覚―聴覚（音や声などが、騒々しい）
むしぐるしい 蒸苦 感覚―温度（苦しいまでに蒸し暑い）
めまぎらしい 目紛 感覚―視覚（形・色などが多種多様で、目がちらちらする）
めまぐらしい 目紛 感覚―視覚（ものが次々に移り変わって、目がちらちらする）
めまぐるしい 目紛 感覚―視覚（ものが次々に移り変わって、目がちらちらする）
めまぐろしい 目紛 感覚―視覚（ものが次々に移り変わって、目がちらちらする）
ものすずしい 物涼 感覚―温度（さわやかである）

やかまし 感覚―聴覚（音や声などが大きかったりして、神経をいらだたせる） ⑥



やっかましい 喧 感覚―聴覚（音や声などが大きかったりして、神経をいらだたせる）
やはし 飢 感覚―飢渇

わわし 感覚―聴覚（うるさい）
あからし 懇 対自―悲しみ

あぐるしい 対自―苦しみ（窮屈）
あけしい 明 対自―快い

あさまし 対自―驚き ⑧
あせがまし 汗がまし 対自―恥

あつくるしい 厚苦 対自―苦しみ（着物が厚っぽくて苦しい）
　 あやくるしい 対自―苦しみ（手足がだるい、中風）

あわたたし 慌し 対自―焦燥 ②
あはれし 哀し 対自―悲しみ

いきぐるしい 息苦 対自―苦しみ（呼吸、圧迫感） ②
いきぜわしい 息忙 対自―苦しみ（苦しそうに息をつくさま）

いきだうし 息だうし 対自―苦しみ（呼吸が早く、あえぐように荒いさま）
いきだはし 息だはし 対自―苦しみ（呼吸が早く、あえぐように荒いさま） ②

いきづかし 気衝 対自―感嘆（悲しみ）
いきづがはし 息づがはし 対自―苦しみ（呼吸が困難な状態）
いきどうしい 息 対自―苦しみ（息がせわしい） ②

いきどおしい 息 対自―苦しみ（息がせわしい）
いきどしい 息 対自―苦しみ（息がせわしい）

いきどほろし 対自―不快（憂鬱）
いたしい 対自―苦しみ（からだに苦痛）

いたづがはし 労し 対自―苦しみ（過重な負担）
いたはし 労 対自―苦しみ（骨折って苦しい） ④
いたぶらし 対自―焦燥

いとうしい 対自―苦しみ
いとほし 労 対自―苦しみ ③

いびしい 対自―恐れ（気味が悪い）
いらだたしい 苛立 対自―焦燥

うざかしい 対自―嫌悪（うるさい、むさくるしい）
うざっかしい 対自―嫌悪（面倒、うるさい）
うすさびしい 薄寂ー 対自―不快
うすらかなしい 薄悲 対自―悲しみ
うすらさびしい 薄寂 対自―不快

うそがなし うそ悲し 対自―悲しみ
うそさびしい 薄寂 対自―不快
うそさみしい 薄寂 対自―不快

うそはづかし うそ恥し 対自―恥
うだしい 穏 対自―安心（穏やかで、のんびりしている）

うただぬし 対自―楽しみ
うただのし 対自―楽しみ

うつたうし 鬱陶し 対自―不快 ②
うつとし 鬱陶し 対自―不快
うつぱづかし 打恥し 対自―恥

うぬぼれらしい 自惚ー 対自―自尊（自惚れ）
うむがし 対自―喜び

うらうらし 対自―安心（おだやかで、安らかな気持）
うらがなし 対自―悲しみ

うらさびし 心寂し 対自―不快
うらさみしい 心寂 対自―不快
うらはずかしい 心恥 対自―恥
うるしい 嬉 対自―喜び

うれし 歓 対自―喜び
うれしがなし 嬉悲し 対自―悲喜
うれはし 憂し 対自―不快

えぐたらしい 対自―嫌悪（憎たらしい）
ゑまはし 対自―喜び

おおそれがまし恐がまし 対自―恐縮



おごりがましい 驕ー・奢ー 対自―自尊
をし 惜 ①対他―惜しむ、愛②対自―残念 ③

おそいし 対自―恐れ
おそし 恐し 対自―恐れ
おそれがまし 恐がまし 対自―恐縮
おそろし 恐し・畏し 対自―恐れ ③

おっそろしい 恐 対自―恐れ
おっとろしい 恐 対自―恐れ
おどおどしい 対自―恐れ
おとこはずかしい男恥 対自―恥

おとろし 対自―恐れ、うんざり
おとろっしい 恐 対自―恐れ、うんざり

おどろおどろし 対自―驚き
おはもじい 御は文字 対自―恥

おむがし 欣感 対自―喜び
おもくるしい 重苦 対自―苦しみ（陰鬱）
おもくろしい 重苦 対自―苦しみ（陰鬱）

おもだたし 面立し 対自―名誉
おもっくるしい 重苦 対自―苦しみ（陰鬱）

おもはづかし 面恥し 対自―恥
おもひがなし 対自―悲しみ
おもひぐるし 対自―苦しみ

おもひでがまし思出がまし 対自―満足
おもぶせし 面伏し 対自―恥
おろし 恐し 対自―恐れ
かたはらさびし傍寂し 対自―不快

かなし 悲 ①対自―悲しみ②対他―愛（いとしい） ⑥
かなしましい 悲 対自―悲しみ

かわいらしい 可愛ー 対自―愛（可愛らしい）
かはゆらし 対自―愛（可愛らしい）
ききぐるし 聞苦し 対自―不愉快
きぐるしい 気苦 対自―苦しみ（つらく悲しい）

きぜわしい 気忙 対自―焦燥 ②
きづかはし 気遣し 対自―心配

きづましい 気詰 対自―心配
きはずかしい 気恥 対自―恥
きむずかしい 気難 対自―不快（気分がすぐれない） ②
くいしい 対自―悔しさ
くじょうがましい苦情ー 対自―不満（文句がありそうである）
くぜつがましい 口舌ー 対自―不満（文句、苦情があるらしい）
くそいまいましい糞忌忌 対自―怒り

くちはづかし 口恥し 対自―恥（噂されてきまりが悪い）
くやくやし 対自―不安や不満

くやし 悔 対自―残念 ②
くるおしい 狂 ①対自―興奮②様相―常軌を逸している

くるし 苦 対自―苦しみ（肉体、精神） ⑧
くるわしい 狂 対自―興奮
けいまいましい ー忌忌 対自―怒り

けたたましい 対自―驚き（びっくりさせるほど騒がしい） ③
けたまし 対自―驚き（びっくりさせるほど騒がしい）

けちいまいましい 対自―怒り
こいまいましい 小忌忌 対自―怒り
こうれしい 小嬉 対自―喜び

こころいそがはし心忙し 対自―焦燥
こころうれし 心嬉し 対自―喜び

こころがなし情悲 対自―悲しみ
こころぐるし情苦 対自―苦しみ、心配 ③

こころぐるわしい心狂 対自―興奮
こころさびしい心寂・心淋 対自―不快



こころさみしい 心寂・心淋 対自―不快
こころざむしい 心寂・心淋 対自―不快

こころさわがしい心騒 対自―焦燥
こころすずし 心涼し 対自―快い

こころせわしい 心忙 対自―焦燥
こころたのしい 心楽 対自―楽しみ
こころだのもしい心頼 対自―安心
こころにぎわしい心賑 対自―快い（心を浮き立たせる）

こころむつかし心むつかし 対自―不快
こころやましい心疾 対自―不満、怒り、あせり ②
こさびし 小寂し 対自―不快

こぜわしい 小忙 対自―焦燥
こっぱずかしい 小恥 対自―恥
こはずかしい 小恥 対自―恥

こむずかしい 小難 対自―迷惑（煩わしい）
こむつかし 対自―迷惑（煩わしい）

ごらんぐるしい 御覧苦 対自―苦しみ（見苦しい）
こわらしい 怖ー 対自―恐れ

さびし 対自―不快 ③
さぶし 不楽・不 対自―不快

さみし 寂し 対自―不快 ③
さむしい 寂・淋 対自―不快

したゑまし 対自―喜び
したもどかしい 舌ー 対自―焦燥（うまく言えなくてはがゆい）
じまんたらしい 自慢ー 対自―驕り（自慢）
じまんらしい 自慢ー 対自―驕り（自慢）

しりひかし 対自―残念（未練が残る）
じれじれしい 焦焦 対自―焦燥
すえおそろしい 末恐 対自―恐れ（将来どうなるかと予想する場合）

すがすがし 対自―快い ②
すずろがまし 対自―焦燥

ぜいらしい 贅ー 対自―虚栄（見栄を張る、贅をつくしている）
せきせきし 戚戚し 対自―焦燥（落ち着いていられない）

せぐるしい ー苦 対自―苦しみ（こみあげて苦しい、胸苦しい）
せつらしい 対自―焦燥（気忙しい状態）

せつせつし 切切し 対自―苦しみ（身にしみて実感される）
せつろしい 対自―焦燥（気忙しい状態）

そがそがし 対自―快い
そこおそろしい 底恐 対自―恐れ
そこがなしい 底悲 対自―悲しみ
そこさびしい 底寂 対自―不快
そぞろおそろしい漫恐 対自―恐れ、不安

そぞろはし 対自―不安（居心地が悪くて、逃げ出したい気持）
そらおそろしい空恐 対自―恐れ、不安
そらはづかし 空恥し 対自―恥

そわそわしい 対自―焦燥（落ち着かない様子）
そんだいらしい 尊大 対自―驕り（尊大、傲慢）

たくまし 快 対自―快い ④
たづたづし 対自―心配（心細い、夜の道があぶなっかしい）
たのし 楽 対自―楽しみ ③

つつまし 慎し 対自―恥（人目がはばかられ、気の引ける心情） ③
つらめしい 対自―苦しみ（つらく思われる）

てがまし 手がまし 対自―焦燥（落ち着きがない）
どくらし 毒らし 対自―恐れ（人をそこねる恐ろしさが感じられる）

なかしい 泣 対自―悲しみ
なげかし 歎し 対自―悲しみ
なげかはし 歎し 対自―悲しみ

なごりおしい 名残惜 対自―残念（心残り）
なまはずかしい生恥 対自ー恥



なみだぐまし 対自―悲しみ ②
なやまし 不平・阻 対自―苦悩（障害、病気、官能） ④

にがにがし 苦苦し 対自―不愉快（おもしろくなく感じる） ③
ねぐるしい 寝苦 対自―苦しみ（安らかに眠りにつきにくい）
ねやさびしい 閨寂 対自―不快（独り寝で、寂しく物足りない）

のこりおしい 残惜 対自―残念（心残りして気持がひかれる）
はがゆたらしい 歯痒ー 対自―焦燥（はがゆい）

はぢがまし 恥がまし 対自―恥（外聞が悪い）
はぢがはし 恥がはし 対自―恥

はじらわしい 恥 対自―恥
はづかし 恥 対自―恥 ③

はづかはし 恥かはし 対自―恥
はださびしい 肌寂 対自―不快（異性と肌を触れ合わせないため寂しい）
はなはずかしい 花恥 対自―恥（若い女性などのはじらうさま）

はもじい は文字 対自―恥
はらだたし 腹立し 対自―怒り
ひとおそろし 人恐し 対自―恐れ

ふじゆうったらしい不自由 対自―不満（不自由）
ふそくがましい 不足ー 対自―不満（不足）
ふそくたらしい 不足ー 対自―不満（不足）
ふふくがましい 不服ー 対自―不満（不服）
ふへいがましい 不平ー 対自―不満（不平）

ほこらしい 誇 対自―驕り（得意で自慢したい気持）
ほこりがましい 誇ー 対自―栄辱（栄誉に感じる）
ほそぼそしい 細細 対自―不安（細くたよりないさま）
ほてくるしい 対自―恥（恥ずかしさのために身のほてる思いである）
ほてくろしい 対自―恥（恥ずかしさのために身のほてる思いである）
ほほえましい 微笑・頬笑 対自―喜び（好ましくて、ほほえみたくなるようである）
まがしい 凶 対自―不安（不吉である）

まがまがし 対自―不安（不吉である）
まけおしい 負惜 対自―悔しさ（負けていることが口惜しい）
まどかしい 対自―焦燥（心がいらだっている）

みぐるし 見苦し 対自―苦しみ（外から見るのがつらい気持である） ③
みみうっとうしい耳鬱陶 対自―不快（耳障りである、聞きぐるしい）
みみぐるしい 耳苦 対自―苦しみ（聞くのがつらい）
みょうもんらしい名聞ー 対自―栄辱（名誉をてらうようである）

むがし 幸 対自―喜び
むずがかしい 対自―不快（機嫌が悪い、気に入らず不愉快である）

むつかし 難・六借 対自―不快（機嫌が悪い、気に入らず不愉快である） ⑩
むつがかしい 対自―不快（機嫌が悪い、気に入らず不愉快である）
むなぐるしい 胸苦 対自―苦しみ（苦痛を感じる） ⑤
むねぐるしい 胸苦 対自―苦しみ（苦痛を感じる）
むやくしい 無益 対自―怒り（くやしい、腹が立つ）

めざまし 目覚まし 対自―驚き・不快（物事が心外であり目もさめる思いがする） ②
めはづかし 目恥し 対自―恥（見られて気おくれする気持）
もどかし 対自―不満・焦燥（気にくわない、心がいらだっている） ②
もどかはし 対自―焦燥（悠長でじっれたく思われるさま）

ものおしい 物借 対自―惜しい（物を失うのが惜しい）
ものおそろしい物恐 対自―恐れ（何となくおそろしい）

ものかなし 物悲 対自―悲しみ

ものぐるはし 物狂し 対自―興奮（何かにかりたてられるようで、じっと落着いていられない）

ものさびし 物淋し 対自―不快（寂しい）

ものさみしい 物寂・物淋 対自―不快（寂しい）

ものさわがし 物騒し 対自―焦燥（落着かない） ②

ものすさまじい物凄 対自―不快（感興がさめてしまい、気落ちしたりする様子） ②

ものなやましい 物悩 対自―苦悩
ものわびしい 物侘 対自―不快（なんとなくわびしい、うらさびしい）



もやもやしい 対自―苦悩（悩みごとがあるなどして、すっきりしない）
やさし 対自―恥ずかしい（肩身が細い） ⑩

やまし 病し 対自―不満（思い通りにならなくて、不満・もどかしさなどが感じられる） ③
よろこぼし 悦 対自―喜び

わづらはし 煩し 対自―苦悩 ⑤
わづらうし 煩し 対自―苦悩
あいあいし 愛愛し 対他―愛（可愛らしい） ②
あいぎやうがまし愛敬がまし 対他―愛（可愛らしい）

あいきょうらしい愛敬ー 対他―愛（可愛らしい）
あいくるしい 愛ー 対他―愛（可愛らしい）
あいくろしい 愛ー 対他―愛（可愛らしい）

あいさうらし 愛そうらし 対他―愛（親切）
あいそうらし 愛そうらし 対他―愛（親切）

あいそしい 愛想 対他―愛（親切）
あいそらし 愛そらし 対他―愛（親切）

あいっくるしい 愛ー 対他―愛（可愛らしい）
あいらし 愛らし 対他―愛（親切）

あいらっしい 愛ー 対他―愛（可愛らしい）
あたらし 惜 対他―惜しむ

あつたらし 可惜し 対他―惜しむ
あなずりがましい侮ー 対他―軽蔑

あはれがまし 哀がまし 対他―同情
あわれっぽしい 哀ー 対他―愛（可愛らしい）
いじらしい 対他―愛、同情（子供に多用）

いたいけらし 幼気らし 対他―愛（優しく可憐なさま）
いたいたし 痛痛し 対他―同情 ②
いたまし 痛し・傷し 対他―同情 ②
いとしい 愛ー 対他―愛（可愛らしい）、同情

いとしぼらしい 対他―愛（可愛らしい）、同情 ②
いとしらしい 愛 対他―愛（可愛らしい）

いとはし 厭 対他―嫌悪
いまいまし 忌忌し 対他―憚る ⑥
いまいまはし 忌忌はし 対他―憚る

いましい 忌 対他―憚る
いまはし 忌し 対他―憚る ②

いめいめしい 対他―憚る
いめえましい 対他―憚る
いめましい 対他―憚る
いやこしい 対他―嫌悪

いやし 賤 対他―軽蔑 ⑦
いやったらしい 嫌ー 対他―嫌悪
いやみたらしい 厭味ー 対他―嫌悪
いやみったらしい厭味ー 対他―嫌悪
いやみらしい 厭味ー 対他―嫌悪
いやらしい 嫌ー・厭ー 対他―嫌悪 ②

うつくし 愛 対他―愛 ⑥
うとうとし 疎疎し 対他―疎遠、不快
うとまし 疎し 対他―疎遠、不快、不安 ②

うやうやし 恭 対他―尊重（礼儀正しい） ②
うやまわしい 敬 対他―尊重（礼儀正しい）
うらいまし 羨し 対他―嫉妬

うらごひし 裏恋 対他―愛
うらごほし 対他―愛

うらまし 恨し 対他―恨み
うらみがましい 恨ー 対他―恨み
うらみたらしい 恨ー 対他―恨み

うらめし 恨 対他―恨み ③
うらめづらし 心珍し 対他―愛（心ひかれる）

うらやまし 妬忌 対他―嫉妬 ②



えんりょがましい遠慮ー 対他―疎遠（遠慮しすぎる）
をそなし 幼し 対他―愛執

おとここいしい 男恋 対他―愛
おとこめずらしい男珍 対他―愛（男性を慕わしく感じる）

おとまし 疎し 対他―疎遠、嫌悪、不安
おもきらはし 面嫌し 対他―嫌悪
おもはし 思し 対他―愛（いとおしく感じる） ③

おんなめずらしい女珍 対他―愛（女性を愛らしく感じる）
かあいらしい 可愛 対他―愛（可愛らしい）

かごとがましい託言ー 対他―恨み（恨みごとを言っているようだ） ②
きのどくったらしい気毒ー 対他―同情
きのどくらしい 気毒ー 対他―同情 ②

きやくしんがまし隔心がまし 対他―疎遠（水くさい）
きらはし 嫌し 対他―嫌悪
けけし 対他―疎遠【他人行儀で親しみにくい）

こひし 恋 対他―愛 ②
こいやらしい 小嫌 対他―嫌悪

こころうつくし＊心愛し 対他―愛（いとしい）
こころこひし心恋 対他―愛

こころやさしい 心優 対他―親切
こころゆかしい心床 対他―愛（心ひかれる）

こなつかしい 小懐 対他―愛（懐かしい）
こにくてらしい 小憎体 対他―憎悪
こにくらしい 小憎 対他―憎悪

このまし 好し 対他―愛（気に入る） ②
このもし 好し 対他―愛（気に入る） ②

こほし 対他―愛
さげすましい 蔑 対他―軽蔑

したし 親 対他―親近 ③
したじたしい 親親 対他―親近
したしましい 親 対他―親近

したはし 慕し 対他―愛（心ひかれる） ②
しのばし 偲し 対他―愛（隔っている人や場所が恋しく思われる）

じょうらかしい 情ー 対他―愛（愛情がありそうである）
しんせつめかしい親切ー 対他―親切
すいたらしい 好ー 対他―愛（気に入る）
すかんたらしい 好ー 対他―嫌悪（気に入らない）
すかんらしい 好ー 対他―嫌悪（気に入らない）
すなつかしい 素懐 対他―愛（懐かしい、親しく思う）
せじせじしい 世辞世辞 対他―親近（愛想がよい、おせじたっぶりである）

そねまし 嫉し 対他―嫉妬
たにんがましい 他人ー 対他―疎遠（遠慮や気兼ねをするさま）

ちかぢかし 近近し 対他―親近（昵懇である） ②
どいやらしい ー嫌・－厭 対他―嫌悪
どうやらしい 対他―嫌悪、気が引ける
どうやららしい 対他―嫌悪、気が引ける

どくどくし 毒毒し 対他―憎悪（にくにくしい、悪意を含んでいる）
とざまがまし 外様がまし 対他―疎遠（格式ぶって、よそよそしいさま）
なさけがまし 情がまし 対他ー親切（思いやり）
なさけらしい 情ー 対他―親切（思いやり）

なつかし 対他―愛（離れがたい） ③
なまいやらしい 生嫌 対他ー嫌悪

なれなれし 馴馴し 対他―親近（なれて心やすそうなさま） ②
にくたらしい 憎ー 対他ー憎悪
にくったらしい 憎ー 対他ー憎悪
にくていらしい 憎体ー 対他ー憎悪
にくてらしい 憎体ー 対他ー憎悪
にくにくしい 憎憎 対他ー憎悪
にくらしい 憎ー 対他ー憎悪 ②



ねたまし 妬し 対他―嫉妬、憎悪
のろのろし 呪呪し 対他―憎悪（のろいたい気持）

のろわしい 呪 対他―憎悪（のろいたい気持）
はし 愛 対他―愛

ひとなつかしい 人懐 対他ー親近（人が妙に親しみをもって感じられる）
ひとめずらしい 人珍 対他―親近（人に会ってなつかしく親しく感じる）
ひなめずらしい 鄙珍 対他―愛（いなかふうで好ましい）

へだてがましい隔ー 対他―疎遠（うちとけない様子）
みみけがらわしい耳汚・耳穢 対他―嫌悪（不愉快な内容で、聞くのさえいやなほどだ）
むかしなつかしい昔懐 対他―愛（昔の思い出に心がひかれて慕わしい）
むかしゆかしい 昔床 対他―愛（昔がしのばれる感じである）

むつまし 親 対他―親近 ③
めづらし 珍 ①対他―愛（可愛らしい）②評価―珍しい ⑤
めだし 対他―愛、賞賛
ものこひし 物恋 対他―愛

ものなつかしい物懐 対他―愛（心が引かれる様子、なつかしい）
ゆゆし 斎忌 対他―畏敬 ⑦

ようらくらしい 瓔珞 対他―同情（かわいそうだ、きのどくである）
よそがましい 余所ー 対他―疎遠（他人行儀である）

りんきがましい 悋気ー 対他―嫉妬
あらまほし 意向―願望

いいしい 言ー 意向―意志（いいたい）
いけんがましい意見ー・異見ー意向―意志（説教忠告）
いさまし 勇まし 意向―奮起 ③

いまさららしい 今更ー 意向―意図（今さら取り上げ）
いまめかはし 今めかはし 意向―意図（今さら取り上げ）
うけらうし 受らうし 意向―意志（喜んで受け入れたい）
おくだのもし 奥頼し 意向―期待
おくゆかし 奥ゆかし 意向―願望 ②

おしつけがましい押付ー 意向―意志（押し付けるような態度）
おもほし 意向―願望

おんがましい 恩 意向―意志（ありがたく思わせるようとする態度）
おんぎがましい 恩義ー・恩誼ー意向―意志（ありがたがらせようとする態度）
おんきせがましい恩着ー 意向―意志（ありがたく思わせるようとする態度）

かぎりがまし 限がまし 意向―意志（区切りをもうけたがる）
きかまほし 聞まほし 意向―願望（聞きたい）

きほし 欲服 意向―意志
くちあたらしい 口新 意向―意図（ことさらに言うさま）

くちをし 口惜し 意向―失望、落胆 ③
くちさびしい 口寂 意向―欲望（口にするものがほしい感じ）
くちざみしい 口寂 意向―欲望（口にするものがほしい感じ）
くちさむしい 口寂 意向―欲望（口にするものがほしい感じ）

げにもらし 実もらし 意向―意図（意図的に真実らしく見せる）
ことあたらし 事新し 意向―意図（ことさらに初めてのことのように） ②

ことさららしい 殊更ー 意向―意図（わざとらしい、改まったように感じる）
しらしい 白 意向―意図（知らないふりをしている）
すいがましい 粋ー 意向―意図（さも粋人らしくふるまっている）

すえたのもしい末頼 意向―期待（将来有望）
すすまし 進し 意向―意志（積極的に立ち向かっていこうとする気持）

せんさくがましい穿鑿─・詮索─意向―意志（探り求めたりしがちである）
そうだんがましい相談 意向―意志（相談めいている）
そとなつかしい 外懐 意向―意志（外出したい）
ついでがましい 序ー 意向―意志（事のついでにするようである）

とぼかし 惚し 意向―意図（わざと知らぬふりをしているようである）
なたてがましい 名立ー 意向―意図（ことさら評判を立てるようである）
ぬけぬけしい 抜抜 意向―意図（知っていながら知らないふりをする）

ねがはし 願 意向―願望
ねだりがまし 意向―欲望（強請る、仕組んでゆするようである）
のぞまし 望し 意向―願望（そうあってほしい）



ひとこひし 人恋し 意向―意志（人に会いたい、人と話がしたい気持）
ひとまちどおしい人等遠 意向―願望（人の来るのが待ち遠しい）

ほし 欲 意向―欲望 ③
まちどほし 待遠し 意向―期待（その時や事態が早く来ることを望んでいるさま）

まちどしい 待遠ー 意向―期待（その時や事態が早く来ることを望んでいるさま）
まちびさし 待久し 意向―期待（その時や事態が早く来ることを望んでいるさま）

まちわびしい 待侘 意向―期待（その時や事態が早く来ることを望んでいるさま）
みがほし 欲見 意向―意志
みほし 欲見 意向―意志

ものほしい 物欲 意向―欲望（ほしい、手に入れたい）
ゆかし 意向―願望（それに心がひかれ、実際に自分で接してみたい気持） ⑥

ゆすりがましい 揺ー・強請ー 意向―欲望（おどし、ねだろうとするように見える）
ようきゅうがましい要求ー 意向―欲望（ぜひこうしてほしいと強く求める様子）
よくどうしい 欲ー 意向―欲望（欲が深い、欲ばりである）
よくどしい 欲ー 意向―欲望（欲が深い、欲ばりである）

わざとがまし 態とがまし 意向―意図（いかにも意識的な感じである）
わざとらしい 態ー 意向―意図（不自然で、いかにも意識してそうしているようである）

わびし 意向―失望（落胆し気力をなくした状態） ⑥
あやし 怪 思考―不思議 ⑧

いかがし 如何し 思考―疑念を持つ
いかがわしい 如何 思考―疑念を持つ ②

いふかし 不審 思考―不審 ②
うさんらしい 胡散ー 思考―疑念を持つ ②

うたがはし 疑 思考―疑い
おぼしい 思・覚 思考―どうやら…と思われる ②

くし 奇 思考―不思議
くすし 奇 思考―不思議
くすばし 思考―不思議

くらべぐるし 比苦し 思考―判断が困難だ
げにげにし 実実し 思考―肯定し納得できる
しかりつべし 然つべし 思考―判断（状況に照らして妥当だ）
しかるべし 然べし 思考―判断（状況に照らして妥当だ）

ふしぎがましい 不思議ー 思考―不思議
ふしんがましい 不審ー 思考―不審

ものおもわしい物思 思考―もの思いをする様子である
りくつらしい 理屈ー 思考―理屈にかなっているように見える

あくらし 悪し 評価―悪意
あさあさし 浅浅し 評価―才能（浅はか）

あし 悪 評価―価値（不良）
あしあらがまし 評価―態度（荒々しい）

あじゃらしい 戯 評価―態度（ふざける）
あだあだし 徒徒し 評価―移り気

あだめかしい 婀娜ー 評価―美（容姿や態度）
あつかまし 厚かまし 評価―人柄（ずうずうしい）

あつかわしい 厚ー 評価―人柄（ずうずうしい）
あっせいがましい圧制ー 評価―態度（無理じいするような態度）

あてあてし 当当し 評価―言語（気に障ることを言う）
あてつけがましい当付ー 評価―態度（あてつけるような態度）

あはうらし 阿房らし 評価―才能（愚か）
あほらしい 阿呆ー 評価―才能（愚か）

あらかまし 荒かまし 評価―言動（乱暴、粗野）
あらくまし 荒くまし 評価―言動（乱暴）
あらくもし 荒くもし 評価―言動（乱暴）

あらこましい 荒ー 評価―言動（乱暴）
あはあはし 淡淡し 評価―才能（軽薄） ②

いいわけがましい言訳 評価―言語（言い訳くさい）
いかがらしい 如何ー 評価―不良（よくない、下品）
いきいきしい 生生 評価―性格（活気にみちている）
いけあつかましいー厚 評価―人柄（ずうずうしい）



いけずうずうしいー図図 評価―人柄（ずうずうしい）
いけばかばかしいー馬鹿馬鹿 評価―才能（愚か）
いけふさふさしい 評価―人柄（ずうずうしい）

いさをし 功・勤 評価―人柄（勇敢、勤勉、てがらがある）
いし 美し 評価―良 ⑥

いしこらしい 評価―態度（生意気）
いじましい 評価―人柄（けちくさい）

いすかし 傲佷 評価―性格（曲がっている）
いそし 勤 評価―勤勉

いたかがまし 評価―言動（表面だけ、一人がよりな言動）　
いたずらいたずらしい 評価―言動（活発）

いつたうし 甚し 評価―（打消）たいしたことのない、適当でない
いつたし 甚し 評価―（打消）たいしたことのない、適当でない
いまめかし 今めかし ①評価―当世風だが、軽薄②意向―意図（今さら取り上げ） ④

いみあたらしい 意味新 評価―価値（現代的な価値・重要性を持つ）
いみいみし 評価―良（立派）
いやめづらし 弥珍し 評価―極めて珍しい
いらいらし 苛苛し 評価―性格（苛立ちやすい）

いろがましい 色ー 評価―品行（好色、淫ら）
いろめかし 色めかし 評価―好色、派手

いんきらしい 陰気ー 評価―性格（陰気）
うひうひし 初初し 評価―若若しくけがれのないさま ②
うかうかし 評価―才能（軽率）

うだうだしい 評価―才能（愚か）
うぶうぶしい 生生 評価―若若しくけがれのないさま

うまうましい 評価―言動（上手）
うらぐはし 評価―美
うるはし 愛 評価―美（風景、容姿）、人柄（誠実） ⑩

うわきらしい 浮気ー 評価―品行（多情、好色）
えせわしい 似非 評価―不良（いんちきで下劣）

えようらしい 栄耀ー 評価―性格（贅沢、わがまま勝手）
おうかましい 評価―才能（愚か）

ををし 雄 評価―人柄（雄雄しい）
おほせらしい 仰らしい 評価―言語（言葉に品位がある）
をこをこし 痴痴し 評価―才能（愚か）

おここし 沈毅 評価―人柄（沈着豪毅）
をさをさし 幹了・直・卓評価―才能（優れる）

をさながまし 幼がまし 評価―言動（幼稚）
をさなし 幼し 評価―才能（幼稚、幼少）
おさならしい 幼ー 評価―言動（幼稚）
おずまし 悍し 評価―性格（強情）
おぞまし 悍し 評価―性格（強情） ②

おぞましい 鈍 評価―才能（愚か）
おだひし 穏 評価―人柄（穏やか） ③

をとこらし 男らし 評価―言動（女なのに言動が荒々しい）
おとながましい大人ー 評価―言動（子供なのに、大人びいているさま）
おとなし 大人し 評価―才能（年長者らしい思慮、分別がある） ③
をなごらし 女らし 評価―言動（男なのに柔弱）
おめおめし 評価―態度（弱気な不甲斐ないさま）
おもしろをかし面白をかし 評価―情趣（人の気持を愉快にさせる）

おりみただしい 折身正 評価―礼儀（礼儀作法がきちんとしている）
おりめただしい 折目正 評価―礼儀（態度や服装がきちんとしている）

おろかしい 愚 評価―才能（愚か）
おろしい 評価―悪い
おんならしい 女ー 評価―性格（しとやかでやさしい）

かひがひし 甲斐甲斐し 評価―価値（かいのあるさま） ③
かひがはし 甲斐がはし 評価―価値（かいのあるさま）
かいしょうらしい甲斐性ー 評価―価値（働きがあって、頼もしい）

かいしょらしい 甲斐性ー 評価―価値（働きがあって、頼もしい）



かくちょうただしい格調正 評価―体裁や調子が正当である
かじくろしい 評価―人柄など（堅苦しい、自由がきかない）

かたくなし 頑し 評価―才能（愚か）、人柄（固執）、不体裁

かたくなはし 頑し 評価―才能（愚か）、人柄（固執）、不体裁
かたくるしい 堅苦 評価―人柄や態度（きまじめで厳格すぎる） ②
かたくろしい 堅苦 評価―人柄や態度（きまじめで厳格すぎる）
かたっくるしい 堅苦 評価―人柄や態度（きまじめで厳格すぎる）

かたまし 姦 評価―品行（心がねじけている）
かたはし 片端し 評価―優劣（欠陥や異常が認められ、見苦しい）

かってがましい 勝手 評価―人柄（自分の都合だけで行ったりする）
かどがまし 角がまし 評価―態度（かどだっている、妥協しない）
かどまし 角まし 評価―態度（かどだっている、妥協しない）

かるがるし＊軽軽し 評価―才能（軽率） ②
かるがろしい 軽軽 評価―才能（軽率）

かろがろし 軽軽し 評価―才能（軽率） ④
ぎぎしい 儀儀 評価―体裁をつくろって堅苦しい
きざったらしい 気障ー 評価―態度（気障である）
ぎしきただしい 儀式正 評価―礼儀（礼儀、作法がしっかりしている）
きずいがましい 気随ー 評価―態度（気まま）
きそくただしい 規則正 評価―言動（規則、原理に従う）
きっしくらしい 評価―人柄（融通がきかない）

きっとしい 急度 評価―人柄（堅苦しい、きびしい）
きつねがまし 狐がまし 評価―人柄（にじけたずるい性根）

きやさしい 気優 評価―性格（優しい）
ぎょうぎただしい行儀正 評価―礼儀（行儀を守っている）
きょうはくがましい脅迫ー 評価―言動（脅迫するような言動）

きらきらし 端正 評価―美（容姿）
きらめかしい 煌ー 評価―立派、きらめく
ぎりぎりしい 義理義理 評価―人柄（義理がたい、厳格）
きりつただしい 規律正 評価―言動（規則にのっとっている）

きはきはし 際際し 評価―言動（水ぎわだってあざやかに処理するさま）
くせぐせし 曲曲し 評価―情趣（一風変わっていて、嫌みが感じられるさま）

くちさかしい 口賢 評価―才能（口先がうまい）
くはし 妙・細 評価―美、優 ③

くんじくろしい 評価―性格（優柔不断）
げいがましい 芸ー 評価―態度（芸をひけらかすような態度）

けがし 評価―不潔
げすげすし 下衆下衆し 評価―優劣（品格が劣り、いやしげなさま）
げすし 下衆し 評価―優劣（下品）

けっこうらしい 結構 評価―見事
げんぎんがましい現銀ー 評価―自分の損得によってすぐ態度をかえるさま
けんけんしい 評価―態度や言い方がつっけんどんである
げんざらしい 評価―言動が変わっている
げんじらしい 験著 評価―人柄（現金である、効果てきめんである）
げんじるしい 験著 評価―人柄（現金である、効果てきめんである）
けんつくらしい 剣突 評価―態度（荒々しく人につっかかるさま）
けんぺいらしい 権柄ー 評価―態度（もったいぶったさま、いばった態度）

こざかし 小賢し 評価―才能（利口ぶっている、こましゃくれている） ③
こじおらしい 評価―性格（ひかえめで従順な様子）

こしつがまし 故実がまし 評価―才能（先例や典故によく通じて、口うるさくいうさま）
ごたいそうらしい御大層ー 評価―態度（いばった様子、もったいぶった様子）
こつがまし 骨がまし 評価―風格（その道の真髄に通じている様子）
ことあし 事悪し 評価―事態が険悪である
ことばさかし 言葉賢し 評価―才能（一人前にあれこれ言いたてるさま）

こどもこどもしい子供子供 評価―言動（あどけない）
こどもらしい 子供ー 評価―言動（あどけない）

こまかし 細し 評価―人柄（心づかいが、細部まで行き届いたさま）
こまっかしい 細 評価―人柄（心づかいが、細部まで行き届いたさま）
こむやくしい 小無益 評価―価値（役に立たない）



こめかうし 小目かうし 評価―人柄（些細な点までいちいち詮議だてするさま）
こやさし 評価―情趣（優雅な趣のあるさま）
さいかくがまし才覚がまし 評価―才能（ありもせぬ知識や才能を誇示するさま）

さいそくがましい催促 評価―態度（催促するような様子）
ざうさがまし 造作がまし 評価―手数がかかって煩わしいと感じさせる
さかざかし 賢賢し 評価―才能（才気煥発）

さかし 賢 評価―才能（賢明） ⑥
さしずがましい 指図ー 評価―態度（でしゃばって指図するようである）

さしいでがまし差出がまし 評価―態度（でしゃばるようである）
さしでがまし 差出がまし 評価―態度（でしゃばるようである）

さだし 貞 評価―人柄（貞節、直実）
さたがまし 沙汰がまし 評価―態度（細かな問題を取り上げて、理屈を述べたがるさま）

さほうただしい 作法正 評価―言動（立居ふるまいが作法にかなっている）
さまあし 様悪し 評価―不良（不恰好、いやしげで感心できない）
さまうし 評価―不良（不恰好、いやしげで感心できない）
さまし 評価―不良（不恰好、いやしげで感心できない）
しおらしい 評価―性格（ひかえめで従順な様子） ④

しかつがましい 評価―性格（まじめくさったさま）
しかつべしい 評価―性格（まじめくさったさま）
しかつべらしい 評価―性格（まじめくさったさま）

しかつめらしい 鹿爪 評価―性格（まじめくさったさま）
しぜんらしい 自然ー 評価―態度・行動などがわざとらしくない
しゃこざかしい ー小賢 評価―人柄（相手をののしって、なまいきなさまをいう）
じゆうがましい 自由ー 評価―態度（気まま勝手）

しゆつけらし 出家らし 評価―言動（俗塵を離れた、僧侶だとみえる物腰である）
しやうねらし 性根らし 評価―性格（確かな心を持っている、分別がある）
じやうらふし 上臈し 評価―人品や言動に高貴な出らしい趣が見られる

じんたいらしい 人体ー・仁体ー評価―人柄（立派）
じんていらしい 人体ー・仁体ー評価―人柄（立派）

じんとうらしい実頭らしい 評価―人柄（落ち着いて謙虚である）
じんぶつらしい 人物ー 評価―人柄、才能（優れる）
すいらしい 粋ー 評価―才能（芸事や花柳界に精通している様子）
ずうずうしい 図図 評価―人柄（ずぶとい）
すけべえたらしい助兵衛ー 評価―品行（好色）
すけべえったらしい助兵衛ー 評価―品行（好色）
ずずしい 図図 評価―人柄（ずぶとい）
ずぶずぶしい 図分図分 評価―人柄（ずぶとい）
せかせかしい 評価―性格（こせこせしている）

せからしい 評価―性格（こせこせしている）
せせかしい 評価―性格（こせこせしている）

せせかまし 評価―性格（こせこせしている）
せせかはし 評価―性格（こせこせしている）

せせこましい 評価―性格（こせこせ、気が小さい） ②
せんしょうらしい僭上ー 評価―言動（分を超えた言動をするさま）

ぞくがまし 俗がまし 評価―不良（出家の身でありながら、俗臭が感じられる）
ぞくたしい 俗たしい 評価―不良（出家の身でありながら、俗臭が感じられる）
ぞくらし 俗らし 評価―不良（出家の身でありながら、俗臭が感じられる）

そぐわしい 評価―適切（ふさわしい）
そこつらしい 粗忽ー 評価―言動（いそぎあわてる、不注意なさま）

そそかしい 評価―言動（いそぎあわてる、不注意なさま）
そそかはし 評価―言動（いそぎあわてる、不注意なさま）
そそかうしい 評価―言動（いそぎあわてる、不注意なさま）

そそこしい 評価―言動（いそぎあわてる、不注意なさま）
そそっかしい 評価―言動（いそぎあわてる、不注意なさま）
そらうつくしい 空美 評価―美（非常にきれいである）

たけし 猛し 評価―性格（何ものをも恐れない烈しい気性をもっている）
たけだけし 猛猛し 評価―性格（何ものをも恐れない烈しい気性をもっている） ②
たどたどし 評価―才能（習熟・精通していない、危なげで不安定） ⑤

たのもし 頼 評価―才能（頼みとしうる） ③



ちゃわちゃわしい 評価―性格（口が軽く多弁である、おしゃべりである）
てふてふし 喋喋し 評価―性格（饒舌） ②
てうはふらし 調法らし 評価―才能（物事の処理に、才覚がはたらくさま）
つべつべし 評価―態度（情け容赦なく責めさいなむさま）
つべらし 評価―態度（情け容赦なく責めさいなむさま）

つまづましい 評価―態度（てきぱきとして労を惜しまないさま）
つやつやしい 艶艶 評価―美（光沢があって美しい）
つらあてがましい面当ー 評価―態度（つらあてしている様子）
てきびしい 手厳 評価―態度（容赦なく、辛辣である）
てくだしい 手管 評価―才能（巧みな技術で物事を行う様子）

てばてばし 評価―美醜（けばけばしく派手である）
とがとがしい 評価―性格（角立っている、理屈っぽい）

とげとげしい 刺刺 評価―性格（意地悪そうで角立っている） ②
なぐし 和 評価―人柄（穏やか）
なぐはし 名細 評価―評判（名がすぐれている）

なまめかし 生めかし 評価―美（容姿や態度が優美、上品） ④
なめたらしい 無礼ー 評価―礼儀（失礼）

にあはし 似合し 評価―適切（ふさわしい）
におわしい 匂 評価―美（つややかに美しい）

につかしい 似付 評価―適切（ふさわしい）
につかはし 似つかはし 評価―適切（ふさわしい）

につくらしい 似付 評価―適切（ふさわしい）
につこらしい 似ー 評価―適切（ふさわしい） ③
にやつこらしい 評価―適切（ふさわしい）
にやわしい 似合 評価―適切（ふさわしい）
にんげんらしい 人間 評価―人柄（人間といわれるにふさわしい、人情味がある）

はかし 評価―価値（打消に用いられ、ぱっとしない）
はかばかし 評価―価値（期待されるだけの進歩手・効果が認められる） ⑥
はからし 評価―価値（期待されるだけの効果が見込まれる）

ばからしい 馬鹿ー 評価―才能、価値（ばかげている、無意味でくだらない）②
ばけばけし 化化し 評価―美醜（みにくいほどにけばけばしい、化物じみている）
ばけらかしい 化ー 評価―美醜（みにくいほどにけばけばしい、化物じみている）
ばけらしい 化ー 評価―美醜（みにくいほどにけばけばしい、化物じみている）

はではでしい 派手派手 評価―美（派手）
はなぐはし 花細 評価―美

はなげらしい 鼻毛ー 評価―人柄（女にだらしないさま、女にあまいさま）
はなばなし 花花し 評価―美（はなやか、見事）

はばし 憚し・幅し 評価―言動（つつしみがなく、さし控えるべきだと思われるさま）
ばばし 評価―言動（放縦してだらしないさま）
はらあし 腹悪し 評価―性格（怒りっぽく、根性がねじれているさま）

ひがらしい 僻ー 評価―美醜（やぼくさい、いなかっぽい）
ひじがまし 秘事がまし 評価―態度（秘事であるかのように、もったいぶるさまである）
ひすかし 評価―人柄（愚かしくも片意地をはるさま）
ひとがまし 人がまし 評価―評判（相当の人物、人にしられるほでである） ②

ひとがららしい 人柄ー 評価―人柄（上品）
ひとし 人し 評価―評判（一人前のものとして恥ずかしくないさま）
ひとびとし 人人し 評価―人柄（立派）
ひとらし 人らし 評価―人柄（立派） ②

ひなんがましい 非難ー 評価―態度（とがめだてしているようだ）
ひはんがましい 批判ー 評価―態度（批判しているようである）

びびし 美美し 評価―美（華麗）
ひひょうがましい批評ー 評価―態度（批評のようである）
ふぎがましい 不義ー 評価―人柄（不義のようにみえる）

ふさわしい 相応 評価―適切
ぶしつけがましい不躾ー 評価―礼儀（無作法で失礼な感じ）
ぶしょうたらしい不精ー・無精ー評価―言動（不精らしく、ものぐさそうな感じである）
ぶしょうったらしい不精ー・無精ー評価―言動（不精らしく、ものぐさそうな感じである）
ぶたのもしい 不頼 評価―才能（たよりにならない）



ふてぶてしい 評価―人柄（ひらき直って図太くかまえている、大胆不敵）
ふんべつがまし分別がまし 評価―才能（分別がありそうである）
ふんべつらし 分別し 評価―才能（分別がありそうで、思慮が深いように感じられる）

へたくらしい 下手ー 評価―才能（拙劣）
へたくらうし 下手くらうし評価―才能（拙劣）

へたくろしい 下手ー 評価―才能（拙劣）
へらおかしい 評価―価値（まったくおかしい）
べんかいがましい弁解ー 評価―態度（責任のがれの言い訳をするようである）

まぐはし 目細 評価―美
まじめらしい 真面目ー 評価―人柄（まじめであるように見える）

またうどし 真人し 評価―人柄（直実で生真面目なさまである）
まめし 評価―人柄（まめである、まじめである）
まめまめし 評価―人柄（まじめ、誠実） ③

まんらしい 慢ー 評価―態度（高慢な感じがする）
みだらがましい 淫ー 評価―品行（みだらな傾向がある）
みめうるわしい 眉目麗・見目麗評価―美（容貌が美しい）
みれんがましい 未練ー 評価―性格（思い切りが悪いさま）
みれんたらしい 未練ー 評価―性格（思い切りが悪いさま）
みれんらしい 未練ー 評価―性格（思い切りが悪いさま）
むごたらしい 惨ー・酷ー 評価―性格（残忍である）
むごったらしい 惨ー 評価―性格（残忍である）

むごらしい 惨ー・酷ー 評価―性格（残忍である）
めだれがまし 目垂がまし 評価―言動（相手の弱みにつけこんで、卑劣なさまである）
めめしい 女女 評価―人柄（いかにも女のようである） ②
めらうがまし 女郎がまし 評価―人柄（いかにも女女しいさまである）
めんぼくがまし面目がまし 評価―評判（世間の評価を得そうなさま）
めんぼくらし 面目らし 評価―評判（世間に誇りを得ることとして、晴れがましく思われるさま）

もったいらしい 勿体ー 評価―態度（もったいぶった様子、もったいくさい）
ものめずらしい物珍 評価―珍しい

ものやさしい 物優 評価―人柄（性質・態度などが穏やかである）
やさしらしい 優ー 評価―人柄（優しい）
やすやすしい 安安 評価―価値（安っぽい）
やぼったらしい 野暮ー 評価―美醜（やぼくさい）
やぼらしい 野暮ー 評価―美醜（やぼくさい）

ゆだんがましい油断ー 評価―才能（油断するような傾向がある、なおざりにしがちである）
ようだいらしい 容体ー 評価―態度（重々しげである、もったいぶっている）

よらし 評価―良、適
よろし 宜 評価―良、適 ⑩

らうらうし 良良し 評価―価値（上品で美しいさま）
りくつがましい 理屈ー 評価―態度（理屈っぽい）
りこりこしい 利口利口 評価―才能（利口そうである、かしこそうだ）
りょうけんらしい料簡ー・了簡ー評価―才能（分別がありそうに見える）

りりし 評価―才能（賢い）
れいぎただしい 礼儀正 評価―礼儀（礼儀をわきまえていて、折り目正しい）

わかわかしい 若若 評価―人柄（子供っぽい、おとなげない） ②
わるざかしい 悪賢 評価―才能（悪賢い）



上代語 プラス マイナス その他
存在形容詞 4 0 0 4
関係形容詞 7 0 0 7
時空形容詞 8 0 0 8
量的形容詞 4 0 0 4
属性形容詞 8 0 0 8
様相形容詞 10 4 4 2
境遇形容詞 2 1 1 0
感覚形容詞 8 3 5 0
対自形容詞 39 14 23 2
対他形容詞 22 17 4 1
意向形容詞 7 2 1 4
思考形容詞 6 0 2 4
評価形容詞 23 19 4 0
合計 148 60 44 44

中古・中世語 プラス マイナス その他
存在形容詞 19 0 0 19
関係形容詞 15 0 0 15
時空形容詞 10 0 0 10
量的形容詞 19 0 0 19
属性形容詞 13 0 0 13
様相形容詞 71 15 26 30
境遇形容詞 17 7 10 0
感覚形容詞 26 5 20 1
対自形容詞 89 5 81 3
対他形容詞 46 22 24 0
意向形容詞 23 10 10 3
思考形容詞 7 3 3 1
評価形容詞 137 49 83 5
合計 492 116 257 119

近代語 プラス マイナス その他
存在形容詞 3 0 0 3
関係形容詞 6 0 0 6
時空形容詞 14 0 0 14
量的形容詞 7 0 0 7
属性形容詞 16 0 0 16
様相形容詞 82 16 43 23
境遇形容詞 12 3 9 0
感覚形容詞 30 2 23 5
対自形容詞 109 18 91 0
対他形容詞 65 28 37 0
意向形容詞 27 3 14 10
思考形容詞 5 0 4 1
評価形容詞 145 47 98 0
合計 521 117 319 85

表22　シク活用形容詞の意味分類の時代別比較



見出し語 漢字表記 見出し語 漢字表記 見出し語 漢字表記 『日国』項目意味変化
存在形容詞

ありありし 在在し ③ 存在→様相 存在→意向
うつし 現 ② 存在→評価

そらぞらしい 空空 ② 存在→意向
ただし 正 ② 存在→様相 存在→評価

まことし 実し ④ 存在→評価
まさし 正 ⑤ 存在→様相 存在→思考 存在→評価
むなし 空 ⑤ 存在→評価 存在→関係 存在→境遇

関係形容詞
けし 異 ③ 関係→評価 関係→思考 関係→量的

しさいらしい 子細ー ② 関係→意向
ひとし 等 ⑤ 関係→様相 関係→時空

やうがまし 様がまし ② 関係→様相 関係→対自
よそよそし 余所余所し ② 関係→対他

時空形容詞
あらたし 新 ⑤ 時空→様相 時空→評価
とほとほし ② 時空→対他
ひさし 久 ③ 時空→関係 時空→様相

ふるめかしい 古ー ④ 時空→評価
まだし ② 時空→量的

量的形容詞
たたはし 偉 ② 量的→様相 量的→評価

とぼし 乏し ② 量的→境遇
ともし 乏 ④ 量的→対他 量的→意向 量的→境遇

ばかばかしい 馬鹿馬鹿 ② 量的→評価
ふかし 深し ③ 量的→評価

属性形容詞
あおあおしい 青青 ② 属性→様相

いかし 厳 属性→様相 属性→評価
かどかどし 角角し ④ 属性→評価

くまくまし ③ 属性→様相
けはし 険し ⑦ 属性→様相 属性→評価 属性→境遇 属性→量的

表23　シク活用形容詞の意味変化

上代語 中古・中世語 近代語



こまごまし 細細し ④ 属性→様相 属性→対他 属性→評価
さがし 険 ② 属性→様相

しらしらし 白白し ④ 属性→対自 属性→様相 属性→意向
そばそばし 稜稜し ② 属性→対他

たぎたぎし ② 属性→様相
はればれし 晴晴し ⑥ 属性→対自 属性→様相 属性→意向 属性→時空 属性→評価

ふとぶとしい 太太 ③ 属性→評価 属性→感覚

様相形容詞
あらあらし 荒荒し ② 様相→評価
あらまし 荒し ③ 様相→評価
いかめしい 厳ー ③ 様相→属性 様相→評価

いつくし 厳 ③ 様相→評価
いなかめずらしい田舎珍 ② 様相→対他

をかし 可笑し ⑩ 様相→評価 様相→思考 様相→対自
をこがまし 痴がまし ② 様相→評価
おびたたし 夥し ⑦ 様相→感覚 様相→評価 様相→属性 様相→量的
おぼおぼしい ③ 様相→対自 様相→対他

おほほし 鬱 ③ 様相→対自 様相→評価
きびし 密し・厳し ⑦ 様相→評価 様相→属性 様相→量的

けいはくらしい 軽薄 ② 様相→評価
けがらはし 汙穢 ② 様相→対他

けばけばしい ② 様相→評価
ことよろし 事宜し ② 様相→評価

さえざえしい 冴冴・冱冱 ② 様相→対自
さもし ② 様相→境遇 様相→評価
せはし 忙し ⑤ 様相→境遇 様相→評価 様相→対自
せばせばし 狭狭し ③ 様相→境遇 様相→評価

たくまし 快 ④ 様相→意向 様相→評価
なずましい 泥 ② 様相→対他

なまし 生 ② 様相→評価
なまなまし 生なまし ② 様相→時空 様相→存在

なまやさしい 生易・生優 ② 様相→評価
はげし 烈 ② 様相→量的 様相→属性 様相→時空

はれがまし 晴がまし ③ 様相→対自
ひとびとし 人人し ② 様相→境遇 様相→評価

ふさぶさしい ② 様相→評価
ほれほれし 惚惚し ② 様相→対自

みだりかはし 妄 ⑤ 様相→評価 様相→対自
ものものし 物物し ③ 様相→対他 様相→評価

境遇形容詞



いそがし 忙し ⑤ 境遇→対自 境遇→様相
おもおもし 重重し ⑤ 境遇→評価　境遇→対自 境遇→対他 境遇→属性
せはせはし 忙忙し ② 境遇→対自

まづし 貧 ② 境遇→量的
まどし 貧し ② 境遇→量的

感覚形容詞
かがやかしい 輝・耀 ③ 感覚→対自 感覚→評価

かぐはし ② 感覚→対他
かしかまし 喧し 感覚→対自 感覚→評価
かんばし 香し・芳し ③ 感覚→評価

かうばし 香し ② 感覚→評価
さわがし 騒し ⑦ 感覚→様相 感覚→境遇 感覚→対自
すさまじ 寒じ・冷じ ⑧ 感覚→属性 感覚→様相 感覚→対自 感覚→境遇 感覚→量的 感覚→評価
すずし 冷 ⑧ 感覚→対自 感覚→評価 感覚→様相 感覚→思考
まぎらはし 紛し ⑤ 感覚→境遇 感覚→対自 感覚→関係

まぶしい 眩 ② 感覚→評価
やかまし ⑥ 感覚→対自 感覚→評価
わわし ③ 感覚→評価

対自形容詞
あさまし ⑧ 対自→境遇 対自→量的 対自→評価

あわたたし 慌し ② 対自→様相
おそろし 恐し・畏し ③ 対自→評価 対自→量的

おどろおどろし ④ 対自→感覚 対自→境遇 対自→様相
おもだたし 面立し ② 対自→評価

かなし 悲 ⑥ 対自→評価 対自→境遇
きぜわしい 気忙 ② 対自→評価
きむずかしい 気難 ② 対自→評価

くるし 苦 ⑧ 対自→様相 対自→意向
けたたましい ③ 対自→様相 対自→感覚

さびし ③ 対自→様相 対自→評価
さみし 寂し ③ 対自→様相 対自→評価

すがすがし ② 対自→意向 対自→様相
たのし 楽 ③ 対自→境遇 対自→量的

つつまし 慎し ③ 対自→評価
にがにがし 苦苦し ③ 対自→様相 対自→感覚

はづかし 恥 ③ 対自→評価
まがまがし ③ 対自→量的 対自→意向
みぐるし 見苦し ③ 対自→評価 対自→様相
むつかし 難・六借 対自→様相 対自→評価 対自→境遇
ものさわがし 物騒し ② 対自→様相 対自→評価



ものすさまじい物凄 ② 対自→様相
やさし ⑩ 対自→評価【優】評価→様相【易】

やまし 病し ③ 対自→境遇
わづらはし 煩し ⑤ 対自→様相 対自→境遇

対他形容詞
いたいたし 痛痛し ② 対他→量的
いまいまし 忌忌し ⑥ 対他→評価

いやし 賤 ⑦ 対他→境遇 対他→評価
いやらしい 嫌ー・厭ー ② 対他→評価

うつくし 愛 ⑥ 対他→評価 対他→様相
うらめし 恨 ③ 対他→様相 対他→評価
うらやまし 妬忌 ② 対他→意向

おもはし 思し ③ 対他→思考
かごとがましい託言ー ② 対他→関係
けけし ③ 対他→評価
このまし 好し ② 対他→評価 対他→意向
このもし 好し ② 対他→評価 対他→意向

したし 親 ③ 対他→関係 対他→評価
ちかぢかし 近近し ② 対他→時空

なつかし ③ 対他→様相
なれなれし 馴馴し ② 対他→評価

はし 愛 ② 対他→評価
めざまし 目覚まし ② 対他→評価

めづらし 珍 ⑤ 対他→様相 対他→評価 対他→時空
ゆゆし 斎忌 ⑦ 対他→量的 対他→評価

意向形容詞
いさまし 勇まし ④ 意向→評価
おくゆかし 奥ゆかし ② 意向→対他 意向→評価
くちをし 口惜し ③ 意向→評価 意向→境遇
ことあたらし 事新し ② 意向→様相
ゆかし ③ 意向→対他 意向→評価

わびし ⑥ 意向→対自 意向→境遇 意向→感覚

思考形容詞
あやし 怪 ⑦ 思考→様相 思考→評価 思考→境遇 思考→関係 思考→対自

いかがわしい 如何 ② 思考→評価
くすし 奇 ② 思考→評価

くらべぐるし 比苦し ② 思考→様相
げにげにし 実実し ③ 思考→意向 思考→評価



ものおもわしい物思 ② 思考→評価

評価形容詞
あはあはし 淡淡し ② 評価→様相
いし 美し ⑥ 評価→感覚

いそし 勤 ② 評価→境遇
うひうひし 初初し ② 評価→対自

うるはし 愛 ⑩ 評価→様相 評価→対他
おぞまし 悍し ② 評価→様相

おだひし 穏 ③ 評価→様相 評価→思考
かるがるし 軽軽し ③ 評価→境遇 評価→対他

かろがろし 軽軽し ④ 評価→境遇 評価→属性
きらきらし 端正 ⑤ 評価→属性 評価→様相
くはし 妙・細 ③ 評価→様相
さかし 賢 ⑦ 評価→様相

しおらしい ④ 評価→対他
せせこましい ② 評価→時空

たけだけし 猛猛し ② 評価→対自
たどたどし ⑤ 評価→様相

たのもし 頼 ③ 評価→対自 評価→意向 評価→境遇
とげとげしい 刺刺 ② 評価→属性
につこらしい 似ー ③ 評価→関係 評価→意向

はかばかし ② 評価→様相
ばからしい 馬鹿ー ② 評価→量的

ひとがまし 人がまし ② 評価→様相
よろし 宜 ⑩ 評価→量的 評価→境遇 評価→様相 評価→思考

わかわかしい 若若 ② 評価→境遇



右→下 存在 関係 時空 量的 属性 様相 境遇 感覚 対自 対他 意向 思考 評価 合計
7語 5語 5語 5語 12語 31語 5語 12語 25語 20語 6語 6語 24語 163語

存在 ― 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
関係 1 ― 1 0 0 0 0 1 0 2 0 1 1 7
時空 0 1 ― 0 1 2 0 0 0 2 0 0 1 7
量的 0 1 1 ― 1 3 2 1 4 2 0 0 2 17
属性 0 0 0 0 ― 4 1 1 0 0 0 0 3 9
様相 3 2 2 1 9 ― 1 3 13 4 1 2 12 53
境遇 1 0 0 2 1 4 ― 3 7 1 2 1 6 28
感覚 0 0 0 0 1 1 0 ― 3 0 1 0 1 7
対自 0 1 0 0 2 8 3 7 ― ― 1 1 3 26
対他 0 1 1 1 2 5 1 1 ― ― 2 0 3 17
意向 2 1 0 1 2 1 0 0 3 3 ― 1 2 16
思考 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 ― 2 7
評価 5 1 2 3 6 22 1 9 14 14 4 5 ― 86

表24　分類からみるシク活用形容詞の意味変遷傾向


